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ま載マニュアル 

取扱説明書や整備手帳など、車両に付属の印刷物 
はま内に常備してください。車両を売がするとき 
は、次に購入されるお客様におミ度しください。 

ご質 FpI 、 ご提案 

ま両本体またはま載マニュアルについてのご質 
問、ご提案がございましたら、下記までご連絡く 
ださい。 

ま京都目黒区下目黒 1-8-1 
ポルシ王ジャパン株式会社 
アフターセールス部 
マー ケットサポートグループ 

車両の装備について 

ポルシェ社では絶えず製品の開発と改良を 
行っており、お客様の車両の装備品や仕様等が 
この取扱説明書の内容と一部異なる場合があ 
ります。あらかじめご了承ください。 
オプション装備品や国別仕様は、法律等の基準に 
よって、この取扱説明書の内容と異なる場合があ 
ります。そのような項目にはアスタリスク （* 印） 
を付けていますのでご留意ください。この取扱説 
明書に記載した装備品の一部はオプション部品で 
す。車両ご購入の際にこれらの装備品を追加した 
い場合は、ポルシェ正規販売店にご相談ください。 


この取扱説明書に記載されていない装備品等 
の取り扱いにつきましては、ポルシェ正規販 
売店にお問い合わせください。ポルシェ正規 
販売店はすべての装備品の取り扱い方法とメ 
ンテナンスについてご説明致します。 

各国の法律等の違いにより、この取扱説明書の 
内容が車両の仕様と一部異なる場合があります。 

Panamera S E-Hybrid 


Panamera S E-Hybrid 用に追加された、危険に関 
する情報、安全に関する情報につきましては、 
別添の追補版取扱説明書を参照してください。 

エアバッグ警告ラベル 


巧巧説明書内のま全に関する指示 

この取扱説明書内には様々な安全に関する指 
示が使用されています。 


重傷または致命傷を 
負う危険があります 

「危険」の欄の安全に関する指示を守らなかった 
場合、重傷または致命傷を負う危険があります。 


ム警告 


重傷または致命傷を 
負う恐れがあります 


「警告」の欄の安全に関する指示を守らなかった 
場合、重傷または致命傷を負う恐れがあります。 


チャイルド■シートの 

A ま意 

助手席での使用 



ケガまたは軽傷を負う 
恐れがあります 


チャイルド.シートを助手席に取り付けた場 
合、助手席エアバッグが作動したときに重傷 
または致命傷を負う危険があります。 

>後ろ向きに着座するタイプのチャイルド • 
シートは使用しないでください。フロント ■ 
エアバッグが作動した場合、お子様が重傷 
または致命傷を負う危険があります。 
「チャイルド■シート」 （41 ぺージ）を参照 
してください。 
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ほ意」の欄の安全に関する指示を守らなかった 
場合、ケガまたは軽傷を負う恐れがあります。 



車両を損傷する恐れがあります。 

「知識」の欄の安全に関する指示を守らなかつ 
た場合、車両を損傷する恐れがあります。 


( jJ インフオゾーシヨン 
追加情報、ヒントおよび指示につきましては 
「インフォメーション」で表示されています。 
「インフォメーション」の内容をよく読み、指 
示に従ってください。 
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コントロー ル-パネル 

A シート■ヒーター/シート.ベンチレーター 
(37 ぺージ） 

B エアコン（左右） 

(63 ぺージ） 

C ハザード•ライト-スイッチ 
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G ハイ.レベル 
(216 ぺージ） 
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I 車線逸脱警告システム 
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ドウの口ールアップ-サンブラインド 
(57 ページ） 

L 才ート■スタート/ストップ機能、惰性走行 
モード 
(160 ぺージ） 



8籠図 









































フロント-エアコン （2 ゾーン 
および4ゾーン-エアコン） 

A エアコン■ディスプレイ（左右） 

B フロント•ウインドウ•デフロスター 
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(64 ぺージ） 

REAR モード（フロント.コントロール- 
パネルでリヤ-ゾーンを制御する） 

(67 ページ） 
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ルー フ-コン ソール 

A 読書な 
(91 ぺージ） 

B ハンズフリー■マイク 
C リヤ•インテリア•ライト 
(91 ぺージ） 

D アンビエント■ライトの明るさ調整 
(92 ページ） 

E パーキング•アシスタント OFF ボタン 
(252 ぺージ） 

F 室内モニタリング 
饼〇ぺージ） 

G スライディング'/チルティング•ルーフ 
(81 ぺージ） 

H ガレー ジ.ドア.才 ープナ ー/ ホームリ 

、/ク⑩* 

(254 ぺージ） 

I オリエンテーション■ライト 
(92 ページ） 

J フロント•インテリア•ライト 

(91 ページ） 

K インテリア-ドア•オープニング■ライト 
(92 ぺージ） 
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後部 

A インテリア•ライト/読書な 
(91 ページ） 

B イン ナー •ドア-ハンドル 
(24 ぺージ） 

C マップ.ポケット 
D エア.ベント 

(73 ぺージ） 

E シート調節 
G 6 ぺージ） 

F セントラル-ロッキング 
(22 ぺージ） 

G エアコン 
(62 ぺージ） 

H ドリンク-ホルダー/カップ-ホルダー 
(229ぺージ） 

I 灰皿 

に30ぺージ） 

J パワー■ウィンドウ/リヤ•サイド•ウィ 
ンドウの口ールアップ-サンブラインド 
(78 ぺージ） 
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リヤ.エアコン （4 ゾーン • 
エアコン） 

A A/C MAX モード (Panamera Executive ) 

(69 ページ） 

B エアコン■ディスプレイ（左右） 

C 温度設定（左右） 

(65 ぺージ） 

D 送風量設定（左右） 

(66 ページ） 

E ドア-ベントおよび中央のベントへの送風 
(左右） 

(66 ページ） 

F AUTO モード（左右） 

(64 ぺージ） 

G ドア•ベント、中央のベントおよび足元へ 
の送風（左右） 

(66 ぺージ） 

H ドア•ベントおよび足元への送風（左右） 
(66 ぺージ） 

I SYNC モード（右リヤのエアコン設定を室 
内全体に適用する ） (Panamera Executive ) 
(71 ぺージ） 
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開閉操作とロック 










概要-ま外からの開閉操作と 
ロック 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブは、ドア•ハ 
ンドルのボタン A の操作でロック/ロック解除 
ができるシステムです。 

この概要説明は後述の「ま外からのドアの開閉 
操作とロック」に代わるものではありません。 
操作する際は、この概要のみでなく、「警告」 
を必ずお読みください。 



キー ポルシェ • エントリ ー& ドライブ 


運転者が何をしたいか？ 

その操作方法は？ 

その結果は？ 

ロック解除 

キーを使用する： 

キーのがボタンを押してください。 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装備ま： 

ドア-ハンドルをしっかり握ってください。 

ハザード■ライトが1回点滅します。 

ドアを開くことができます。 

ロック 

キーを使用する： 

キーの負ボタンを押してください。 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装備車： 

ドア-ハンドルのボタン A を押してください。 

ハザード■ライトが2回点滅します。 

すべてのドアとリヤ•リッドがロックされます。 
ドアは、インナ ー• ドア•ハンドルを引いて車 
内から開くことができません（セーフロック）。 

人/動物を車両に残してロックする場合 
-ロックされた車両のセーフロックの作動を解 
除する 
および 

-室内モニタリング-システムを OFF にする 

キーの©ボタンを2回押してください 
(約2秒な内）。 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装備ま： 

ドア-ハンドルのボタン A を2回押してください 
(約2秒な内）。 

ハザード■ライトがゆっくり1回点滅します。 
ドアはロックされますが、インナー-ドア■ハ 
ンドルを引くことにより、ま内からドアを開く 
ことができます。 

警報の解除 

キーの CiT ボタンを押してください。 

または 

イグニッシヨンを ON にしてください。 

警報が止まります。 
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ABC 



A - 車両のロック解除 
B - 車両のロック 

C - リヤ■リッドおよびドアのロック解除 

ま外からのドアの開閉操作と 
ロック 

ま両装備により、キーまたはポルシェ•エント 
リ ー &ドライブ装備まではキーなしでロックお 
よびロック解除ができます。 


L _ U イン フォゾーシヨン 

ここではネ刀期設定の機能を元に説明しています。 

コンフォート•メモリー装備車ではインストル 

メント-パネルのマルチファンクシヨン■ディ 

スプレイで設定を変更し、そのとき使用してい 

るキーに設定情報として保存しておくことが 

できます。 

ロック/ ロック解除の設定変更に関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ロックの設定」（131ぺージ）を参照して 
ください。 


GjJ インフオゾーシヨン 
運転席ドア ■ ロックにエマージェンシ ー■ キー 
を差し込んで車両をロック解除した場合、警報 
システムの作動を回避するために、ドアを開い 
てから15秒な内にイグニッシヨンを ON (イク'' 
ニッシヨン■ロック位置 1) にしなければなり 
ません。その他のドアはロックしたままになり 
ます。運転席ドアを開かなかった場合、約30秒 
後に車両は自動的に再ロックされます。 
エマージェンシ ー■ キーを使用した車両の 
ロック解除に関するインフオメーシヨン： 

>「ま両のロックを解除できない」 （27 ぺージ） 
を参照してください。 


キーの 使用 

キーの ボタンを操作して ロック および ロック 
解除を行ってください。 



ポルシェ-エントリー&ドライブ装備ま 
ポルシェ-エントリー&ドライブ装備までは 
キーを携行していれば（例えば着衣のポケット 
に入れておくだけで）、キーを使用することな 
く開閑操作およびエンジンの始動が行えます。 

の インフォゾーシヨン 
ポルシ X ■エントリー&ドライブの機能を快適 
にご利用いただくため、キーを電源が入った電 
子機器（携帯電話、ノートパソコン、ドライ 
バー.力ード/リモート.キーパッド（ポルシェ 
車両追跡システム）など）と一緒に保管しない 
ようにしてください。 

>「開閉操作とロックの故障」 （26 ページ）を 
参照してください。 
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ドア.ロックを解除してドアを閒く 

の インフォゾーシヨン 
ドア-ロックを解除してからドアまたはリヤ • 
リッドを開かなかった場合、30秒後に自動的に 
ロックされます。警報システムが起動します。 
自動的に再ロックされた後は、室内モニタリン 
グ■システムと傾斜センサー*が解除されます 
(盗難防止機能が制限されます)。 

この場合、インナ ー■ ドア■ハンドルを引くこと 
により、車内からドアを開くことができます。 

>ドアを開いた場合、警報システムが作動す 
ることをま内に残る人に伝えてください。 
再度ロックされた後は、室内モニタリング•シス 
テムおよび傾斜センサーが再び作動します。 

ドアのロック解除機能の設定 
車両のロックを解除するときに、運転席ドアとリ 
ヤ•リッドのみをロック解除するか、またはすベ 
てのドアをロック解除するか設定できます。 

なお、設定内容に関係なく、すべてのドアを 
ロック解除することができます。 

>キーのゴ^卡タンを5秒な内に2回押してく 
ださい。 

開閉操作の設定変更に関するインフォメーンヨン： 
>「ロックの設定」 （131 ぺージ）を参照してく 
ださい。 



キーによるロック解除 

1 . ゴ"ボタンを押してください。 

ハザード•ライトが1回点滅します。 

ドアのロックが解除されます。 

2. ドア■ハンドルを引いてドアを開いてくだ 
さい。 



ポルシェ-エントリ ー& ドライブによるロッ 
ク解除（キーレス操作） 

キーを携行して運転席または助手席側のドア 
に近づくと、車両のロックを解除することがで 
きます。 

1 . ドア•ハンドルをしっかり握ってください。 
ハザード-ライトが1回点滅します。 

ドアのロックが解除されます。 

2. ドア•ハンドルを引いてドアを開いてくだ 
さい。 
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* 日本仕様に設定はありません。 










無段階式ドア-ストッパー 

車両には無段階式ドア•ストッパーが装備され 
ています。各ドアは開いた位置で停止します。 
>ドアを開き、任意の位置で約 1 秒間保持して 
ください。 

CiJ インフォゾーシヨン 
ドアを停止位置から解除するには、少し強い力 
で操作する必要があります。 


ドアをロックする 

七ーフロック 

セーフロックは、ロックされた車両のイン 
ナ—— ドア•ハンドルとセントラル■ロッキン 
グ•ボタンを無効にし、車内への不正な侵入を 
難しくします。 

A が* 車外からのドアの 


車外からドアをロックすると、車内からドアや 
ウインドウを開くことができなくなります 
(七ーフロック）。そのため、ロックする前に車 
両に人または動物が残っていないことを確認 
してください。ドアをロックした後は、緊急時 
においても容易に他者がま内へ入ることがで 
きなくなります。 

>車両をロックするときは、車両に人または 
動物が残つていないか確認してください。 


キーによるロック 

1. ドアを閉じてください。 

2. @ボタンを 1 回押してください。 

ハザード■ライトが 2 回点滅します。 

ま外、ま内のどちらからもドアを開くこと 
ができなくなります。 

または 

人または動物を車両に残してロックする場 
合、キーの员ボタンを 2 回押してください。 

ハザード■ライトがゆっくり 1 回点滅します。 
ドアはインナ ー• ドア■ハンドルを引くこ 
とにより、内側から開くことができます。 

3 . ドアを開いた場合、警報システムが作動す 
ることをま内に残る人に伝えてください。 

Cl ) インフォゾーシヨン 
-運転席側ドアが完全に閉じていないと車両 
をロックできません。 

すべてのドア、エンジン•コンパートメン 
卜■リッド、リヤ■リッドが閉じていると 
きにのみ、ハザード-ライトが点滅してま 
両がロックされたことを知らせます。 

-運転席ドアのみを閉じた状態でロックをす 
ると、車両はプリロック状態になります。残 
りの開いたドアまたはリヤ•リッドを閉じ 
る前に、キーを車外に持ち出してください： 
キーを車内に残したままにすると、スぺア- 
キーを使用しなければロックを解除する こ 
とができなくなります。 



ポルシェ-エントリ ー& ドライブによるドア- 
ロック (キーレス操作） 

この操作を行うときは、キーを携行していなけ 
ればなりません。 

1. ドアを閉じてください。 

2. ドア•ハンドルのロック•ボタン A を押して 
ください。 

ハザード•ライトが 2 回点滅します。 

ま外、ま内のどちらからもドアを開くこと 
ができなくなります。 

または 

人または動物を車両に残してロックする場 
合、ドア•ハンドルのロック.ボタン A を 2 
回押してください。 

ハザード■ライトがゆっくり 1 回点滅します。 
ドアはインナ ー• ドア■ハンドルを引くこ 
とにより、内側から開くことができます。 

3 . ドアを開いた場合、警報システムが作動す 
ることをま内に残る人に伝えてください。 
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の インフオターシヨン 

-すべてのドアまたはリヤ•リッドが完全に閉 
じていないと車両はロックできません。 
警告音が鳴り、マルチファンクション•ディ 
スプレイに警告メッセージが表示されます。 

-ドアをロックするときはキーを車外に持ち 
出してください。キーがま内にあるとドア 
をロックできません。 

-キーがポルシェ■エントリ ー& ドライブの作 
動範囲外にある場合、ロックした後でドア 
を開くことはできません。 


オートマチック-リヤ-リッド 

リヤ•リッドにはエレクトリック-ドライブ- 
メカニズム（パワーリフトおよびクロージン 
グ-エイド）が組み込まれています。 

リヤ. リッドを自動開閉する 

有 S な排気ガスの吸引 

エンジンが作動している状態でリヤ■リッドが 
開いていると、有毒な排気ガスが室内に侵入す 
る可能性があります。 

>エンジンの作動中は必ずリヤ•リツドを閑 
じてください。 


A 警告 


オートマチック-リヤ • 
リツドの不意の自動 


開閉 


オートマチック■リヤ•リッドの不用意な開閉 

により、けがを負う恐れがあります。 

>停車中にのみリヤ■リッドを開閉してくだ 
さい。 

>リヤ•リッドの作動範囲内に人や動物、障 
害物がないことを確認してからリヤ■リッ 
ドを開閉してください。 

>万一のときはいつでも作動を中断できるよ 
うに、リヤ■リッドの開閉作動から目を離 
さないでください。 

開閉作動の中断に関するインフォメーシヨン： 

>「緊急時の開閉作動の中断」 （21 ぺージ）を 
参照してください。 



オートマチック-リヤ■リッドの不用意な開閉 
により、損傷する恐れがあります。 

開閉時にリヤ•リッドがガレージの天井に衝突 
したり、ルーフ-トランスポート-システムま 
たはラゲッジ■コンパートメントに載せた荷物 
に衝突する恐れがあります。 

>車両の後方や上方に十分なスペースがあるこ 
とを確認してください（ルーフ-トランスポー 
卜-システムやガレージの天井など)。 

>積み荷がラゲッジ•コンパートメントから 
突き出したり、はみ出したりしないように 
してください。 



ラゲッジ.コンパ-トメント-カバ-がリヤ. 
リッドに取り付けられていない場合、リヤ ■ 
リッドに手を添えて開いてください。リヤ ■ 
リッドを損傷する恐れがあります。 

ラゲッジ.コンパ-トメント-カバ-がリヤ. 
リッドに取り付けられていない場合、リヤ ■ 
リッドは自動停止位置を超えてゆつくり上昇 
を続けます。このため、ガレージの天井やルー 
フ-トランスポート-システムに接触する可能 
性があります。 

>オートマチック■リヤ•リッドは、必ずラ 
ゲッジ-コンパートメント-カバーが取り 
付けられている状態で使用してください。 


( jJ インフ オメー シヨン 
-リヤ■リッドのロックを解除すると、ドア 
のロックも解除されます。 

-ドア•ロックを解除した後、ドアまたはリ 
ヤ•リツドを開かなかった場合、30秒後に 
自動的に再ロックされます。 
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リヤ■リッドを自動で開く 

ffi インフォゾーシヨン 

リヤ•リッドは設定した高さまで開きます。 

リヤ•リッドの開き方には3通りの方法があり 
ます。 

手順1 

>ボタン（矢印）を押してください。 

車両装備によっては、ボタンはリヤ■ウィン 
ドウ A またはリヤ-ワイパ ー B にあります。 
リヤ-リッドが自動で開きます。 

このとき、ま両のロックは解除しておいて 
ください。 

ポルシェ•エントリー&ドライブ装備車では、 
キーを携行していれば（例えば着衣のポケッ 
卜に入れておくだけで)、車両がロックされて 
いてもリツドを開くことができます。 


手順3 

>運転席ドアのピ^ボタンを短く押してく 
ださい。 

CiJ インフォゾーシヨン 
トレーラー、キャンピング•力一、その他のアク 
セサリー(バイク■ラックなど）をトレーラー • 
コネクターを接続してけん引しているときは、リ 
ヤ■ウインドウまたはリヤ-ワイパーのボタンで 
リヤ■ゲートを開くことができます。 


手順2 

>イク'' ニッシ ョンが OFF のときは、キーの 
ボタンを約1秒間押してください。 

ClJ インフォゾーション 
車両がロックされている場合、運転席ドアまた 
はすべてのドアのロックが解除されます（マル 
チファンクション■ディスプレイでの設定によ 
り異なります)。 

マルチファンクション■ディスプレイでの開閉 
操作の設定に関するインフォメーション： 

>「ロックの設定」 （131 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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リヤ■リツドを自動で閉じる 


A ま意 


パワ ー. クロージン 
グ-メカニズム 


リヤ-リッドは、引き下げると自動的に閉じ、 

ロックされます。 

>リヤ■リッドの下に指を挟まないよう注意 
してください。 

>パワー.クロージング.メカニズムの作動 
部品（ロックの口ータリー■ラッチ）の近 
くに物を置いたり、手足を近づけないでく 
ださい。 

>お子様のみを車内に残さないでください。 

>リヤ•リッドを閉じる前に、リッドの可動 
範囲に物がないことを確認してください。 
リッドが障害物に触れると閑作動が中断し 
た後、約 Icm 開きます。 


リヤ•リッドの閉じ方には、2通りの方法があ 
ります。 

お頃1 

1 . イグニッシヨン-スイッチを ON にした状態 
で運転席ドアのボタンを押し続けて 
ください。 

警告音が鳴り、リヤ•リッドが閑じます。 

2. キーの g ボタンを1回押してください。 
車両がロックされます。 




A- リヤ.リッドを自動で閉じる 
B - リヤ•リッドを自動で閉じてロックする 
(ポルシェ-エントリー&ドライブ装備ま） 

手順2 

1. リヤ.リッドのトリム.パネルのボタン A を 
押してください。 

リヤ■リッドが閉じます。 

2. キーの员ボタンを1回押してください。 
車両がロックされます。 
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リヤ•リッドを自動で閉じ、ロックする（ポル 
シェ•エントリー&ドライブ装備ま） 

>リヤ•リッドのトリム■パネルのボタン B を 
押してください。 

リヤ■リッドが閉じ、車両がロックされます。 
リヤ•リッドを自動で閉じてロックするには、 
キーが次の位置になければなりません： 

-リヤ•リッドの近くおよび 
-ま外 

この条件が満たされていない場合、マルチファ 
ンクシヨン•ディスプレイに警告メ ッセー ジが 
表示されます。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概到（じ6ぺージ） 
を参照してください。 

GlJ インフォターシヨン 

ポルシェ•エントリー&ドライブ装備車でキーお 
よびリモート■コントロ ールが作動範囲外にある 
場合、_リヤ■リッドを開くことはできません。_ 

GlJ インフォグーシヨン 
キーをま内に残した状態でロック■ボタン B を 
押した場合、リヤ•リッドが自動的に閉じて警 
告音が鳴ります。車両はロックされません。 


緊急時の開閉作動の中断 

次のいずれかのボタンを押すと、リヤ•リツド 

の開閉作動をすぐに中断できます： 

>キーのこ^ボタンを押してください。 
または 

運転席ドアのこ^ボタンを短く押してく 
ださい。 

または 

リヤ.リツドのトリム.パネルのボタン A ま 
たは B を短く押してください。 

または 

リヤ•ウィンドウまたはリヤ-ワイパーの 
ボタンを短く押してください。 

自動作動はいつでも再開することができます。 
再開するには、中断するために押したボタンを 
再度押してください。 

リヤ■リツド開作動中の障害物検出 
リヤ■リツドの開作動中に障害物に作動を巧げ 
られると、作動が中断されます。警告音が鳴り 

ホ寸 

障害物を取り除いた後、開作動を再開するには： 
>キーのボタンを押してください。 
または 

運転席ドアのこ^ボタンを短く押してく 
ださい。 

または 

リヤ•ウインドウまたはリヤ-ワイパーの 
ボタンを押してください。 


リヤ•リッド閉作動中の障害物検出 
リヤ•リッドの閑作動中に障害物に作動を巧げ 
られると、作動が中断されます。 

警告音が鳴り、リヤ•リッドが再び約 1 cm 開き 

ホ寸 

障害物を取り除いた後、リヤ■リッドのトリム- 
パネルのボタンを押して閑じることができます。 

リヤ■リッドが不意に作動した場合の自動停止 
リヤ•リッドが降り積もった雪の重みなどで開 
いた状態から不意に下がると、パワー■メカニ 
ズムのブレーキ機能が作動してリッドの動き 
を制止するとともに、リッドの動きが止まるま 
で警告音が鳴ります。 

>リヤ•リッドは約1秒間停止します。 

ブレーキ機能が解除されます。 

リヤ•リッドの開く高さの設定 
例えば天井が低いま庫の中でリヤ•リッドを開 
くときなど、リッドの開く高さをあらかじめ設 
定することができます。 

レベル.コントロール装備車は、レべリング- 
システムの設定に応じてま高が変化します。 

>このため、レベル■コントロール装着まで 
は、ま高を最も高い状態にセットしてから 
リッドの開く高さを設定してください。車 
高が低い状態でリッドの開く高さを設定す 
ると、レべリング■システムの設定を切り 
替えたときにリツドが障害物に衝突する恐 
れがあります。 
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リヤ•リッドを不用意に自動開閉するとリヤ • 
リッドを損傷する恐れがあります。 

ラゲ ッジ.コンパ— トメント.カバ-が リヤ. 
リッドに取り付けられていない場合、リヤ • 
リッドは自動停止位置を超えてゆつくり上昇 
を続けます。このため、 ガレージの 天井や ルー 
フ-トランスポート-システムに接触する可能 
性があります。 

>オートマチック•リヤ•リッドは、必ずラ 
ゲ ッジ- コンパー トメント- カバーが 取り 
付けられてし^る状態で使用してください。 


1 . ま両の後方に立ち、リヤ■リツドを開いて 
ください。 

2. リヤ■リツドが全開時の約2/3の高さまで開 
いたときに、キーのご二5ボタンを押して自 
動開作動を中断してください。 

3. 設定したい高さになるまでリツドを手で持 
ち上げてください。このとき、天井などの 
障害物との距離が十分に保たれていること 
を確認してください。 

4. リヤ■リツドのトリム*パネルのボタン A を 
約3秒間押してください。 

確認音が鳴ります。 

これでリヤ-リツドを開く高さが保存され 
ました。 

作業が完了した後はボタンを短く押して 
リツドを閉じることができます。 

リヤ■リツドの開く高さの設定は、1回保存す 
ると消去できません。設定を変更したい場合は 
この手順を繰り返してください。 


リヤ .リッ ド.ドライブ•メカニズムの作動不良 
バッテリーの電圧が低下するとリヤ•リッドの 
自動開閑機能は作動しません。 

この場合、ボタンを押すとリヤ■リッドのロッ 
クのみが解除され、警告音が短く 3回鳴ります。 
リヤ-リッドは手動で開くことができます。 

>バッテリーを充電してください。 


または 

メカニズムの故障などでリヤ•リッドの自動開 
閑作動が中断した場合： 

>リヤ■リツドを手でゆっくり開閉してくだ 
さい。 

才ーバーロード•プロテクション（過負荷時の 
保護機能） 

リヤ.リッド. ドライブの過負荷を検出する 

y 塾化さかけ己3同 P 宜 U ホナ 

自動開閉機能が約30秒間作動しなくなります。 

作動待機の解除（ポルシェ•エント 
リ ー& ドライブ装備ま） 

車両のロックを一定時間内に解除しなかった 
場合、ポルシェ•ェントリー&ドライブの作動 
待機状態が解除されます。運転席ドアは96時間 
後、助手席ドアは％時間後に作動待機状態が解 
除されます。 

1 . ドア■ハンドルを 1 回引くと、ポルシェ■ェ 
ントリー&ドライブが作動待機状態に戻り 
ます。 

2. ドア■ハンドルをもう 1 回引くと、ドアが開 
きます。 


ま内からのドアの開閉操作と 
ロツク 

ここではネ刀期設定の機能を元に説明しています。 
コンフオート■メモリー装備車ではインストル 
メント-パネルのマルチファンクシヨン■ディ 
スプレイで設定を変更し、そのとき使用してい 
るキーに設定情報として保存しておくことが 
できます。 

開閉 J 票作の設定変更に関するインフオメーシヨン： 
>「ロックの設定」 （131 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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リヤ. セントラル.ロッキング.ボタン 
才ート-ロック機能による自動ロック 
この機能が作動しているときは、速度が約 
5 km / h を超えると自動的にロックされます。 
開閉 J 票作の設定変更に関するインフオメーシヨン: 
>「ロックの設定」 （131 ぺージ）を参照してく 
ださい。 


dV 自ドア-ロックを解除する 

>ドア■パネルのセントラル■ロッキング • 
ボタン ciT 、 またはリヤ■センター■コン 
ソールのセントラル-ロッキング-ボタン 
負を押してください。 

ドア•パネルのセントラル-ロッキング- 
ボタンのインジケーター■ライト A およびリ 
ヤ.センタ—. コン ソー ルのセントラル- 
ロッキング'-ボタンのインジケーター■ラ 
イトが消なします。 

車両のすべてのドアとリヤ•リッドのロッ 
クが解除されます。 

才ート-ロック機能による自動ロック解除 
ポルシ X ■ エントリ ー& ドライブ非装備車： 
キーを抜くと、車両のロックが自動的に解除さ 
れます。 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブ装備ま： 

イグニッシヨンを OFF にして運転席ドアを開く 
と、ま両のロックが自動的に解除されます。 

面 イン フォゾーシヨン 
キーまたはスペア•キーでま両をロックした場 
合、セントラル■ロッキング•ボタンでロック 
を解除することはできません。 



ドア•パネルのセントラル-ロッキング•ボタン 

© ドアをロックする 

必要条件 

すべてのドアとリヤ•リッドが完全に閉じてい 
ること。 

>ドア-パネルのセントラル■ロッキング- 
ボタン6、またはリヤ■センター-コンソー 
ルのセントラル■ロッキング-ボタン白を 
押してください。 

イク''ニッシヨンを ON にすると、ドア•パネ 
ルのセントラル-ロッキング-ボタンのイ 
ンジケーター-ライト A およびリヤ-セン 
夕一.コンソールのセントラル-ロッキン 
グ-ボタンのインジケーター-ライトが点 
なします。 

車両のすべてのドアとリヤ■リッドがロッ 
クされます。 

ドアはドア-ハンドルを引くことにより開 
くことができます。 
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ドアを開く 

>インナー■ドア-ハンドル（矢印）を引い 
てください。 


GtJ インフォゾーシヨン 
キーの员ボタンを押してま両をロックした場 
合、またはポルシェ■エントリー&ドライブ装 
備まのドア•ハンドルのボタンでロックした場 
合、ま内からドアを開くことはできません 
(セーフロック作動)。 


ドアを閉じる（ソフト•クローズ機能 
装備ま） 

ソフト•クローズ機能装備車には、すべてのド 
アにパワ ー■ クロージング•メカニズムが装備 
されています。 

>ドアをロックして軽く押し込むまたは引き 
込んでください。 

ドアは自動的に引き込まれて閉じます。 

パワ ー. クロージング. 
メカニズム 

閑操作時、ドアはロックに自動的に引き込まれ 
をす 

>ドアと車両固定部間に指を挟まないように 
ミ主意してください。 

>パワー.クロージング.メカニズムの作動 
部品（ロックの口ータリー■ラッチ）の近 
くに物を置いたり、手足を近づけないでく 
ださい。 

>お子様のみを車内に残さないでください。 
緊急時の閑作動の中断 

>インナー•ドア•ハンドルを引いてください 
または 

了ウター. ドア■ハンドルを引いてください 
閑作動がすぐに中断されます。 

クロージング-メカニズムが故障した場合 
>ドアを押す、または引いて手動でロックし 
てください。 

リヤ.ドアをロックする 

後席乗員が誤ってインナー-ドア•ハンドルを 
引いて、車内からドアが開くことを防ぎます。 



ソフト-クローズ機能非装備まのチャイルド- 
ロック機能の作動/解除 

リヤ-ドア開□部のキャッチの近くに、チャイ 
ルド. ロックを作動/解除するためのキー ■ス 
イッチがあります。 

チャイルド•ロックを作動させると、インナ ー■ 
ドア■ハンドルの操作でリヤ-ドアを開くこと 
ができなくなります。 

>作動させるには：エマージェンシー-キー 
を使用して、右リヤ-ドアのチャイルド- 
ロ ッ クを約45°反時計回りに回してくださ 
い。左リヤ-ドアのチャイルド•ロックは 
約45°時計回りに回してください。 

チャイルド-ロックが作動すると、ロック- 
シ リ ンダーが縦位置になります。 

>解除するには：エマージェンシー■キーを 
使用して、右リヤ-ドアのチャイルド•ロッ 
クを約45°時計回りに回してください。左リ 
ヤ-ドアのチャイルド■ロックは約45°反時 
計回りに回してください。 

エマージェンシ—キーに関するインフォメーシヨン: 
> 「エマージェンシー■キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 
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ソフト-クローズ機能装備まのチャイルド- 
ロック機能の作動/解除 

チャイルド■ロック機能はチャイルド■プロテ 
クシヨン作動時に作動します。 

>セーフティー■ボタン巧三を押してください。 
チャイルド-ロック機能が作動している場 
合、セーフティー•ボタンのインジケー 
夕一 •ライ 卜が点なします。 

通 インフォターシヨン 
チャイルド-ロック機能が作動している場合 
は、リヤ-ドアのパワー■ウィンドウ■スイツ 
チと、リヤ■センター■コンソールのコント 
口ール■パネルの機能が無効になります（セン 
トラル-ロッキング-ボタンを除く）。 


チャイルド■ロック機能に故障がある場合、マ 
ルチファンクシヨン-ディスプレイに警告メッ 
セージが表示されます。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概動 （136 ページ） 
を参照してください。 

エンジン-コンパートタント- 
リッドの開閉 
開く 



エンジン-コンパートメント •リッ ドまたはフ 
ロント-ワイパーを損傷する恐れがあります。 
エンジン-コンパートメント •リッ ドを開くと 
きにフロント-ワイパー-アームが起きている 
と、ワイパーまたはエンジン•コンパートメン 
卜■リッドが損傷する恐れがあります。 

>エンジン-コンパートメント■リッドを開 
くときは、フロント■ワイパー-アームが 
起きていないことを確認してください。 

>エンジン-コンパートメント•リッドを開 
く前に、必ずワイパーを OFF (ワイパー•レ 
バーを 0 の位置）にしてください。エンジ 
ン-コンパートメント•リッドを開くと、フ 
ロント-ワイパーがただちに停止します。 
エンジン-コンパートメント■リッドを閑 
じ、ワイパーシステムを OFF にしてから再度 
ON にするまで、この位置が保持されます。 
フロント■ワイパーに関するインフオメーシ ヨン: 
> 「フロント.ワイパーおよびヘッドライト- 
ウオッシャー ■システム」 (94 ぺージ）を参 
照してください。 



1 . 運転席ドアを開いてください。 

2 . リリース■レバー(矢印）を引いてください。 
エンジン•コンパートメント■リツドの ロッ 
クが解除されます。 
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3. セーフティー•キャッチのロック解除レ 
バー（矢印）を操作してください。 

4. エンジン-コンパートメント•リッドを完 
全に開いてください。 

閉じる 

1 . エンジン-コンパートメント■リッドが閑 
まる直前まで手で引き下げ、そこで手をが 
してエンジン-コンパートメント-リッド 
をロックしてください。必要な場合、セー 
フティー-キャッチの真上付近を手のひら 
で押して、エンジン•コンパートメント- 
リ ッ ドを確実にロックしてください。 

2 . リッドが完全にロックされているか、リ 
リース*レバーがネ刀期位置に戻っているか 
を確認してください。 

エンジン-コンパートメント•リッドが確実に 

ロックされていない場合、車両の発進時にマル 

チファンクション-ディスプレイに警告メッ 

セージが表示されます。 


開閉操作とロックのが障 

リヤ-リッドがロック解除できない 

キーの操作でリヤ•リッドが開かないとき（リ 
モート•コントロールの電池が弱くなったとき 
など）： 

1 . エマージェンシー-キーを使用して運転席 
ドアのロックを解除し、ドアを開いてくだ 
さい。 

>「車両のロックを解除できない」 （27 ぺージ） 
を参照してください。 

2 . 盗難防止警報システムの作動を回避するた 
め、ドアを開いてから10秒な内にイグニッ 
シヨンを ON にしてください。 

3. フロント-ドア-パネルまたはリヤ-セン 
夕一. コン ソー ルのセントラル■ロッキン 
グ-ボタンを押してください。 

リヤ.リッドのロックが解除され、下記の 
操作で開くことができます： 

>運転席ドアのご:^ボタンを押してください。 
または 

リヤ•ウインドウまたはリヤ-ワイパーの 
ボタンを押してください。 



リヤ•リッドの緊急ロック解除 
それでもリヤ•リッドが開かないとき（車両が 
バッテリー上がりのときなど）は、緊急時の 
ロック解除手順でリヤ•リッドを開く必要があ 
ります： 

1 . リヤ■シート•バックレストを前方に巧り 
畳んでください。 

> 「リヤ■シートのたたみ方および座席への戻 
し方」 （234 ページ）を参照してください。 

2 . 巧り畳んだシートを乗り越えてラゲッジ- 
コンパートメント内に移動してください。 

3. 進行方向に巧して左側のテール-ゲート内 
側にある室内な A を取り外してください。 
リヤ•リッドを開くためのリリース-ケー 
ブルはトリム内の上方右側にあります。 

4. 緊急リリース•ケーブルをブラケット B から 
外し、図の矢印方向に引いてください。 
解除音が聞こえます。 

リヤ-リッドは手で開くことができます。 

5. 緊急リリース-ケーブルをブラケットに取 
り付け、右側に固定してください。 



26 


開閉操作とロック 















1 つのドアのみロックが解除される 

マルチファンクション■ディスプレイを使用し 
て、ドアおよびリヤ■リッドの ロック/ロック 
解除の設定を変更することができます。なお、 
設定内容に関係なく、すべてのドアを開くこと 
がでさます。 

>キーのすボタンを5秒な内に2回押してくだ 
さい。 

マルチファンクション■ディスプレイでの開閉 
操作の設定に関するインフオメーション： 

>「ドアのロック機能の設定」 （131 ぺージ）を 
参照してください。 

車両のロックを解除できない 

リモート■コントロール.キーが、次のいずれ 
かの状態にあることが考えられます。 

-電磁波などの影響で正常に機能していない 
(ポルシェ•エントリー&ドライブ装備車の 
リモート-コントロールでも同様のを状が 
発生することがあります） 

-システムが故障している 
-キーの電池が消耗している 

「キー（リモート.コントロール）電池の交 
換」 （29 ページ）を参照してください。 

>キーを電源が入った電子機器（携帯電話、 
ノートパソコン、充電ケーブル、ドライ 
バ ー■ 力ード/リモート-キーパッド（ポル 
シェ車両追跡システム）など）と一緒に保 
管しないようにしてください。必要に応じ 
て、キーの保管場所を変更してください。 

>それでも車両のロックを解除できない場 
合、リヤ■ウィンドウ上部の中央付近でリ 
モート-コントロールを保持し、ゴ\卡タン 
を押してください。 


エマージェンシ ー• キーによるロック解除 

1. リモート.コントロ ールから取リ出したエ 
マージェンシー-キーを使用して運転席ドア 
のロックを解除し、ドアを開いてください。 
エマージェンシ ー■ キーに関するインフォ 
メー ション： 

「エマージェンシー■キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 

2. 盗難防止警報システムの作動を回避するた 
め、ドアを開いてから 10 秒な内にイグニッ 
ションを ON にしてください。 

イク''ニッションを ON にできない（ポルシェ ■ 
エントリー&ドライブ装備まの追加作業） 

イク''ニッションを ON にできない、またはエン 
ジンが始動しない場合は、マルチファンクショ 
ン■ディスプレイに「キーケンチフカ/ショウ 
ガイキーノイチヲヘンコウスル」のメッセー 
ジが表示されます。 

1. キーを電源が入った電子機器（携帯電話、 
ノートパソコン、ドライバー■力ード/リ 
モート. キーパッド（ポルシェま両追跡シ 
ステム）など）と一緒に保管しないように 
してください。必要に応じて、キーの保管 
場所を変更してください。 

2. イク''ニッションがまだ ON にできない場合、コ 
ントロール-ユニットをイク''ニッション- 
ロック位置0に回してください。 

3. エンジンを始動してください。 

エンジンが始動しない場合、メッセージ 
「キーケンチフカ/ショウガイキーノイチ 
ヲヘンコウスル」が再度表示されます。 

約1秒後に 「 Panel : turn left , remove , insert 
ign . key (スイッチ部：左へ回し、取り外 
し、キーを差し込む）」のメッセージが表 
示されます。 


4. コントロール. ユニットを イク'' ニッシ ヨン. 
ロック位置0に回して、イグ ニッシ ヨン- 
ロックから取り外してください。 

キー(エマージェンシー■キー な外）でイ 
グニッ シヨンを ON にしてください。 

車両をロックできない 

この状態は、ハザード■ライトが点なせず、 
ロック音が聞こえないことで判断できます。 
リモート.コントロール-キーが、次のいずれ 
かの状態にあることが考えられます。 

-電磁波などの影響で正常に機能していない 
(ポルシェ■エントリ ー& ドライブ装備車の 
リモート.コントロールでも同様のを状が 
発生することがあります） 

-システムが故障している 
-キーの電池が消耗している 

「キー（リモート■コントロ ール）電池の交 
換」 （29 ページ）を参照してください。 

>キーを電源が入った電子機器（携帯電話、 
ノートパソコン、充電ケーブル、ドライ 
バ ー■ 力ード/リモート.キーパッド（ポル 
シェ車両追跡システム）など）と一緒に保 
管しないようにしてください。必要に応じ 
て、キーの保管場所を変更してください。 
エマー ジェン シー • キー によるロック 
1. エマージェンシ ー■ キーをドア-ロックに差 
し込んで運転席ドアをロックしてください。 
エマージェンシー■キーに関するインフォメー 
シ ヨン： 

> 「エマージェンシー■キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 
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セントラル■ロッキング-システムに異常があ 
る場合、運転席ドアのドア■ロックにエマー 
ジェンシー- キーを差し込んでロックすると、 
正常に機能しているロックのみが作動します。 
緊急操作によるドア■ロックに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「車両のすべてのドアを同時にロックでき 
ない」 （28 ぺージ）を参照してください。 

>セントラル■ロッキング•システムを修理 
してください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシェ正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


ま両のすベてのドアを同時にロック 
できない 

セントラル-ロッキング-システムの故障が考 
えられます。この場合、緊急操作機能を使用し 
て、ドアをロックする必要があります。 

1. 助手席ドアを開いてください。 

2. ドライバーでカバーのクリップを外してく 
ださい。 

GlJ インフオメー シヨ ン 
カバーを取り外すには、大きな力が必要です。 
損傷しないようにミ主意してカバーを外してく 
ださい。 


3. エマージェンシー■キーを使用して、キー■ス 
イツチを車両の外側方向に回してください。 

4. カバーを取り付けてください。 

5. リヤ-ドアについても同様の作業を行って 
ください。 

6. すべてのドアを閉じてください。 
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7. エマージェンシ ー■ キーをドア.ロックに差 
し込んで運転席ドアをロックしてください。 
ドアはインナ ー■ ドア■ハンドルを引くことに 
より、内側から開くことができます。 
エマージェンシー■キーに関するインフォメー 
シヨン： 

た「エマージェンシー.キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 


キーおよびセントラル•ロッキ 
ンダ-システムの知識 
キー 

ま両には2本のキーが付属しており、それぞれ 
にエマージェンシ ー■ キーを内蔵しています。 
これらのキーを使用して、車両のすべてのロッ 
クを操作できます。 

>キーの取り扱いには細んのミ主意を仏ってく 
ださい：特別な状況を除いて、キーを放置 

I し、でグぉ* ,、 

>わずかな時間でも車両から離れるときは、 
キーを抜き取り、携行してください。 

キーを車内に残さないでください。 

>キーを紛失または盗難に遭遇したとき、ス 
ペア•キーを追加したり交換したときは、ご 
契約の損害保険会社に連絡してください。 

>紛失または盗難に遭遇したキーの電子コー 
ドを無効にしていても、そのキーをドア- 
ロックに差し込んで、 車両をロック/ロック 
解除できます。 


の インフォゾーシヨン 
コンフォート•メモリー装備車の場合、車両を 
ロックしたときに、ま両の様々な設定がそのと 
き使用しているキーに保存されます。 

キーのま両設定の保存に関するインフォメー 
シヨン： 

>「パーソナル設定の保存」（150ぺージ）を参 
照してください。 


キー （リ モート •コン トロー ル) 
電池の巧お 

CiJ インフォグーシヨン 
>電池を廃棄処分するときは、定められた法 
規にしたがってください。 


キー 

リモート■コントロールの電池が弱まると、イン 
ストルメント-パネルのマルチフアンクシヨン- 
ディスプレイにメッセージ「イグニッシヨン 
キーノデンチヲコウカン」が表示されます。 
速やかに電池を交換してください。 
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エマー ジェンシ ー • キー 

ェマージェンシ ー• キーを取り出す 

1. リリース•ボタンを横に押してください。 

2. ェマージェンシ ー■ キーを抜き取ってくだ 
さい。 

ェマージェンシ ー• キーを収納する 
>リリース•ボタンのロック音が聞こえるま 


で、エマージェンシー 
ください。 


キーを 押し込んで 


スペア.キー 

スペア. キーは、ポルシェ正規販売店のみでお 
求めいただくことができます。新しいキーをミ主 
文してからお手元に届くまでには大変時間が 
かかる場合がございますので、いつでもスぺ 
ア■キーを使えるように、あらかじめご用意い 
ただくことを推奨します。キーは盗難の恐れが 
ない安全な場所に保管し、車内や車両の近くに 
は置かないでください。 

新しいキーを使用するには、そのキーの電子 
コー ドを、ま両の コントロール■ユニットに 
「登録」する必要があります。この登録作業は 
ポルシ： L 正規販売店でのみ実施が可能です。ま 
た、登録作業を行うときは、現在登録している 
すべてのキーを同時 に 再登録しなければなり 
ません。再登録しなかったキーの電子 コード 
は、 コントロール•ユニットから 抹消され、な 
後使用できなくなります。 

最大で8本のキーを登録することができます。 

七ントラ J レ-ロッキング 

車両にはセントラル-ロッキング•システムが装 
備されています。セントラル-ロッキング-シス 
テムは、次の部位をロック/ロック解除します。 

-ドア 

-リヤ•リッド 

-フィラー■フラップ（燃料給油□カバー） 
車両をロック/□ック解除するとセントラル- 
ロッキング-システムが自動的に作動します。 
マルチファンクション•ディスプレイを使用し 
て、ドアおよびリヤ•リッドのロック/ロック 
解除の設定を変更することができます。 

ロック/ ロック解除の設定変更に関するイン 
フオメーシヨン： 

>「ロックの設定」 （131 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

なお、設定内容に関係なく、すべてのドアを開 
くことができます。 

>キ ーのゴ 'ボタンを5秒な内に2回押してくだ 
さし、。 



電池の交換 （CR 2032、 3 V ) 

1. エマージェンシ ー■ キーを取り出してくだ 
さい。 

エマージェンシー■キーに関するインフォメー 

シヨン： 

>「エマージェンシー.キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 

2. 小さなドライバーなどを使用して、キー • 
ハウジング背面のカバーを持ち上げてくだ 
さい。 

3. 電池を交換してください（電極の向きにミ主 
意してください）。 

4. カバーを元通りにして、確実にはめ合わせ 
てください。 

5. エマージェンシ ー■ キーを元に戻してくだ 
さし、。 
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ポルシェ • エントリー&ドライブ 



ポルシェ■エントリ ー& ドライブのアンテナの 
取り付け位置 

ポルシェ■エントリー&ドライブ装備車は、リ 
モート•コント ロール 付き キーと 車両のアンテ 
ナが電波で通信することで、ドアやリヤ•リツ 
ドをロック/ロック解除できます。 


植え込み型ん臓ペースメーカーまたは植え込 
み型除細動器を装着されているお客様へ 


ム警告 


植え込み型ん臓ペースメーカーおよび植え込 
み型除細動器を装着されている方は、車室外ア 
ンテナ A およびま室内アンテナ B から約 22 cm 
iU 内の範囲に、植え込み型ん臓ペースメーカー 
および植え込み型除細動器を近づけないでく 

ドゴい 

>植え込み型ん臓ペースメーカーおよび植え 
込み型除細動器を装着されている方は、車室 
外アンテナ A および車室内アンテナ B から約 
22cm な内の範囲に近づかないでください。 
アンテナからは電波が出ており、植え込み型 
ム臓ペースメーカーおよび植え込み型除細 
動器の作動に影響を与える恐れがあります。 
>植え込み型ん臓ペースメーカーおよび植え 
込み型除細動器な外の医療用電気機器を使 
用されている方は、医師や医療用電気機器 
製造業者などに電波の影響の有無について 
事前に確認してください。電波により医療 
用電気機器の作動に影響を与える恐れがあ 
ります。 
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フロント-シート 

シート位置 

安全で疲れにくい運転を行うためには、正しい 

着座姿勢が重要です。運転席シートの位置を調 

節するときは、運転者の体格などに合わせて次 

の要領で実施することを推奨します： 

1. シートの高さを頭上の空間に余裕があり、周 
囲がよく見える高さに調節してください。 

2. シートの前後位置を調節してください。ブ 
レーキ. ペダルをいっぱいに踏み込んだと 
きに、脚が伸びきらない状態になる位置に 
調節してください。 

3. ステアリング■ホイールの上部分を握って 
ください。バックレストの角度と、ステア 
リング-ホイールの位置をがが少し曲がる 
位置に調節してください。このとき、肩を 
バックレストに預けられる位置に調節して 
ください。 

4. 必要に応じて、シートの前後位置を再調節 
してください。 


シートの調節 

ム警告 1 運転中のシートの調節 


運転中にシート調節を行うと、シートが必要な上 
に大きく動き、運転操作を誤る恐れがあります。 
>運転中はシート調節を行わないでください。 


_ムま意 _ I シート調節 

シート位置を調節するときに、シートが動く範 
囲に人や動物がいると、身体の各部を挟む恐れ 
があります。 

>シートが動く範囲に人や動物がいないこと 
を確認してからシート位置を調節してくだ 
さい。 


の インフォ メーシヨ ン 
に OFIX チヤイルド•シート-システムを助手席 
に取り付けた場合、助手席シート■バックレス 
卜の調節範囲が制限され、助手席シート-バッ 
クレストはリクライニング位置へ調節できま 
せん。 



A シートの角度調節 
B シートの高さ調節 
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c 座面の深さ調節 
D 座面のサイド-サポートの調節 
E バックレストのサイド■サポートの調節 
F 前後の調節 
G バックレストの角度調節 
H ランバー■サポートの調節（骨盤と脊柱を 
支えるバックレストの曲がり具合） 

>各スイッチを矢印の方向に押して、お好み 
のシート位置に調節してください。 

シート設定の保存（ゾモリー） 

シート設定の保存および呼び出しに関するイ 
ンフオメ ーシヨン： 

>「パーソナル設定の保存」 （150 ぺージ）を参 
照してください。 


イーゾ ー• エントリー機能 

イージー.エントリー 機能は、車両への乗り降 
りをしやすくするための装備です。 

運転席シートの自動 
調節 

自動シート調節により、運転席の後ろにいる乗 
員や動物がシートに挟まれる恐れがあります。 
>運転席の真後ろに乗員がいるときはイー 
ジー ■エントリ ー機能を解除してください。 



リヤ.シート. ベンチを前方に倒したまま設定を 
呼び出すと、車両を損傷する恐れがあります。 
シートが後退し、損傷する恐れがあります。 

>リヤ■シート•ベンチが前方に倒れている 
ときはイージー■エントリー機能を解除し 
てください。 


必要条件 

-マルチファンクション■ディスプレイ上で 
機能が作動状態に設定されている必要があ 
ります。 

イージ ー• エントリー機能の ON/OFF に関する 
インフォ メーション： 

> 「イージー■エントリーの ON / OFF 」 

(131 ぺージ）を参照してください。 


降まするとき 

な下の操作を行うと、ステアリング•ホイール 
が上方に移動します： 

-キーを抜いたときまたは 
-ポルシェ•エントリー&ドライブ装備車で 
はイグニッシヨンを OFF にし、更に運転席ド 
アを開いたとき 

な下の操作を行うと、シートが後方に移動し 
ます： 

-キーを抜き取り更に運転席ドアを開いたとき 
または 

-ポルシ X •エントリー&ドライブ装備車で 
はイグニッシヨンを OFF にし、更に運転席ド 
アを開いたとき 

柔まするとき 

運転席シートとステアリング-ホイールはイー 
ジ ー• エントリー位置にあります。 

ドアを閉じてキーを差し込む、またはポル 
シェ■エントリー&ドライブ装備まではイグ 
ニッシヨンを ON にすると、保存された位置に 
ステアリングおよびシートが移動します。 

Gl ) インフォゾーシヨン 

キーを交換した場合、シートが予期しない位置 

に動く可能性があります。 


の インフォゾーシヨン 

シート設定を手動で変更すると、ィージー■エ 

ントリー機能が中断します。 

この場合、ドライビング■ポジションを手動で 
設定する必要があります。 
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リヤ.シー トの調節 

A 座面の深さ調節 
B バックレストの角度調節 
C ランバー■サポートの調節（骨盤と脊柱を 
支えるバックレストの曲がり具合） 

>各スイッチを矢印の方向に押して、お好み 
のシート位置に調節してください。 



リヤからの巧手席シートの調節 

D バックレスト角度の前方への調節 
E バックレスト角度の後方への調節 
F シートの前方および上方への調節 
G シートの後方および下方への調節 
>希望の設定になるまでボタンを押してくだ 
さい。 

リヤ- コントロール •パネルからの助手席 シー 
卜の調節は、助手席の調節ボタンのいずれかを 
押すといつでも中止できます。 



チャイルド.シートを取り付けたままシート調 
節を行うと、助手席シートとシートベルトに損 
傷を与える恐れがあります。 

チャイルド.シー トを助手席に取り付けている 
ときに助手席シートの調節を行うと、助手席 
シートとシートベルトが損傷する恐れがあり 
ます。 

>助手席にチャイルド•シートを取り付けて 
いる場合は、助手席シートの調節は行わな 
いでください。 


チャイルド. シートの使用法に関するインフォ 
メー シヨン： 

>「チャイルド•シート」 （41 ぺージ）を参照 
してください。 
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A - シ ート. ヒーター (フロント） 

B - シート.ベンチ レーター （フロント） 


シート•ヒータ ー /シート•ベ 
ンチレーター 

シ—卜.ヒ—夕—/シ—卜.ベンチレーターは、 
エンジン作動中のみ操作できます。ヒーターの 
強さまたはシートの換気はボタンを繰り返し 
押すことにより 3 段階の設定に調節できます。 

フロントおよびリヤ •シ ート-ヒー 
夕一を ON にする 

>ボタン A を（繰り返し）押してください。 
ヒーターの設定に応じた数のインジケー 
ター■ライトが点なします。 

フロントおよびリヤ •シ ート•ヒー 
夕一を OFF にする 

>ボタン A をインジケータ•ライトが消'なする 
まで（繰り返し）押してください。 



シ—卜.ヒ—夕—/シ—卜.ベンチレ—夕—（リヤ） 

フロントおよびリヤ•シート•ベンチ 
レー タ ーを ON にする 

>ボタン B を（繰り返し）押してください。 
ベンチレーターの設定に応じた数のインジ 
ケーター. ライトが点なします。 

フロントおよびリヤ•シート•ペンチ 
レー タ ーを OFF にす る 

>ボタン B をインジケータ•ライトが消なする 
まで（繰り返し）押してください。 

CiJ インフォゾーシヨン 

室内の温度が高いときはシート-ヒーターを使 

用できません。 

室内の温度が低いときはシート-ベンチレー 
夕一を使用できません。 



リヤ-ドアの操作を無効にする 
(チャイルド-ロック） 

運転席ドア-コントロール-パネルのセーフ 
ティー■ボタンを押すと、リヤ-ドアのパワー- 
ウィンドウ ■スイッチと、 リヤ■センター■コ 
ンソールのコントロール*パネルの機能が無効 
になります（セントラル-ロッキング•ボタン 
を除く）。 

チャイルド■プロテクションを ON にすると、ソ 
フト•クローズ装備まではリヤ-ドアのチャイ 
ルド-ロック機能が作動します。 

チャイルド.プロテクションの ON/OFF 
>セーフティー•ボタン原を押してください。 
ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

シート-ヒー ターおよび シート ■ベンチ レー 
ターの現在の設定は変更されません。 

リヤ.シ—卜.ヒ—夕—およびシ—卜.ベ 
ンチレーター■ボタンは作動解除されます。 
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シー トベルト 



シートベルトを着用し 
ていない、または正し 


く使用していない 


シートベルトを着用していない場合、事故の際 
に保護効果を発揮できません。シートベルトを 
正しく着用していない場合、事故の際に負傷す 
る危険が高まります。 

>安全のため、乗車時はすべての乗員がシー 
トベルトを着用することが義務付けられて 
います。 

運転者はこの章で説明している内容を、す 
ベての同乗者の方にも理解してもらってく 
ださい。 

>1本のシートベルトを同時に2人で使うこと 
は、絶巧に避けてください。 

>だぶついた衣服はシートベルトが正しく着 
用できない上に、動作の自由を奪うことに 
なりますので、乗ま時は必ず脱ぐようにし 
てください。 

>堅い物や壊れやすい物（メガネ、ボールぺ 
ン、煙草のパイプなど）の上にベルトがか 
からないようにしてください。 

衝突の際にケガをする危険性が高くなります。 
>シートベルトはねじれやたるみがないよう 
に着用してください。 


纖た シ-トベルト 

損傷したシートベルト、強い負荷のかかったシー 
トベルト、または摩耗したシートベルトは、事故 
の際に保護効果を十分に発揮できません。 
作動したシートベルト■プリテンシヨナー■シ 
ステムは必ず交換してください。 

>すべてのシートベルトを定期的に点検し、 
ベルトの帯が損傷していないか、またバッ 
クルと取り付け部が正常な状態にあるかど 
うか点検してください。 

>損傷したベルトや事故などにより強い負荷の 
かかったベルトは早急に交換してください。 
同様に、作動したベルト■プリテンシヨ 
ナ ー■ システムおよびフォース*リミッター 
も早急に交換してください。 

更に、ベルトのアンカー部分についても点 
検してください。 

ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ: L 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>シートベルトを使用しないときは、巧れや 
損傷を防ぐために完全にリトラクターに巻 
き取らせてください。 


み 警告なおよび警告ゾッ七ージ 

シートベルトの着用を促すため、運転席シート 
ベルトのバックル•プレートがバックルに差し 
込まれるまで、次の機能が作動します： 

-イク''ニッションを ON にすると、インストル 
メント-パネルの警告なが点なします。 

-マルチファンクション■ディスプレイに警 
告が表示されます。 

-速度が 24 km / h を超えると、警告音が鳴り 
ます。 

シートベルト • プリテンシ ョナー 

事故の衝撃の大きさに応じて、シートベルト" 
プリテンショナーが作動します。 

シートベルト-プリテンショナーの作動条件： 
-前方または後方から強い衝撃を受けた場合 
-側面から強い衝撃を受けた場合 
-車両が転倒した場合 

CiJ インフォメーション 
シートベルト•プリテンショナー-システムは 
1回しか作動できません。作動した場合、早急 
に交換してください。 

シートベルト■プリテンショナ ー■ システムに 
関連する作業は、必ずポルシ X 正規販売店に依 
頼してください。この作業はポルシェ正規販売 
店での実施を推奨します。十分なトレーニング 
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 

シートベルト■プリテンショ ナー • システムが作 
動すると煙が発生しますが異常ではありません。 
この煙は車両火災の兆候ではありません。 
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シートベルトの高さを調節する 

フロント- シートのシート ベルト-デフレク 
ターは、高さの調節が可能です。 

>シートベルトを着用したときに首にかかる 
ことのないように、肩の中央を通って上半 
身を斜めに横切るようベルトの高さを調節 
してください。 

シートベルトの高さ調節 
>上げる-シートベルト■デフレクターを押 
し上げてください。 

>下げる-□ック•ボタン A を押してシートベ 
ルト-デフレクターを押し下げてください。 



シートベルトを着用する 

1. 自然な姿勢で安全に運転できる位置に着座 
してください。 

2. シートベルトを着用したときにベルトが肩 
の中央を通って上半身を斜めに横切るよう 
に、シートのバックレストを調節してくだ 
さい。 

3. シートベルトのバックル■プレートを手で 
持ち、ゆっくりと一定の速さで引き出して、 
腰の低い位置および胸部にかかるように着 
用してください。 


の インフォゾーシヨン 
坂道など傾斜地に停車しているときや、シート 
ベルトを急に引いたときは、ベルトがロックさ 
れて引き出せないことがあります。 

加速中や減速中、コーナリング中、および上り 
坂を走行中はシートベルトを引き出すことが 
できないことがあります。 


4. シートベルトのバックル•プレートは、着座 
しているシート側部のバックルにカチッと音 
がするまで確実に差し込んでください。 

5. シートベルトが引っかかったり、ねじれた 
り、鋭利な物に擦れたりしないようにミ主意 
してください。 

6. 腰ベルトは必ず腰の低い位置偈盤）にぴっ 
たりとかかるようにしてください。プレー 
卜をバックルに差し込んで、肩ベルトを上 
に引っ張ってください。 

妊娠中の方は腰ベルトをできる限り低い位 
置まで下げて、腹部の圧迫を避けるように 
してください。 

7. 走行中も肩ベルトを定期的に引き上げ、腰 
ベルトがゆるまないようにしてください。 

シートペルトを外す 

1. シートベルトのバックル.プレートを手で 
持ってください。 

2. バックルのホ色のボタン（矢印）を押して 
ください。 

3. シートベルトをリトラクターに巻き取らせ 
てください。 
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エアバッグ.システム 

巧をに関する一般的注意事巧 

不適切なシート位置ま 
たは適切に収納してい 
ない荷物 


すべての乗員がシートベルトを着用し、正しい 
シート位置を維持している場合のみ、エアバッ 
グ•システムは保護効果を発揮することができ 
ます。荷物は必ず安全を確保して収納してくだ 
さい。 

>常にシートベルトを着用してください。 

>運転席と助手席の間、あるいは乗員とエア 
バッグが膨らむ空間に人やぺットを座らせ 
たり、物を置いたりしないでください。 

>ステアリング•ホイールは、必ずリムの外 
側から持つようにしてください。 

>エアバッグが保護効果を発揮するには、乗 
員との間に一定の空間が必要です。 
エアバッグに必要な上に近づきすぎない位 
置に、シート位置を調節してください。 

ドア（エアバッグの展開位置）にもたれか 
からないでください。 

>ドアの小物入れから中身がはみ出ないよう 
にしてください。 

走行中は収納ボックスを閉じてください。 

>重い荷物をシートの上や前方に置かないで 
ください。 

»ダッシュボードの上に物を置かないでくだ 
さい。 

>走行中はグローブ■ボックスを閉じてくだ 
さい。 

>走行中、足は常に足元の空間に置いてくだ 
さい。ダッシュボードやシート■クッショ 
ンの上に足を乗せないでください。 

>運転者はこの章で説明している内容を、す 
ベての同乗者の方に理解してもらってくだ 
さい。 



エアバッグ-システム 
に変更を加えることに 
よる不具合 


変更を加えたエアバッグ•システムは保護効果 
を十分に発揮できません。エアバッグが不意に 
作動したり、全く機能しない危険があります。 
エアバッグが不意に作動した場合、重傷を負う 
危険があります。 

>エアバッグ■システムの配線や構成部品を 
改造しないでください。 

>ステアリング•ホイール、助手席エアバッ 
グ付近、サイド-エアバッグ付近、へッド- 
エアバッグ付近にアクセサリーを取り付け 
たり、ステッカーなどを貼り付けないでく 
ださい。 

シートに保護カバーを装着しないでくだ 
さい。 

>エアバッグの配線の近くには、アクセサ 
リー類の配線を取り付けないでください。 

>エアバッグ構成部品（ステアリング•ホイー 
ル、フロント-シート、ルーフ•トリムな 
ど）を分解しないでください。 



作動済みエアバッグ • 
システムの交換 


エアバッグ-システムは1回のみ作動するよう 
に設計されています。 

>作動したエアバッグは直ちにポルシェ正規 
販売店で交換してください。 


> エアバッグ•システムに不具合が発生した 
ときは、必ずポルシ： L 正規販売店に修理を 
依頼してください。 


機能 

エアバッグは、シートベルトと併用することで 
衝突時の乗員の負傷を最小限に抑えるよう設 
計されています。 

正面または側面から衝撃を受けた場合、エア 
バッグが作動し、運転者や乗員が受ける衝撃を 
吸収しつつ、頭部、骨盤、上半身を守ります。 
フロント-エアバッグは、運転席はステアリン 
グ•ホイール中央のパッド内、助手席はダッ 
シュボードの中、および運転席と助手席の膝の 
高さに取り付けられています。 

フロント■シートのサイド•エアバッグはバッ 
クレストの側面に取り付けられています。リ 
ヤ.シートの サイド. エアバッグ（車両装備に 
よる）はシート•バックレストの側面に取り付 
けられています。 

ヘッド.エアバッグは左右のサイド-ルーフ- 
フ レー ムに取り付けられています。 

それぞれのエアバッグは、衝突の角度および衝 
撃の大きさに応じて作動します。 

が エアバッグ警告な 

エアバッグ.システムが故障した場合、タコ 
メーターの警告なによって表示されます。 

>次の場合は、必ずポルシ1正規販売店で点 
検を受けてください： 

-イク''ニッシヨンを ON にしたときに警告なが 
点なしない 
または 

-エンジン始動後も警告なが消なしない 
または 

-走行中に警告なが点なする 
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助手席エアバッグ OFF 警告灯 
r 助手席エアバッグ OFF 」 警告なの機能に関する 
インフォメーシヨン： 

>「助手席エアバッグの ON / OFF 」（49 ぺージ） 
を参照してください。 


助手席エアバッグの故 
障または不具合 

助手席エアバッグの作動を解除して、イグニッ 
シヨンを ON にしたときに「助手席エアバッグ 
OFF 」 警告なが点なしなかった場合、システム 
に不具合が発生しています。 

>助手席にチャイルド•シートを取り付けな 
いでください。 

>ポルシ王正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 


助手席エアバッグ OFF 

チャイルド.シートを取り外した後も、助手席 
エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事 
故の際にエアバッグが作動しません。 

>チャイルド■シートを取り外した後は、必 
ず助手席 エア バッグを再び ON にしてくだ 
さい。 


廃棄 

未作動のガス発生器、エアバッグが付いたまま 
の車両、およびエアバッグ•ユニットなどは、 
一般の廃棄物やスクラップとして処分できま 
せん。 


チャイルド"シート 

ポルシ X 社では、ポルシェ-テクイップメント 

製品のチャイルド•シートを使用することを推 

奨いたします。 

>ま両に適合するチャイルド•シートについ 
ては、ポルシェ正規販売店にお問い合わせ 
ください。 

^「推奨するチャイルド■シート（シートベル 
卜による固定）」 （43 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

>「推奨するチャイルド•シート （ ISOFIX シス 
テムによる固定）」 （44 ぺージ）を参照して 
ください。 


I チャイルド-シート 
I 装置の不正な使用 


車種に適さないチャイルド-シートを使用した 
場合、またはチャイルド■シートをま両に正し 
く取り付けていない場合は、事故の際に保護効 
果を十分に発揮できません。 

>チャイルド-シートに付属の取扱説明書をよ 
く読み、ミ主意事項を必ず遵守してください。 

>ポルシ X 社が推奨するチヤイルド-シート 
のみを使用してください。 

ポルシェ推奨のチャイルド•シートは、ポ 


エアバッグ関連の部品を廃棄するときは、正規 
販売店にお任せください。処分に関する詳しい 
情報は、ポルシ王正規販売店にお問い合わせく 
ださい。 


ルシェ社がテストを実施し、このま両のイ 
ンテリアやお子様の体重グループに適する 
ように調整されています。 

推奨外の チャイルド. シートを使用すると、 
万一のときに負傷する危険性が高まります。 

>必ず助手席エアバッグを OFF にしてください。 
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チャイルド-シート の 
助手席での使用 


助手席エアバッグは、ある程度の体格と最低限 
の体重のある乗員にのみ保護効果を発揮しま 
す。チャイルド-シートを助手席に取り付けた 
場合、助手席エアバッグが作動したときに重傷 
または致命傷を負う危険があります。 

>チャイルド■シートを助手席に取り付ける 
ときは、必ず助手席エアバッグを OFF にして 
ください。車両に適合するチャイルド■シー 
卜については、ポルシェ正規販売店にお問 
い合わせください。 

助手席シートとチャイルド■シートがしつ 
かりと接するように、助手席シートのバッ 
クレスト角度を調節してください。 


>チャイルド■シートを取り付けるときは、常 
にシート* ヒーターの スイツチを OFF にして 
ください。 

助!手おエアバツダの作動解除 

>「助手席エアバッグの ON/OFF」（49 ぺージ） 
を参照してください。 


チャイルド•シートの化重グループに 
よる分類 

体重グループ0、0+のお子様： 13kg まで 
この体重グループのお子様は、後ろ向きに着座 
するタイプのチャイルド•シートを必ず使用し 
てください。 

このタイプのチャイルド■シートは、可能な限 
リリヤ. シートに取り付けてください。 

体重グループIのお子様： 9〜 18kg 
この体重グループのお子様は、前向きに着座す 
るタイプのチャイルド-シートを必ず使用して 
ください。 

このタイプのチャイルド■シートは、可能な限 
リリヤ. シートに取り付けてください。 

体重グループIIのお子様：15〜 25kg 
この体重グループのお子様は、前向きに着座す 
るタイプのチャイルド-シートを必ず使用して 
ください。 

このタイプのチャイルド-シートは、可能な限 
リリヤ. シートに取り付けてください。 

体重グループ III のお子様： 22〜 36kg 
この体重グループのお子様は、前向きに着座す 
るタイプのチャイルド-シートを必ず使用して 
ください。 

このタイプのチャイルド■シートは、可能な限 
リリヤ. シートに取り付けてください。 



サン.バイザーのエアバッグ 警告 ラベル 


ム AIRBAG 


た) み 

曲 

h 

1 



>どのような場合も、警告ラベルや警告表示 
の表面を巧したり読み取りできない状態に 
しないでください。 
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巧契するチャイルド•シート（シートベルトによる固定） 

た「チャイルド■シートの使用（シートベルトによる固定）」 （45 ぺージ）を参照してください。 


体重 グループ 

ゾーカー 

シ—卜. 

タイプ 

承認番号 

ポルシ X 部品番号 

リヤ.シ—卜への 
取付け1 

巧手席への取り付け 

グループ 0 
および0+ : 

13 kg まで 

Britax-Rbmer 

ポルシェ 
べビ_ . 
G 0+ 

シ—卜 

El 04301146 

955.044 .802.94 

可能 

-後ろ向きに取り付けること。 

-助手席エアバッグの作動を解 
除すること。 

-助手席シートをいっぱいまで 
後方、上方に調節すること1。 

グループ 1 : 

9〜 18 kg 

Britax-Rbmer 

ポルシェ 

ジュニア 

に 0 FIX G 1 

■ シート 

El 04301199 

955.044 .802.92 

可能 

-前向きに取り付けること。 

-助手席エアバッグの作動を解 
除すること。 

グループ II : 

15〜 25 kg 

Britax-Romer 

ポルシェ 

ジュニア 

G 2+ G 3 

-プラス 

El 04301169 

955.044 .802.90 

可能 

-助手席シートをいっぱいまで 
後方、上方に調節すること1。 

-チャイルド•シートのベル 
k . パイドが'邮壬をシー K ベ 

グループ川： 

22〜％ kg 

Britax-Romer 

ポルシェ 

ジュニア 

G 2+ G 3 

-プラス 

El 04301169 

955.044 .802.90 

可能 

1 ノ J グ1 1 4/•ロノ J で J ホ/ 1 、 

ルト-デフレクターの前側お 
よび下側に位置していること 
を確認すること。 

-助手席シートとチャイルド • 
シートがしっかりと接するよ 
うに助手席シートのバックレ 
スト角度を調節すること。 


1フロント-シートとその後方に座っているお子様との間に十分な距離を確保すること。 
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巧奨するチャイルド.シート（ほ OFIX システムによる固定） 

>「チャイルド■シートの使用（に OFIX システムによる固定)」 （46 ぺージ）を参照してください。 


体重 グループ 

ゾーカー 

シート • タイプ 

承認番号 

ポルシ X 部品番号 

リヤ.シ—卜への 
取付け1 

助手席への取り付け 

グルー プ〇 
および0+ : 

13 kg まで 

Britax-Romer 

ポルシェ- 
べ ビ ー ■ シート 
に 0 FIX G 0 + 

使用部品： 

に 0 FIX ベース 

El 04301146 

955.044 .802.94 

使用部品： 

955.044 .802.95 

可能 

-後ろ向きに取り付けること。 

-助手席エアバッグの作動を解 
除すること。 

-助手席シートをいっぱいまで 
後方、上方に調節すること1。 

グループ 1 : 

9〜 18 kg 

Britax-Romer 

ポルシェ* 
ジュニア-シート 

に 0 FIX G 1 

El 04301199 

955.044 .802.92 

可能 

-前向きに取り付けること。 

-助手席エアバッグの作動を解 
除すること。 

グループ II : 

15〜 25 kg 

Britax-Rbmer 

ポルシェ* 
ジュニア-プラス 

IS 0 FIT G 2+ G 3 

El 04301198 

955.044 .802.96 

可能 

-助手席シートをいっぱいまで 
後方、上方に調節すること1。 
チャイルド*シートのベル 
k . パイドがが!壬原シー K ベ 

グループ川： 

22〜％ kg 

Britax-Romer 

ポルシェ ■ 
ジュニア-プラス 

IS 0 FIT G 2+ G 3 

El 04301198 

955.044 .802.96 

可能 

1 ノ J グ1 1 4/•ロノ J で/ホ/ 1 、 

ルト-デフレクターの前側お 
よび下側に位置していること 
を確認すること。 

-助手席シートとチャイルド • 
シートがしっかりと接するよ 
うに助手席シートのバックレ 
スト角度を調節すること。 


1フロント-シートとその後方に座っているお子様との間に十分な距離を確保すること。 
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チャイルド•シートの使用（シートベルトによる固定） 

下表は、 ECE - R 16 規格に沿ってシートベルトで固定して使用できるチャイルド-シートの概要です。 

「ミ凡用（ユニバーサル)」または r 準ミ凡用（セミ•ユニバーサル)」のマークは、チャイルド•シートの ECE ラベル(オレンジ色）に表示されています（図を参照)。 


体重グループ 

リヤ.シ— 卜で使用するチヤイル 
ド.ンート 

助手席で使用するチャイルド- 
シ-卜 1、2 

グループ 0: 

10 kg まで 

U/L 

U/L 

グループ 0+ : 

13 kg まで 

U/L 

U/L 

グループ 1 : 

9〜 18 kg 

U/L 

U/L 

グループ II : 

15〜 25 kg 

U/L 

U/L 

グループ川： 

22〜 ；36 kg 

U/L 

U/L 


U :この体重グループに属する「ミ凡用（ユニバーサル)」のチャイルド•シートの取り付けに適しています。 

L : 43ページに記載されている チャイルド- シート、および「準ミ凡用（セミ-ユニバーサル)」の チャ 
イ ルド. シー トの取り付けに適しています。 

チャイルド-シートに付属の適応車種一覧表、およびインターネット上でチャイルド-シート- 
メ ーカ 一が公開している適応車種一覧表を参照してください。 


A 


e 

c 


ECE ラベルの例 
A サイズ分類 
B 「ミ凡用（ユ ニバー サル）」または 
「準ミ凡用 （セ ミ ■ユニバー サル)」 
マー ク 

C 体重グループ 


慶 


5 が巨 ドが 

C 化巧44か t 
っ 句 - V&iTQ で 

El 

04301199 



CCC 円 44| か！ 

9 V を hg ザに 

,Ei) 

0431133 


1 助手席エアバツグを OFF にすること。 

2助手席へのチャイルド•シート取り付けに関するを記 （43 ページ）を参照してください。 
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グループ 0+ : 13kg まで 


グループ I : 9 〜 18kg 


べビー.シート 
(左向きまたは右向きチヤ 
イ J レド ■ シート） 


L 

L 

L 

L 

L 


L 

L 

L 


リヤ-シート外側 助手席シー ト 1、2、3 

IS0/L1 X X 

IS0/L2 X X 


グループ III : 22〜％ kg 


グループ II :15 〜 25kg 


グループ 0:10kg まで E 


IS0/R1 


X :このサイズ分類のチャイルド-シートには適していません。 

IL : 44 ぺージの一覧表に記載されている IS0FIX チャイルド-シート、および「準ミ凡用（セミ-ユニバーサル)」に 0FIX システムのチャイルド-シー 
卜の取り付けに適しています。チャイルド-シートに付属の適応車種一覧表、およびインターネット上で各チャイルド-シート-メーカーが 
公開している適応ま種一覧表を参照してください。 

IUF :この体重グループへの使用が認可され、に 0FIX システムおよび「トップ•テザー」固定ストラップで固定する「ミ凡用（ユニバーサル）」分類 
の前向きタイプのチャイルド-シートに適しています。 

riSOFIX トップ■テザー付きチャイルド■シートの固定位置」 （47 ぺージ）を参照してください。 

1助手席エアバッグを OFF にすること。 

2 助手席へのチャイルド■シート取り付けに関するを記 （44 ページ）を参照してください。 

3 助手席シートに IS 0 FIX システム用のリテーニング-ラグが装備されている場合、「準ミ凡用（セミ•ユニバーサル)」認証の IS 0 FIX チャイルド-シー 
卜の取り付けに適しています。チャイルド■シートに付属の適応車種一覧表およびポルシ X 社が推奨するチャイルド■シート （44 ページ）を参 
照してください。 


チャイルド.シートの使用（ほ 0 FIX システムによる固定） 

下表は、 ECE-R16 規格に沿って IS0FIX システムで固定して使用できるチャイルド-シートの概要です。 

r ミ凡用（ユニバーサル)」または「準ミ凡用（セミ•ユニバーサル)」のマークは、チャイルド■シートの ECE ラベル（オレンジ色）に表示されています。 


体重グループ サイズ分類 固定具 車両の IS0FIX リテーニング■ラグ 


- 2 3 

翼 

S S S 


2 3 2 0 ^ 3 

絲筑 W 

S ぶ S S S 


D C B B A 


F G 
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ほ OFIX チャイルド-シートの取り付け 

>「推奨するチャイルド■シート （ ISOFIX シス 
テムによる固定）」 （44 ぺージ）を参照して 
ください。 

ISOFIX チャイルド-シートの固定位置を示す 
マークは、リヤ■シートおよび装備によっては 
助手席シートのシート■クッションの左右にあ 
ります。 

ISOFIX チャイルド-シートを固定するためのリ 
テーニン グ•ラグ A はマークの 真上にあります。 


1. エマージェンシ ー■ キーを使用して、助手 
席エアバッグ•スイッチを OFF 懈除）に 
してください。 

才 ーバーヘッド.コンソールの 「助手席エ 
アバッグ OFF 」 警告なが点なします。 
「助手席エアバッグの ON / OFF 」（49 ぺージ） 
を参照してください。 

2. チャイルド-シートを付属の説明書に従って 
リテーニング-ラグ A に固定してください。 

3. チャイルド•シートを引っ張って、両側の 
リテーニング-ラグに確実に固定されてい 
るか点検してください。 



ISOFIX トップ.テザー付きチャイルド.シート 
の固定位置 

に OFIX トップ-テザー付きチャイルド-シートを 
使用する場合は、リヤ■シート後部の固定位置を 
使用してトップ-テザーを固定してください。 
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に OFIX トップ.テザー付きチャイルド.シート 
の取り付け 

>チャイルド-シートに付属の取扱説明書をよ 
く読み、ミ主意事項を必ず遵守してください。 

1. チャイルド-シートを付属の説明書に従って 
リテーニング-ラグ A に固定してください。 

2. チャイルド-シートを引っ張って、両側の 
リテーニング-ラグに確実に固定されてい 
るか点検してください。 

3. に OFIX トップ•テザ ー B をヘッドレストに通 
してください。 


4. に OFIX トップ•テザーをシート後方の固定箇 
所で固定し、トップ•テザーを締め付けて 
ください。 


ぺビー•シート 

サイズ分類 F および G の左向きまたは右向き夕 
イプのチャイルド■シート（ベビー•キャリア 
など）は、いかなるシートにも使用できません。 
> 「チャイルド■シートの使用 （ ISOFIX システ 
ムによる固定）」 （46 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

ポルシェ社が推奨するポルシェ•テクイップメ 
ント製品のチャイルド■シート（ポルシ X ■ベ 
ビ ー• シート ISOFIX G 0+ など）を使用してくだ 
さい。 

^「推奨するチャイルド■シート（シートベル 
卜による固定）」 （43 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

>「推奨するチャイルド■シート （ ISOFIX シス 
テムによる固定）」 （44 ぺージ）を参照して 
ください。 
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助!手 JS エアバッダの ON/OFF 

1. イク''ニッシヨンを OFF にしてください。 

2. グローブ•ボックスを開いてください。 

3 . エマージェンシ ー■ キーをキーから取り外 
してください。 

エマージェンシー-キーに関するインフォ 
メーシヨン： 

「エマージェンシー■キー」 （30 ぺージ）を 
参照してください。 

4 . キ ー■ スイッチにエマージェンシ ー■ キー 
を2回抵抗を感じる位置まで挿入してくだ 
さい。 

キーの歯がキー-スイッチ内に約3/4まで挿 
入されます。 

5 . エマージェンシ ー■ キーを大きな力をかけ 
ずに回して、助手席エアバッグを OFF (解 
除）または ON (作動）にしてください。 

6. エマージェンシ ー■ キーをキー■スイッチ 
から抜き取ってください。 

7 . グローブ•ボックスを閉じてください。 


助手席エアバッグを 
OFF にする 

チャイルド.シートを取り外した後も助手席エ 
アバッグを OFF にしたままにしておくと、事故 
の際にエアバッグが作動しません。 

>チャイルド■シートを助手席に取り付けて 
いる場合にのみ、助手席エアバッグを OFF に 
してください。 

>チャイルド•シートを取り外した後は、必 
ず助手席エアバッグを再び ON にしてくだ 
さい。 



助手席エアバッグの 
不意の作動 


キー ■ スイッチにエマージェンシ ー. キーを挿 
入したまま走行すると、振動によってエマー 
ジェンシー-キーが不意に回転してエアバッグ 
が作動し、重傷または致命傷を負う危険があり 
ます。 

>エマージェンシー.キーを助手席エアバッ 
グ-スイツチに挿入したまま走行しないで 
ください。 



助手席エアバッグ-スイッチおよびエアバッ 
グ-システムが損傷することがあります。 

|>エマージェンシー■キーは、キー.スイッ 
チに挿入するときに、2回おおを感じた位置 
でのみ回してくださし、。 

>助手席エアバッグはイク''ニッシヨンが OFF の 
ときのみ、 OFF または ON に切り替えてくだ 
さい。 


の インフォグーシヨン 
助手席エアバッグを OFF にしているときは、助 
手席シートベルト警告メッセージも表示され 
ません。 


の インフォゾーシヨン 

助手席シートのに 0 FIX アタッチメント-ブラ 

ケットは標準装備されていません。ポルシェ正 

規販売店でオプシヨンとして取り付けてくだ 

さい。 

このシステムを取り付けた場合、助手席シー 
卜-バックレストの調節範囲が制限されます。 
>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 
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助!手おエアバッグ OFF 警告巧 

助手席エアバッグの作動を OFF にした場合、イ 
グニッシヨンを ON にしたときに才ーバーへッ 
ド-コンソールの「助手席 エアバッグ OFF 」 警 
告なが常時点なします。 


助手席エアバッグの 
故障または不具合 

助手席エアバッグの作動を OFF にして、イク'' 
ニッシヨンを ON にしたときに「助手席エア 
バッグ OFF 」 警告なが点なしなかった場合、シ 
ステムに不具合が発生している可能性があり 
ま寸 

>助手席にチャイルド■シートを取り付けな 
いでください。 

>ポルシ X 正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 

ポルシ王正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


ドア-ミラー 

後方視野を広くするため、助手席ドア■ミラー 
は凸面お、運転席ドア■ミラーは非球面おに 
なっています。 


A 警告 


ドア-ミラーに映る周 
囲の様子は実際の大き 


さより小さく、距離が 
離れているように見え 
ます 


凸面おミラーでは、車両や物が小さく映るた 
め、実際の距離よりも遠く感じられます。 

>後続車との距離を判断するときや、後退し 
て駐車するときなどは、凸面おミラーの特 
性を念頭に置いてください。 

>距離の判断はルーム•ミラーと併用して 
行ってください。 


エアバッグに関する重要なインフォメーシヨン： 
>「エアバッグ.システム」 （40 ぺージ）を参 
照してください。 

>ま両に適合するチャイルド■シートについ 
ては、ポルシェ正規販売店にお問い合わせ 
ください。 


知識 


洗ま機で洗車を行う場合にドア•ミラーを損傷 
する恐れがあります。 

>洗車機を使用する前にドア-ミラーを格納 
してください。 


50 シート、ミラー、ステアリング•ホイールおよび遮光装備 















A - ドア-ミラーの選択-運転席側 
B - ドア-ミラーの選択-助手席側 
C - ドア-ミラーの調節 
D - ドア-ミラーの格納/復帰 

ドア-ミラーの調節 

電動調節式ドア-ミラーを操作するには： 

-イク''ニツシヨンが ON のとき 
-イク''ニツシヨンを OFF にしてから最大10分 
な内で、運転席ドアまたは助手席ドアを最 
ネ刀に開くまで 



1. 運転席側はボタン A を、助手席側はボタン B 
を押してください。 

選択したボタンのインジケーター-ライト 
が点なします。 

2. 調節ボタン C を操作して、ドア■ミラーの角 
度を希望の位置に調節してください。 

電動調節機能が故障した場合 
>ミラー表面を手で押して角度を調節してく 
ださい。 

ドア•ミラーの巧納/«帰 

>ボタン D を押してください。 

両方のドア-ミラーが自動的に格納/復帰し 
ます。 

電動調節機能が故障した場合 
>ドア•ミラーを手で格納または復帰してく 
ださい。 


の インフォグーシヨン 

速度が約 50 km / h を超えると、ドア■ミラーは 

格納できなくなります。 


ドア-ミラーの自動的な巧納/復帰 

車両をロックした後、ドア■ミラーが自動的に 
格納されます。 

ドア-ミラーの自動格納 
>キーの@ボタンを少なくとも1秒間押し続け 
てください。 

または 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装備まは、 
運転席ドア•ハンドルのボタンを少なくと 
も1秒間押し続けてください。 

ドア-ミラーが格納されます。 

CiJ インフォ ゾーシ ヨン 
すべてのウインドウおよびスライデイング- 
ルーフが完全に閉じる とハザード ■ライ 卜が1 
回点滅します。 


ドア-ミラーの自動復帰 
>イク''ニッシヨンを ON にしてください。 

ドア-ミラーが復帰します。 

CiJ インフォゾーシヨン 
ボタン D を押して手動でドア-ミラーを格納し 
た場合は、イグニッシヨンを ON にした後、自 
動的に元の位置に復帰しません。 


電動調節機能が故障した場合 
>ドア•ミラーを手で元の位置に戻してくだ 
さい。 
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自動防炫ルーム-ミラー 

ルーム■ミラーの正面と背面に組み込まれてい 
るセンサーが、ミラーに投射する光を測定しま 
す。光の強さに応じて防眩機能が自動的に作動 
し、ミラーが暗くなったり、明るくなったりし 
ます。 

GlJ インフ オメーシヨ ン 

照度センサー C の検なエリアに当たる光を巧げな 
いでください（リヤ-ウィンドウにステツカー 
を貼り付けたり、 後方視界を巧げるほど大きな 
荷物をラゲツジ-コンパートメントまたはラ 
ゲ ツジ. コンパ—トメント-カバーに積むな 
ど）。同様に、フロント•ウィンドウを通って 
フロント•ライト-センサーに照射される光を 
ステツカー等で巧げないようにしてください。 

自動防眩機能を OFF にする 

>ボタン B を押してください。 

インジケーター■ライト A が消なします。 


面 インフォメー シヨ ン 

次の場合、自動防眩機能が自動的に OFF になり 

ます： 

-リバース（後退）ギヤを選択した場合または 
-インテリア•ライトが点なしている場合 


自動防眩機能を ON にする 
>ボタン B を押してください。 

インジケーター■ライト A が点なします。 

A ;ド 自動防拉ミラーのガラ 

—— -1 スが破損すると、電解 

液が漏れ出すことがあ 
ります 

破損したミラー-ガラスから電解液が漏れ出す 
ことがあります。この液体には皮膚や目への刺 
激性があります。 

>電解液が目や皮膚に触れた場合は、速やか 
にきれいな水で洗い流してください。 
必要に応じて医師の診察を受けてください。 



塗装面、本革部品、プラスチック部品および着 
衣などに損傷を与える恐れがあります。 


電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れて 
いる間に取り除いてください。 

>電解液が付着した部品は水で洗い流してく 
ださい。 


自動防巧ドア-ミラー 

ルーム•ミラーの自動防に機能の切り替えに合 
わせて、ドア■ミラーの防目を機能が作動します。 
ルーム■ミラーの自動防に機能の切り替えに関 
するインフ オメー シヨン： 

>「自動防にルーム.ミラー」巧2ぺージ）を 
参照してください。 


ドア-ミラー設定の保存 

運転席メモリー機能またはコンフォート•メモ 
リー機能装備まの場合、調節したドア•ミラー 
の位置を、運転席ドアのメモリー■ボタンと 
キーに保存することができます。 

復帰および車両設定に関する詳細なインフォ 
メーシヨン： 

>「パーソナル設定の保存」 （150 ぺージ）を参 
照してください。 

攻 D ドア -S ラー•ヒーター 

エンジン作動中にリヤ-ウィンドウ-ヒーター 
を ON にすると、 ドア•ミラー■ヒーターが自 
動的に作動します。 

リヤ■ウィンドウ-ヒーターの 操作に関するイ 
ンフオメ ーシヨン： 

> 「リヤ•ウィンドウ•ヒーター/ドア■ミラー • 
ヒーター」 （74 ぺージ）を参照してください。 

駐車時のドア-ミラー下向き自動切 
り替え 

運転席メモリーまたはコン フオー ト-メモリー 
装備車は、リバース（後退）ギヤを選択する 
と、か手席ドア•ミラーが自動的に下向きにな 
り、助手席側のま体後方下部にある障害物を視 
認しやすくなります。 

>「駐車時の助手席ドア■ミラー下向き自動切 
り替え」 （254 ページ）を参照してください。 
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シフト-ボタン付きステアリング-ホイール 
A - シフト•ボタン 
B - ホーン 

C - エアバッグ-ユニット 

D - スポーツ.モード/口ーンチ ■ コントロール. 
ディスプレイ 

ステアリング•ホイール 

PDK / ティプトロニック S シフト•ボタ 
ン/シフト-パドル 

Porsche Doppelkupplung ( PDK ) は7段変速トラン 

スミッションで、ポルシェ■テ ィプ トロニック 
S は8段変速トランスミッションです。両方の卜 
ランスミッションはオートマチック•モードと 
マニュアル■セレクション-モードを備えてい 
ます。 

ステアリング■ホイールのシフト-ボタンまた 
はシフト-パドル A を操作して一時的にマニュ 
アル•モードに切り替えたり、マニュアル- 
モードでギヤ-シフトすることができます。 



シフト-パドル付きステアリング-ホイール 
A -シフト-パドル 
B - ホーン 

C - エアバッグ-ユニット 

D - スポーツ ■ モード/口ーンチ.コントロール. 
ディスプレイ 

Porsche Doppelkupplung ( PDK ) 装備車のギヤ- 
チェンジに関する詳しいインフオメーシヨン： 
> 「Porsche Doppelkupplung ( PDK)J (192 ぺージ） 
を参照してください。 

ティプトロニック S 装備まのギヤ-チェンジに 
関する詳しいインフオメーシヨン： 

>「ティプトロニック S 」（200 ぺージ）を参照 
してください。 

ホーン 

>ボタン B を押すとホーンが鳴ります。 


エアバッグ-ユニット 

ステアリング-ホイール中央のパッド C の内部に 
はエアバッグ- ユニッ トが内蔵されています。 
エアバッグは、シートベルトと併用することで 
衝突時の運転者の負傷を最小限に抑えるよう 
設計されています。 

エアバッグ-システムに関するインフオメーシヨン： 
>「エアバッグ.システム」 （40 ぺージ）を参 
照してください。 
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ステアリング-ホイールの手動調節 
ステアリング-ホイールの手動調節 

1. キーをイク'' ニッシヨン ■ロックに完全に差 
し込んでください。 

2 . ロック-レバーを押し下げてください。 

3 . シート■バックレスト角度や着座位置に合 
わせて、ステアリング•ホイールを手で持つ 
て前後上下に動かし、お好みの位置に調節 
してください。 

4 . ステアリング•ホイールが確実に固定され 
るまで、 ロック- レバーを元の位置まで戻 
してください。 

必要な場合はステアリング•ホイールを前 
後に動かしてください。 



ステアリング-ホイールの調節 

車両の装備仕様により、手動または電動でステア 
リング-ホイールを前後上下に調節できます。 


警告 


運転中のステアリング- 
ホイールの調節 
運転中にステアリング•ホイール調節を行う 
と、ステアリングが予期せず大きく動き、運転 
操作を誤る恐れがあります。 

>運転中はステアリング•ホイールの調節を 
行わないでください。 


ミ主意 


ステアリング•ホイール- 

ヒーター 

ステアリンク ■ ホイール-ヒーターはエンジン 
が作動中のみ作動します。ステアリング•ホ 
イール■センター-スポーク裏側のボタンを押 
すことにより、 ON / OFF します。 

ステアリング•ホイール-ヒーター 
の ON/OFF 

>ボタンを押してください。 

「ステアリングホイールヒーターオン」また 
は「ステアリングホイールヒーターオフ」が 
マルチフアンクシヨン-デイスプレイに2秒 
間表示されます。 


メモリー設定の不意の 
呼び出し 

車両停止時にメモリー-ボタンが不注意に押さ 
れた場合や、ステアリング•コラム下のコント 
ロール •スイッチが不意に押された場合に、身 
体の一部が挟まれたり圧迫される恐れがあり 
を寸 

>お子様のみを車内に残さないでください。 
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リング•ホイール 


ステアリング-ホイールの電動調節 
ステアリング-ホイールの電動調節 
>ステアリング■コラム下に取り付けられて 
いるコントロール-スイッチを前後上下に 
押して、ステアリング•ホイールをお好み 
の位置に調節してください。 

ステアリング•ホイール位置が車両設定に保存 
されます。 

ステアリング•ホイール設定の保存と呼び出し 
に関する詳細なインフ オメー シ ヨン： 

>「パーソナル設定の保存」 （150 ぺージ）を参 
照してください。 


ム警告 _ I 運転中の設定と操作 

運転中にマルチファンクション-デイスプレ 
イ、ラジオ、ナビゲーション•システム、電話 
などの機器の操作、設定を行うと、ミ主意力が散 
漫になり、車両のコントロールを失う恐れがあ 
ります。 

>周囲の交通状況が安全を確保できる場合に 
限って運転中の操作を行ってください。 
r 運転中のナビゲーションの操作、を視は 
道路交通法で禁止されています。） 

>複雑な操作、設定は必ず車両を停止してか 
ら行ってください。 


車両の装備仕様により、マルチファンクシヨ 
ン-ステアリング-ホイールのファンクシヨ 
ン-ボタンを使用して、次のポルシェ•コミュ 
ニケーシヨン-システム*を操作することがで 
きます： 

-電話* 

- PCM および CDR * 

-インストルメント•パネルのマルチファン 
クシヨン.ディスプレイ 



マルチファンクシヨン-ステアリン 
ダ•ホイールの操作準備 

マルチファンクション-スポーツ-ステアリン 
グ•ホイールはイク''ニッションを0 N にすると、 
スタンバイ状態になります。 

>ファンクション•ボタンを操作する前に、ポ 
ルシェ-コミュニケーシヨン-システム* 
の取扱説明書をよく読み、機能を把握して 
ください。 

の インフォゾーシヨン 

マルチファンクション-ステアリング-ホイー 
ルの操作では、 ポルシェ-コミュニケーショ 
ン. システム求を ON / OFF できません。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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マルチファンクション-ステアリン 
グ • ホイールのファンクシヨン • ボタ 
ンの機能 

ステアリング•ホイール上部の左右にあるロータ 
リー■ノブは、押して操作することもできます。 

+ ボリューム■スイッチを回す 
こ 上方-音量が上がります。 

下方-音量が下がります。 

ボリューム • スイッチを押す 
ミュート機能が ON / OFF します。 

么 口ータリー■ノブを回す 
^ マルチファンクション-ディスプレイ 
のメイン-メニューまたはメニュー項 
目を選択/ハイライトするため、 □- 
タリー-ノブを上方向または下方向に 
回してください。 

口—タリ—. ノブを押す 

サブ-メニューに進む、または選択し 

た機能が作動します。 

A MFS ボタン*を押す 

V 保存した機能を呼び出します。 

マルチファンクション-ディスプレイ 
内の任意の機能をボタンに割り当てる 
ことができます。 

バック-ボタンを押す 
メニューに戻ります。 

户 ハンド七ット-ピックアップ■ボタン 

を押す 

Bluetooth 対応携帯電話が接続されてい 
る場合、着信時に通話を開始します。 



サンバイザー 

>サンバイザーを手で下げて、正面方向から 
のにしさを遮ります。 

>左右方向からにしい光が入る場合は、サン 
バイザーの内側のブラケットを外して回転 
させ、ドア■ウインドウ側にセットしてく 
ださい。 


バニテイ—-^ラ— 

サンバイザーの裏側にはバニティー-ミラーが 
あり、スライド式のカバーが付いています。 
スライド■カバーを開くと（矢印)、バニティー • 
ミラーの照明が自動的に点なします。 


A ま意 


バニテイー-ミラーの 
カバーを開く 


カバーを開いていた状態で事故が起きた場合、 
ミラーが割れて車内にガラスの破片が散乱す 
る恐れがあります。 

>走行中はスライド•カバーを閉じてください。 


ハンド七ット-ハングアップ-ボタン 
を押す 

Bluetooth 対応携帯電話が接続されてい 
る場合、通話を終了します。 
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開く 

>ボタン A を押してください。バニテイー•ミ 
ラーは矢印の方向に自動的に開きます。 

リヤ■バニティー■ミラーを開くと、照明が自 
動的に点なします。 

>バニテイー-ミラーの角度は手動で変更で 
きます。 



バニティー-ミラーを損傷する恐れがあります。 
バニティー-ミラーの開く角度には制限があり 
ます。 

>バニテイー■ミラーをおおを感じる位置を 
超えて動かさないでください。 


格納 

>バニティー•ミラーを閉じるときは、カチッ 
リヤ-バニテイー-ミラー と音がするまで確実に閉じてください。 

(Panamera Executive ) 

リヤ- バニ テ ィ ー■ ミラーはフロント-シート 
後方のリヤ ■ ルーフ■ライナーに取り付けられ 
ています。 


A ま意 


リヤ.バニティ ー■ 
ミラーを開く 


バニティー-ミラーを開いていた状態で事故が 
起きた場合、ミラーが割れてま内にガラスの破 
片が散乱する恐れがあります。 

>走行中は必ずバニティー•ミラーを閉じて 
ください。 


サンブラインド（リヤ•サイド- 
ウィンドウ） 

の インフォグーシヨン 
リヤ.サイド.ウィンドウのサンブラインド 
は、リヤ■サイド■ウィンドウが閉じていると 
きのみ上昇/下降させることができます。 
チャイルド-ロック機能が作動している場合、 
フロント■センター■コンソールの口ール- 
アップ式サンブラインド-ボタンまたは運転席 
ドアのパワー■ウィンドウ-ボタンを使用した 
ときのみリヤ■サイド-ウィンドウのサンブラ 
インドを操作できます。 

チャイルド-ロックの機能に関するインフォ 
メー シヨン： 

>「リヤ-ドアの操作を無効にする（チャイル 
ド•ロック）」 （79 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 

口— ル. ア ップ式サンブラインド■ボタンに関 
するインフォメーシヨン： 

> 「リヤ•ウィンドウの口ールアップ式サンブ 
ラインドの上昇/下降」巧8ページ）を参照 
してください。 
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リヤ. パワ — . ウィンドウ/口—ル. アップ式サンブ 
ラインド-ボタン 

リヤ.サイド.ウィンドウのサンブラ 
インドを上げる 

>運転席ドアまたはリヤ-ドアの該当するパ 
ワー•ウィンドウ-ボタンを引き上げてく 
ださい。 

または 

リヤ-ロールアップ式サンブラインドが下 
がっている場合は、フロントまたはリヤ • 
センタ—. コ ンソ— ルの口—ル. アップ式 
サンブラインド•ボタンを約1秒間押し続け 
てください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

リヤ-ウインドウとリヤ-サイド•ウイン 
ドウの ロール アップ式サンブラインドが 上 
がります。 


運転席パワ ー■ ウィンドウ/口ール-アップ式サンブ 
ラインド*ボタン 

リヤ.サイド.ウィンドウのサンブラ 
インドを下げる 

>運転席ドアまたはリヤ-ドアの該当するパ 
ワー•ウィンドウ-ボタンを押し下げてく 
ださい。 

または 

リヤ-ロールアップ式サンブラインドが上 
がっている場合は、フロントまたはリヤ ■ 
センター.コンソールの口ール.アップ式 
サンブラインド-ボタンを約1秒間押し続け 
てください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

リヤ•ウインドウとリヤ■サイド■ウイン 
ドウの ロール アップ式サンブラインドが下 
がります。 


フロント-口ール■アップ式サンブラインド•ボタン 

口 一J レアップ. サンブラインド 

(リヤ.ウィンドウ） 

困リヤ•ウィンドウの口ールアツ 
— プ式サンブラインドの上昇/下降 

イグ ニッシ ヨン-スイ ッチが ON のときにラ 
ゲッジ. コンパー トメント. カバーの口ール • 
アップ式サンブラインドを上げ下げできます。 
>フロントまたはリヤのサンブラインド•ボ 
タンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

ロールアップ式サンブラインドが上昇また 
は下降します。 



58 シート、ミラー、ステアリング•ホイールおよび遮光装備 











リバース（後退）ギヤ選択時のリヤ • 
ウィンドウ•口ールアップ式サンブラ 
インドの自動下降 

リバース（後退）ギヤ選択時にロールアップ式 
サンブラインドが上がっていた場合、自動的に 
下がります。 

車両が再び前進すると、ロールアップ式サンブ 
ラインドが上がります。 

作動条件 

-イグニッションを ON にしてください。 

-マルチファンクション■ディスプレイで、こ 
の機能を作動させる設定に切り替えてくだ 
さい。 

自動下降機能の設定に関するインフォメーンョン： 
>「リバース（後退）オプションの調節」 

(130 ぺージ）を参照してください。 

リヤ. 口ール.アップ式サンブラインド.ボタン 

CiJ インフォグーシヨン 

チャイルド-ロック機能が作動している場合、 

フロント•センター-コン ソールの口ールアッ 
プ式ブラインド-ボタンを使用した場合にのみ 
リヤ•ウィンドウの 口ールア ップ式サンブライ 
ンドを操作できます。 

チャイルド-ロックの機能に関するインフォ 
メー ション： 

>「リヤ-ドアの操作を無効にする（チャイル 
ド■ロック）」 （79 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 


シート、ミラー、ステアリング•ホイールおよび遮光装備 59 




エアコン 

概要-フロント-エアコン . 61 

概要-リヤ•エアコン 

(4 ゾーン■エアコン） . 62 

エアコン-システムの粮 t 要 . 63 

才—卜.エアコン.コントロール . 64 

マルチファンクション.ディスプレイでの 

エアコン設定 . 72 

エア•ベント . 73 

クー ラー機能付 きグローブ•ボックス . 73 

フロント■ウィンドウ■デフロスター ....... 73 

リヤ■ウィンドウ-ヒーター/ドア-ミラー- 

ヒーター . 74 

補助ヒーター* . 74 


エアコン 


* 日本仕様に設定はありません。 












概要-フロント-エアコン 

この概要説明は後述の「才ート•エアコン ■ 
コントロール」に代わるものではありません。 
操作する際は、この概要のみでなく、「警告」 
を必ずお読みください。 



何をしたいか？ 

その操作方法は？ 

才ート-エアコンを使用する 

左側のボタン G または右側のボタン N を押してください。 

温度を設定する 

車内左側：ボタン C を上（温度を上げる）または下（温度を下げる）に押してください。 

車内右側：ボタン J を上（温度を上げる）または下（温度を下げる）に押してください。 

送風量を手動設定する 

ま内左側：ボタン D を上（風量を多くする）または下（風量を少なくする）に押してください。 
車内右側：ボタン K を上（風量を多くする）または下（風量を少なくする）に押してください。 

送風□を手動で切り替える 

フロント-ウインドウへの送風：ボタン E または L を押してください。 

中央および左右のエア-ベントからの送風：ボタン F または M を押してください。 

足元への送風：ボタン H または0を押してください。 

フロント■ウインドウ•デフロスター 

ボタン A を押してください。 

リヤ •ウイ ンドウ • ヒーター/ドア • ミラー • 
ヒーターを ON にする 

ボタン1を押してください。 

内気循環モードを ON にする 

ボタン B を押してください。 1 
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概要-リヤ.エアコン 
(4 ゾーン-エアコン） 

この概要説明は後述の「才ート-エアコン- 
コントロール」に代わるものではありません。 
操作する際は、この概要のみでなく、「警告」 
を必ずお読みください。 



何をしたいか？ 

その操作方法は？ 

才ート-エアコンを使用する 

左側のボタン E または右側のボタン K を押してください。 

温度を設定する 

ま内左側：ボタン A を上（温度を上げる）または下（温度を下げる）に押してください。 

車内右側：ボタン G を上（温度を上げる）または下（温度を下げる）に押してください。 

送風量を手動設定する 

ま内左側：ボタン B を上（風量を多くする）または下（風量を少なくする）に押してください。 
車内右側：ボタン H を上（風量を多くする）または下（風量を少なくする）に押してください。 

送風口を手動で切り替える 

ドア-ベントおよび中央のエア-ベントからの送風：ボタン C または1を押してください。 

ドア-ベント、中央のベントおよび足元からの送風：ボタン D または J を押してください。 

ドア-ベントおよび足元からの送風：ボタン F または L を押してください。 


62 


エアコン 




















エアコン、フロント■コントロール-パ不ル 

エアコン-システムの概要 

車両の装備仕様により、次のいずれかのエアコ 
ン-システムが装備されています： 

2ゾーン•才ート-エアコン 

エアコン-システムが設定温度を維持するため 
全自動制御します。 

また、ま内を2つのゾーン（左側と右側）に分 
けて、それぞれま内温度、送風量および送風口 
を個別に設定できます。 


リヤ-エアコン-コントロール.パ不ル （4 ソーン. 
エァコン） 

4ゾーン-才ート.エアコン 

エアコン-システムが設定温度を維持するため 
に全自動制御します。 

また、車内を4つのソーン（フロント左側、フ 
ロント右側、リヤ左側、リヤ右側）に分けて、 
それぞれ車内温度、送風量および送風□を個別 
に設定できます。 

4 ゾーン •才 ート■エアコン装備 車は、リヤ • 
センタ—.コンソー ルにも エアコン.コント 
口ール-パネルを備えています。 


A ■結露 センサー 
B - 日射センサー 
C ■エアコン用室内温度センサー 

七ンサー 

才ート •エアコン はま内の各種センサーにより 
制御されます。 

>エアコン•システムのセンサーの上に、力 
バーを付けたり、ステッカー類を貼り付け 
ないでください。 



エアコン〇3 










才—卜.エアコン.コント 
口ール 

様々な環境条件（日射量、空気の状態、外気温 
度、ウィンドウの曇り具合など）に応じて、車 
内の設定温度を維持するように、エアコン•シ 
ステムが送風温度、送風量、送風口を全自動で 
制御します。 

エアコン- システムの設定を手動で変更する 
と、オート-モードが直ちに解除されます。た 
だし手動操作で変更しなかつた機能について 
は、自動制御を継続します。 

Gl ) インフオゾーシヨン 
送風の強さやダッシュボード上のベンチレー 
ション-パネルの作動など、エアコン■システ 
ムに関係する機能をマルチファンクション • 
ディスプレイで設定することができます： 

> 「マルチファンクション•ディスプレイでの 
エアコン設定」 （72 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 

>「エアコン設定」 （132 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

コンフオート•メモリー装備車では、車両を 
ロックすると、エアコン■システムのすべての 
設定が、そのとき使用しているキーの設定とし 
て保存されます。 


才 — 卜 . モードの on/off 

フロント■ゾーン（前席エリア）とリヤ■ゾー 
ン（後席エリア）は、個別にオート•モードに 
切り替えることができます。 

>才ート•モードに切り替えたいゾーンのコ 
ントロール■パネル（フロントまたはリヤ） 
で AUT □ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター■ライトと、エア 
コン-ディスプレイの AUTO インジケーター 
が点な します。 

オート. モー ドに切り替えたゾーンでは、温 
度、送風量送風□が自動的に制御されます。 

の イン フオメーシヨ ン 

必要であればオート■モードの制御を手動調節 

できます。 

手動で設定を変更すると、その機能の設定を再 
度変更するか、または AUTO ボタンを押すまで 
維持されます。 


バッテリー電足低下時の自動 OFF 

バッテリーの充電状態が著しく悪化した場合、次 
のエアコン • システムまたはヒーター機能の一部 
が制限され、その後自動的に OFF になります： 

- ンート■ヒーター 

-リヤ■ウインドウ•ヒーター/ドア.ミラー- 
ヒーター 

-フレッシュ.エア.ブロアー 

- エアコン.コンプレッサー 


の インフォメーション 

ディーゼルまには、メイン•ヒーター■システ 
ムを補う燃料で作動する補助ヒーターが装備 
されています。 * 外気温度が約 lOX な下でエン 
ジンを始動すると自動的に作動し、エンジンを 
停止すると自動的に作動解除されます。オー 
卜•スタート/ストップ機能でま両が自動的に 
停止した場合でも、補助ヒーターは作動状態を 
維持します。 

車両のボディ下側から排気ガスが排出されるの 
は構造上の特性であり、故障ではありません。 
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* 日本仕様に設定はありません。 






温度設定および送風量調節（フロント■コントロー 
ル • パネル） 

温度の設定 

この エアコン ■システムでは、それぞれの乗員 
が快適と感じる車内温度を16〜 29.5° C の範囲 
で個別に設定できます。推奨： 22 °C 
TEMP ボタンの上部にある エアコン- デイ スプ 
レイに設定温度が表示されます。 

温度を上げる 

>温度を上げたい、/—ンの巧 MP ボタンを上 
方向に押してください。 

設定温度がエアコン-ディスプレイに表示 
されます。 


温度設定および送風量調節（リヤ■コントロール■パ 
ネル） （4 ゾーン•エアコン） 

温度を下げる 

>温度を下げたいゾーンの巧 MP ボタンを下 
方向に押してください。 

設定温度がエアコン-ディスプレイに表示 
されます。 

ディスプレイに L 0 または HI が表示された場合 
は、エアコンの作動は最大の冷房または暖房に 
なっています。このときオート■モードは OFF 
になります。 


面 インフォゾーシヨン 
-いずれかのゾーンで温度設定を L 0 または HI 
にすると、その他のゾーンも L 0 または HI に 
なります。 

いずれかのゾーンで AUTO ボタンを押すと、 
設定温度に切り替わります。 

-エアコン•システムは、設定温度を維持す 
るために、常に最大能力でま内を冷房また 
は暖房します。 

このため、設定温度を一時的にお好みの温 
度より上げ下げしても、希望する温度に到 
達する時間は変わりません。 
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送風量の設定 

みボタンの上部にある エアコン- ディスプレ 
イに設定した送風量がバーで表示されます。 
バーの数が多くなるほど、風量が多いことを示 
しています。 

送風量を多くする 

>送風量を多くしたいゾーンの$ボタンを 
上方向に押してください。 

送風量を少なくする 

>送風量を少なくしたいゾーンのみボタン 
を下方向に押してください。 

AUT 日ボタンを押すと、そのソーンが才ート ■ 
モードに戻ります。 

スイッチを押して送風量を最小にするとエア 
コン•ディスプレイに OFF と表示され、外気導 
入による送風が停止します。 

ムがと 送風設定 OFF による 

—— - 視界の低下 

送風を OFF にした状態では、ウィンドウが曇り 
やすくなります。 

>フロント■コントロール.パネルの左右の 
ろボタンを上方向に押して送風を開始し 
てください（風量が増加します）。 



送風□の切り替え（フロント.コントロール■パネル） 

送風口を手動で切り替える 

フロント•コントロール.バネル 

>含?ボタンを押してください。 

フロント-ウィンドウおよびサイド-ウィ 
ンドウへの送風を開始します。 

>旣ボタンを押してください。 

中央および左右エア-ベントからの送風を 
開始します。エア■ベントのダイヤルを回 
して、かき出し□を開いてください。 

> ^ボタンを押してください。 

足元への送風を開始します。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯します。 



送風□の切り替え （4 ゾーン•エアコン装備まのリヤ • 
コントロール.パネル） 

リヤ•コントロール•パネル （4 ゾーン•エアコン) 

>齊ボタンを押してください。 

中央およびドア-ピラーのベントからの送 
風を開始します。エア■ベントのダイヤル 
を回して、吹き出し□を開いてください。 

> ▽ y ボタンを押してください。 

中央のベント、ドア■ピラーのベントおよ 
び足元からの送風を開始します。 

>栗?ボタンを押してください。 

足元への送風とドア-ピラー-ベントから 
の送風を開始します。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なします。 
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送風□の手動切り替えの解除 

>インジケーター•ライトが点なしている（手 
動で切り替えた）送風□切り替えボタンを 
再度押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

または 

操作したいゾーンの AUTO ボタンを押して 
ください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

風量と吹き出し□が自動制御されて外気温が 
変動してもま内の温度は一定に保たれます。 



REAR モード-フロント•コントロール- 
パネルでリヤ-ゾーンを制御する 
(4 ゾーン.エアコン） 

4ゾーン•エアコン装備までは、エアコン•シ 
ステム用フロント-コントロール•パネルでリ 
ヤ-ゾーンのエアコン機能を制御できます。 


REAR モードを ON にする 

> ボタンを約2秒間押し続けて<ださい。 

エアコン.ディスプレイに REAR が表示さ 
れます。 

フロント.コントロール.パネルでリヤ¬ 
ン'—ンのエアコンを操作できます。 


の インフォゾーシヨン 
設定を変更してから約4秒が経過すると、この 
機能は自動的に終了します。ディスプレイの 
REAR 表示が消なします。 


REAR モードを OFF にする 

> f ボタンを約2秒間押し続けて<ださい。 

ディスプレイの REAR 表示が消なします。 

REAR モード作動時のリヤ-ゾーンのエア配分 
(4 ゾーン•エアコン） 

フロント■コントロール-パネルの鲜または 
妙ボタンを押すと、リヤ■ゾーンの中央およ 
び左右エア-ベントから送風します。 

フロント•コントロール-パネルのでぶボタン 
を押すと、リヤ■ゾーンの足元に送風します。 


エアコン〇/ 







A / C モード 

ネ刀期設定では、才ート•モードのときは A / C モー 
ドが常に作動し ます。 

エアコン ■システムの作動状況に応じて コン プ 
レッサーの出力が全自動で制御されます。 

外気温度が約 3° C を下回ると、コンプレッサー 
が 自動的に OFF になります。 

才ート•モードの ON / OFF に関するインフオメー 
シヨン： 

>「才ート.モードの ON / OFF 」（64 ぺージ）を 
参照してください。 


A/C モードを ON にする 

外気温度よりも低い温度でま内を冷房したい 
ときは、 A / C モードを作動させてください。 

> A/C ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

エアコン-コン プレッサーが ON になります。 
または 

左右どちらかの、/-ンの AUTO ボタンを押 
してください。 

A/C モードを OFF にする 

例えば燃費を優先した運転をしたいときなど 
に A / C モードを手動で解除できます。 

> A/C ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
ます。 

エアコン-コン プレッサーが OFF になります。 
冷房機能が解除されます。 



リヤ•ゾーン用コントロ ール-パネル 
の機能解除 （4 ゾーン•エアコン） 

運転席ドア■コントロール.パネルのセーフ 
ティー■ボタンを押すと、リヤ•ドアのパワー- 
ウィンドウ ■スイッチと、 リヤ■センター•コン 
ソールのコントロ ール•パネルの機能が無効にな 
ります（セントラル•ロッキング•ボタンを除く）。 
チャイルド■プロテクションを ON にすると、ソ 
フト-クローズ装備まではリヤ-ドアのチャイ 
ルド-ロック機能が作動します。 

チャイルド.プロテクションの ON/OFF 
>セーフティー•ボタン^を押してくださし、。 
ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ずす 

リヤ-ゾーン用操作 ユニッ トのディスプレ 
イにロック-シンボルが表示されます。 
リヤ-ゾーンの現在のエアコン設定が維持 
されます。 

リヤ-エアコン.コントロール.パネルの 
ボタンが無効になります。 
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A/C MAX モード 

A/C MAX モードでは、エアコン-システムが最 
大出力で車内を冷がします。 

このとき車内温度は自動調節されません。 

A/C MAX モードを ON にする 

> A / Cmak ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

A/C MAX モードを OFF にする 

> A/Cmak ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

または 

左右どちらかのソーンの AUTO ボタンを押 
してください。 


4 ゾーン.エアコンの A/C MAX モードでの冷却 
出力の増加 

4ゾーン.才ートマチック■エアコンの A/C MAX 
モードではフロント-ゾーンでの追加冷が出力 
が可能です。 

冷が出力を上げるためにリヤ■ゾーンのエアコ 
ンは自動的に作動解除されます。 

リヤ.エアコン.コントロ ール.パネルに OFF 
が表示されます。 

Gl ) インフオゾーシヨン 
インストルメント-パネルのマルチファンク 
シヨン•ディスプレイで 「Rear Plus (リヤ ■ 
プラス）」機能を作動させると、 A/C MAX モー 
ド時、 空調エリアすべてに均一にエアが流れま 
す。4つのディスプレイすべてに L 0 が表示され 
ま寸 

フロント■シートの優先冷が機能は装備されて 
いません。 

「Rear Nus (リヤ-プラス）」機能の作動に関 
するインフ オメーシヨン： 

> r「REAR PLUS (リヤ•プラス ）」 （PANAMERA 
EXECUTIVE )」（73 ぺージ）を参照してください。 




リヤ A/C MAX モード (Panamera Executive) 

リヤ A/C MAX モードでは、リヤ■シート-ゾー 
ンが最大出力で冷がされます。このため、フロ 
ント-ゾーンの冷が出力は自動的に減少しま 
す。フロント.エアコン.コントロール.パネ 
ルのディスプレイに L 0 が表示されます。この 
とき車内温度は自動調節されません。 


リヤ A/C MAX モードを ON にする 
|>リヤ ■コントロ ー ル.パネルの か Gmak ボタ 
ンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 


リヤ A/C MAX モードを OFF にする 

>リヤ.コントロール-パネルの A/C MAX ボタ 
ンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消'なし 
ます。 

または 

車両後方の左または右ゾーン用 AUTD ボタ 
ンを押してください。 
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内気循環モード 

内気循環モードを ON にする 

> ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

外気導入が遮断され、車内の空気を循環さ 
せます。 

内気循環モードを OFF にする 

> c ：^ ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
ます。 


GtJ インフ オメー シヨ ン 
手動または自動でエアコン • 


コンプレッサーが 
OFF になると、約3分後に内気循環モードが OFF 
になります。 


自動内気循環モードの設定 

自動内気循環モードでは、空気の状態に応じて 
自動的に外気導入と内気循環を切り替えます。 
自動内気循環モードはマルチファンクション • 
ディスプレイ上で ON / OFF の切り替えができます。 
外気温度が約 5° C を下回ると、ウィンドウの曇 
りを防止するため、内気循環モードが自動的に 
停止します。 

自動内気循環モードのマルチファンクション•ディ 
スプレイでの調節に関するインフオメーション： 

>「エアコン設定」 （132 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

GtJ インフオゾーシ ヨン 

通常は自動内気循環モード（ネ刀期設定）にして 

おくことを推奨します。 


エアコン•コンプレッサーに関するイ 
ンフオターシヨン 

エアコン.コンプレッサー: 

-エンジンの負荷が過渡的に大きくなると、 
コンプレッサーが一時的に OFF になり、エン 
ジンの過熱を回避します。 

-外気温度が約 3 X を下回るとコンプレッサー 
が自動的に OFF になり、このときは手動操作で 
もコンプレッサーを ON にできません。 

-ウィンドウを閉じるとエアコン•システム 
の作動効率が高まります。 

炎天下で長時間駐車したときは、まずウィ 
ンドウを開いてま内の空気を入れ替えてか 
ら、エアコンを使用すると効果的です。 

-外気温度や湿度によっては、除湿した水分 
が水滴となってエバ ポレー ターから排出さ 
れ、車両の下に水たまりができることがあ 
ります。 

これは正常な状態で、液漏れ等の故障では 
ありません。 
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リヤ SYNC (同期）モードを OFF にする 
>リヤ.コントロ ール.パネルの SYNC ボタン 
を押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

または 

運転席な外のいずれかのゾーンのエアコン 
設定を変更すると、 SYNC (同期）モードが 
OFF になります。 

SYNC モード作動時のリヤ-ゾーンの 
エア配分 （4 ゾーン-エアコン） 

フロント-コントロール-パネルの舍5または 
旣ボタンを押すと、リヤ•ゾーンの中央およ 
び左右エア-ベントから送風します。 
フロント.コントロール-パネルのでぶボタン 
を押すと、リヤ•ゾーンの足元に送風します。 


SYNC モード-車両を化を運质おの 
エアコン設定に同期させる 

SYNC (同期）モードを ON にすると、すべて 
のゾーンのエアコン設定が、運転席の設定と 
同じになります。 

SYNC 個巧）モードを ON にする 

> SYNC ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

ディスプレイに表示されるすべてのゾーン 
のエアコン設定が、運転席の設定と同じに 
なります。 

SYNC 個期）モードを OFF にする 

> SYNG ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

または 

運転席な外のいずれかのゾーンのエアコン 
設定を変更すると、 SYNC (同期）モードが 
OFF になります。 


SYNC モード-車両を化をリヤ側の 1名乗ま時に推奨するエアコン設定 

X アコン聲定に目がさせる SYNC (同期）モ-ドを ON にすると、車内が最 

(Panamera Executive ) も快適な状態に維持されます。 


リヤ •コントロール- パネルの SYNC 機能によ 
り助手席側リヤ■シート用 エアコン 設定をま両 
全体に適用することが可能です。 

リヤ SYNC 個期）モードを ON にする 
>リヤ■コントロ ール.パネルの SYNC ボタン 
を押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

ディスプレイに表示されるすべてのゾーン 
のェアコ ン設定が、助手席側のリヤ-シー 
卜の設定と同じになります。 


SYNC (同期）モードの作動に関するインフォ 
メー シヨン： 

> rSYNC モー ド-ま両全体を運転席の エアコ 
ン設定に同期させる」 （71 ぺージ）を参照し 
てください。 

リヤ■ゾーンへの送風量を少なくしても、フロ 
ント-ゾーンの快適性は向上しません （4 ゾー 
ン-エアコン装備まのみ)。 

送風量の調節に関するインフォメーシヨン： 

>「送風量の設定」 （66 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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REST モード 

エンジンの余熱を利用して暖房する 
イグニッシヨンを OFF にしてから最大20分間 
は、エンジンの余熱を利用したヒーターで車内 
を暖めることができます。 

>イグニッシヨンを OFF にしたとき、 

フロント.コント ロール. パネルの A 。 當 P ボ 
タンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます 

REST モー ドでは エアコン-システムの 設定 
を変更できません。 

REST モードを停止する 

>フロント.コントロール.パネルのみ。1患ロボ 
タンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
ます。 

または 

イグニッシヨンを ON にしてください。 
ボタンのインジケーター-ライトがそれま 
での設定を表示します。 
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面 イン フオゾーシヨン 

バッテリー電圧が低いときは REST モードの作動 

が制限され、その後は自動的に OFF になります。 

マルチファンクシヨン-ディ 
スプレイでのエアコン設定 

エアコン-システムに関係する機能をマルチ 
ファンクション■ディスプレイで設定すること 
ができます。 

マルチファンクション■ディスプレイでのエア 
コン設定機能に関するインフオメーション： 

>「エアコン設定」 （132 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

送風量の調節 

オート.モー ドでは3段階で送風の強さを調節 
できます： 

-「ソフト願い）」： 

エア-ベントからの送風が和らぎます。空気 
の流れに敏感な乗員に適しています。 

-「ノーマル（ふつう）」： 

標準の設定です。 

-「ストロング（強い)」： 

室内への送風が強くなります。 

風の流れをはっきりと感じられるようにな 
ります。 



巧巧ベンチレーシヨン-パネル 

ダッシュボード上にある間接ベンチレーショ 
ン-パネルは、インストルメント-パネルのマ 
ルチファンクション■ディスプレイの設定で個 
別に ON / OFF を切り替えることができます。 

このベンチ レーショ ン-パネルを作動させる 
と、ま内の空気の流れが拡散され、乗員に直接 
当たる風が和らぎます。 

エアコン■システムは、間接ベンチレーショ 
ン- パネルからの送風量を自動調節します。 

七ンタ—.ク—ラ— 

車室温度コントロールが調整されていないと 
きに、2個のセンター■ベントから噴き出す空 
気の温度を下げます。この設定は、頭部や上半 
身に新鮮な空気が当たるのを好む乗員に適し 
ています。 



エアコン 










デフロスターを作動させる 

>巧りボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

フロント-ウィンドウおよびフロント-サイ 
ド-ウィンドウに向けて風がかき出します。 
フロント- ウィンドウの曇りや氷結を素早 
く取り除きます。 

デフロスターを停止する 

>巧ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

または 

左右どちらかのゾーンの AUT ロボタンを押 
してください。 


自動内気循環モード 

自動内気循環モードに関するインフォメー 

シヨン： 

>「内気循環モード」 （70 ぺージ）を参照して 
ください。 

「RearPlus (リヤ-プラス）」 

(Panamera Executive ) 

Panamera Executive モデルでは、才ート■モー 

ド でもエアコンを車両後部のエアコン設定に 

従つて設定することができます。 

エア•ベント 

フロント•ダッシュボードとリヤ-センター■コ 

ンソールにエア■ベントがあり、手動で開閉する 

ことができます。送風方向も調節できます。 

〇かき化し口を開く 

>エア•ベントのダイヤルを右に回してくだ 
さい。 

• 吹き化し□を閉じる 

>エア■ベントのダイヤルを左に回してくだ 
さい。 

送風方向の調節 

>ルーバー角度を調節して希望の方向に風を 
送ることができます。 

外気導入口 

外気の導入を確保するには： 

>エンジン•コンパートメント■リツドとフ 
ロント•ウィンドウの間の外気導入□に雪、 
氷、木の葉などによる詰まりがないことを 
確認してください。 



クーラー 機能付き グロー ブ • 
ボックス 

グローブ•ボックスには冷気を直接送り込むた 
めのエア-ベントがあります。 

このエア- ベントは手動で開閉できます。 

CiJ インフォゾーシ ヨン 
グローブ•ボックスに送り込まれた冷気は、グ 
口ーブ•ボックス■リッドのすき間からま内に 
流れ出します。 

>外気温度が低いときは、グローブ■ボック 
スに送り込まれた冷気で車内の暖房効果が 
下がらないように、グローブ■ボックスの 
エア-ベントを閉じてください。 
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2 ゾーン-エアコン： 

リヤのエア•ベントを閉じると、フロント■ウィ 
ンドウの曇りを素早く取ることができます。 
エア-ベントに関するインフ オメー シヨン： 

>「エア.ベント」 （73 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

4ゾーン-エアコン： 

デフロスター■モードではリヤへのエアの供給 
が自動的に OFF になり、曇りを取り除く効果を 
最大にします。 

フロント■ウィンドウおよびフロント-サイ 
ド-ウィンドウに向けて風が吹き出します。 
リヤ•ゾーン用操作ユニットのディスプレイに 
OFF およびロック-シンボルが表示されます。 
エアコン ■システムの設定を変更することはで 
きません。 



な 


リヤ.ウインドウ•ヒーター/ 
ドア.ミラ—.ヒ—夕— 

リヤ•ウインドウ- ヒーター/ ドア -ミラー- 
ヒーターは、エンジンが作動中にのみ操作でき 
ます。 


ON にする 

>垃 a ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

外気温度によって、約5〜20分後にリヤ•ウィ 
ン ドウ/ドア •ミラー-ヒーターの スイッチが 
自動的に OFF になります。 

>ボタンを巧び押すとヒーターは ON に戻り 
ます。 


耐熱防音ガラスを装備した車両の場合、リヤ • 
ウィンドウが傾いているために光学的歪みを 
発生することがあります。この歪みは、リヤ ■ 
ウィンドウ-ヒータ^を ON にすると増します。 

捕巧!ヒーター* 

補助ヒーターはエンジンが作動していない状 
態でも、車室内を暖めたり、フロント■ウィン 
ドウの氷結を溶かしたりすることができます。 

有 S な排気ガスの则 

補助ヒーターを0 N にすると燃料を燃焼しま 
す。このときに発生する有毒な排気ガスは、車 
両の巧下から排出されます。 

>補助ヒーターは換気の悪い場所（ガレージ 
の中など）で作動させないでください。 


_ A 警告 _ I 高温の排気ガス 

補助ヒーターの作動中に排出される排気ガス 
は非常に高温になっています。 

>燃料を給油する前に補助ヒーターを OFF にし 
てください。 

>ボディ下側から高温の排気ガスを十分に換 
気できる場所、草や葉など燃えやすい物と 
接触しな L ^場所に駐車してください。 


OFH こする 

>攻〇ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 
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* 日本仕様に設定はありません。 













作動準備 

補助ヒーターはイグニ ッショ ンの位置に関係 
なく使用できます： 

-エンジンが作動していないとき 
-外気温が約 15° C を下回るとき 
-十分な量の燃料が燃料タンクに入っている 
とき（燃料が少ないときは作動しません） 

-バッテリーが十分に充電されているとき 

の インフォゾーシヨン 
-十分な余熱が得られる場合、余熱を使い 
きってから補助ヒーター-バーナーが ON に 
なります。 

-まれに補助ヒーターを長期間使用せず（夏 
季を過ぎた後など)、最ネ刀にスイッチを入れ 
たときに作動しなかった場合、2度目を試す 
必要がある場合があります。 

-外気温が低い時に補助ヒーターを作動させ 
ると、水蒸気がエンジン■コンパートメン 
卜またはま両下部から出ることがありま 
す。これは正常な状態であり、故障ではあ 
りません。 


マルチファンクション•ディスプレイ 
での補助!ヒーターの ON/OFF * 

補助ヒーターはマルチファンクション■ディス 
プレイの「ホジョヒータ」メニユーで操作で 
きます。 

マルチファンクション■ディスプレイでの補助 
ヒーターの oiyoFF に関するインフ オメー ション： 

>「マルチファンクション•ディスプレイでの 
補助ヒーターの操作*」（111ぺージ）を参 
照してください。 

補助ヒーターの自動作動開始時間をマルチファ 
ンクション.ディスプレイで設定できます。 

補助ヒーターのプログラミングに関するイン 
フオメーション： 

>「補助ヒーター/タイマーのプログラミング」 
(111 ぺージ）を参照してください。 

補助ヒーターが ON になると、インストルメント • 
パネルのマルチファンクション•ディスプレイの 
インジケーター■ライト边が点なします。 

補助 ヒー ターはリモート•コントロールでも 操 
作できます 

>「リ モート.コントロールに よる補助 ヒー 
夕一*の ON / OFF 」（76 ぺージ）を参照して 
ください。 


面 インフオゾーシヨン 
-イク'' ニッシ ヨンが OFF のとき、補助ヒーター 
はフロント-ウィンドウの曇りや氷結を取 
り、ま内を快適な温度に保ちます。 

車両が停止しているときは設定に関係な 
く、補助ヒーターが送風量、送風□および 
温度を自動的に調節します。 

-イグニッシヨ ンが ON で 補助ヒーターが作動 
中の場合、送風量、送風口、および温度を 
個別に調節することができます。 

-補助ヒーターは、エンジンが始動して約2分 
後、またはエンジンを OFF にしてから最長で 
30分後に自動的に OFF になります。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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リモート • コントロールによる捕巧！ 
ヒーター*の ON/OFF 

ON にする 

> リ モート .コント ロールの ボタン A を 押して 
ください。 

リモート.コントロ ールのインジケーター ■ 
ライトが緑色に点なします。 

OFF にする 

>リモート.コントロールのボタン B を押して 
ください。 

リモート.コントロ ールのインジケーター ■ 
ライトがホ色に点なします。 

補助ヒーター用のリモート■コント ロールの 作 
動範囲は最大 500 m です。建物など周囲の状況 
により、電波の届く範囲が狭くなることがあり 
ます。 


送信インジケーター■ライト 
リモート■コントロ ールのインジケーター•ラ 
イトの色と点滅速度で命令が正しく送信され 
たかどうかを表示します。 

ON にしたときにインジケーター-ライトが緑 
色に点なし、点滅し始めた場合、信号は正しく 
送信されています。 

作動準備状態の点検が正しく完了すると、補助 
ヒーターは自動的に OFF になります。 

リモート■コントロ ールのインジケーター-ライ 
卜が緑色に点けした後、ホ色に点滅した場合、 

-車両が作動範囲外にあるまたは 
-補助ヒーターの作動準備ができていない 
(燃料が少ない、バッテリーが弱っているな 
ど、ま*-は 

-故障があるなどの可能性があります。 

>ポルシ王正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。この作業はポルシ X 正規販売店での 
実施を推奨します。十分なトレーニングを 
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術 
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か 
な整備をお約束します。 

OFF にしたときにインジケーター-ライトがホ 
色に点灯し、点滅し始めた場合、信号は正しく 
送信されています。 

補助ヒーターが停止します。 

リモート-コント ロールの インジケーター■ラ 
イトが点なしない場合、リモート•コント □- 
ルの 電池が弱っています。 



リモート • コントロールの電池交換 
リモート-コント ロールの インジケーター■ラ 
イトが点なしない場合、リモート■コント □- 
ルの 電池が弱っています。 

1 . バッテリー-カバーを後方へ引き抜いてく 
ださい。 

2 . 電池を交換してください。 

3. バッテリー■カバーを押し込んでください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 
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ウィンドウおよびスライディンダ/チルティング•ルーフ 




パワ ー• ウィンドウ 

ム警告 ウィンドウの開閉 

ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィン 
ドウと車両の固定部分に身体の各部が挟まれ 
ないように十分ミ主意してください。特にワン 
タツチ操作で閑じるときは十分にミ主意してく 
ださい。 

>ウィンドウを開閉するときは、同乗者がケ 
ガをしないように十分を意してください。 

>車両から離れるときは必ずキーを抜いてくだ 
さい。またはポルシェ•エントリ ー& ドライ 
ブ装備まではイク''ニツシヨンを OFF にしてく 
ださい。ま両から離れるときは、必ずキーを 
携行してください。同乗者がパワー•ウィン 
ドウを誤って操作し、ケガをする恐れがあり 
を寸 

>危険が生じたときは、直ちにキーのボタン 
を放してください。 ポルシェ•エントリ ー& ド 
ライブ装備まは、直ちにドア■ハンドルの 
ボタンを放してください。 

>お子様のみを車内に残さないでください。 

パワ ー• ウィンドウの作動を件 

次の条件下で、パワー■ウィンドウを開閉する 
ことができます： 

-イク''ニツシヨンが ON のとき 
-イグニツシヨンを OFF にしてから最大10分 
な内で、運転席ドアまたは助手席ドアを最 
ネ刀に開くまで 

ドア-ウィンドウのワンタッチ操作はイク'' 
ニッシヨンが ON のときのみ作動します。 



A - 運転席パワー•ウィンドウ 
B - 助手席パワー•ウィンドウ 
C - 左リヤ-パワー■ウィンドウ 
D - 右リヤ-パワー■ウィンドウ 

ウィンドウの開閉操作 

スイッチ操作でウィンドウを開く 
>ウィンドウがお好みの位置になるまでウィ 
ンドウのスイッチを押してください。 

スイッチ操作でウィンドウを閉じる 
>ウインドウがお好みの位置になるまでウイ 
ンドウのスイッチを引いてください。 



助手席ドアのパワー■ウィンドウ■スイッチ 

CiJ インフォメーシヨン 
スイッチには2段階の作動位置があります。こ 
の2段階の作動位置は、スイッチを操作する際 
にはっきりと感じ取れます。 

-1 段目-手動操作 

スイッチを1段目まで動かすと、ウィンドウ 
は手動操作で開閉します。 

スイッチをがすとウィンドウが止まります。 

- 2 段目-ワンタッチ操作 

スイッチを2段目までいっぱいに動かすと、 
ウィンドウは自動的に開閉します。 
ウィンドウをお好みの位置で停止させたいと 
きは、もう1回スイッチを操作してください。 
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ウィンドウおよびスライディンダ/チルティング-ルーフ 












ム譬告 


ウィンドウの手動閑 
操作 


ワンタッチ操作時にウィンドウがおおを感じて 
無効になった後、手動閉機能を使用してウィンド 
ウを閉じると、最大の力で閉じようとします。 

>ウィンドウを閉じるときは同乗者がケガを 
したり、挟まれたり、圧迫されたりしない 
ことを確認してください。 



リヤ-パヮー•ウィンドウ 

CiJ インフォグーシヨン 
ウィンドウを閉じるときに作動が巧げられる 
と、ウィンドウが止まった後、再び数センチ下 
がり、挟み込みを防止します。 

ウィンドウの作動が約10秒な内に2回がげら 
れると、そのウィンドウのワンタッチ操作がで 
きなくなります。 

ウィンドウは手動で閉じることができます。こ 
のときウィンドウは最大の力で閉じます。 
ワンタッチ操作を再度有効にするには、ウィン 
ドウを手動操作で1回完全に閉じてください。 


リヤ-ドアの操作を無効にする 
(チャイルド-ロック） 

運転席ドア-コントロール-パネルのセーフ 
ティー■ボタンを押すと、リヤ-ドアのパワー- 
ウィンドウ ■スイッチと、 リヤ■センター■コ 
ンソールのコントロール*パネルの機能が無効 
になります（セントラル-ロッキング•ボタン 
を除く）。 

チャイルド■プロテクションを ON にすると、ソ 
フト•クローズ装備まではリヤ-ドアのチャイ 
ルド-ロック機能が ON になります。 

チャイルド-プロテクションの ON/OFF 
>セーフティー■ボタン矜を押してくださし、。 
チャイルド-プロテクションが作動してい 
る場合、セーフテイー-ボタンのインジケー 
夕一 •ライ 卜が点なします。 
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ポルシェ-エントリー&ドライブ非装備ま 

キーによるウインドウの閒巧 

>ウインドウが希望の位置になるまでキーの 
開閉ボタンを押し続けてください。 


面 


インフォゾーシヨン 
すべてのウィンドウおよびスライディン 
グ-ルーフが完全に閉じるとハザード■ラ 
イトが1回点滅します。 

リヤ .サイド. ウィンドウの口ール アップ 
式サンブラインドが閉じている場合、リヤ • 
ウインドウは開きません。 



ポルシェ-ェントリー&ドライブ装備車 

ドア•八ンドルのボタンでウィンドウ 
を閉じる（ポルシェ•エントリ ー& ド 
ライブ装備ま） 

>車両をロックするときにウインドウが希望 
の位置になるまで、ドア■ハンドルのボタ 
ンを押し続けてください。 

面 イン フォゾーシヨン 
-すべてのウィンドウおよびスライディン 
グ•ルーフが完全に閉じると、ハザード- 
ライ 卜が1回点滅します。 


バッテリー接続後のウィンドウ停止 
位置の保存 

バッテリーを外したり、再接続したときは、ド 
ア•ウィンドウの停止位置が消去されます。ウィ 
ンドウのワンタッチ操作が無効になります。 
すべてのウィンドウでな下の作業を行ってく 
ださい： 

1 . スイッチを引いて 1 回ウィンドウを完全に 
閉じてください。 

2. ウィンドウが完全に閉じた後、スイッチを 
再度短く引き上げてください。 

3. スイッチを押して 1 回ウィンドウを完全に 
開いてください。 
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スライデイング/チルテイング • 

ルーフ 


ム警告 


電動スライディング'/チルティング•ルーフは、 
1枚構造の着色安全ガラスです。ガラス•ルー 
フには手動開閉式のスライディング■ルーフ- 
カバーが付いており、 頭上からの直射日光を遮 
ることができます。 

スライディング/チルティング•ルーフは、ガ 
ラス-ルーフを後方にスライドさせて開いた 
り、チルトアップすることができます。 

スライディング/チル 
ティング-ルーフの 
開閉操作 

スライディンダ/チルティング-ルーフを開閉 
するときは、作動中のルーフと車両の固定部分 
に身体の各部が挟まれないように十分ミ主意し 
てください。特にワンタッチ操作で閉じるとき 
は十分にミ主意してください。 

>スライディング'/チルティング.ルーフを操 
作するときは、同乗者がケガをしないよう 
に十分ミ主意してください。 

>車両から離れるときは必ずキーを抜いてくだ 
さい。またはポルシェ•エントリ ー& ドライブ 
装備まではイク''ニッシヨンを OFF にしてくだ 
さい。車両から離れるときは、必ずキーを携 
行してください。同乗者（お子様など）がス 
ライディンダ/チルティング•ルーフを誤って 
操作し、ケガをする恐れがあります。 

>危険が生じたときは、スライディング'/チル 
ティング-ルーフ-スイッチを作動方向と 
反対方向に操作してください。コンフオー 
卜機能を使用している場合、直ちにキーの 
ボタンをがしてください。 


スライディング/チルティング-ルー 
フの作動条件 

な下の条件でスライディンダ/チルティング- 
ルーフを操作できます： 

-イグニツシヨンが ON のとき 
-イク''ニツシヨンを OFF にしてから最大10分 
な内で、運転席ドアまたは助手席ドアを最 
ネ刀に開くまで 



スライディンダ/チルティング-ルー 
フの操作 

スライディンダ/チルティング.ルーフはルー 
フ-コンソールのごご扫ボタンで操作します。 

CiJ インフォ ゾーシ ヨン 
このスイッチは、すべての操作方向で2段階の 
作動位置があります。この2段階の作動位置は、 
スイツチを操作する際にはっきりと感じ取れ 
ます。 


-1 段目-手動操作 

スイツチを特定の方向に1段目まで動かす 
と、スライディング'/チルティング•ルーフ 
は手動操作で開閉します。 

スイツチを放すとルーフがその位置で止ま 
ります。 


- 2 段目-ワンタッチ操作 

スイッチを2段目まで完全に動かすと、スラ 
イディンダ/チルティング-ルーフは自動的 
に開閉します。 

スライディンク '/ チルティング-ルーフを希 
望の位置で止めたいときは、もう1回スイッ 
チをいずれかの方向に操作してください。 

Gl) イン フォ ゾーシ ヨン 

-スライディング/チルティング•ルーフは、 
極端に走行速度が高い場合や気温が極端に 
低い場合作動しません。 

-スライディング/チルティング■ルーフは、 
挟み込み防止機能を備えています。閉作動 
の途中で抵抗があると、閑作動が中断され 
てルーフが直ちに開きます。 


ルーフを開いたときの停止位置（風切り音を最 
ル限に抑える位置） 

スライディング'/チルティング•ルーフは、手 
動操作でもワンタッチ操作でも、風切り音を最 
小限に抑える位置までスライドして開きます。 

スライディンダ/チルティング-ルーフを全開 
にする 

ルーフを開く方向に G ごボタンを再度操作す 
ると、スライディング/チルティング■ルーフ 
を全開にすることができます。 

ルーフを全開にした場合、速度により風切り音 
が発生します。 
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キーによるスライディング/チルティ 
ング•ルーフの閒巧 

ま内の換気を効率よく行うため、キーを使用し 
てスライディンダ/チルティング-ルーフを操 
作することができます。 

スライディンダ/チルティング-ルーフを開く 
>スライディング/チルティング.ルーフが希 
望の位置になるまでキーのが"ボタンを押 
し続けてください。 

スライディンダ/チルティング-ルーフを閉じる 
>スライディング/チルティング.ルーフが希 
望の位置になるまでキーの6ボタンを押し 
続けてください。 

CiJ インフォゾーシヨン 
すべてのウィンドウおよびスライディンダ/チ 
ルティング■ルーフを完全に閉じると、ハザー 
ド-ライトが1回点滅します。 

ドア•八ンドルのボタンでスライディ 
ンダ/チルティンダ-ルーフを閉じる 
(ポルシェ-エントリ ー& ドライブ装 
備ま） 

ポルシェ•ェントリー&ドライブ装備車の場合、 
ドア-ハンドルのボタンでもスライディング/チ 
ルティング■ルーフを閑じることができます。 

>スライディング/チルティング.ルーフが希 
望の位置になるまでドア-ハンドルのロッ 
ク-ボタンを押し続けてください。 

の インフォゾーシヨン 
>すべてのウィンドウおよびスライディング'/ 
チルティング■ルーフを完全に閉じると、 

ハザード-ライトが1回点滅します。 


諭龍漁ルテ ィング.ル-フ 綿が/チルテ ィング.ル-フ 


バッテリー上がり、ジャンパー■ケーブルでの 
エンジン始動、スライディンダ/チルティング- 
ルー フの ヒューズの交換、 緊急操作、バッテ 
リーの切り離し/巧接続を行うと、スライディ 
ンダ/チルティング•ルーフの停止位置（全開/ 
全閉の位置）のメモリーが消去されます。 


スライディンダ/チルティング-ルーフの閉作 
動が障害物に巧げられた場合、手で強く押して 
手動で閑じることができます。 


A 害告 


スライディング/チル 
ティング-ルーフの緊 
急閑作動 


停止位置の保存 


停止位置の保存時はルーフが最大の力で閉じ 
ます。 

>スライディング'/チルティング•ルーフを閉じ 
るときは同乗者がケガをしないよう、また挟 
まれないように十分注意してください。 


スライディンダ/チルティング-ルーフの停止 
位置の保巧は、車両を停止した状態で行ってく 
ださい。 

1. イグニッシヨンを ON にしてください。 

2. ルーフを閉じる方向に C ； ご立スイッチを押 
し続けてください。 

約10秒後に、停止位置を保存するプロセス 
が開始されます。 

ルーフの動きが完全に停止するまで、その 
ままスイッチを押し続けてください。 

このプロセスは最大20秒で完了します。 
プロセスが完了する前にボタンから手を放 
した場合は、最ネ刀からやり直してください。 


ルーフを緊急操作で閉じる際、必要に応じて自 
動的に閉じる力が段階的に強くなります。 

>スライディング'/チルティング•ルーフを閉じ 
るときは同乗者がケガをしないよう、また挟 
まれないように十分ミ主意してください。 


挟み込み防止機能が繰り返し作動した後の緊 
急閑作動 

1. 障害物を取り除いてください。 

2. ルーフが閉じて閉位置で止まるまでボタン 
^^^を閉じる方向に繰リ返し押すか押し 
続けてください。 

スライディンダ/チルティング-ルーフ•ドラ 
イブが故障した場合の緊急操作 
スライディンダ/チルティング-ルーフが故障 
した場合、ま載工具の六角キー-レンチを使用 
して手動で開閑操作が行えます。 

>緊急操作を行う前に、ヒューズに不良がな 
いか点検してください。 

ヒューズの点検に関するインフオメーシヨン： 
>「ヒューズの交換」 （302 ぺージ）を参照して 
ください。 
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1 . 左車室モニター-センサーのカバーの前方 
を軽く押してください。 

カバーの反対側が浮き上がります。 

2. カバーのクリップを外してください。 

>ラゲッジ•コンパートメントのツール-ボッ 
クスから六角キー-レンチを取り出してく 
ださい。 

ツール-ボックス に関する インフオメーシヨン： 
> 「工具セット （PANAMERA S E - HYBRID を除く）」 
(287 ぺージ）を参照してください。 



3. 六角キ ー■ レンチを開□部に入るところま 
で差し込んでください。 

4. この位置でレンチを保持し、回してください。 

5. レンチを取り外してください。 

レンチをツール-ボックスに収納してくだ 
さい。 

6. カバーをクリップで留めてください。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。ポルシ： L 正規販売店にご相談くださ 
い。この作業はポルシ X 正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな 
整備をお約束します。 
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ライト、方向指示灯、フロント•ワイパー 


フイト- スイツナ . 85 

才—トマ チック. ドライビング.ライト. 

アシスタント . 85 

方向指示な/ハイ-ビーム/パッシング- 

レ八一 . 89 

インストノレメント-ライト . 90 

ノ\ザード■ライト . 90 

インテリア-ライト . 91 

概要ーフロント -ワイパー . 93 

フロント-ワイ パー/ウォツシャ ー■ 

レバー . 94 
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巧ライト•スイッチ 


OFF ライトの消な 

イグニッシヨンが ON のとき、デイタ 
イム-ドライビング■ライト*が点な 
します。 

AUTO 才ートマチック.ドライビング.ライ 
卜-アシスタント 
夕〇3ま幅な 

ライセンス•ライト、インストルメント • 
ライト、車幅なが点な、デイタイム■ド 
ライビング•ライトが消なします。* 
|〇 ロー -ビーム/ドライビング-ライト 
イク''ニッシヨンが ON のときのみ。 

0幸 リヤ■フォグ•ライト 

口一-ビーム位置でスイッチを引いて 
ください。インジケーター-ライトが 
点なします。 


面 イン フォゾーシヨン 
な火類が点なした状態でキーを抜いてドアを 
開くと、警告音が鳴り、バッテリー上がりを 
防止します。 

各国の法律等に準拠して、ライトの仕様が異 
なる場合があります。 

面 インフォゾーシヨン 
気温と湿度により、車両のエクステリア•ラ 
イトが曇ることがあります。十分な距離を走 
行すると、この曇りは取れます。 


才ートマチック-ドライビン 
ダ•ライト-アシスタント 

才ートマチック-ドライビング■ライト-アシ 
スタントはコンフォート機能の 1 つです。この 
車両のドライビング-ライト（口一-ビーム） 
は、周囲の明るさに応じて自動的に点な/消な 
します。 

才ートマチック-ドライビング■ライト-アシ 
スタントは、デイタイム-ドライビング■ライ 
卜求、オートマチック ■ カミングホーム-ライ 
卜、およびダイナミック-コーナリング■ライ 
卜の作動も制御します。 

ライト•スイッチを AUTO 位置にすると、才一 
ト マチック. ドライビング.ライト.アシスタ 
ントが作動します。 

なおドライビング■ライト-アシスタントを作 
動させていても、法律等を遵守し、ライト•ス 
イッチの手動操作でドライビング•ライトを点 
な/消なすることは運転者の責務です。 
ドライビング•ライト-アシスタント機能によ 
るへッドライトの点なは、運転者を支援するた 
めのものであり、ドライビング•ライトの操作 
は運転者が正しく行わなければなりません。 


_ A 警告 _ 無な火での走行 

ライトを点なしないで走行するとドライバー 
の視界を大きく制限するのみでなく、他のドラ 
イバーに巧する視認性を大きく巧げることに 
なります。 

>才ートマチック-ドライビング-ライトの 
作動状況を常に監視してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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の インフオターシヨン 
才ートマチック-ドライビング-ライト-アシ 
スタント/ポルシェ-ダイナミック■ライト- 
システム ( PDLS ) が故障した場合、 イ ンストルメ 
ント-パネルの PDLS 警告なが点灯し、マルチ 
ファンクション■ディスプレイに警告メッセー 
ジが表示されます。 

インストルメント ■ パネルのインジケーター ■ 
ライトおよび警告なに関するインフオメー 
ション： 

> 「インストルメント•パネル」の8ぺージ）を 
参照してください。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ オメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ぺージ） 
を参照してください。 


口—. ビ ーム/ ドライビング.ライト 

ライト-スイッチを AUTO の位置にすると、次 
の状況でへッドライト■口一-ビームが自動的 
に点なします： 

-夕暮れ時 
—夜間 

-トンネル内走わ時 
-雨天時 

口一-ビーム の点な時には、 スピードメーター 
のインジケーター •ライ 卜！ D が点なします。 

ClJ インフオゾーシヨン 

オートマチック-へッドライトは、霧を感知す 

ることができません。 

>霧が発生したときは、手動でドライビング- 
ライトを点なさせてください。 


雨天時の作動 

ワイパーを連続作動に切り替えてから5秒が経 
過すると、ドライビング■ライトが自動的に点 
なします。 

その後、ワイパーを停止してから約4分が経過 
すると、ドライビング•ライトが消なします。 

才ートマチック • へッドライト • レべ 
リング（へッドライトの高さ自動調璧) 

イ グニッショ ンが ON で ロー-ビームが点灯し 
ているときは、車体の姿勢変化に合わせてへッ 
ドライトの照射角度が自動調整されます。加速 
および減速時も、へッドライトの照射高さが一 
定に維持されます。 

ClJ インフォメーション 

ライト-スイッチが真 D (へッ ドライト 
ビーム/ドライビング■ライト）の位置にある 
ときも、オートマチック- へッ ドライト-レべ 
リングが作動します。 


デイタイム-ドライビング•ライト* 

イグニッシヨンが ON の状態で、ライト•スイッ 
チを OFF の位置（ライト OFF ) にすると、デイ 
タイム-ドライビング•ライトが自動的に点な 
します。 

ライト-スイッチを MJTO の位置に設定した場 
合、イグニッシヨンが ON および周囲が明るい 
状態で、デイタイム-ドライビング-ライトが 
自動的に点なします。 

ライト■スイッチが養 D (へッドライト-口一* 
ビーム/ドライビング■ライト）の位置にある 
ときは、デイタイム-ドライビング-ライトは 
作動しません。 

国別の法律に応じて、デイタイム-ドライビン 
グ•ライトの機能が異なります。 


才ートマチック • カミング-ホーム • 
ライト（ウエルカム • ホーム機能/エ 
ントリー機能） 

才ートマチック-カミング-ホーム■ライトを 
ON にする 

>ライト■スイッチを AUTO にしてくださし、。 
一定時間、次のライトが点灯したままになり、 
車両に乗隨するときの足元を明るく照らして 
安全性を高めます： 

-デイタイム-ドライビング•ライト* 

-ドア-ミラーの力ーテシー-ライト（コン 
フオート■メモリーおよび格納ドア-ミラー 
装備を） 

-フロントおよびリヤのま幅な 
-ライセンス-ライト 

ウェルカム•ホーム機能（遅延消'な） 

車両をロックしたとき、マルチファンクシヨ 
ン•ディスプレイで設定した時間の間、ライト 
が点なしたままになり、遅延消な時間が経過す 
ると自動的に消'なします。 

エクステリア■ライトの遅延消な時間設定に関 
するインフ オメーシヨン： 

> 「エクステリア■ライトの設定」 （129 ぺージ） 
を参照してください。 

エントリー機能 

車両をロック解除すると、マルチファンクシヨ 
ン■ディスプレイで設定した遅延消な時間、車 
両の周囲が照らされます。 

イク''ニッシヨンを ON にするか、またはライト- 
スイッチを AUTO の位置な外に設定すると、 ラ 
イトが消なします。 

エクステリア■ライトの遅延消な時間設定に関 
するインフ オメーシヨン： 

> 「エクステリア■ライトの設定」 （129 ぺージ） 
を参照してください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 





ポルシェ • ダイナミック-ライト • 
システム (PDLSJ 

ライト-スイッチが AUK) 位置のときに、スタ 
ティックおよびダイナミック-コーナリング- 
ライトおよび夜間の高速道路走行機能が作動 
します。 

スタティック. コーナ リング.ライト/夕ーニ 
ング-ライト 

スタティック. コーナ リング.ライトは、方向 
指示なを作動させるか、または速度が約 40km/h 
な下で走行しているときに、ステアリング•ホ 
イールを急激に操作すると ON になります。 
速度が約 40km/h を超えて走行している場合 
は、ステアリング•ホイールを急激に操作する 
とスタティック■コーナリング-ライトが ON 
になります。 

ffi インフォゾーシヨン 
>また、ライト•スイッチが真 D (ヘッドライ 
卜 ■口一. ビーム/ドライビング.ライト） 
の位置にあるときも、スタティック•コー 
ナ リング •ライ 卜を使用できます。 


ダイナミック-コーナリング-ライト 

速度 8 km / h な上で走行している場合、そのとき 
の速度やステアリグ • ホイールの切れ角によつ 
て、コーナーの先に向けて口一-ビームまたは 
ハイ-ビームが向きを変え、進行方向の路面を 
照らします。 

ダイナミック-コーナリング•ライトが故障し 
た場合、インストルメント•パネルのポルシエ- 
ダイナミック •ライト- システム ( PDLS ) の警告 
なが点滅し、マルチファンクション•ディスプ 
レイに警告メッセージが表示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示され 
る警告メッセージに関するインフォメーション： 
>「警告と情報メッセージの概質 （136 ページ） 
を参照してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 


夜間の高速道路走行時の作動 

夜間は速度が約 130 km / h を超えるとドライビ 

ング•ライトの配光特性が変化します。 

このときドライビング•ライトは、より遠くが 
見ミ度せるように照射距離を長くします。 

フォグ-ライト 

速度が約 60 km / h な下でフォグ-ライトが点な 
している場合、ドライビング•ライトの配光特 
性が変化します。 

このときドライビング•ライトは、目をしさを抑 
えるように照射され、より広範囲が見えるよう 
に照射エリアが広がります。 


ポルシェ•ダイナミック•ライト- 
システム- プラス (PDLSPIusl 

ジャンクション-ライト* 

ジャンクション•ライト機能は、ナビゲーショ 
ン.データを使用して交差点や分岐点を検出 
し、他の車両や歩行者の確認を容易にしてくれ 
ます。 

左右スタティック■ライトが交差点や分岐点で 
点灯し、最適な明るさで照らしてくれます。 
周囲が暗い状態でな下の条件が揃うと、ジャン 
クション■ライト機能が作動します： 

-ライト•スイッチの AUTO 位置が選択されて 
いる 

-車両が約 40 km 4 i (スポーツ走行蹄よ約 60 km 4 i ) 
未満の速度で走行している 
-分岐点または交差点までの距離が約 60 m な 
下である 

分岐点や交差点を通過した後、速度が約 60 km/h 
な上、または次の交差点までの距離が約 150 m 
な上になると、ジャンクション■ライトは自動 
的に消なします。 

の インフォゾーション 
高速道路を走行している場合、または交差点と 
交わっている道路が高速道路の場合、ジャンク 
ション■ライト機能は機能しません。 
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ダイナミック-ハイ-ビーム 
ダイナミック■ハイ-ビーム装備までは、カメ 
ラ A で前方の走行車および対向車の光源を検ミロ 
し、ドライビング•ライトの遮光ラインをハ 
イ-ビームから ロー -ビームの間で段階的に調 
節します。ドライビング•ライトの遮光ライン 
は、検出された車両が認識できるように調節さ 
れます。 

周囲が暗い状態でな下の条件が揃うと、この機 
能が作動します： 

-ライト•スイッチの AUTO 位置が選択されて 
いる 

-速度が約 60 km / h な上 

-インストルメント•パネルのマルチ■ファ 
ンクシヨン■ディスプレイでダイナミック • 
ハイ-ビーム が作動するように設定している 
「ダイナミック.ハイ.ビーム の作動/停止」 
(129 ぺージ）を参照してください。 


-ダイナミック■ハイ-ビームが ON になって 
いる 

「作動/停止（ダイナミック-ハイ-ビーム 
装備ま)」 （89 ページ）を参照してください。 
巿桂 i 地走行時にフル■ハイ•ビーム•ライトに 
切り替わらないようにするため、ダイナミッ 
ク•ハイ.ビームは約 30 km / h な下の速度では 
作動しません。 

また、カメラが複数の街路なを検出した場合も 
自動的にハイ’ビームから口一 ■ ビームに切り 
替わります。 

マルチフアンクシヨン-ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

GlJ インフォゾーシヨン 

>カメラの作動を干渉、する物がないことを確 
認してください： 

カメラの視界 A をステッカーなどで遮らな 
いでください。 

>システムの正常な機能を維持するために、 
カメラの視界 A に付着した巧れ、氷、雪など 
を取り除いてください。 

車両のお手入れに ついて： 

「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 


A 警告 _ I 集中力の低下 

ダイナミック•ハイ-ビームを過信せず、走行 
時の周囲の明るさ、視界、交通状況に応じてハ 
イ-ビームを手動で調節し、責任ある運転をム 
がけてください。このシステムは、あくまでも 
補助的な機能のため運転時には細んのミ主意を 
仏ってください。 

次のような場合には手動での設定が必要にな 
ることがあります： 

-悪天候（雨水、雪、氷、多量の水しぶきなど) 
-対向まを確認しにくい道路情速道路など) 
-明るさが弱いライトの他ま（自転車など）が 
走わしている場合 

-急カーブ、起伏の激しい路面、坂道 
-明かりが少ない巿桂 i 地 
-光を強く反射する物体（看板など）がある 
道路 

-フロント■ウインドウのカメラの視界に曇 
り、巧れ、凍結がある、またはステッカー 
で覆われている 

>十分を意して運転してください。 

>交通状況と車両周囲には常にま意を仏って 
ください。 

>必要な場合、ハイ-ビームを周囲の明るさ、 
視界、交通状況に合わせて手動で調節して 
ください。 
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方向指示の 7 八イ • ビーム/パッ 
シング-レバー 

方向指示な、口一-ビームおよびハイ-ビーム 
は、イグニッシヨンが ON の状態で操作できます。 
1 - 方向指示灯、左 
2 -方向指71^灯、右 

3 -ハイ•ビーム、ダイナミック.ハイ-ビーム 
4 -ヘッドライト•パッシング 
操作レバー中央位置■口一.ビーム 

方巧指示灯 

>お抗を感じる位置まで操作レバーを下方向 
1 または上方向 2 に動かしてください。 

方向指示なが3回点滅します。 

八イ • ビーム 

点灯/消灯（ダイナミック-ハイ-ビーム非装 
備ま） 

>点灯： お抗を感じる位置まで操作レバーを 
前方向 3 に1回動かしてください。 


タコメーター 内の インジケーター. ライト 
§ D が点なします。 

>消な：おおを感じる位置まで操作レバーを 
手前 4 に 1 回動かしてください。 

作動/停止(ダイナミック•ハイ • ビーム装備ま） 
ダイナミック-ハイ-ビームを作動させるに 
は、次の条件を満たさなければなりません： 

-夜間 

-ライト•スイッチの AUTO 位置が選択されて 
いる 

-速度が約 60km/h な上 

-インストルメント■パネルのマルチ■フアン 
クシヨン.ディスプレイでダイナミック■ハ 
イ-ビームが作動するように設定している 
「ダイナミック-ハイ-ビームの作動/停止」 
(129 ぺージ）を参照してください。 

>作動：おおを感じる位置まで操作レバーを 
前方向 3 に 1 回動かしてください。 

スピードメーター内のインジケーター■ラ 
イ ト呈〇? が点なします。 口一-ビーム と ハ 
イ •を ームの 間で段階的に配光が自動調節 
されます。 

ハイ-ビームの一時的な点灯時または完全 
な点な時には、タコメーター内のインジ 
ケーター. ライ ト宣 〇 が点なします。 

>停止：おおを感じる位置まで操作レバーを 
手前 4 に 1 回動かしてください。タコメー 
夕一内のインジケーター-ライト 与0 が点 
なしている場合のみダイナミック-ハイ- 
ビー ムを停止できます。 

点灯/消灯(ダイナミ 、ソウ•ヘイ • ビーム装備車） 
ダイナミック•ハイ-ビームを停止した場合、 
または条件が満たされなかった場合、ハイ- 
ビーム •ヘッド ライ 卜は手動操作で点なおよび 
消なできます。 


な下の条件を満たさなければなりません： 

—夜間 

-ライト•スイッチの AUTO 位置が選択されて 
いる 

>点灯：おおを感じる位置まで操作レバーを 
前方向 3 に1回動かしてください。 

タコ メーター 内の インジケーター- ライト 
が点なします。 

>消灯：抵抗を感じる位置まで操作レバーを 
手前 4 に1回動かしてください。 

ヘッドライト•パッシング 

>おおを感じる位置まで操作レバーを手前 4 に 
1回動かしてください。 

タコ メーター 内の インジケーター- ライト 
言〇 が短時間点なします。 

パーキング-ライト 

パーキング•ライトは、イグニッシヨンが OFF 
のときのみ点なします。 

>操作レバーを上または下に動かすと右また 
は左側のパーキング•ライトが点なします。 
パーキング•ライトが点なして L ^る状態でイ ヴ 
ニッシヨンを OFF にし、ドアを開くとインスト 
ルメント-パネルのマルチファンクシヨン • 
ディスプレイにメッセージ「パーキングライ 
トオン」が表示されます。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 

アダプティブ-ブレーキ-ライト 

急制動（パニック•ブレーキ）時、減速中にブ 
レーキ■ライトが点滅します。 
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インストルタント-ライト 

ライト.センサー B により、周囲の明るさに 
よって、ライトが自動的に調整されます。 

更に、車両のライト■スイッチが ON のときは 
インストルメント-パネルおよびスイッチの照 
明を手動で調節することができます。 

>調節ボタン A を、お好みの明るさになるまで 
左右どちらかに回して保持してください。 

ム善告 ] 走行中の輝度の調節 

運転中に明るさ調節を行うと、車両のコント 
ロールを 失う恐れがあります。 

>運転中は、ステアリング•ホイールのスポー 
クの間に手を入れて調節を行わないでくだ 
さい。 



A 八ザー ド • ライト 

ハザード■ライトはイグニッシヨンの位置に関 
係なく ON にできます。 

ON/OFF 

1>センタ ー■コンソー ルの ノ\ ザ ー ド•ライト ■ 
ボタンを押してください。 

ハザード-ライトを作動させると、すべて 
の方向指示なと、ボタンのインジケーター- 
ライトおよびタコメーターの方向指示なイ 
ンジケーター-ライトが点滅します。 
ハザード■ライトを長時間作動させた場合、ラ 
イトを保護するため、ライトの点な時間が短く 
なります。 


急制動時の八ザード•ライトの自動点 
滅機能 

約 70 km / h な上の速度で走行中、目前にお蒲の 
最後尾が現れたとき、停まするために急ブレー 
キをかけると、制動中にブレーキ■ライトが点 
減し、車両の停止後にハザード■ライトが自動 
的に作動します。 

>センター■コンソールのボタンを押して、ハ 
ザ—ド. ライトを停止させてください。 
車両が動き出すと、ハザード-ライトが自 
動的に停止します。 

衝巧時の八ザード•ライトの自動点滅 
機能 

衝突時、ハザード■ライトが自動的に作動します。 
>ハザード■ライトを停止するためには、イ 
グ ニッシ ョンを OFF にした後、再度イク'' ニッ 
ションを ON にして くださし、。 

イク'' ニッションの ON / OFF に関するインフォ 
メー ション： 

>「イク''ニッション■ロック、ステアリング- 
ロ ック」 (156 ぺージ）を参照してください。 

ライトの作動不良またはが障 

車両のいずれかのライトに不具合または故障 
が生じると、マルチファンクション■ディスプ 
レイにメッセージが表示されます。 

マルチファンクション•ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するイン フォメー 
ション： 

「警告と情報メッセージの概要」（じ6ぺージ） 
を参照してください。 
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A - フロント■インテリア■ライト用ボタン 
B - リヤ.インテリア.ライト用ボタン 
C 、 D - フロント読書灯用ボタン 

インテリア-ライト 

インテリア-ライト 

フロント•インテリア-ライトを点な/消なする 
>ボタン A を押してください。 

リヤ■インテリア■ライトを点灯/消灯する 
>フロント•ルーフ■コンソールの ボタン B 、 
または左右リヤ-ドアの上部にあるボタン 
E を押してください。 


減光する（明るさを調節する） 

>フロント■インテリア•ライトのボタン A 、 
またはリヤ•インテリア•ライトのボタン 
E を希望の明るさになるまで少なくとも1秒 
間押し続けてください。 

読書巧 

フロントの読書灯を点灯/ミ肖なする 
>ボタン C または D を押してください。 

リヤの読書なを点な/消灯する 
>左右いずれかのドア上部のボタン E を押し 
てください。 


E リヤ読書灯またはリヤ■インテリア■ライト 
用ボタン 

減光する（明るさを調節する） 

>フロント読書なのボタン C または D 、 またはリ 
ヤ読書なのボタン E を希望の明るさになるま 
で少なくとも1秒間押し続けてください。 

インテリア-ライトの自動消な機能 

周囲が暗いときは、バッテリー上がりを防止す 
るためにエンジンを停止してから16分後にイ 
ンテリア-ライトが消'なします。 

周囲が明るいときは、インテリア-ライトを手 
動で点灯した後、1分が経過すると自動的に消 
なします。 
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インテリア•ライトの自動点な / f 肖な 
機能 

>ボタン A を押してください。 

インテリア■ライトの自動点な機能が OFF の場 
合、ボタンのインジケーター•ライトが点灯し 
ます。 

インテリア■ライトの自動点な機能を ON にする 
と、周囲が暗いときに次のように作動します。 

-ドアまたはリヤ■リッドのロックを解除し 
たとき、ドアまたはリヤ■リッドを開いた 
とき、イグニッシヨン-ロックからキーを 
抜き取ったとき、またはポルシェ■エント 
リー &ドライブ装備まではステアリング- 
ロックを作動させたときに、 インテリア- 
ライ 卜が点灯します。 


-ドアを閉じ、遅延消な時間の約120秒が経過 
するとインテリア•ライトが消' I 灯します。こ 
の遅延消な時間は、マルチファンクション- 
ディスプレイで変更できます。 

イグニッションを ON にしたときや、車両を 
ロックしたときは、直ちにインテリア■ラ 
イトが消なします。 

インテリア•ライトの遅延消なモード設定に関 
するインフ オメーション： 

>「インテリア■ライトの遅延消なモードを設 
定する」 （130 ページ）を参照してください。 

オリエン テー シヨン-ライト 

フロント•オペ レーテ ィング.コン ソール、 小 
物 トレー、リヤ•ライト •ユニットの ライトが 
点灯し、周囲が暗いときに車両の主要な装備の 
位置を照らして乗降性を高めます。これらのラ 
イトは車両のロックを解除したときに点灯し、 
車両をロックすると自動的に消なします。 

減光する（明るさを調節する） 
オリエンテーション-ライトの明るさはマルチ 
ファンクション■ディスプレイで調節できます。 
オリエンテーション■ライトの明るさ調整に関 
するインフ オメー ション： 

» 「オリエンテーション■ライトの明るさを調 
節する」 （130 ぺージ）を参照してください。 



アンビエント-ライト 

夜間の運転中、控え目な明るさのライトが車内を 
やわらかく照明します。アンビエント•ライト 
は、車両をロックすると自動的に消なします。 

アンビエント•ライトを点な/消灯する 
>ボタン A を押してください。 

減光する（明るさを調節する） 

>アンビエント■ライトの減光ボタン A を希望 
の明るさになるまで少なくとも1秒間押し 
続けてください。 
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フロント-ワイパー操作レバー ワイパー間隔 ( A ) およびリヤ.ワイパー旧)用スイッチ 


運転者が何をしたいか？ 

その操作方法は？ 


フロント-ワイパー-才ート作動 
(レイン-七ンサー作動） 

操作レバーを1の位置にしてください。 


レイン-七ンサーの調節 

操作レバー右部のスイッチ A を上（作動回数が増える）または下（作動回数が減る） 
してください。 

方向に調節 

フロント-ワイパー作動 

低速：操作レバーを2の位置にしてください。 

高速：操作レバーを3の位置にしてください。 



ワンタッチ：操作レバーを4の位置に短く押してください （4 の位置で保持すると、 
動きが速くなります)。 

ワイパーの 

フロント-ワイパ ー& ウォッシャー作動 

操作レバーをステアリング-ホイール方向5の位置に引いて、保持してください。 


リヤ-ワイパー（間欠作動） 

操作レバーのスイッチ B を上方向 INT 位置まで押してください。 


リヤ-ワイパー(ワンタッチ） 

スイッチ B を上または下方向にいっぱいに押してください。 
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フロント-ワイパーおよびぺッドライ 
卜-ウォッシャ ー• システム 

0- • OFF: フロント-ワイパー OFF 

フロント-ワイパーを OFF またはイク'' ニッシヨ 
ンを OFF にすると、ワイパー■アームが静止位 
置からわずかに上方に動きます。この動きによ 
り、ワイパー■ブレードのウィンドウ接触面の 
向きを整えます。 

1 - aINT レイン■七ンサーの作動（フロン 
卜■ワイパー） 

ワイパー-レバーを上方向に1段階動かしてく 
ださい。 

2 - A L □フロント.ワイパー-低速作動 
ワイパー-レバーを上方向に2段階動かしてく 
ださい。 

3 - A HI フロント.ワイパー-高速作動 
ワイパー-レバーを上方向に3段階動かしてく 
ださい。 


フロント-ワイパー/ウォッ 
シヤー • レバー 


A ま意 


ワイパーの不意の作動 


レイン•センサー■モードでは、フロント- 
ウ ィン ドウ に水分を検出すると自動的にワイ 
プ作動を行います。 

> (レイン■センサー機能により）不意に作動 
することのないよう、フロント■ウインド 
ウを清掃する前に必ずワイパーを OFF にし 
てください。 


>エンジン-コンパートメント■リツドを開 
く前に、必ずワイパーを OFF (ワイパー■レ 
バーを0の位置）にしてください。 ワイパー. 
アームが停止位置にない場合、エンジン- 
コンパートメント■リツドを開くとワイ 
パーが停止します。 

エンジン-コンパートメント•リツドを閑 
じ、ワイパーシステムを OFF にしてから再度 
ON にするまで、この位置が保持されます。 


エンジン-コンパートメント■リツド、フロン 

卜•ウィンドウまたはワイパー-システムを損 

傷する恐れがあります。 

>フロント■ウィンドウが十分に濡れた状態 
でワイパーを作動させてください。乾いた 
状態での使用はウィンドウの擦り傷の原因 
になります。 

>運転前にワイパーの凍結を溶かしてください。 

>ず結時はヘッドライト■ウォッシャーを操 
作しないでください。 

> (レイン■センサー機能により）不意に作動 
することのないよう、洗ま機で洗まする前 
に必ずフロント-ワイパーを OFF にしてくだ 
さい。 

>洗ま機での洗車中はへッドライト■ウォッ 
シャーを操作しないでください。 

> (レイン■センサー機能により）不意に作動 
することのないよう、フロント•ウインド 
ウを清掃する前に必ずワイパーを OFF にし 
てください。 

>ワイパー■ブレードを交換する場合は、ワ 
イパー-アームをしっかりと保持してくだ 
さし、。 
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レイン■七ンサーの作動（フロント•ワイパー) 
レイン•センサーが作動すると、フロント- 
ウィン ドウに付着する水滴の量を感知して、 ワ 
イパーの作動速度を自動調整します。 

フロント-ワイパーを連続作動させているとき 
に速度が約 4 km / h な下になるとレイン•セン 
サーが自動的に作動して、ワイパーが間欠作動 
に切り替わります。速度が約 8 km / h を超える 
と、ワイパーの動きがレバーで設定した速さに 
復帰します。 


面 インフオゾーシヨン 

-イク''ニッシヨンを ON にしたときに、すでに 
ワイパー*レバーが 1 の位置にある場合、レ 
イン•センサーは速度が約 4 km / h を超えると 

-イク''ニッシヨンを ON にしたときに、すでに 
ワイパー ■ レバーが 2 または 3 の位置にある 
場合、フ□ント.ワイ パーは ワイ パー ■レ 
バーを操作しなければ作動しません。 


レイン-七ンサー感度の調節 
>スイッチ A を上方向に動かしてください一 
センサー感度が高くなります。 

フロント-ワイパーが1回ワイプ作動を行 
い、感度が切り替わったことをならせます。 
>スイッチ A を下方向に動かしてくださぃ一 
センサー感度が低くなります。 


4 -マ巧？：フロント-ワイパーのワンタッチ 
作動 

ワイパー. レバーを下側に動かしてください。 
フロント-ワイパーが1回作動します。 

5 -迎：フロント•ワイパーおよびウォッ 
ンヤ ー■ ンステム 

ワイパー ■ レバーをステアリング*ホイールの 
方向に引いてください。 

レバーを手前に引いている間、ウォッシャー ■ 
システムとワイパーが作動します。 

レバーをがすと、ウォッシャー■システムが停 
止し、その後ワイパーが数回作動します。 
フロント•ウィンドウのウォッシャーが10回作 
動するごとに、ヘッドライト■ウォッシャ ー■ 
システムが自動的に作動します。 

CiJ インフォ > ーシヨン 

>巧れが激しい場合はウォッシャーを繰り返 
し作動させてください。 

>頑固な巧れ（昆虫の死骸など）は定期的に 
清掃してください。 

車両のお手入れに関するインフォメーション： 
>「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 

イグニッションを ON にすると、凍結を予防す 
るためにフロント-ウィンドウ■ウォッシャ ー 
のノズルを温めます。ただし、この機能を装備 
していても、冬季などでは必要に応じて凍結防 
止剤を加えたウオッシャー液を使用してくだ 
さし、。 


アイス- シー ルドまたはサン- シール ドの取り 
付けおよびワイパー-ブレードの交換作業 
>イク'' ニッシ ヨンを OFF にして、ワイパー■レ 
バーを1回下方向 4 に押してください。 

ワイパーが上方約45°の角度まで移動します。 


A. 
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リヤ.ワイパ— 

リヤ. ワイパーの間欠作動を ON にする 
>ワイパー■レバーのスイッチ C を上方向 INT 
位置まで押してください。 

リヤ-ワイパーの間欠作動を OFF にする 
>ワイパー■レバーのスイッチ C を下方向 OFF 
位置まで押してください。 

ワイパー手動操作 

>ワイパー■レバーのスイッチ C を下方向に押 
して OFF 位置から動かす、または上方向に 
押して INT 位置から動かしてください。 
スイッチを押している間、リヤ■ワイパー 
が作動し ます。 


リバース（後退）ギヤ選択時にリヤ-ワイパー 
を ON にする 

雨天時やフロント-ワイパーを作動させている 
ときにリバース（後退）ギヤを選択すると、リ 
ヤ■ワイパーが自動的に作動するかどうかをマ 
ルチファンクション■ディスプレイで切り替え 
ることができます。 

オートマチック. リヤ.ワイパー機能の設定に 
関する インフオメーション： 

>「リバース（後退）ギヤ選択時のリヤ•ワイ 
パーの作動設定」 （130 ぺージ）を参照して 
ください。 

面 イン フオメー シヨン 

良好な視界を確保するためには、完全な状態の 

ワイパー-ブレードが不可欠です。 

>「ワイパー■ブレード」 （272 ぺージ）を参照 
してください。 



へッドライト-ウォッシャー-システム 
へッドライト-ウォッシャ ー■ システムは、 
ロー - ビーム または ハイ-ビームを 点な してい 
るときのみ作動します。 

>ワイパー•レバーの下側のボタン B を押して 
ください。 

>なお、フロント•ウィンドウのウォッシャー 
が10回作動するごとに、ヘッドライト- 
ウォッシャー- システムが自動的に作動し 
ます。口一 ■ビームを消なすると、フロン 
卜•ウィンドウ-ウォッシャーの作動回数 
カウントがリセットされ、再度ゼロから力 
ウントします。 
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インストルメント•パネルおよびマルチフアンクシヨン-ディスプレイ 


インストルメント-パネル . 98 

インストルメント•パネル•ディスプレイ ... 99 

バッテリー/オルタネーター . 102 

エミッション-コントロー>1レ . 103 

警と音 1 Q 3 

マルチファンクション-ディスプレイの 

操作 . 104 

車巧メニュー . 108 
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ナビゲーション-メニュ ー* . 112 

マップ-メニュ ー* . 112 

電話メニュー* . 113 

トリップ-メニュー . 113 

タイヤ空気圧メニュー（タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM ). 114 

スポーツ•クロノ •メニュー(ストップ 

クオッチ） . 120 

制限速度表示メニュ ー* . 122 

ACC メニュー . 122 

マルチファンクション-ディスプレイの 

車両設定機能 . 122 

警告と情報メッ七ージの概要 . : 


* 日本仕様に設定はありません。 
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インストルメント•パネル 

A 油温計 

B スピードメーター 

C スピードメーター （Panamera S、Panamera 
4 S、Panamera GTS ) 

D スピードメーター （ Panamera、Panamera 4、 
Panamera ディーゼル*) 

E ディーゼル予熱インジケーター•ライト 
( Panamera デイーゼル） * 

F タコ メーター （回転計） 

G マルチファンクション•ディスプレイ 
H 水温計 


I 油圧計 

J トリップ•メーター ■ リセット•ボタン/ 
インストルメント-パネル明るさ調節ボタン 
K オドメーター（積算距離計） 

L PDfV ティプトロニック S セレクター-レバー- 
ポジション-インジケーター/ギヤ-ポジ 
ション-ディスプレイ 
M デジタル■スピードメーター 
N シフトアップ•インジケーター 
0 タコメーター （Panamera ディーゼル）* 

P 燃料計、燃料タンク残量警告な 
Q フィラー■フラップ位置の表示 


$お4ゴ或賈 きなおよびイ 


HOLD 

HOLD 機能インジケーター-ライト 

(1) 

タイヤ 空気 圧 警告な 

養 0 

PDLS 警告な 


ディーゼル予 熱 インジケーター ■ 
ライト* 

m 3 

ダイナミック-ハイ-ビーム-イン 
ジケーター.ライト 

香 〇 

口一.ビーム.インジケーター.ライト 

0妾 

リヤ-フォグ-ライト-インジケー 
夕 一. ライト 

だ多ゴ或？き灯ぉょびィンジ 

風 

エレクトリック-パーキング■ブレーキ 

( EPB ) 警告な 

苗 

エミッション-コントロール 警告な 
(チェック■エンジン） 

かな 

トレーラー方向指示な 

が 

エアバッグ 警告な 

み 

シートベルト 警告な 

(©) 

ブレーキ 警告な 

♦ 

方向指示な、左 

1〇 

ハイ.ビーム*インジケーター ■ 
ライト 

♦ 

方向指示な、右 

喊 

ABS 警告な 

A 

PSM 警告な 

i 

PSM OFF 警告な 
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* 日本仕様に設定はありません。 










インストルタント•パネル¬ 
ディスプレイ 

A- 油温計 

エンジン油温が異常に高まると、マルチファン 
クション■ディスプレイに警告メ ッセー ジが表 
示されます。 

>レッド-ゾーンに達した場合、直ちにエン 
ジンの回転数を下げ、エンジンの負荷を軽 
減してください。 

マルチファンクション•ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概質 （136 ページ） 
を参照してください。 

B* C 、 D- スピードゾーター 

インストルメント•パネルのタコメーターの左 
横にアナログ表示のスピードメーターがあり 
ます。 

F* 0- タコターター （回転計） 

タコメーターの目盛りがホ色の部分は、エンジ 
ン回転数の許容上限を示しています。 

加速中に指針がレッド■ゾーンに達すると、エ 
ンジンを保護するために燃料供給が遮断され 
ます。 

G- マルチファンクション-ディスプ 
レイ 

マルチファンクション•ディスプレイに関する 
インフォメーション： 

> 「マルチファンクション•ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 

H - 水温計 

>クーリング•システムに異常がある場合は、 
ポルシ： L 正規販売店で点検を受けてくださ 
し、。この作業はポルシ X 正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな 
整備をお約束します。 


指針が低温域を示しているとき-ェンジン冷 
間時 

>ェンジンを高回転域まで回さないでくださ 
い。また、大きな負荷をかけないでください。 

指針が中央付近にあるとき-ェンジン暖機後 
(通常の温度） 

外気温度が高いときにェンジンに大きな負荷 
をかけると、指針がホ色の部分に達することが 
あります。 

水温警告 

ェンジン水温が異常に高まると、水温計の警告 
なが点なします。 

またインストルメント-パネルのマルチファン 
クション■ディスプレイに警告メッセージ「ェ 
ンジンコウオンレイキヤクノタメテイシヤス 
ル」が表示されます。 

>ェンジンを OFF にして冷やしてください。 

>車両前部のラジェーター表面や空気取り入 
れ□がゴミなどで塞がれて L けぶいか点検し 
てください。 

>クーラント•レベルを点検してください。 

必要に応じてクーラントを補充してください。 
>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

>クーラント-レベルの点検と補充に関する 
インフ オメー シ ョン：「クー ラント-レベル 
の点検と補充」 （287 ページ）を参照してく 

ドゴい 

>マルチファンクション•ディスプレイに表 
示される警告メッセージに関するインフオ 
メーション：「警告と情報メッセージの概 
要」（じ6ぺージ）を参照してください。 

の インフオゾーシヨン 
ェンジンの過熱を防ぐため、冷が風の取り入れ 
□をフイルムやス I ン•ガードなどで塞がな 
いでください。 


クーラント-レべノレ警告 

エンジン水量が異常に少なくなると、水温計の 

警告なが点滅します。 

またインストルメント-パネルのマルチフアン 
クシヨン•ディスプレイに警告メ ッセージ 
r クーラントタダチニホジュウウンテンフカ」 
が表示されます。 

>エンジンを OFF にして冷やしてください。 

>クーラントを補充してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。ポルシ： L 正規販売店にごネ目談くださ 
い。この作業はポルシ X 正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな 
整備をお約束します。 

エンジン水量が少ない場合、急な坂道などでま 
両が急角度で傾いたり、円状に走行するなどし 
て長いカーブで横加速度が発生したりすると、 
警告なが点なすることがあります。車両が「通 
常」の状態に戻ったときに警告なが消なしない 
場合、クーラント-レベルを点検してください。 
>クーラント-レベルの点検と補充に関する 
インフォメーシヨン： 

「クーラント-レベルの点検と補充」(287 
ぺージ）を参照してください。 

>マルチフアンクシヨン■ディスプレイに表 
示される警告メッセージに関するインフォ 
メー シヨン： 

「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 
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エンジンを損傷する恐れがあります。 

>クーラント-レベルが適正でも警告が表示 
され続けるときは、運転を続けないでくだ 
さい。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 


I - 油足計 

エンジン油圧は、エンジンの作動状態に応じて 
制御されており、エンジン回転数が3,000 rpm 
のときは少なくとも2.0 bar 、 5,000 rpm のときは 
少なくとも 3.0 bar でなければなりません。 
エンジン油圧は、エンジンの回転数や油温、エ 
ンジンの負荷によって変化します。 

エンジン作動中または走行中に油圧が突然低 
下し、マルチファンクション-ディスプレイに 
警告ゾッ七ージ「ユアツヒクスギアンゼンニ 
テイシヤスル」が表示されたときは： 

>直ちに適切な場所に停ましてください。 

>エンジンを OFF にしてくださし、。 

>エンジンまたは車両下部に明らかなオイル 
漏れがないか点検してください。 

>マルチファンクション•ディスプレイ上で 
「オイルレベル」を選択してください。 
「エンジン-オイル-レベルの表示と測定」 
(109 ぺージ）を参照してください。 

>必要に応じてエンジン•オイルを補充して 
ください。 



エンジンを損傷する恐れがあります。 

>明らかなオイル漏れがあるときは走行を続 
けないでください。 

>オイル•レベルが適正でも警告メッセージ 
が表示されるときは、運転を続けないでく 
ださい。 

>ポルシ王正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


J - トリップ•ゾーター•リ七ット • 
ボタン/インストルタント-パネル明 
るさ調節ボタン 


トリップ* ゾーターの リ七ット 
> ロータリー■スイッチを約1秒間押してくだ 
さい。 

トリップ•メーターが「0」に戻ります。 


インストルゾント-ライトの明るさ調節 
インストルメント•ライトの明るさ調節に関す 
るインフォメーシヨン： 

>「インテリア•ライト」 （91 ぺージ）を参照 
してください。 


K - オドゾーター（積算距離計） 

総走行距離計（オドメーター）および区間走行 
距離計（トリップ•メーター）がスピードメー 
ター内にあります。 

ディスプレイの上段は総走行距離を表示し、下 
段は区間走行距離を表示しています。 

トリップ-メーターの最大表示値は9,999 km 
で、それを超えると「0」に戻ります。 


L - PDK / ティプトロニック S 七レク 
夕一 • レバー • ポジション•インジ 
ケ— 夕—/ ギヤ. ポジション.ディ 
スプレイ 

イグ ニッシ ョンが ON のとき、セレクター■レ 
バーの位置 （ P 、 R 、 N または D ) を表示します。 
エンジン作動中は、セレクター•レバー■ポジ 
ションが表示されます。セレクター-レバーが 
D または M 位置にあるときはギヤ-ポジション 
が表示されます。 

PDK 装備まのギヤ-チェンジに関する詳しいイ 
ンフオメ ーション： 

> 「PORSCHE DOPPELKUPPLUNG ( PDK )」 

(192 ぺージ）を参照してください。 

ティプトロニック S 装備まのギヤ-チェンジに 
関する詳しいインフ オメー シ ョン： 

>「ティプトロニック S 」（200 ぺージ）を参照 
してください。 

M - デジタル • スピードゾーター 

タ コメー ター内にデジタル表示の スピー ド 
メーターがあります。 

N - シフトアップ•インジケーター 

タコメーター内のデジタル•スピードメーター 
右横にあるシフトアップ-インジケーターは、 
経済的な運転を促すためシフトアップのタイ 
ミングをならせます。 

現在選択しているギヤ、エンジン回転数、アク 
セル. ペダルの踏み込み量に応じてこのインジ 
ケーターが点なし、1段高いギヤにシフトアッ 
プする適切なタイミングをおならせします。 
シフトアップ•インジケーターは、 rSport 」 ま 
たは rSportPlus 」 モードが作動していない場 
合のみ表 7]^ されます。 

マニュアル■モードでのみシフトアップ■イン 
ジケーターが使用可能です。 

>シフトアップ•インジケーターが点灯した 
ときは、1段高いギヤにシフトアップしてく 
ださい。 
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Porsche Doppelkupplung ( PDK ) 装備まの警告 
ゾッ七ージ 

七レクター.レバーが2つのポジションの間に 
ある場合 

影塑： 

>インストルメント•パネルの対応するセレ 
クタ—.レバ—.ポジションが点滅し、そ 
してマルチファンクション-ディスプレイ 
に警告メッセージ「七レクターレバータダ 
シイイチニソウサ」が表示されます。 

処置： 

>フット•ブ レー キをかけ、セレクター■レ 
バーを正しい位置に動かしてください。 

トランスミッションに故障が発生した場合 
重要度に応じてマルチファンクション-ディス 
プレイに警告メッセージ 「 T / M コショウアン 
ゼンニテイシャスル」、 「 T / M オンドタカスギ 
フカヲサゲル」、 「 T / M コショウ R ギヤフカウ 
ンテンカノウ」、または「サービスヨコク 
Transmission 」 が表示されます。 

>「走行制限プログラム」 （199 ぺージ）を参照 
してください。 

■ 「 T / M コショウアンゼンニテイシャ 
スル」 

影塑： 

-次に停まするまでは走行ができます。 

処置： 

>そのまま運転を続行することはできません。 
直ちに安全な場所に停車してください。ポ 
ルシェ正規販売店まで車両をけん引してく 
ださい。 

> 「けん引」 （318 ぺージ）を参照してください。 


O rT/M コショウ R ギヤフカウンテンカ 
ノク」 


影塑： 

-スムーズな変速ができなくなります。 

-リバース•ギヤに入らないことがあります。 


処置： 

>ポルシ王正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 

ポルシ王正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



「 T / M オンドタカスギフカヲサゲル」 


影塑： 

-車両発進時に異常をならせる不自然な動き 
が感じられるとともに、エンジン出力が制 
限されます。 

処置： 

>例えば坂道では、アクセル■ペダルの操作 
で車両を静止させないでください。停車中 
はブレーキ•ペダルを踏んでください。エ 
ンジンにかかる負荷を小さくしてくださ 
い。可能であれば安全な場所に停ましてく 
ださい。警告が消えるまでセレクター•レ 
バーを P または N の位置にしてエンジンを 
アイドリングさせてください。 

r サービスヨコク Transmission 」 

処置： 

>そのまま運転を続行することができます。 
次の機会にポルシ: L 正規販売店で点検を受 
けてください。 


P - 燃料計 

イグニッシヨンが ON のときに燃料の残量を示 
します。 

燃料の品質および給油量に関するインフォ 
メー シヨン： 

>「充填容量」 （338 ページ）を参照してくだ 
さい。 

燃料および給油に関するインフォメーシヨン： 
>「燃料の給油」 （274 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 

坂道などで車両の傾きが変化すると、燃料計の 
表示位置が少し変化することがあります。 
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燃料残量警告灯 

燃料タンク内の残量が予備燃料のみになるか、 
または残量での走行可能距離が約 50 km な下に 
なると、マルチファンクション■ディスプレイ 
に警告メ ツセー ジ「ソウコウカノウキョリ 
チュウイ」が表示され、燃料計の警告なが点な 
します。 

>最寄りの給油所で給油してください。 


車両 

燃料タンク 
容量 

予備燃料 

Panamera 、 
Panamera 4、 
Panamera S 

約 80 リットル 
(オプション： 
約100リット 
ル*) 

約12リッ 
トル 

Panamera 
ディーゼル* 

約80リットル 
(オプション： 
約100リットル） 

約10リッ 
トル 

Panamera 4 S 、 
Panamera 4 S 
Executive 、 
Panamera GTS 、 
Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo 

約100リットル 

約12リッ 
トル 


Executive 、 
Panamera Turbo S 、 
Panamera lurbo S 
Executive 



燃料が不足した状態で走行を続けると、エミッ 
シヨン-コントロール-システムに損傷を与え 
る恐れがあります。 

>燃料タンクが空になるまで走行しないでく 
ださい。 

>警告なが点灯した場合は、カーブを曲がる 
ときにスピードを出さないでください。 


ェミッション-コントロール-システムに関す 
るインフォメーション： 

> 「エミッション■コント ロール ■システム」 
(273 ぺージ）を参照してください。 


バッテリー/ オル タネーター 
警告ゾッ七ージ 

車両エレクトリカル■システムの電圧が著しく 
低下するか、またはオルタネーターに不具合が 
発生した場合、マルチファンクション■ディス 
プレイに警告メッセージ「オルタネーターコ 
ショウテイシャスル」が表示され案す。 

>安全な場所に停ましてエンジンを OFF にし 
てください。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 


ちえられる原因 

-バッテリー充電システムの故障 
-ドライブ•ベルトの不具合 


A 警告 


パワ ー• ステアリング 
の作動不良 


ドライブ■ベルトに不具合があると、パワー- 
ステアリングが作動しなくなります。 ステアリ 
ング操作に大きな力が必要になります。 

>走行を続けないでください。 

>ポルシ王正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



エンジンを損傷する恐れがあります。 

ドライブ•ベルトに不具合があると、エンジン 

冷がシステムが作動しなくなります。 

>運転を続けないでください。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


Panamera デイーゼル东および Panamera S 
E - Hybrid ま用インテリジェント•タン 
テナンス-コンピユーター 

マルチフアンクシヨン•ディスプレイに走行距 
離、最後にメンテナンスを行ってからの期間お 
よび車両の使用状況に応じてメンテナンス•イ 
ンターバル（サービス•インジケーター)が表 
示されます。 

車両が過酷な条件下で使用されている場合、通 
常の使用条件の車両に比べてメンテナンス間 
隔が短くなります。 

マルチフアンクシヨン-ディスプレイに表示さ 
れるメッセージに関するインフオメーシヨン： 
>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 














エミッシヨン-コントロー J レ 

fCa 警告な 

エミッション-コントロール-システムは、排 
気ガス中の有害物質が増加する原因となるよ 
うな故障や、それに起因した損傷が引き起こさ 
れる前に、排気に関連するシステムの不具合を 
検出します。 

不具合が検出されると、インストルメント■パ 
ネルの警告なが点なまたは点滅します。 

また不具合の内容が、コントロール■ユニット 
のフォルト（故障）メモリーに保存されます。 
インストルメント■パネルの警告なは、イク'' 
ニッションを ON にするとバルブ切れチェック 
のために点なし、エンジンが始動すると約1秒 
後に消なします。 

エミッション-コントロール-システムの部品 
が損傷する原因となるような作動状態（エンジ 
ンの失火など）が発生すると、警告なが点滅し 
ます。 

>このような場合、直ちにアクセル■ペダル 
から足をがし、エンジンにかかる負荷を小 
さくしてください。 

エンジンやエミッション-コントロール-シス 
テム（触媒コンバーターなど）の損傷を避ける 
ために： 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を,駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



エミッション-コントロ ール-システムに損傷 
を与える恐れがあります。 

アクセル’ペダルから足を放しても警告なが点 
減を続ける場合は、エミッション-コント □- 
ル-システムが才ーバーヒートしている可能性 
があり、損傷する恐れがあります。 

>直ちに安全な場所に停ましてください。 
可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温 
の排気システムに接触しないようミ主意して 
ください。 

>エンジンを OFF にしてくださし、。 

>ポルシ X 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 


デイーゼ J レ•エンジンのが障* 

走行中にエンジン-コントロール-システムに 
故障が発生した場合、 巧0^ インジケーター■ラ 
イトの点滅で表示します。 

>エンジンを早急に点検してください。ポル 
シェ正規販売店にご相談ください。この作 
業はポルシ: L 正規販売店での実施を推奨し 
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊 
かなスタッフが、最新の技術情報と専用エ 
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約 
束します。 


A 警化 事故を起こす恐れがあ 


>ポルシ： L 正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 



エンジンを損傷する恐れがあります。 

>ポルシ： L 正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 


の イン フォゾーシヨン 
イグニッシヨンを ON にすると、 で ? T インジ 
ケーター■ライトも点なする場合があります。 
このような場合は、始動前のエンジン予熱機能 
(エンジン■プ レヒー ティング）が作動してい 
ることを表示しています。 

>「ディーゼル■エンジン用予熱インジケー 
夕一 ■ライト*」 (160 ぺージ）を参照して 
ください。 


警告音 

インストルメント-パネルには警告音を発する 
スピーカーが 装備されています。 

このスピーカーに不具合が生じると、マルチ 
ファンクション■ディスプレイに警告メッセー 
ジ「コショウゾーターパネル/パークアシスト 
シュウリヒツヨウ」が表示されます。 

このときは、スピーカーが警告音を発すること 
ができません。 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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マルチフアンクシヨン-ステアリン 
ダ-ホイール装備まの基本操作 

マルチファンクション■ディスプレイは、口一 
タ リー ■ノブ A 、 バック.ボタン B 、 MFS ボタ 
ン C で操作してください。 

メニュー、機能、設定の選択 

> ロータリー■ノブ A を上方向または下方向に 
回してください。 

選択の確定 

> 口ータリー■ノブ A を押してください。 

1つ前、または複数前のゾニューに戻る 

>ボタン B (バック•ボタン）を押してください。 


マルチフアンクシヨン-ティ 
スプレイの操作 

マルチファンクション•ディスプレイでは、車 
両の装備に関する様々なま両情報の確認、オー 
ディオ（ラジオ、 CD 、 iPod など）やナビゲー 
ション-システムの操作*、オイル-レベルや 
タイヤ空気圧の点検、ストップウォッチの使用 
などが行えます。 

更に、「シャリョウ」メニューでは車両の設定 
を変更することもできます。 

この取扱説明書のみで、すべての機能を詳細に 
説明することはできません。ここではメニュー 
の構成や、主な機能を例示し、操作方法をわか 
りやすく説明します。 


運転中の設定と操作 


運転中にマルチファンクション■デイスプレ 
イ、ラジオ、ナビゲーション•システム、電話 
などの機器の操作、設定を行うと、ミ主意力が散 
漫になり、運転操作を誤る恐れがあります。 

>周囲の交通状況が安全を確保できる場合に 
限って運転中の操作を行ってください。 
r 運転中のナビゲーションの操作、ミ主視は 
道路交通法で禁止されています。） 

>複雑な操作、設定は必ず車両を停止してか 
ら行ってください。 



マルチファンクション-ディスプレイ 

CiJ インフォメーシヨン 

マルチファンクション.ディスプレイはイク'' 

ニッションが ON のときのみ操作できます。 

また、タイヤ空気圧モニタリング•システムの 
設定など一部のメニューは停車中のみ利用で 
きます。 
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ク MFS ボタンのパーソナル設定* 

ポルシェ.コミユニケーシヨン. マネー ジメン 
卜 ( PCM ) 機能*、 CDR 機能*、またはマルチファ 
ンクシヨン•ディスプレイ機能を、マルチファ 
ンクシヨン■ディスプレイで MFS ボタンに割り 
当てることができます。ネ刀期設定ではオーディ 
才-ソースの選択に設定されています。 

MFS ボタンのパーソナル設定に関するイン 
フオメーシヨン： 

> 「マルチファンクシヨン-ステアリング- 
ホイールのボタンの割り当て変更*」 

(133 ぺージ）を参照してください。 
ポルシェ.コミユニケーシヨン. マネー ジメン 
HPCM )* および CDR * に関するインフオメー 

シヨン： 

>取扱説明書（別冊） * を参照してください。 



マルチフアンクシヨン•ステアリン 
ダ-ホイール巧装備まの基本操作 

マルチファンクション■ディスプレイは、ステ 
アリング■コラム右下にあるレバーで操作して 
ください。 

ゾニュー、機能、設定の選択 
>レバーを下方向 （3 の位置）、または上方向 
(4 の位置）に押してください。 

選択の決定 ( Enter ) 

>レバーを前方 （1 の位置）に押してください。 
1 つ前、または複数前のメニューに戻る 
>レバーをステアリング•ホイールの方向 （2 
の位置）に1回、または数回引いてください。 


A - 上部ステータス.エリア 

B - タイトル • エリア/メニュ ー. インジケーター 
C - インフォメーション-エリア 
D - 下部ステータス■エリア 

マルチフアンクション•ディスプレイ 
のま示エリア 

上部 ステータス•エリア/下部ステータス-エ 
リァ 

上部ステータス■エリア A および下部 ステータ 
ス•エリア D には、現在受信しているラジオが 
送局、時刻、外気温度、燃料残量での走行可能 
距離などの基本情報が常に表示されます。 

上下ステータス-エリアに表示する項目は個別 
の設定ができます。 

マルチファンクション■ディスプレイの設定に 
関するイン フォメー ション： 

>「マルチファンクション-ディスプレイの表 
示を変更する」 （123 ぺージ）を参照してく 
ださい。 


* 日本仕様に設定はありません。 


インストルメント-パネルおよびマルチファンクション-ディスプレイ 105 








タイトル • エリア/ゾニュー•インジケーター 
タイトル ■エリアには、 現在選択しているメ 
ニュー項目が表示されます。 

右側のメニュー■インジケーターには、選択可 
能な全メニューにおける現在のメニュー項目 
の位置および、選択できるメニュー項目の数が 
表示されます。 

メニュ ー* インジケーターの幅が広いほど、選 
択できるメニュー項目の数が少ないことを意 
ロホします。 

インフオゾーシヨン-エリア 
インフ オメーシヨ ン■エリア C には、現在選択 
できるメニュー項目が表示されます。メニュー 
を選択した後は、そのメニュー項目に関係する 
情報や、その他の選択肢が表示されます。 


タイン•タニューから機能を作動させ 
る/サブ•タニューを閒く/設定ゾ 
ニュ ーにアク七スする 

ロータリー■ノブ ' A を押す、またはステアリン 
グ•コラム右下のレバーを前方 （1 の位置）に 
押して、メイン■メニュー■エリアにかかわら 
ず、その他の機能および設定オプションのサブ 
メニューにアクセスしてください。 


1. メイン-メニューを選択し、決定してく 
ださい。 

2. 機能、サブ•メニュー、設定オプション 
を選択し、 

決定してください。 

巧目数の多いリストの閲覧 

PCM 装備車で、数多くの登録情報がある電話帳/ 
才ーディオ-リストを閲覧するときは、頭文字 
で直接スキップすることができます。* 

> 口ータリー■ノブ A を短く押してください。 
または、レバーを3または4の位置で保持し 
てください。 

頭文字を選択する画面が表示されます。 

>任意の頭文字を選択し、決定してください。 
選択した頭文字ではじまる登録情報の、最 
ネ刀の項目にスキップします。 
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* 日本仕様に設定はありません。 




巧。 



ス ポーツ クロノ 
ソクド limit * 


ジョウホウ 
オイルレベル 
リミット 
ホジョヒータ* 

セツテイ 

ラジオ/キョク 

Destination input (目的地入力）* 


Start/Sti 

(ルー 


top route auidance 
卜案内の千月始/停止） 


マニュアル zoom 求 
才ート zoom * 

3 D マップ* 

ノース アップ* 

モクテキチ/ゲンザイチ* 

Answer/Reject/End call ( 着信 / 拒否 / 通話終了）求 

デンワチョウ* 

ハツ シンキロクネ 
チヤクシンキロク* 




クウキアツ 

Tyre type (タイヤ-タイプ） 
ゼンフカ 
コンフォート 

Start (開始） 

Stop (停止） 

Round (周回） 

Int . (中間） 


メッセーシ 

サービス 

レベル 

リミット1/リミット2 

サドウチュウ/テイシチュウ 
タイマー1/タイマ— 2/タイマー 3 


ディスプレイ 

ヒツケ/ジカン 
Assist , systems 

(アシスタンス-システム） 



ゼンカイノモクテキチ 
Stored destinations 
(保存された目的地） 

P 0 I ( P 0 I 情報） 


ケイゾク 
リセット 


ジョウゲン 
シャリョウ 
カゲン 

メニューハンイ 

PCM ガメン求 
才ーディオ* 

アカルサ 
シフトシシ 
ジカン 
ヒツケ 

サマータイム 

ジカン-クロノ 

Active Safe (アクティブ-七一乃 (PAS) 

LCA 

Speed Limit Info 綱限速度情報）* 
Lane Dep . Warn . (ま線逸脱警告） 
ガイブライト 
ナイブライト 
ワイ パー 
Rev . オプション 
ドアアンロック 
ドアロック 
E . エントリー 
才一 トメモリ 
エアフロー 
べント パネル 
センタ クーラ 
ナイキジドウ 
Inc . airflow rear (リヤ-プラス） 
マルチキー 
パーク アシスト 
ケイコクオン 
スピー ドメ ータ 
オンド 
クウキア ツ 
ターボアツ 
ネンピ 

German / Engiish ... 

プライ バシー 


仕様変更により画面表示がこの取扱説明書の内容と異なる場合がありますのでご了承ください。 

* 日本仕様に設定はありません。 インストルメント-パネルおよびマルチファンクシヨン-ディスプレイ 107 










車両タニュー 

マルチファンクション•ディスプレイのメイ 
ン-メニュー「シャリョウ」では、様々なま両 
情報を表示したり、車両設定を変更することが 
できます。 


1 . メイン-メニュ ー :「シヤリョウ」を選択 
してください。 


車両情報の表示は、個別に設定ができます。 
車両 メニ ューの設定に関す るインフォメー 
シヨン： 

>「情報エリアの表示項目を変更する」 

(123 ぺージ）を参照してください。 


車両情報の表示 

メイン-メニュー「シャリヨウ」の下にあるサ 
ブ•メニュー「ジョウホウ」では、未解決の警 
告メッセージ、近い将来のサービス•インター 
バル情報、 現在のシャーシ設定を呼び出すこと 
ができます。 


1. メイン. メニユ ー : 「シ ャリヨウ」 
>「ジヨウホウ」 

を選択し、決定してください。 



ゾッ七ージの表示 

現在のすべての警告メッセージや車両メッ 
セージをマルチファンクシヨン■ディスプレイ 
に表示できます。 

下部のステータス•エリアに表示される警告シ 
ンボル-マークは、未解決の警告メッセージの 
数を示しています。 

複数の警告メッセージが未解決の場合、メッ 
セージ-リストで閲覧できます。 


1 . メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ジョウホウ」 _ 

2. 「メッ七ージ」 

を選択し、決定してください。 
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サービス-インターバルの表示 
走行距離カウンターが、次回のメンテナンス- 
サー ビス (点検）の時期を表示します。 
オイル.サービス （交換）時期は、エンジンの 
仕様に応じて固定またはダイナミック•イン 
夕ーバルで設定できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ショウホウ」 

2. 「サービス」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意のサービス•インターバルを選択し、 
決定してください。 

選択できるサービス-インターバル： 

-「ゾンテナンス」 

- 「 Interm . サービス」 

-「オイルコウカン」 

選択したシャーシ設定の表示 

現在のシャーシ設定の情報を表示できます。 

1. メイン. メニュ ー: 「シャ リョウ」 

>「ショウホウ」 

2. 「レベル」 

を選択し、決定してください。 


エンジン•オイル • レベルの表示と測定 

エンジン•オイル-レベルの点検に関するイン 
フオメーシヨン： 

>「エンジン.オイル-レベルの点検」 

(269 ぺージ）を参照してください。 



エンジンに損傷を与える恐れがあります。 
オイル-レベルが下限マークを下回っている場 
合、エンジン•オイルが不足しており、適切な 
潤滑ができません。 

>毎回、給油する前にオイル-レベルを点検 
してください。 

オイル-レベルが下限マークを下回らない 
ようにを意してください。 


オイル-レベル表示の作動条件： 

1. 車両を平坦な場所に駐車してください。 

2. エンジンが作動温度に達している状態でエ 
ンジンを OFF にしてください。 

3. 約2分間お待ちください。 

4. マルチファンクション•ディスプレイで r 才 
イルレベル」機能を選択してください。 

マルチファンクション.ディスプレイでオイ 
ル-レベル機能を作動させる 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「オイルレベル」 

を選択し、決定してください。 


>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ) 
を参照してください。 



C D 



オイル-レベル表示例 
A - オイル-レベルは適正 
B - 最低オイル-レベルに達している 
C - オイル-レベルが下限を下回っている 
D - オイル-レベルが上限を超えている 

オイル.レベルの測定結果 

「オイル’レベル」メニューでは、測定した才 

イル-レベルが表示されます。 

表示が緑色の場合 ( A )、 オイル-レベルは適正 
です。 

最下部が黄色で表示されている場合旧)、オイ 
ル-レベルが下限 ( min ) まで低下しています。 
エンジン’オイルの最大補充量がマルチファン 
クシヨン-ディスプレイに表示されます。 

>次の機会に表示された量のエンジン■オイ 
ルを補充してください。 

最下部がホ色で表示されている場合に)は、才 
イル-レベルが下限 ( min ) を下回っています。 
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1 :または 
2 :…」 

決定してください。 


3. 「ゲンザイソクド」または 
「—」 

を選択し、決定してください。 

現在の速度、または任意の速度を制限速度とし 
て設定できます。 


故障 

オイル-レベル■インジケーターが故障する 
と、マルチファンクション•ディスプレイに 
r オイルレベルソクテイコショウハンバイテ 
ンへウンテンカノウ」のメッセージが表示さ 
れます。 

制限速度の設定 

マルチファンクション•ディスプレイで制限速 
度を設定して機能を作動させると、その速度を 
超えたときに警告メッセージが表示され、警告 
音がなります。 

例えば、装着しているタイヤの許容最高速度に 
合わせて制限速度を設定するなど、運転者にミ主 
意を喚起したいときに利用できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「リミット」 

を選択し、決定してください。 


制限速度を設定する 


1. メイン-メニユ - 

- :「シャリョウ」 

>「リミット」 



エンジン’オイルの最大補充量がマルチファン 
クシヨン■ディスプレイに表示されます。 

>早急に表示された量のエンジン•オイルを 
補充してください。 

最上部まで黄色で表示されている場合 ( D )、 エ 
ンジン-オイルが容量の上限を超えて補充され 
ていることを示しています。オイル-レベルが 
上限を超えていると排気ガスが青白い色にな 
り、過剰なオイルの量や外的要因によって、長 
期的には触媒コンバーターを損傷する原因に 
なります。 

>表示されたエンジン•オイルの量を超えて 
補充しないでください。 

不正確なオイル.レベル （ Panamera ディーゼ 
ル*および Panamera S E - Hybrid ) 

オイル-レベルの測定時、車両が平坦な場所に 
駐まされていない場合、またはエンジンが作動 
温度に達していない場合は、マルチファンク 
シヨン•デイスプレイに 「 Meas . inaccurate 
Vehicle misaligned (不正確な測定、駐車位置 
が平坦でない）」または 「 Meas . inaccurate 
Engine not warm (不正確な測定、エンジンが 
暖まっていない)」のメッセージが表示されます。 
>車両を平坦な場所に駐車、またはエンジン 
が作動温度に達した状態で、オイル-レべ 
ル測定をやり直してください。 


補充量 

オイル’レベルが下限 ( min ) まで低下すると、最 
大補充量がマルチファンクション•ディスプレ 
イに表示されます。 

オイルの補充量が多すぎたときは、マルチファ 
ンクション■ディスプレイに「オイルレベル 
ジョウゲンハンバイテンへウンテンカノウ」 
のメッセージが表示されます。 

>次の機会にオイル量を適正に戻してください。 
ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシェ正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

エンジン-オイル補充後、またはエンジン■コ 
ンパートゾント•リッドを開いたときのオイ 
ル-レベルの測定 （ Panamera、Panamera 4、 
Panamera GTS、Panamera Turbo、Panamera 
Turbo S ) 

エンジン-コンパートメント•リッドを開いた 
場合は、少なくとも 10 km 走行してからでない 
とオイル-レベルは測定できません。 

マルチファンクション•ディスプレイに「オイ 
ルレべルジョウホウフメイ」のメッセージが 
表示されます。 

エンジン-オイル補充後、またはエンジン■コ 
ンパートイント■リッドを開いたときのオイ 
ル-レベルの測定 （ Panamera ディーゼル*、 
Panamera S 、 Panamera 4 S、Panamera S 
E - Hybrid ) 

エンジンが作動温度に達した状態で平坦な場 
所に駐車し、約2分間待った後測定可能になり 
ます。 


ジジ U 

ミミ割 
W W を 

cvi 
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* 日本仕様に設定はありません。 






速度制限機能を作動/解除する 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「リ三ット」 

2. 「リミット！：…」または 
「 U ミット2 : 

を選択し、決定してください。 

3. 「サドウ」を選択してください。 

4. 選択を決定してください。 

■ a 速度制限が作動します。 

ID 速度制限が停止します。 

マルチフアンクション-ディスプレ 
イでの捕巧ヒーターの操作* 

補助ヒーターの ON/OFF 

補助ヒーターはイグニッションが ON のとき、 
マルチフアンクシヨン-デイスプレイで ON / 
OFF することができます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ホショヒータ」 

2. 「サドウチュウ」または 
「テイシチュウ」 

を選択し、決定してください。 

補助ヒーターを ON にすると、マルチファンク 
ション-ディスプレイのインジケーター-ライ 
卜，追が点なします。 

補助ヒーター/タイマーのプログラミング 
イグニッションが ON のときに、補助ヒーター 
の 3 回分の 自動作動開始時間をマルチファンク 
シヨン-ディスプレイでプログラムできます。 


タイマーの設定 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ホジョヒータ」 

2. 「タイマー1」または 
「タイマー2」または 
「タイマー 3」 

を選択し、決定してください。 

3. 「七ット」 

を選択し、決定してください。 

4. 任意の時刻および日付を設定し、 

設定を確定します。 

ClJ インフォゾーシヨン 

プログラムする日時は未来時刻になるように 

してください。 


タイマーの作動 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ホジョヒータ」 

2. 「タイマー1」または 
「タイマー2」または 
「タイマー 3」 

を選択し、決定してください。 

3. 「サドウ」 

を選択し、決定してください。 

タイマーが作動すると、マルチファンクショ 
ン-ディスプレイのインジケーター■ライト 
沁が、イグニッションを OFF にすると点滅を開 
始し、車両をロックするまで、または最大 30 秒 
間点滅し続けます。 

の インフオゾーシヨン 
1 回に1つのタイマー設定のみが作動します。 


タイマーのリ七ット 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「ホジョヒータ」 

2. 「タイマー1」または 
「タイマー2」または 
「タイマー 3」 

を選択し、決定してください。 

3. 「クリア」 

を選択し、決定してください。 

の インフォゾーション 

タイマーがリセットされると、日時は表示され 

ません。 

最ネ刀のデジタル•スぺースは時刻、次のスペー 
スは日付を表します。 


車両設定の調節 

「シャリョウ」サブ•メニユーでは様々な設定 
を変更できます。 

車両設定の変更に関するインフオメーション： 
>「マルチ-フアンクション■ディスプレイの 
車両設定機能」 （122 ぺージ）を参照してく 
ださい。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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才ーディオ.タニュ ー* 

メイン.メニュー「才ーディオ」では、設定状 
況に応じて「放送局リスト」または「登録した 
放送局」から任意のラジオ放送局を選択できま 
す。または、 CD など現在再生している才ーディ 
才-ソースの任意のトラックを選択できます。 


1. メイン.メニユ ー ：「才ーディオ」 

を選択し、決定してください。 

2. 任意の放送局または曲を選択し、 

決定してください。 

才ーディオ ■ メニユーの調節に関してのイン 
フオメーシヨン： 

>「才ーディオ.メイン■メニユーの表示項目 
を変更する*」 （125 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

ナビゲ—シ ヨン. タニ ユ ー* 

メイン•メニユー「ナビゲーシヨン」では、ナ 
ビゲーシヨン目的地の入力、ルート案内の開 
始、ルート上のナビゲーシヨン情報の呼び出し 
ができます。 


1. メイン- メニユ ー :「ナビ ゲーシヨン」 
を選択し、決定してください。 


ナビゲーション目的化を入力する 

マルチファンクション-ディスプレイでナビ 
ゲーションの目的地を入力できます。 

ここでは、過去にルート案内した目的地のリス 
卜、 POI 情報のリスト、または登録されている 
目的地からの選択のみができます。 


1. メイン- メニユ ー :「ナビゲーシヨン」 

> 「Destination input (目的地入力）」 

2. 「ゼンカイノモクテキチ」または 
「Stored destination (保巧された目的地)」 
または 

rpois (POI 情報)」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意のナビゲーシヨン目的地を選択し、 
決定してください。 

ルート案内の開始 

ルート案内を停止した状態で新しい目的地を 
入力した場合、新しい目的地へのルート案内を 
開始できます。 


1. メイン- メニュ ー :「ナビゲーシヨン」 


2 .「Start route guidance (ルート案内の 

開始)」を選択し、決定してください。 

ルート案内の停止 

実行中のルート案内を停止できます。 


1. メイン.メニュ^:「ナビゲーシヨン」 

2. rstop route guidance (ルート案内の 

停止)」を選択し、決定してください。 


マップ.タニュ ー* 

メイン■メニュー「マップ」では、ナビゲー 
ション•システムの地図画面を表示し、変更す 
ることができます。 


1. メイン-メニュ ー :「マップ」を選択して 
ください。 


地図画面の変ち 

1. メイン-メニュ ー :「マップ」 

を選択し、決定してください。 

2. 表示オプションを選択し、決定してくだ 
さい。 

3. 選択を決定してください。 

13機能が作動します。 

|〇機能が停止します。 

選択できる表示オプションの種類： 

-「才ート zoom 」 

現在地点から次のを意点までの距離に応じ 
て、地図の縮尺が自動的に切り替わります。 
-「30マップ」 

3次元地図を表示します。 

-「ノースアップ」 

常に地図の上方が化になります。 

地図の縮尺を切り替える 

地図の縮尺を自由に変更できます。 

1. メイン-メニュ ー :「マップ」 

>「マニュアル zoom 」 

を選択し、決定してください。 

2. 任意の縮尺を選択し、 

決定してください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 


















現在地または目的化を表示する 

現在地または目的地を地図上で拡大表示でき 
ます。 


1. メイン.メニュ ー :「マップ」 

2. 「モクテキチ」または 
「ゲンザイチ」 

を選択し、決定してください。 

電話タニュ ー* 

メイン•メニュー「デンワ」では、電話帳、最 
近の通話履歴、または着信履歴から電話番号を 
呼び出すことができます。 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 
を選択し、決定してください。 


電話ま号をダイヤルする 


1. メイン.メニュ ー_: 「デンワ」_ 

2. 「Phonebook (電話帳)」または 
「Previous calls (発信履歴)」または 
「Received calls (着信履歴)」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の電話番号を選択し、 

決定してください。 

着信を受ける 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 

2. 「Answer (着信)」 

を選択し、決定してください。 


着信を拒否する 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 


2 .「Reject (拒否)」 

を選択し、決定してください。 

通話を終了する 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 

2. 「End call (通話終了）」 

を選択し、決定してください。 

複数の通話を同時に受ける 

通話中に、別の相手と通話を開始できます。 

1つの電話から別の電話に切り替えることも、 
両方の相手と同時に通話することもできます。 

別の相手と通話を開始する 
通話中に次の操作をしてください： 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 


2 .「New call (新規通話)」 

を選択し、決定してください。 

2つの電話を切り替える 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 

2. 「Swap (切り替え)」 

を選択し、決定してください。 

両方の相手と通話する 


1. メイン-メニュ ー :「デンワ」 

2. 「Conference (会議)」 

を選択し、決定してください。 



トリップ. タニ ュー 

メイン•メニュー「トリップ」を使用して、ド 
ライビング•データの呼び出しとリセットがで 
きます。 


1. メイン-メニュ ー :「トリップ」を選択し 
てください。 


ドライビング•データをま示する 

3種類のドライビング•データが利用できます。 


1. メイン-メニュー:「トリップ」 

2. 「1-キテン」または 
「2 -卜ータル」または 
「3 -モクテキチマデ*」 

を選択し、決定してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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選択できるドライビング-データの種類： 

-「キテン」 

現在運転中のドライビング-データです。 

イグニッシヨン-キーを抜き取って2時間 
上停ますると、ドライビング■データが自 
動的にリセットされます。 

- 「卜ータル」 

累積したドライビング-データです。 

手動でリセ ッ トするまでデータが蓄積され 
ます。イク'' ニッシ ヨンを OFF にしてもデータ 
がリセットされません。 

-「モクテキチマデ」 

ナビゲーシヨン目的地までのドライビン 
グ.データです。 

ルート案内を開始すると目的地までのドライ 
ビング-データが計算され、表示されます。 

ドライビング•データをリ七ジトする 

選択したドライビング•データをリセットでき 
ます。 

1. メイン-メ ニュー :「トリ ップ」 

2. 任意のドライビング•データを選択し、 
決定してください。 

3. 「リ七ット」 

を選択し、決定してください。 


タイヤ空気任ゾニュー（タイヤ 
空気任モニタリング、 TPM ) 

タイヤ空気圧モニタリング-システムは4輪す 
ベてのタイヤ空気圧とタイヤ温度を常時監視し、 
空気圧が異常に低下したときはマルチファンク 
シヨン■ディスプレイで運転者に警告します。 
ただし実際のタイヤ空気圧は、タイヤそのもの 
で調整しなければなりません。 

> r 冷間時のタイヤ空気圧にび0」（327ぺージ） 
を参照してください。 


A 菩告 _ I 不正なタイヤ空気圧 

タイヤ空気圧が正常でない場合、安全な走行に 
支障をきたす恐れがあります。タイヤ空気圧モ 
ニタリング-システムには、様々な利点があり 
ます。しかしマルチファンクション•ディスプ 
レイの設定を常に更新したり、タイヤ空気圧を 
適正に維持することは運転者の責務です。 

>タイヤ空気圧が適正であることを確認して 
ください。 

車両の現在の積載荷重も考慮してください。 

>マルチファンクション-ディスプレイの夕 
イヤ空気圧モニタリング ( TPM ) 設定が、車両 
に装着されているタイヤおよび積載重量と 
一致しているか点検してください。 


ム警告 突発的なタイヤ損傷 


タイヤ空気圧モニタリング•システムは、タイ 
ヤの損傷の原因となる自然な空気圧低下や、夕 
イヤに異物が刺さったときなどの空気圧の 
ゆっくりとした低下を検出して警告します。 
その一方、突発的な外的要因によるタイヤのパ 
ンクなど、急激な空気圧の低下は検出できず、 
警告しません。 


ム警告 タイヤ空気圧の不足 


タイヤ空気圧が不足すると車両の走行安全性 
が低下するだけでなく、タイヤやホイールを損 
傷する恐れがあります。 

>ホ色のタイヤ空気圧警告が表示されたとき 
は、直ちに適切な場所に停まし、タイヤの 
損傷がないか点検してください。必要に応 
じてパンク修理剤で応急処置を行ってくだ 
さい。 

>いかなる場合も、タイヤの不具合を放置し 
たまま運転を続けないでください。 

>パンク修理剤を使用したタイヤのシーリン 
グは、緊急の場合の応急処置であり、最寄 
りの修理工場までの短距離移動のみに使用 
してください。 

このときの最高許容速度は 80 km/h です。 

>空気圧を調整しても短時間で空気が抜ける 
場合、そのタイヤでの運転を続けないでく 
ださい。ポルシ： L 正規販売店で点検を受け 
てください。 

>不具合があるタイヤは、直ちにポルシェ正 
規販売店で交換してください。 

いかなる場合も、タイヤを修理しないでく 
ださい。 
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> タイヤ空気圧モニタリング•システムに不 
具合が発生した場合、直ちにポルシ X 正規 
販売店で修理を受けてください。 

タイヤ空気圧モニタリング-システムに不 
具合があると、タイヤ空気圧を監視できま 
せん。 

>マルチフアンクシヨン-ディスプレイへの 
入力情報が不足していたり、タイヤの選択 
を誤ると、警告とメッセージ表示の正確さ 
に悪影響を及ぼします。 

タイヤを交換したときや、積載荷重が変化 
したときは、タイヤ空気圧メニューの設定 
を更新しなければなりません。 

>タイヤ空気圧を補正するときは、メイン- 
メニュー 「 TPM 」 の「クウキアツ」ディス 
プレイに表示される空気圧の差、または該 
当するタイヤ空気圧警告のみを使用してく 
ださい。 

>パンク等の不具合が発生していなくても、 
タイヤ空気圧は徐々に低下します。この場 
合も、タイヤ空気圧が低下するとマルチ 
ファンクション-ディスプレイに黄色で警 
告が表示されます。 

次の機会に空気圧を点検してください。 


タイヤ空気足モニタリング•システム 

の概妄 

タイヤ空気圧モニタリング•システムには次の 
機能があります： 

-走行中の実際のタイヤ空気圧を表示します。 

-空気圧の低下を2段階（黄色/ホ色）で警告 
します。 

- riPMj では停ま時に、「クウキアツ」（適正 
値との差の表示、補充する空気圧 ）、 「Tire 
type (タイヤ•タイプ)」、「ゼンフカ」、お 
よび「コンフオート」を選択可能です。 



マルチファンクション•ディスプレイでのタイヤ空気 
圧の表示 

マルチフアンクシヨン•ディスプレイ 
でタイヤ空気足機能を選択する 


1. メイン-メニュ ー : 「 TPM 」 を選択してく 
ださい。 


riPMj 機能は、速度が約 25 km / h を超えると、 
温度により変化するタイヤ空気圧（現在の空気 
圧）を4輪すべてについて表示します。 

走行中の温度の上昇に伴うタイヤ空気圧の増 
加を読み取ることができます。 


の インフォゾーシヨン 
現在の空気圧は参考情報として表示されます。 
^いかなる場合も、この表を兀にタイヤ空 
気圧を調整しないでください。 


の イン フォゾーシヨン 
イク''ニッシヨンを ON にした後、ま両の速度が約 
25 km / h を超えたときのみタイヤ空気圧が「登録」 
されます。空気圧を表示するまではダッシュ記 
号を表示します。通常、タイヤ空気圧の表 
示には約1分かかります。 
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TPM タニューの現在の設定を見る 
(停ま中のみ） 

この表示でタイヤ空気圧の設定を見ることが 
できます。 


1. メイン-メニュ ー : riPMj 
を選択し、決定してください。 


タイヤをまだ「登録」していない場合、現在の 
タイヤ空気圧差の代わりに、新しい規定空気圧 
が表示されます。 

タイヤの登録に関するインフオメーシヨン： 

> 「 TPM システムの登録」 （118 ぺージ）を参照 
してください。 

Gl) インフオゾーシヨン 

約5分な上車両を停止し、イグニッシヨンを 
OFF にして再度 ON にした後 、 riPMj メニュ ー 
は、現在の空気圧ではなくダッシュ記号 
を表示し、一方「クウキアツ」は前回のタイヤ 
空気圧測定値を表示します。タイヤに空気を補 
充したとき、 O . lbar を超える圧力差が検出され 
た場合は圧力差の値が再度更新されます。 


TPM タニューの「クウキアツ」を選 
択する 

この表示で補正すべきタイヤ空気圧を読み取 
ることができます。 


1. メイン-メニュ ー : TPM 


2. 「クウキアツ」 

を選択し、決定してください。 

ディスプレイの各輪の位置に、補正すべきタイ 
ヤ空気圧（補充する空気圧）が表示されます。 
例：右リヤ•タイヤの位置に 「一 O . lbar 」 と表 
7F された場合は、このタイヤに0.1 bar の空気を 
補充してください。 

表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮し 
た結果の数値です。 

>タイヤ空気圧を補正するときは、 「 TPM 」 メ 
ニューの「クウキアツ」ディスプレイに表 
示される空気圧の差、または該当するタイ 
ヤ空気圧警告のみを使用してください。 
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TPM タニューの設定を選択する（タイ 
ヤの種類とサイズ） 

タイヤ/ホイールを交換したときは、新しく装 
着したタイヤ/ホイールの種類とサイズが従来 
と同一であっても、改めて選択しなければなり 
ません。 


1. メイン-メニュ ー : TPM 


2. riyre type (タイヤ■タイプ)」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「18"サマー」 

-「18"ウインター」 

-「19"サマー」 

-「19"ウインター」 

-「19"シーズン」 

-「20"サマー」 

-口 0" ウインター」 

-「20"シーズン」 

選択した設定が 「 TPM 」 メニューの 「Tyre type 
(タイヤ.タイプ)」に表示されます（例：「19" 
シーズン」を選択した場合は「19" AS 」）。 
マルチフアンクション-ディスプレイに次のよ 
うなメッセージが表示されたときのみ、タイヤ 
の設定が完了になります： 

「No monttoring System learning above 25 km/h 
(モニターシステムは 25 km / hiU 上でないと学 
習しません）」 

> 「 TPM システムの登録」 （118 ぺージ）を参照 
してください。 


の インフォゾーション 
設定のプロセスが中断されると、「サドウカイ 
ジョ」のメッセージが表示されます。この時点 
までの入力情報がすべて無効になり、元の設定 
に戻ります。 

マルチファンクション-ディスプレイに登録さ 
れていないサイズのタイヤを装着するときは、 
そのタイヤを装着する前に、ポルシ X 正規販売 
店でマルチファンクション-ディスプレイに不 
足情報を追加する必要があります。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>ポルシェ社が承認したタイヤのみを使用し 
てください。 

タイヤ空気圧メニューの項目は、ま両のモデ 
ル.タイプにより異なります。このため本書で 
説明している選択項目の中には、お客様の車両 
のマルチファンクション•ディスプレイで利用 
できないものが含まれることがあります。 


TPM タニューの負荷を選択する 


1. メイン-メニュー： riPMj _ 

2. r ゼンフカ」を選択し、決定してください。 

3. 選択を決定してください。 

H 全積載が選択されます。 

部分積載が選択されます。 

>選択した荷重タイプに応じてタイヤ空気圧 
を調整してください。補正すべきタイヤ空 
気圧に関するインフ オメー シ ヨン： 

ITPM メニューの「クウキアツ」を選択する」 
(116 ぺージ）を参照してください。 

の インフオゾーシヨン 
選択した荷重タイプが表示されない場合は、荷 
重タイプに応じてタイヤ空気圧の調整が必要 
ないことを意味します。 


TPM タニユーの「コンフオート」の 
選択（国別仕様により異なる） 

ム警告 タイヤ空気圧の不足 

「コンフオート」メニューは仕向け国によって 
異なるため、すべての国別仕様に適用されるわ 
けではありません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、夕 
イヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング装備まで、「コン 
フオート」を選択している場合のみ、コン 
フオート•プレツシヤーを設定してくださし、。 
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270km/h または160 km/h までのま速では、乗り 
ム地の快適性を増すためにタイヤ空気圧を減 
圧することができます。 


1. メイン-メニュ ー : 「 TPM 」 _ 

2. 「コンフォート」を選択し、決定してくだ 
さい。 

3. 選択を決定してください。 

コンフォート*プレッシャーが 選択 
されます。 

EI 標準プレッシャーが選択されます。 

「コンフォート」を選択した場合、空気圧をモ 
二夕一しているとき、 TPM システムは自動的に 
低いプレッシャー値を使用します。 
「コンフォート」を選択解除し、標準プレッ 
シャーを選択している場合は、最高速度まで適 
切な標準規定空気圧が自動的にモニターされ 
ます。 

コンフォート•プレツシャーについては、テク 
ニカル•データ、または「コンフォート」を選 
択している場合は「クウキアツ」を参照してく 

ドゴ f 、 

「コンフォート」メニューを装備した車両の夕 
イヤは工場でコンフォート•プレツシャーに充 
填されますが、この空気圧は高速走行には適し 
ていません。 

コンフォート•プレッシャーの場合の最高速度 
は 270km/h または 160km/h まで下がります。こ 
れは国別の装備仕様により異なり、選択するこ 
とはできません。 


A" 



コンフォート-プレッシャーま速警告 
設定したコンフォート■プレッシャーの制限速 
度を超え、タイヤ空気圧が危険限界を下回る 
と、マルチファンクション■ディスプレイに警 
告メッセージが表示されます。 

A 鉛化 選択したタイヤ空気圧 

—— - に対して走行速度が速 

すぎる 

コンフォート•プレッシャーでの制限速度を超過 
して走行するとタイヤの損傷につながります。 

>表示最大速度まで速度を落としてください。 

>高速走行するときは、必ずタイヤ空気圧を 
標準タイヤ空気圧まで充填してください。 


TPM システムの登録 

タイヤ/ホイールを交換、ホイール-トランス 
ミッターを交換、またはタイヤの設定を更新す 
ると、タイヤ空気圧モニタリング•システムが 
タイヤの登録を開始します。このプロセスに 
よって、タイヤ空気圧モニタリング•システム 
が各タイヤとその装着位置を認識します。 
マルチファンクション■ディスプレイに 「No 
monitoring System learning above 25 km/h 

(モニターシステムは 25 km / hiU 上でないと学 
習しません)」のメッセージが表示されます。 
タイヤ登録のプロ七スは、車両が動いていると 
き（速度が 25km/h な上のとき）のみ実行され 
ます。 

タイヤ空気圧モニタリング■システムがタイヤ 
の登録を完了するまでには一定の時間が必要 
です。このプロセスを実行中は、マルチファン 
クション■ディスプレイに現在のタイヤ空気圧 
が表示されません。 

-すべてのタイヤの登録が完了するまで、タイ 
ヤ空気圧警告なが点なしたままになります。 

- riPMj 機能のディスプレイにが表示 
されます。 

- 「 TPM 」 メイン.メニューの「クウキアツ」 
に、冷間時に 0° C ) のタイヤ空気圧が表示され 
ます。 

タイヤ空気圧モニタリング•システムが各タイ 
ヤの装着位置を割り当てると、直ちにタイヤの 
位置と空気圧情報が表示されます。 

>「クウキアツ」ですベてのタイヤの空気圧を 
点検してください。 

>必要に応じてタイヤ空気圧を適正値（空気 
圧の差「0.0」）に調整してください。 

タイヤ空気足警告 

インストルメント-パネルのタイヤ空気圧警告 
灯、およびマルチファンクション■ディスプレ 
イの警告メッセージは、空気圧低下の程度に応 
じて2段階（黄色/ホ色）で異常をならせます。 
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黄色の警告「エアホジユウ」 

タイヤ空気圧が 0.3 〜 0.5 bar 不足しています。 
タイヤ空気圧警告は、空気圧が不足しているタイ 
ヤを特定し、補充すべき空気圧を表示します。 

>次の機会にタイヤ空気圧を調整してください。 
タイヤ空気圧警告なは次のような状況で表示 
されます： 

-停ましてイク''ニッシヨンを OFF にしたときに 
約 10 秒間、または 

-イク''ニッシヨンを再度 ON にしたとき 
イグニッシヨンを ON にすると警告を確認でき 
ま寸 

タイヤ空気圧を適正値（空気圧の差「0.0」）に 
調整すると、インストルメント•パネルのタイ 
ヤ空気圧警告なが消なします。 


SIB_620 



ホ色の警告な「タイヤテンケン」 

速度が 160 km / h な下で走行している場合： 

-タイヤ空気圧が適正値より20%または少な 
くとも 0.5 bar 不足しています。走行安全性 
が低下して危険です。 

速度が 160 km / hiU 上で走行している場合： 

-タイヤ空気圧が少なくとも 0.4 bar 不足して 
います。走行安全性が低下して危険です。 

>タイヤ空気圧警告が表示されたときは、直 
ちに適切な場所に停まし、該当するタイヤ 
に損傷がないか点検してください。必要に 
応じてパンク修理剤で応急処置を行い、夕 
イヤ空気圧を適正値に調整してください。 
このタイヤ空気圧警告は走行中でも表示され、 
異常をなることができます。 

タイヤ空気圧を適正値（空気圧の差「0.0」）に 
調整すると、インストルメント■パネルのタイ 
ヤ空気圧警告なが消なします。 


(!) 警告な 

インストルメント•パネルの警告なが点なします： 

-空気圧の低下を検出した場合（警告なが点 
灯し続ける） 

-タイヤ空気圧モニタリング-システムが故 
障、または一時的な不具合が生じた場合（警 
告なが60秒間点滅し、その後点なし続ける） 

-新しく装着したホイール/ホイール-トラン 
スミッターを学習している場合、またはホ 
イールを認識できない場合（警告なが60秒 
間点滅し、その後点なし続ける） 

マルチファンクション•ディスプレイに警告 

メッセージも表示されます。 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 

不具合が解消した場合のみ、インストルメント ■ 

パネルのタイヤ空気圧警告なが消なします。 

タイヤ/ホイールの巧あ 

>新しいホイールには、タイヤ空気圧モニタ 
リング-システムの無線式トランスミッ 
ターを取り付けなければなりません。 

タイヤ交換の前に、ホイール-トランスミッ 
ターのバッテリーの充電状態を点検してく 
ださい。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ: L 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>ホイールを交換するときは、イグニッシヨ 
ンを OFF にしてください。 
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ホイールを交換した後は、マルチファンクショ 
ン•ディスプレイのタイヤ設定を必ず更新して 
ください。 

設定を更新しなかった場合、「タイヤヘンコウ？ 
サイ七ッテイヲシテクダサイ」のメッセージ 
がマルチファンクション•ディスプレイに表示 
されます。 

>次回車両が停止したときにマルチファンク 
ション-ディスプレイの設定を更新してく 
ださい。 

温度が上昇することによる空気足の 
上昇 

物理原則にしたがい、空気圧は温度変化に応じ 
て変動します。タイヤ空気圧は 10° C の温度変化 
につき、約0.1 bar 増加、または減少します。 

タイヤ空気足の監視が巧えない場合 

故障が発生すると、タイヤ空気圧モニタリン 
グ-システムはタイヤ空気圧の監視を行うこと 
ができません。 

インストルメント-パネルの警告なが点なし、 
マルチファンクション•ディスプレイにメッ 
セージが表示されます。 

な下の場合、タイヤ空気圧の監視を行うことが 
できません： 

-タイヤ空気圧モニタリング•システムまた 
はタイヤ空気圧モニタリング構成部品が故 
障した場合 

-タイヤ空気圧モニタリング•システム用の 
ホイール*トランスミッターが取り付けら 
れていない場合 

-タイヤの設定を更新した直後の登録プロセ 
ス中 

-ホイールを交換した後、設定を更新しな 
力、-^ た; 

- 4個な上のホイール*トランスミッターが検 
出された場合 

-ワイヤレス■ヘッドホンなどの外部からの 
電波干渉、を受けている場合 
-タイヤの温度が高すぎる場合 
>「警告と情報メッセージの概動 （136 ページ） 
を参照してください。 



スポーツ • クロノ • タニ ユー 
(ストップウォッチ） 

ストップウォッチはレース•サーキットや業務 
上の走行時等の時間計測にご使用いただけま 
す。 ポルシェ.コミュニケーシ ヨン- マネー ジ 
メント ( PCM ) 装備車では測定したラップ時間を 
保存したり、必要に応じて評価することができ 
をナ * 

> PCM 取扱説明書*の「スポーツ.デイスプ 
レイ」の章を参照してください。 


ダッシュボードのストップウォッチ 

ストップウォッチにはアナログ•ディスプレイ 
とデジタル-ディスプレイがあります。 
アナログ•ディスプレイの長針は秒を計測し、 
短針2本は時間と分を計測します。このディス 
プレイは12時間が経過するとゼロから再ス 
々—卜します 

秒および1/10秒、1/100秒の単位はデジタル¬ 
ディ スプレイ で読み取ることができます。 
デジタル•ディスプレイおよびマルチファンク 
ション-ディスプレイは99時間と59分まで表 
示できます。 

ストップウォッチ•タイミング•ディ 
スプレイ 

ストップウォッチの時間はダッシュボードの 
別の場所に表示されます： 

-ダッシュボードのストップウォッチ 
-マルチファンクション•ディスプレイの「ス 
ポーツクロノ」メニュ ー 
- PCM の 「 CAR 」 メイン•メ ニュ ー* 

ストップウォッチの時刻のま示 

マルチファンクション.ディスプレイでダッ 
シュボードのストップウォッチが時刻を表示 
するように設定することができます。 

ストップウォッチの時刻表示に関するイン 
フオメーション： 

>「ダッシュボードのストップウォッチの時 
刻表示」 （127 ぺージ）を参照してください。 
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マルチファンクション•ディスプレイ 
のスポーツ-クロノ 

すべてのストップウォツチ•ディスプレイはマ 
ルチファンクション■ディスプレイの「スポー 
ックロノ」 メニューから開女台/停止できます。 
マルチファンクション•ディスプレイの使用に 
関するインフォメーション： 

> 「マルチファンクション•ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 


1. メイン. メニュ ー ： 「ス ポーツ クロノ」 
を選択し、決定してください。 


ffi インフオゾーシヨン 

ストップウォッチ作動中に「スポーツクロノ」 

メニューから抜けても、計測は続きます。 

ストップウォッチはイグニッシヨンを OFF にす 
ると停止します。約4分な内にイグニッシヨン 
を再度 ON にすると、ストップウォッチは作動 
を再開します。 

ストップウォッチをゼロにリセットするには、 
r スポーツクロノ」メニューの「リ七ット」を 
選択してください。 

ストップウオッチのリセットに関するイン 
フ オメ ーシヨン： 

>「時計のリセット」（122ぺージ）を参照して 
ください。 



ス ホー ツクロノ 


A - 周回したラップ数 
B - 現在のストップウォッチ時間 
C - 基準タイム（最速ラップ） 

D - サークル■デイスプレイ：現在のラップ-タイムと 
基準タイムの比較 

計時の開始 


1. メイン-メニュ ー :「ス ポーツ クロノ」を 
選択してください。 


2. rs ねけ （開始)」 

を選択し、決定してください。 


ストップウォッチ-タイム B はま両のすべての 
ストップウオッチ-ディスプレイに同時に表示 
されます。 


ラップの停止細しいラップの開始 

現在のストップウォッチ■タイムをラップ■夕 
イムとして保存できますが、ストップウォッチ 
は停止しません。 


1. メイン-メニュ ー :「スポーツクロノ」を 
選択してください。 


2 .「Round (周回)」 

を選択し、決定してください。 


ラップ■カウンターの値 A が1ずつ増えます。 
最速コンプリート•ラップのタイムが参照値 C 
として一時的に保巧されます。 
ストップウォッチ-タイム B とサークル-ディ 
スプレイ D の色が変更されることによって、現 
在のラップ.タイムが参照値より速いか、遅い 
か、または同一かを表します。 

-緑：現在のラップ•タイムが速い 
-黄：現在のラップ■タイムと同一 
-ホ：現在のラップ•タイムが遅い 

の インフォゾーシヨン 

参照値がまだ保巧されていない場合は、参照夕 

イムの位置 C は空白のままです。 

セグメント•ディスプレイに色の変化はありま 
せん。 

1回のセツシヨンで最高63ラップを保存する 
ことができます。 
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中巧ラップの保存 

中間タイムを保存できますが、ストップウォッ 
チは停止しません。 


1. メイン-メニュ ー :「ス ポーツ クロノ」を 
選択してください。 


2. Tint . (中間)」 

を選択し、決定してください。 

中間タイムは、マルチファンクション•ディス 
プレイに表示されます。保存はされません。 
時間測定はバックグランドで継続しています。 

計時の停止 

ストップウオツチはいつでも止めることがで 
きます。 


1. メイン-メニュ ー :「ス ポーツ クロノ」を 
選択してください。 


2 .「Stop (停止)」 

を選択し、決定してください。 

ストップウォッチ■タイム B が停止します。 

計時の継続 

ストップウォッチを停止後、再開することがで 
きます。 


1. メイン- メニュ ー :「ス ポーツ クロノ」 

> 「Stop (停止)」を選択してください。 

2. rCont . (継続)」 

を選択し、決定してください。 

ストップウオッチ-タイム B が継続します。 


時計のリ七ット 

計時をゼロにリセットすることができます。 

1. メイン- メニュ ー :「ス ポーツ クロノ」 

> 「Stop (停止)」を選択してください。 

2. 「Reset (リ七ツト）」 

を選択し、決定してください。 

すべてのストップウォッチ■タイムをゼロにリ 
セットすることができます。 

制限速度表示メニュ ー* 

制限速度表示に関するインフォメーション： 

>「制限速度表示*」 （185 ぺージ）を参照して 
ください。 

ACC タニュー 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
に関するインフ ォメー ション： 

「アダプティブ■ク ルー ズ.コント ロール 
( ACC)J (168 ぺージ）を参照してください。 

マルチ-ファンクシヨン • 
ディスプレイのま両設定機能 

車両の装備仕様により、マルチファンクション- 
ディスプレイで様々な設定を変更できます。 
コンフォート•メモリー装備車は、車両の設定 
を、そのとき使用しているキーや運転席ドアの 
メモリー-ボタンに保巧することができます。 
コンフオート■メモリーに関するインフオメー 
シヨン： 

>「パーソナル設定の保巧」 （150 ぺージ）を参 
照してください。 


設定ゾニューの選択 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

を選択し、決定してください。 


設定オプシヨンの選択両機能の作動 

各設定メニュー■オプションの項目名の前に付 
いているシンボル•マークは、その項目が選択 
されているかどうか、その機能が作動している 
かどうかを示します。 


複数のオプションから1つを選択してください 
I 選択されたオプション 
I 選択されていないオプション 


Oi 

Eli 


機能の作動/停止 


13機能が作動します 
EI 機能が作動解除されます 


工場た巧時の設定に戻す 

マルチファンクション.ディスプレイのすべて 
の設定を工場出荷時の設定に戻すことができ 
ます： 


の インフオメ ーシ ヨン 

工場出荷時の設定に戻すと、それまでに設定し 

たすベての個別設定が失われます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

2. 「リ七ット」 

を選択し、決定してください。 

3. I ■ハイ」 

を選択し、決定してください。 
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マルチファンクション-ディスプレイの構成例 
A ■上部 ステータス•エリア （上段） 

1-4 - 表示フィールド 
B ■下部 ステータス•エリア （下段） 

マルチフアンクシヨン•ディスプレイ 
の表示を変ちする 

マルチファンクション.ディスプレイに表示す 
るメニュー項目や、表示方法を個別に設定でき 
ます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ディスプレイ」 

を選択し、決定してください。 


上部のステータス-エリアの表示を変更する 
マルチファンクション■ディスプレイ上部のス 
テータス•エリア A には、様々な車両情報を表 
示させることができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ティスプレイ」 

2. 「ジョウゲン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の表示項目を選択し、決定してくだ 
さい。 

選択できる表示項目の種類： 

-「ソクド Limit 」* 

-「ラジオ/キョク（現在のラジオ放送局/卜 
ラック）」* 

- 「Fuel Range (残燃料での走行可能距離)」 

-「夕ーボアツ」 （Panamera Turbo、Panamera 
Turbo S ) 

-「ブランク line 」 

上部の ステータス •エリア A には何も表示し 
ません。 

面 インフォゾーション 

-「ソクド limit 」 の表示項目も作動させるこ 
とができます。例えば、「ソクド limit 」 と 
「Fuel Range 」 の表示項目が選択されている 
場合、適用できる制限速度がない場合やメ 
イン-メニューの「ソクド limit 」 が選択さ 
れている場合に燃料残量での走行可能距離 
が表示されます。* 

-上部の ステータス •エリアには最大 1つの交 
通標識が表示されます。交通標識の後ろに筒 
条書きがある場合、情報エリアに更に交通標 
識が表示されていることを示しています。* 


情報エリアの表示項目を変更する 
「シャリョウ」メニューでは、様々な車両情報 
の中から 4 種類を選び出し、ディスプレイ1、2、 
3、4のエリアに割り当てることができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ァイスプレイ」 

2. 「シャリョウ」 

を選択し、決定してください。 

3. 「フイールド1:」または 
「フイールド2:」または 
「フイールド3:」または 
「フイールド4:」 

を選択し、決定してください。 

4. 任意の表示項目を選択し、決定してくだ 
さい。 

選択できる表示項目の種類： 

-「デンアジ」 

-「夕ーボアツ 」 （Panamera Turbo、Panamera 
Turbo S ) 

-「ユア、ン」 

-「ユオン」 

-「スイオン （; 令が水温度)」 

- 「Fuel Range (残燃料での走行可能距離)」 

- Tint : Trip time 仲間目的地までの走行時間)」* 
- 「 lnt : Arrival 冲間目的地への到着時刻)」* 
- rost : Trip time (目的地までの走行時間）」* 
- rost : Arrival (目的地への到着時刻)」* 

-「ジョウショウ（車両のお抜標高)」 

-「ヒッ'ケ」 

-「ラジオ/キヨク（現在のラジオ放送局/ 
トラック）」* 



* 日本仕様に設定はありません。 
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-「デンワ info (電波の強さ/ネットワー 
ク名)」* 

-「ヨコ G (現在最大の横方向加速度)」 

-「カソク（現在最大の加速度)」 

-「ゲンゾク（現在最大の減速度)」 

- 「 HV - Batterytemp . ( Hybrid バッテリー 

- 「ブランク line 煙白）」 

CiJ インフ オメーシヨ ン 
1 つの情報を複数のディスプレイ■エリアに同 
時に割り当てたり、 1 つのエリアと上部のス 
テータス-エリアに同時に表示することはでき 
ません。 


下部のステータス■エリアの表示を変更する 
マルチファンクション■ディスプレイの下部の 
ステータス■エリア B に、現在時刻および外気 
温度を表示させることができます。 


1. メイン-メニユ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ティスプレイ」 

2. r カゲン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の表示項目を選択し、決定してくだ 
さし、。 


選択できる表示項目の種類： 
-「ジカン」 

-「オンド」 

-「ジカン/オンド」 


ゾイン-ゾニューの表示項目を選択する 
メイン-メニューの各項目を表示/非表示させ 
ることができます。 

CiJ インフォゾーシヨン 
メニュー項目「シャリョウ」および 「 ACC 」 は 
非表示にできません。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリ ヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ディスプレイ」 

2. 「ゾ ニューハン イ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意のメイン-メニュー項目を選択して 
ください。 

4. 選択を決定してください。 

151 メニュー項目が表示されます。 

EI メニュー項目が非表示になります。 


マルチフアンクシヨン•デイスプレイに PCM イ 
ンフオメーシヨンを表示する* 

ポルシェ- コミュニケー シヨン- マネー ジメン 
卜 (PCM) に関連する様々な情報を、マルチファ 
ンクシヨン■ディスプレイに一時的に表示させ 
ることができます。 


1. メイン-メニユ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ティスプレイ」 

2. rPCM ガゾン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の PCM 情報を選択してください。 


4. 選択を決定してください。 


■ a 情報がま示されます。 
H 情報は表示されません。 


選択できる PCM 情報： 

-「コウサテン（地図情報)」 

ナビゲーション情報を利用すると、ナビ 
ゲーション地図が自動的に表示されます。 

-「ゾーターオフ（矢印)」 

ナビゲーション情報を利用すると、進行方 
向を示す矢印が自動的に表示されます。 

-「デンワ info 」 

着信/発信電話の情報が表示されます。 

-「オンリョウ」 

ボイス-コントロール-ボタンを押すとへ 
ルプ-テキストが表示されます。 

-「ソクド Limit 」* 

ナビゲーション地図に速度制限が表示され 
ます。 

( jJ インフォゾーシヨン 

制限速度表示装備まの場合、「ソクド limit 」 メ 

ニュー項目は表示されません。 

制限速度表示に関するインフォメーション： 

>「制限速度表示*」 （185 ぺージ）を参照して 
ください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 











才ーデイオ-ゾイン-ゾニューの表示項目を変 
更する* 

才ーデイオ•メイン•メニューでは、「現在受 
信できるすべてのラジオ放送局のリスト」また 
は「登録しているすべてのラジオ放送局のリス 
卜」のいずれかを表示できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ディスプレイ」 

2. 「才ーディオ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の表示項目を選択し、 

決定してください。 

選択できる表示項目の種類： 

-「ラジオリスト」 

現在受信可能な放送局のリスト 
-「プリ七ット」 

登録しているち夕送局のリスト 
現在受信できる放送局、登録している放送局の 
リストに関するインフ オメーション： 

> PCM または CDR の取扱説明書（別冊）を参照 
してください。* 

ディスプレイの明るさを調節する 

マルチファンクション•ディスプレイの明るさ 

をお好みに調節することができます。 

1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ディスプレイ」 

2. 「アカルサ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の明るさを選択し、 

決定してください。 


シフト-アップインジケーターの表示/非表示 
を切り替える 

Porsche Doppelkupplung ( PDK )/ テイプトロニッ 
ク S トランスミッションをマニュアル操作する 
場合、タ コメー ター内のデジタル■スピード 
メーターに、経済的な運転を促すためのシフト 
アップ•インジケーターを表示することがで 
き、経済的な運転に適したシフト■アップの夕 
イミングをならせます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ァィス プレイ」 

2. 「シフトシジ」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

la シフト•リク エス トが表示されます。 
シフト. リ クエス トは表示されません。 

日付と時刻の設定 

車内に表示される日時を個別に設定できます。 


時刻の設定 

「ジカン」メニューでは、時刻、時刻の表示モー 
ド、タイム•ゾーンを設定できます。 

1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒツ'ケ/ジカン」 

>「ジカン」 

を選択し、決定してください。 


現在時刻の設定 

「時」と「分」をそれぞれ設定できます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

>「ジカン」 

2. 「ジ/フン」を選択し、決定してください。 

3. 任意の時間を設定し、 

決定してください。 


CiJ イン フォ ゾーシヨン 

ポルシェ.コミュニケーシヨン. マネー ジメン 

卜 ( PCM ) 装備まは、 GPS 衛星からの信号を利用し 

て日時を自動的に同期することができます。* 

衛星電波の受信状態により、いくつかの設定才 

プシヨンが一時的に利用できないことがあり 

ます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

を選択し、決定してください。 


タイム-ゾーンの設定 

タイム-ゾーンを個別に設定できます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

>「ジカン」 


2. r チク」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意のタイム-ゾーンを選択し、 
決定してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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時刻表示の設定 

時刻は 12 時間表示/ 24 時間表示を切り替える 
ことができます。 


日付の設定 

「ヒツ'ケ」メニューでは、日付、日付の表示モー 
ドを設定できます。 


現在の日付の設定 

ナビゲーシヨン非装備までは、「日」、 r 月」、 r 西 
暦年」をそれぞれ設定できます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリヨウ」 
>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

>「ンカン」 

2. 「Format (フオー マット）」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- ri 2 h (12 時間表示)」 

- 「24 h (24 時間表 示)」 

GPS 時刻の表示* 


1. メイン-メニュ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒツケ/ジカン」 

>「ジカン」 

2. 「 GPS タイム」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

13時刻を GPS と同期します。 

0時刻を GPS と同期しません。 


1. メイン-メニユ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

>「ヒツ'ケ」 

を選択し、決定してください。 


日付表示の設定 

日付の表示方法を切り替えることができます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリヨウ」 
>「七ッテイ」 

>「ヒツケ/ジカン」 

>「ヒッ'ケ」 

2. 「Format (フオー マット）」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- rDD . MM.YYYY (日.月.西暦年)」 

- 「 MM / DD/YYYY (月/日/西暦年)」 
- rVYYY / MM / DD 饱暦年/月/日）」 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒツ'ケ/ジカン」 

>「ヒツ'ケ」 

を選択し、決定してください。 

2. 「ヒツ'ケ」を選択してください。 

3. 任意の日付を設定し、 

決定してください。 

サマ—.タイムの設定 

サマー. タイムに合わせて時計の表示時刻を変 
更できます。 

1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

2. 「サマータイム」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

13サマー-タイムが有効になります。 
〇|サマー-タイムが無効になります。 


CiJ インフォゾーシヨン 

GPS 時刻に設定した場合、日時を手動で設定す 

ることはできません。 


126 インストルメント■パネルおよびマルチファンクション■ディスプレイ 


* 日本仕様に設定はありません。 















ダッシュボードのストップウォッチの時刻表示 
ダッシュボードのストップウォッチに時刻を 
表示させる設定をすることができます。 


システム ON 

すべてのポルシ X 「Active Safe (アクティブ- 
七ーフ）」機能は有効/無効にできます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ヒジケ/ジカン」 

2. 「ジカン-クロノ」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

時刻が表示されます。 

時刻は表示されません。 



アシスタンス-システム 

ポルシェ-アクティブ-七ーフの設定 
ポルシェ 「Active Safe (アクティブ■七ーフ）」 

機能は全体または部分的に無効にできます。 
設定はイグニッションの ON/OFF を切り替えて 
も保存され続けます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> rAssist , systems (アシスタンス- 
システム）」 

> 「Active Safe ( PAS )」 

を選択し、決定してください。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> rAssist , systems (アシスタンス ■ 
システム）」 

> 「Active Safe ( PAS )」 

2. 「システムオン」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

の アクティブ•セーフが ON になります。 
0アクティブ-セーフが OFF になります。 


画巧画すべてのポルシェ 「Active Safe (ア 
クティブ•セ-フ)」機能を OFF にす 
ると、マルチファンクション■ディ 
スプレイの下方にグレーのシンボル 
が表示されます。 

予期警告作動 

潜在的または予期警告機能はネ刀期設定では OFF 
になっています。緊急警告機能は作動状態に 
なっています。 

潜在的およびチ期警告機能は rPrewarning on 
(予期警告作動)」から作動させます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> rAssist , systems (アシスタンス • 
システム）」 

_ > 「Active Safe ( PAS )」 _ 


2. rPrewarning on (予期警告 ON )」 を選択 

してください。 

3. 選択を決定してください。 

の 予期警告が ON になります。 
m 予期警告が OFF になります。 


レーン.チェンジ.アシスト ( LCA ) 

ドア■ミラーの警告インジケーター(インフォ 
メーションおよび警告）は周囲の明るさによつ 
て自動的に調節されます。 

ドア-ミラーの警告表示の明るさを調節する 
基本的な明るさを調節できます。 

1. メイン.メニユ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> rAssist , systems (アシスタンス- 
システム）」 

> 「 LCA 」 


2. 「アカルサ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- 「 Dark 脂い)」 

- FMedium (中間)」 

- 「Bright (明るい)」 

設定作業中に新しく設定する明るさが短時間 
表示されます。これはインフ オメーショ ン•ス 
テージで表示される明るさのレベルです。警告 
ステージの明るさはインフ オメーシヨ ン•ス 
テージの明るさに基づきます。 

>インフ オメー シヨン-ステージの明るさは、 
ドア-ミラーを見た際に警告インジケー 
夕 一の点ながはっきりと確認でき、 フロン 
卜-ウィンドウを通してまっすぐ前を見て 
いるときはこの点なが確認できないように 
設定してください。 

レーン■チェンジ■アシストのインフ オメー 
ション/警告 ステー ジに関するインフ オメー 
シヨン： 

>「イン フオメーシヨ ンおよび警告 ステー ジ」 
(180 ぺージ）を参照してください。 
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トレーラーけん引中の制限速度表示* 
「トレーラー■モード」機能を使用すると、卜 
レーラーけん引用の制限速度を表示できます。 

1. メイン-メニュ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

> rAssist , systems (アシスタンス • 
システム）」 

> 「Speed Limit Info (制限速度情報)」 

2. 「トレーラモード」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-けート」 

トレーラーを検出すると（トレーラー■ヒッ 
チおよびトレーラー-コネクター接続状 
態)、トレーラーけん引用の制限速度が自動 
的に表示されます。 

-「スイッチオフ」 

トレーラーをけん引していない場合の制限 
速度が表示されます。この設定は、バイク- 
ラックなどを装着した車両に使用できます。 


A 菩告 _ I 集中力の低下 

ドライバーは、制限速度表示に関係なく、適切 
な速度で走行するなど、トレーラーけん引時の 
安全運転に努めてください。このシステムは、 
あくまでも補助的な機能のため運転時には細 
ムのを意を仏ってください。 

制限速度表示には、車両が制限速度を超過した場 
合の警告機能はありません。設定した制限速度に 
車両の速度を調整する機能でもありません。 

>十分を意して運転してください。 

>走行中の道路標識に常にを意を仏ってくだ 
さい。 

>交通状況に応じた速度で運転してください。 

>交通状況と車両周囲には常にを意を仏って 
ください。 

>トレーラーをけん引する場合、「才ート」が 
選択されていることを確認してください。 


の インフオタ ーシヨン 
-トレーラーをけん引している車両の最高制 
限速度は 80 km/h です。 

-ポルシェな外のサプライヤーのトレー 
ラー.ヒッチを後付けした車両では、トレー 
ラーまたはキャンピング-力一けん引用の 
制限速度は表示できません。 


ま線逸脱警告 

警告音が鳴るタイミングおよび音量は、マルチ 
ファンクション■ディスプレイで個別に調節で 
きます。 


警告タイミングの設定 

気づかないうちにま線を逸脱していることを 
ドライバーに警告するタイミングを調整する 
ことができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> 「 Assist , systems (アシスタンス- 
システム）」 

> 「Lane Pep . Warn . (車線逸脱警告)」 

2. 「Warning time (警告タイミング)」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- 「Late (遅い)」 

- 「Meddle (標準)」 

- 「 Early 焊い)」 

警告音量の設定 

気づかないうちにま線を逸脱しているときの 
警告音量を調整することができます。 

1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> 「 Assist , systems (アシスタンス- 
システム）」 

> 「Lane Dep . Warn . (ま線逸脱警告)」 

2. 「ケイコクオン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「オオキイ」 

-「ヒョウジュン」 

-「チイサイ」 
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* 日本仕様に設定はありません。 












ライト/視巧の設定 

エクステリア-ライト、インテリア-ライト、 
リバース（後退）ギヤ選択時の運転支援機能な 
どを個別に設定できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

を選択し、決定してください。 


エクステリア-ライトの設定 
r ガイブライト」メニューでは、ウエルカム- 
ホーム/エントリー機能の遅延消なモードな 
ど、ま両に装備されているエクステリア■ライ 
卜の機能を変更できます。 


1. メイン.メニュ ー: 「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ガイブライト」 

を選択し、決定してください。 


ウエルカム-ホーム/エントリー機能（遅延消' 
な）の設定 

ウエルカム-ホーム/エントリー機能の遅延消 
なモードを設定できます。 


1. メイン•メニュ ー: 「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ガイブライト」 

2. 「チェン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の遅延消灯を設定し、 
決定してください。 


右側/左側通行でへッドライトを切り替える 
(ポルシェ•ダイナミック•ライト-システム） 
ポルシェ-ダイナミック.ライト-システム装 
備までは、右側/左側通行でヘッドライトを切 
り替えることができます。 

の インフォ>ーシヨン 

停ま中のみ、ヘッドライトの右側/左側通行の 

切り替えができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ガイブライト」 

2. 「 L / R ドライブ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「ヒョウジュン」 

へッドライトが右側通行の位置になります 
(左ハンドル車)。 

-「八ンテン」 

へッドライトが左側通行の位置になります 
(左ハンドルま)。 


の インフォゾーシヨン 
ヘッドライトの位置を「ハンテン」にすると、 
イグニッションを ON にしたとき毎回、マルチ 
ファンクション■ディスプレイに 「 LHD/RHD 
へッドライトテキオウ」のメッセージが表示 
されます。 

マルチファンクション.ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ぺージ） 
を参照してください。 


ダイナミック-ハイ-ビームの作動/停止 
ダイナミック"ノ\イ.ビーム.コントロ ールの 
作動/停止が切り替えられます。設定はイク'' 
ニッションの ON / OFF を切り替えても保巧され 
続けます。 

1. メイン-メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ガイブライト」 

2. 「 Dyn . High beam (ダイナミック-ハイ- 

ビーム)」 を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

151 ダイナミック•ハイ-ビームが作動 
_します。 

回 ダイナミック-ハイ-ビームが停止 
します。 


インテリア•ライトの設定 

「ナイブライト」メニューでは、車両に装備して 

いるインテリア•ライトの機自長を変更できます。 

1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ナイブライト」 

を選択し、決定してください。 
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オリェン テーショ ン•ライトの明るさを調節する 
オリェンテーション■ライトの明るさを個別に 
調節できます。 

1. メイン-メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ナイブライト」 

2. 「ジョウコウ」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の明るさを選択し、 

決定してください。 

インテリア•ライトの遅延消なモードを設定する 
車両のドアを閉じた後のま内照明の遅延消な 
モードを個別に設定できます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ナイブライト」 

2. 「チェン」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の遅延消灯を設定し、 

決定してください。 


リバース（後退）ギヤ選択時のリヤ-ワイパー 
の作動設定 

雨天時にリバース（後退）ギヤを選択したと 
き、リヤ■ワイパーを自動的に作動させるかど 
うかを設定できます。 


1. メイン-メニュ ー :「シャリヨウ」 
>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

>「ワイパー」 

2. r リヤワイパー」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 


選択できる設定オプション： 

-「才ート」 

リバース（後退）ギヤを選択したとき、リ 
ヤ-ワイパーが自動的に作動します。 

-「マニュアル」 

リバース（後退）ギヤを選択しても、リヤ ■ 
ワイパーは自動的に作動しません。 

リバース（後退）オプションの調節 
リバース（後退）ギヤを選択したとき、ドア- 
ミ ラーおよび口ールアップ式ブラインドを 自 
動的に下げるかどうかを設定できます。 


1. メイン.メニユ ー :「シャリ ョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

> 「 Rev . オプション」 

を選択し、決定してください。 


駐車時に助手席ドア-ミラーを下向きにする 
運転席メモリーまたはコンフォート-メモリー 
装備まは、助手席側の車両後方下部にある障害 
物を視認しやすくするため、リバース（後退） 
ギヤを選択したときに、助手席ドア•ミラーを 
自動で下向きに切り替えることができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

> 「ライト/シカイ」 

> 「 Rev . オプション」 

を選択し、決定してください。 

2. 「ロワミラー」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

ドア-ミラーが下向きになります。 

I □ドア-ミラーは下向きになりません。 

駐車時にリヤ•口 ールアップ式ブラインドを下 
げる 

リバース（後退）ギヤを選択したとき、リヤ- 
ロールアップ式ブラインドを 自動的に下げる 
かどうかを設定できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ライト/シカイ」 

> 「 Rev . オプション」 

を選択し、決定してください。 

2. 「 R ブラインド」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

@リヤ-ロールアップ式ブラインドが下 
がります。 

13リヤ-□-ルアップ式ブラインドは下 
がりません。 
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ロックの設定 

ま両のロック/ ロック解除の設定を変更できます。 
イージ ー• エントリー機能を ON/OFF すること 
ができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ロック」 

を選択し、決定してください。 

ドアのロック解除機能の設定 
車両のロックを解除したときに、ロックが解除 
されるドアを特定できます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

_〉 r ロック J _ 

2. 「ドアアンロック」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「スべテノドア」 

車両のロックを解除すると、すべてのドア 
とリヤ■リッドのロックが解除されます。 

-ウンテン七キ 

車両のロックを解除すると、運転席ドアと 
リヤ.リツドのロックが解除されます。 


ドアのロック機能の設定 


イージー . エントリーの ON/OFF 


乗車した後の自動ロック機能を選択できます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

_>「ロック」_ 

2. 「ドアロック」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 


選択できる設定オプション： 

-「オフ」 

乗車後にドアは自動でロックされません。 

-「にオンノアト」 

イク''ニッションを ON にすると、ドアが自動 
的にロックされます。 

-「ハツシンゴ」 

車両を発進させると、ドアが自動的にロッ 
クされます。 


運転者の乗降性を高めるため、運転席シートと 
ステアリング-ホイールを自動的に遠ざけるこ 
とができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ツテイ」 

_ > 「ロック」_ 

2. 「 E . エントリー」を選択してください。 


3. 選択を決定してください。 


回, 

E1 


'— ジー■エントリーが作動します。 
ジー■エントリーは作動しません。 


才ート-ゾモリーの ON/OFF 

車両をロックしたとき、パーソナル設定を自動 
的にま両キーに保存するかどうかを設定でき 
ます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「□ック」 

2. 「才ートゾモリ」を選択してください。 


3. 選択を決定してください。 


置 


才ート ■ メモリーが作動します。 

才ート-メモリーは作動しません。 


パーソナル設定の保存および呼び出しに関す 
るインフォメーシヨン： 

>「パーソナル設定の保存」 （150 ぺージ）を参 
照してください。 
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エアコン設定 

才ートマチック-エアコン-システムの設定を 
個別に変更できます。 


1. メイン-メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「クライ卜」 

_を選択し、決定してください。_ 

風量調節 

送風の強さと送風量を調節できます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「クライ卜」 

2. 「エアフロー」 

を選択し、決定してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「ソフト（弱い）」： 

エア■ベントからの送風が和らぎます。空 
気の流れに敏感な乗員に適しています。 

- 「ノーマル （ふつう）」： 

標準の設定です。 

-「ストロング（強い)」： 

室内への送風が強くなります。 

風の流れをはっきりと感じられるようにな 
ります。 


間接ベンチレーシヨン-パネルの ON/OFF 内気循環モードの ON/OFF 


ダッシュボー ド上にある間接ベンチ レーシヨ 
ン-パネルは、 ON/OFF を切り替えることがで 
きます。 


1. メイン-メニュ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「クライゾート」 

2. 「ベントパネル」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

@ベンチ レーシヨ ン.パネルが作動し 
ます。 

ベンチ レーシヨ ン . パネルは作動し 
ません。 


七ンター-ベントの送風温度を下げる 
センターおよびドア■ピラーのベントからの送 
風温度を下げることができます。設定室内温度 
はそのままに保たれます。 


1. メイン.メニュ ー :「シャリ ヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「クラィゾート」 

2. 「七ンタクーラ」を選択してください。 

3. 選択を決定してください。 

13機能が作動します 

13 機能が作動解除されます。 


外気の巧れ具合に応じて、外気導入と内気循環 
を自動的に切り替えることができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「クラィゾート」 

2. 「ナイキジドウ」を選択してください。 


3. 選択を決定してください。 

ws § 自動内気循環モードが作動します。 
EI 自動内気循環モードは作動しません。 


リヤ.プラス機能の ON/OFF (Panamera 
Executive ) 

オート■ェアコンは車両後席でのェアコン設定 
にしたがって設定することができます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「クライゾート」 


2. fine , airflow rear (リヤ.プラス）」を選 

択してください。 


3. 選択を決定してください。 

13 リヤ-プラスが作動します。 
13 リヤ-プラスが停止します。 
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マ J レチファンクシヨン’ステアリング- 
ホイ ー J レのボタンの割り当て変ち* 

マルチファンクション-ステアリング•ホイー 
ルの MFS ボタ ンの割り当てを個別に変更でき 
ます。 

マルチファンクション•ディスプレイ、または 
PCM/CDR の機能を、 MFS ボタンに割り当てる 
ことができます。* 


1. メイン•メ ニュ ー :「シャ リョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ステアリング」 

2. 「マルチキー」 

を選択し、決定してください。 

3. rPCM キノウ*」または 

「Clusterfunctions (クラスター機能)」 

を選択し、決定してください。 

4. 任意の機能割り当てを選択し、 

決定してください。 

選択できる PCM 機能：* 

-「ソース」 

才ーディオ-ソースを切り替えます。 

-「オンリョウ」 

ボイス"コントロールが作動します。 

-「リピート」 

ナビゲーションの音声案内を繰り返します。 
- 「 Station/track (放送局/トラック）<」 
前の放送局/才ーディオ-トラック 
- 「 Station/track (放送局/トラック）>」 
次の放送局/オーディオ-トラック 
-「マップ」 

PCM にナビゲーション地図を表示します。 

- 「Menu change (メニュー変更)」 

メイン-メニュ ー■ エリアを変更します。 

- 「Surround View (サラウンド.ビュ ー ）」 
PCM のサラウンド-ビューの ON / OFF を切り 
替えます。 


利用できるインストルメント-パネルの機能： 

- rStart/Stop Chr . (スタート /ストップ 
クロノ）」 

Start/stop タイミング' 

- 「Vehicle menu (車両メニュ ー )」 

ま両メニューを表示します。 

- 「Trip menu (トリップ.ゾニュ ー ）」 

トリップ-メニューを表示します。 

- 「TPM menu (TPM メニュ ー )」 

TPM メニューを表示します。 

- rChrono menu (クロノ •メニユ ー ）」 

スポーツ’クロノ-メニューを表示します。 

- 「ACC menu (ACC ゾニュ ー ）」 

ACC メニューを表示します。 

- rAudio menu (才ーディオ.ゾニュ ー） *」 
才ーディオ-メニューを表示します。 

- 「Phone menu (電話ニュ ー） *」 

電話メニューを表示します。 

- 「Navi m 饥 U (ナビゲーシ ヨン.メニュ ー ） *」 
ナビゲーション-メニューを表示します。 

- 「Map menu (マップ■ゾニュ ー） *」 
マルチファンクション-ディスプレイにナ 
ビゲーション地図を表示します。 

利用できるま両機能： 

- rStart/Stop (スタート /ストップ)」 

オート.スター ト/ストップ機能の ON/OFF 
を切り替えます。 

- 「Lane Dep . Warn . (ま線逸脱警告)」 

ま線逸脱警告システムの ON/OFF を切り曾 
えます。 


警告/インフオターシヨン音量を設定 
する 

警告/パーキング•アシスタント•インフオメー 
ション音量を変更できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「オンリョウ」 

を選択し、決定してください。 


パーキング-アシスタントの警告音量を設定する 
パーキング■アシスタント■インフ オメーシヨ 
ンのボリュームを変更できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「オンリョウ」 _ 

2. 「パークアシスト」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 


選択できる設定オプション： 
-「オオキイ」 

-「ヒョウジュン」 

-「チイサイ」 


* 日本仕様に設定はありません。 
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警告音量を設定する 

警告音のボリュームを個別に変更できます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリ ヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「オンリョウ」 

2. 「ケイコクオン」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

-「オオキイ」 

-「ヒョ ウジュン」 

-「チイサイ」 

単位の設定 

インストルメント.パネルのデジタル-スピー 
ドメーター、エアコン■ディスプレイの温度 
計、マルチファンクション■ディスプレイの夕 
イヤ空気圧表示など、車両の測定単位を設定で 
きます。 


1. メイン-メニュ ー :「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ユニット」 

を選択し、決定してください。 


スピードメーターの単位の設定 
スピー ド メーターのスピー ドおよび距離の表 
示単位を変更できます。 

1. メイン-メニユ ー :「シャリヨウ」 

>「七ッテイ」 

>「ユニット」 

2. 「スピードゾータ」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- rkm / km / h 」 

- 「Miles / mph 」 

温度計の単位の設定 

温度計の測定単位を変更できます。 

1. メイン-メニユ ー :「シャリヨウ」 

>「七ツテイ」 

>「ユニット」 

2. 「オンド」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- 「で（摂氏)」 

-「 T 揮氏)」 


タイヤ空気圧モニタリング•システムの表示単 
位の設定 

タイヤ空気圧モニタリング•ディスプレイの測 
定単位を変更できます。 

1. メイン•メニユ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ユニット」 

2. 「クウキアツ」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- 「 bar 」 

- rpsij 

ブースト圧計（過給圧計）の単位の設定 
ターボ •エンジン装備までは ブース ト圧計（過 
給圧計）の単位を設定することができます。 

1. メイン•メニユ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「ユニット」 

2. 「夕ーボアツ」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- 「 bar 」 

- rpsij 
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平均燃費の表示単位の設定 
平均燃費の表示単位の設定ができます。 

1. メイン.メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ツテイ」 

_>「ュニット」_ 

2. 「ネンピ」を選択してください。 

3. 任意の設定を選択し、 

決定してください。 

選択できる設定オプション： 

- n/lOOkmJ 
- rmpg ( US )」 

- rmpg ( UK )」 

- rkm / l 」 

言語設定 

マルチファンクション•ディスプレイに表示する 
テキストの言語を切り替えることができます。 


1. メイン•メニュ ー: 「シャリョウ」 
>「七ッテイ」 

>「ゲンゴ」 _ 

2. 希望の言語を選択し、 

決定してください。 


ポルシェ-力一-コネクトの設定* 

お客様の車両とポルシェ-力一*コネクト•ア 
プリ間の通信を作動/停止できます。 


1. メイン•メニュ ー :「シャリョウ」 

>「七ッテイ」 

>「力ーコ不クト」 

2. 「プライバシー」を選択してください。 


3. 選択を決定してください。 

■ a プライバシ~機能が作動します。 
I □プライバシー機能が停止します。 


「プライバシー」機能を作動すると、車両固有 
の情報がポルシェ■カー-コネクト-アプリに 
送信されません。このアプリを使用したま両設 
定は実施できません。 

契約が有効でない場合、「プライバシー」機能 
は使用できません。 

ポルシェ•力一-コネクト-アプリに関するイ 
ンフオメ ーシヨン： 

> 「ポルシェ.力一.コネクト*」 （191 ぺージ） 
を参照してください。 

更に詳しし、情報は www . porsche . com/connect 
またはポルシ X 正規販売店から入手でき 
ます。 


面 インフォゾーシヨン 
-「プライバシー」機能を作動していても、故 
障時、緊急電話をかけたとき、または盗難 
に遭遇したときなどにま両位置に関する情 
報が送信可能になります。 

ポルシェ-力一-コネクト-アプリ機能に 
関する更に詳しい情報は www . porsche . com / 
connect またはポルシ： L 正規販売店から入 
手できます 

-次に購入されるお客様に「プライバシー」機 
能を作動することが可能であることについ 
て説明してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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警告と情報ゾッセージの概要 

警告メッセージが表示されたときは、本書の該当する説明を必ず読んでください。 

すべての作動条件が満たされた場合のみ、警告メッセージが表示されます。 

このため、すべてのフルード-レベルを定期的に点検してください。特にエンジン■オイル-レベルは、給油の前に毎回点検してください。 

警告と情報ゾッ七ージの分類 

システムのが障または警告 

>直ちにポルシ X 正規販売店で点検を受けてくださいド)。 

作動の不具合、またはシステム故障を知らせる警告 
>次の機会にポルシ X 正規販売店で点検を受けてくださいド)。 

インフ オメー シ ヨン/メッ七ー ジ 

>次の機会にポルシェ正規販売店で点検を受けてくださいド)。または、お客様ご自身で対処してください。 


インストルゾント ■ 
パネルのライト 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション•ゾッ七ージ 

意巧/対処法 


— 

ユアツヒクスギ 
アンゼンニテイシヤスル 

直ちに安全な場所に停ましてエンジンを OFF にしてください。運転を続けないでください。 
マルチファンクション•ディスプレイ上で「オイルレベル」を選択してください。必要 
に応じてエンジン-オイルを補充してください。 

オイル*レベルが適正でも警告灯が点灯するときは、運転を続けないでください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



ユアツソクテイコショウ 
ウンテンカノウ 
八ンバイテンへ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



オイルオンドタカスギ 
フカヲサゲル 

エンジンを OFF にして冷やしてください。オイル•レベルを点検し、必要に応じてオイ 
ルを補充してください。 


— 

オイルオンドヒョウジコショウ 
ウンテンカノウ 
八ンバイテンへ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



オイルレベルソクテイコショウ 
八ンバイテンへ 
ウンテンカノウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



オイルレベルカゲンニトウタツ 
オイルホジュウ 

早急にエンジン-オイルを補充してください。 


— 

オイルカゲンイカ 
タダチニホジュウ 
ウンテンフカ 

早急にエンジン-オイルを補充してください。 
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インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾツ七ージ 

意味/対処法 


^3^ 

オイルレベルジョウゲン 
八ンバイテンへ 
ウンテンカノウ 

次の機会にポルシェ正規販売店でオイル*レベルを適正値に調整してください。* 

水温計の警告灯が点灯 


エンジンコウオン 

レイキヤクノタメテイシヤスル 

クーラント温度または油温が高すぎます。 

エンジンを OFF にして冷やしてください。 

クーラントまたはエンジン*オイルのレベルを点検してください。 

クーラントまたはエンジン*オイルを、必要に応じて補充してください。 

水温計の警告灯が点滅 

■ 

クーラントタダチニホジュウ 
ウンテンフカ 

エンジンを OFF にして冷やしてください。 

クーラント•レベルを点検してください。必要に応じてクーラントを補充してください。 

水温計の警告灯が点滅 

国 

クーラントオンド 
ヒョウジコショウ 
ウンテンカノウ 
ハンバイテンへ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


m 

オルタネーターコショウ 
テイシヤスル 

安全な場所に停ましてエンジンを OFF にしてください。 

運転を続けないでください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


wm 

ブーストアツヒョウジコショウ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

な 

口 

エンジンパワーテイカ 
ウンテンカノウ 
ハンバイテンへ 

ポルシェ正規販売店にごネ目談ください。* 

な 

口 

エンジン七イギョコショウ 
ハンバイテンへ 
ウンテンカノウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


口 

バッテリデンアツテイカ 
デンソウヒンシヨウフカ 

バッテリーの放電を防ぐため、様々なコンフォート機能への電源供給が停止されます。 


口 

バッテリホウデン 
エンジンヲシドウ 
チョウジカンサドウスル 

バッテリーを充電するため、早急にエンジンを始動してください。 



スタート/ストップシヨウフカ 

スタート/ストップ機能が利用できません。 
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インストルゾント • 
パネルのライト 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告 およびインフォゾーション•ゾッ七ージ 

意巧/対処法 


wm 

スタータマニュアル 

イグニッションを使用して、手動でエンジンを始動してください。 


/' 

イグニッション OFF ニスル 

バッテリー上がりを防ぐため、エンジンが自動的に停止した後、車両から離れるとき 
はイグニッションを OFF にしてください。 

セレクター.レバー 
位置表示が点滅 

1^1 

七レクターレバータダシイ 
イチニソウサ 

PDK トランスミッション： 

セレクタ—.レバーが2つのポジションの間にある可能性があります。 

セレクタ—.レバーを正しい位置にシフトしてください。 


_ _ 

巡 

ギヤレバーヲ 

P ポジションへソウサ 

PDK トランスミッション： 

車両を停止させ、固定するには、セレクター■レバーを P の位置にしてください。 

セレクター.レバー 
位置表示が点滅 

■ 

T/M コショウ 

アンゼンニテイシヤスル 

PDK トランスミッション： 

インストルメント.パネルにセレクター.レバーの位置が表示されません。 

次に停まするまでは走行ができます。 

そのまま運転を続行することはできません。直ちに安全な場所に停ましてください。 
取扱説明書の「けん引」の章をお読みください。ポルシ： L 正規販売店まで車両をけん 
引してください。 


■ 

T/M コショウ 

アンゼンニテイシヤスル 

テイプトロニック S トランスミッション： 

インストルメント■パネルにセレクター-レバーの位置が表示されません。 
トランスミッションが3速ギヤに固定されます。リバース*ギヤに変速することができ 
ます。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



ギヤボックスオーバーヒート 
レイキヤクノタメテイシヤスル 

トランスミッションの温度が高すぎます。 

エンジンを OFF にして冷やしてください。 

セレクター.レバー 
位置表示が点滅 


T/M コショウ 

R ギヤフカ 
ウンテンカノウ 

PDK トランスミッション： 

ギヤシフトの快適性が制限され、リバース•ギヤに入りません。 

早急にポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



T/M コショウ 

R ギヤフカ 
ウンテンカノウ 

テイプトロニック S トランスミッション： 

スムーズな変速ができなくなります。 

早急にポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



T/M オンドタカスギ 
フカヲサゲル 

PDK トランスミッション： 

車両発進時は異常をならせる不自然な動きが感じられるとともに、エンジン出力が制限 
されます。 

例えば坂道では、アク七ル■ペダルの操作で車両を静止させないでください。停ま中は 
ブレ—キ.ペダルを踏んでください。 

エンジンにかかる負荷を小さくしてください。可能であれば安全な場所に停ましてくだ 
さい。 

警告が消'えるまでセレクター•レバーを P または N 位置にしてエンジンをアイドリングさ 
せてください。 
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インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾツ七ージ 

意味/対処法 



1 T/M オンドタカスギ 

1 フカヲサゲル 

ティプトロニック S トランスミッション： 

トランスミッションの温度が高すぎます。エンジン-トルクが制限されます。例えば坂 
道では、アクセル■ペダルの操作でま両を静止させないでください。停ま中はブレー 
キ■ペダルを踏んでください。エンジンにかかる負荷を小さくしてください。可能であ 
れば安全な場所に停ましてください。警告が消えるまでセレクター-レバーを P または 

N 位置にしてエンジンをアイドリングさせてください。 



1 シフトレバーヲ P ポジション 

1 へソウサ 

PDK / ティプトロニック S トランスミッション： 

イク''ニッション■ロックからキーを抜き取る前にセレクター-レバーを P の位置にして 
ください。 

危険：セレクター-レバーを P の位置にしなかった場合、車両が不意に動き出す危険が 
あります。 



ギヤレバーヲ P マタハ N 
ソウサ 

PDK / ティプトロニック S トランスミッション： 

セレクタ—.レバーが P または|\|の位置にあるときのみエンジンを始動することができます。 


wm 

ブレーキペダルヲソウサ 

始動時はブレーキを踏んでください。 


EW3 

テンケンディーゼル 

1 フィルター 

シュウリ ヒツヨウ 

ディーゼル•パティキュレート • フィルターがすすでいっぱいです。フィルターを自動清 
掃するためのドライビング■スタイルで運転してください。約15分間、 60 km / hJa 上の速度 
と2,000 「 pmlU 上のエンジン回転数を維持して走行してください。法定速度を遵守してくだ 
さい。 * 警告メッセージが消えない場合、ポルシ王正規販売店で修理してください。* 

、乃’ 

El 

エンジンシドウ 

このメッセージは、ディーゼル•エンジン車の始動時に外気温やエンジン温度に応じて、 
グロー■プラグ予熱フェーズ中に表示されます。エンジンが始動すると、メッセージは 
消えます。* 

風 


ブレーキフルードレベル 
アンゼンニテイシヤスル 

直ちに適切な場所に停ましてください。運転を続けないでください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

倒 

■ 

1 ブレーキリョク 

ハイブンコショウ 
アンゼンニテイシヤスル 

直ちに適切な場所に停ましてください。運転を続けないでください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



ABS/PSM コショウ 
ウンテンカノウソクドチュウイ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


laa 

1 マモウゲンド 

ブレーキパッド 
ウンテンカノウ 

直ちにポルシェ正規販売店でブレーキ-パッドを交換してください。 

ポルシ： L 正規販売店にごネ目談ください。* 

(①） 

点滅 


パーキングブレーキカイジョ 

エレクトリック.パーキング-ブレーキのスイッチを引いてください。 

風 


ブレーキペダルヲソウサ 

エレクトリック.パーキング.ブレーキを解除するときは、ブレーキ-ペダルを踏んで 
ください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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インストルゾント • 
パネルのライト 


風 


(①) 

点滅 




マルチファンクション-ディスプレイの 
警告およびインフオゾーシヨン•ゾッ七ージ 



パーキングブレーキコショウ 
ウンテンカノウ 


キンキユウブレーキ 



勇 


パーキングブ レー キサービス 
モード 


PSM コショウ 

八ンバイテンへ 

ウンテンカノウソクドチュウイ 


PSM オフ 


PSM オン 


PASM コショウ 
PSM オン 

ウンテンカノウソクドチュウイ 


PSM シンダンチュウ 


口ールモードサドウ 


4 WD コショウ 
PSM オン 

ウンテンカノウソクドチュウイ 


4 WD システムカフカ 
コウリンノミクドウ 
フカヲサゲル 


4 WD システムコショウ 
ウンテンカノウソクドチュウイ 


意巧/対処法 


ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


エレクトリック-パーキング-ブレーキの緊急ブレーキ機能が作動しています。 


ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


ポルシェ-スタビリテイ.マネージメントが OFF になっています。 


ポルシェ.スタビリテイ.マネージメントが ON になっています。 


ハンドリング性能に悪影響が出ます。状況に応じた速度で運転してください。 
ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


ポルシェ-スタビリティ-マネージメントが診断-モードです。 


口ール.モードが ON になっています。 


ポルシェ-トラクシヨン•マネージメントの負荷が過大です。負荷を小さくしてくだ 
さい。故障が継続する場合、ポルシ： L 正規販売店で修理してください。* 


ポルシェ-トラクシヨン•マネージメントの負荷が過大です。 
負荷を小さくしてください。 


ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾツ七ージ 

意味/対処法 


wm 

スポーツモード 
シヨウフカ 

スポーツモードが一時的に使用できません。 



1 スポイラーコショウ 

1 ソクドサゲル 

走行安定性が損なわれます。慎重な運転をムがけてください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


— 

サンルーフカンゼンニトジル 

サンルーフを閉じてください。 

燃料計の警告灯が点な 

"5" 

ソウコウカノウキョリ 
チュゥィ 

最寄りの給油所で給油してください。 


て 

ネンリョウケイコショウ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

苗 

"X" 

ネンリョウタンク 
キャップテンケン 

燃糾給油□のキャップを正しく取り付け、確実に閉じてください。 


の ミ游ャ -ェキ 

ウォッシャー液を補充してください。 

み 

,-■1 

シートベルトヲ 
シテクダサイ 

車両に乗ましたら、安全のため、すべての乗員がシートベルトを着用してください。 


wm 

1 ホコウシャホゴサドウ 

ボンネットトジル 
ハンバイテンへ 

ポルシ： L 正規販売店にご相談ください。* 


面 

コショウホコウシャホゴ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



エアバッグケイコクコショウ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



リヤ-ドア用チャイルド•ロックが故障しています。チャイルド•ロックを OFF にして 
から再度 ON にしてください。故障が継続する場合、ポルシェ正規販売店で修理してく 
ださい。* 


ステアリングロックカイジョ 

ステアリング-ホイールを左右に回して、ステアリング-ロックを解除してください。 



1 巧おぶ巧 A 

ウンテンカノウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルゾント • 
パネルのライト 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告 およびインフォゾーション•ゾッ七ージ 

意巧/対処法 


廟 

ステアリングアシスト七イゲン 
ウンテンカノウソクドチュウイ 

ステアリングのアシストカが一時的に制限されます。 


婦 

1 ステアリングフルード 

ホジュウ 
ウンテンカノウ 

PDCC 装備ま： 

パワ ー■ ステアリング.フルード.レベルが低すぎます。 

ポルシェ正規販売店にご相談ください。* 


— 

に N キーヌキトル 

イグニッシヨン-キーを抜き取ってください。 


— 

キーケンチフカ/ショウガイ 
キーノイチヲヘンコウスル 

キーを携行していることを確認してください。 



イダニッションキーノデンチ 
ヲコウカン 

キーの電池を交換してください。 



ラゲツジルームカラキーヲ 
トリダシマス 

キ—をラゲッジ.コンパートメントから取り出してください。 


尸-、 

■ 

Panel: turn left, remove, insert 
ign. key (スイッチ部:左へ回し、 
取り外し、キーを差し込む） 

キーが車両内で認識されない場合、イク''ニッシヨンを ON にすることができません。ま 
たエンジンを始動することもできません。コントロール-ユニットをイグニッシヨン • 
ロック位置 0 に回して、イグニッシヨン* ロックから取り外してください。 

キー(エマージェンシー■キ ー J ^ 外）でイグニッシヨンを ON にしてください。 


n 

シャーシシステム 
コショウ 

ウンテンカノウソクドチュウイ 

ハンドリング性能に悪影響が出ます。状況に応じた速度で運転してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


■ 

レベルチョウカ 

1 ウンテンジュンビ 

デキルマデマツエンジンシドウ 

地面と車両の間のクリアランスが不十分で走行できません。直ちに適切な場所に停ま 
してください。 

発進または走行を続行しないでください。調整を可能にするため、すべてのドアを閉 
じ、可能であればエンジンを始動します。レべリング■システムが車高を自動的に再 
度調整します。調整には数分かかることがあります。 

不具合が繰り返す場合、ポルシェ正規販売店で点検/修理を行ってください。* 


■ 

シャーシシステム 
コショウ 

アンゼンニテイシャスル 

直ちに適切な場所に停車してください。運転を続けないでください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


ウンテンカノウソクドチュウイ 

ハンドリング性能に悪影響が出ます。状況に応じた速度で運転してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾッ七ージ 

意味/対処法 


PDCC コショウ 

Eifl PSM オン 

ウンテンカノウソクドチュウイ 

ハンドリング性能に悪影響が出ます。状況に応じた速度で運転してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


— 

，■ィ 

リヤデフロックコショウ 
ウンテンカノウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

(!) 

— 

タイヤテンケン 

タイヤ空気圧モニタリング-システムが空気圧の低下を検出しました。160 km/hiu 下で 
走行中は空気圧が少なくとも20%または 0.5bar 不足しており、160 km/htU 上で走行中は 
空気圧が規定空気圧より少なくとも 0.4bar 不足しています。 

安全な場所に停まし、タイヤの損傷を点検してください。 

必要に応じてパンク修理剤で応急処置を行い、タイヤ空気圧を適正値に調整してください。 

(!) 


エアホジュウ 

タイヤ空気圧モニタリング*システムが少なくとも 0.3bar の空気圧の低下を検出しました。 
次の機会にタイヤ空気圧を調整してください。 

(!) 

■ 

No monitoring 勢 stem 
learning above さ5 km/h 
(モニターシステムは 25 km/h 
な上でないと学習しません） 

タイヤ空気圧モニタリング■システムがタイヤの登録を完了するまでには一定の時間が 
必要です。 

このプロセスを実行中は、マルチファンクション■ディスプレイに現在のタイヤ空気圧 
が表示されません。 

(1) 

CD 

1 タイヤクウキアツモニター 

1 コショウ 

シュウリヒツヨウ 

タイヤ空気圧モニタリング-システムが故障しています。タイヤ空気圧は監視されませ 
ん。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

(!) 

MBM タイヤモニターサドウ七ズ 

イチジテキ 

外部からの干渉など（別のホイール-トランスミッターなど）のためにタイヤ空気圧モ 
二タリング.システムの一時的な不具合が発生、またはホイール.トランスミッターが 
オーバーヒートしています。タイヤ空気圧は監視されません。 

(!) 

■m タイヤヘンコウ？ 

■坦 ■ サ斗もッテイヲシテクダサイ 

ホイールを交換した後は、マルチファンクション■ディスプレイのタイヤ設定を必ず更 
新してください。 


MM 

サイドマーカーオン 

ドライビング•ライトまたはま幅灯が点灯しています。 



パーキングライトオン 

左または右のパーキング*ライトが点灯しています。 


MM 

1 例： 

1 テンケンヒダリフロント 

インジケーター 

表示されたライトが点灯していません。 

該当するライトを点検してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 

ID 

点滅 

因 

1 コーナリングライトコショウ 

1 シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルゾント • 
パネルのライト 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション•ゾッ七ージ 

意巧/対処法 

%〇 

点灯 

口 

へッドライト七イギョコショウ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



ミキ'/ヒダリコーナーライト 
コショウ 

シュウリヒツヨウ 

表示されたライトが点灯していません。 

バルブ（電球）を点検してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


MM 

へッドライトビームチョウ七イ 
コショウ 

シュウリヒツヨウ 

スピードを落とし、を意して運転してください。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理し 
てください。* 


wm 

PDLS+ ゲンザイ七イゲン 
カメラガゾウナシ 
ガラス七イソウ 

PDLS + がカメラ故障のために一時的に利用できなくなっています。 


ra 

PDLS+ コショウ 
ハイビームシュドウソウサ 
シュウリヒツヨウ 

PDLS + がカメラ故障のために一時的に利用できなくなっています。 


wm 

レイン/ライト七ンサーコショウ 
シュウリヒツヨウ 

ワイパーおよびライトは手動で操作してください。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理 
してください。* 


ra 

ワイパーコショウ 
八ンバイテンへ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


wm 

アシストシステム/カメラ 
シヨウフカ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


ra 

フロントカメラ七イゲン 
ガラス七イソウ 

アシスタンス-システム/カメラが天候状態やフロント-ウィンドウの巧れにより一時 
的に使用できなくなっています。フロント■ウィンドウの清掃が必要な場合があります。 



シャ七ンケイコク 
ゲンザイ七イゲン 
カメラガゾウナシ 
ガラス七イソウ 

ま線逸脱警告が天候状態やフロント-ウィンドウの巧れにより一時的に使用できなく 
なっています。 



シャ七ンイツダツケイコク 
ゲンザイシヨウフカ 

ま線逸脱警告が一時的に制限されています。 


因 

シャ七ンケイコクコショウ 
シュウリヒツヨウ 

車線逸脱警告が故障しています。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾツ七ージ 

意味/対処法 


wm 

レーンアシストゲンザイ 
シヨウフカ 

レーン-チェンジ-アシスト (LCA) が天候状態や粉塵により一時的に利用できなくなっ 
ています。 

ボタンを押して LCA を再作動させてください。 


— 

レーンアシストシヨウフカ 
シュウリヒツヨウ 

レーン-チ： L ンジ-アシストの故障をポルシ王正規販売店で修理してください。* 


mm 

レーンアシスト七ンサーヨゴレ 
リヤバンバー七イソウ 

レーン■チェンジ•アシスト (LCA) センサーがキヤリア、ステッカー、巧れまたは氷結 
などにより阻害されています。原因を取り除き、ボタンを押して LCA を再作動させてく 
ださい。 



レーンアシスト 
トレー フー モード 
シヨウフカ 

けん引しているときはレーン-チェンジ*アシスト (LCA) を使用できません。 



アンゼンニテイシヤスル 
トレーラヒッチロックスル 

直ちに適切な場所に停ましてください。運転を続けないでください。 

ボール*ヒッチがロック位置になっていません。 

ロック位置になるまでボタンを巧してください。 


X 

口ーンチコントロールサドウ 

口ーンチ.コントロールが作動しています。 


产： 

キョリ 
ブレーキ 

前走まとの車間距離が十分ではありません。ブレーキを踏んで、車間距離を調節して 
ください。 


— 

ACC/PAS シヨウフカ 
シュウリヒツヨウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



ACC シヨウフカ 
七ンサーヨゴレ 
七イソウスル 

アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) が天候状態またはセンサーの巧れにより 
一時的に使用できなくなっています。センサーの清掃が必要な場合があります。 


^3 

ACC フカ 

P ブレーキモドス 

エレクトリック-パーキング-ブレーキが作動したため、アダプティブ-クルーズ • 
コントロールの制御が中断されました。 



システムコショウ 
ウンテンカノウ 
八ンバイテンへ 

複数の電気系統のシステムが故障している可能性があります。 

スピードを落とし、ミ主意して運転してください。 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


丘 

コショウ 

メ■—夕ーパネノレ/ 

パークアシスト 
シュウリヒツヨウ 

方向指示灯の音、警告音および距離信号（パーキング•アシスタントなど）が作動して 
いません。 

駐車するときなどはミ主意してください。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 
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インストルゾント • 
パネルのライト 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション•ゾッ七ージ 

意巧/対処法 


wm 

コショウリヤパークアシスト 
シュウリヒッヨウ 

警告音およびパーキング*アシスタントの距離信号などが使用できません。 

駐車するときなどはミ主意してください。ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 



七イゲンソクド 
ゲンザイ七イゲン 
カメラガゾウナシ 
ガラス七イソウ 

速度制限表示が天候状態やフロント-ウィンドウの巧れにより一時的に使用できなく 
なっています。 * フロント-ウィンドウの清掃が必要な場合があります。 


四 

ソクド七イゲン info ゲンザイ 
七イゲンチュウ 

ナビゲーシヨン•データの受信が一時的に使用できなくなっています。* 



ソクド七イゲン info ゲンザイ 
ムコゥ 

カメラの画質評価が一時的に使用できなくなっています。* 



七イゲンソクドヒョウジコ 
ショウ 

シュウリヒッヨウ 

カメラまたはナビゲーシヨン-システムに故障があります。 * ポルシェ正規販売店で 
故障を修理してください。* 



VTS ユウコウコードイレテ 
カクテイスル 

リモート■キーパッドを使用してコードを入力し、選択を決定し、 PVTS を停止してく 
ださい（ポルシェ車両追跡システム）。* 


— 

VTS ユウコウXフンイナイニ 
コードイレル 

リモート.キーパッドを使用してコードを入力し、選択を決定して、 PVTS を停止して 
ください（ポルシェ車両追跡システム）。* 


— 

ドライバーカードヒケンシュッ 

キーを使用してドライバー-カードを再度作動してください。必要に応じてコント 
口ール■センターにご相談ください。* 


の 

ドライバーカード 
デンチホウデン 
コウカンヒッヨウ 

バッテリー電圧が低すぎます。ドライバー•力ード•バッテリーを交換してください。* 


口 

Remote キーパッド 
デンチホウデン 
コウカンヒッヨウ 

バッテリー電圧が低すぎます。リモート•キーパッド•バッテリーを交換してください。* 


国 

エマージェンシーコールサドウ 

車両からの緊急電話がコントロール-センターで確認されました（スマートフォン- 
アプリ*ポルシェ-力一*コネクト用）。* 
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* 日本仕様に設定はありません。 














インストルメント- 
パネルの ライト 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告およびインフォゾーション-ゾツ七ージ 

意味/対処法 

水温計の警告灯が 
点滅 

— 

エンジン七イギョコショウ 
八ンバイテンへ 
ウンテンカノウ 

ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してください。* 


B 

例： 

メンテナンス： 

XXX km 

サービス.インジケーター 

表示されている距離/期日を過ぎる前にメンテナンスを行ってください。 

ただし、整備手帳に掲載されているサービス■インターバルを優先してください。 


* この作業はポルシェ正規販売店での実施を推奨します。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用 
装置を駆使し、確かな整備をお約束します。 
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パーソナル設定 




概要-パーソナル設定 

この概要説明は後述の「パーソナル設定」 
わるものではありません。 

操作する上での概要のみでなく、「警告」 
ずお読みください。 


どこで設定の保存/呼び出しができま 
すか？ 

キーによりドアをロック/ロック解除 
すると自動的に行われます。 


ボタン1、2、またはボタン3 (助手席 
ドア）を使用して手動で行います。 


運転席ドアのキー-ボタン-，〇を使用 
して手動で行ってください。 


に代 


を必 


設定のキーへの自動保存 設定の運転席ドアのボタンへの手動保存 

( r オート-ゾモリー」機能作動時） 




どのような設定の保存/呼び出しができますか？ 


人間工学に基づいた設定 

-運転席シートおよびドア■ミラー（運転席メモリー■パッケージ） 

-運転席シート、ドア•ミラー、電動ステアリング■コラム（コンフォート•メモリー■パッケージ） 
コンフォート設定（コンフォート.メモリー.パッケージ） 

-エアコン、マルチファンクション•ディスプレイおよびポルシェ•コミュニケーション■マネージメ 

ント ( PCM )* 

必要条件：マルチファンクション■ディスプレイで、「才ート-メモリー」機能を有効にしてください。 
>「才ート•メモリーの ON / OFF 」（131 ぺージ）を参照してください。 

知識：「才ート-ゾモリー」機能を有効にした場合、キーまたはキ ー• ボタンぺに保存した設定は、ま両 
をロックするたびに更新されます。 

人間工学に基づいた設定 

-運転席シートおよびドア•ミラー（運転席メモリー■パッケージ） 

-運転席シート、ドア•ミラー、助手席シート、電動ステアリング■コラム（コンフォート•メモリー ■ 
パッケージ） 

人間工学に基づいた設定 

-運転席シートおよびドア■ミラー（運転席メモリー■パッケージ） 

-運転席シート、ドア•ミラー、電動ステアリング•コラム（コンフォート•メモリー■パッケージ） 
コンフォート設定（コンフォート•メモリー-パッケージ） 

-エアコン、マルチファンクション■ディスプレイおよびポルシェ•コミュニケーション■マネージメ 

ント ( PCM )* 

設定は運転席ドアのキー*ボタンおよびキーに保存されます。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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運転席メモリー•ボタン（運転席メモリーまたはコ 
ンフオート • メモリー） 


パーソナル設定の保巧 

運転席メモリー機能またはコンフオート•メモ 
リー機能と併用することで、パーソナル設定を 
車両キーおよびドアのメモリー•ボタンに保存 
することができます。 

運転席メモリー機能装備まの場合、運転席ドア 
にメモリー•ボタンがあります。コンフオー 
卜 •メモリ 一機能装備車の場合、運転席ドアと 
助手席ドアにメモリー-ボタンがあります。 

運転席ゾモリー 

運転席メモリー機能では、な下の人間工学に基 
づいた設定を保存することができます： 

-運転席シート 
-ドア•ミラ¬ 



ム ま意 


助手席ドア■メモリー•ボタン（コンフォート■メモ 
リ ー) 

コンフォート • ゾモリー 

コンフォート•メモリー機能では、な下の人間エ 
学に基づいた設定を保存することができます： 

-運転席シート 

-助手席シート（設定は助手席ドアのメモ 
リー-ボタンにのみ保存されます。） 

-電動ステアリング-コラム 
-ドア■ミラー 

な下の コンフォ ート設定も保存できます： 

-エアコン 

-マルチフアンクシヨン.ディスプレイ 
-ポルシェ.コミュニケーシヨン. マネー ジ 
メント ( PCM )* 


シート、ミラー、およ 
び電動ステアリング • 
コラムの自動設定の 
呼び出し 

メモリー設定が予期せめタイミングで起動し 
た場合、身体の一部が挟まれたり、圧迫される 
恐れがあります。 

> メモリー■ボタンまたはシート調節ボタン 
のいずれかを押すと、設定の自動呼び出し 
機能をキャンセルできます。 

>お子様のみを車内に残さないでください。 

LiJ インフォゾーシヨン 
マルチファンクション■ディスプレイで自動保 
巧機能を作動状態に設定している場合、車両を 
ロックすると、設定内容がキーに自動的に保存 
されます。 

自動保存機能の ON / OFF に関するインフォメー 

シヨン： 

>「才ート.メモリーの ON / OFF 」（131 ぺージ） 
を参照してください。 

マルチファンクション•ディスプレイの自動保 
存機能の作動に関係なく、設定はキー（キー- 
ボタン-，€>を押す）およびメモリー•ボタン 1 
または2に保存することができ、そこから呼び 
出すことができます。 
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* 日本仕様に設定はありません。 



















キーへの設定の保存 

人間工学に基づいた設定とコンフォート設定 
をキーに個別に割り当てることができます。 

CiJ インフォ*—ション 
各メモリーの情報は最大で4本のキーに保存す 
ることができます。この他のキーについては、 
4本目のキーのメモリー情報が保存されます。 

車両のロックによる自動保存 

マルチファンクション•ディスプレイで、この機 

能を作動させる設定に切り替えてください。 

自動保存機能の ON / OFF に関するインフォメー 

ション： 

>「才ート.メモリーの ON / OFF 」（131 ぺージ） 
を参照してください。 

-ま両をロックすると、設定が使用中のキー 
に保存されます。 

-ポルシェ•エントリ ー& ドライブ装備車の 
場合、ドア■ハンドルのロック-ボタンを 
押すと、設定が保存されます。 

「オート-ゾモリー」機能が役立つ状況 
各ドライバーは個別のキーを使用しています。 
車両をロックすると、最後に選択した設定が 
キーに保巧されます。ドライバーが交代する 
と、パーソナル設定が個々のキーから呼び出さ 
れます。 


の インフォゾーシヨン 
「才ート ■ ゾモリー」機能を有効にした場合、 
手動操作でキーに保存した設定は、車両をロッ 
クするたびに更新されます。 


運転席ドアのキ ー• ボタンー •€) による保存 
>イグニッシヨンを ON にしてください。 

1.SET ボタンを押してください。ボタンのイ 
ンジケーター-ライトが点なします。 

2. 10秒な内にキ ー• ボタン胃〇を押してくだ 
さい。 

3. 人間工学に基づいた設定およびコンフォー 
卜設定（キー特定）が保存されます。保存 
されると確認音が鳴り、 SET ボタンのイン 
ジケーター-ライトが消なします。 

設定をキ ー• ボタン胃〇に保存することが役立 
つ状況 

車両のロック/ロック解除時に加えて、停ま中 
に設定の保存/呼び出しを行いたい場合があり 
ます。このような場合は「オート■メモリー」 
機能が無効になっていることを確認してくだ 
さい。有効のままだと、車両ロック時に設定が 
更新されます。 


キーから設定を巧び化す 

人間工学に基づいた設定とコンフォート設定 
をキーから個別に呼び出すことができます。 

車両のロック解除による自動呼び出し 
車両をロック解除して、運転席ドアを開くと、 
使用中のキーから設定が呼び出されます。 
運転席ドアのキー-ボタン胃€>を押す 
>すべての設定が呼び出されるまでキー■ボ 
タン〜 C を押し続けてください。 

または 

>運転席ドアを開いてイク''ニッシヨンを OFF に 
した状態で、キー■ボタン〜〇を短く押して 
ください。 

設定が自動的に呼び出されます。 

キー-ボタン胃〇の設定が保存した内容と違う 
場合 

「才ート■メモリー」機能をマルチフアンクシヨ 
ン■ディスプレイで有効にした場合、人間工学 
に基づいた設定およびコンフォート設定は車 
両ロック時に保存されます。このとき、キー- 
ボタン胃 C ) に保存された設定が更新されます。 
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ボタン L 2および3への設定の保存 

人間工学に基づいた設定を運転席ドアのボタ 
ン1と2に個別に割り当てることができます。 
助手席シートの設定を助手席ドアのボタン1、 

2および3に個別に割り当てることができます。 

>イク''ニッシヨンを ON にしてください。 

1. S 盯ボタンを押してください。ボタンのイン 
ジケー々一. ぅイトが占なしホす_ 

2. 10秒な内にボタン1、2、または3 (助手席側 
のみ）を押してください。 

3. 人間工学に基づいた設定および助手席シート 
の設定が該当するボタンに保存されます。保 
巧されると確認音が鳴り（運転席側のみ）、 
SET ボタンのインジケーター•ライトが消な 
します。 

ボタン L 2* または3による設定の呼び 
化し 


運転席ドアのボタン1または2による人間工学に 
基づいた設定の呼び出し 
>すべての設定が呼び出されるまでボタン1ま 
たは2を押し続けてください。 

または 

>運転席ドアを開き、イク''ニッシヨンを OFF にし 
てボタン1または2を短く押してください。 
設定が自動的に呼び出されます。 
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助手席ドアのボタン1、2、または3による巧手 
席シートの設定の呼び出し 
>すべての設定が呼び出されるまでボタン1、 

2または3を押し続けてください。 

または 

>助手席ドアを開き、イク''ニッションを OFF にし 
てボタン1、2または3を短く押してください。 
設定が自動的に呼び出されます。 

ロック時にキーの設定を自動保存する 
機能のキャン七 J レ 

マルチファンクション■ディスプレイで、この機 
能を作動解除させる設定に切り替えてください。 
自動保存機能の ON / OFF に関するインフォメー 

ション： 

> 「才ート■メモリーの ON / OFF 」（131 ぺージ） 
を参照してください。 


お出かけの前に . 154 

運転中は . 154 

慣らし運転の知識 . 154 

ま両の技術的な仕様変更 . 154 
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サーキット走行（スポーツ-ドライビング- 
スクール、クラブ-スポーツ•イベント 
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* 日本仕様に設定はありません。 
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お出かけの前に 

>すべてのタイヤの空気圧、トレッドおよび 
その他の状態に異常はありませんか？ 

>へッドライト-レンズ、リヤ■ライト、方向 
指示な、ウィンドウ、アダプティブ-クルー 
ズ•コント ロ ール ( ACC ) の レーダー •センサー、 
カメラ-レンズが巧れていませんか？ 

>イグニッシヨンを ON にしたとき、ヘッドラ 
イト、ブレーキ-ライト、方向指示なが正 
常に作動しますか？ 

>イグニッシヨン ON (エンジン OFF ) 状態で、 
各種警告な/インジケーター-ライトが正常 
に作動しますか？ 

>燃料が不足していませんか？ 

>ルーム•ミラーおよび外部ミラーは、後方 
がきちんと確認できる位置にありますか？ 
>運転者および同乗者は、シートベルトを着 
用していますか？ 

>各種オイル/フルード-レベルは、指定され 
た点検時期な外でも定期的に点検してくだ 
さい。 

運板中は 

ffi インフォゾーシヨン 
燃費と C 02 排出量は、車両を正しく使用する、 
定期的なメンテナンスを行う、適切なドライビ 
ング-スタイル（不必要なアイドリングや積荷 
をしない、安全運転、控えめな速度、予測ブ 
レーキ、適正なタイヤ空気圧など）を採用する 
ことによつて削減することができます。 


慣らし運质の知識 

車両の性能を最良の状態で維持するために、新車 
時は慣らし運転を行うことをお薦め致します。 
最新鋭の精密な製造技術を採り入れても、可動 
部分が馴染む過程でネ刀期摩耗することを完全 
には防げません。このネ刀期摩耗は、主に新車時 
から3,000 km までの期間に生じます。 

走行距離が3,000 km に達するまでに 
遵守しなければならない事巧： 

>慣らし運転中はなるべく長距離を運転する 
こホ 推奨しホす 

>冷間始動と近距離運転の繰り返しは、でき 
る限り避けてください。 

>自動まレース、スポーツ-ドライビング- 
スクー ル等に参加しないでください。 

>エンジンを高回転域まで回さないでくださ 
い。特に、エンジンの暖機が完了するまで 
は、高回転を避けてください。 

オイル消'費量/燃費 

慣らし運転中は、オイルと燃料の消費量が通常 
よりも若干多くなります。 

オイルと燃料の消費量については「テクニカ 
ル.データ」の章を参照してください： 

>「エンジン■データ（メーカー発表値)」 
(324 ページ）を参照してください。 

>「燃費と排出ガス（メーカー発表値)」 

(325 ぺージ）を参照してください。 

新しいブレーキ•パッドの慣らし運拓 

新品のブレーキ•パッドやブレーキ•ディスク 
も、エンジンと同様に慣らし運転が必要です。 
新しい部品を装着してから最ネ刀の数百 k m は、 
ブレーキ性能を完全には発揮できません。 
通常よりもわずかながらブレーキの効きが弱く 
なるため、強めにペグ'ルを踏む必要があります。 
ブレーキ•パッドやブレーキ■ディスクを新品に 
交換した場合も、同様に慣らし運転が必要です。 


新しいタイヤの慣らし運転 
>ミ主意してください：新しいタイヤは、その 
グリップ性能を十分に発揮できません。 
新品のタイヤを装着してから最ネ刀の100〜 
200 km は、ゆっくりとした速度で慣らし運 
転を行ってください。 

ま両の巧が的な仕様変更 

>車両の技術的な仕様変更はポルシェ正規販 
売店で実施してください。 

これにより、お客様のポルシ： L の信頼性と 
走行安全性を維持することができ、改造に 
起因する不具合を回避できます。 

ウインタ—.タイヤに ついては、 ポルシェ 
正規販売店にお問い合わせください。ポル 
シェ正規販売店では、お客様のご要望に応 
じた適切なアドバイスを行います。 



>部品交換やアクセサリーの取り付けには、ポ 
ルシェ純正部品、またはポルシェ社が要求す 
る性能、品質基準に適合する同等部品のみを 
使用してください。ポルシェ純正部品は、ポ 
ルシェ正規販売店で入手することができま 
す。安全性に関係するアクセサリーを取り付 
けるときは、ポルシェ■テクイツプメント製 
品またはポルシ X 社がテストを実施し、承認 
した部品のみをお選びください。アクセサ 
リーについてご不明な点は、ポルシェ正規販 
売店にお気軽にご相談ください。 

ポルシ： L 純正部品、またはポルシ X 社が承 
認したな外の部品やアクセサリーの使用 
は、車両に悪影響を及ぼす可能性がありま 
す。この結果として生じた損害、損傷に巧 
してポルシェ社では責任を負いかねます。 
ポルシェ純正部品や承認部品、アクセサ 
リーを供給しているメーカーの製品でも、 
特定の部品を使用することで車両の安全性 
に悪影響を与える可能性があります。 
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マーケットには膨大な数の部品、アクセサ 
リーが流通しているため、ポルシェ社はそ 
れらのすべてについて評価と承認を行うこ 
とができません。 

>また、ポルシェ純正部品または承認部品な 
外の部品を使用した場合、保証期間内で 
あってもメーカー保証を適用できなくなる 
可能性がありますのでごを意ください。 


善告 _ 空力特性の変化 

スポイラーやアンダー•パネルなど、空力に影 
響する部品が損傷または欠損すると、走行安定 
性に悪影響を及ぼす危険性があります。 

>不具合の兆候などがないか、日頃から定期 
的な点検を実施してください。 

>これらの不具合が発生したときは、直ちに 
修理してください。 


国外での走巧 

すべてのポルシ X •モデルがすべての国で入手 
可能であるとは限りません。このため、スぺ 
ア•パーツが入手できない、あるいは、ポル 
シエ正規代理店で修理作業が行えないことが 
あります。 

>国外への旅行前に確認しておくこと 
-車両が故障した場合、修理は可能ですか？ 
-車両の技術的な調整は必要ではありませんか？ 
-条件を満たす品質の燃料は入手可能ですか？ 
燃料の品質に関するインフ オメー シヨン： 

>「燃料の給油」 （274 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 


サーキット走巧（スポーツ•ド 
ライビングスクール、クラ 
ブ•スポーツ•イベントなど） 

ブ レーキ-フルー ド、ブ レーキ-パジ 
ドおよびブレーキ-ディスク 

ブレーキ液には吸湿性があり、長期間使用する 
と大気中の水分を吸収します。ブレーキ液が水 
分を含むと沸点が下がり、サーキット走行時 
(スポーツ-ドライビング■スクール、クラブ- 
スポーツ •イベントなど） の高温、高負荷時に 
おいてブレーキ性能に悪影響を及ぼします。 
このため、使用開始から1年な上経過したブ 
レーキ液は、サーキット走行時（スポーツ•ド 
ライビング•スクール、クラブ•スポーツ■イ 
ベント）に使用しないでください。 

>「整備手帳」のインフオメーシヨンも参照し 
てください。 

ブレーキ■パッドやブレーキ■ディスクの摩耗 
は、運転の仕方やメンテナンスによって大きく 
左右されます。サーキット走行（スポーツ•ド 
ライビング■スクール、クラブ•スポーツ■イ 
ベントなど）によって高温、高負荷がかかると 
ブレーキ構成部品は激しく摩耗します。 

>サー キット走行（ス ポーツ -ドライビング- 
スクー ル、クラブ •スポーツ ■イベント） の 
前後に、必ずブレーキ-パッドやブレーキ • 
ディスクに摩耗がないか目視点検してくだ 
さい。 


リサイク J レ 

使用済み自動まのリサイクルは、日本国内の 
法律により定められています。 

ポルシェ社の車両はリサイクル性を考慮して 
開発されています。 

>法に定められた適切なリサイクル処理を行 
うため、廃まの際はポルシェ正規販売店に 
ご相談ください。 

テー ル • パイプ 

A 善告 I 高温のテール-パイプ 

エンジンがかかっているときや、エンジンを停 
止してからしばらくの間はテール•パイプが熱 
くなっています。 

>車両後方に近づくときは、テール•パイプ 
の近くで立ち止まったり、テール■パイプ 
に触れないでください。 

>お子様がテール•パイプの熱で火傷をしな 
いようにミ主意してください。 
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巧障診断用ソケット 

A 壁と 車両エレクトリカル. 

- システムへの不適切な 

作業 

外部機器（ナビゲーション ■ユニット、 ヘッド 
アップ•ディスプレイなど）を故障診断用ソ 
ケットに接続すると、ま両システムの機能に悪 
影響を及ぼす恐れがあります。 

>いかなる機器も故障診断用ソケットに接続 
しないでください。 


A 警告 


運転席足元の機器がゆ 
るんでいる、または 


ケーブルがまれ下がつ 


ている場合 


運転席足元の機器の取り付けがゆるんでいる 
場合、またはケーブルがまれ下がっている場 
合、制動時またはカーブ走行時にペダル操作の 
障害となったり、ペダル間に挟まったりする可 
能性があります。 

>運転席の足元に機器またはケーブルなどの 
物を置かないでください。 


知識 


故障診断用ソケットは、ポル シ： L 正規販売店で 
故障診断機器を接続するために使用されます。 
イグニッシヨンを OFF にした状態で外部機器 
(ナビ ゲーシ ヨン- ユニ ット、 ヘッドアップ- 
ディスプレイなど）を故障診断用ソケットに接 
続して作動させると、バッテリーが放電しま 
す。車両を長期にわたって駐車したままにする 
と、バッテリーが完全に消耗し、損傷する（完 
全に上がる）可能性があります。 

>故障診断用ソケットにはいかなる機器も接 
続しないでください。 



過剰な負荷により損傷する恐れがあります。 
差し込んだキーに過剰な負荷（重たいキーの束、 
キ ー■ ホルダーなど）が办かると、イグニッシヨ 
ン■ロックが損傷する恐れがあります。 

>差し込んだキーに過剰な負荷がかからない 
ようにしてください。 

キーは、ステアリング■コラム左側のライト- 
スイッチの下にあるイグニッシヨン■ロックに 
差し込んでください。 

ポルシェ•エントリー&ドライブ装備までは、 
キーを携行してし^ればイグニッシヨン■ロック 
にキーを差し込む必要がありません。 

イク''ニッシヨン-キーはイク''ニッシヨン■ロッ 
ク内のコントロール■ユニットに変更されまし 
た。コントロール•ユニットは、けん引のとき 
を除いて常時イグニッシヨン■ロックに差し込 
んでおいてくださし、。 



斯巧ジジ クステ 


の インフォメーション 

キーを差し込んだままが置するとバッテリー 
が消耗します。 

バッ テリーが上がった場合、イグニ ッシ ョン- 
キー抜き取りの緊急操作を行った場合のみィ 
グ ニッション-ロック からキーを抜き取ること 
ができます： 

> 「緊急操作- キ ー/ コントロール■ユニット 
の ロック 解除」 （158 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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キーの 位置 
0- 初期位置 
1-イグニッシヨン ON 
2 ■エンジン始動 

イグニッシヨン-ロックには3つのスイッチ位 
置があります。 


イクニッシヨン-ロック 位置 0- イグ 
ニッシヨン OFF (巧} M 位置） 

イク'' ニッシ ヨン ■ロックが 位置 0 のときは、エン 
ジンとイグ ニッシ ヨンは OFF になっています。 
キーはこの位置で抜き取ることができます。 

イダニッシヨン-ロック 位置！- イダ 
ニッシヨン ON 

>キーまたはコントロール•ユニットを位置 
1 に回してください。 

すべての電装品が使用可能になります。インス 
トルメント-パネルの警告なが点なし、ライト 
の作動を点検します。 

イグニッシヨンを ON にしてから10分な上電装 
品を ON にしなかった場合、再度イグニッシヨ 
ンを ON にする必要があります。 

最ネ刀に、キ ー/ コントロール■ユニットをイク'' 
ニッシヨン■ロック位置 0 (ネ刀期位置）に戻し 
てください。 

イグニッシヨンを ON にする、またはエンジン 
を始動すると、キーが抜き取れなくなります。 
キーを抜き取るには： 

>停ましてください。 

> PDK / テ イプ トロ ニック S トランス ミッ シヨ 
ン装備ま： 

PDK / テイプトロニック S セレクター■レ 
バーを P の位置にしてください。 

>イク''ニッシヨンを OFF にしてください。 

>キーを抜き取ってください。 


婉 r ヨン 


のィ ンフォゾーシヨン 

Panamera S E-Hybrid :電動モーター走行のため 
の作動条件（バッテリー電圧、温度など）が満 
たされている場合、内燃エンジンが始動してい 
なくても車両はスタンバイ状態になります。 

ステアリング-コラム-ロック 

ポルシ X • エントリ ー& ドライブ非装備ま 
キーをイク'ニッシヨン-ロックから巧き取る 
と、ステアリング•ホイールが自動的にロック 
され、キーをイグニッシヨン■ロックに差し込 
むと、ステアリング■ホイールが自動的にロッ 
ク解除されます。 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブ装備ま 
イグニッシヨンを OFF にして運転席ドアを開い 
た場合、または車両をロックした場合、ステア 
リング-ホイールが自動的にロックされます。 
警報システムをキーで無効にした場合、ポル 
シェ•エントリー&ドライブで運転席ドアを開 
いた場合、またはイク''ニッシヨンを ON にした 
場合、ステアリング■ホイールが自動的にロッ 
ク解除されます。 


エントリ ー& ドライブの緊 


ロック位置2-エン 


>キーまたはコントロール•ユニットをイク'' 
ニッシヨン■ロック位置 2 に回してください。 
エンジンが始動すると、キーまたはコント □- 
ル-ユニットがロック位置 2 から 1 に自動的に 
戻ります。 


ポルシェ 
急操作 

車両とイグニッシヨン■ロック間の電波通信が 
混信したときや、キーのバッテリー残量が低下 
すると、ポルシェ•ェントリー&ドライブが正 
常に機能しなくなります。 

このような場合、イグニ ッシヨン- ロックから 
コントロール•ユニットを 取り外し、 キーでま 
両を始動することができます。 

イ グニ ッシヨン-ロックからのコントロール’ 
ユニッ トの取り外しに関するインフ ォメー 
シヨン： 

^「緊急操作 -キ ー/ コントロ ール-ユニット 
のロック 解除」 （158 ぺージ）を参照して く 
ださい。 
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4 . キ ー /コント ロ ール-ユニットを イ グニッ 
シヨン- ロック 位置0 (ネ刀期位置）に回し 
てください。 

5. 金属製フック A を開□部 C に解除音が聞こえ 
るまで押し込んでください。 

6. キー/コントロ ー ル. ユニットをロック 位置 
0 ( ネ刀期位置）に回して抜き取ってください。 

7. プラスチック-カバー B を元の位置に取り付 
けてください。 


3. 金属製フック A を使用して、イク''ニッシヨン- 
ロックのプラスチック-カバー B を取リタ f 
してください。 

取り外したプラスチック-カバ ー B は紛失 
しないように十分を意してください。 



緊急操作-キ ー/ コントロール•ユ 
ニットのロック解除 

バッ テリーが上がった場合、キーを抜き取るに 
は、緊急操作を行う必要があります。 

ポルシェ•エントリー&ドライブ装備まのイク'' 
ニッシ ヨン■ロックからコントロール. ユニッ 

卜を取り外す場合も緊急操作を行わなければ 
なりません。 

1. 運転席側のヒューズ*ボックス ■ カバーを 
スクリュードライバーで慎重にこじ開け、 
取り外してください。 

2. ヒューズ•ボックス•カバーの裏に収納して 
ある金属製フック A を取り出してください。 
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エンジンの始動および停止 

あらかじめ登録されているキーを使用したと 
きのみイモビライザーが解除され、エンジンを 
始動することができます。 

>「イモビライザー」 （261 ぺージ）を参照して 
ください。 


有毒な排気ガス 

排気ガスには無色無臭の一酸化炭素を含んで 
います。一酸化炭素は少量でも人体に有害で、 
中毒を起こす恐れがあります。 

>換気の悪い場所でエンジンを始動したり、 
アイドリングをしないでください。 


ム誓告 


高温の排気ガスおよび 
ェキゾースト•システム 


エンジン作動中のエキゾースト-システムや排 
気ガスは非常に熱くなっています。火傷を負っ 
たり火災が起きる恐れがあります。 

>可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温の 
エキゾースト-システムに接触するような場 
所に駐車したり、走行しないでください。 

エミッション-コントロール-システムに関す 
るインフォメーション： 

>「エミッション■コント ロール ■システム」 
(273 ぺージ）を参照してください。 


エンジンの始動 

>フット■ブレーキを踏んでください。 

> PDK / テイプトロニック S セレクター.レ 
バーを P または N の位置にしてください。 

>アクセル•ペダルは踏まないでください。 
エンジン.コント ロール■ユニットが、 エ 

ンジン始動に適切な燃料補正を行います。 

>キーまたはコントロール. ユニット （ポル 
シェ•エントリー&ドライブ装備車）をロッ 
ク位置2に回してください。 

ロック位置2 (エンジン始動）にすると、直 
ちにエンジン始動制御が実行され、エンジ 
ンが自動的に始動します。 

キー またはコント ロール•ユニッ トが、 ロッ 
ク位置！（イグ ニッシ ヨン ON ) に自動的に 
戻ります。 

エンジン*スターターを約10秒な上連続し 
て作動させないでください。エンジンが始 
動しない場合は、10秒程度間をおいてから 
再度始動させてください。再始動する場合 
は、はじめにキーをロック位置0 (ネ刀期位 
置）に戻してください。 

1回でエンジンが始動すると、スターターが 
自動的に停止します。 

1回でエンジンが始動しなし^場合は、引き続き 
スターターが作動し、自動停止はしません。 

>停車したまま暖機運転を行わず、直ちに発 
進してください。ただしエンジンが通常の 
作動温度になるまでは、スロットル操作を 
控えめにし、エンジン回転数を上げすぎな 
いようを意して運転してください。 


バッテリー電圧が低すぎる場合は、ジャン 
パ—.ケーブルを使用してエンジンを始動して 
ください。 

ジャンパー■ケーブルによるエンジンの始動に 
関するイン フオメーシヨン： 

>「外部電源、ジャンパー■ケーブルによる始 
動」 （310 ぺージ）を参照してください。 

ClJ インフオゾーシヨン 
バッテリー上がりを防止し、エンジンの始動性 
を確保するため、エンジンを停止したままイク'' 
ニッシヨンを ON にしているときや、渋滞など 
でエンジン回転数が低いまま運転を続けると 
きは、不要なアクセサリーの電源を切ってくだ 
さし、。 


の インフォゾーシヨン 
ディーゼル■エンジン車*の始動時（イク''ニッ 
ション-キー位置 2) の外気温やエンジン温度 
に応じて、グロー ■プラグ予熱フ： L ーズ中にマ 
ルチファンクション■ディスプレイにメッセー 
ジ「エンジンシドウ」が表示されます。 
エンジンが始動すると、メッセージが消えます。 
エンジン’スターターを約10秒な上連続して作 
動させないでください。 

エンジンが始動しない場合は、10秒程度間をお 
いてから再度始動させてください。はじめに、 
キ ー/コン トロール •ユ ニッ トをイ グニッショ ン- 
ロック位置0 (ネ刀期位置）に戻してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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ガス欠後のディーゼル-エンジンの始動* 
燃料タンクが完全に空になるまで走行し、 その 
後ディーゼル燃料を給油した場合、燃料システ 
ムのエア 抜きが行われるため、 エンジンの 始動 
に時間がかかる場合があります。 

ディーゼル•エンジン用予熱インジケーター- 
ライト* 

イ グニッ シヨンを ON にしたときにインジケー 
夕一 ■ライ 卜巧なが 点なする場合、グロー ■プ 
ラグが予熱中であることを示しています。イン 
ジケーター-ライトが消'なしたら、エンジンを 
始動してください。エンジンがすでに通常の作 
動温度にある場合、インジケーター■ライトは 
ライト点検用に短い時間のみ点なします。エン 
ジンはすぐに始動することができます。 


車両が不意に動き出す 
恐れがあります 
車両を正しく駐車しなかった場合、不意に動き 
出し人や物に損傷を与える危険があります。 

>車両から離れるときは、必ずエレクトリック- 
パーキング■ブレーキを作動させ、セレク 
夕—.レバーを P の位置にしてください。 
エレクトリック-パーキング•ブレーキに関す 
るインフオメーシヨン： 

> 「エレクトリック.パーキング.ブレーキ」 
(163 ぺージ）を参照してください。 

PDK / テ ィプトロニック S および セレクター■レ 
バー P 位置に関す る インフ オメーシヨン： 

> 「Porsche Doppelkupplung ( PDK )」（192 ぺージ） 

を参照してください。 


>キーを抜く前に、必ず車両を停止させてく 
ださい。 

>イグニッシヨンを OFF にするときは、必ずま 
両を停止させてください。エンジンが OFF に 
なると、パワ ー■ ステアリングおよびブレー 
キ- ブースターが 効かなくなります。 

>車両から離れるときは、必ずキーを抜き取 
り、エレクトリック■パーキング■ブレー 
キを作動させ、 セレクター•レバーを P の位 
置にしてください。 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブ装備まで 
は、必ずコントロール•ュ ニッ トをイク'' ニッ 
シヨン* ロックに差し込んだままにしてく 
ださい。 

才ート•スタート/ストップ機能 

例えば信号待ちやお滞などで停車した場合、エ 
ンジンを自動で停止するすべての条件が満た 
されるとオート-スタート/ストップ機能が作 
動してエンジンが自動停止します。車両が徐行 
中に停車した場合も、エンジンが自動的に停止 
することがあります。これにより燃料の消費を 
節約します。 

エンジンが自動停止した後もイグニッシヨン 
は ON の状態が維持され、すべての安全機能が 
作動可能な状態になっています。 

Panamera デイーゼル*および Panamera GTS で 
は、車両が停止状態になった後にのみエンジン 
が停止します。 


エンジンを自動停止するための条件 

-才ート•スタート/ストップ機能が ON になつ 
ている 

-ブレーキ•ペダルが踏み込まれている 
(Panamera ディーゼル*および Panamera 
GTS に適用：運転席シートベルトを着用して 
おり、運転席ドアが閉じられている） 

- PDK / ティプトロニック S セレクター■レ 
バーが D 、 N または P の位置にある、または 
トランスミッション-レンジ 1 または 2 が手 
動選択されている 

-エンジン•コンパートメント■リッドが閑 
じている 

-エンジン、トランスミッション、バッテ 
リー、エアコンが作動温度に達している 
-バッテリーが規定電圧に達している 
-前回エンジンが自動停止してから、少なくと 
も 1.5 秒間、約 2 km/h な上の速度で走行した 

の イン フォグーション 
イグニッションが ON のとき、バッテリーは消 
耗します。ィグニッション ON で長時間停まし 
た場合、バッテリーの消耗が増加します。 

>車両から離れるときは、イグニッシヨンを 
OFF にしてください。 


エンジンの停止 

車両が停ますると、オート■スタート/ストッ 
プ機能が直ちにエンジンを停止します。 

1 . ブレーキ■ペダルを踏んで停車してください。 

2 . ブレーキ-ペダルを踏み続けてください。 
または 

PDK / テイプトロニック S セレクター ■ レバー 
を P の位置にしてください。 
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ffi インフォグーシヨン 
-車両を停止させた後でエンジンが自動停止 
するための条件が満たされた場合、遅れて 
エンジンが停止することもあります（車両 
が停止した直後ではない場合があります)。 
た「才ート■スタート/ストップ機能の例外」 
(161 ぺージ）を参照してください。 

-アダプティブ • クルーズ.コントロール ( ACC ) 
が ON の場合、前走車が停車すると車両は走 
行を停止し、エンジンが自動的に停止します 
( Panamera デイーゼル*および Panamera 
GTS には適用されません）。 


エンジンの始動 

次の条件を満たすとオート-スタート/ストッ 
プ機能がエンジンを始動します： 

> PDfV テイプトロニック S セレクター■レバー 
が D 、 N の位置にある、またはトランスミッ 
ション■レンジ1、2が手動選択されている 
とさに 

ブレーキ-ペダルをがしてください。 

または 

アクセル.ペダルを踏んでください。 

または 

ステアリング-ホイールを動かしてください。 
ホ*-は 

> PDfV テイプトロニック S セレクター■レバー 
を R の位置に してください。 

エンジンが始動した後は通常の運転操作で発 
進できます。 


の インフォゾーシヨン 
了 ダプテ ィブ- クルーズ-コントロ ール ( ACC ) 
が ON の場合は、次の条件が満たされるとエン 
ジンは自動的に始動します。 

-前走車が発進した 
または 

アクセル.ペダルが踏まれた 
または 

コントロール-レバーを操作してクルーズ- 
コントロール/車間距離制御を再開した（位 

置4 、 RESUME) 

> 「RESUME (自動車速制御と自動ま間距離制御 
の再開)」 （174 ぺージ）を参照してください。 
-アダプティブ.クルース.コントロール 
( ACC ) が OFF の場合、エンジンが自動的に始 
動し、ギヤが締結されている場合ゆっくり 
発進します。 


( jJ インフォゾーシヨン 
坂道などで車両が動き始めたとき、エアコンの 
快適性が低下したとき、ブレーキ■ブースター 
の負圧が減少したときなど、特定の条件でエン 
ジンが自動的に始動します。 


オート•スタート/ストップ機能の例外 

例えば次のような状況では、オート■スタート/ 
ストップ機能は利用できません： 

-スポーツ•モードが作動しているとき 
- PSM が OFF のとき 
-クリーピング時 

- A/C MAX モードが作動しているとき 
-「フロント■デフロスター」が作動している 
とさ 

-連結されたトレーラーま両が検出されたと 
き（トレーラー■コネクターが接続されて 
いるとトレーラーが検出されます。） 

イク''ニッシヨンを ON にした後、マルチファ 
ンクシヨン■ディスプレイに「スタート/ス 
トップモードカイジヨ」のメッセージが表 
示されます。 

-標高が約3,000 m を超えるとき 
-車高を変えているとき 
>他社製のトレーラー■ヒッチを車両に連結 
している場合は才ート•スタート/ストップ 
機能を手動で停止してください。 

才—卜.スタ—卜/ストップ機能の ON / OFF に関 
してのインフオメーシヨン： 

>「才ート-スタート/ストップ機能および惰 
性走行モードの ON / OFF 」（162 ぺージ）を参 
照してください。 

例えば次のような状況では、オート■スタート/ 
ストップ機能は作動解除されます： 

-エアコンやヒーターを高負荷で作動させて 
いるとき、またはデフロスターを長時間作 
動させているとき 
-バッテリー電圧が低下したとき 
-上り坂や下り坂で停車したとき 
-オート•エンジン■チェック機能などま両 
点検を実行しているとき 


* 日本仕様に設定はありません。 
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エンジンが自動停止した後、上記のいずれかの 
条件が満たされると、エンジンが自動的に再始 
動します。 


をま時の作動（セレクター • レバーが* 
D または N の位置にみるとき） 

エンジンが自動停止した後、降ました場合、 
PDK / ティプトロニック S セレクター-レバーが 
D または N に締結されていると（運転席ドアが 
開いていて、ブレーキが解除されている場合)、 
エンジンが自動的に始動し、才ート-スタート/ 
ストップ機能が ON であることを運転者にならせ 
ます （Panamera ディーゼル*および Panamera 
GTS には適用されません)。 

エレクトリック•パーキング•ブレーキはセレ 
クタ—. レバー位置 D でも作動します。 

(©) ボタンのインジケーター-ライトとインス 
トルメント-パネルのブレーキ警告な (①) が点 
なします。 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ぺージ） 
を参照してください。 


Panamera ディーゼル*および Panamera GTS で 
は、降ま時にシートベルトを外した、または運 
転席ドアを開いた場合、エンジンは自動的に始 
動しません。 

マルチファンクション■ディスプレイに「スター 
タ マニュアル」 のメッセージが表示されます。 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 


降ま時の作動（七レクター-レバーが 
P の位置にあるとき） 

エンジン自動停止後、 PDK / ティプトロニック S 
セレクター.レバーを P 位置にして、ガレージ- 
ドアを開くためなどの理由で車両から隨車し 
た場合（運転席ドアが開いていて、ブレーキを 
解除している場合）には、エンジンは自動的に 
始動しません。 

ドライバーが降ました後30秒な内に車両に戻 
ると（運転席ドアを閉じてブレーキを踏むと）、 
スタート/ストップ機能が再開します。 
( Panamera ディーゼル* および Panamera GTS 
では、シートベルトの着用も作動条件です。） 
上記の条件が満たされなかった場合、エンジン 
は手動操作で始動する必要があります。マルチ 
ファンクション.ディスプレイに「スタータマ 
ニュアル」のメッセージが表示されます。 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 



才ート•スタート/ストップ機能およ 
び惰性走巧モードの ON/OFF 

OFF にする 

>のボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

エンジンの自動停止と惰性走行モードが 
OFF になります。 

ON にする 

>のボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
を寸 

車両が停ますると、自動的にエンジンが停 
止し、惰性走行モードが ON になります。 

>「惰性走行モードで走行する」 （195 ぺージ） 
を参照してください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 




の インフオグーシヨン 
オート.スター ト/ストップ機能と惰性走行 
モードの組み合わせは Panamera ディーゼル* 
および Panamera GTS では利用できません。 


才ート•スタート/ストップ機能の表示 

エンジンの自動停止および再始動の 
準備 

オート.スター ト/ストップ機能でエンジンが 
自動停止した場合、マルチファンクション- 
ディスプレイのインジケーター■ライトが緑色 
に点なします。 

エンジンが自動停止しない、または 
ち始動可能なが態になバいない 
オート.スタート/ストップ機能が利用で きな 
い場合、または エンジンが 自動停止した後にド 
ライバーが 降車した場合（ブレーキ•ペダルが 
踏まれ、運転席ドアが閉じていることが検出さ 
れない ） （Panamera ディ ーゼル*および Panamera 
GTS :運転席 シート ベル トが 着用され、運転席 
ドアが閉じていることが検出されない）、マルチ 
ファンクション■ディスプレイのインジケー 
夕 一 ■ライ 卜が車両停止時に黄色に点なします。 
オート.スタート/ストップ.システムは、次 
の 状態を検出します： 

-エンジンを自動停止するための条件のいず 
れか1つが満たされていない。 

または 

-オート•スタート/ストップ機能の例外条件 
が、少なくとも1つな上満たされている。 


エンジンを自動停止するための条件に関する 
インフォ メー シヨン： 

>「エンジンを自動停止するための条件」 

(160 ぺージ）を参照してください。 

才ート■スタート/ストップ機能の例外に関す 
るインフォメーシヨン： 

>「オート-スタート/ストップ機能の例外」 
(161 ぺージ）を参照してください。 

の インフォゾーシヨン 
停車時にマルチファンクション■ディスプレイ 
の黄色のインジケーター•ライトが点灯し、自 
動停止の条件が満たされているにもかかわら 
ずエンジンが自動停止しない場合、バッテリー 
電圧の低下がちえられます。 

>次の機会にポルシ X 正規販売店でオート- 
スター 卜/ストップ機能の点検を受けてく 
ださい。 


故障の表示 

システムが故障したときは、マルチファンク 
シヨン-ディスプレイに「スタート/ストップ 
モードカイジヨ」の警告メッセージが表示さ 
れます。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 



エレクトリック"パーキング • 
ブレー 丰 

エレクトリック•パーキング•ブレーキは後輪 
に作用し、駐ま中に車両が動き出さないように 
固定します。 

パーキング-ブレーキを作動させる 

> (©) ボタンを押してください。 

(©) ボタンのインジケーター•ライトとイン 
ストルメント-パネルのブレーキ警告な 
(©) が点なします。 

インストルメント ■ パネルのインジケーター* 
ライトおよび警告なに関するインフォメー 
シヨン： 

>「インストルメント.パネル」 （98 ぺージ） 
を参照してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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パーキング-ブレーキを解除する エレクトリック-パーキング-ブレー 

エレクトリック•パーキング.ブレーキは、イ キの自動ロック 


グニッションが ON のときのみ解除できます。 

1. ブレーキ-ペダルを踏んでください。 

2. (®) ボタンを引いてください。 

(©) ボタンのインジケーター•ライトとイン 
ストルメント-パネルのブレーキ警告な 
(①) が消なします。 

ドライバーの発進操作お出時のエレ 
クトリック•パーキング•ブレーキ自 
動解除 

エンジンが作動し、運転席ドアが閉じた状態で 
運転席シートベルトを着用している場合、パー 
キング•ブレーキをかけたままで発進すること 
ができます。 

エレクトリック•パーキング•ブレーキはドラ 
イバーの発進操作を検出し、パーキング■ブ 
レーキを自動解除します。 

(巧))ボタンのインジケーター-ライトとインス 
トルメント-パネルのブレーキ警告な (①) が消 
なします。 

運転席ドアが閉じていない、または運転席の 
シートベルトを着用していない場合、ドライ 
バーが発進操作を行ってもエレクトリック ■ 
パーキング-ブレーキは自動解除されません。 
このとき、マルチファンクション•ディスプレ 
イにメッセージ「パーキングブレーキカイ 
ジョ」が表示されます。 (©) ボタンのインジ 
ケーター ■ ライトとインストルメント ■ パネル 
のブレーキ警告な の》 が点滅します。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 


PDK / テ ィプ トロニック S セレクター.レバーが 
D 、 R または M の位置にあり、車両が停止状態で、 
運転席ドアが開いている場合、エレクトリック- 
パーキング-ブレーキがロックされます。 

(©) ボタンのインジケーター•ライトとインス 
トルメント-パネルのブレーキ警告な (①) が点 
なします。 

マルチフアンクシヨン-ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概動（じ6ぺージ） 
を参照してください。 

緊急ブレーキ機能 

フット•ブレーキのみでま両を停止できない場 
合、エレクトリック•パーキング■ブレーキを 
使用して急制動をかけ、停車させることができ 
ま寸 

> (©) ボタンを押し続けてください。 

(©) ボタンのインジケーター•ライトとイン 
ストルメント-パネルのブレーキ警告な 
(①) が点滅します。 

緊急ブレーキ機能はボタンから手をがすと 
解除されます。 


ム善告 急減速 


緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制 
動力が発揮されます。周囲の走行を巧げる恐れ 
があります。 

>緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用して 
ください。 

>通常走行時に緊急ブレーキ機能を使用しな 
いでください。 


(①） ブレーキ警告巧 

停ま中にエレクトリック.パーキング■ブレー 
キが確実にかからない場合、 (©) ボタンのイン 
ジケ—夕—. ライトとインストルメント-パネ 
ルのブレーキ警告な (©) が点滅します。 

マルチファンクシヨン-ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するイン フォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

フット. ブ レー キ 

ム警告 I ペダル操作の巧げ 

不適切なフロア■マット、正しく固定されてい 
ないフロア■マット、またはその他の障害物は 
ペダルの可動域を制限したり、またはペダル操 
作の巧げになる可能性があります。 

>フロア■マットなどでペダルの動きを巧げ 
ないようにしてください。 

正しいサイズのすべり止め加工がされたフ 
ロア•マットが、ポルシ： L 正規販売店で入 
手できます。 


A 警告 


ブ レー キ-ブー スター 
の機能停止 


ブレーキ■ブースターは、エンジンがかかって 
いるときのみ作動します。エンジン OFF 時やブ 
レーキ•ブースターの負圧が低下している場合 
は、ブレーキ•ペダルを踏み込むときに強い力 
が必要になります。 

>ブレーキが故障したま両をけん引しないで 
ください。 

けん引およびけん引によるエンジンの始動に 
関するインフ オメーシヨン： 

>「けん引およびけん引によるエンジンの始 
動」 （317 ぺージ）を参照してください。 
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ム警告 


ブレーキ-ディスクに 
付着した水膜 


激しい降雨時や水たまりを通過したとき、または 
洗車徽ま、ブレーキの効きが悪くなり、ペダルを 
強く踏まなければならない場合があります。 

>ブレーキを乾燥させるため、後方の安全を 
確認した上で定期的にブレーキをかけてく 
ださい。このとき、後方の交通状況に注意 
してください。 


善告 _ 制動力の低下 

凍結防止剤（塩分）が撒かれた道路や砂塵の多 
い道路を長距離にわたって走行すると、ブレー 
キ•ディスクやパッドが塩や砂で覆われて摩擦 
力が大幅に低下し、ブレーキの効きが悪くなる 
ことがあります。 

ブレーキ■ディスクは錶鉄合金製ですが、長期 
間にわたりま両を駐ましたままが置した場合、 
腐食は避けられません。その結果、ブレーキは 
「引きずり」を発生します。 

腐食の程度や範囲、影響は、駐車していた期 
間、凍結防止剤（塩分）や砂塵の付着、洗ま時 
に油脂溶剤を使用したかどうかなどの条件で 
変わります（ポルシェ-セラミック-コンポ 
ジット-ブレーキ装備車を除く）。 

>ブレーキ•ディスクの腐食を避けるため、 
「ブレーキを乾燥させてから」駐ましてくだ 
さい（ポルシェ•セラミック-コンポジッ 
卜•ブレーキ装備車を除く）。 


>ブレーキに気になるほどの不快感がある場 
合は、ポルシェ正規販売店でブレーキ■シ 
ステムを点検してください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


>ブレーキの効きを持続するため、下り坂を 
走行するときは、タイミング良くギヤを落 
とし、エンジン■ブレーキを利用してくだ 
さい。 

急な下り坂でエンジン-ブレーキの効果の 
みでは不十分な場合、間隔をおいてブレー 
キ•ペダルを踏んでください。ブレーキ- 
ペダルを連続して踏み続けると、ブレーキ 
が過熱して効きが悪くなります。 

ブレーキ液とブレーキ液レベルに関するイン 
フ オメ ーシ ヨン： 

^ 「ブレーキ.フルード」 （288 ぺージ）を参照 
してください。 

ブレーキ•パッドおよびブレーキ • 
ディスク 

ブレーキ■パッドやブレーキ■ディスクの摩耗 
は、ユーザーの運転の仕方や使用環境によって 
大きく左右されるため、必ずしも走行距離には 
依存しません。 

このま両の高性能ブレーキ-システムは、すべ 
ての速度域および温度下で、最適の制動効果が 
得られるように設計されています。 

このため、特定の速度、ブレーキングカやま両 
を取り巻く環境（気温、湿度等）によってブ 
レーキから異音が発生することがあります。 


ESI 警告ゾッ七—ジ 

ブレーキ•パッドが摩耗限度に達すると、マル 
チファンクション■ディスプレイに警告メッ 
セージが表示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

た直ちにポルシ X 正規販売店でブレーキ • 
パッドを交換してください。 

ポルシ： L 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ: L 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 
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ポルシェ-セラミック-コン 
ポジ ット. ブレー キ ( PCCB ) 

この車両の高性能ブレーキ•システムは、すべ 
ての速度域および温度下で、最適な制動効果が 
得られるように設計されています。 

このため、特定の速度、ブレーキングカや車両 
を取り巻く環境（気温、湿度等）によってブ 
レーキから異音が発生することがあります。 

ブレーキ-パッドやブレーキ-ディスクなどの 
ブレーキ-システムおよび関連部品の摩耗は、 
ユーザーの運転の仕方や使用環境によって大 
きく左右されるため、必ずしも走行距離には依 
存しません。 

ポルシ： L 社が使用している数値は、交通状況に 
合わせた通常の運転操作に基づいています。 
サーキット走行や過激な運転スタイルは、摩耗 
を大幅に促進させます。 

>ま両をサーキット走行などに使用する場合 
は、現在のガイドラインについてポルシェ 
正規販売店にお問い合わせくたさい。 



A - クルーズ■コントロ ー ルの ON/OFF 
1■加速/速度の設定 

2 ■減速 

3 ■中断 ( OFF ) 

4 クルーズ•コントロ ールの再開 ( RESUME ) 

ク J レーズ•コントロ ー J レ 

クルー ズ •コントロー ルを使用すると、約 30 〜 
240 km/h の範囲で アクセル. ペダルを踏まずに 
希望する速度を維持したまま走行できます。 
クルーズ•コントロ ールは、ステアリング•コ 
ラム左下にあるレバーで操作してください。 

(jJ インフォゾーシヨン 

特に下り坂などでは、設定速度を維持するため 

に自動的にシフトダウンします。 


A がと 危険な交通状況や路面 

—— - 状態が悪い状況での 

走行 

前走まとの車間距離を適切に保ちながら、一定 
速度で走行できない場合、クルーズ■コント 
ロールを使用すると、事故を起こす恐れがあり 

ホ寸" 

>激しい渋滞、カーブの多い道、路面状態が 
悪い場合（冬場の滑りやすい路面、濡れた 
路面、起伏の多い路面など）でクルーズ" 
コント ロールを 使用しないでください。 


クルーズ•コントロ ール ON 
(スタンバイ） 

^ クルース- コント ロール 操作 レバーの ボタ 
ン A を押してください。 

クルー ズ-コント ロール ON 
クルー ズ •コントロー ルが スタンバイ 
状態になると、マルチファンクシヨ 
ン-ディスプレイに灰色のシンボル- 
マークが 表示されます。 

速度の設定（維持） 

1. アクセル-ペダルの操作で希望する速度ま 
で加減速してください。 

2. ステアリング-コラムのクルーズ■コント 
ロール操作レバーを前方 （1 の位置）に押し 
てください。 

そのときの速度が保存され、自動的に維持 
されます。 

設定速度 

保存した速度がマルチファンクシヨ 
ン-ディスプレイのシンボル-マー 
クの下に表示され、全体が檔色にな 
ります。 
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加速（追い越しなど） 

オプション！ 

>通常走行と同じようにアクセル■ペダルを 
踏むと加速します。 

アクセル•ペダルから足をがすと、設定速 
度に戻ります。 

オプション 2 

>ステアリング•コラムのクルーズ■コント 
ロール操作レバーを前方 （1 の位置）に押し 
てください。 

速度が1 km / h 単位で上がります。 

または 

ステアリング-コラムの操作レバーを希望 
の速度になるまで前方 （1 の位置）に押し続 
けてください。 

速度が lOkm / h 単位で上がります。 

新しく設定した速度がマルチファンクション- 
ディスプレイに表示されます。 

減速 

>ステアリング•コラムのクルーズ■コント 
ロール操作レバーを手前 （2 の位置）に素早 
く引いてください。 

速度が1 km / h 単位で下がります。 

または 

ステアリング-コラムの操作レバーを希望 
の速度になるまで手前 （2 の位置）に引き続 
けてください。 

速度が lOkm / h 単位で下がります。 

新しく設定した速度がマルチファンクション- 
ディスプレイに表示されます。 


クルーズ•コントロ ールの中断 (0 FF 1 

クルーズ-コントロールを中断したときは、直 
前の設定速度が保存され、クルーズ•コント 
ロール操作レバーを押すと設定速度を呼び出 
すことができます。 

»「クルーズ-コントロールの再開 ( RESUME )」 
(167 ぺージ）を参照してください。 

>操作レバーを下方向 （3 の位置）に押してく 
ださい。 

または 

ブレーキ■ペダルを踏み、更に PDK / ティプ 
トロニック S セレクター.レバーを N の位置 
にしてください。 

Porsche Doppelkupplung ( PDK ) 装備まに関する追 

加インフ オメー シヨン： 

> 「Porsche Doppelkupplung ( PDK)J (192 ぺージ）を 
参照してください。 

クルー ズ-コント ロールが 自動的に中断する 
条件： 

-設定速度より約 25 km / h な上速い速度で、 

20秒な上走行した場合 

-ポルシェ•スタビリティ•マネージメント 
( PSM ) が 0.5 秒な上作動した場合 

クルーズ•コントロ ールの再開 
(R 段 UME ) 

>操作レバーを上方 （4 の位置）に押してくだ 
さい。 

保存されている設定速度まで加減速します。 


の インフオゾーシヨン 
周囲の交通状況や路面状態が設定速度での走 
行に適しているときのみクルーズ•コント □- 
ルを再開させてください。 


クルーズ-コント ロー ル OFF 

^ クルー ズ.コント ロール 操作 レバーの ボタ 
ン A を押してください。 

設定速度が消去され、シンボルマークが消 
なします。 

駐車してイグニッションを OFF にすると、保存 
されている設定速度は消去されます。 

の インフォゾーシヨン 
-クルーズ.コントロール作動中は PSM を OFF 
にすることはできません。警告メッセージ 
は表示されません。 

PSM が OFF のときにクルーズ■コントロ ール 
を作動させると、 PSM は自動的に ON になり 
ます。マルチファンクション■ディスプレ 
イに 「PSM オン」のメッセージが表示され 
ます。 

マルチファンクション•ディスプレイに表 
示される警告メッセージに関するインフォ 
メー ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ぺージ） 
を参照してください。 
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アダプティブ•クルーズ•コン 
トロール ( ACC ) 

アダプティブ- クルー ズ- コントロール ( ACC ) 
を使用すると、前走車のいない道路を走行する 
場合に、約30〜 210 km / h の範囲で アクセル ぺダ 
ルを踏まなくても希望する速度を維持したま 
ま走行できます。 

アダプティブ- クルー ズ- コントロール ( ACC ) 
は自まと同一ま線上に、設定した速度よりも遅 
い前走まを検出すると、あらかじめ設定したま 
間距離を自動的に維持するように速度を調節 
します。 

アダプティブ- クルー ズ- コントロール ( ACC ) 
は前走まとの車間距離が短くなると減速し、ま 
間距離が長くなると設定速度の範囲内で加速 
します。 


A 警告 _ I 集中力の低下 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
により快適性は向上しますが、ドライバーは運 
転に責任を持ち、安全運転をんがけてくださ 
い。ドライバーは、アダプティブ.クルーズ- 
コントロール ( ACC ) が作動していても、安全な 
車間距離を保ち、適切なスピードで走行するな 
ど、常に安全運転に努めてください。このシス 
テムはドライバーの代わりになるものではあ 
りません。 

>十分ミ主意して運転してください。 

>アダプティブ•クルーズ.コントロール 
( ACC ) の減速が不十分な場合は、直ちにフッ 
卜-ブレーキをかけて車両を減速させてく 
ださい。 

>常に車両がコントロールできるか確認して 
ください。 


A 警告 


危険な交通状況や路面 
状態が悪い状況での 
走行 


交通状況により前走車との安全な距離を保つ 
て走行できない場合、または一定の車速で走行 
できない場合は、アダプティブ- クルー ズ •コ 
ントロール ( ACC ) を使用すると事故を起こす恐 
れがあります。 

>激しいお蒲、道路工事区間、市街地、カー 
ブの多い道、路面状態が悪い場合（冬場の 
滑りやすい路面、濡れた路面、起伏の多い 
路面）などでアダプティブ-クルーズ•コ 
ントロール ( ACC ) を使用しないでください。 


アダプティブ-クルー 
ズ-コント ロール ( ACC ) 
により他の車両や障害 
物を検出できない場合 
アダプティブ■クルーズ•コントロールは、停 
車中または低速走行中の車両、歩行者、路上の 
障害物、同一ま線上の対向ま、前方を斜め方向 
に横切るま両などを検出できません。 

>必要に応じて適切な運転操作をしてください。 
>進行方向の状況に常に気を配ってください。 


A 警告 



レーダー-七ンサー 

アダプティブ-クルーズ•コントロール ( ACC ) は、 
フロント.バンパー中央（矢印）のレーダー.セ 
ンサーを使用します。 


A 警告 


レーダー-センサーの 
視界の巧げ 


雨水、雪、氷、多量の水しぶきなどでレーダー • 
センサーの機能が阻害される場合があります。 
前走まを正しく検出できないことや、まったく 
検出できなくなることがあります。 

>上記のような状況下ではアダプティブ•ク 
ルー ズ- コンロール ( ACC ) を使用しないでく 
ださい。 
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例外 

レーダー■センサーの巧れが激しい場合や雪な 
どで覆われているとき、豪雨など悪天候のと 
き、トンネルを通過中などにアダプティブ•ク 
ルーズ-コントロール ( ACC ) が自動的に作動を 
停止することがあります。 

このような場合、マルチファンクション■ディ 
スプレイに 「 ACC シヨウフカ七ンサーヨゴレ 
七イソウスル」のメッセージが表示されます。 
>システムの正常な機能を維持するために、 
レーダー•センサーに付着した巧れ、氷、雪 
などを取り除いてください。 

車両のお手入れについて： 

「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 

マルチファンクション•ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ) 
を参照してください。 


アダプティブ • クルーズ•コントロール 
( ACC ) 機能の基本的な作動 

前方に車両がいないとき-一般道路での運転 
アダプティブ-クルーズ-コンロール ( ACC ) は 
クルーズ’コントロールと同様に作動します。 
設定された希望の速度が常に維持されます。 

前走まを検出したとき-フォロー-モード 
了 ダプテ ィブ. クルーズ-コントロ ール ( ACC ) 
は、自まと同一車線上に希望した設定速度より 
も遅い前走車を検出すると、あらかじめ設定し 
たま間距離を自動的に維持するように速度を 
調節します。 

前走車が停止すると、アダプティブ-クルーズ- 
コントロール ( ACC ) の制御範囲内で減速して停 
車します。 

アダプティブ-クルーズ■コントロール ( ACC ) は 
前走車が発進するまで停車状態を維持します。 

前走まが発進すると、アダプティブ■クルー 
ズ•コントロール（自動車速制御および自動車 
間距離制御）を再開することができます。 

>「再発進」 （174 ぺージ）を参照してください。 

追い越し加速 

アクセル•ペダルを踏むことにより、いつでも 
加速することができます。 

設定速度よりも高速で走行すると、アダプティ 
ブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) が解除され 
ます。 

このとき、マルチファンクション■ディスプレ 
イに 「ACC passive (アダプティブ • クルーズ • 
コントロール停止中）」のメッセージが表示さ 
れます。 

設定された希望の速度は保存されています。 


アクセル.ペダルをがすと、アダプティブ•ク 
ルーズ•コントロール ( ACC ) は、前走まがない 
場合は設定された速度まで加速し、前走まがあ 
る場合は車間距離を制御します。 

「ACC passive (アダプティブ-クルーズ.コン 
トロー>1レ停止中)」に関するインフオメーシヨン： 
「アダプティブ.クルーズ.コントロ ール 
( ACC ) ON 時の作動モード」 （171 ぺージ）を 
参照してください。 

の インフオゾーシヨン 
アダプティブ-クルーズ■コントロール ( ACC ) が 
ON の場合、前走車が停ますると車両は走行を停 
止し、エンジンが自動的に停止します （Panamera 
ディーゼル*および Panamera GTS には適用さ 
れません）。 

前走まが発進したとき、アクセル•ペダルを踏 
んでいるとき、またはクルーズ•コントロール/ 
車間距離制御がコントロール-レバーの操作に 
より再開されたときなどにエンジンが自動的 
に始動します。 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
を OFF にすると、停止している車両のエンジン 
が自動的に始動し、ギヤが締結されている場合 
ゆっくり発進します。 

才—卜.スター ト/ストップ機能に関するイン 
フ オメ ーシ ヨン： 

^ 「才ート-スタート/ストップ機能」 （160 ぺージ） 
を参照してください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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アダプティブ • クルーズ•コントロール 
( ACC 1 のま示 

アダプティブ- クルー ズ-コント ロールに 関す 
るすべての重要な情報、メッセージおよび警告 
はマルチファンクション•ディスプレイに表示 
されます。 



「 ACC 」 ゾイン-ゾニユー 
マルチファンクション- ステアリング■ホイー 
ルのボタン、 またはステアリング•コラム右下 
のレバー操作により、マルチファンクション- 
ディスプレイにアダプティブ■クルーズ-コン 
トロ ール ( ACC ) の操作画面を呼び出すことがで 
きます。 

マルチファンクション■ディスプレイの使用に 
関するインフォメーション： 

> 「マルチファンクション.ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 


メイン.メニュ ー : 「 ACC 」 
を選択してください。 


ステータス •ディスプレイ 
アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
を ON にすると、マルチファンクション■ディ 
スプレイ左下にステータス-ディスプレイ B が 
表示されます。 


例： 


1 

夕 


アダプティブ- クルー ズ ■コント 
口ール ( ACC ) を ON (スタンバイ 状態） 
にすると、 クルーズ■コントロール 
のシンボル-マークが表示されます。 
ただし設定速度を設定するまでは、 
速度表示が空欄になります。 

設定速度を設定した後、前走まを検 
出していないときは、クルーズ•コ 
ントロールのシンボル.マー クと設 
定速度が表示されます。 

設定速度を設定した後で前走まを検 
出した場合、ま両のシンボル-マー 
クと設定速度が表示されます。 


$F1^19 



アダプティブ•クルーズ-コントロールが作動 
すると、ステータス•ディスプレイ B が憧色に 
変わります。 

アダプティブ- クルー ズ-コント ロールの 作動 
を中断すると、ステータス•ディスプレイ B が 
灰色に変わります。 


.2 


フ 

離ラ 
距グ 
間 . 

ま度- 
の速バ 
定示在のの 
設表出現在囲 
のス検の現範度 
と夕をとの御速 
ま-ままま制の 
走テ走走走度在 
前ス前前前速現 

A B C D E F G 


せ寞 

刚速 

恥定 

封一巧 
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R- アダプティブ.クルーズ.コントロール ( ACC ) の 
ON/OFF 

1 ■加速/速度の設定 

2 - 減速 

3 ■中断 ( OFF ) 

4 ■スイツチ Oiy クルーズ■コントロールの再開 ( RESUME ) 

アダプティブ-クルーズ-コントロール 
( ACC 1 の使用 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
は、ステアリング•コラム左下にあるレバーで 
操作してください。 

( jJ インフォターシヨン 

ブレーキ-ペダルまたはアクセル-ペダルを操 

作した場合、いつでもドライバーの意志が優先 

されます。 


アダプティブ • クルーズ•コントロール 
( ACC 1 の ON/OFF 

アダプティブ.クルーズ.コントロール ( ACC ) 
を ON にする 

クルー ズ.コント ロール 操作 レバーの ボタ 
ン R を押してください。 

マルチファンクション-ディスプレイに灰 
色のシンボル-マークが表示されます。 
アダプティブ.クルース-コントロール 
( ACC ) はスタンバイ状態になります。 

アダプティブ • クルーズ • コントロール ( ACC ) 
を OFF にする 

クルーズ -コント ロール 操作 レバーの ボタ 
ン R を押してください。 

マルチファンクション.ディスプレイに 
メッセージ 「ACC off (アダプティブ • クルー 
ズ. コントロール OFF )」 が表示されます。 
設定速度が消去されます。 

設定距離がネ刀期値（デフォルト値）にリセッ 
卜されます。 

アダプティブ•クルーズ•コントロール 
( ACC 10 N 時の作動モード 

アダプティブ•クルーズ’コントロール ( ACC)ON 
時には、3種類の作動モードがあります。 

アダプティブ.クルーズ-コントロール ( ACC ) 
の作動 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
が、速度および前走車との車間距離を自動的に 
制御します。 

ステータス•ディスプレイ B が憧色になります。 


アダプティブ’クルーズ ■ コントロール ( ACC ) 
のスタンバイ 

ブレーキ-ペダルを踏んだときや、クルーズ • 
コントロール操作レバーを下方向 （3 の位置、 
OFF ) に押したときは、アダプティブ-クルー 
ズ-コントロール（自動ま速制御および自動車 
間距離制御）が解除されます。 

設定された希望速度および設定距離は保存さ 
れています。 

ステータス•ディスプレイ B が灰色になります。 
アダプティブ- クルーズ•コントロール （自動 
車速制御および自動車間距離制御）の再開に関 
してのイン フォメー シ ョン： 

> PRESUME (自動車速制御と自動ま間距離制御 
の再開)」（174ぺージ）を参照してください。 

アダプティブ.クルーズ.コントロール ( ACC ) 
の速度超過 

アクセル•ペダルを踏み込むと、自動車速制御 
と自動車間距離制御が解除されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに 「ACC 
passive (アダプティブ • クルーズ.コント □- 
ル停止中）」が表示されます。 

設定された希望速度および設定距離は保存さ 
れています。 

ステータス•ディスプレイ B が灰色になります。 
アクセル.ペダルをがした後、アダプティブ- 
クルーズ-コントロール ( ACC ) は再開されます。 

速度の設定/設定速度の変ま 

前提条件 

-アダプティブ-クルーズ■コントロール ( ACC ) 
が ON 

-車両が動いている 
-前方に静止した物体を検出していない 


安全運転について 171 








ま巧距離の設定 

前走まとのま間距離を4段階に設定できます。 


CS イン フオゾーシヨン 
車間距離を設定すると、マルチファンクシヨ 
ン-ディスプレイにアダプティブ-クルーズ • 
コントロ ール ( ACC ) の ACC メイン-メニユーが 
一時的に表示されます。 

最ネ刀にロッカー■スイッチ Z を操作すると、設 
定車間距離を変更することなく、 「 ACC 」 メイ 
ン-メニューが表示されます。 


速度の設定 

1. ステアリング-コラムのクルーズ-コント 
ロール操作レバーを前方 （1 の位置）に押し 
てください。 

そのときの速度が保存され、自動的に維持さ 
れます （30 〜 210 km / h の制御範囲内)。 ステー 
タス-ディスプレイ B が憧色になります。 

速度制御範囲のバー-グラフの下部に表示 
されているホ色の▲マーク G が、現在の速度 
を示しています。 

2. アクセル■ペダルから足を放してください。 
自車よりも遅い速度の前走車が検出される 
まで、設定速度が自動的に維持されます。 

面 インフォゾーシヨン 
停止中に操作レバーを前方 （1 の位置）に押す 
と、マルチファンクション.ディスプレイに 
「 ACC フカテイシャチュウ」のメッセージが表 
示されます。 

前方に静止した物体を検出すると、マルチファ 
ンクション-ディスプレイに 「 ACC シヨウフ 
カショウガイブツ」のメッセージが表示され 
ます。 


設定速度を上げる 

>ステアリング•コラムのクルーズ•コント 
ロール操作レバーを前方 （1 の位置）に押し 
てください。 

速度が1 km/h 単位で上がります。 

または 

ステアリング-コラムの操作レバーを希望 
の速度になるまで前方 （1 の位置）に押し続 
けてください。 

速度が lOkm/h 単位で上がります。 
ステータス •ディ ス プレイ B が 新 しく設定し 
た速度を表示します。 

速度制御範囲のバー-グラフの下部に表示 
されているホ色の▲マーク G が、現在の速度 
を示しています。 

設定速度を下げる 

>ステアリング•コラムのクルーズ•コント 
口ール操作レバーを手前 （2 の位置）に素早 
く引いてください。 

速度が1 km/h 単位で下がります。 

または 

ステアリング-コラムの操作レバーを希望 
の速度になるまで手前 （2 の位置）に引き続 
けてください。 

速度が lOkm/h 単位で下がります。 
ステータス •ディ ス プレイ B が 新 しく設定し 
た速度を表示します。 

速度制御範囲のバー-グラフの下部に表示 
されているホ色の▲マーク G が、現在の速度 
を示しています。 
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の インフォグーシヨン 
実際のま間距離は速度に応じて変化します。速 
度が低いときはま間距離が短くなり、速度が高 
くなると車間距離が長くなります。 


車間距離を長くする 

> ロッカー■スイッチ Z を上方向に押してくだ 
さい。 

設定車間距離が長くなります。 

前走車との設定車間距離を示す檔色のセク'' 
メント A の数が増えます。 

車間距離を短くする 

> ロッカー■スイッチ Z を下方向に押してくだ 
さい。 

車間距離が短くなります。 

前走車との設定車間距離を示す檔色のセク'' 
メント A の数が減ります。 

前走まとの車間距離を表示する 
前走車を検出すると、マルチファンクション- 
ディスプレイとステータス-ディスプレイ B に 
車両のシンボル-マーク C が表示されます。 
灰色のゾーン D が、前走まとの現在の車間距離 
を示します。 


車間距離の設定オプション 


自動ブレーキ制御での停止 


■ ps 走行速度が高い道路での走行に適し 
W 1たま間距離です。前走まとのま間距 
離は1秒です。この場合、 120 km/h 
のときに約 33 m の車間距離になり 
ます。 

H 少し余裕のあるドライビングに適し 
た車間距離です。前走まとの車間距 
離は 1.3 秒です。この場合、 120 km/h 
のときに約 43 m のま間距離になり 
ます。 

デフォルト（ネ刀巧設定値） 

道路運行上の安全基準に即したま間 
距離です。前走車との車間距離は 
1.8 秒です。この場合、120 km / h のと 
きに約 60 m のま間距離になります。 


アダプ ティブ • クルーズ- コント ロール ( ACC ) 
が作動しているときに前走まが停止すると、制 
御範囲内で減速して停まします。 

インストルメント ■ パネルのインジケーター ■ 
ライト HQLI ] が点なします。 

車両は前走車が発進するまで停止状態を維持 
します。 

HOLD 機能に関するインフォメーシヨン： 

> 「 HOLD 機能：停止制御」 （212 ぺージ）を参 
照してください。 

の インフォゾーシヨン 
周囲の交通の流れによっては（例えば、ゆっく 
りとした交通の流れの中では）、ま両はゆつく 
りと徐行してから停車します。 



前走車との車間距離は 2.3 秒です。こ 
房^1の場合、 120 km / h のときに約 77 m の 
車間距離になります。 


ム警告 


ブ レー キ-ペダルの 
感触の変化 


アダプ テ ィブ ■ クルーズ- コント ロール ( ACC ) 
が正常に機能している場合や、 HOLD 機能が作 
動したときは、ブレーキ•ペダルの感触が変化 
したり、ブレーキ-システムの油圧作動音が聞 
こえることがあります。 

これはシステムの正常な作動であり、故障では 
ありません。 
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再発進 

アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) 
の作動モードに応じて、停車後に再発進し、自 
動ま速制御と自動車間距離制御を再開するこ 
とができます。 

アダプティブ.クルーズ.コントロール (ACC) 
の作動 

>ステアリング•コラムのクルーズ•コント 
口ール操作レバーを上方 （4 の位置、 RESUME) 
に押してください。 

または 

アクセル.ペダルを短く踏んでください。 
車両が自動的に再発進します。 

CiJ イン フォ ゾーシ ヨン 
前走まが停止しているときは発進できません。 

アダプティブ.クルーズ.コントロール (ACC) 
のスタンバイ 

車両が動いているときのみ、自動車速制御および 
自動車間距離制御を再開することができます。 

1. 通常の運転操作で発進してください。 

2. ステアリング-コラムのクルーズ-コント 
口ール操作レバーを上方 （4 の位置、 RESUME) 
に押してください。 

または 

速度を設定してください。 


アダプティブ • クルーズ•コントロール 
(自動ま速制御および自動ま巧距離制 
御）の中断と再開 

OFF (自動ま速制御と自動車間距離制御の中断） 
>ブレーキ•ペダルを踏んでください。 

または 

ステアリング-コラムのクルーズ-コント 
口ール操作レバーを下方 （3 の位置、 OFF) 
に押してください。 

アダプティブ- クルー ズ.コント ロール 
(ACC) の制御が中断されます。 

設定された希望速度および設定距離は保存 
されています。 

RESUME (自動ま速制御と自動車間距離制御 
の再開） 

>ステアリング•コラムのクルーズ•コント 
口ール操作レバーを上方 （4 の位置、 RESUME) 
に押してください。 

自まよりも遅い速度の前走車を検出し、あ 
らかじめ設定した車間距離よりも接近する 
までは、設定速度まで加速します。 
ステータス•ディスプレイ B が灰色から檔色 
に変わります。 

または 

ステアリング-コラムのクルーズ-コント 
口ール操作レバーを上方 （4 の位置、 RESUME) 
で保持してください。 

通常よりもスポーティーなドライビング- 
スタイルで、設定速度まで加速します。 

ClJ インフォゾーシヨン 
クルーズ.コントロール操作レバーを3の位置 
(OFF) に押して、自動車速制御および自動ま間 
距離制御を中断した場合、発進後、前方に静止 
した物体を検出していないときのみ制御を再 
開できます。 





警告グジ七ージ 

アダプティブ-クルーズ-コントロール作動中 
(ACC active) のドライバーへの運転操作の要求 
アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) 
が作動しているときに、ドライバーのブレーキ 
操作が必要であると判断した場合、警告音が鳴 
り、マルチファンクション•ディスプレイに 
r キヨリブレーキ」の警告メッセージが表示さ 
れます。 


アダプティブ-クルー 
ズ-コントロール (ACC) 
による才ート-ブレー 
キ時の不十分な制動力 
このような場合、アダプティブ-クルーズ•コ 
ントロール (ACC) による制動力は衝突を回避す 
るには不十分です。 

>直ちにブレーキをかけてください。 


A 害告 
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マルチファ:< クシヨン•ディスプレイ 
のゾッ七ージ 

アダプティブ-クルーズ•コントロール ( ACC ) が 
自動的に解除されたときや、正常な作動を実行で 
きないときは、マルチファンクション■ディスプ 
レイに該当するメッセージが青色で表示される 
か、警告メッセージが表示されます。 

- 「ACC シヨウフカ七ンサーヨゴレ七イソウ 
スル」 

雪などでレーダー-センサーの機能が損な 
われている場合、アダプティブ■クルーズ- 
コントロ ール ( ACC ) は利用できません。 

- 「ACC シヨウフカ ABS/PSM サドウ」 

ABS や PSM が制御を実行しているため、アダ 
プティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) の 
制御が中断されました。 

- 「ACC フカ P ブレーキモドス」 

エレクトリック-パーキング-ブレーキが作 
動したため、アダプティブ.クルーズ-コン 
トロ ール ( ACC ) の制御が中断されました。 

- 「ACC シ ヨウフカ七 レクターレバー D/M へ」 
PDK / ティプトロニック S セレクター■レ 
バーが D または M の位置にないため、アダプ 
ティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) の制 
御が中断されました。 

- 「ACC フカテイシャチュウ」 

停車中のため、要求した制御（速度の設定 
など）を実行できません。 

- 「ACC シヨウフカカイテンタカイ」 

PDK / ティプトロニック S セレクター■レ 
バーが M のマニュアル位置のときにエンジ 
ン回転数が許容限度に到達したため、アダ 
プティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) の 
制御が中断されました。 


- 「ACC シヨウフカキュウコウバイ」 

坂道の傾斜度が大きすぎるため、速度また 
はま間距離を設定できません。 

- 「ACC シヨウフカショウガイブツ」 

前方に静止物を検出したため、制御を実行 
できません。 

- 「ACC シヨウフカ PSM オン」 

PSM が OFF になっているため、アダプティ 
ブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) を使用で 
きません。 

- 「ACC シヨウフカダカクオオキイ」 

ステアリングの操作が速すぎます。 

- 「ACC シヨウフカ」 

ブレーキが過熱しているなどの状況にある 
とき、アダプティブ•クルーズ-コント □- 
ル ( ACC ) は利用できません。 

ポルシェ■スタビリティ•マネージメント ( PSM ) 
に関するインフォメーション： 

-「ポルシェ•スタビリティ■マネージメント 
( PSM)J (207 ぺージ）を参照してください。 


—般的なインフォゾーシヨン 

r スポーツ」および「スポーツ-プラス」モード 
「スポーツ」および「スポーツ■プラス」モー 
ドでは、アダプティブ■クルーズ•コント □- 
ル ( ACC ) が通常の制御よりも運動性能が向上し 
た制御になります。 


トレーラーま両のけん引 
トレーラーま両をけん引しているときもアダ 
プティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) を使 
用できます。ただし、通常に比べて運動性能が 
低下します。 

アダプティブ • クルーズ•コントロール 
( ACa の例外 

次のような状況では、アダプティブ■クルー 
ズ .コントロール ( ACC ) は利用できません。 

-イク''ニッションが OFF のとき 
- PSM が OFF のとき 

-運転席ドアが開き、運転席シートベルトを 
着用していないとき 

-駐車するとき、または非常に狭い場所を運 
転するとき 

-エレクトリック•パーキング.ブレーキが 
作動しているとき 

- PDfV ティプトロニック S セレクター.レバー 
が N 、 R 、 または P 位置にあるとき 
-上り坂や下り坂の傾斜が20%な上のとき 
了 ダプティブ ■ クルーズ’コントロ ール (AC 口 ON 
時に、上記のいずれかの例外状況があてはまる 
場合、アダプティブ.クルーズ•コントロール 
( ACC ) が OFF になります。 

マルチファンクション■ディスプレイに該当す 
るメッセージが表示されます。 


結おぶ編 T が前ままを正亂こ 


アダプティブ • クルーズ-コントロール ( ACC ) 
のレーダー.センサーは、自車正面の比較的狭 
い範囲を円錐状に監視します。 

このため周囲の道路状況や、前走まの大きさに 
よっては、レーダー■センサーが前走車を検ミロ 
できない、または検なが遅れる場合がありま 
す。その結果、アダプティブ-クルーズ-コン 
トロールの制動が遅れたり、ブレーキが突然か 
かることがあります。停ま中のま両は検出され 
ません。アダプティブ.クルーズ.コント □- 
ルは停車中の車両に反応できません。 

>十分を意して運転してください。 

>必要に応じて減速してください。 
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A - 前走まのま線変更/前方への割り込み 
隣のま線を走行する車両がま線変更したり、前 
方に割り込んだときは、自車と同一車線に完全 
に移動するまで、その車両を検出しません。 

B - 投影面積がルさな車両/幅の狭い車両 
小さなま両ゃ幅の狭いま両は検出できないか、 
または検出のタイミングが遅れます。 


C - コーナーへの進入/脱出 
コーナーにさしかかったときは、前走まを検出 
できなかったり、早すぎるタイミングで検出す 
る場合があります。また、隣の車線を走行する 
車両に反応する場合もあります。 

D - 停車中の車両 

レーダー.センサーの監視エリアに突然停車中 
の車両が現れたとき（前走車が車線変更したと 
きなど）は、アダプティブ-クルーズ-コント 
口 ール ( ACC ) はその車両を検出しません。 


ム害告 停ま車両の不検出 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
のレーダー•センサーは停車中の車両を検出し 
ません。 

>十分ミ主意して運転してください。 

>必要に応じて減速してください。 


E - 才ーバーハングの長いま両 

木ネオ運搬トラックなどの車両後部は検出しま 

せん。 

ム警告 ] 前走車後端の不検出 

前走車に長い才ーバーハングがある場合、アダプ 
ティブ.クルーズ.コントロール ( ACC ) のレー 
ダー •センサーはそのま両の後端を検出できない 
か、または正しく検出することができません。 

>十分を意して運転してください。 

>必要に応じて減速してください。 
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アクティブ•七ーフティー-ポルシェ 
r アクティブ•七ーフ」 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
のセンサーはポルシェ「アクティブ■セーフ 
( PAS )」 機能に使用されます。 

機能内容： 

-ブレーキ•システム-プレフィル 

前走車に危険なほど近づいていることを 
レーダー’センサーが検出すると、ブレー 
キ- システムの圧力をあらかじめ少し高め 
てブレーキ-パッドをブレーキ-ディスク 
に軽く押し付け、制動時の応答性を向上さ 
せます。 

-ブレーキ.アシスト 

前走車に危険なほど近づいていることを 
レーダー*センサーが検出すると、ブレー 
キ •アシス 卜機能の作動開始が早まります。 
ブレーキ-アシスト機能の作動は状況の危 
険度に応じて3段階で早まります。 

-夕ーゲット•ブレーキ 

前走車に危険なほど近づいていることを 
レーダー-センサーが検出し、更にブレー 
キ制動力が不十分な場合、 状況に応じてブ 
レーキ圧力を増加します（必要に応じて最 
大の制動力まで)。 

ffi インフォゾーシヨン 

すべてのポルシェ「アクティブ■セーフ ( PAS )」 

機能は車速約 30 km / h な上で作動します。 



潜在的な警告（表示） 

車間距離が短い状態で長い時間走行している 
場合、前走車がブレーキをかけたときに衝突す 
ることを防ぐため、マルチファンクション- 
ディスプレイに潜在的な警告を表示してドラ 
イバーに警告します。 

>必要に応じて前走車から離れて後方に下 
がってください。 


チ巧警告（警告音、表示） 

前走まに危険なほど近づいており、前走まと衝 
突しそうなことをレーダー■センサーが検出す 
ると、警告音と表示で予期警告を行います。 
ドライバーに警告を促し、ドライバーが適切に 
対応することで衝突を回避できます。 


_ ム誓告 _ 車間距離の不足 

前走まに追突する恐れがあります。 

>直ちにブレーキをかけてください。 
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緊急警告（警告音、表示、触知） 

ドライバーが予期警告に対応せず、ブレーキを 
かけなかった場合、直ちに緊急警告が作動し、 
警告音と表示に加えてブレーキ振動でならせ 
ます。 

ブレーキ圧力を素早く高め、ブレーキ振動を発 
生させて警告します。これによりドライバーに 
交通状況を警告します。 

ドライバーはこの危険な状況に適切に対応す 
ることで衝突を回避できます。 


_ム警告 _ 車間距離の不足 

前走車に追突する恐れがあります。 

>直ちにブレーキをかけてください。 


の インフォメーション 

下記の状況ではドライバーは慎重に運転して 
いると想定され、予期警告や緊急警告機能は作 
動しません： 

-急カーブを走行しているとき 
-ブレーキをかけているとき 
-追い越ししようとしている場合などドライ 
バーが急加速したとき 


ポルシ X 「アクティブ■七ーフ ( PAS )」 警告の 
ON/OFF 

潜在的または予期警告機能はネ刀期設定では OFF 
になっています。緊急警告機能は作動状態に 
なっています。 

潜在的な警告と予期警告はマルチファンクシヨ 
ン-ディスプレイの rPrewarning on (チ巧警告 
ON )」 の設定で作動させることができます。 
設定はイグニッシヨンの ON/OFF を切り替えて 
も保存され続けます。 

>「ポルシェ■アクティブ■セーフの設定」 
(127 ぺージ）を参照してください。 


お巧との適合（欧州圏における） 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
は周波数帯域 77 GHz で作動するレーダー■セン 
サーを使用します。車両を使用する国によって 
は、アダプティブ•クルーズ•コントロール 
( ACC ) を OFF にする必要があります。 

用途に基づいて使用する場合、アダプティブ- 
クルー ズ •コントロ ール ( ACC ) が「欧州議会お 
よび理事会指令 1999/5/ EC 」 の§3および他の関 
連規約の基本要件に適合していることを承認 
します。 

アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
は下記の国で使用できます。 

-オーストリア、ベルギー、キプロス、チェ 
コ共和国、デンマーク、エストニア、フィ 
ンランド、ドイツ、英国/: II ：アイルランド、 
ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、ア 
イルランド、イタリア（サン•マリノ、バ 
チカン巿国）、ラトビア、リトアニア、ルク 
センブルク、マルタ、オランダ、ノルウ王一、 
ポーランド、ポルトガル、スロバキア共和 
国、スロベニア、スペイン（アンドラ、バ 
レアレス諸島、カナリア諸島)、スウェーデ 
ン、スイス 
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レーン-チェンジ-アシスト (LCA) 

レーン ■ チェンジ"アシスト ( LCA ) はレーダー- 
センサーを使用し、ま両後方の死角と交通状況 
をドライバーが確認することを補助します。 
警告インジケーターは両方のドア•ミラーに組 
み込まれています。レーン•チェンジ•アシス 
卜*システムがま両を検出したことを、ま両を 
検出した側のドア-ミラーにある警告インジ 
ケーターを点なさせて表示し、車線変更を行う 
際の危険にミ主意を促します。 

例えば、左ドア•ミラーの警告インジケーター 
B はドライバーが左車線に車線変更する際にお 
立ちます。 

このインジケーターはドライバーがドア•ミ 
ラーを一目見ただけで気づくよう設計されて 
います。 

ドライバーが方向指示なを操作し、レーン- 
チェンジ■アシストが危険とみなすま両を検出 
すると、ドア■ミラーの警告インジケーターが 
数回明るく点滅します。 


レーン-チェンジ-アシストの ON/OFF 

レーン-チェンジ-アシストを ON にする 
>ボタン A を押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

レーン-チェンジ-アシストを OFF にする 

>ボタン A を再度押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
ます。 

の インフォゾーシヨン 
レーン•チェンジ■アシストは高速道路や郊外 
道路での走行に役立ちます。このためシステム 
は約30〜 250 km/h の車速で走行する場合に機 
能します。 


警告 _ 集中力のお F 

レーン-チェンジ-アシストが装備されていて 
も、走行中は周囲の状況にミ主意し、責任ある運 
転をムがけてください。車線変更の際は、特に 
ま意を仏ってください。 

>ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況 
に常にを意を仏ってください。 


A 警告 


レーダー-センサーの 
視界の巧げ 


雨水、雪、氷、多量の水しぶきなどでレーダー* 
センサーの機能が阻害される場合があります。 
車両を正しく検出できないことや、まったく検 
出できなくなることがあります。 

>ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況 
に常にミ主意を仏ってください。 


ム警告 車両が検出されない 

センサーは状況によりま両を検出できない場 
合があります。 

レーン•チェンジ•アシストは高速で後方から 
接近する車両や遠ざかる車両に巧しては、タイ 
ミング良く警告できない場合があります。 

レーン■チェンジ■アシストは急力ーブ（半径 
約 lOOm 未满のカーブ）では機能しません。 

レーン•チェンジ•アシストは約 30 km / h な上 
の速度で走巧しているときにのみ、接近ま両や 
死角エリアのま両をドライバーに警告します。 
>ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況 
に常に注意を仏ってください。 
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の インフオゾーシヨン 


レ 

C 


㈱ ii エリア 

レーダー.センサーの検出エリア： 

後方の約 70 m の範囲 
死角エリア 

レーダー•センサーは左右の隣接レーンを検出 
します。その他のレーンはレーダー■センサー 
で検出されません。 


の インフォメーション 

レーン■チェンジ■アシストはレーンの幅を測 
定しませんが、システムはレーンが固定した幅 
であると想定します。センサーはこの想定され 
たレーン幅で左右のレーンを検出します。 

狭い道を走行するとき、またはレーンの中んな 
外を走行している場合、レーン■チェンジ•ア 
シストはすぐ隣のレーンを走行しているま両 
な外の車両を検出することがあります。 


>レーン•チェンジ■アシストを適切に機能 
させるには： 

リヤ.バンパーのレーダー-センサーの周 
囲（図を参照）をステッカー、バイク■キヤ 
リアなどで塞がないでください。この周囲 
から巧れや雪、氷も取り除いてください。 

>ドア•ミラーの警告インジケーターをス 
テッカーなどで覆わないでください。 

-運転席側または助手席側ドアのサイド- 
ウィン ドウを着色フィルムで暗くした場 
合、ドライバーがドア■ミラーの警告イン 
ジケーターを視認しにくくなる可能性があ 
ります。 


作動原理 

レーン-チェンジ-アシストは自車と検出した 
車両との距離および速度差を測定します。レー 
ン•チェンジ•アシストがその速度差および距 
離から車線変更が危険と判断した場合、該当す 
るドア-ミラーに表示します。 

他まに追い抜かれるとき、または他車を追い越 
す場合に、警告インジケーターが点なすること 
があります。 

他まをゆっくり（速度差約 15 km / h 未满）と追 
い越す場合、他車が死角エリアに入ったことを 
レーン■チェンジ■アシストが検出すると、直 
ちに警告インジケーターが点なします。速度差 
がそれな上の場合は、ドア•ミラーに表示され 
ません。 

インフォターシヨンおよび警告ス 
テー ジ 

レーン-チェンジ-アシストには2種類の警告 
イン ジケーター-ステー ジがあります： 

-インフ オメーシヨ ン ■ステー ジ 
-警告 ステー ジ 

レーン■チェンジ•アシストは、ドライバーが 
方向指示なを操作することで車線変更の意思 
を表示した場合に該当する警告インジケー 
夕一■ステージを作動し、ドライバーを補助し 
ます。 
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インフオゾーシヨン-ステー ジ 
ドライバーが方向指示なを操作していない場合、 
レーン■チェンジ■アシストは検出した車両が車 
線変更の際に危険となりうると判断すると、ドラ 
イバーにならせます。レーン•チェンジ■アシス 
卜が検出した車両との速度差および距離を危険 
と判断すると、該当するドア■ミラーの警告イン 
ジケーターが弱し^光で点なします。 

インフオメーシヨン-ステージのインジケー 
ターの明るさは、車線変更の意思がなく、路面 
を見て走行する際にに惑しないよう意図的に 
弱くしてあります。インフオメーシヨン•ス 
テージの表示は、ドア•ミラーを見た際にはっ 
きり確認できます。 

警告 ステージ 

レーン-チェンジ-アシストはドライバーが方 
向指示なを操作した場合に、ま線変更するには 
危険とみなされるま両を検出すると、検出した 
側のドア-ミラーの警告インジケーターを明る 
く点滅させます。警告ステージの数回の明るい 
点滅は、ドア-ミラーを見るかまたは肩越しに 
確認するなど、再度周囲の交通状況を確認する 
よう促しています。 

CiJ インフオゾーシヨン 
ドア•ミラーの警告インジケーターの明るさは 
変更可能です。 

> 「ドア•ミラーの警告表示の明るさを調節す 
る」 （183 ぺージ）を参照してください。 



運お状況-高速で巧おする車両 

A - ドア-ミラーの警告インジケーターは点灯 
しない 

センサーはま両を検出していません。ドア•ミ 
ラーの警告インジケーターは点なしません。 

B - 警告インジケーターがインフ オメーシヨ 
ン-ステージで点なする 
センサーが高速で接近する車両を検出しまし 
た（図の例は左レーンを示しています）。車両 
との距離はまだ離れていますが、著しい速度差 
があるため、この車両はすでに車速変更を行う 
には危険と判断されます。ドア•ミラーのイン 
ジケーターが点なします。 


C - 警告インジケーターが警告ステージで点滅 
する 

運転状況 B でドライバーが方向指示なを操作す 
ると、ドア•ミラーの警告インジケーターが数 
回明るく点滅します。レーン■チェンジ•アシ 
ストはドライバーが車両を見落としている可 
能性があることをならせます。 

の インフォゾーシヨン 
-車両がより高速で接近してくると、ドア- 
ミ ラーの警告インジケーターはより 早い夕 
イミングで点なします。レーン•チェンジ- 
ア シストによって検出されたす ベての ま両 
は、遅くとも「死角エリア」に入るまでに 
ドライバーに警告されます。 

-ドア-ミラーの警告インジケーターがまだ 
表示されていなくても、高速で接近するま 
両がある場合、ま線変更は危険と考えられ 
ます。 


安全運転について 181 






運お状況■ゆっくりとおおする車両 

A - ドア-ミラーの警告インジケーターは点な 
しない 

センサーがゆっくりと接近するま両を検出し 
ました（図の例は左レーンを示す）。速度差が 
小さくて車間距離が長い場合は、ドア•ミラー 
の警告インジケーターは点なしません。 

B - 警告インジケーターがインフォゾーシヨ 
ン-ステージで点灯する 
車両がゆっくりと接近してきています。ドア- 
ミ ラーの イン ジケーターが点な します。 

レーン-チェンジ-アシストがその速度差およ 
び距離から車線変更は危険と判断する場合の 
み、ドア■ミラーに表示されます。レーン- 
チェンジ•アシストによって検出されたすベて 
のま両は、遅くとも「死角エリア」に入るまで 
にドライバーに警告されます。 


C - 警告インジケーターが警告ステージで点滅 
する 

運転状況 B でドライバーが方向指示なを操作す 
ると、ドア•ミラーの警告インジケーターが数 
回明るく点滅します。レーン■チェンジ■アシ 
ストはドライバーが車両を見落としている可 
能性があることをならせます。 

の インフォイーシヨン 
-車両がより高速で接近してくると、ドア- 
ミ ラーの警告インジケーターはより 早い夕 
イミングで点なします。レーン■チェンジ- 
アシストによって検出されたす ベての ま両 
は、遅くとも「死角エリア」に入るまでに 
ドライバーに警告されます。 

-ドア-ミラーの警告インジケーターがまだ 
表示されていなくても、高速で接近する車 
両がある場合、車線変更は危険と考えられ 
ます。 



運质状況■ゆっくりと遠ざかる車両 

A - ドア-ミラーの警告インジケーターは点な 
しない 

レーン-チェンジ-アシストはドライバーが追 
い越したま両をまだ検出していません。ドア- 
ミラーの警告インジケーターは点な しません。 

B - 警告インジケーターがインフ ォゾーシヨ 
ン-ステージで点なする 

この例では、レーン•チェンジ•アシストはゆっ 
くりと遠ざかる車両（速度差約 15 km / h 未満）を 
右側ま線で検出しました。ドア■ミラーのイン 
ジケーターが点なします。 

C - 警告インジケーターが警告ステージで点滅 
する 

運転状況 B でドライバーが方向指示なを操作す 
ると、ドア•ミラーの警告インジケーターが数 
回明るく点滅します。レーン■チェンジ•アシ 
ストはドライバーが車両を見落としている可 
能性があることをならせます。 
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走巧状況-高速で遠ざかる車両 

A- ドア-ミラーの警告インジケーターは点な 
しない 

レーン-チェンジ-アシストはドライバーが追 
い越した車両をまだ検出していません。ドア- 
ミラーの警告インジケーターは点な しま せん。 

B- ドア-ミラーの警告インジケーターは点灯 
しない 

この例では、レーン•チェンジ•アシストは高 
速で遠ざかる車両（速度差約 15 km / h な上）を 
右側車線で検出しますが、高速で遠ざかってい 
るためま線変更を行う際の危険とはみなされ 
ません。ドア•ミラーの警告インジケーターは 
点なしません。 

C- ドア•ミラーの警告インジケーターは点灯 
しない 

運転状況 B でドライバーが方向指示なを操作し 
ても、ドア•ミラーの警告インジケーターは点 
なしません。 


ドア•ミラーの警告表示の明るさを調 
節する 

警告イン ジケーター (インフ オメーシヨ ンおよ 
び警告）は周囲の明るさによって自動的に調節 
されます。 

必要に応じて、基本的な明るさをマルチファン 
クシヨン■ディスプレイで調節することもでき 

ホ寸 

> 「ドア•ミラーの警告表示の明るさを調節す 
る」 （127 ぺージ）を参照してください。 
周囲が非常に暗い、または明るい場合、インジ 
ケーターは明るさを自動輝度調整機能によっ 
て最低または最高レベルに調節しています。 
この場合、基本的な明るさを調節する際にド 
ア•ミラーの警告インジケーターの明るさが著 
しく変化しない可能性があります。 

周囲が非常に明るい、または暗い場所で基本的 
な明るさを変更した場合、周囲の明るさが適度 
な場所に戻るまで明るさの変化に気づかない 
ことがあります。 


の インフォゾーシヨン 

明るさを調節している間はレーン-チェンジ- 

アシストは作動しません。 警告インジケーター 

は明るさ設定の補助として短時間のみ点なし 

ます。 


レーン-チェンジ-アシストの例外 

レーン-チェンジ-アシストはな下の場合には 

利用できません： 

-レーン■チェンジ-アシストのレーダー • 
センサーが覆われていることが検出された 
場么 

-トレーラー-ソケットにコネクタが接続さ 
れるた場合 

システムの制限 

レーン-チェンジ-アシスト-システムに関連 

する制限値は走行中に設定されます。 

>カーブを走行するとき、および標準的な幅 
でないま線を走行するときは特にを意して 
ください。 

カーブを走行する 

-レーン■チェンジ•アシストは急力ーブで 
はま両を検出できません（約 100 m 未满の半 
径のカーブ)。 

-カーブを走行する場合、レーン■チェンジ- 
ア シストは1 つ離れた レーンを走行するま 
両に反応し、ドア•ミラーの警告インジケー 
夕 一を 点灯することがあります。 
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レーンの幅 

-標準的な幅のレーンの場合、ドライバーが 
レーンの中央部またはレーンの端を走行し 
ていても、レーン•チェンジ■アシスト検 
出エリアは1つ離れたレーン（左/右）も含 
むよう設計されています。 

-狭いレーンを走行する場合、検出エリアに 
はより多くのレーンが含まれます（特に 
レーンの端を走行している場合)。このよう 
な状況では1つ離れたレーンを走行する車 
両も検出されることがあり、レーン■チェ 
ンジ-アシストはインフォメーシヨンまた 
は警告ステージに切り替える可能性があり 
を寸 

-同様に、非常に幅の広いレーンの場合は、検 
出エリアの範囲外であれば隣のレーンの車 
両も検出されないことがあります。 


マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 

れる警告 メッセー ジに関するイン フォメー 

ション： 

>「警告と情報メッセージの概動（じ6ぺージ） 
を参照してください。 

の インフォメーション 

-レーン■チェンジ■アシストは急力ーブ、凹 
凸のある道路、悪天候では機能が制限され 
ることがあります。 

-レーダー-センサーは車両な外の他の障害 
物（高いまたは隆起した中央分離帯など）を 
検出することがあります。 

-レーン■チェンジ■アシストはレーンの幅 
を測定しませんが、システムはレーンが固 
定した幅であると想定します。センサーは 
この想定されたレーン幅で左右のレーンを 
検出します。狭い道を走行するとき、また 
はレーンの中んな外を走行している場合、 
レーン•チェンジ■アシストはすぐ隣のレー 
ンを走行している車両な外の車両を検出す 
ることがあります。 

^ 衝突修理後などレーダー ■ センサーの位置 
が変更された場合は、安全上の理由から必 
ずポルシェ正規販売店でレーン•チェンジ • 
アシスト-システムを点検してください。 


規巧との適合（欧州圏における） 

レーン-チェンジ-アシストは2つの周波数帯 
域のいずれかにおいて、 24 GHz で作動するレー 
ダ—. センサーを使用します。 

>国によってはこの2つの周波数帯域のうち1 
つしか許可されていません。国別にポル 
シェ正規販売店で該当する許可された周波 
数帯域に設定するか、またはレーン-チェ 
ンジ-アシストを解除してください。 

用途に基づいて使用する場合、レーン■チェン 
ジ-アシストが「欧州議会および理事会指令 
1999/5/ ECJ の§3および他の関連規約の基本要 
件に適合していることを承認します。 

レーン-チェンジ-アシストは下記の国で使用 
できます。 

-才ーストリア、ベルギ ー 、キプロス、チェ 
コ共和国、デンマーク、エストニア、 フィ 
ンランド、ドイツ、英国/: II ：アイルランド、 
ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、ア 
イルランド、イタリア（サン•マリノ、バ 
チカン巿国）、ラトビア、リトアニア、ルク 
センブルク、マルタ、オランダ、ノルウェー、 
ポーランド、ポルトガル、スロバキア共和 
国、スロベニア、スペイン（アンドラ、バ 
レアレス諸島、カナリア諸島)、スウェーデ 
ン、スイス 
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制お速度ま示* 

制限速度表示は、カメラ A を使用して、制限速 
度と追い越し禁止ゾーンの始点と終点を検出 
します。 

交通標識はナビゲーシヨン-システムの地図 
データと連動して評価され、マルチファンク 
シヨン-デイスプレイに表示されます。 

濡れた路面、ま線変更、時間、トレーラーけん 
引車両によって速度が制限されている場合、検 
出された追加標識の情報が車両に装備されて 
いる情報（レイン•センサー、ナビゲーシヨ 
ン•データ、時刻、トレーラー•ヒッチなど） 
と同期されます。 

制限速度表示は仕向け国によって異なるため、 
すべての国別仕様に適用されるわけではあり 
ません。ポルシェ-コミュニケーシヨン•マ 
ネージメント ( PCM ) の制限速度表示に関するイ 
ンフオメーシヨンは、別冊の取扱説明書を参照 
してください。* 


集中力の低下 


ドライバーは、制限速度表示に関係なく、適切 
な速度で走行するなど、常に安全運転に努めて 
ください。このシステムは、あくまでも補助的 
な機能のため運転時には細んのミ主意を仏って 
ください。 

制限速度表示には、車両が制限速度を超過した場 
合の警告機能はありません。設定した制限速度に 
車両の速度を調整する機能でもありません。 

>十分を意して運転してください。 

>交通状況と車両周囲には常にを意を仏って 
ください。 

>交通状況に応じた速度で運転してください。 

交通標識を検出する力 
メラの不良 

雨水、雪、氷、多量の水しぶき、対向車のへッ 
ドライトなどでカメラの視界が低下すると、力 
メラは交通標識を検出できない、または正しく 
検出できない場合があります。このような場 
合、制限速度が表示されなかったり、誤った制 
限速度が表示される場合があります。マルチ 
ファンクション•ディスプレイに表示された制 
限速度よりも、実際の道路交通標識を常に優先 
して確認してください。 

>走行中は道路標識に常にを意を仏ってくだ 
さい。 

>十分を意して運転してください。 

>進行方向の状況に常に気を配ってください。 


の インフォグーシヨン 
>カメラの作動を干渉、する物がないことを確 
認してください： 

ルーム-ミラー上のカメラの視界（図を参 
照）をステッカーなどで遮断しないでくだ 
さい。 

>正常な機能を維持するために、カメラの視 
界に付着した巧れ、氷、雪などを取り除い 
てください。 

車両のお手入れに ついて： 

「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 


CiJ インフォゾーシヨン 
交通標識がカメラによって検出されない場合、 
ナビゲーシヨン■システムに保存されている制 
限速度が自動的に表示されます。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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A - 主要交通標識 
B - 補助標識 

制限速度のま示* 

マルチファンクション•ステアリング•ホイー 
ルのボタン、 またはステアリング•コラム右下 
のレバー操作により、マルチファンクション- 
ディスプレイに制限速度の表示を呼び出すこ 
とができます。 

最大3つの主要交通標識 A と補助標識 B を表示 
できます。最も優先順位の高い交通標識が左側 
に表示されます。 

マルチファンクシ ョン ■ディスプレイ の 使用に 
関するインフ オメー シ ョン： 

>「マルチファンクション-ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 


1. メイン.メニュ ー :「ソクド limit 」 
を選択してください。 


イク''ニッションを ON にした後、マルチファン 
クション•ディスプレイに有効な最新の制限速 
度が表示されます。 

制限速度が検出されない場合（制限速度がない 
高速道路など ）、 「No Speed Limit recognised 
(制限速度が認識されない）」がマルチファンク 
ション-ディスプレイに表示されます。 
走行しているエリアで制限速度表示が使用で 
きない場合、 r ソクド七イゲン Info ハンイガイ」 
がま示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するイン フォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概動 （136 ページ） 
を参照してください。 

CiJ インフォメーシヨン 
-制限速度表示は、メイン■メニューまたは 
マルチファンクション-ディスプレイの上 
部ステータス-エリアに表示できます。 
「上部のステータス■エリアの表示を変更す 
る」 （123 ぺージ）を参照してください。 

-交通静音化巧策地域またはコミュニティ道 
路では、制限速度表示は巧 km / h 」と表示 
されます。 

-交通標識のない高速道路や幹線道路の入口/ 
出口では、郊外道路の該当する制限速度が 
表示されます。 


トレーラー用制限速度の表示 
トレーラーけん引車両用の制限速度をマルチ 
ファンクション•ディスプレイに表示できます。 
>「トレーラーけん引中の制限速度表示*」 
(128 ぺージ）を参照してください。 

速度制限表示の例外 

な下の場合、制限速度表示の機能が制限され 
ます： 

-カメラの視界が巧れ、ず結、またはステッ 
カー等に よって 遮断され ている 
-悪天候（豪雨など） 

-高速で走行している 

-交通標識が見えにくい状態、または損傷し 
ている 
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* 日本仕様に設定はありません。 
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ま線逸脱警告システム 

車線逸脱警告システムは、気づかないうちに車 
線を逸脱していることを検出すると、警告音お 
よび表示によりドライバーにならせます。 
システムが ON の場合でも、車線変更前に方向 
指示なが作動していれば、ドライバーへの警告 
はなされません。 

カメラ A が車線区分線を検出し、車線の コース 
を継続して巧計算します。 

約 65 km / h な上で走行中、システムがま線区分 
線との距離が危険な状態になったことを検出 
すると、警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ン•ディスプレイに該当する区分線がハイライ 
卜されます。 


A 誓告 _ I 集中力の低下 

ドライバーは走行中は常に（車線逸脱警告シス 
テムが有効になっている場合は特に）安全運転 
に努めてください。システム自体は車両を正し 
いま線に維持することも、ドライバーの継続的 
な集中力の代わりになることもありません。 

>十分を意して運転してください。 

>交通状況と車両周囲には常に注意を仏って 
ください。 

>交通状況に応じた速度で運転してください。 


A 警告 


車線を検出するカメラ 
の不良 


雨水、雪、氷、多量の水しぶき、対向車のへッ 
ドライトなどでカメラの視界が低下すると、力 
メラは車線を検出できない、または正しく検出 
できない場合があります。そのため、システム 
が警告を出せなくなったり、誤って警告音を鳴 
らしたりする恐れがあります。 

>十分を意して運転してください。 

>ハンドルをしっかり持ち、車線区分線にを 
意を仏ってください。 


の インフォグーシヨン 
カメラの作動を干渉、する物がないことを確認 
してください： 

>ルーム•ミラー上のカメラの視界（図を参 
照）をステッカーなどで遮断しないでくだ 
さい。 

>正常な機能を維持するために、カメラの視 
界に付着した巧れ、氷、雪などを取り除い 
てください。 

車両のお手入れに ついて： 

「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 
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ま線逸脱警告システムの ON/OFF 

ま線逸脱警告システムを ON にする 

> /@\ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点なし 
ます。 

ドライバーが気づかないうちに車線を逸脱 
すると、警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ン-ディスプレイの該当する区分線が檔色 
になります。 

車線逸脱警告システムを OFF にする 

> /@\ボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
を寸 ■ 

ドライバーがま線を逸脱しても警告は行わ 
れません。 



A-ACC メイン-メニユ ー 
B - ま線区分線の表示 
C - ステータス-ディスプレイ 

ま線逸脱警告表示 

アダプティブ- クルー ズ-コント ロールに 関す 
るすべての重要な情報、メッセージおよび警告 
はマルチファンクシヨン•ディスプレイに表示 
されます。 

アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) 
装備までは、 「 ACC 」 メイン•メニュ ー A にま 
線区分線 B が表示されます。 「 ACC 」 メイン•メ 
ニューを選択していない場合、車線区分線はス 
テータス-ディスプレイ C に表示されます。 
アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) 
非装備までは、この情報はステータス•デイス 
プレイ C にのみ表示されます。 


車線逸脱警告システムが作動し、有効である場 
合、ま線区分線は緑色になります。 

車線逸脱警告システムが該当する車線区分線 
からの距離が危険な状態になったことを検出 
すると、該当する区分線が檔色になります。ま 
線逸脱警告システムが無効である場合（走行速 
度が約 65 km / h 未满、ま線マークがないなど） 
は、ま線区分線は灰色になります。 

「 ACC 」 ゾイン-ゾニユー 
マルチ ファンクション•ステアリング•ホイー 
ルのボタン、 またはステアリング•コラム右下 
のレバー操作により、マルチファンクション- 
ディスプレイにアダプティブ•クルーズ-コン 
トロ ール ( ACC ) の操作画面を呼び出すことがで 
きます。 

マルチファンクション■ディスプレイの使用に 
関するインフ オメー ション： 

> 「マルチファンクション•ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 


1. メイン-メニュ ー : 「 ACC 」 
を選択してください。 


ステータス-ディスプレイ 
アダプティブ-クルーズ-コントロール (ACC) 
非装備車、または 「 ACC 」 メニューを選択して 
いない場合は、車線区分線はマルチファンク 
シヨン- デイ スプレイの左下の ステータス ■ 
ディスプレイ C に表示されます。 
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「ACC」 ゾイン-メニユーの 例： 

■ PH ま線逸脱警告システムが ON で無効で 
ある場合、ま線区分線は灰色になり 
ます。 

■ n | 車線逸脱警告システムが ON で有効で 
Ej ある場合、該当する車線区分線は緑 
色になります。 

車線逸脱警告システムが ON で有効で 
ある場合、 K ライハ-が気づかない 
うちに車線を逸脱すると該当する車 
線区分線が檔色になります。 

ステータス-ディスプレイの例： 

車線逸脱警告システムが ON で無効で 
JW ある場合、車線区分線は灰色になり 

1■■ます。 

車線逸脱警告システムが ON で有効で 
ある場合、國のま線区分線が緑色 
^■1 になります。 


警告タイミングおよび警告音量の調節 

警告音が鳴るタイミングおよび音量はマルチ 
ファンクション■ディスプレイで個別に調節で 
きます。 

>「ま線逸脱警告」（128ぺージ）を参照してく 
ださい。 

ま線逸脱警告システムの例外 

な下の場合、ま線逸脱警告システムは利用でき 
ません： 

-方向指示なが ON 
- PSM 作動中 

-走行しているカーブの半径が小さすぎる 
(約 300 m な下） 

-ブレーキを踏む力が強すぎる 
-車線区分線が隠れている、はっきり見えな 
い、または消えている 

-カメラの視界が巧れ、ず結、またはステッ 
カー等に よって 遮断され ている 
-悪天候（豪雨、薄暮など） 


自動ま電話*、無線装置* 

>自動車電話を使用する前に、必ず自動車電 
話の取扱説明書をお読みください。 

>運転中の電話の操作や通話については、各 
国の法律などを遵守してください。 

A 链生 運転中の自動車電話の 

- 使用 

走行中、自動車電話を使用すると運転に対する 
ミ主意力が低下することがあります。運転操作を 
誤る恐れがあります。 

>安全上の理由から、自動車電話での通話は 
ハンズフリ ー■ システムのみを使用してく 
ださい。 


_ム注意 _ 電磁波 

外部アンテナに接続せずにま内で自動車電話 
や無線装置を使用すると、ま内の電磁波のレべ 
ルが限界値を超えることがあります。 

>自動車電話や無線機を使用するときは必ず 
車外に設置した外部アンテナに接続してく 
ださい。 


車線逸脱警告システムが ON で有効で 
ある場合に、ドライパ-が気づかな 
、|いうちにま線を逸脱すると、該当す 
る車線区分線が憧色になります。 


例えば、ま線逸脱警告システムに加 
Jjm ぇてァダプティブ-クル-ズ.コン 
、を!トロ-ル ( ACC ) を ON にすると、 ステー 
タス-ディスプレイに両方のメッ 
セージが 表示されます。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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ETC 受信機 

ETC 本体、および ETC 受信機は日本仕様では標準 
で装備されております。 

> ETC 本体はグローブ•ボックス内に取り付け 
られています。ご利用前に ETC 専用力ードの 
利用期限を確認し、カードがスロットに確 
実に挿入されているか確認してください。 


ポ J レシエ •コ ミュ ニクー シヨン • 
システム （ PCIVI および CDR *) 

>ポルシェ■コミュニケーシヨン■システム 
を使用する前に、別冊の取扱説明書をよく 
お読みください。 

受信の状態 

ポルシェ■コミュニケーシヨン-システム PCM ま 
たは CDR の受信状態は走行中、常に変化します。 
建物、地おおよび天候による受信障害は避けら 
れません。 

特に FM ステレオは周囲の状況変化に敏感です。 
電子アクセサリーの取り付けは、必ずポルシェ 
正規販売店で行つてください。 

ポルシェ社がテストを実施し、承認したアクセ 
サリーのみを使用してください。それな外のア 
クセサリーを使用すると、ラジオの受信状態に 
悪影響を及ぼす恐れがあります。 



USB / iPod ⑩および AUX インターフ王ースは、フ 
□ント■シート間の小物入れにあります。 

> PCM 取扱説明書（別冊） * の「外部オーディ 
才-ソース」の章を参照してください。 

CiJ イン フォゾーシ ヨン 
ま内は過酷な条件（気温の変化、湿度）になる 
ことがあるため、 iPod ®、 USB メモリー、また 
は外部オーデイオ•ソースを長時間車内に放置 
しないでください。 
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ETC アンテナ 

耐熱防音ガラスを装備した車両のフロント- 
ウイン ドウの内側に ETC アンテナを取り付けた 
場合、受信状態が制限され、作動に影響します。 
>受信状態を最適にするために、 ETC アンテナ 
はフロント■ウインドウの内側のマーク位 
置（図を参照）に合わせて取り付けてくだ 
さし、。 


ポルシェ-力一-コネクト* 

スマートフオン•アプリケーシ ヨン r ポルシェ • 
カー-コネクト」を使用して、移動通信システ 
ムを利用して車両に接続することが可能です。 
これによリま両固有の情報をスマートフオン 
経由で直接読み取ることが可能になり、選択し 
た設定をアプリケーションを使用して直接車 
両で実行する ことが 可能になります。 

ポルシェ■力一-コネクト-アプリケーション 
のインストール、機能および管理に関する詳細 
情報は www . porsche . com / connect またはポル 
シェ正規販売店から入手できます。 

プライバシー機能の作動/停止 
アプリケーションによる通信は、マルチファン 
クション■デイスプレイで作動/停止できます。 
>「ポルシェ■力一■コネクトの設定*」 

(135 ぺージ）を参照してください。 

4 運転中の設定および 

- ぉ作 

走行中にアプリケーションを使用すると、運転 
に対するミ主意力が低下することがあります。運 
転操作を誤る恐れがあります。 

>操作、設定は必ず車両を停止させてから 
行ってください。 



ボイス•コントロ ール 

ボイス■コントロール-システムを使用する 
と、音声によるポルシェ•コミュニケーショ 
ン•マネージメント ( PCM )* の操作ができます。 
>別冊の PCM 取扱説明書*にある「ボイス- 
コントロール」の章を参照してください。 

ボイス•コントロ ールの作動 

>か!^ボタンを押してください。 

確認音が鳴り、最も重要な5種類の音声コマ 
ンドのヘルプ•テキストが、マルチファン 
クション-ディスプレイに表示されます。 
音声コマンドを入力してください。 

マルチファンクション.ディスプレイのヘル 
つ。. テキストの表示/非表示については： 

>「マルチファンクション-ディスプレイに 
PCM インフ オメーショ ンを表示する*」 
(124 ぺージ）を参照してください。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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の インフォ グー シヨン 

ポルシェ’力一 ■ コネクト-アプリケーシヨン 
を使用してま両固有データおよびその他の機 
能にアクセスすることができます。第=者の不 
正なアクセスからデータを保護してください。 

CjJ インフォゾーシ ヨン 
ポルシェ•力一-コネクト-アプリケーシヨン 
を使用すると、データは移動通信システムによ 
り送信されるため、サービス•プロバイダーか 
ら追加費用を請求される場合があります。 


Porsche Doppelkupplung ( PDK ) 

Porsche Doppelkupplung ( PDK ) は才ートマチッ 
ク-モードとマニュアル-セレクション-モー 
ドを備えた 7 段変速 トランスミッションです。 
才ートマチック • モード（セレクター.レバー 
が D の位置） では、変速が自動的に行われます。 
ステアリング•ホイールのシフト■ボタンまた 
はシフト■パドルを操作することにより、一時 
的に才ートマチック*モードからマニュアル* 
モードに切り替えることができます。 
マニュアル•モード（セレクター.レバーが M 
の位置）では、ステアリング•ホイールのシフ 
卜-ボタン/シフト•パドルの操作、または PDK 
セレクタ ー. レバーを 前後 に押すことで変速で 
きます。 

セレクタ—.レバーの D と M は、走行中でも切 
り替えることができます。 

現在のギヤは、 D から M にシフトしてもそのま 
ま維持されます。 

M から D にシフトした場合は、現在のドライビ 
ング-スタイルに適した変速特性が選択され、 
適切なギヤにシフトされます。 

の インフォゾーション 

才ートマチックとマニュアルのどちらのモー 
ドにあるときでもステアリング •ホイールの 
シフト-ボタンを誤って操作しないようにミ主 
意してください。トランスミッションが思わ 
めタイミングで変速されます。 



七レクター-レバーの操作 

イグニッシヨンが OFF のとき、セレクター■レ 
バーは動かないように固定されています。 

イグニッシヨンが ON の場合、リリース•ボタ 
ンを押し、ブレーキ■ペダルを踏んでいるとき 
のみセレクター-レバーを P および N の位置か 
ら切り替えることができます。 
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ロック解除ボタン 

セレクタ—.レバーのロック 解除ボタン（矢 
印）は、ギヤ-シフトの誤操作を防止するため 
の機構です。 

セレクタ—. レバーを R または P の位置に シフ 
卜するときは、このロック解除ボタンを押さな 
ければなりません。 

電気系統に故障が ある 場合は、セレクタ ー ■レ 
バーを操作することができません。 
セレクタ—.レバーが 動かなくなった場合の緊 
急 ロック 解除に関するイン フオメーシヨン： 

> rPDK / テイプトロニック S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ページ）を参照して 
ください。 


始動 

セレクタ—.レバーが P または N の位置にあり、 

ブレーキ’ペダルを踏んだ状態でないとエンジ 

ンを始動することはできません。 

発進時 

>エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ- 
ペダルを踏んでいるときのみ、走行位置の、 
M 、 R ) にシフトしてください。 

»セレクター•レバーを走行位置に動かすと 
車両がゆっくりと動き出します。発進の準 
備が整うまでブレーキ-ペダルから足をが 
さないでください。 

>ギヤを選択した後、ギヤがシフトされたこ 
とを感じるまで加速しないでください。 

坂道での発進 

坂道でドライバーがブレーキ-ペダルからアク 

セル.ペダルに踏み替えるとき、車両は保持さ 

れ、ブレーキをち夕した後すぐにスムーズに発進 

でさます。 

> 「 HOLD 機能：停止制御」 （212 ぺージ）を参 
照してください。 

停止 

>信号待ちなど短時間の停ま時は、セレク 
ター. レバーを走行位置のまま保持し、ブ 
レーキ.ペダルを踏んでください。 

>上り坂ではアクセル-ペダルを踏みながら 
停止位置を保つようなことはしないでくだ 
さい。ブレーキ•ペダルを踏むか、エレク 
トリック.パーキング.ブレーキを作動さ 
せてください。 

>車両から離れるときは、必ずエレクトリック- 
パーキング•ブレーキを作動させ、セレク 
夕—.レバーを P の位置にしてください。 

エレクトリック•パーキング•ブレーキに関す 

るインフォメーシ ヨン： 

> 「エレクトリック.パーキング.ブレーキ」 
(163 ぺージ）を参照してください。 


の イン フォゾーシヨン 
セレクタ—.レバー位置が D または M のとき、 
HOLD 機能はエンジン作動時にブ レー キを踏ま 
ない状態での上り坂の発進を容易にします。 
HOLD 機能の 使用に関するインフ ォメー シヨン： 
> 「 HOLD 機能：停止制御」 （212 ぺージ）を参 
照してください。 


駐車 

>アクセル•ペダルは慎重に操作してください。 
>特に、狭い場所で駐まや移動をする場合は、 
フット. ブレーキを 使用して速度を調節し 
てください。 

冬の走巧 

冬の滑りやすい急な坂道では、マニュアル- 
モード M の使用を推奨します。このモードで 
は、ホイール■スピンを誘発する変速が防止で 
きます。 

けん引による始動、けん引 

>「けん引およびけん引によるエンジンの始 
動」 （31 7ぺージ）を参照してください。 
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七レクター • レバー • ポジション•イ 
ンジケーター/ギヤ•ポジション•ディ 
スプレイ 

エンジンがかかっているときに、セレクター- 
レバー位置および選択されたギヤが表示され 
ます。 

七レクター-レバーが2つのポジションの間に 
ある場合 

影塑： 

-インストルメント•パネルの対応するセレ 
クタ—.レバ—. ポジションが点滅し、か 
つマルチファンクション-ディスプレイに 
警告 メッセー ジ「七 レクターレバータダシ 
イイチニソウサ」が表示されます。 

化置： 

>フット■ブレーキを踏んで、セレクター- 
レバーを正しい位置に動かしてください。 


ブレーキを踏んでいない状態で不意にセレク 
ター-レバーが P または N 位置から動いてギヤ 
に入ってしまった場合（故障または誤った操作 
で）、シフト■インジケーターが点滅し、駆動 
力がカットされます。 

>発進するには、ブレーキ•ペダルを踏み、セ 
レ クタ—. レバーを 再び P または N から希望 
のギヤに入れてください。 

インストルメント-パネルの七レクター■レ 
バー位置 R または D が点滅する 

影塑： 

-駆動力が伝達されません。 

フット-ブ レー キを踏まずにセレクター ■ 
レバーが切り替えられました。 

処置： 

> ブ レー キ•ペダルを踏み、セレクター■レ 
バーを再び P または N から希望するギヤに 
入れてください。 

トランスミッションに異常がある場合： 

マルチファンクション-ディスプレイに警告 
メッセージ 「 T / M コショウ R ギヤフカウンテ 
ンカノウ」、 「 T / M コショウアンゼンニテイ 
シャスル」または 「 T / M オンドタカスギフカ 
ヲサゲル」が表示されます。 

>「走行制限プログラム」 （199 ぺージ）を参照 
してください。 

>ポルシ王正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


Porsche Doppelk 叩 plung ( PDK ) の 
七レクター.レバー位置 
P - パーキング-ロック 

セレクタ—.レバーを P の 位置にすると、駆動 
輪は機械的に ロックされ ます。 

>車両が完全に停止してからパーキング- 
ロ ックをかけてください。 

>エレクトリック•パーキング.ブレーキを 
かけた後にパーキング-ロックをかけてく 
ださい。また、エレクトリック•パーキン 
グ-ブレーキを解除する前にパーキング- 
ロックを解除してください。 

>車両から離れる前に必ずエレクトリック- 
パーキング•ブレーキをかけてください。 

A 塔化 セレクタ レノく一が'正 

- - しく締結されていない 

インストルメント■パネルのセレクター■レ 
バー位置 P が点滅している場合、パーキング- 
ロ ックがかかっていません。 車両が不意に動き 
出す恐れがあります。 

>セレクター.レバーを再び R から P の位置に 
入れてください。 

キーは、セレクター-レバーが P の位置にある 
ときのみ、抜き取ることができます。 

R - リバース-ギヤ 

>車両が完全に停止し、ブレーキをかけてか 
らシフトしてください。 

N - ニュートラ J レ 

けん引するときや自動洗車機を使用するとき 
などは、セレクター■レバーを N の位置にして 
ください。 

>エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ" 
ペダルを踏んでいるときのみ、走行位置 （ D 、 
M 、 R ) にシフトしてください。 
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D - 才ートマチック•モード 

>「通常」の走行時には、セレクター-レバー 
の D の位置を使用 してください。 

ま速とアクセル-ペダルの踏み込み方によ 
り、ギヤが自動的に切り替わります。 
ドライバーのドライビング■スタイル（エコ走 
行、快適走行、またはスポーティーな走行）や、 
車両に作用する負荷（坂道など）に応じて、ギ 
ヤが切り替わるタイミングがエンジン低回転 
域から高回転域まで変化します。 

また変速の特性は、アクセル■ペダルの位置や 
ま速、エンジン回転数や縦方向および横方向の 
加速、地おに応じて変化します。 

>コーナー手前などで素早くアクセル•ぺダ 
ルを戻すと、不必要なシフトアップを回避 
できます。 

コーナリング中は横方向の加速度に応じて、エ 
ンジン回転数がレブリミットに達するまでシ 
フトアップは行われません。 

ブレーキを踏むと、減速の程度に応じて PDK トラ 
ンスミッションが早めにシフトダウンします。 
コーナー 手前でブレーキをかけると、最適なギ 
ヤが選択されます。適切なギヤで コーナ リング 
すると、コーナーを曲がりきってアクセルを踏 
むときにシフトダウンする必要はありません。 
スポーティーなドライビング•スタイルで走ら 
せているときは、ドライバーがブレーキ■ぺダ 
ルにわずかに触れた瞬間から、トランスミッ 
ションがシフトダウンの準備を開始します。こ 
れにより更にダイナミックなドライビング•ス 
タイルが楽しめます。 

PDK トランスミッションは、アクセル•ペダルを 
素早く踏むと、一時的に最もスポーティーなギヤ 
チェンジ、つまり可能な最も高いギヤチェンジ- 
ポイントに切り替わります。トランスミッション 
は直ちに1段または2段下のギヤにシフトダウン 
されます（一時的なシフトダウン)。 


トランスミッションは高速走行で7速を選択し 
ません。 

ステアリング • ホイールでのギヤ•シ 
フト 

ステアリング•ホイールのシフト•ボタンを操 
作することにより、一時的にオートマチック" 
モード D からマニュアル-モード M に切り替え 
ることができます。 

次のような状況では、ステアリング•ホイール 
でのギヤ.シフトが役立ちます： 

-カーブや巿桂 i 地に入る前にシフトダウンし 
たいとき 

-下り坂でエンジン•ブレーキをかけるため 
にシフトダウンしたいとき 
-急加速時にシフトダウンしたいとき 
次の場合は、マニュアル■モードが維持され 
ます： 

-コーナリング時（横方向の加速度に応じて） 
やオーバーラン時 

-車両が交差点などで停ました場合 

次の場合は、オートマチック■モードに戻り 

ます： 

-コーナリング時やオーバーラン時な外は、 
自動的に約8秒後 
-発進後 

惰性走巧モードで走巧する 

環境に配慮した運転をしたい時は、惰性走行 
モードで燃料を節約することができます。車両 
はエンジンを切り離した状態でエンジン•ブ 
レーキの影響を受けることなく、アイドル回転 
数を維持したまま走行します。 


自動惰性走行モードの作動条件 
-セレクター■レバーが D 位置で走行している 
-オート■スタート/ストップ機能/惰性走行 
モードが ON である 

のボタンのインジケーター-ライトが OFF 
になっている 

-「スポーツ」または「スポーツ•プラス」モー 
ドが OFF である 
- PSM が作動している 

-クルーズ.コントロールが作動していない 
-エンジン、トランスミッション、バッテリー 
が作動温度に達している 
-穏やかな/エコ走行スタイル 
-ゆるやかな上り/下り勾配 
>ゆっくりとアクセル•ペダルから足をがし 
てください。 

エンジンは切り離され、アイドル回転数で走行 
します。走行中、エンジン•ブレーキの効果は 
得られません。 

惰性走行モードはタコメーターに表示される 
アイドル回転数で認識できます。 

の インフオゾーション 
スポーツ走行や素早〈アクセル’ペダルを戻し 
た場合は、エンジン■ブレーキの効果が得られ 
るように惰性走行モードは抑制されます。急な 
登り坂では、傾斜の影響で惰性走行距離が短く 
なり、十分な燃料の節約ができないため、「惰 
性走行」が行われない場合があります。急な下 
り坂などでは、エンジン■才ーバーラン■トル 
クがかかっていても減速せず、才ーバーラン- 
カットオフにより燃料が消費されないため、惰 
性走行モードの作動は抑制されます。 
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惰性走行モードを終了する/エンジン ■ ブレー 
キを使用する 

>アクセル.ペダルまたはブレーキ-ペダル 
を踏んでください。 

または 

シフト•パドルまたはシフト-ボタンを操 
作してください。 

または 

セレクタ—.レバーで ギヤをシフトしてく 
ださい。 

惰性走行モードを手動で開始する 
- PDK セレクター-レバ ー D 位置または M 位置 
で走行する。 

惰性走行モードが抑制されている場合（スポー 
ツ走行、アクセル•ペダルを急にがす、または 
エンジン温度が非常に低い場合など）に、惰性 
走行モードを手動で開始することができます。 
>アクセル•ペダルから足をがし、シフト- 
パドル、シフト■ボタンまたはセレクター ■ 
レバーを使用して、可能な最も高いギヤに 
シフトしてくださし、。 

才ート ■ スタート/ストップ-ボタンを使用し 
た惰性走行モードの ON/OFF 


OFF にする 

>のボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
を寸 

惰性走行モードが OFF になり、エンジンの自 
動停止が抑制されます。 


ON にする 

>のボタンを押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

惰性走行モードが ON になり、車両が停車す 
ると自動的にエンジンが停止します。 


r スポーツ」モードが作動しているとき 


口ーンチ•コントロールを使用した発進 


PDK トランスミッ ショ ンが スポーティーな 変速 
特性に切り替わり、シフトチェンジのタイミン 
グが早まります。 

ドライバーの スポー ティ ーな ドライビング •ス 
タイルをいち早く認識し、そのときのドライビ 
ング-パフオーマンスに応じたギヤ-シフト時 
間になります。 

減速時のシフトダウンが早いタイミングで実 
行されます。またエンジン回転数が高いときで 
も、わずかな減速でシフトダウンされます。 

> r 「スポーツ」および「スポーツ.プラス」 
モード」（217ぺージ）を参照してください。 

r スポーツ•プラス」モードが作動しているとき 
r スポーツ•プラス」モードでは、 PDK トラン 
スミッションがレース■サーキットでの走行に 
適したシフト特性に切り替わります。 
「スポーツ」モードと比べて、ギヤチェンジ性 
能が更に格段に向上します。 

> r 「スポーツ」および「スポーツ.プラス」 
モード」（217ぺージ）を参照してください。 


ローンチ•コントロールは停車状態から最大加 
速度で発進することができるシステムです。 


A 警告 


口ーンチ-コント □- 
ルを使用した発進 


発進時に口ーンチ-コントロールが作動してい 
るとま両は非常に早く加速します。そのため、 
車両のコントロールが失われたり、他のドライ 
バーに危険が及ぶ恐れがあります。 

^ 口ー ンチ-コント ロールは サ ーキッ トでの 
使用をお薦めします。 

>路面状況や周囲の交通状況から判断して安 
全が確保できる場合に限ってローンチ•コ 
ントロールを使用してください。 

>他の通行者を危険にさらしたり、他人の迷 
惑になるような状況ではローンチ■コント 
ロールを使用しないでください。 


キックダウン 

キックダウン機能はセレクタ—.レバーが D ま 
たは M のときに機能します。 

>追い越し時などで大きな加速力が必要な場 
合は、アクセル•ペダルをフルスロットル 
よりも更に（キックダウンの位置まで）踏 
み込んでください。 

車速とエンジン回転数に応じて、トランスミッ 
シヨンがシフトダウンされます。 

そのギヤでのエンジン回転数の許容上限に達 
するまで、シフトアップされません。 
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の インフォグーシヨン 

通常の発進に比べて、最大加速での発進が構成 

部品に与える負荷は劇的に増大します。 

作動条件： 

-口ーンチ-コントロールはエンジンが作動 
温度になってから使用してください。 

-「ス ポーツ •プラス」モードを ON にしてく 
ださい（ボタンのインジケーター-ライト 
が点灯し 、 SPORT PLUS がデジタル-スピー 
ドメーターとステアリング-ホイールに表 
示されます。） 

1. 左足でブレーキ•ペダルを踏んでください。 

2. 素早くアクセル•ペダルをいっぱいに踏み 
込んで、そのまま保持してください（キッ 
クダウンが作動)。 

エンジン回転数が上昇します。 

ステアリング-ホイールに 「LAUNCHCONTROL 
(ローンチ-コントロール)」が表示されます。 

3. 数秒な内にブレーキを解除してください。 
「LAUNCH CONTROL (□- ンチ•コント □- 
ル)」が表示された状態で長時間停ましてい 
るとトランスミッションに過負荷がかかり 
ます。 

トランスミッションの損傷を防ぐため、エン 
ジン出力が制限されて 「LAUNCH CONTROL 
(口ーンチ.コントロール）」のプロセスが 
キャンセルされます。 



PDK セレクター.レバー 

M - マニユア J レ-モード 

現在のギヤは、 D から M にシフトしてもそのま 
ま維持されます。 

M から D にシフトした場合は、現在のドライビ 
ング-スタイルに適した変速特性が選択され、 
適切なギヤにシフトされます。 

セレクタ—.レバーおよびステアリング•ホ 
イール-スポーク上部の2個のシフト-ボタン、 
またはスポークの後ろのシフト•パドルに よつ 
て、快適で安全に7速前進ギヤのシフト-チェ 
ンジができます。 



シフト-ボタン付きステアリング*ホイール 
七レクター-レバーまたはシフト•ボタンでの 
シフトアップ 

> PDK セレクター•レバー、 またはステアリン 
グ-ホイールのシフト-ボタンを前方に押 
してください。 

七レクタ—.レバーまたはシフト.ボタンでの 
シフトダウン 

> PDK セレクター■レバー、 またはステアリン 
グ-ホイールのシフト-ボタンを手前に引 
いてください。 
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シフト•パドル付きステアリング*ホイール 

七レクタ—.レバーまたは右「+」シフト■パ 
ドルでのシフトアップ 

> PDK セレクター•レバーを前方に押してくだ 
さい。またはステアリング•ホイールの右 
シフト•パドルを手前に引いてください。 

七レ クター. レバーまたは左「一」シフト.パ 
ドルでのシフトダウン 

> PDK セレクター■レバー、またはステアリン 
グ-ホイールの左シフト•パドルを手前に 
引いてください。 

発進時 

発進時は1速ギヤが選択されます。 


の イン フオメー シヨン 

ノーマル、スポーツ、およびスポーツ•プラ 

ス • モート 

セレクタ—.レバーが M の位置にあるときは、 
エンジンが許容最高回転数に達しても自動的 
にシフトアップされません。 

アクセル•ペダルをフルスロットルよりも更に 
踏み込むこと（キックダウン操作）により、シ 
フトアップ禁止の制御をキャンセルすること 
ができます。ま速とエンジン回転数に応じて、 
トランスミッションは最適な低いギヤにシフ 
トダウンされます。 

例えば、追い越し加速中などでエンジンが最高 
回転数に達したときでも自動的なシフトアッ 
プは実行されませんが、キックダウン操作を行 
うとシフトアップすることができます。 

七レクタ—.レバ—、シフト.ボタンまたはシフ 
卜■パドルの連続操作による素早いギヤシフト 
シフト•ボタン、シフト•パドル、またはセレ 
クタ ー. レバーを素早く連続操作した数と同じ 
数のギヤ段をシフトアップまたはダウンでき 
ます。変速したときにエンジンの許容回転数 
(最高回転数または最低回転数）を超える場合 
は、トランスミッションを保護するため、コン 
トロール-ユニットは変速を行いません。 


マニュアル.モードの故障 
マニュアル-モードで異常が発生した場合は、 
電子制御システムによリオートマチック•モー 
ドに切り替わ ります。 このとき、インストルメ 
ント.パネルにセレクター ■ レバー位置 D が表 
示されます。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。ポルシ： L 正規販売店にご相談くださ 
い。この作業はポルシェ正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな 
整備をお約束します。 

の イン フオメーシヨ ン 
車速とエンジン回転数に応じて、いつでもシフ 
トアップ/シフトダウンが可能です。 

上り坂ではエンジン•パワーを有効に使用でき 
るように、また下り坂では十分なエンジン•ブ 
レーキがかかるように、適切な低いギヤにシフ 
トダウンしてください。 


シフト•パドルを使用して N -ニュートラルに 
シフトする 

>両方のシフト•パドルを同時に引いて、す 
ぐに放してください。 

トランスミッションは N -ニュートラ J レに 
シフトします。 

車両はエンジンを切り離した状態でエンジン- 
ブレーキの影響を受けることなく、アイドル回 
転数を維持したまま走行します。ギヤ•インジ 
ケーターの数値は消なし、セレクター-レバー- 
ポジションが点滅します。 

いずれかのシフト•パドルを引く、またはセレ 
クタ ー. レバーを操作することで、駆動力が再 
度伝達されます。 

停止に近い低速になったら駆動力を伝達する 
ためにブレーキを作動させてください。 
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低燃費走行のためのシフトアップ•インジケー 
夕- 

タ コ メーター内のデジタル ■ス ピードメーター 
右横にあるシフトアップ•インジケータ ー A は、 
経済的な運転を促すシフトアップのタイミン 
グをならせます。 

現在選択しているギヤ、エンジン回転数、アク 
セル • ペダルの踏み込み量に応じてこのインジ 
ケーターが点灯し、 1 段高いギヤにシフトアッ 
プする適切なタイミングをおならせします。 
シフトアップ•インジケーターは、「スポーツ」 
モードまたは「スポーツ-プラス」モードが 
OFF の場合のみ作動します。 

>シフトアップ•インジケーターが点灯した 
ときは、 1 段高いギヤにシフトアップしてく 
ださい。 

エンジンが最高回転数に達したとき、自動的に 
シフトアップさせるためには： 

>アクセル•ペダルをフルスロットルよりも 
更に（キックダウンの位置まで）踏み込ん 
でください。 


走巧制限プログラム 

トランスミッションにが障が発生し 
た場合 

重要度に応じてマルチフアンクション-ディス 
プレイに警告メッセージ 「 T / M コショウアン 
ゼンニテイシャスル」、 「 T / M オンドタカスギ 
フカヲサゲル」、 「 T / M コショウ R ギヤフカウ 
ンテンカノウ」、または「サービスヨコク 
Transmission 」 が表示されます。 

■ 「 T / M コショウアンゼンニテイシヤ 
スル」 


影塑： 

-次に停車するまでは走行ができます。 

処置： 

>そのまま運転を続行することはできませ 
ん。直ちに安全な場所に停ましてください。 
ポルシェ正規販売店まで車両をけん引して 
ください。 

>「けん引」 （318 ぺージ）を参照してください。 

「 T / M オンドタカスギフカヲサゲル」 

影塑： 

-車両発進時は異常をならせる不自然な動き 
が感じられるとともに、エンジン出力が制 
限されます。 

処置： 

>例えば坂道などでは、アクセル■ペダルの 
操作で車両を静止させないでください。停 
車中はブレーキ-ペダルを踏んでください。 
エンジンにかかる負荷を小さくしてくださ 
い。可能であれば安全な場所に停ましてく 
ださい。警告が消えるまでセレクター•レ 
バーを P または N の位置にしてエンジンを 
アイドリングさせてください。 


O rT/M コショウ R ギヤフカウンテンカ 
ノク」 

'影塑： 

-スムーズな変速ができなくなります。 

-リバース-ギヤが機能しない可能性があり 
ます。 

処置： 

>ポルシ： L 正規販売店で早急に故障を修理し 
てください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

r サービスヨコク Transmission 」 

処置： 

>そのまま運転を続行することができます。 
次の機会にポルシ X 正規販売店で点検を受 
けてください。 
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ティプトロニック s 

ポルシェ.ティプトロニック S は「才ートマ 
チック」モードと「マニュアル」ギヤシフト- 
モー ドを備えた 8 段変速オートマチック ■トラ 
ンスミッションです。 

才—トマチック.モード（セレクター-レバー 
が D の位置） では、変速が自動的に行われます。 
ステアリング•ホイールのシフト•ボタンまた 
はシフト•パドルを操作することにより、一時 
的に才ートマチック ■ モードからマニュアル ■ 
モードに切り替えることができます。 
マニュアル•モード（セレクター■レバーが M 
の位置）では、ステアリング•ホイールのシフ 
卜•ボタンまたはシフト•パドルの操作、また 
はティプトロニック S セレクター-レバーを前 
後に押すことで変速できます。 

セレクタ—.レバーの D と M は、走行中でも切 
り替えることができます。 

現在のギヤは、 D から M にシフトしてもそのま 
ま維持されます。 

M から D にシフトした場合は、現在のドライビ 
ング-スタイルに適した変速特性が選択され、 
適切なギヤにシフトされます。 

の インフォゾーション 
ステアリング•ホイールのシフト■ボタンまた 
はシフト•パドルを誤って操作しないようにを 
意してください。トランスミッションが思わめ 
タイミングで変速されます。 



七レクター-レバ—の操作 

イグ ニッシ ヨンが OFF のときは、セレクター ■ 
レバーが動かないように固定されています。 
イグ ニッシ ヨンが ON の場合、リリース•ボタ 
ンを押し、ブレーキ•ペダルを踏んでいるとき 
のみセレクター-レバーを P および N の位置か 
ら切り替えることができます。 

ロック解除ボタン 

セレクタ—.レバーのロック 解除ボタン（矢 
印）は、ギヤ■シフトの誤操作を防止するため 
の機構です。 

セレクター-レバーを R または P の位置にシフ 
卜するときは、このロック解除ボタンを押さな 
ければなりません。 

電気系統に故障がある場合は、セレクター-レ 
バーを操作することができません。 

セレクタ ー. レバーが 動かなくな っ た場合の緊 
急 ロック 解除に関するインフ オメー シ ヨン： 

> 「 PDK / テイプトロニック S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ぺージ）を参照して 
ください。 


始動 

安全のためセレクター-レバーが P または N の 
位置にあり、ブレーキ-ペダルを踏んだ状態で 
ないとエンジンを始動することはできません。 

の インフォメーション 

Panamera S E-Hybrid : 

電動モーター走行のための作動条件（バッテ 
リー電圧、温度など）が満たされている場合、 
内燃エンジンが始動していなくてもま両はス 
タンバイ状態になります。 


発進時 

>エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ ■ 
ペダルを踏んでいるときのみ、走行位置 （ D 、 
M または R ) にシフトしてください。 

>セレクター-レバーを走行位置に動かすと 
車両がゆっくりと動き出します。発進の準 
備が整うまでブレーキ-ペダルから足をが 

>辜'共識*蘇誌、ギャがシ7卜された 

とを感じるまで加速しないでください。 
坂道での発進 

坂道でドライバーがブレーキ-ペダルからアク 
セル■ペダルに踏み替えるとき、車両は保持さ 
れ、ブレーキをがした後すぐにスムーズに発進 
できます。 

HOLD 機能に 関する インフオメーシヨン： 

> 「 HOLD 機能：停止制御」 （212 ぺージ）を参 
照してください。 
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停止 

>信号待ちなど短時間の停車時は、セレク 
ター. レバーを 走行位置のまま保持し、ブ 
レ—キ. ペダルを踏んでください。 

>上り坂ではアクセル-ペダルを踏みながら 
停止位置を保つようなことはしないでくだ 
さい。ブレーキ■ペダルを踏むか、エレク 
トリック.パ— キング.ブ レー キを作動さ 
せてください。 

>車両から離れるときは、必ずエレクトリック- 
パーキング■ブレーキを作動させ、セレク 
夕—.レバーを P の位置にしてください。 
エレクトリック•パーキング•ブレーキに関す 
るインフオメーシヨン： 

「エレクトリック.パーキング.ブレーキ」 
(163 ぺージ）を参照してください。 

の インフオゾーシヨン 
セレクタ—.レバー位置が D または M のとき、 
HOLD 機能はエンジン作動時にブレーキを踏ま 
ない状態での上り坂の発進を容易にします。 
HOLD 機能の使用に関するインフオメーシヨン： 
> 「 HOLD 機能：停止制御」 （212 ぺージ）を参 
照してください。 


なま 

>アクセル•ペダルは慎重に操作してください。 
>特に、狭い場所で駐まや移動をする場合は、 
フット. ブレーキを 使用して速度を調節し 
てください。 

をの走巧 

冬の滑りやすい急な坂道では、マニュアル- 
モード M の使用を推奨します。このモードで 
は、ホイール■スピンを誘発する変速が防止で 
きます。 

けん引による始動、けん引 

r けん引およびけん引によるエンジンの始動」 
(317ぺージ）を参照してください。 



七レクター • レバー • ポジシ ヨン•イ 
ンジケータ ー /ギヤ • ポジシ ヨン•ディ 
スプレイ 

エンジンがかかっているときに、セレクター ■ 
レバー位置および選択されたギヤが表示され 
ます。 
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ティプトロニック s セレクター • 

レバー位置 

P - パーキング-ロック 

セレクタ—.レバーを P の 位置にすると、駆動 
輪は機械的に ロックされ ます。 

>車両が完全に停止してからパーキング- 
ロ ックをかけてください。 

>エレクトリック•パーキング.ブレーキを 
かけた後にパーキング-ロックをかけてく 
ださい。また、エレクトリック•パーキン 
グ-ブレーキを解除する前にパーキング- 
ロックを解除してください。 

>車両から離れる前に必ずエレクトリック- 
パーキング■ブレーキをかけてください。 
キーは、セレクター-レバーが P の位置にある 
ときのみ、抜き取ることができます。 

R - リバース-ギヤ 

>車両が完全に停止し、ブレーキをかけてか 
らシフトしてください。 

N - ニュートラ J レ 

けん引するときや自動洗車機を使用するとき 
などは、セレクター-レバーを N の位置にして 
ください。 

>エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ • 
ペダルを踏んでいるときのみ、走行位置 （ D 、 
M または R ) にシフトしてください。 

fjj インフォゾーシヨン 

Panamera S E-Hybrid : 

電動モーター走行のための作動条件（バッテ 
リー電圧、温度など）が満たされている場合、 
内燃エンジンが始動していなくてもま両はス 
タンバイ状態になります。 


D - 才ートマチック•モード 

>「通常」の走行時には、セレクター.レバー 
の D の位置を使用 してください。 

車速とアクセル-ペダルの踏み込み方によ 
り、ギヤが自動的に切り替わります。 
ドライバーのドライビング■スタイル（エコ走 
行またはスポーティーな走行 ） （Panamera S 
E - Hybrid は除く）や、車両に作用する負荷（坂 
道など）に応じて、ギヤが切り替わるタイミン 
グがエンジン低回転域から高回転域まで変化 
します。また変速の特性は、アクセル■ペダル 
の位置や車速、エンジン回転数や縦方向および 
横方向の加速、地形に応じて変化します。 

>コーナー手前などで素早くアクセル■ぺダ 
ルを戻すと、不必要なシフトアップを回避 
できます。 

コーナリング中は横方向の加速度に応じて、エ 
ンジン回転数がレブリミットに達するまでシ 
フトアップは行われません。 

ブレーキを踏むと、減速の程度に応じてティプ 
トロニック S トランスミッションが早めにシフ 
卜が、 r *7 ンします 

コーナー手前でブレーキをかけると、最適なギ 
ヤが選択されます。適切なギヤでコーナリング 
すると、コーナーを曲がりきってアクセルを踏 
むときにシフトダウンする必要はありません。 


ステアリング-ホイールでのギヤ■シフト 
ステアリング•ホイールのシフト•ボタンを操 
作することにより、一時的にオートマチック’ 
モード D からマニュアル-モード M に切り替え 
ることができます。 

次のような状況では、ステアリング•ホイール 
でのギヤ-シフトが役立ちます： 

-カーブや巿桂 i 地に入る前にシフトダウンし 
たいとき 

-下り坂でエンジン■ブレーキをかけるため 
にシフトダウンしたいとき 
-急加速時にシフトダウンしたいとき 
次の場合は、マニュアル■モードが維持され 
ます： 

-コーナリング時（横方向の加速度に応じて） 
やオーバーラン時 

-車両が交差点などで停車した場合 

次の場合は、オートマチック•モードに戻り 

ます： 

-コーナリング時やオーバーラン時な外は、 
自動的に約8秒後 
-発進後 

惰性走行モードで走行する 
環境に配慮した運転をしたい時は、惰性走行 
モードで燃料を節約することができます。車両 
はエンジンを切り離した状態でエンジン■ブ 
レーキの影響を受けることなく、アイドル回転 
数を維持したまま走行します。 

惰力走行モードに関するインフオメーシヨン： 
>「惰性走行モードで走行する」 （195 ぺージ） 
を参照してください。 
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「スポーツ」モードの作動： 

テイプトロニック S トランスミッションがス 
ポーティーな変速特性に切り替わります。ドラ 
イバーのスポーテイーなドライビング•スタイ 
ルをいち早く認識し、そのときのドライビン 
グ•パフオーマンスに応じたギヤ-シフト時間 
になります。 

減速時のシフトダウンが早いタイミングで実 
行されます （Panamera S E - Hybrid は除く）。ま 
たエンジン回転数が高いときでも、わずかな減 
速でシフトダウンされます。 

>「「スポーツ」および「スポーツ•プラス」 
モード」 （217 ぺージ）を参照してください。 
r スポーツ-プラス」モード作動 
r スポーツ■プラス」モードでは、テイプトロ 
ニック S トランスミッションがレース■サー 
キ ッ 卜での走行に適したシフト特性に切り替 
わります。 

「スポーツ」モードと比べて、ギヤチェンジ性 
能が更に格段に向上します。 

>「「スポーツ」および「スポーツ.プラス」 
モード」に17ぺージ）を参照してください。 

キックダウン 

キックダウン機能はセレクタ—.レバーが D ま 
たは M のときに機能します。 

>追い越し時などで大きな加速力が必要な場 
合は、アクセル■ペダルをフルスロットル 
よりも更に（キックダウンの位置まで）踏 
み込んでください。 

車速とエンジン回転数に応じて、トランスミッ 
ションがシフトダウンされます。 

そのギヤでのエンジン回転数の許容上限に達 
するまで、シフトアップされません。 



M - マニユア J レ-モード 

現在のギヤは、 D から M にシフトしてもそのま 
ま維持されます。 

M から D にシフトした場合は、現在のドライビ 
ング-スタイルに適した変速特性が選択され、 
適切なギヤにシフトされます。 

セレクタ—.レバーおよびステアリング•ホ 
イール-スポーク上部の2個のシフト*ボタン、 
またはスポークの後ろのシフト•パドルによつ 
て、快適で安全に8速前進ギヤのシフト-チェ 
ンジができます。 



シフト*ボタン付きステアリング-ホイール 
七レクター-レバーまたはシフト•ボタンでの 
シフトアップ 

>テイプ トロ ニック S セレクター■レバー、ま 
たはステアリング-ホイールのシフト•ボ 
タンを前方に押してください。 

七レクタ—.レバーまたはシフト.ボタンでの 
シフトダウン 

>テイプ トロ ニック S セレクター■レバー、ま 
たはステアリング-ホイールのシフト•ボ 
タンを手前に引いてください。 
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シフト•パドル付きステアリング*ホイール 

七レクタ—.レバーまたは右「+」シフト■パ 
ドルでのシフトアップ 

>ティプトロニック S セレクター■レバーを前 
方に押すか、またはステアリング•ホイー 
ルの右シフト- パドルを手前に引いてくだ 
さい。 

七レクタ—.レバーまたは左「一」シフト-パ 
ドルでのシフトダウン 

>ティプトロニック S セレクター■レバー、ま 
たはステアリング-ホイールの左シフト- 
パドルを手前に引いてください。 

アイドル回転数に達する直前に自動的にシフ 
トダウンされます。 

発進時 

発進時は1速または2速ギヤを選択できます。 


の インフォメーション 

ノーマル、スポーツ、およびスポーツ•プラ 
ス • モート 

セレクタ—.レバーが M の位置にあるときは、 
エンジンが許容最高回転数に達しても自動的 
にシフトアップされません。 

アクセル•ペダルをフルスロットルよりも更に 
踏み込むこと（キックダウン操作）により、シ 
フトアップ禁止の制御をキャンセルすること 
がでさます。 

ま速とエンジン回転数に応じて、トランスミッ 
ションは最適な低いギヤにシフトダウンされ 
ます。 

例えば、追い越し加速中などでエンジンが最高 
回転数に達したときでも自動的なシフトアッ 
プは実行されませんが、キックダウン操作を行 
うとシフトアップすることができます。 


マニュアル.モー ドの故障 
マニュアル-モードで異常が発生した場合は、 
電子制御システムによリオートマチック•モー 
ドに切り替わ ります。 

このとき、インストルメント•パネルにセレク 
ター.レバー位置 D が表示されます。 

ポルシ: L 正規販売店で故障を修理してくださ 
い。ポルシェ正規販売店にごネ目談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推奨 
します。十分なトレーニングを受けた経験豊か 
なスタッ つが 、最新の技術情報と専用工具や専 
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。 

の イン フオメーシヨ ン 
-車速とエンジン回転数に応じて、いつでも 
シフトアップ/シフトダウンが可能です。 

-変速したときにエンジンの許容回転数（最 
高回転数または最低回転数）を超える場合 
は、トランスミッションを保護するため、コ 
ントロール■ユニットは変速を行いません。 
-上り坂ではエンジン•パワーを有効に使用 
できるように、また下り坂では十分なエン 
ジン-ブレーキがかかるように、適切な低 
いギヤにシフトダウンしてください。 
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低燃費走行のためのシフトアップ•インジケー 
夕- 

タ コ メーター内のデジタル ■ス ピードメーター 
右横にあるシフトアップ•インジケータ ー A は、 
経済的な運転を促すシフトアップのタイミン 
グをならせます。 

現在選択しているギヤ、エンジン回転数、アク 
セル • ペダルの踏み込み量に応じてこのインジ 
ケーターが点灯し、1段高いギヤにシフトアッ 
プする適切なタイミングをおならせします。 
シフトアップ•インジケーターは、「スポーツ」 
モードまたは「スポーツ-プラス」モードが 
OFF の場合のみ作動します。 

>シフトアップ•インジケーターが点灯した 
ときは、1段高いギヤにシフトアップしてく 
ださい。 

警告ゾッ七ージ/が障 

マルチフアンクシヨン-ディスプレイに表示され 
る警告メッセージに関するインフォメーシヨン： 
>「警告と情報メッセージの概動 （136 ページ） 
を参照してください。 


PDK / テイプトロニック S 七レク 
夕一 • U バーの緊急解除 

電気系統に故障が発生したときは、緊急解除操 
作を行った場合のみ PDK / テイプトロニック S 
セレクター-レバーを P の位置から動かすこと 
がでさます。 

>車両が動き出さないように固定してくだ 
さい。 

1 . 灰皿を開いてください。 

2. 灰皿のインサートを取り外してください。 

>灰皿ロック用のスプリングを左に約20°回 

してください。 


3 . 灰皿のふたを約45°閉じて、その位置で保持 
してください。 

4 . 開□部からスクリュードライバーなどを差 
し込み、スプリングの右横に見えるセレク 
ター-サポートの解除ボタンを押し下げて 
ください。 

5 . セレクター•レバー解除ボタンを押して、七 
レクター■レバーを P の位置から動かしてく 

ドと、\ 

これで車両が動かせます。 

6. 車両を動かなくする場合には、セレクタ ー• 
レバーを P の位置にしてください。 
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トランスミッションおよびシャーシ-コントロール-システム 

ま両にはパワ ー■ トランスミッションおよびシャーシに作用する全コント□-ル-システムで構築された、複合一体型システムが搭載されています。 
この連携作動により、走行安全性を最大限に高めつつ優れたドライビング•パフォーマンスを実現します。 

車両の装備仕様により、次のコントロール-システムが搭載されています： 


システム/名称 

適用 

PTM 

ポルシェ-トラクション-マネージメント 

-マップ.コントロール多板クラッチ付き電子制御 4 WD システム 

PSM 

ポルシェ-スタビリテイ-マネージメント 

-ドライビング-スタビリティ•コントロール 
-アンチロック.ブレーキ.システム ( ABS ) 

-ブレーキ■システム■プレフィル 
-ブレーキ•ブースター(油圧ブレーキ•アシスト） 

-才ートマチック ■ ブレーキ ■ ディファレンシャル ( ABD ) 

-アンチ•スリップ•コントロール ( ASR ) 

-エンジン-ドラッグ-トルク•コントロール ( MSR ) 

- HOLD 機能： PDK / ティプトロニック S トランスミッション装備車の停ま制御 
-トレーラー-スタビリティ-マネージメント 

PTV プラス 

ポルシェ-トルク•べクトリング-プラス 

-より俊敏なコーナリングのためのラテラル•ダイナミック•ブレーキ制御 
-リヤ-ディファレンシャル•ロック制御 

PDCC 

ポルシェ.ダイナミック-シャーシ-コン! 
口ール 

-走行中の口ールを軽減して姿勢を安定させるアクティブ-シャーシ-コントロール-システム 

卜 

エア-サスペンション 

-ショック-アブソーバー内蔵全荷重式エア-スプリング-ストラット 


レベル•コント□-ルおよび車高調整機能付き-「スポーツ.プラス」モードの口一.レベル設定、およびハイ-レベル設定付き車高調整機能 


PASM 

ポルシェ-アクティブ-サスペンション ■ 
マネージメント 

-無段階補正コントロール付きショック-アブソーバ ー■ システム 
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ポルシェ • トラクシヨン • 
マネー ジタント ( PTIVI ) 

ポルシェ-トラクシヨン-マネージメントは、 
ま両前後方向および横方向のドライビング•ダ 
イナミクスを高めるアクティブ4輪コント □- 
ル•システムです。ポルシェ•スタビリティ- 
マネー ジメ ント ( PSM ) に密接に連携して制御し 
ます。 

車両のスポーツ特性を向上させるために常に 
リヤ■アクスルを駆動させています。また、走 
行状態に合わせてフロント•アクスルへの駆動 
力配分を制御します。 

PSM と連動して、 PTM システムはあらゆる走行 
状態で4輪の駆動力を適切に配分します。この 
システムにより、トラクシヨンと走行安定性が 
向上し、俊敏でダイナミックなレスポンスを実 
現します。 

A 壁 化 I 車両コント ロールの 

—— -1 喪失 

PTM と 4 WD を過信せず、路面状況、天候条件、 
交通状況に応じた責任ある運転をムがけてく 
ださい。 

走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。 PTM または 4 WD が装備されていて 
も、物理的限界を超えて車両をコントロールす 
ることはできません。 

PTM または 4 WD は、危険なスピードによる事故 
のリスクを減らすことはできません。 


PTM の利点 

-車両のトラクシヨン、走行安定性、ステア 
リング性能が大幅に向上します。 

-性能限界域で走行しているときのコント 
ロール性が高まります。 

-直進安定性が向上します。 

- 4 WD の利点をフルに活用すれば、よリスポー 
ティーな車両設定が可能です。 

- ASR および ABD により、更に4輪のトラクシヨ 
ンが向上します。 

ASR および ABD に関するインフオメーシヨン： 

>「ポルシェ.スタビリティ.マネージメント 
( PSM)J (207 ぺージ）を参照してください。 

ポルシェ•スタビリティ- 
マネージタント ( PSIVI ) 

PSM は、過酷な走行条件下で車両を安定させるた 
めのアクティブ-コントロール-システムです。 
このシステムはポルシェ-トラクシ ヨン. マネー 
ジメント ( PTM ) システム (関連装備を装備してい 
る車両に提供）と連動して作動します。 

PSM は、よくなられているアンチロック■ブ 
レーキ•システム ( ABS ) やェンジン-ドラッグ • 
トルク■コントロ ール-システム ( MSR )、 才一 
トマチック- ブレーキ■ディファレンシャル 
( ABD ) およびアンチスリップ-コントロール 
( ASR ) システムを利用します。 


ムが化 車両コント ロールの 

- 喪失 

PSM を過信せず、路面状況、天候条件、交通状 
況に応じた責任ある運転をムがけてください。 
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。 PSM が装備されていても、物理的 
限界を超えて車両をコントロールすることは 
できません。 

PSM は危険なスピードによる事故のリスクを 
減らすことはできません。 


PSM の利点 

-様々な路面状況、運転状況で最適なトラク 
ション性能と直進安定性を確保します。 

-コーナリング中、ドライバーがアクセル- 
ペダルやブレーキ.ペダルから足をがした 
ときの安定性の損失を補正します。この補 
正は、巧横 G 限界に達するまで持続します。 

- PSM は、車線変更や連続したカーブでの急 
なステアリング操作を行つたときなどに積 
極的に走行安定性を維持します。 

-コーナリング中や変化に富んだ路面状況下 
でブレーキをかけたときの走行安定性を確 
保します。 

-急ブレーキをかけたときの制動力を高め、 
制動距離を短くします。 

-トレーラー■スタビリテイ•マネージメン 
卜が、トレーラー車両の不安定な挙動を検 
出して走行安定性を高めます。 

作動条件 

PSM は、エンジンを始動すると自動的に ON にな 

ります。 
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機能 

ホイール、ブレーキ、ステアリング■システ 
ム、およびエンジンのセンサーが常に車両の状 
態を監視しています： 

-走行速度 

-作動方向（ステアリング角） 

-横方向加速度 
-縦方向加速度 
-上下軸の回転率 

PSM はこれらの数値を利用して、ドライバーの 
望む進行方向を検出します。 

PSM は、ステアリングの切れ角と実際の進行方 
向の偏差を検出し、その偏差を補正するため、 
必要に応じて個々のホイールにブレーキをか 
けます。 

更に必要であれば、エンジン出力や Porsche 
Doppelkupplung ( PDK ) またはティプトロニック S 
の変速を制御して、走行安定性を高めます。 
次の状況では PSM がドライバーに危険をならせ、 
路面状況や走行状態に応じた運転を促します： 

-インストルメント.パネルの PSM 警告灯が 
点滅します。 

-油圧ノイズが聞こえます。 

- PSM がブレーキを制御することで、減速の度 
合いやステアリング操作力が変化します。 

-エンジン出力が低下します。 

-ブレーキ•ペダルが振動し、ペダルの位置 
が変化します。 

このような場合は最大の制動力を得るた 
め、ブレーキ•ペダルを踏む力を弱めず、更 
に強く踏み込んでください。 


PSM の作動例 

-コーナ リンク'中、「フロント■ホイールの横 
滑り」をセンサーが検出すると、エンジン 
出力を抑えます。更に、必要に応じてコー 
ナー内側のリヤ ■ ホイールにブレーキをか 
けます。 

-コーナリング中、リヤ■ホイールの横滑り 
をセンサーが検出すると、コーナー外側の 
フロント■ホイールにブレーキをかけ、軌 
道を修正します。 

-ブレーキ予圧： 

ドライバーがアクセル-ペダルから素早く 
足をがすと、急ブレーキに備えてブレーキ" 
システムの圧力を少し高めます。このとき 
ブレーキ•パッドが弱い力でブレーキ•ディ 
スクに押し付けられ、ドライバーが急ブ 
レーキをかけたときに素早く制動力が立ち 
上がるようにします。 

- ブ レーキ- ブー スター (油圧ブ レーキ■ア 
シスト）： 

急ブレーキ操作時にブレーキ-ペダルを踏 
む力が弱いと、ブレーキ•ブースターが4輪 
すべてのブレーキ-システムの圧力を高め 
最大の制動力をかけます。 

PSM および PTM の連動作動 

車両の安定性を最大限確保するため、フロント 
およびリヤ-ホイール間の適切なトルク配分を 
行い、 PDCC 装備車ではリヤ•ディファレンシャ 
ル-ロックが制御されます。 

PTM に不具合が発生した場合、 PSM を OFF にす 
ることはできません。 

PSM を OFF にすると、自動的に再度 ON になります。 


才—トマチック.ブレ—キ.デイファレンシャル 
( ABD ) 

ABD システムは、フロントおよびリヤ■アクス 
ルを個別に制御します。いずれかのアクスルの 
一方のホイールが空転し始めると、そのホイー 
ルにブレーキをかけて、反対側のホイールの駆 
動力を確保します。 

ABD は走行状況を検出し、適切な制御方法で作 
動します。水平な砂利道で発進する場合など、 
トラクシヨンがほとんどかからない状況では、 
エンジン低回転域からトラクシヨン•コント 
ロールが作動します。上り坂での発進や急加速 
時など、大きな推進力が必要な場合、その状況 
に応じて ABD システムが作動します。 

アンチ-スリップ-コントロール ( ASR ) 

アンチ•スリ ップ- コント ロールが エンジン出 
力を制御することで、ホイールの空転を防ぎ、直 
進安定性やハンドリング性能が維持されます。 

エンジン-ドラッグ-トルク-コントロール 

( MSR ) 

オーバーラン時、ホイールの空転が激しい場 
合、エンジン-ドラッグ-トルク-コント □- 
ルが駆動輪のロックアップを防ぎます。滑りや 
すい路面でシフトダウンした場合も同様です。 
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PSM を OFH こする 

> タボタンを押してください。 

采タンを押してから実際に PSM が OFF にな 
るまでには、若干の遅れがあります。 
ボタンのインジケーター-ライトとインス 
トルメント-パネルの PSM OFF 警告なが点 
なします。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに 
rPSM オフ」警告が表示されます。 

車両の安定度に応じて、ブレーキカが増加した 
とき、 PSM が OFF の状態でも車両は安定性を維 
持します。 

片方の駆動輪が空転すると、 PSM を OFF にして 
いてもブレーキをかけて空転を抑制します。 


A 誓告 _ | PSM アシストの停止 

PSM を OFF にすると、 ABS 制御範囲外の走行状 
況で PSM サポートが行われません。 

>「通常」走行では常に PSM を ON にすることを 
推奨します。 


「通常」走行では常に PSM を ON にすることを推 

择します 

ただし次の場合は、例外として一時的に PSM を 

OFF にすることが有効です： 

-めかるんだ路面（砂など） 

-深い積雪路 

-スタックした車両を脱出させる場合 

の インフォメーシヨン 

> PSM を OFF にすると、ホイールの個別ブレーキ 
制御や、アンチ•スリップ■コントロール 
(ASR) の作動も OFF になります。 

> PSM が OFF のときでも才ートマチック•ブ 
レーキ-ディファレンシャル (ABD) は作動 
状態を維持します。 

> PSMOFF 時でもブレーキ-システム予圧機能 
が高い制動性能を維持します。 

> PSM が OFF になっている場合、アダプティブ- 
クルーズ•コントロール (ACC) も解除されます。 

> PSM が OFF になっている場合、 Porsche 
Doppelkupplung(PDK) のスリップ.モニター 
機能も解除されます。 


PSM を再度 ON にする 

> 5ボタンを押してください。 

直ちに PSM が復帰します。 

ボタンのインジケーター-ライトとインス 
トルメント-パネルの PSM OFF 警告なが消 
なします。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに 
rpsM オン」のメッセージが表示されます。 

r スポーツ-プラス」モード 

r ス ポーツ ■プラス」 モー ドを ON にすると、よ 
リスポーティーな走行が可能となります。 

PSM の作動はノ ーマル.モードより遅めになり 
ます。ドライバーは緊急時の PSM の介入を無効 
にすることなく、性能限界域で車両をより機敏 
に操ることができます。これにより、特にドラ 
イ-コンディションのサーキットではラップ- 
タイムの短縮に貢献します。 
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さ PSM 警告巧 

-イグニッションを ON にすると、ライト作動 
点検のためにインストルメント-パネルの 
PSM 警告なが点なします。 

- PSM が OFF のときでも、片方の駆動輪がスピ 
ンしてブレーキ制御した場合など、警告な 
が点なして PSM の作動をならせます。 

-警告なおよびマルチファンクション■ディ 
スプレイの警告が PSM に不具合が発生した 
ことを表示します。 

マルチファンクション-ディスプレイに警 
告メ ッセージ rpsM コショウハンバイテン 
へウンテンカノウソクドチュウイ」 が表示 
されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 

れる警告 メ ッセー ジに関するイン フオメー 

ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」（136ページ） 
を参照してください。 

>状況の変化に合わせて慎重に運転してくだ 
さい。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。この作業はポルシ X 正規販売店での 
実施を推奨します。十分なトレーニングを 
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術 
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か 
な整備をお約まします。 

けん引 

けん引に関するインフ オメー シ ョン： 

>「けん引およびけん引によるエンジンの始 
動」 （317 ぺージ）を参照してください。 


だ；ラ_.スタビリティ.マネージ 


トレーラー-スタビリティ-マネージメントは、 
トレーラー車両をけん引しているときに走行安定 
性を確保するシステムで、ポルシェ•スタビリ 
ティ-マネージメント ( PSM ) の機能の一部です。 
トレーラー ■ スタビリティ■マネージメントは、 
トレーラー車両の不安定な横揺れを検出します。 
このような危険な走行状況を検出すると、トレー 
ラー•スタビリティ-マネージメント機能はその 
挙動が安定するまでブレーキをかけます。 

ただし、トレーラー■スタビリティ•マネージ 
メントはあらゆる状況で走行安定性を確保で 
きるものではありません。例えば滑りやすい路 
面やぬかるんだ路面では、トレーラー車両の 
ジャックナイフ現象が発生する恐れがありま 
す。トレーラー車両の重ん位置が高いと、転倒 
する恐れがあります。 

>この制御が作動したときは、慎重にステア 
リングを操作してください。 

トレーラーま両をけん引するときの運転に関 
するインフオメーシヨン： 

「トレーラー車両のけん引」 （245 ぺージ）を 
参照してください。 

最大けん引重量およびトレーラー車両の最大 
重量に関するインフ オメー シ ヨン： 

>「重量（メーカー発表値）」 （335 ページ）を 
参照してください。 


A 警告 


トレーラーのジャック- 
ナイフ現象 

滑りやすい路面やぬかるみなどで、トレーラー 
ま両のジャックナイフ現象（車両がトレーラーに 
押され制御できなくなる現象）が発生した場合、 
トレーラー-スタビリテイ-マネージメントは、 
走行安定性を維持することができません。 

>路面状況に応じた適切な運転をムがけてく 
ださい。 


^が化 車両コントロールの 

- 喪失 


トレーラー■スタビリテイ-マネージメントを 
過信せず、路面状況、天候条件、交通状況に応 
じた責任ある運転をムがけてください。 

走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。トレーラー■スタビリテイ-マ 
ネージメントが装備されていても、物理的限界 
を超えて車両をコントロールすることはでき 
ません。 

トレーラー. スタビリ テイ.マネージメントは 
危険なスピードによる事故のリスクを減らす 
ことはできません。 


ム警告 トレーラーの横転 
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トレーラーま両の重ム位置が高いと、転倒する 
恐れがあります。 

>慎重に運転してください。 











_ム警告 _ 速度超過 

トレーラー車両をけん引するときは、道路条 
件、交通状況、路面状態、車両/トレーラーま 
両重量に合わせて適切な速度で運転してくだ 
さい。トレーラーけん引中の速度の出し過ぎ 
は、車両およびトレーラーのコントロ ールを失 
う可能性があります。 

>地域の法律等を遵守してトレーラー車両を 
けん引してください。 

>トレーラー車両を連結した場合の走行安定 
性は、速度が上がるにつれて悪化します。下 
リ坂や悪路、悪天候（強風）のときは特に 
速度を落として運転してください。 

>長い下り坂では適切な低速ギヤに入れ、エ 
ンジン-ブレーキを使用してください。 

>トレーラー車両のみに荷物を積まないでく 
ださい。重量バランスをち慮し、けん引す 
る車両にも荷物を積んでください。 

やむを得ず、トレーラー車両のみに荷物を 
積載する場合は低速で走行してください。 

>トレーラー車両が軌道から外れたときは、 
直ちに減速してください。カウンターステ 
アで走行姿勢を保たないでください。必要 
に応じてブレーキをかけてください。車両 
とトレーラーま両の姿勢をまっすぐに立て 
直すために加速しないでください。 


前提条件 

-トレーラ—コネクターが接続され、トレー 
ラー車両が検出されている こと 

-ト レーラーの ライト類（ブ レー キ-ライト、 
ライト、インジケーター）が正常に作動す 
ること 

-方向指示なをセットすると、インストルメ 
ント•パネル上でトレーラーの方向指示灯 
インジケーター■ライトが作動すること 
「タ コメーターの 警告なおよびインジ ケー 
夕一 •ライト」 (98 ページ）を参照してくだ 
さい。 

-トレーラー車両の整備状況が良好であること 

作動条件 

-トレーラー■スタビリティ■マネージメン 
卜は、 PSM が ON のときに約 65 km / h な上の速 
度で作動します。 

>地域の法律等を遵守してトレーラー車両を 
けん引してください。 

Gl) イン フォ ゾーシヨン 

- PSM を OFF にすると、トレーラー•スタビリティ- 
マネージメントの作動も OFF になります。 

-ブレーキ•ペダルを踏むと、 PSM が解除さ 
れていてもトレーラー-スタビリティ•マ 
ネージメントが作動します。 

-電動可倒式トレーラー■ヒッチを搭載した 
車両は、ヒッチを完全に伸ばし、作動位置 
にしてください。 


ポルシェ-トルク•べクトリン 
ダ-プラス （ PTV プラス） 

ポルシェ-トルク■べクトリング•プラス (PTV 
プラス）はスポーティーで俊敏なコーナリング 
を可能にするラテラル•ダイナミック•ブレー 
キ制御システムと電子制御式 リヤ■ディファレ 
ンシャル-ロックで構成されています。 

PTV プラスは、コーナー内側のリヤ•ホイール 
への 穏やかなブレーキ制御によってステアリ 
ングのレスポンスおよび精度を向上させます。 
このブレーキ制御はドライバーには感じられ 
ません。車両はフロント■ホイールの脈角に正 
確に従います。限界域でのアンダーステアはほ 
ぼ完全に回避されます。これにより、耐横 G 性 
能が向上し、コーナリング■スピードが向上し 
ます。 

電子制御式リヤ•ディファレンシャル■ロック 
は車両の走行状況を常時チ X ックし、最適な駆 
動トルクをリヤ•アクスルに配分します。な下 
の利点があります： 

-トラクシヨンの向上 
-高速コーナリング時の揺り返しの低減 
-高速走行時の走行安定性の向上 
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ムが化 車両 コントロールの 

- 喪失 


PTV プラスを過信せず、路面状況、天候条件、 
交通状況に応じた責任ある運転をムがけてく 
ださい。 

走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。 PTV プラス機能が装備されていて 
も、物理的限界を超えて車両をコントロールす 
ることはできません。 

PTV プラスは危険なスピードによる事故のリス 
クを減らすことはできません。 


ポルシェ •ダイナミック • 
シャーシ • コントロール 
( PDCC ) 

機能 

ポルシェ.ダイナミック.シャーシ.コント 
口 ール ( PDCC ) システムはエア-サスペンション 
装備まに装備されており、走行中の車両の傾き 
(ロール） を抑制するシステムです。 

フロントおよびリヤ-アクスルのアンチロー 
ル- バーをアクティブに制御して、快適性と走 
行安全性を高めます。車両バランスと俊敏性が 
最適化されます。 

PDCC システムを個別にコントロ ールすること 
はできません。 

ポルシェ•アクティブ-サスペンション■マ 
ネージメント ( PASM ) でシャーシの 設定を選択 
した後： 

- 「PASM コンフオート」 

- 「PASM スポーツ」 

- 「 PASM スポーツ.プラス」 

エア-サスペンションおよびレベル■コント 
ロール装備までは、 PDCC システムが適切な才 
ンロー ド走行プログラムを自動的に作動させ 
ます。 


シヤーシ設定の選択に関するインフオメー 


ション： 

>「エア.サスペンションおよびレベル■コ 
ントロール付きポルシェ-アクティブ•サ 
スペンション- マネー ジメント ( PASM )」 
(215 ぺージ）を参照してください。 


A 警告 


車両 コントロ ー ルの 
喪失 


PDCC を過信せず、路面状況、天候条件、交通状 
況に応じた責任ある運転をムがけてください。 


走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。 PDCC が装備されていても、物理 
的限界を超えてま両をコントロールすること 
はできません。 

PDCC は危険なスピードによる事故のリスクを 
減らすことはできません。 



システムに故障がある場合、マルチファンク 
ション■ディスプレイに警告メッセージ 
rPDCC コショウ PSM オンウンテンカノウソ 
クドチュウイ」が表示されます。 


油足 フルー ドの点お 

油圧フルードの点検と交換は、定期的なメンテ 
ナンスの一部です。 

メンテナンスに関するインフオメーシヨン： 

>「メンテナンスの諸ミ主意」 （268 ぺージ）を参 
照してください。 


HOLD 機能：停止制御 

HOLD 機能は、上り坂での停ま時や発進時に、ド 
ライバーの運転操作を支援します。 

この機能により、ま両の思わめ後退を自動的に 
防ぎます。 

HOLD 機能が作動すると、メーター-パネルの 
表示な HOL □が 点なします。 

この機能により、ブレーキ•ペダルを踏んでい 
ないときでも、車両の思わめ後退を自動的に防 
ぎます。 

アダプティブ- クルー ズ.コント ロール ( ACC ) 
が正常に機能している場合、 HOLD 機能は、自 
動ブレーキの後、停止した車両を保持します。 


A 警告 


ブ レー キ-ペダルの 
感触の変化 


マルチフアンクシヨン-ディスプレイに表示さ 

れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 

シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概到（1；36ぺージ） 
を参照してください。 

>状況の変化に合わせて慎重に運転してくだ 
さい。 

>ポルシ王正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。この作業はポルシ X 正規販売店での 
実施を推奨します。十分なトレーニングを 
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術 
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か 
な整備をお約束します。 


アダプティブ-クルーズ-コントロール ( ACC ) 
が正常に機能している場合や、 HOLD 機能が作 
動したときは、ブレーキ■ペダルの感触が変化 
したり、ブレーキ-システムの油圧作動音が聞 
こえることがあります。 

これはシステムの正常な作動であり、故障では 
ありません。 
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A が化 1 車両コント□—ルの 

—— -1 喪失 

HOLD 機能を装備していても、ま両の物理的限 
界を超えることはできません。上り坂で発進す 
るときは、 HOLD 機能を過信せず、常に責任あ 
る運転をムがけてください。 

HOLD 機能によるアシスタントは、滑りやすい 
路面 G ま結路やめかるみなど）で停止および発 
進するときはお立たないことがあります。この 
場合、発進時に車両がスリップする恐れがあり 
ま寸 

>常に路面状況やま両負荷に応じた適切な運 
転をムがけてください。必要に応じてフッ 
卜-ブレーキを使用してください。 

HOLD 機能が機能しないときは、坂道発進時に 
システムが運転操作を支援することができま 
せん。 

>フット.ブレーキをかけて停車してください。 


_ム警告 _ I 上り坂での車両の後退 

ブレーキを使用せずに急な上り坂で車両を停 
止した場合、 HOLD 機能でま両が維持される前 
に後退する恐れがあります。このような状況で 
は、ドライバーはフット•ブレーキを踏んで後 
退を抑制することができます。 

>フット-ブレーキをかけて制動力を上げるこ 
とで、車両の停止維持を補助してください。 


の インフォグーシヨン 
-車両がエレクトリック•パーキング•ブレー 
キで坂道に停止している場合、 通常の運転 
操作で発進できます。 

エレクトリック- パーキング. ブ レー キは 
ドライバーの発進操作を検出し、パーキン 
グ•ブレーキを自動解除します。 

- HOLD 機能が作動中に運転席ドアを開いた場 
合、または運転席ドアが開いている状態で 
ドライバーが運転席シートベルトを外した 
場合、エレクトリック.パーキング.ブレー 
キが 自動的に作動し ます。 

エレクトリック■パーキング•ブレーキに関す 
るインフォメーシヨン： 

> 「エレクトリック.パーキング.ブレーキ」 
(163 ぺージ）を参照してください。 


HOLD 機能の例外 

次のような状況では、 HOLD 機能は利用できま 
せん： 

- PDK / ティプトロニック S セレクター.レバー 
が P または N 位置にあるとき 
HOLD 機能が作動中に PDK / ティプトロニック S 
セレクタ—. レバーが 動くと、 HOLD 機能は 
解除されます。 

-車両が停止していない 
-エンジンが停止している 
-運転席ドアが開き、運転席シートベルトを 
着用していない 
-坂道の勾配率が5%な下 


ABS ブレーキ-システム（アン 
チロック-ブレーキ-システム) 

か藝化 車両コント ロールの 

--- 喪失 

ABS を過信せず、路面状況、天候条件、交通状 
況に応じた責任ある運転をムがけてください。 
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避け 
てください。 ABS が装備されていても、物理的 
限界を超えて車両をコントロールすることは 
できません。 

ABS は危険なスピードによる事故のリスクを 
減らすことはできません。 


ABS の特徴 

-ステアリングの操作性の確保 

安定したステアリング-コントロール性能 
を維持します。 

-優れた走行安定性 

ホイール-ロックによるスリップを回避し 
を寸 

-制動距離の短縮 

ほとんどの状況で、ブレーキをかけたとき 
の制動距離が短くなります。 

-ホイール•ロックの回避 

ホイールがロックしたときに生じるタイヤ 
のフラット-スポットを回避できます。 
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機能 

ABS が最も効果を発揮するのは、緊急回避が必要 
な状況でブレーキをかけたときです。このような 
状況下で ABS は走行安定性を確保し、安定したス 
テアリング■コントロール性を維持します。 

ABS は、あらゆる路面状況下での急ブレーキ 
時、車両が停止する直前までスリップ（ホイー 
ル-ロック）を回避します。 

ホイールのロック点付近でブレーキをかけた 
とき（急ブレーキ時）に ABS は作動し始めます。 
このときドライバーは、 ABS のコントロール状 
況（大変小刻みなポンピング•ブレーキをかけ 
るような状態）をブレーキ•ペダルの脈動とノ 
イズから感じ取ることができます。 

この脈動やノイズは、ドライバーが道路状況に巧 
してスピードを調整する警告の巧目をします。 

>急ブレーキ操作が必要な場面では、安全な 
速度になるまで確実にブレーキ-ペダルを 
踏み続けてください。 ABS が作動してブレー 
キ •ペダルが振動しても、 ペダルを踏む力 
をゆるめないでください。 

: ABS 警告巧 

エンジン作動中もインストルメント•パネルに 
ABS 警告なが点なする場合、何らかの不具合に 
より ABS の作動が OFF になっていることを示し 
ます。 

マルチファンクション■ディスプレイに警告 
メッセー ジ 「 ABS/PSM コショウウンテンカノ 
ウソクドチュウイ」が表示されます。 

マルチファンクション-ディスプレイに表示さ 
れる警告 メ ッセー ジに関するイン フォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ぺージ） 
を参照してください。 


この場合、ブレーキ•システムはロックを回避 
できない状態、つまり ABS を装備していない車 
両と同様の作動になります。 

>制動性能の変化に合わせて慎重に運転して 
ください。 

更に思わぬ悪影響を及ぼすような不具合の 
発生を防止するため、ポルシェ正規販売店 
で ABS の点検を受けてください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約まします。 

ABS コントロール■ユニットは、ポルシェ社が 
認可した正規サイズのタイヤに合わせてプロ 
グラム調整されています。 

不正なタイヤを使用した場合、プログラムと異 
なったホイール回転速度が検出され、 ABS が 
OFF になることがあります。 


ポルシェ-アクティブ•サス 
ペンション-マネージタント 
( PASM ) 

PASM はショック.アブソーバーをアクティブ 
に調整します。アジャスタブル•ダンパー•シ 
ステムは、走行状態や条件に応じて適切なダン 
パー-レベルを選択します。走行安全性、俊敏 
性、および快適性が最適化されます。 

ボタンの操作で、3種類のシャーシ設定を選択 
できます： 

- 「PASM コンフォート」 

- 「 PASM スポーツ」 

- 「 PASM ス ポーツ ■プラス」 

コンフォート■モードでは快適な乗リム地の 
シャーシ設定になります。 

「 PASM スポーツ」シヤーシ設定ではスポーティー 
なショック- アブソーバー設定になります。 
「 PASM スポーツ.プラス」 モー ドでは、サ ーキッ 
卜での走行などに特化したよリスポーティーな 
ショック-アブソーバー設定になります。 

走行状況に合わせて、マニュアル•モードに加 
えて、 PASM もショック •アブ ソーバーを 調整 
し、スポーティーまたは快適な走行を可能にし 
ます。 
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シャーシ設定の選択 

1 . イク''ニッシヨンを ON にしてください。 

2. f ボタンを（繰り返し）押してください。 
ボタンのインジケーター： 

- 「 PASM コンフォート」（ネ刀期設定）を選択し 
た場合、インジケーター■ライトは点灯し 
ません。 

- 「 PASM スポーツ」を選択すると、インジケー 
夕一■ライトが1つ点なします。 

- 「 PASM スポーツ■プラス」を選択すると、イ 
ンジケーター-ライトが2つ点なします。 
更に、選択したシャーシ設定はマルチファンク 
シヨン•ディスプレイに約4秒間表示されます。 

ClJ インフォゾーシヨン 
イグニッシヨンを OFF にすると、そのとき選択 
しているシャーシ設定がメモリーに保存され 
ます。 


警告ゾッ七ージ 

システムに故障がある場合、マルチファンク 
ション•ディスプレイに警告メッセージが表示 
されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

>状況の変化に合わせて慎重に運転してくだ 
さい。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。この作業はポルシェ正規販売店での 
実施を推奨します。十分なトレーニングを 
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術 
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か 
な整備をお約束します。 

エア•サスペンションおよび 
レベル•コントロ ール付きポ 
ルシェ.アクティブ.サスぺ 
ンション-マネージタント 
( PASM ) 

エア-サスペンションおよびレベル■コント 
口ール付き PASM はアクティブ•ショック•ア 
ブソーバー調整およびま高バランス■システム 
です。アジャスタブル-ダンパー■システム 
は、走行状態や条件に応じて適切なダンパー- 
レベルを選択します。レベル•コントロール- 
システムは自動的に負荷変化のバランスを取 
り、一定の車高を維持します。走行安全性、俊 
敏性、および快適性が最適化されます。 
ボタンの操作で、3種類のシャーシ設定を選択 
できます： 

- 「PASM コンフオート」 

- 「 PASM スポーツ」 

- 「 PASM ス ポーツ •プラス」 


コンフオート•モードでは快適な乗リム地の 
シャーシ設定になります。 
rPASM スポーツ」シャーシ設定ではスポーティー 
なショック- アブソーバー設定になります。 
rPASM スポーツ.プラス」 モー ドでは、 サー 
キッ 卜での走行などに特化したよリスポー 
ティーなショック-アブソーバー設定になりま 
す。ノーマル•レベルと比べると車高は約 
25 mm 低く設定され、スプリング■レート（堅 
さ）が増加します。 

走行状況に合わせて、マニュアル■モードに加 
えて、 PASM もショック ■アブ ソーバーを 調整 
し、スポーティーまたは快適な走行を可能にし 
ます。 

Gl) インフオゾーシ ヨン 

レベルを何度も切り替えると、コンプレッサー 
が才ーバーヒートすることがあります。この場 
合、コンプレッサーが冷えるまで数分間待って 
から、レべリング•システムを再度正常に機能 
させてください。コンプレッサーが冷えると、 
システムは選択したレベルに自動的に調整し 
ます。 
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シャーシ設定の選択 

1 . イグニッシヨンを ON にしてください。 

2 . エンジンを始動してください。 

3. f ボタンを（繰り返し）押してください。 
ボタンのインジケーター： 

- 「 PASM コンフォート」（ネ刀期設定）を選択し 
た場合、インジケーター•ライトは点灯し 
ません。 

- 「 PASM スポーツ」を選択すると、インジケー 
夕一 ■ライ 卜が1つ点なします。 

- 「 PASM スポーツ■プラス」を選択すると、イ 
ンジケーター-ライトが2つ点なします。 
更に、選択したシャーシ設定はマルチファンク 
ション•ディスプレイに約4秒間表示されます。 


面 インフォメーシヨン 
ドアまたはリヤ■リツドが開いているか、また 
はエンジンが OFF の場合は、モードの変更はで 
きません。 

停車中は車両の負荷のバランスを取るため、車 
高が自動的に調整されます。 


八イ-レペル 

レベル•コント ロール ■システムによって、車両 
を通常より約 20 mm 上げることができます。これ 
は縁石や傾斜を乗り越えるときに有効です。 
ハイ-レベルは、約 30 km / h な下のスピードでマ 
ニュアル操作でのみ選択することができます。 

Gl) インフ オメーシヨ ン 
-リフレクターの高さが法定取り付け位置を 
超えてしまうため、ハイ-レベルは一般道 
では使用しないでください。 

-レベルを何度も切り替えると、コンプレッ 
サーが オーバーヒー トすることがありま 
す。この場合、コンプレッサーが冷えるま 
で数分間待ってから、レべリング■システ 
ムを再度正常に機能させてください。コン 
プレッサーが冷えると、システムは選択し 
たレベルに自動的に調整します。 



ハイ-レベルの選択 

1 . イク''ニッションを ON にしてください。 

2 . エンジンを始動してください。 

3. ごミごボタンを押してください。 

ハイ-レベルを選択すると、ボタンのイン 
ジケーター-ライトが点なします。 

マルチファンクション•ディスプレイに「ハ 
イレベル七ンタク」のメッセージが表示さ 
れます。 

の インフォゾーション 
-イク''ニッションを OFF にすると、そのとき選択 
しているレベルがメモリーに保存されます。 
車速が約 30 km / h を超えると、ま両は自動的 
にハイ-レベルから切り替わります。 

-リバース•ギヤを選択しているとき、レべ 
ル調整はできません。リバース■ギヤな外 
を選択すると、選択レベルまで自動的に動 
きます。 
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レベル•コントロ ールの ON/OFF 

車両をリフトで持ち上げたり、ジャッキを使用 
して持ち上げたりする場合、オート-レべル- 
コント ロ -ルは必ず OFF にしてください。 
ま両のジャッキ•アップに関するインフォメー 
ション： 

>「レベル.コントロール■システム装備まの 
リフト-アップ」 （294 ぺージ）を参照して 
ください。 

レベル-コントロールを OFF にする 
レベル•コントロール-システムは、車両が停止 
している場合にのみ OFF にできます。地上高を上 
けるため、 レベル•コントロールを OFF にする前 
にま両をハイ-レベルに設定してください。 

1 . イク''ニッションを ON にしてください。 

2. ごミごボタンを約10秒間押し続けてください。 
マルチファンクション.ディスプレイに「レ 
ベルコントオフ」のメッセージが表示され 
ます。 

レベル-コントロールを ON にする 

1 . 車両を下ろしてください。 

2. イク''ニッションを ON にしてください。 

3. ごミこ■ボタンを約10秒間押し続けてください。 
マルチファンクション■ディスプレイに「レ 
ベルコントオン」のメッセージが表示され 
ます。 


の インフォゾーシヨン 
車速が約 7 km / h を超えると、レベル■コント 
口ールは自動的に ON になります。 


警告ゾッ七ージ 

このシステムは PASM の不具合を自動的に検出 
し、マルチファンクション■ディスプレイに表 
示します。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

>状況の変化に合わせて慎重に運転してくだ 
さい。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ1正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

CiJ イン フォ ゾーシヨン 
エア•サスペンション装備車を数週間停止したま 
まが置すると、ま高が下がることがあります。エ 
ンジンが始動すると、自動的に適切なま高に再調 
整されます。これには、作動状態に応じて、数分 
かかる場合があります。ま高調整中は、地面から 
のクリアランスは小さくなります。 


r スポーツ J および r スポーツ • 
プラス J モード 

全体的によりスポーティーで多様なシャーシ 
設定が選択できます。 

r スポーツ」モードは日常の走行において、躍 
動感とパフォーマンスを向上させるようコン 
トロール■システムを切り替えます。「スポー 
ツ-プラス」モードでは、レース-サーキット 
での走行に適した最高性能を発揮できる設定 
に切り替わります。 

-エンジンはスロットル操作に巧して忠実に 
反応します。スポーツ-モードが ON の状態 
でま速が 40 km / h を下回った場合、この機能 
を作動させるには、アクセル•ペダルをいっ 
ぱいまで踏み込むか素早くがす必要があり 
ます。 

-ダイナミック•コーナリング■ライト ( PDLS ) 
およびダイナミック-ハイ-ビーム （PDLS 
プラス）は、コーナリング中または対向ま 
がいるときの走行などの場合により速く、 
よりダイナミックな制御を行います。 

> 「ポルシェ■ダイナミック•ライト•システ 
ム ( PDLS )」（87 ぺージ）を参照してください。 
「ポルシェ-ダイナミック■ライト-システ 
ム•プラス (PDLS Plus )」（87 ぺージ）を参照 
してください。 

-オート■スタート/ストップ機能は解除され 
ます。 

>「オート-スタート/ストップ機能」 

(160 ぺージ）を参照してください。 

-アダプティブ•クルーズ.コントロール 
( ACC ) はよりダイナミックにま速と距離を 
制御します。 

>「アダプティブ. クルー ズ.コント ロール 
( ACC)J (168 ぺージ）を参照してください。 
-スポーツ•モードが作動すると、 PDK トラン 
スミッ シヨ ンは スポー ティ ーな シフト特性 
に切り替わり、ギヤ■シフト時間が短くな 
ります。ギヤ変速が素早く実行されます。 
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-ティプトロニック s トランスミッションはス 
ポーティーな設定に切り替わり、ギヤシフ 
卜がより高回転で行われます。シフトアッ 
プはより遅く始まり、シフトダウンはより 
早く行われます。 

> r 「スポーツ」モードが作動しているとき」 
(196ぺージ）を参照してください。 

- PSM (ポルシェ.スタビリティ. マネー ジ 
メント）コント ロールは、 「ス ポーツ .プラ 
ス」モードで更にスポーティーな設定にな 
ります。 PSM の介入がノー マル ■モードよ 
り遅めになります。ドライバーは緊急時の 
PSM の介入を無効にすることなく、性能限 
界域で車両をより機敏に操ることができま 
す。これにより、特にドライ-コンディショ 
ンのサーキットではラップ-タイムの短縮 
に貢献します。 

> 「ポルシェ•スタビリティ■マネージメント 
( PSM)J (207 ページ）を参照してください。 

- PASM (ポルシェ•アクティブ.サスペン 
ション•マネージメント）は自動的に 「PASM 
スポーツ」または 「 PASM スポーツ-プラス」 
モードに変わり、サスペンションはハード 
な設定となります。 

「 PASM スポーツ.プラス」モードでは車高 
が口—. レベルに切り替わります。 

> 「ポルシェ•アクティブ-サスペンション- 
マネージメント ( PASM )」（214 ぺージ）を参 
照してください。 

- PASM と同様に 、 PDCC (ポルシェ•ダイナ 
ミック.シャーシ’コントロ ール）と連動 
して「スポーツ」または「スポーツ•プラ 
ス」モードに切り替わり、車両の口ールを、 
選択されたモードに合わせて、更に抑制し 
を寸 

^ r ポルシェ-ダイナミック-シャーシ-コン 
トロール ( PDCC )」（212 ぺージ）を参照して 
ください。 

-スポーツ-エキゾースト-システムは排気音 
最適化モードに切り替わりますが、 iS © ボ 
タンで個別に OFF にすることができます。 


>「スポーツ■エキゾースト•システム」 

(220 ぺージ）を参照してください。 

-リヤ•スポイラーは、早いタイミングで展 
開し、遅いタイミングで格納されます（「ス 
ポーツ-プラス」モードのみ)。 

>「格納式リヤ■スポイラー」 （220 ぺージ）を 
参照してください。 

-システムはハイ•レベルから切り替わります。 

>「ハイ.レベル」 （216 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

-エンジン回転数リミッター特性は「より 
ハードな設定」になります。言い換えると、 
エンジンが性能限界に達したときにスロッ 
トルが直ちに反応します ( PDK トランスミッ 
シヨン装備車の マニュアル- モードのみ）。 


-夕ーボ.才ーバーブーストはエンジン.ブー 
ス 卜圧をエンジン回転数約2,500〜4,000 rpm 
の範囲で一時的に増加させます。このため、こ 
の速度域のトルクが 70 Nm ( PanameraTurboS は 
50 Nm ) 増加します。これにより、特にエン 
ジン中回転域における加速とレスポンスが 
著しく向上します。最大出力には影響はあ 
りません。素早くアクセル•ペダルをいつ 
ぱいに踏み込むと、エンジン■コント □- 
ル.システムで夕ーボ.才ーバーブースト 
が作動します。才ーバーブーストの有効作動 
時間は約10秒です。この後、巧び作動させた 
いときは、再度素早くアクセル•ペダルをいつ 
ぱいに踏み込んでください。 

夕ーボ • 才ーバーブース トの作動中は、 ブー 
ス ト. プレッシャー.ディスプレイに 檔色 
の 矢印が表示されます。 ブースト- プレッ 
シャーの 値も檔色で表示されます。 
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r スポーツ」モードの ON/OFF 

> SPOAT ボタンを押してください。 

「スポーツ」モードが ON になると、ボタン 
のインジケーター-ライトが点灯します。 
デジタル•スピードメーター、またはステ 
アリング•ホイール（装備仕様により異な 
る）に rSPORT 」 の文字が表示されます。 
スポーティーなシフト特性に切り替わり、ギ 
ヤ■シフト時間が短くなります。 

ドライバーのスポーティーなドライビング•ス 
タイルをいち早く認識し、そのときのドライビ 
ング■パフォーマンスに応じたギヤ-シフト時 
間になります。 

減速時のシフトダウンが早いタイミングで実 
行されます。またエンジン回転数が高いときで 
も、わずかな減速でシフトダウンされます。 



r スポーツ-プラス」モードの ON/OFF 

> ボタンを押してください。 

「スポーツ-プラス」モードが ON になると、 
ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます 

デジタル•スピードメーター、またはステア 
リング•ホイール（装備仕様により異なる） 
に rSPORTPLUS 」 の文字が表示されます。 
r スポーツ ■プラス」モードでは、 PDK トラン 
スミッションがレース•サーキットでの走行に 
適したシフト特性に切り替わります。 

スポーツ•クロノ -夕ーボ.パッケージ装備車 
では、ターボ•オーバーブースト機能（アクセ 
ル.ペダル全開での一時的なトルク増加）が作 
動します。 


r スポーツ J /「スポーツ-プラス J お 
よび 「 PASM スポーツ J / 「 PASM ス 
ポーツ-プラス J モード 

r スポーツ」/「スポーツ-プラス」モードの 
ON/OFF を切り替えると、それに対応して PASM 
モード （ rPASM スポーツ」/ 「 PASM スポーツ. 
プラス」）も同時に ON/OFF されます。 
r スポ ーツ」 または「ス ポーツ •プラス」モー 
ドの特性を使用しながら、 より快適なシャーシ 
設定を選択したい場合、 PASM モードを手動操 
作で切り替えることができます。 

> 0ボタンを（繰り返し）押してください。 
選択したシャーシ設定のボタンの インジ 
ケーター.ライ トが点なします。 

更に、選択したシャーシ設定はマルチファ 
ンクション•ディスプレイに約4秒間表示さ 
れます。 

PASM に関するインフオメーション： 

> 「ポルシェ•アクティブ•サスペンション • 
マネー ジメント ( PASM )」 （214 ぺージ）を参 
照してください。 
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巧納式リヤ•スポイラー 

リヤ-スポイラーは、高速走行時では走行安定 
性を向上させ、低速走行時では燃料消費を低減 
します。 

PanameraGTS、Panamera Turbo 、 および Panamera 
Turbos には、追加フラップが取り付けられ、空 
気力学的により効果的な スポ イラー形状の改 
良型リヤ-スポイラーが装備されています。 


警告ゾッ七ージ 

不具合が発生した場合、警告メッセージ「ス 
ポーツモードシヨウフカ」がマルチファンク 
ション-ディスプレイに表示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告メ ッセー ジに関するインフォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

GiJ インフォゾーシヨン 

イク''ニッション•スイッチを OFF にすると、ス 
ポーツ-モードは自動的にノーマル-モードに 
リセットされます。 

> 「ポルシェ.アクティブ-サスペンション- 
マネージメント ( PASM )」（214 ぺージ）を参 
照してください。 

^ r ポルシェ■ダイナミック-シャーシ-コン 
トロール ( PDCC )」（212 ぺージ）を参照して 
ください。 



スポーツ-エキゾーストシ 

ステム 

ON/OFF 

スポーツ-エキン''-スト-システムはイク'' ニッ 
シヨンが ON のときに排気音最適化モードに切 
り替えることができます。 

> ボタンを押してください。 

スポーツ.エキン' —スト.システムが ON に 
なると、ボタンのインジケーター-ライト 
が点なします。 
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才ートマチック • モード 

リヤ-スポイラーの自動上昇および格納には 
様々な条件が関係します。 

r スポーツ-プラス」モード解除 
リヤ-スポイ ラーの 自動上昇： 

-約 90 km / h または120 km / h(Panamera Executive ) 
で A 位置まで 

-約205 km / h で B 位置まで 
リヤ-スポイラーの自動下降： 

-約 180 km / h で B 位置から A 位置まで 
-約 60 km/h または 80 km / h(Panamera Executive ) で 
A 位置から格納位置まで 

追加リヤ-スポイラー位置 

(Panamera Turbo または Panamera Turbo S 、 
Panamera Turbo ExecutiveiU 外） 


r スポーツ-プラス」モード作動 
リヤ-スポイラーは約 90 km / h または 120 km/h 
(Panamera Executive ) のときに B の位置まで直接 
上昇します。 

リヤ-スポイラーは約 60 km / h または 80 km/h 
(Panamera Executive ) のときに B 位置から直接格 
納位置に下降します。 

才ート-コントロール•システムに不具合があ 
ると、マルチファンクション■ディスプレイに 
警告メッセージ「スポイラーコショウソクド 
サゲル」が表示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 


更にリヤ■スポイラーは、約160〜 205 km / h で 
の上昇時、および約180〜 145 km / h での下降時 
に、 A と B の中間位置まで移動します。 


ム警告 


エアロダイナミクスの 
変化 


警告メッセージ「スポイラーコショウソクド 
サゲル」が表示された場合、格納式リヤ-スポ 
イラーが故障していることを示します。高速走 
行時にリヤ•アクスルが浮き気味になるために 
走行安定性が巧げられます。 

>この状態を配慮した走行スタイルと速度で 
運転を行ってください。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

ポルシ： L 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



マニュアル-モード 

リヤ•スポイラーは、イグニッシヨンを ON に 
して、センター■コンソールのボタンを使用す 
ると、手動で上昇/格納することができます。 
リヤ-スポイラーがマニュアル-モードの場 
合、ボタンのインジケーター■ライトが点なし 
ます。 

リヤ-スポイラーの自動格納をマニュアル • 
モードで中断することができます。 

手動でのリヤ-スポイラーの上昇 
> 一：!ボタンを短く押してください。 

リヤ-スポイラーが A 位置まで上昇します。 
ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

リヤ-スポイラーはマニュアル-モードに 
切り替わります。 


安全運転について 







上昇させたリヤ • スポイラーを手動で格納する 
>停ま時 

リヤ-スポイラーが完全に格納されるまで 
ボタンを押し続けてください。 
ボタンのインジケーター-ライトが消灯し 
ます。 

リヤ-スポイ ラーは才ー トマチック- モー 
ドに切り替わ ります。 

> 約 90 km / h または 120 km / h(Panamera 
Executive ) までの速度で 

ボタンを押してください。 

リヤ■スポイラーが格納され、ボタンのイ 
ンジケーター■ライトが消なします。 

リヤ ■ スポイラーは才ートマチック*モー 
ドに切り替わります。 

> 約 90 km / h または 120 km / h(Panamera 
Executive 似上の速度で 

ボタンを押してください。 

リヤ■スポイラーが上昇した状態で、ボタン 
のインジケーター-ライトが消なします。 
リヤ*スポイ ラーは才ー トマチック- モー 
ドに切り替わ ります。 
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r スポーツ-プラス」モード解除 

リヤ-スポイラーは、車速が約205 km/h に達する 

と自動的に A 位置から B 位置まで上昇します。 

リヤ-スポイラーは、ま速が約 180 km/h まで減 

速すると自動的に B 位置から A 位置まで下降し 

ます。 


r スポーツ-プラス」モード作動 


>リヤ•スポイラーは、ま速が約 90 km/h また 
は120 km / h(Panamera Executive ) に達すると 
自動的に A 位置から B 位置まで上昇します。 

>リヤ■スポイラーは、車速が約 60 km/h または 
80 km / h(Panamera Executive ) まで減速すると 
自動的に B 位置から A 位置まで下降します。 


A ま意 


リヤ-スポイラーの 
上昇/格納 


リヤ-スポイラーを手動で上昇/格納する場合 
に、スポイラーとま両の固定パーツの間に身体 
の一部が挟まれる恐れがあります。 

>リヤ•スポイラーが可動する範囲に人がい 
ないことを確認してください。 



リヤ-スポイラーを損傷する危険があります。 
>リヤ•スポイラーを持って車両を押さない 
でください。 







取納スペース、ラダッジ•コンパートメントおよびルーフ- 

トランスポート- システム 


収納 . 224 

ドリンク.ホルダー/カップ.ホルダー.… 227 

灰皿 . 230 

シが一. ライター . 231 

ソケット . 232 

リヤ . クーラー.ボックス . 234 

リヤ . シートのたたみ方および座席への 

戻し方 . 234 

ラゲッジ . コンパ-トメント . 235 

荷物の積載 . 236 

ラゲッジ.コンパ-トメント- カバー.… 237 
固定式ラゲッジ-コンパートメント ■ 

カバー . 239 

スキー-バッグ . 239 

ルーフ-トランスポート-システム . 240 
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グロー ブ • ボックス 

グローブ•ボックス内にはま両ファイルを収納 
するための引き出しとペン■ホルダーが付いて 
います。 

開く 

>ラッチ•ハンドル（矢印）を引いて、グロー 
ブ-ボックス•リッドを開いてください。 

□ック 

>盗難防止のため、大切な物を収納するとき 
はエマージェンシ ー■ キーでラッチ-ハン 
ドルを常にロックしてください。 



クーラー機能付きグローブ • ボックス 
グローブ•ボックスは必要に応じて冷やすこと 
がでさます。 

グローブ•ボックスには冷気を直接送り込むた 
めのエア-ベントがあります。 

グローブ■ボックスのクーラー機能に関するイ 
ンフオメーシヨン： 

^ 「クーラー機能付きグローブ■ボックス」 
(73 ぺージ）を参照してください。 


A 警告 


固定されていない、正 
しく固定されていな 
い、または不適切な位 
置にある荷物 

荷物を固定しなかったり不適切な位置に載せ 
ると、ブレーキをかけたりステアリングを操作 
したとき、または事故の際に飛び出して、乗員 
がケガをする恐れがあります。 

>乗員スぺースに荷物や固定していない物を 
載せて走行しないでください。 

>重量物を開いたままの小物入れの中に入れ 
て運搬しないでください。 

>走行中は必ず小物入れのカバーを閉じてく 
ださい。 

>ラゲツジ.コンパートメント■カバーで乗 
員スぺースを常に保護してください。 

荷物の積載に関するインフオメーシヨン： 

>「荷物の積載」（2%ぺージ）を参照してくだ 
さし、。 


化納オプション 

車両の装備仕様により、様々な収納オプション 
が用意されています： 

-ぺーパー/ペン.ホルダー付きグロー つ'. 
ボックス 

-フロントおよびリヤ■アームレスト内 
-ドア-パネル内 

-フロントおよびリヤのセンター■コンソー 
ル内 

-フロント•シートのバックレスト背面の格 
納式テーブル 

-フロント•シートのバックレスト背面の 
マップ-ポケット 

-リヤ•グローブ•ハンドルの衣類用フック 
-ラゲッジ.コンパートメント•フロア下 
-フロントおよびリヤ■カップ•ホルダー 
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フロント-シート巧のアームレスト 
のル物入れ 

開く 

>アームレストの助手席側のボタン（矢印）を 
押してください。 

リツドが自動的に開きます。 


リヤ•七ンター•コンソールのか物入れ 

開く 

»リツドを左右どちらかにハンドル-リセス 
でスライドさせてくださし、。 


リヤ-アームレストのル物入れ 

アームレスト内に小物入れがあります。 

アームレスト内のル物入れを開く 

1. アームレストを完全に倒してください。 

2. 解除ボタン（矢印）を押して、リツドを持 
ち上げてください。 
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ラージ.センター. コンソール内下段の小物入れ 

ま両後部のラージ-七ンター-コン 
ソール内の小物入れ 

下段の小物入れを開く 

>解除ボタンを押して、リツドを持ち上げて 
ください。 



ラ—ジ.センタ—.コンソール 上段の小物入れ 
上段の小物入れを開く 

>解除ボタン（矢印）を押して、リツドを倒 
してください。 

の インフオゾーシヨン 

上部小物入れ内の棚は上方に巧り畳むことがで 

き、収納スペースを拡大することができます。 



フロント-シートのバックレスト背面 
のな納式テープ J レ 

開く 

>リリース•ボタン A を押してください。 

格納式テーブルが自動的に停止位置まで下 
がります。 

閉じる 

>格納式テーブルを持ち上げて、カチッと音が 
する位置まで押し込んでください（矢印)。 
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ドリ^ク • ホルダー/カップ • 
水ルター 

カップ•ホルダーにはドリンク宙やカップを置 
くことができます。走行中はリヤ■カップ•ホ 
ルダーを閉じてくださぃ。 

い± - 液体が入った容器 

飲み物がこぼれて乗員がケガ（火傷など）をす 
る恐れがあります。 

>容器をぃっぱぃまで満たさなぃでくださ 
ぃ。半分程度にとどめてくださぃ。 

>こぼれることのなぃ、密閉式の容器のみを 

>カップ•ホルダーに置ぃた容器から目を離 
さなぃでくださぃ。 

>熱い飲み物を置かないでください。 


ム警告 


走行中の格納式テーブ 
ルの使用 

事故または急停止時に格納式テーブルが開い 
ていた場合、重傷を負う恐れがあります。 

>格納式テーブルは車両が停止している（走 
行していない）ときのみ使用してください。 
>リヤ■シートにチャイルド■シートを装着 
している場合、格納式テーブルを使用しな 
いでください。 


A ま意 


格納式テーブルの不適 
切な使用 

不適切な使用をした場合、身体の一部が挟まれ 
たり圧迫される恐れがあります（特に格納式 
テーブルを不用意に開閉した場合や、格納式 
テーブルを開いた状態でシート位置を調節し 
/■-とまな占、） 

>シートが動く範囲に人や動物がいないこと 
を確認してからシート位置を調節してくだ 
さい（格納式テーブルを閉じた状態でシー 
卜を動かしてください）。 


通 


インフオゾーシヨン 



格納式テーブルには過度の重量に巧する保護 
機構があり、開いた状態で保持できる最大重量 
は約 20 kg です。保持できる重量の制限を超える 
と、テーブルは自動的に下方向に倒れます。 

>倒れた格納式テーブルを持ち上げ、元の開い 
た位置にはまるまで持ち上げてください。 


ラゲ ツジ.コンパ—トタント.フロア 
下の収納スぺース 

車両装備によっては、ラゲツジ■コンパートメ 
ントの下に追加収納スペースがあります。 

ラゲ ツジ. コンパートメント.フロアを開く 
>ハンドル•リセスを引いて、ラゲツジ•コ 
ンパートメント-フロアを持ち上げてくだ 
さい。 

ラゲ ツジ. コンパ—トメントに関するインフォ 
メーシヨン： 

>「荷物の積載」（2%ぺージ）を参照してくだ 
さし、。 
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2. 左右どちらかのカップ•ホルダーのマーク 
を押してください。 

カップ-ホルダーが開きます。 

3. 中央のパネルを閉じると、走行中にカップ- 
ホルダーが動きません。 

カップ•ホルダーを引き出すと、大きな容器を 
置くこともできます。 



フロント•カップ-ホルダー•イン 
サート 

このインサートはフロント ■ シート間のアーム 
レストのカップ•ホルダーに装着でき、小さい 
容器も確実に固定できるようになります。 

インサートの取り外し 

|>インサートをカップ•ホルダーから引き抜 
いてください。 

インサートの取り付け 

>インサートをカップ•ホルダーに入れ、押 
し込んでください。 


知識 


飲み物がこぼれて車両を損傷する恐れがあり 
ます。 

>カップ•ホルダーに収まる容器のみを使用 
してください。 

>中身がいっぱいに満たされた容器をカッ 
プ-ホルダーに置かないでください。 



フロント•カップホルダーを開く 

グローブ•ボックス上側のパネル後部に巧り畳 
み式カップホルダーが 2 個装備されています。 


GtJ インフ オメー シヨン 
>走行中、グローブ■ボックス上側のカップ 
ホルダーは閉じてください。 


1.カップ-ホルダー-パネルを押してください。 
パネルが開きます。 




228 


収納スぺース、ラゲツジ■コンパートメントおよびルーフ-トランスポート■システム 














カップ•ホルダーを引き出す 

1. ホルダー(矢印）を引き出してください。 

2. カップ/容器を入れてください。 

3 . 慎重にホルダーを内側にスライドさせ、 
カップ/容器のサイズに合わせてください。 

カップ • ホルダーをがり畳む 

1. カップ■ホルダーを押し込んでください。 

2. 中央のパネルを開いてください。 

3 . カップ•ホルダーを巧り畳み、はめ込んで 
ください。 

4 . 中央のパネルを閉じてください。 



リヤ.カップ.ホルダ—を開く 

シート間のカップ • ホルダー 
カ ップ • ホルダーはリヤ•シート間のセンタ— 
コンソールの小物入れの中にあります。 

>リッドを左右どちらかにハンドル■リセス 
でスライドさせてください。 

>大きなカップや容器に合わせて補助カッ 
プ•ホルダー-サポートを立ててください。 



七ン ター- コン ソー ルのカップ-ホル ダー 
リヤ. センター.コン ソ—ル前部のカバ—. フ 
ラップの下にもう 一つ カップ-ホルダーがあり 
ます。 

>カップ•ホルダー■リッドを軽く押してく 
ださい。 

リツドが自動的に開きます。 
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車両後部のラージ■七ンター*コンソール内の 
カップ-ホルダー 

車両の装備により、リヤのラージ■センター■コ 
ンソール 前部にカップ* ホルダーが あります。 

>カップ•ホルダー■リッドを軽く押してく 
ださい。 

リツドが自動的に開きます。 


巧皿 

フロント巧皿 

開く 

1. 灰皿のリツドを軽く押してください。 

リツドが自動で開きます。 

掃除する 

2. フロント灰皿インサートを軽く前方に押し 
てください。 

灰皿インサートが押し出され、取り外せます。 
>灰皿を掃除した後、インサートを取り付け 
て、カチッと音がするまで所定の位置に押 
し込んでください。 


リヤ灰皿 

ドアの灰皿を開く 

>灰皿のリツドを軽く押してください。 

ドアの灰皿を掃除する 

1. 灰皿のリツドを開き、慎重に押し上げてく 
ださい。 

インサートが少し浮き上がります。 

2. インサートを取り外し、掃除してください。 
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リヤ巧皿 (Panamera Executive ) 

開く 

1. カップ-ホルダー■リッドを軽く押してく 
ださい。 

リッドが自動的に開きます。 

2. 灰皿のリッドをハンドル-リセスで開いて 
ください。 

掃除する 

>ハンドル-リセスを持ち、灰皿インサートを 
カップ■ホルダーから引き出してください。 

>灰皿の中を掃除した後、灰皿インサートを 
元の位置に入れて押し込んでください。 


フロント-シガ ー• ライター 


シガー 


ム警告 


ライター 

高温の シガー 
夕— 


ライ 


使用中、シガーライターは非常に熱くなります。 
>お子様のみをま内に残さないでください。 

>加熱した後のシガー•ライターは、ノブの 
みを持ってください。 


リヤ-シガー-ライター 

シガー•ライター（フロント/リヤ) 
を使用する 

シガー■ライターはイグ ニツシ ヨンの位置に関 

係なく使用できます。 

1. フロント-センター-コンソールの灰皿リツ 
ドを軽く押す、またはリヤ•センター■コン 
ソールの灰皿リツドを左右のどちらかにハ 
ンド J レ • リセスでスライドさせてくださし、。 

2. ライターをソケツトに押し込んでくださ 
い。ライターのフィラメントがホ熱すると、 
ライターが元の位置まで飛び出します。 

>シガー■ライターで充電アダプターを使用 
する際のインフ オメー シヨン： 
ri2v ソケツト/シガー■ライターでの充電ア 
ダプターの使用」（232ぺージ）を参照して 
ください。 
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グロー ブ-ボックス内の 12 V ソケット 

ソケット 

GiJ インフォグーシヨン 

-ソケットは、イク''ニッシヨンが OFF のときで 
も、キーを抜いていても使用できます。 
エンジンを停止したままアクセサリーを 
ON にすると、バッテリー上がりの原因にな 
ります。車両のバッテリーを保護するため、 
30分後に電源供給が遮断されます。電装品 
への電源供給を再度 ON にするには、イク'' 
ニッシヨンを ON にしてください。 

-シールドされていない機器を使用すると、 
ラジオ、 TV およびま両電装品に電波干渉す 
る恐れがあります。 


フロント■シート間の小物入れ内の 12 V ソケット 

12 V ソケット 

12V ソケットには、 12V 仕様の電装品（アクセ 
サリー）を接続できます。 

グロー ブ■ボックスの他、フロントおよび リ 
ヤ.センター.コンソール、リヤ.シート 間の 
小物入れの中、およびラゲッジ■コンパートメ 
ント内に 12V ソケットが装備されています娃 
両装備仕様により異なります)。 

CiJ インフ オメーシヨ ン 
他の電装品が OFF になっているときのソケット 
の最大電流値は 20A です。複数の電装品を同時 
に使用する場合は、 1 つのソケットの電流値が 
10A を超えないようにしてください。 


A - 使用可能な充電アダプター 
B - 使用できない充電アダプター 

12 V ソケット/シガ ー■ ライターでの充電アダ 
プ ターの 使用 


知識 


電気系統を損傷する恐れがあります。 

>下記の条件を満たした使用可能な充電アダ 
プター （ A ) のみを使用してください： 
グラウンド（アース）端子と充電アダプター 
の上端の寸法 (1) が 16 mmJU 下であること。 

>グラウンド（アース）端子と充電アダプター 
の上端の寸法1が 16 mm な上ある使用でき 
ない充電アダプター旧)を使用すると、ソ 
ケットが損傷することがあります。 
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ラ—ジ.センター. コン ソール 内の 230 V ソケット 

230 V ソケット* 

230 V ソケットはま両後部のラージ-センター- 
コンソールの小物入れの中にあります。 

230 V ソケットにはヨーロッパ規格プラグ付き 
の機器を接続可能です。 

プラグをソケットに差し込むと、ソケットのイ 
ンジケーター. ライトが緑色に点なします。 

過電流または過熱が発生するとソケットへの 
電源供給が OFF になり、インジケーター•ライ 
卜がホ色に点なします。ソケットは冷が後、自 
動的に再度 ON になります。 

>ソケットが過熱した場合は、接続した機器 
の電源を OFF にしてください。 

圧) インフォグーシヨン 
日本仕様には 12 V ソケットが装備されていま 
す。詳細につきましては、ポルシェ正規販売店 
までお問い合わせください。 



ソケットの不適切な 
使用、感電 


不適切に使用すると、重傷または火災の原因と 
なります。通電部品に触れると、感電する危険 
があります。 

>お子様のみを車内に残さないでください。 

>アダプターまたは延長ケーブルを使用しな 
いでください。アダプターまたは延長ケー 
ブルを使用すると、 230 V ソケットのチヤイ 
ルド•プロテクシヨン機能が無効になり、通 
胃ゴわ丰^ 

>液体がソケットに入らないようにしてくだ 
さい。 

ソケットに液体が入った場合は、使用する 
前にソケット内が完全に乾燥し、液体が 
残っていないことを確認してください。 



接続した機器が損傷する恐れがあります。 

> 230 V 用に設計された機器のみを接続してく 

/ゴし、 

>ソケットに接続した機器の消費電力が 
150 W (最大電力出力 300 W ) を超えないよ 
うにしてください。 

必要に応じて、接続した機器の消費電力を 
確認してください。 

>堂光なを含むライト類を接続しないでくだ 
さい。 


面 インフォグーシヨン 
-接続された機器は、通常の電源コンセント 
に接続しているときと作動が異なります。 
接続した機器が使用中に発熱する恐れがあ 
ります。 

-ノートパソコンなど、過電流保護回路を搭 
載している機器ではこのような事態を防ぐ 
ことができます。 

>機器の電源を外し、約10秒後に再度接続し 
てください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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リヤ.シこ卜 のたたみ方および 
座おへの戻し方 

リヤ.シ— 卜はラゲ ツジ.コンパー トメントを 
より広く使用するため、分割して個々に前方に 
巧り畳むことができます。 

車両装備によっては、リヤ•シート間にまたが' 
る装備も前方に倒すことができます。 



リヤ.ク—ラ—.ボックス 

車両後部のリヤ ■ シート間にあるクーラー* 
ボックスは、コンプレッサー式の冷がボックス 
です。 

クーラー •ボックスに関するインフ オメー シ ヨン: 
>クーラー ■ボックスに添付されている取り 
扱い上のを意事項を遵守してください。 

クーラー • ボックスを開く 
>クーラー•ボックス■リッドの解除ボタン 
(矢印）を押して、リツドを開いてください。 


リヤ•シートを前方にがり畳む 

4ゾーン■才ート-エアコン装備ま： 

>運転席ドアのアームレストにあるセーフ 
ティー■ボタン^を押してから、リヤ- 
シー 卜を前方に倒してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

リヤ.センター-コンソールのコントロー 
ル•パネルおよびリヤ-ドアのパワー•ウィ 
ンドウ-スイッチの機能が無効になります。 
意図せずボタンに触れても、設定が変更さ 
れることはありません。 

1. フロント■シートを前方に動かしてください。 

2. シート-バックレストのリリース.ハンド 
ル A を押し、バックレストを前に倒してくだ 
さし、。 
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リヤ•シートの垂直位置の調節 

>シートベルトを挟み込まないようにミ主意し 
てください。 

バックレストを接続音が聞こえるまでしっ 
かりと倒してください。 

必ずホい コントロール•スタッ ド B が完全に 
下がっていることを確認してください。 

A が化 ラゲッジ.コンパート 

---1 メントの固定されてい 

ない荷物 

リヤ.シ—卜 .バック レストが ロックされ てい 
ない場合、ブレーキ操作時または事故の際に荷 
物が乗員スペースに飛び出し、乗員がケガをす 
る恐れがあります。 

>リヤ■シート■バックレストは常に完全に 
ロックしてください。 

>ラゲツジ■コンパートメントの荷物は必ず 
固定してください。 


ラゲ ツジ.コンパ— トタント 

荷室フロアの最大許容積載量は 200 kg です。ホ 
面全体に荷重がかかるように荷物を積載して 
ください。 

荷物の積載に関するインフォメーシヨン： 

>「荷物の積載」（2%ぺージ）を参照してくだ 
さい。 

ラゲ ツジ. コンパ—トタント.フロア 
の開閉 

>ハンドル（矢印）を持って、ラゲツジ•コン 
パートメント-フロアを開閉してください。 


タイダウン-リング 

タイダウン.ストラップをタイダウン•リング 
に固定して、ラゲッジ•コンパートメント内の 
荷物を固定することができます。 

>荷物を固定するときは各リングに均等に荷重 
がかかつていることを確認してください。 


の 


インフォグーシヨン 
タイダウン.リングは事故の際に重量物を支え 
ることはできません。 
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荷物の積載 

有 s な排気ガスの吸引 

エンジンが作動している状態でリヤ•リツドが開 
いている、または正しく閉じられていない場合、 
排気ガスが室内に侵入する危険があります。 

>エンジン作動中は必ずリヤ•リツドを完全 
に閉じてください。 

>リヤ■リツドを開いたまま走行しないでく 
ださい。 


固定されていない、正 
しく固定されていな 
い、または不適切な位 
置にある積載物 
荷物を固定していない場合や固定方法が不適 
切な場合、ブレーキやステアリング操作時、ま 
たは事故の際に荷物が飛び出して、乗員がケガ 
をする恐れがあります。 

>荷物を固定せずに輸送しないでください 
(事故、ブレーキ、カーブの際に危険です)。 
>荷物は常にラゲッジ•コンパートメントに 
積載してください。乗員スペース（シート 
前方やシートの上など）には置かないでく 
ださい。 

>荷物は可能な限リシート•バックレストで 
支えてください。バックレストは常に所定 
の位置でロックしてください。 

>重たい荷物は必ずリヤ.シート.バックレ 
ストを立てて、ロックした状態で積載して 
ください。 

>荷物は可能な限り乗員が着座していない 
シートの後方に積載してください。 


>重い荷物はできるだけフロアの前方に寄せ、 
軽し M 巧物はその後ろに積載してください。 

>荷物はシート■バックレストの上端を越え 
ないように積載してください。 

>ラゲッジ.コンパートメント.カバーで乗 
員スぺースを常に保護してください。ラ 
ゲッジ-コンパートメント-カバーの上に 
物を置いたまま走行しないでください。 

>リヤ■シートに乗員がいない場合、シート 
ベルトを使用してシート-バックレストを 
支えることができます。外側座席のシート 
ベルトを斜めにミ度し、反対側のバックルに 
はめてください。 

荷物をタイダウン•ストラップで固定してくだ 

さい： 

>荷物の固定に伸縮性のあるベルトやスト 
ラップを使用しないでください。 

>ベルトやストラップを鋭利な部分にかけな 
いでください。 

>タイダウン装置の使用方向およびを意事項 
を遵守してください。 

>せん断強さが 700 kg な上、幅が 25 mm な内の 
ベルトのみを使用してください。 

>荷物の上でベルトを交差させてください。 

I A がと 積載時の車両の操縦性 

I ち口 - の変化 

車両の操縦性は積載量によつて変化します。 

>変化した車両の挙動に合わせて慎重に運転 
してください。 

>最大総重量および最大軸荷重を超過しない 
ようにしてください。 

最大総重量および最大軸荷重の情報は「テクニ 

カル•データ」の章に掲載されています： 

>「重量（メーカー発表値）」 （335 ページ）を 
参照してください。 


A 警告 _ I 不適切なタイヤ空気圧 

タイヤ空気圧が正常でない場合、安全な走行に 
支障をきたす恐れがあります。 

>荷重の大きさに合わせてタイヤ空気圧を調 
整してください。 

タイヤ空気圧を変更した場合、タイヤ空気圧 
モニタリングの設定を更新してください。 
マルチファンクション•ディスプレイのタイヤ 
空気圧モニタリングの設定に関するインフオ 
メー ション： 

>「タイヤ空気圧メニュー(タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM )」（114 ぺージ）を参照して 
ください。 

部分積載時と全積載時のタイヤ空気圧に関す 
るインフ オメー ションは「テクニカル -デー 
夕」の章に掲載され ています： 

> r 冷間時のタイヤ空気圧にぴ0」（327ページ） 
を参照してください。 


知識 


リヤ-ウィンドウ- ヒーターの 熱線およびアン 
テナ. ワイヤーを損傷する恐れがあります。 

>リヤ■ウインドウ ■ヒーターの 熱線および 
TV アンテナを傷つけないようにミ主意してく 
ださい。 
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巧納式ラゲツジ•コンパートタント • 
カバーの引き出し 

1. カバーを引き出してください。 

2. リヤ•リツドにカバーの左側をはめてくだ 
さい。 

3. グラブ•ハンドルを持って、カバーを右に 
引き出し、はめてください。 

格納式カバーの位置は自然に調節されます。 

巧納式ラゲツジ•コンパートタント • 
カバー の収納 

>格納式ラゲツジ•コンパートメント■カバー 
を リヤ •リツ ドのガイドから外し、 カバー 
を リ トラクター-口ーラーに慎重に巻き取 
らせてください。 



がり畳み式リヤ•口ーラー • ブライン 
ド付きな納式カバー•ホルダーの巧り 
外し 

>リヤ-シート-バックレストを前方に倒し 
てください。 

1. 両方のリリース■ボタン A を押してください。 
ボタンは乗員スペースから操作できます。 

2. 車両右側の可動エンド-キャップを内側に 
スライドさせてください。 

3. 格納式カバー-ホルダーを乗員スぺ ースに 
向けて動かし、取り外してください。 


ミた ジ 


コンパートタント 


A 警告 


ラゲツジ.コンパート 
メ ント- カバー 上に 
置いた荷物 

ブレーキをかけたりステアリングを操作したと 
き、または事故の際に荷物が乗員スペースに飛び 
出して、乗員がケガをする恐れがあります。 

た格納式ラゲツジ■コンパートメント’カバー 
または固定式ラゲツジ■コンパートメント • 
カバーの上に物を載せないでください。 

沿的式ラゲツジ•コンパートタント- 
ぶパー 

格納式ラゲツジ•コンパートメント■カバーを 
使用することで、ま外の通行者から荷物を隠す 
ことができます。 

>ラゲツジ•コンパートメントに荷物を積載し 
ているときは、格納式ラゲツジ•コンパート 
メント-カバーを常に引き出してください。 
格納式ラゲツジ•コンパートメント•カバー 
は荷物を積載できるように設計されていま 
せん。 
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がり畳み式リヤ•口ーラー • ブライン 
ド付きな納式カバー•ホルダーの巧り 
付け 

>リヤ-シート-バックレストを前方に倒し 
てください。 

1. 格納式 カバー-ホルダーを 乗員 スぺースか 
ら車両左側の取り付け位置に差し込んでく 
ださい。 

2. 可動エンド-キャップを内側にスライドさ 
せ、左側の取り付け位置に差し込んでくだ 
さい。 

エンド. キャップは自動的に元の位置に戻 
ります。 

リリース-ボタン A が飛び出す音が聞こえるか 
確認してください。 


巧納式カバー-ホルダー（リヤ — 
ラー-ブラインドなし）の取り外し 

>リヤ-シート-バックレストを前方に倒し 
てください。 

1. リリース•ボタンを押してください。 

2. エンド-キャップを内側にスライドさせて 
ください。 

3. 格納式 カバー-ホルダーを 乗員 スぺースに 
向けて動かし、取り外してください。 


巧納式カバー-ホルダー（リヤ — 
ラー-ブラインドなし）の巧り付け 

1. 格納式カバー■ホルダーを、リヤ•シート 
から右側の取り付け位置に差し込んでくだ 
さい。 

2. リリース•ボタンが押されているか確認し 
てください。 

3. エンド-キャップを内側にスライドさせて 
ください。 

4. 格納式カバー ■ ホルダーを左側に差し込む 
と、エンド■キャップは自動的に元の位置 
に戻ります。 

リリース-ボタンは自動的にはまります。 
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固定式ラゲツジ•コンパートゾ 
ント • カバー 

固定式ラゲツジ-コンパートメント-カバー 
は、 リヤ■シート後方の左右に固定された取り 
外し可能な装備です。 

必要に応じて、取り外しておくことができます。 

固定式ラゲジジ•コンパートタント • 
カバーのリヤ•リツドからの取り外し 

>リヤ•リツドの固定クリップ B をつまみ、下 
方向に引き出してください。 



スキー•バッグ 

スキー. バッグを使用することにより、 スキー 
のような長い物も車室内を損傷することなく、 
安全に運搬できます。 



荷物の鋭い端（スノー ■ボードなど）によって 
スキー. バッグが損傷する恐れがあります。 

» 物の鋭い端部を保護してください。_ 

の インフォゾーシヨン 
^ スキー-バックのパッケージおよび添付さ 
れた取扱説明書をご確認ください。 

^スキー-バッグは必ず乾かしてから巧り畳 
んでください。 


スキー •バッグの使用 

1. スキー■バッグには、 1 組または最大 2 組ま 
でのスキー板（最大 17 kg ) を先端が前方に 
向くように入れてください。 

ファスナーは車両後方に向けてください。 

2. スキー■バッグのファスナーを閉じてくだ 
さい。 

3. スキー-バッグのクローズ.ベルトを確実 
に締めてください。 

クローズ•ベルトが、進行方向に向かって、 
スキー板のビンディングから前方まで巻き 
ついていることを確認してください。 

4. スキー-バッグはリヤ-シートの間または 
右シートのバックレストを前に倒して通し 
てください。 

5. スキー-バッグはラゲッジ-コンパートメ 
ントの中央に、スキー板の先端が進行方向 
に向くように積載してください。 

フ ァスナーは 後ろ向きにしてください。 

6. スキー-バッグのサイド-テンション•ス 
トラップのスプリング-フックを左右の夕 
イダ ウン. リングにかけてください。 

7. スキー-バッグのサイド-テンション•ス 
トラップをしっかり左右に締め付けてくだ 
さい。 

スキー •バッグの収納 

>スキー•バッグをギヤ■バッグに入れ、ラ 
ゲッジ-コンパートメントの右または左側 
のラゲツジ.ネットの後ろに収納してくだ 
さい。 
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ルーフ • トランスポート • シス 
テム 

>ポルシェ•テクイップメント製品またはポ 
ルシ X 社がテストを実施し、承認したルー 
フ-トランスポート-システムのみを使用 
してください。巿販のルーフ•ラック•シ 
ステムは装着できません。 

ポルシェ ■ ルーフ ■ トランスポート ■ システム 
は、様々なスポーツ用品やホビー用品を積載で 
きます。 

ルーフ-トランスポート-システムの様々な使 
用方法については、ポルシ： L 正規販売店までお 
問い合わせください。 


A 壁化 I 固定されていないまた 

- - は不適切な位置に固定 

したルーフ-トランス 
ポート. システムまた 
は積載機器 

ルーフ-トランスポート-システムが固定され 
ていない場合、または正しく固定されていない 
場合、走行中にルーフ-トランスポート-シス 
テムが車両から外れ、重大な事故につながる恐 
れがあります。 

>走行を開始する前に、ルーフ•トランスポー 
卜-システムとアタッチメントが正しく確 
実に固定されていることを必ず確認してく 
ださい。長距離走行時は、途中で定期的に 
確認してください。 

>すべてのファスニンク'' •スクリユーを再度 
締め付けてください。 


A 警告 


ルー フ-トランス ポー 
卜-システムを装着し 
た積載時の操縦性の 
変化 

ルーフ-トランスポート-システムを装着して 
荷物を積載している時は、車両のハンドリング 
特性が普段と変化します僅ムが高くなり、空 
気おおが大きくなるため）。 

>慎重な運転をムがけてください。 

>ルーフ-トランスポート.システムを装着 
して荷物を積載しているときは、 130 km/h 
な上の速度で走行しないでください。 

>ルーフ-トランスポート-システムを装着 
して何も積んでいない場合、 180 km / h な上 
の速度で走行しないでください。 

>ルーフ-トランスポート-システムに荷物 
を載せるときは、ルーフ-トランスポート- 
システムの左右両端から荷物が突出しない 
ようにしてください。車幅よりも外側には 
荷物を載せないでください。 

>荷物の重んをできる限り低い位置にしてく 
ださい。ルーフ-トランスポート-システ 
ムの積載エリア全体に、均等に荷重がかか 
るように荷物を載せてください。 


A 警告 


固定されていない、 
または不適切な位置に 
固定した荷物 

ルーフ-トランスポート-システムが固定され 
ていない場合、または正しく固定されていない 
場合、走行中にルーフ-トランスポート-シス 
テムが車両から外れ、重大な事故につながる恐 
れがあります。 

>走行中に荷物が動かないように固定してく 
ださい。 

>伸縮性があるゴム製の固定具は使用しない 
でください。 


>荷物の重んをできる限り低い位置にしてく 
ださい。ルーフ-トランスポート-システ 
ムの積載エリア全体に、均等に荷重がかか 
るように荷物を載せてください。 



ルーフ-トランスポート-システムを装着した 

まま自動洗車機を使用したり、運転中に全高に 

ま意を仏わなかったり、許容積載荷重を超過す 

ると、ま両やルーフ-トランスポート-システ 

ムを損傷する恐れがあります。 

>自動洗車機を使用する前に、ルーフ■トラ 
ンスポート-システムを完全に取り外して 
ください。 

>立体駐車場、屋根付き車庫、地下駐車場、卜 
ンネルなどに進入するときは、ルーフ■卜 
ランスポート-システムを含めた全高を確 
認してください。 

>ルーフへの積載荷重は、最大総重量と最大軸 
荷重の限度を超えないようにしてください。 

許容最大荷重と重量に関するインフォメー 

シヨン： 

>「重量（メーカー発表値）」 （335 ぺージ）を 
参照してください。 

> ルーフ-トランスポート-システムの最大 
許容荷重である 70 kg を超えないようにして 
ください。 

>ルーフ-トランスポート-システムを使用 
しない場合は、ルーフ*トランスポート* 
システムを完全に取り外すことで、燃料を 
節約し、ノイズを低減できます。 
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E 


鐵 離 



A - フロント■キャリア、ロング 
B - リヤ■キャリア、ショート 
C - カバー■トリム 
D - トルク-レンチ 

E ■ルーフ • チャンネル • プロテクター 
F - キー 

J レーフ • トランスポート • システムの 
巧り付け 

ネ刀めてルーフ-トランスポート-システムを取 
り付ける場合は、ま両幅にしたがってフロント 
およびリヤ-キャリアを調整してください。 

ネ刀めてルーフ-トランスポート-システムを取り 
付ける場合は、ルーフ•チャンネル•プロテク 
夕一をま両に固定することができます。このプロ 
テクターは、ルーフ-トランスポート-システム 
の取り付けを容易にし、ルーフ-レールの固定用 
リセスを損傷から守ることができます。 


1. ルー フ. レールのカバー- フラップを開い 
てください。 

2. 固定用スクリユーをリテーニンク'' -スレッ 
ドから取り外してください。 

>プラスチック■スクリユーをなくさないよ 
うにミ主意してください。 


の 


3. ロング■キャリア A をフロントの固定用リセ 
スに軽く位置決めし、ショート■キャリア 
B をリヤの固定用リセスに軽く位置決めし 
てください。 

>キャリア下側に貼付されたステッカーの内 
容に沿ってキヤリアが配置されているか確 
認してください。 


インフォゾーシヨン 
ルーフ-トランスポート-システムを取り外し 
た際、プラスチック•スクリューをリテーニン 
グ•スレッドに戻し、ほこりがスレッドに入ら 
ないようにしてください。 


の 


インフォゾーシヨン 
キャリアの固定用スクリューが下に突き抜け 
ないようにしてください。突き抜けるとま両を 
損傷する恐れがあります。 
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4. トルク•レンチのハンドル D を取り外してく 
ださい。 

5. トルク•レンチの短い方を使用して、キャリ 
アの下側のスクリューをゆるめてください。 
キャリアは車両幅に合わせて調整すること 
ができます。 

>キャリアの幅を調整してから、トルク■レ 
ンチの短い方を使用して、スクリューを再 
度締め付けてください。 



6. キャリアを少し持ち上げ、ルーフ•チャン 
ネル•プロテクタ ー E をキャリア下側のマウン 
卜に取り付けてください。 

7. ルーフ-チャンネル-プロテクターの接着 
面から保護フィルムを剥がしてください。 

>ルーフ•レールの固定用リセスにほこりや 
油などがなく、完全に清浄な状態であるか 
確認してください。 


8. 慎重にキャリアを固定用リセスに取り付 
けてください。 

ルーフ-チャンネル-プロテクター E は半永 
久的に固定用リセスの中に接着されます。 
ルーフ-トランスポート-システムを繰り 
返し取り付ける場合は、プロテクターが固 
定用リセス内の塗装を守り、取り付けを容 
易にします。 

9. キーでカバー■フラップをロック解除して 
ください。 

10. カバー-フラップを完全に持ち上げてくだ 
さい。 
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11. トルク-レンチ F を使用して、固定用スク 
リユーをトルク-レンチの矢印マークが 
完全に一致するまで締め付けてください。 


12.キャリアのカバー-フラップを完全に下 
げ、希望のアタッチメントをキャリアにス 
ライドさせて取り付けてください。 


13. カバー-トリム C をサイズに合わせて切り、 
横にスライドさせ、上から押してキャリア 
に入れてください。カバー-トリムは湿気 
やほこりからキャリアを保護します。 

14. カバー-フラップをロックしてください。 

ルーフ-トランスポート-システムを繰り返し 
取り付ける場合 

同じま両に同じルーフ-トランスポート-シス 
テムを取り付ける場合、ステップ5から7は省 
略することができます。 
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ト レーラー •ヒッチ 

トレーラー*ヒッチ . 245 

電動格が3式トレーラー-ヒッチ . 247 


ト レーフー ■ヒッチ 




ト レーラー •ヒッチ 

>トレーラー車両の取扱説明書をよくお読み 
ください。 

>トレーラー■ヒッチを改造および修理しな 
いでください。 

後付け 

トレーラー•ヒッチの後付けはポルシェ正規販 
売店でのみ行ってください。ポルシ X 正規販売 
店は、取り付けが許可されているトレーラー- 
ヒッチ、メーカー仕様、必要な変換作業につい 
て熟なしています。 

この作業はポルシ X 正規販売店での実施を推奨 
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな 
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装 
置を駆使し、確かな整備をお約束します。 

電気系統の接続 

このま両には、トレーラーま両の電気系統を接 
続するために13ピンのプラグが用意されてい 
ます。 

>トレーラー車両のプラグが7ピンの場合、適 
切なアダプターを使用してください。 



トレーラー. ヒッチにアダプタ ーが 接続された 
状態で、トレーラー■ヒッチを格納すると車両 
またはトレーラー■ヒッチに損傷を与える恐れ 
があります。 

>トレーラー■ヒッチを格納する前に必ずア 
ダプターを取り外してください。 


トレーラー車両の検出 

車両がトレーラー車両の連結を検出した場合、 
オート.スタート/ストップ機能が作動解除さ 
れるなど、様々な点で車両操作に影響を与えま 
す（イク''ニッシヨンを ON にした後、インスト 
ルメント-パネルのマルチファンクシヨン- 
ディスプレイに「スタート/ストップモードカ 
イジヨ」のメッセージが表示されます）。 
インストルメント ■ パネルのインジケーター ■ 
ライト ク 1 なが トレーラー車両が検出されてい 
るかどうか表示します。このインジケーター" 
ライトは方向指示なを操作した際に点滅しな 
ければなりません。 

定義 

車両のけん引能力（トレーラー車両の総重量） 
とは、トレーラー車両の空ま重量と積載重量を 
合算したものです。 

垂直連結荷重とは、車両のトレーラー■ヒッチ 
に取り付けたトレーラー-ドローバーが支えら 
れる重量です。 

リヤ軸荷重とは、この車両のリヤ■アクスルの 
軸荷重、積載重量、およびトレーラー車両のま 
直連結荷重を合算したものです。 

車両およびトレーラー車両の総重量とは、この 
車両（けん引する車両）の重量とトレーラー車 
両の重量を合算したものです。 

>それぞれの最大許容値を超えないようにし 
てください。 


ト レーラーま両のけん引 

>車両のけん引能力、垂直連結荷重、リヤ軸 
荷重を必ず遵守してください。 

これらの重量と荷重の詳細は「テクニカル- 

データ」の章に掲載されています： 

>「重量（メーカー発表値）」 （335 ぺージ）を 
参照してください。 

>車両にトレーラー車両を連結した状態で、 
トレーラー車両が水平になるよう調整して 
ください。必要に応じて、調整可能なドロー 
バーを使用してください。 

>山岳地帯を走行する場合、高度（標高）が上 
がるにつれてエンジン出力が低下します。 
テクニカル-データの許容重量はミ毎抜 Om で 
の数値です。このま両がけん引できる「ま 
両およびトレーラー車両の総重量」は、高 
度が1，00 Om 上昇するにつれて10%ずつ低下 
します。このことを念頭において走行ルー 
卜を計画してください。 

荷物の配置 

>トレーラー車両に積載する荷物はできるだ 
けアクスルの近くに配置してください。 
必ずすベての荷物を移動しないように確実 
に固定してください。 

>トレーラー■ヒッチの許容垂直連結荷重を 
最大限に生かしてください。ただし、決し 
て超過しないでください。 

タイヤ空気圧 

>トレーラー車両をけん引するときは、タイヤ 
空気圧を全積載時の値に調整してください。 

タイヤ空気圧に関するインフォメ—シヨン： 

>「冷間時のタイヤ空気圧 (2 び0」 （327 ぺージ） 
を参照してください。 

>トレーラー■メーカーの取扱説明書にした 
がって、トレーラー車両のタイヤ空気圧を 
設定してください。 
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ドア-ミラー 

>トレーラー車両の幅が広く、後方視界が女方 
げられる場合は、補助ドア■ミラーを装着 
してください。 

ヘッドライト、ライト類 
>トレーラー車両のプラグが正しく接続され 
ており、すべてのライトが正常に作動する 
か点検してください。 


トレ— ラ—を連結しての運転 


A 警告 


トレーラー車両をけん 
引する場合の車両ハン 
ドリング特性の変化 


トレーラーま両のけん引は車両のハンドリン 

グ特性に大きく影響します。 

>トレーラー車両を連結したときのハンドリ 
ング特性やブレーキ特性に慣れるまでは、 
特に慎重に運転してください。 

>ブレーキング、コーナリング、追い越し、駐 
車をするときなど、車両のハンドリング特 
性や車体寸法がいつもと異なることを常に 
念頭に置いてください。 

>急なステアリング操作やブレーキ操作は避 
けてください。 

>トレーラー車両のみに荷物を積まないでく 
ださい。重量バランスを考慮し、けん引す 
る車両にも荷物を積んでください。 

やむを得ず、トレーラー車両のみに荷物を 
積載する場合は低速で走行してください。 


警告 _ 速度超過 

トレーラー車両をけん引するときは、道路条 
件、交通状況、路面状態、車両/トレーラー車 
両重量に合わせて適切な速度で運転してくだ 
さい。トレーラーけん引中の速度の出し過ぎ 
は、車両およびトレーラーのコント ロ ールを失 
う可能性があります。 

地域の法律等を遵守してトレーラーま両をけ 
ん引してください。 

>トレーラーま両を連結した場合の走行安定 
性は、速度が上がるにつれて悪化します。下 
リ坂や悪路、悪天候（強風）のときは特に 
速度を落として運転してください。 

>長い下り坂では適切な低速ギヤに入れ、エ 
ンジン-ブレーキを使用してください。 

>トレーラー車両のみに荷物を積まないでく 
ださい。重量バランスを考慮し、けん引す 
る車両にも荷物を積んでください。 

やむを得ず、トレーラー車両のみに荷物を 
積載する場合は低速で走行してください。 

»トレーラーま両が飢道から外れたときは、 
直ちに減速してください。カウンターステ 
アで走行姿勢を保たないでください。必要 
に応じてブレーキをかけてください。ま両 
とトレーラーま両の姿勢をまっすぐに立て 
直すために加速しないでください。 


A 警告 


後退時に距離警告が利 
用できないことによる 
事故 


後退中、接続したトレーラー車両を検出すると 
(トレーラー■コネクター接続)、パーキング • 
アシスタントが自動的に解除されます。 

>十分を意して運転してください。 

「パーキング•アシスタント」（251ぺージ) 
を参照してください。 


の インフォメーション 

>トレーラーま両を連結すると、車両のあら 
ゆる部分に大きな負荷がかかります。車両 
の機能を正常かつ安全に作動させるには、卜 
レーラーま 両をけん引する度に、専門家によ 
る点検およびメンテナンスが必要です。 

>車両が動いているときに、車両とトレー 
ラー車両の間に人、動物、物が入らないよ 
うにしてください。 

トレーラーの連結 

>トレーラーま両を連結する前に、必ず警報 
システムを OFF にしてください。傾斜セン 
サー*が作動して、警報が鳴ることがあり 
ます。 

傾斜センサー*に関するインフォメーション： 

> 「室内モニタリング•システムおよび傾斜セ 
ンサ ー* を手動で OFF にする」 （260 ぺージ） 
を参照してください。 

トレーラーの切り離し 

>トレーラーま両を切り離す前に、必ず警報 
システムを OFF にしてください。プラグを外 
すときに警報が鳴ることがあります。 

>トレーラー車両に才ーバーラン（惰性走行 
用）■ブレーキが装着されている場合、卜 
レーラーま両のブレーキがかかつていると 
きにトレーラー車両を切り離さないでくだ 
さい。 

の イ ンフォメ ーシ ョン 

トレーラーま両のライトがすべて LED の場合 

は、トレーラー•プラグを切り離しても警報は 

鳴りません。 
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* 日本仕様に設定はありません。 













アタッチタントおよびアクセサリー 

ム警告 I 不適切なアクセサリー 

不適切なアクセサリーを使用すると、トレー 
ラー-ヒッチが破損する恐れがあります。 

>アタッチメントおよびアクセサリーのメー 
力 一が トレーラー ■ヒッ チでの使用を承認 
していることを確認してください。 

>アタッチメントおよびアクセサリーがポル 
シエ車での使用に適合しており、承認され 
ていることを確認してください。 


アタッチメントおよびアクセサリー(バイク¬ 
ラック- システムなど）使用時にはな下にを意 

しブノド * f 、： 

-荷物を含むキャリア-システムの許容最大 
総重量は 75 kg です。 

ただし、ボール-ヒッチから荷物の重んま 
での距離が長くなると、許容最大総重量は 
減少します。 

「許容最大総重量（キャリア-システムと荷 
物)」に47ページ）を参照してください。 

-バイク•ラックは最大3台まで積載できるも 
ののみが許可されています。 

-アクセサリー/アタッチメントからボール- 
ヒッチ 1 までの距離は 700 mm を超えてはい 
けません。 



電動格納式トレーラー-ヒッチ 

電動式トレーラー-ヒッチのボタン A または B 
の該当するインジケーター•ライトが点灯して 
いれば、該当する機能が作動します。 


ム警告 


ト レーフー ■ヒツチの 
拡張/格納 


トレーラー-ヒッチの拡張/格納の際に、動い 
ているトレーラー-ヒッチと車両の固定パーツ 
の間に身体の一部が挟まれる恐れがあります。 
>ボール■ヒッチの作動を緊急停止するとき 
は、ボタン A または B を押してください。 

>ボール•ヒッチの可動範囲に人や動物がい 
ないか確認してください。 


アタッチメントおよびアクセサリー負荷配分図 
許容最大総重量（キャリア-システムと荷物） 
ボール.ヒッチ1 から荷物の重んまでの距離が 
長くなると、キャリア•システムの許容最大総 
重量は減少します。 

許容値はな下の通りです： 


重んまでの距離 

許容最大総重量（キヤリ 


ア-システムと荷物） 

A = 300 mm 

75 kg 

B = 600 mm 

35 kg 
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ボール.ヒッチの拡張や格納時に車両を損傷す 

る恐れがあります。 

>ボール•ヒッチの作動を緊急停止するとき 
は、ボタン A または B を押してください。 

>トレーラー車両をけん引しているときや、 
バイク.ラックなどが ボー ル.ヒッチに取 
り付けられている場合、またはボール•ヒッ 
チにより支えられている場合は、ボール" 
ヒッチを回転させないでください。 

^トレーラー■ヒッチは、ボール■ヒッチを 
完全に拡張した状態で使用してください。 

>補助具やツールなどを使用してボール" 
ヒッチの作動を巧げないでください。ロッ 
ク機構が損傷します。この場合、トレー 
ラー.ヒッチの安全性が保証できません。 

>運転する前にボール■ヒッチが所定の位置 
に正しく ロックされているか確認してくだ 
さい。 




ボール-ヒッチの拡5長 

作動条件 

-停ましてください。 

-リヤ■リッドを開いてください。 

拡張 

>ボタン A を押してください。 

ボール.ヒッチが自動的に拡張して、けん 
引位置になります。 

ヒッチの拡張中は、ボタンのインジケー 
ター-ライトが点滅します。 

作動位置になると、ボタンのインジケー 
ター■ライトが点なします。 


ボ ー J レ-ヒッチの巧納 

作動条件 

-停ましてください。 

-リヤ•リッドを開いてください。 

-トレーラー車両の連結を外してください。 

-プラグ（および、すべてのアダプター）を 
ソケットから切り離してください。 

-ボール-ヒッチの保護キャップ、バイク•ラッ 
クなど、ボール•ヒッチに取り付けられてい 
るものがあれば取り外してください。 
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格納 

>ボタン B を押してください。 

ボール. ヒッチが自動的に格納します。 
ヒッチの格納中は、ボタンのインジケー 
ター.ライトが点滅します。 

ヒッチが完全に格納されると、ボタンのイ 
ンジケーター-ライトが点なします。 

ffi インフォゾーシヨン 
-ボール■ヒッチを使用しないときは格納し 
てください。 

-トレーラー•ヒッチを使用するときは、卜 
レーラー(バイク■ラックなど）のプラグ 
を必ず接続してください。 

-ボール•ヒッチの作動を緊急停止するときは、 
ボタン A または B を再度押してください。 
このときボタン A および B のインジケーター ■ 
ライトが交互に点滅し、作動が中断された 
ことをならせます。 

作動の途中位置でトレーラー-ヒッチを使 
用しないでください。 


トレーラー-ヒッチが故障した場合は、マルチ 
ファンクション•ディスプレイに「アンゼンニ 
テイシヤスルトレーラヒッチロックスル」の 
警告メッセージが表示されます。 

マルチファンクション•ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概質 （136 ぺージ） 
を参照してください。 



トレ—ラ—.ソケット 

ソケットは取り出したボール-ヒッチの左下に 
あります。 

才ーバーロード-プロテクション 

(過負荷時の保護機能） 

動きを巧げる抵抗を検知するとボール•ヒッチ 
の作動が中断されます。ボール’ヒッチが完全 
に格納します。 

才ーパーロード*プロテクションの一時的な停止 
»ボール■ヒッチが作動位置または格納位置 
になるまで、ボタン A または B を押し続けて 
ください。 


の インフォゾーシヨン 
お手入れの諸注意 

高圧洗浄機、スチーム•クリーナーなどを使用 
して車両を洗浄するときは、回転アームのシー 
ル部分や トレーラー•ソケットに直接噴射ノズ 
ルを向けないでください。ボール-ヒッチに水 
分が入ります。 


トレーラー•カップリングの固定位置の保存 
バッテリーの接続を切り離したときや故障の後 
では、電子回路に保存されているトレーラー ■ 
ヒッチの固定位置が消去される場合があります。 
この場合、ボタン A および B のインジケーター- 
ライトが同時に点滅します。 

固定位置の保存方法： 

>ボール-ヒッチが1回作動位置になり、次に 
完全に格納されるまで、ボタン A または B を 
押し続けてください。 

2個のインジケーター■ライトの一方が点な 
し、固定位置が保存されます。 

故障 

>ハンドリングの異常に気づいた場合、ある 
いは故障した場合は、ポルシェ正規販売店 
にご相談ください。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約まします。 
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駐車 

ノ《ーキング'•アシスタント . 251 

リノくース-カメラ . 253 

サラウンド-ビュ ー( RTV ) . 253 

駐車時の助手席ドア-ミラー下向き 

自動切り替え . 254 

ガレー ジ.ドア.才 ープナ ー* 

(ミ凡用リモート•コントロー J レ） . 254 
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* 日本仕様に設定はありません。 








リヤ超音波センサー 

七ンサー 

車両の装備仕様により、リヤ-バンパーに4個 
の超音波センサー A 、 フロント•バンパーに6 
個の超音波センサー B が組み込まれており、直 
近の障害物との距離を測定します： 

-車体後方の検出範囲：約 180 cm 
-車体側方の検出範囲：約 80 cm 
-車体前方の検出範囲：約 120 cm 
天井から吊り下がっている物体や地面の近く 
にある障害物など、センサーの検出範囲よりも 
上または下にある物体はセンサーの死角にな 
ります。このためパーキング•アシスタントが 
障害物として検出できません。 


✓\0 —キング-アシスタント 

ドライバーが車庫入れをする場合にパーキン 
グ•アシスタントが車両と障害物の距離を警告 
音でおならせします。 

>パーキング■アシスタントのディスプレイ 
表示とリバース-カメラに関するインフォ 
メーシヨンは、ポルシェ■コミュニケーシヨ 
ン. システム PCM / CDR 操作説明書*のセク 
シヨン「パーキング•アシスタント」も参 
照してください。 

イグニッシヨンが ON のときにリバース（後退） 
ギヤを選択すると、パーキング•アシスタント 
が自動的に作動します。 

フロント-パーキング•アシスタント装備車で 
は、次の場合にも自動警告が作動します： 

-ま両と車両前方の障害物の距離が約 100 cm 
な下になると、警告音が鳴ります。 

-車両と車両前方の障害物の距離が約 80 cm 
な下になると、ポルシェ•コミュニケーシヨ 
ン-システムのセンター■スクリーンにパー 
キング- アシスタントのディスプレイが表 
示されます。* 

次の場合、パーキング•アシスタント（フロン 
卜およびリヤ）は作動しません： 

-速度が約 15 km / h な上のとき 
-エレクトリック•パーキング■ブレーキが 
作動しているとき 

- PDfV テイプトロニック S セレクター.レバー 
が P 位置にあるとき 


A 譬告 


運転中または駐車中の 
不ま意 

パーキング■アシスタントにより操作の快適性 
は向上しますが、無謀な運転は避けてくださ 
い。パーキング•アシスタントを使用している 
場合も、ドライバーには駐車時や障害物にミ主意 
を仏う責任があります。 

このシステムはドライバーのを意力の代わり 
になるものではありません。 

>移動範囲内に人、動物、障害物がないか必 
ず十分に確認してください。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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フロント超音波センサー 

CS インフォグーシヨン 
>センサーの正常な機能を維持するため、セ 
ンサーに付着した巧れ、氷、雪などは取り 
除いてください。 

>センサーを擦ると故障の原因になります。 

>高圧洗浄機を使用して清掃するときは、セン 
サーとの距離を十分に確保してください。 
圧力が高すぎるとセンサーが損傷します。 


警告音/機能 

リバース（後退）ギヤを選択すると、パーキン 
グ-アシスタントが ON になったことをならせ 
る短い«認音が鳴ります。 

フロント•パーキング•アシスタント装備車で 
は、リバース（後退）ギヤを選択しても確認音 
が鳴りません。 

その代わり、ポルシェ-コミュニケーシヨン■シ 
ステムのセンター-スクリーンにパーキング■ア 
シスタントのディスプレイが表示されます。* 
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障害物を検出すると警告音が断続的に鳴りま 
す。障害物との距離が近づくにつれて警告音の 
断続間隔が短くなります。 

障害物との距離が約 35 cm な下になると、警告 
音が連続して鳴ります。 

>警告音が聞こえるように才ーデイオの音量 
を調節してください。 

警告音のボリュームを個別に変更できます。 
警告音量の調節に関するインフォメーション： 
> 「パーキング■アシスタントの警告音量を設 
定する」 （133 ページ）を参照してください。 


_ム警告 _ 連続した警告音の無視 

警告音が連続して鳴った後も運転を続けると、 
検出された障害物と衝突する可能性がありま 
す。その結果、車内または車外の人が負傷する 
恐れがあります。 

>警告音が連続して鳴ったときは、車両を停 
止してください。 


超音波七ンサーのお巧 

-粉雪、布地や毛皮の衣類など、音波を吸収 
する物体があるとき 

-ガラスの表面や平らな塗装面など、音波を 
反射する物体があるとき 
-または細い棒状の物体 

などに対して、パーキング■アシスタント 
は正常に作動しません。 

その他、大型車の排気ブレーキやエア-ジャッ 
キなどを近くで使用したときも、超音波が乱れ 
て正常な作動が巧げられることがあります。 



パーキング-アシスタントの停止 

フロントおよびリヤ•パーキング•アシスタン 
卜装備車両では、パーキング•アシスタント機 
能を手動で作動解除できます。 

>才ーバ ー. ヘッド.コンソールのボタン A を 
押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが点灯し 
ます。 

パーキング■アシスタントが解除されます。 

パーキング•アシスタントの作動 

才ーバー.ヘッド.コンソールのボタン A を 
押してください。 

ボタンのインジケーター-ライトが消なし 
ぎ寸 

パーキング•アシスタントが巧び作動します。 


* 日本仕様に設定はありません。 
















リバース-カゾラ 

リバース•カメラはライセンス•プレート取り 
付け部のライセンス•プレートの上側に取り付 
けられています。 

>另リ冊の PCM / CDR 取扱説明書*にある r リバー 
ス •カメラ」 の章を参照してください。 

>リバース•カメラはいつもきれいな状態を 
維持し、氷や雪が付着したときは取り除い 
てください。カメラの視界が遮られます。 
車両のお手入れについて： 

>「車両のお手入れ」 （278 ページ）を参照して 
ください。 



サラウンド-ビュー ( RTV ) 

サラウンド■ビュ ー• カメラはフロント■バン 
パ ー A の中央、両側のドア•ミラー B 、 およびラ 
イセンス-プレート取り付け部のライセンス- 
プレー 卜の上側 C に取り付けられています。 

>別冊の PCM / CDR 取扱説明書*にある「サラ 
ウンド-ビュー」の章を参照してください。 
>サラウンド•ビュー■カメラはいつもきれ 
いな状態を維持し、氷や雪が付着したとき 
は取り除いてください。カメラの視界が遮 
られます。 

>日本仕様では「サラウンド•ビュー」は Navi 
画面で 「 RTV 」 と表示されます。 

車両のお手入れに ついて： 

>「車両のお手入れ」 （278 ぺージ）を参照して 
ください。 


巧障の表示 

一時的な故障（センサーへの氷結やミ尼巧れな 
ど）があると、正常な作動が保証できません。 
一時的な故障の原因が取り除かれると、パーキン 
グ-アシスタントの作動が正常に復帰します。 
パーキング•アシスタントに継続的な故障が発 
生した場合、リバース（後退）ギヤを選択した 
ときに3秒間の連続音が鳴ります。 

考えられる原因： 

-センサーに巧れ、氷、雪が付着したとき 
>センサーを T 寧に清掃してください。 

-システムの作動不良や故障が発生したとき 
>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。ポルシ： L 正規販売店にご相談くださ 
し、。この作業はポルシ X 正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を,駆使し、確かな 
整備をお約束します。 

トレーラーま両のけん引 

トレーラー. ヒッチを拡張位置にしたときは、 
車体後方の障害物との距離が約 40 cm な下にな 
ると、警告音が連続して鳴ります。 

トレーラー電源が接続されると、パーキング’ 
了 シスタントの後方エリアのモニタリングが 
OFF になります。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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駐ま時の巧手席ドア-ミラー 
T 向き自動切り替え 

運転席メモリーまたはコン フォー ト-メモリー 
装備まは、リバース（後退）ギヤを選択する 
と、助手席ドア•ミラーが自動的に下向きにな 
り、助手席側の車両後方下部にある障害物を視 
認しやすくなります。 

作動条件 

-イグニッションを ON にしてください。 

-マルチファンクション■ディスプレイで、こ 
の機能を作動させる設定に切り替えてくだ 
さい。 

助手席ドア-ミラーの下向き自動切り替えの 
設定に関するインフ ォメー シ ョン： 

>「リバース（後退）オプションの調節」 

(130 ぺージ）を参照してください。 


ドア-ミラーを手動で下向きにする 

マルチフアンクシヨン.ディスプレイで、この 
機能の作動を解除しているときでも、手動操作 
で助手席ドア■ミラーを下向きにすることがで 
きます。 

1. ギヤをリバース（後退）に入れてください。 
運転席ドア-ミラーを調節するためのボタン 
A のインジケーター-ライトが点なします。 

2. 助手席ドア-ミラーを調節するためのボタ 
ン B を押してください。 

助手席のドア•ミラーが下向きになります。 

ClJ インフォゾーシヨン 
自動的に下向きになっているミラー•ガラスの 
位置は、調整ボタン C を使用して必要に応じて 
変更することができます。運転席メモリーまた 
はコンフォート■メモリー装備まは、この設定 
をキーや運転席ドアのメモリー-ボタンに保存 
することができます。 


ドア-ミラーを通常位置に戻す 

次の場合、ドア•ミラーが通常の位置に戻り 
ます： 

-リバース（後退）な外のギヤを選択してか 
ら一定時間が経過した後、または 
-速度が 15 km / h な上になったとき 
手動操作で助手席のドア■ミラーを通常位置に 
戻すこともできます。 

>運転席ドア■ミラーのボタン A を押してくだ 
さい。 



ガレージ.ドア.才—プナ —* 
0凡用リモート•コントロ ール) 

このま両の ガレー ジ-ドア ■才ープナー は、 
様々なリモート*コントロ ール装置（ガレー 
ジ- ドア、自宅の門や警報システム、ライトな 
ど）を車内から作動させることができます。 
ホームリンク⑧は最大3種類のリモート-コン 
トロールを登録することができます。オーバー 
ヘッド. コン ソー ル.キ ーパッ ドの3つのメモ 
リー■ボタン^~、にリモート•コ 
ントロール信号を割り当てることができます。 
プログラミングしたメモリー•ボタンを使用し 
て、各装置を作動させることができます。 
信号の送信は=ボタンのインジケーター•ラ 
イトに表示されます。 
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* 日本仕様に設定はありません。 









の インフオグーシヨン 


の インフオゾーシヨン 


>各種装置のリモート■コントロールの取扱 
説明書をよくお読みください。 

>ホームリンク⑥システムと各種装置のリモー 
卜 ■コントロールの 互換性に関する情報は、 
ポルシ X 正規販売店、ホームリンク ® のウエ 
ブサイト ( www . homelink . com )、 またはホーム 
リンク ® のフ リー コール (0800 0466 35465) 
から確認することができます。 


A 誓告 


操作した機器による挟 
み込み、締め付けまた 


は圧迫 


ガレージ. ドア. オープナーの 使用時または プ 
ログラミング時に、ガレージ-ドア•オープ 
ナーで操作する装置の可動範囲に人や動物が 
いたり、物があると、事故につながる恐れがあ 
ります。 

>ホームリンク®システムを操作またはプロ 
グラミングするときは、装置の可動範囲に 
人や動物がいないか、物がないか確認して 
ください。 

>装置のリモート■コントロール取扱説明書 
のを意事項を遵守してください。 


>ボタンを押すと、トランスミッター■ユニット 
が車両の正面前方に向けて信号を送ります。 
必ず装置の受信機の方向に車両を向けてく 

ドと、\ 

これを怠ると、信号の送信エリアから外れ 
ることがあります。 

>車両を売がするときは、ガレージ-ドア- 
オープナーのプログラム信号をキーパッド 
から消去してください。 

>プログラミング作業をネ刀めて実施した後、 
装置が作動しない場合は、各種装置のリ 
モート-コントロールの取扱説明書をよく 
読み、各種装置のリモート■コントロール 
が固定コード式か、可変コード式かを確認 
してください。 


ガレージ•ドア • 才ープナーの操作 

イグニッシヨンを ON にしてください。 

> 才 ーバー ヘッド. コン ソール■キー パッド 
の該当するホームリンク ® ボタンを押した 
まま保持してください。 

信号送信中にインジケーター•ライト A が点 
なします。 

ガレージ- ドア•才 ープナーのプ ログ 
ラミング： 登録した信号の消去 

ホームリンク⑥システムは、才ーバー ヘッド- 
コンソールとラジェーター■グリル付近でプロ 
グラミングします。 

前提条件 

プログラミングした信号を消去するときや、ガ 
レージ. ドア•オープナー信号を登録するときは: 
-イク''ニッシヨンを ON にしてください。 

-方向指示なの作動を OFF にしてください。 

-ェンジンを OFF にしてください。 

ガレ—ジ. ドア. 才ープナーを 使用するとき 
は、信号の送信エリア内に装置の受信機がなけ 
ればなりません。 
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プログラミングした信号をキーから消去する 
この操作では、ホームリンク®のすベてのプロ 
グラムを消まします。各ボタンのプログラムを 
個別に消'去することはできません。 

ボタンに信号を追加登録するときは、この操作 
を行わないでください。 

1. 才 ー バ ー ヘッド. コン ソ ー ル■キ ー パッド 
の^^=ボタンのインジケータ—ライト A が 
素早く点滅し始めるまで、外側の2つの 

-および=ボタンを約20秒間押し続 

けてください。 

2 . ボタンを放してください。 

ホームリンク®ボタンは消去され、再プログラ 
ミングすることができます。 


固定コード式システムのガレージ-ドア-オー 
プナー信号をキーに登録する 
才ーバーヘッド.コンソールから： 

1 . イグニッシヨンを ON にしてください。 

2 . プログラミング作業を初めて実施する前 
に、新車出荷時に設定されている標準コー 
ドを消去しなければなりません。 

新車出荷時に設定されているコードの消去に 
関するイン フオメーシヨン： 

^ 「ガレージ.ドア.才ープナーのプロクラミ 
ング：登録した信号の消去」に55ぺージ） 
を参照してください。 

3. 才 ーバー ヘッド.コン ソー ル-キーパッド 
の^^=ボタンのインジケータ—ライト A が 
ゆっくりと点滅し始めるまで、お好みのボ 
タンを押し続けてください。 

ボタンの登録作業は5分な内に完了しなけ 
ればなりません（タイムアウト時間）。 

4. プログラミングするシステムの装置のリ 
モート ■ コントロ ールを持つてま両の前方 
に移動してください。 



車両の前側（ラジエーター-グリル付近）： 

5. 受信部（図を参照）から約 30 cm の位置で、 
装置のリモート-コントロールを保持して 
ください。車両の方向指示なが 3 回点滅する 
まで、またはオーバーヘッド■コンソール 
のインジケーター■ライト A が素早く点滅し 
始めるまで、送信ボタンを押し続けてくだ 
さい（場合によっては約1分な上)。 

新しい信号のプログラミングが完了する 
と、車両の方向指示なが3回点滅し、インジ 
ケーター.ライト A が素早く点滅します。 
車両と装置のリモート’コントロールの距 
離を変えて、数回実行しなければならない 
場合があります。 

システムによっては、装置のリモート•コン 
トロールのインジケーター-ライトを消なす 
るときに、装置のリモート■コントロールの 
送信ボタンをもう1回押す必要があります。 

6 . 登録作業開始から5分が経過するとタイムア 
ウトになり、方向指示なが1回点滅します。 
手順3〜5を繰り返してください。 
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7. 上記の手順 3 〜 5 を繰り返して、その他のボ 
タンにも別の装置を登録してください。 

可変コード式システムのガレージ-ドア -4- 
プナー信号をボタンに登録する 
システムによっては、可変式コードもホームリ 
ンク ® システムにプログラミングする必要があ 
ります。作業を2人で行うと、プログラミング 
が容易になります。 

可変式コードを識別する 
>プログラミング済みのホームリンク®ボタ 
ンを押したまま保持してください。 

才ーバーへッド■コンソールの^^=ボタンのイ 
ン ジケーター. ライト A が素早く点滅し始め、 
約2秒後に常時点なする場合、装置は可変式 
コード-システムです。 

>同期に関するインフ オメー シヨンは、プロ 
グラミングするシステムの取扱説明書にも 
記載されています。 

ガレー ジ-ドア •才ープナー 信号を キーに 登録 
する 

>リモート•コントロールされる装置の範囲 
内に車両を停止してください。 

才ーバーヘッド.コンソールから： 

1 . イグニッシヨンを ON にしてください。 

2 . プログラミング作業をネ刀めて実施する前 
に、新ま出荷時に設定されている標準コー 
ドを消去しなければなりません。 


新ま出荷時に設定されているコードの消去に 
関するインフォメーション： 

^ 「ガレージ.ドア.才ープナーのプログラミ 
ング：登録した信号の消去」 （255 ぺージ） 
を参照してください。 

3. 才 ーバーヘッド.コンソール ■キ ーパッド 
の=ボタンのインジケーター•ライト A が 
ゆっくりと点滅し始めるまで、お好みのボ 
タンを押し続けてください。 

ボタンの登録作業は5分な内に完了しなけ 
ればなりません（タイムアウト時間）。 

4. プログラミングするシステムの装置のリ 
モート-コントロールを持ってま両の前方 
に移動してください。 

車両の前側（ラジエーター-グリル付近）： 

5. 受信部（図を参照）から約 30 cm の位置で、 
装置のリモート-コントロールを保持して 
ください。車両の方向指示なが 3 回点滅する 
まで、または才ーバーヘッド■コンソール 
のインジケーター•ライト A が素早く点滅し 
始めるまで、送信ボタンを押し続けてくだ 
さい（場合によっては約1分な上)。 

新しい信号のプログラミングが完了する 
と、車両の方向指示なが3回点滅し、インジ 
ケーター.ライト A が素早く点滅します。 
車両と装置のリモート-コントロールの距 
離を変えて、数回実行しなければならない 
場合があります。 

システムによっては、装置のリモート■コ 
ントロールのインジケーター-ライトを消 
なするときに、装置のリモート•コントロー 
ルの送信ボタンをもう1回押す必要があり 
ます。 


6 . 登録作業開始から5分が経過するとタイムア 
ウトになり、方向指示なが1回点滅します。 
手順3〜5を繰り返してください。 

7. 上記の手順3〜5を繰り返して、その他のボ 
タンにも別の装置を登録してください。 

8. ガレー ジ*ドア- 才ープナーのモーター- 
ユニットなどプログラミングする装置の 
受信機のプログラミング■ボタンの位置を 
特定してください。 

システムを同期する 

9. モーター•ユニットを作動させる： 

ガレ— ジ. ドア. 才ープ ナーの 受信機のプ 
ログラミング-ボタンを押してください。 
その後、約30秒な内に次の手順10に進んで 
ください（通常、モーター ■ユニットの 設 
定インジケーターが作動します)。 

10 . 才ーバーヘッド.コンソールからプログラ 
ミングする： 

手順3 で 選んだ才ーバー ヘッド- コンソー 
ル. キーパッ ドのボタンを3回押してくだ 
さい（装置によっては、登録を完了するま 
でに キーパッ ドのボタンを数回押さなけ 
ればならない場合があります)。 

11 . 上記の手順3〜10を繰り返して、その他の 
ボタンにも別の装置を登録してください。 

12 . 才ーバーヘッド.コンソールからプログラ 
ミング作業を行った後、イク''ニッシヨンを 
ON にしてメモリー-ボタンを押したとき、 
速やかにホームリンク®信号を認識して起 
動することを確認してください。 
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キーバッドの各ボタンを再プログラミングする 
ホームリンク®ボタンは、残りのボタンの登録 
を消去せずに個別に再プログラムすることが 
できます。 

才ーバーヘッド.コンソールから： 

1 . イグニッシヨンを ON にしてください。 

2. 才ーバー ヘッド’ コンソール.キーパッド 
の=ボタンのインジケーター•ライト A が 
ゆっくりと点滅し始めるまで、プログラミ 
ングしたいボタンを（約20秒間）押し続け 
てください。 

ボタンの登録作業は5分な内に完了しなけ 
ればなりません（タイムアウト時間）。 

3. プログラミングするシステムの装置のリ 
モート-コントロールを持って車両の前方 
に移動してください。 

車両の前側（ラジェーター-グリル付近）： 

4. 受信部（図を参照）から約 30 cm の位置で、 
装置のリモート-コントロールを保持して 
ください。車両の方向指示なが 3 回点滅する 
まで、または才ーバーヘッド■コンソール 
のインジケーター■ライト A が素早く点滅し 
始めるまで、送信ボタンを押し続けてくだ 
さい（場合によっては約1分な上)。 

新しい信号のプログラミングが完了する 
と、車両の方向指示なが3回点滅し、インジ 
ケーター. ライト A が素早く点滅します。 
車両と装置のリモート-コントロールの距 
離を変えて、数回実行しなければならない 
場合があります。 

システムによっては、各種装置のリモート- 
コ ン トロールのインジケーター ■ライトを 
消なするときに、各種装置のリモート•コ 
ントロールの送信ボタンをもう1回押す必 
要があります。 
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5. 登録作業開始から5分が経過するとタイムア 
ウトになり、方向指示なが 1 回点滅します。 
手順1〜4を繰り返してください。 

6 . 上記の手順1〜4を繰り返して、その他のボ 
タンにも別の装置を登録してください。 

の インフォメーシヨン 

>本書の手順、および各装置のリモート■コ 
ントロール取扱説明書の記述にしたがって 
慎重に登録作業を行っても、ボタンに信号 
を登録できない場合は、ポルシ王正規販売 
店にお問い合わせください。ポルシェ正規 
販売店にはガレージ■ドア*才ープナー信 
号に関する情報が取り揃えてあります。 

>ガレージ-ドア■才ープナーのリモート- 
コ ン トロール に新品の電池が入っているこ 
とを確認してください。電池が弱っている 
と、信号の送信不良が生じることがありま 
す。その結果、ガレージ-ドア•オープナー 
機構が正しく認識できない誤ったコードが 
登録されることがあります。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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警報システム . 260 
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ポルシェ車両追跡システム-プラス 
( PVTS プラス）* . 262 
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警報システム 

警報システムは、次の警報接点を監視します： 
-ドア、リヤ■リッド、エンジン-コンパー 
トメント •リッ ド、 およびへッドライトの 
塾き民接占 

-室内モニタリング•システム：ま両をロッ 
クした後の車内への侵入（例えばウィンド 
ウを壊して車内に侵入したとき） 

-傾斜センサー* :ま体の傾き（例えば車両 
をけん引して盗難しようとしたとき） 

-トレーラー■ヒッチ■ソケット（例えば卜 
レーラー 車両を不正に外そうとしたとき） 
これらの警報接点のいずれか1つでも不正な動 
きを検出すると、アラーム•ホーンが約30秒間 
鳴り、ハザード-ライトが点滅します。 
それから5秒間警告が中断され、再度警報が作 
動します。この作動を最大10回繰り返します 
(国により異なります）。 

ON にする 

>ま両をロックすると、警報システムが作動 
します。 

OFH こする 

>車両をロック解除すると、警報システムが 
解除されます。 
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の インフォ メー シヨン 

>ドア-ロックにエマージェンシー■キーを 
差し込んで車両のロックを解除した場合、 
警報システムの作動を回避するために、ド 
アを開けてから15秒な内にイグニッシヨン 
を ON (イグニッシヨン-ロックの 1 の位置） 
にしなければなりません。 

いずれのドアも開かなかった場合、約30秒後に 
車両は自動的に巧ロックされます。 


作動した警報システムを OFF にする 

>キーのが"ボタンを押してください。 

または 

イグニッシヨンを ON にしてください。 

室内モニタリング•システムおよび傾 
斜七ンサ ー* を手動で OFF にする 

車内に人や動物を残して車両をロックすると 
きや、鉄道または船舶などで車両を輸送する場 
合、室内モニタリング•システムと傾斜セン 
サー*を一時的に OFF にする必要があります。 

>「ドア•ロックを解除する」 （23 ぺージ）を 
参照してください。 

>ドアを開いた場合、警報システムが作動す 
ることをま内に残る人に伝えてください。 

キーを使用する 

>キーの@ボタンを2秒な内に 2 回押してくだ 
さい。 

ハザード■ライトがゆっくり1回点滅します。 
ドアはロックされますが、内側から開くこ 
とができます。 



ポルシ X - エントリ ー& ドライブ装備ま 
>ドア•ハンドルのボタン A を2秒な内に 2 回 
押してください。 

ハザード•ライトがゆっくり1回点滅します。 
ドアはロックされますが、内側から開くこ 
とができます。 

Gl) インフオメーシヨン 

室内モニタリング•システムと傾斜センサー* 
は、ロック解除後30秒後に自動的にロックされ 
た場合、いずれのドアも開かれていないため 
OFF の状態を維持します。 


* 日本仕様に設定はありません。 










B - 警報システムのインジケーター-ライト- 
例：運転席ドア 

化がま； 

巧化巧 W 

ま両のロック状態は、フロント-ドアのインジ 
ケーター. ライト B の点滅頻度で示されます。 
ま両をロック解除すると、インジケーター•ラ 
イトが消なします。 


* 日本仕様に設定はありません。 


警報システムを起動させたとき 
-車両をロックしたときにインジケーター ■ 
ライトが素早く点滅し、その後は通常の速 
さで点滅します。 


警報システムを起動させたとき（室内モニタリン 
グ-システムと傾斜七ンサ ー* が OFF のとき） 

-車両をロックしたときにインジケーター ■ 
ライトが素早く点滅し、10秒間消灯し、そ 
の後通常の速さで点滅します。 

七ントラル•ロッキング-システムと警報シス 
テムの故障 

インジケーター•ライトが10秒間点灯し、次に 
通常の倍の速さで20秒間点滅し、その後は通常 
の速さで点滅します。 

警報システムの誤作動を回避するた 
めに 

>車内に人や動物を残して車両をロックする 
ときや、鉄道または船舶などで車両を輸送 
する場合は、室内モニタリング■システム 
と傾斜センサ ー* を一時的に OFF にする必 
要があります。 

「ドア■ロックを解除する」 （23 ぺージ）を 
参照してください。 

>スライディング/チルティング.ルーフおよ 
びすベてのドア-ウィンドウを必ず閉じて 
ください。 

>トレーラー車両を連結または切り離す前 
に、必ず警報システムを OFF にしてくださ 
し、。警報システムが作動して、警報が鳴る 
ことがあります。 


イモビライザー 

各キーには、コード信号を保巧したトランスポ 
ンダー（電子回路）が組み込まれています。 
イク'' ニッシ ヨンを ON にする前に、イク'' ニッ 
シ ヨン-ロックがコードを照合します。 
あらかじめ登録されているキーを使用したと 
きのみイモビライザーが解除され、ェンジンを 
始動するこができます。 

ポルシェ•ェントリー&ドライブ装備車は 、デー 
夕を電波通信で伝達します。 

ステアリング•コラム•ロック 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブ巧 
装備ま 

ステアリング•コラムを自動的にロック解除する 
^ キーのリモート-コントロールによって車 
両を ロック 解除してください。 

または 

キーを イク''ニッシ ヨン.ロ ックに 完全に差 
し込んでください。 

ステアリング-コラムを自動的にロックする 

>キーを抜き取ってください。 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブ装備ま 

ステアリング•コラムを自動的にロック解除する 
>キーのリモート■コントロールによって 警 
報システムを解除し、運転席ドアを開いて 
ください。 

または 

ポルシェ■ェントリ ー& ドライブを使用し 
て、運転席ドアを開いてください。 

または 

イグニッシヨンを ON にしてください。 
ステアリング-コラムを自動的にロックする 
>運転席ドアを開いてください（イグニッ 
シヨンを OFF にした状態で）、または車両を 
ロックしてください。 
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を難を防止するために 

車両から離れるときは、必ず次のことを守って 

ください： 

>すべてのドア■ウィンドウを閉じてくださし、。 

>スライディング'/チルティング•ルーフを閉 
じてください。 

>エレクトリック.パーキング.ブレーキを 
作動させてください。 

>キーを抜き取ってください（またはポル 
シエ-エントリー&ドライブ装備まではイ 
グニッシヨンを OFF にしてください）。 

>グローブ■ボックスをロックしてください。 

>すべての小物入れを閉じてください。 

>貴重品、車両の登録書類、携帯電話機、自 
宅の鍵などを車内に残さないでください。 

>ラゲッジ■コンパートメントをラゲッジ- 
コンパートメント-カバーで覆い隠してく 
ださい。 

>リヤ•リッドを閉じてください。 

>すべてのドアをロックしてください。 


ポルシェま両追跡システム • 
プラス （ PVTS プラス）* 

ポルシェ車両追跡システム•プラス （ PVTS プ 
ラス） * は、車両が盗難された場合にコント 
ロール-センターで車両の位置を特定できる 
GSM / GPS ベースの追跡システムです。これに 
より車両を発見することが可能となります。 
ポルシェ車両追跡システム•プラス （ PVTS プ 
ラス） * は車両盗難時の警告を検出すると、即 
時当該車両の位置をコントロ ール■センターに 
送信します。 

PVTS プラス*には3つの異なる装備仕様があ 
ります： 

-ドライバー-力ード付き PVTS プラス* 

-リモート.キーパッド付き PVTS プラス* 

-ドライバー.力ード/リモート.キーパッド 
なしの PVTS プラス* 

国別の保険および法律に応じて、 PVTS プラス 
の装備仕様は異なります。車両に装備されてい 
る PVTS プラスの仕様については、ポルシェ正 
規販売店にお問し^合わせください。 

の インフオゾーシヨン 

スマー トフオン ■ アプリのポルシェ•力一 ■コ 
ネクト装備までは、アプリを使用して直接ポル 
シェ車両追跡システム■プラス （ PVTS プラス） 
* を設定することができます。 

ポルシェ ■ 力一 ■ コネクト-アプリケーシヨン 
のインストール、機能および管理に関する詳細 
情報は www . porsche . com / connect またはポル 
シェ正規販売店から入手できます。 

» 「ポルシェ.力一.コネクト*」 （191 ぺージ） 
を参照してください。 


付属品およびシステムの初回アク 
ティべーシヨン 

ポルシェ車両追跡システム■プラス （ PVTS プ 
ラス） * はポルシェ正規販売店によりテストを 
行っています。アクティべーションに関するご 
質問はポルシ： L 正規販売店までお問い合わせ 
ください。 

アクティべーションの後、お近くのコント □- 
ル■センターおよびサービス-プロバイダーの 
電話番号などの重要な情報が与えられます。 
システムのアクティベーションに関する更に 
詳しい情報は www . porsche . com / connect または 
ポルシ X 正規販売店から入手できます。 

機能範囲 

車両の追跡は車両が盗難にあった場合にのみ 
実施されます。盗難が発生した場合、テキス 
卜■メッセージが登録した携帯電話に送信され 
ます。車両の位置は安全上の理由からテキス 
卜.メッセージには記載されません。 

>車両の盗難が発生した際はコントロール- 
セ ンターにご相談く ださい。 

盗難が発生した際は、最寄りの警察にも届 
け出る必要があります。 

な下の場合、警報が作動します： 

-車両の不正な移動：イグニッションが OFF の 
状態で車両が移動された場合（ドライバー- 
力ード/リモート ■キーパッド装備ま： ドラ 
イバ ー. 力ード/リモート-キーパッドがな 
い状態で車両が移動された場合） 

- 妨害-- 何者かにより PVTS プラス*に変更が 
加えられた場合 

-侵入警報：警報システムが作動し、警報が巧秒 
間な上作動し続けた場合（ポルシ X 純正警報 
システム装備車にのみ適用されます。） 

-イグ ニッション-ロック 警報（リモート- 
キーパッ ド付き PVTS プラス用）：イグニッ 
ションを ON にした後、3分な内にリモート- 
キーパッ ドにコードが入力されなかった場合 
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-コード警報（リモート•キーパッド付き PVTS 
プラス用）：間違ったコードをリモート- 
キーパッ ドに連続5回入力した場合 

ClJ インフオゾーシヨン 
-どのような場合でも必ずま両の盗難を検出 
できるわけではありません。 

- PVTS プラス警報はバッテリーが上がった場 
合にも起動します。 

バッテリーに関するインフオメーシヨン： 
「バッテリー (12 V )」（307 ぺージ）を参照し 
てください。 


圧) インフオゾーシヨン 
-ま両が盗難された場合、コントロール•セ 
ンターは当該車両のエンジンを始動できな 
いように操作することができます。 

-スマー トフオン•アプリのポルシェ"力一* 
コネクト*装備までは、盗難された際にア 
プリを使用してま両へのアクセスを禁止で 
きます。 


ドライ パー • 力ー ド/ リモート • キー 
パッドなしの PVTS プラス*の操作 

ポルシェ車両追跡システム-プラス （ PVTS プ 
ラス） * が通常作動していれば、お客様が操作 
を行う必要はありません。 



ドライバー•力ードによる PVTS プラ 
スホの操作 

作動中（スイッチ ON ) のドライバー■カード 
により、 PVTS プラスが自動的に作動を停止し 
ます。 

ドライバー-力ードのスイッチ ON 
>ドライバー■カードのボタン A を押してくだ 
さい。 

イン ジケ-夕-. ライト B が早く点滅します。 
ボタン A から手を離すと、インジケーター’ 
ライトが約3秒間隔で点滅します。 

作動中のドライバー’力ードのインジケー 
ター■ライトが3秒間隔で点滅しなくなった、 
またはドライバー-カードのボタン A を押した 
ときに点滅しない場合は、電池が消耗していま 
す。電池を交換してください。 

電池交換に関するインフォメーション： 

> 「ドライバー■力ード/リモート■キーパッ 
ド用電池の交換」 （265 ページ）を参照して 
ください。 


ドライバー•力ードのスイ ツチ OFF 
>ドライバー■力ードのボタン A を押し、イン 
ジケーター. ライト B が消灯するまで約8秒 
間押し続けてください。 

>電池の寿命を延ばすため、長期間使用しな 
い場合はドライバー■カードの電源を OFF に 
してください。 

ClJ インフォゾーシ ヨン 
航空便での輸送中は、ドライバー■カードを飛 
行機で適用されるガイドラインにしたがって 
OFF にしなければなりません。 


ドライバー-力ードで PVTS プラス*を作動する 
>車両から離れるときはイグニツシヨンを 
OFF にし、ドライバー■力ードを持って隨リ 
てください。 

ドライバー-カードが車両から十分離れる 
と、 PVTS プラスが約70秒後に作動します。 
車両を盗難しようとする試みをすべて検出 
します。 

ドライバー-力ードで PVTS プラス*を停止する 
>車両のセンター■コンソールにドライバー ■ 
カードを保管するか、または常に携行して 
ください。 

作動中のドライバー•カードがま内、また 
はま両のすぐ近くにある場合に PVTS プラス 
が停止します。 

ClJ インフォゾーシヨン 

-ドライバー-力ードをラゲツジ-コンパー 
トメント、 エンジン•コンパートメントに 
置いたり、コインなどの金属の近くに置か 

プでし、で くドと、\ 

-盗難されたキーを使用して車両が盗難にあ 
うことがあります。キーにドライバー■力一 
ドを取り付けないでください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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リモート-キーパッドによる PVTS プ 
ラス*の操作 

PVTS プラスを停止するためにはリモート-キー 
パッドのボタンを使用してコードを入力しな 
ければなりません。 PVTS プラス*を作動する 
とすぐに、テキスト•メッセージによりコード 
が送信されます。 

リモ—卜.キーパッドで PVTS プラス*を作動 
する 

>車両から離れるときはイグニッシヨンを 
OFF にし、リモート■キーパッドを持って降 
車してください。 

PVTS プラスは約3分後に作動します。 

車両を盗難しようとする試みをすべて検出 
します。 


リモ—卜.キーパッドで PVTS プラス*を停止 
する 

1. ボタン A を押してください。 

リモ—卜.キ —パッ ドのインジケ—夕—. 
ライト C が点滅し始めます。 

2. キーパッドのボタン B を使用してコードを入 
力し、ボタン A を押して、決定してください。 
インジケーター•ライトが消なします 。 PVTS 
プラスが停止します。 

コードを入力してもシステムが停止しない場 
合、再度コードを入力できます。5回入力に失 
敗すると、警報がコントロール■センターに送 
信されます。 

イグニッションを ON にした後3分な内に PVTS 
プラスを停止しなかった場合、警報がコント 
口ール■センターに送信されます。コント □- 
ル.センターはお客様に電話で連絡します。 

マルチファンクション-ディスプレイのゾッ 
七ージ 

イク''ニッション ON の後1分な内に正しいコー 
ドが入力されなかった場合、インストルメン 
卜-パネルのマルチファンクション-ディスプ 
レイに警告メッセージが表示されます。 

正しいコードが入力されないままの場合、1分 
後に再度警告シンボルが表示されます。 

マルチファンクション-ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ) 
を参照してください。 


面 インフォグーシヨン 
PVTS プラス*は1ま両につき最高7個のドライ 
バー■力ードを検出できます。ドライバー■力一 
ドの追加、 消去、または交換を希望される場合 
は、ポルシェ正規販売店にご相談ください。 
車両には作動中のドライバー-カードを1枚の 
み置いてください。2枚目のドライバー■カー 
ドは2人目のドライバーのために用意されてい 
ます。スペア•カードとして使用することも可 
能です。 


ドライバー-カードの不具合 
特別な状況下では（電波干渉、を受けるなど）、 
ドライバー■カードが検出できないことがあり 
ます。マルチファンクション■ディスプレイに 
警告メ ッ セージが表示されます。 

>ドライバー■カードのボタン A を押して、ド 
ライバーの検出を開始してください。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ) 
を参照してください。 

ドライバー-カードの緊急停止 
>ドライバー■力ードを使用して PVTS プラス 
が停止できない場合（ドライバー■カード 
の電池が消耗している、またはドライバー’ 
力ードの紛失の場合）は、コントロール- 
セ ンターでシステムの停止を行ってもらつ 
てください。 
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の インフォグーシヨン 
-コードを変更しなければならない場合 
(コードを忘れた、または不正な人がコード 
にアクセスしようとしたなど）、サービス • 
プロバイダーにお問い合わせください。新 
しいコードがテキスト-メッセージで登録 
した携帯電話に送信されます。 

- PVTS プラスは 1車両につき最高7個の リモー 
卜. キ— パッドを 検出で きます。 リモート. 
キー パッドの追加、消去、または交換を希 
望される場合は、ポルシ X 正規販売店にご 
相談ください。 


リモート-キーパッドの緊急停止 
>リモート-キーパッドで PVTS プラスが停止 
できない場合（リモート-キーパッドの電池 
が消'耗している、またはリモート-キーパッ 
ドの紛失の場合)、コントロール■センターで 
システムの停止を行ってもらってください。 

輸送 

イグニッシヨンを OFF にしてま両を輸送する場 
合（フェリーなど）、トランスポート■モード 
を作動させてください。 

車両をトランスポート■モードを作動させて輸 
送しなかった場合、警報システムの誤作動の原 
因となり、それに対する支払いが発生します 
(更に詳しい情報は www.porsche.com/connect 
から入手できます）。 

トランスポート • モードの作動/停止 
>車両の輸送前および車両の輸送が完了した 
時にコントロール-センターにご連絡くだ 
さい。 


* 日本仕様に設定はありません。 


タンテナンス 

PVTS プラスはな下の状況でメンテナンス-モー 
ドに設定して ください： 

-カスタマー■サービス（定期点検など）の 
実施中 

-バッテリーの接続を外している場合 
車両のサービス点検中、車両をメンテナンス- 
モードに していなかった場合、 警報システムの 
誤作動の原因となり、それに対する支払いが 
発生します便に詳しい情報は 
WWW. Porsche.com/connect から入手できます）。 

ゾンテナンス-モードの作動/停止 
>車両の修理実施前後にコントロール■セン 
ターにご連絡ください。 

>サービス点検時は、ポルシ X 正規販売店に 
ポルシェ車両追跡システム•プラス （ PVTS プ 
ラス） * が装備されていることをおならせ 
ください。 

巧,—： 

>ドライバー■力ード付き PVTS プラス： PVTS プ 
ラスを停止するため、サービス点検時はドラ 
イバー-カードを車両に残してください。 

>リモート•キーパッド付き PVTS プラス：サー 
ビス点検時は リモート- キーパッドをポル 
シェ正規販売店におミ度しください。コード 
をならせる必要はありません。 

CiJ インフォゾーシヨン 
サービス点検後、ドライバー■力ード/リモー 
卜. キー パッ ドが返がされたことを確認してく 
ださい。 



ドライバ'— .力ー ド/り モート-キー 
パッド用電池の交換 

ドライバー.力ード/リモ —卜.キ —パッドの 
電池が消耗した場合は、登録した携帯電話に自 
動的にテキスト-メッセージが送信されます。 
マルチファンクション•ディスプレイにメッ 
セージが表示されます。 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ） 
を参照してください。 

ドライバー-カード用電池の交換 

1. ドライバー■力ードを OFF にし、スクリュー 
ドライバーを使用して慎重に開いてください。 
「ドライバー-カードのスイッチ OFF 」 

(263 ページ）を参照してください。 

2 . 電池を交換してください（電極の向きにミ主 
意してください）。 

3. ドライバー•カードを組み立てて、確実に 
はめ合わせてください。 
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リモート-キーパッド用電池の交換 

1 . スクリユードライバーを使用してリモー 
卜. キーパッドを慎重に開いてください。 

2 . 電池を交換してください（電極の向きにミ主 
意してください）。 

3. リモート-キーパッドを組み立てて、確実 
にはめ合わせてください。 


規巧との適合 

ポルシェ車両追跡システム•プラス （ PVTS プラ 
ス） * は、現在の欧州規格に準拠しており、該 
当する EU ガイドラインにしたがって操作する 
ことができます。 

現在システムに適用されている電磁波適合仕 
様は確実に遵守しなければなりません。他の電 
装品/電気機器からのシステムへの干渉、および 
お客様のシステムからの他の電装品/電気機器 
への干涉はほぼ完全に回避されます。 

ドライ パー■力ー ド/ リモート ■ キーパッド 

Cobra Automotive Technologies s.PA は、装置 
2781および8015は使用上の義務である EU ガ 
イドラインの基本的要件に適合しており、特に 
「 R & TTE 理事会ガイドライン 1999/5/ EC 」 およ 
び他の関連規約の基本要件に適合しているこ 
とを承認します。 

装置には CE 0678のマークが付いています。 

テレマチック-ユニット 

Cobra Automotive Technologies s.PA は、装置 
に 040(2140) が使用上の義務である EU ガイドラ 
インの基本的要件に完全に適合しており、特に 
「 R & TTE ガイドライン 1999/5/ EG 、 ECER 10」 お 
よび他の関連規約の基本要件に適合している 
ことを承認します。関連法規にしたがって装置 
には E 2410 R -03 0425 CE 0678マークが付いて 
います。 


GSM 認可国（抜粋） 

アルバニア、アンドラ、オーストリア、ベル 
ギ ー、 ボスニア•ヘルツェゴビナ、ブルガリ 
ア、カナダ、中国、クロアチア、チェコ共和 
国、キプロス、デンマーク、エストニア、フィ 
ンランド、フランス、ジヨージア、ドイツ、英 
国、ギリシャ、ガーンジー、ハンガリー、アイ 
スランド、アイルランド、マン島、イタリア、 
ジャージー、ラトビア、リトアニア、ルクセン 
ブルク、マケドニア、マルタ、モルドバ、モナ 
コ、モンテネグロ、オランダ、ノルウェー、 
ポーランド、ポルトガル、レユニオン、ルーマ 
ニア、ロシア、セルビア、スロバキア、スロべ 
ニア、スウェーデン、スイス、スペイン、トル 
コ、米国 

PVTS の使用に関する詳細情報は 
www . porsche . com / connect から入手できます。 

〔€0678 
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* 日本仕様に設定はありません。 


メンテナンスの諸を意 . 

エンジン-オイル-レベルの点検 . 

エンジン-オイルの補充 . 

ウオツンヤ—液 . 

エア-クリーナーの 交換 . 

室内防塵用フィルターの交換 . 

ワイノく一 * ブレード . 

エミッション-コントロール-システム . 

予備燃料タンク . 

ディーゼル.パティキュレート- 

フィ >1 レター* . 

燃料の給油 . 

ま両のお手入れ . 


車両のお手入れ 


89012223 3 448 
667777777 777 
222222222 222 


車両のお手入れ 













タンテナンスの諸注意 

ポルシェ車に関するすべてのメンテナンス作 
業は、ポルシ： L 正規販売店で実施することを推 
吗致しホホ 

十分なトレーニングを受けた経験豊かなス 
タツフが、最新の技術情報と専用工具や専用装 
置を駆使し、確かな整備をお約束致します。 
お客様ご自身でメンテナンスされる場合につ 
きましても、細ムのミ主意を仏っていただくよう 
お願い致します。本書に掲載したミ主意事項を 
守ったときのみ、信頼できる走行性能が保証さ 
れます。 

不適切なメンテナンスを行うと、保証期間中で 
も保証が適用されないことがあります。 

有 S な排気ガスの则 

排気ガスには無色無臭の一酸化炭素を含んで 
います。一酸化炭素は少量でも人体に有害で、 
中毒を起こす危険があります。 

>エンジンを作動させた状態で作業するとき 
は、必ず車両を屋外に駐車させるか、また 
は換気の良し^場所で行つてください。 


A 警告 


車両の油脂類、燃料蒸 
発ガスへの引火、爆発 
性ガスの爆発の恐れ 


燃料、エンジン•オイル、トランスミッシヨ 
ン•オイルなど、車両に使用される油脂類の多 
くは非常に引火しやすい性質を持っています。 
燃料蒸発ガスは発火、爆発する恐れがありま 
す。鉛バッテリー充電時には爆発性の高い混合 
ガスが発生することがあります。 

>バッテリーや燃料系統の近くで喫煙したり、 
裸火を近づけないでください。ケーブル接触 
等による火花にもま意してください。 

> メンテナンス作業は屋外か、または屋内の 
換気が良い場所のみで実施してください。 


_ A 警告 _ 有害な補充液 

エンジン•オイル、ブレーキ液、クーラントな 
どは人体に有害镇性、刺激性、腐食性）です。 
> メンテナンス作業は、屋外か、または屋内の 
換気が良い場所のみで実施してください。 

>これらの油脂類は、お子様の手が届かない 
所に保管し、廃棄する場合は定められた処 
理方法を遵守してください。 


A が外 高温のエンジン部品や 

- クー ラント 

エンジンが作動しているときは、エンジンと周 
辺の部品、エキゾースト•システム、クーラン 
卜などが非常に熱くなっています。 

クーラント ■ リザーバー■タンクには圧力がか 
かっています。クーラント-リザーバー■タン 
クを不用意に開くと、熱いクーラントが突然か 
き出す恐れがあります。 

>加熱した車両部品、特にエンジンとエキ 
ソースト•システムの近くでは、十分ミ主意 
して 作業を行ってください。 

>エンジン■コンパートメント内の作業を行 
う前に、エンジンを OFF にし、十分冷やして 
ください。 

>エンジンが熱いときはリザーバーのキヤッ 
プを開かないでください。 

>水平な場所に停車し、エンジンが'冷えている 
ときのみクーラントを補充してください。 


A 警告 


フン - C — 夕一■フア 
ン、ドライブ•ベル 
卜、エンジン周りの他 
の作動部品 


ェンジン•コンパートメントでの作業中、手、 
指、衣服の一部（ネクタイ、袖など）、ネック 
レス、長い髪などがラジェーター•ファン、ド 
ライブ■ベルトなどの作動部に巻き込まれない 
ように十分ミ主意してください。 

ェンジンを OFF にし、キーを抜き取っている状 
態でも、温度によってはラジェーター■ファン 
が作動を開始することがあります。 

>ェンジンとラジェーター•フアンの近くで 
作業するときは十分ミ主意してください。ラ 
ジェーターおよびラジェーター-ファンは、 
車両の前部にあります。 
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> 身体の一部、衣服、アクセサリーなどがラ 
ジェーター ■ファン、 ドライブ•ベルト、そ 
の他の作動部品に巻き込まれないように、 
十分を意してください。 


ム誓告 


イグ ニッシヨン-シス 
テムによる感電 


イグニッシヨンが ON のときは、イグニッシヨ 
ン-システムのすべてのケーブルと配線に高電 
圧が作用しています。 

>イグニッシヨン-システムの作業を行うと 
きは、感電しないように十分注意してくだ 
さい。 


テスト•スタンドでの測定 

パフオーマンス-テスト 

ポルシェ社では口ーラー-タイプ•テスト•ス 
タンドでのパフオーマンス■テストを承認して 
いません。 

ブレーキ-テスト 

ブレーキ■テストは口ーラー■タイプ.テス 
卜-スタンドのみを使用してください。 
口ーラー■タイプ•テスト•スタンドを使用す 
る場合は、次の条件を守ってください： 

-測定速度： 7.5 km / h な下 
-測定時間： 20秒な内 


ム警告 不十分な車両の固定 

車両がしっかり固定されていない、または正し 

く固定されていない場合、不意に動いたり、 

ジャッキやリフテイング-プラットフォームな 

どのリフト装置から落下する恐れがあります。 

>やむを得ずエンジンをかけたまま作業する 
場合は、必ずエレクトリック-パーキング" 
ブレーキを作動させてください。また、 PDK / 
テイプトロニック S セレクター-レバーを P 
の位置にしてください。 

>やむを得ず車両の下に入って作業する場合 
は、必ず安定したサポート•スタンドでま 
両を支えてください。 

>車両は必ず、車両下回りにある規定のジャッ 
キアップ-ポイントで持ち上げてください。 

>車両をジャッキアップ後は、エンジンを始 
動しないでください。エンジンの振動によ 
り車両が落下する恐れがあります。 


エレクトリック-パーキング • ブレーキのテスト 
ブレーキ-テスト•スタンドでエレクトリッ 
ク-パーキング-ブレーキを測定するときは、 
イグニッションを ON にし、 PDK / ティプトロ 
ニック S 車はセレクター-レバーを N の位置に 
しなければなりません。 

車両が自動的にブレーキ■テスト-モードに切 
り替わり、エレクトリック■パーキング■ブ 
レーキのテストが可能になります。 

このときマルチファンクション•ディスプレイ 
に 「パーキングブレーキサー ビ スモー ド」の 
メッセージが表示されます。 

オン■ザ•力一 ■ ホイール • バランス 
車両にタイヤを装着した状態でホイール • バラ 
ンスを計測するときは、ま両全体をリフト- 
アップし、ホイールが自由に回転できる状態に 
しなければなりません。 


エンジン • オイル • レベルの点お 

>オイル•レベルは、給油の前に定期的にマ 
ルチファンクション-ディスプレイで点検 
してください。 

>「エンジン■オイル-レベルの表示と測定」 
(109 ぺージ）を参照してください。 

エンジン•オイルの捕充量 

オイル-レベルが下限 ( Min ) まで低下すると、最 
大補充量がマルチファンクション•ディスプレ 
イに表示されます。 

>表示されたエンジン•オイルの量を超えて 
補充しないでください。 


オイル.レベルの警告 


オイル-レベルが低くなると、マルチファンク 
ション•ディスプレイのオイル警告ながならせ 

ホ寸 

>早急にエンジン•オイルを補充してください。 
>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 
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インフォグーシヨン 

エンジン-コンパートメント•リツドを開き、 
オイルを補充しなかった場合、警告メッセージ 
は 10 km な上走行した後再表示されます。 


A 警告 


フン - L — 夕一■フアン、 
ドライブ-ベルト、ェ 
ンジン周りの他の作動 
部品 


ェンジン•コンパートメントでの作業中、手、 
指、衣服の一部（ネクタイ、袖など）、ネック 
レス、長い髪などがラジェーター•ファン、ド 
ライブ • ベルトなどの作動部に巻き込まれない 
ように十分ミ主意してください。 

ェンジンを OFF にし、キーを抜き取っている状 
態でも、温度によってはラジェーター•ファン 
が作動を開始することがあります。 

>ェンジンとラジェーター•ファンの近くで 
作業するときは十分を意してください。ラ 
ジェーターおよびラジェーター■ファンは、 
ま両の前部にあります。 

>身体の一部、衣服、アクセサリーなどがラ 
ジェーター■ファン、ドライブ•ベルト、そ 
の他の作動部品に巻き込まれないように、 
十分ミ主意してください。 


警告 _ I 高温のエンジン部品 

エンジンがかかっているときは、エンジンと周 
辺の部品が非常に熱くなっています。 

>エンジン•コンパートメント内で作業する 
ときは十分ミ主意してください。 

>エンジン•コンパートメント内の作業を行 
う前に、エンジンを OFF にし、十分冷やして 
ください。 


エンジン•オイルの補充 

Porsche recommendsMobll II 


適合オイル： 


車両 

規格 u 

粘度等級2^ 

Panamera 、 

Porsche A 40 

SAE OW -403) 

Panamera 4、 


SAE 5 W -404) 

Panamera S 、 
Panamera 4 S 、 
Panamera 4 S 
Executive 、 
Panamera GTS 、 
Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo S 、 
Panamera Turbo 
Executive 
Panamera Turbo S 
Executive 


SAE 5 W -504) 

Panamera 

Porsche C 30 

SAE OW -303) 

ディーゼル* 

または 

VW 507 00 

SAE 5 W -303) 


U —般に、メーカーが推奨するエンジン■オイ 
ルの仕様や規格は、オイル宙に記載されてい 
るかまたは販売店に表示されています。 
最新の承認オイルについてはポルシェ正規 
販売店にお問い合わせくたさい。 

2) 粘度等級-例 ： SAE 0 W - 40 
粘度 0 W = 低温時の粘度（冬） 

粘度40 =高温粘度 
3 ^すべての温度範囲に適応 
4 ^一25でな上の温度に巧応 


下記の点を必ず守ってください： 

-ポルシェ社が認証したオイルのみを使用し 
てください。これは、車両の信頼性を高め、 
故障を回避するための前提条件です。 

-定期的なエンジン•オイルの交換はメンテ 
ナンスの一部です。 

「整備手帳」に記載された規定のサービス" 
インターバルで定期的なサービス（特に才 
イル交換サイクル）を行うことが重要です。 
-エンジンに適合するオイルであれば、互い 
に混ぜ合わせることができます。 

-ポルシェまのエンジンはオイル添加剤を必 
要としません。 

-エンジン•コンパートメントには、このま 
両に適したオイルの情報を記載したステッ 
カーが貼り付けてあります。 

詳しくはポルシェ正規販売店にお問い合わせ 
ください。 


A 警告 


エンジン-オイルの 
発火 


エンジン-オイルが過熱したエンジン部品に触 
れると発火する恐れがあります。 

>エンジン■オイルの補充は十分にミ主意して 
行ってください。 

>エンジン■オイルの補充はエンジンを停止 
し、イク''ニッシヨンを OFF にしてから行って 
ください。 

>「メンテナンスの諸ミ主意」 （268 ぺージ）を参 
照してください。 



エンジン■オイルがドライブ•ベルトに付着す 
ると損傷する恐れがあります。 

>エンジン•オイルの補充は十分にミ主意して 
行ってください。 

>「メンテナンスの諸ま意」 （268 ぺージ）を参 
照してください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 



















エンジン.オイルの給油口 （Panamera S E - Hybrid 、 

Panamera ディーゼル*を除く） 

1 . エンジン-コンパートメント•リツドを開 
く前に、マルチファンクション•ディスプ 
レイでオイル-レベルを確認してください。 

オイル’レベル測定に関するインフォメーション： 

>「エンジン■オイル•レベルの表示と測定」 
(109 ぺージ）を参照してください。 

2 . エンジン-コンパートメント■リツドを開 
いてください。 

3. オイル■フィラー■キャップ（図を参照）を 
取り外してください。 

4. マルチファンクション•ディスプレイの才 
イル.ゲージにしたがってオイルを補充し 
てください。 

5. オイル•フイラー-キャップを慎重に取り 
付けてください。 


エンジン.オイルの給油口 （ Panamera ディーゼル*) 

G ? J インフォグーシヨン 

エンジン-コンパートメント•リツドを開いた 
場合は、少なくとも lOkm 走行してからでない 
とオイル-レベルは測定できません。 


ウォツシャーあ 

下記の点を必ず守ってください： 

>季節に合わせて、水と適切な溶剤（ウィン 
ドウ.クリーナ ーの濃縮液、凍結防止剤）を 
正しい比率で混ぜ合わせてください。 

夏季は水とウィンドウ-クリーナーの濃縮 
液をウィンドウ-クリーナーの容器に記載 
されている混合比率にしたがって混ぜてく 
ださい。 

冬季は水とウィンドウ-クリーナーの濃縮 
液に、凍結防止剤を容器に記載されている 
混合比率にしたがって加えてください。 

ウィンドウ-クリーナーや凍結防止剤の容 
器に記載されているミ主意事項を遵守してく 
ださい。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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> 次の条件を満たしているウィンドウ■ク 
リーナーのみを使用してください： 

-濃度1:100 
"無リン 

-プラスチック-へッドライト-レンズに適 
しているもの 

ポルシェ社が推奨するウィンドウ•クリーナー 
濃縮液の使用を推奨します。ポルシ X 正規販売 
店では、お客様のご要望に応じた適切なアドバ 
イスを行います。 

フロント/リヤ•ウインドウ•ウオツシ ヤー お 
よびへッドライト•ウォッシヤ ー■ システムの 
ウォッシャー液タンクは、エンジン•コンパー 
トメント内の左奥にあり、 青色のねじ込み式 
キャップが付いています。 

警告ゾッ七ージ 

ウォッシャー液が少ない場合、マルチファンク 
シヨン•ディスプレイに警告メ ッセー ジが表示 
されます。 

>次の機会にウォッシャー液を補充してくだ 
さい。 

このとき、ウォッシャー液の残量は約1リット 
ルになっています。 

最大容量は約 5.5 リットルです。 

ウォッシャー液の補充 

1 . ウォッシャー液タンクのキャップを開いて 
ください。 

2 . ウォッシャー液を補充してください。 

3. キャップを慎重に閉じてください。 

エア.クリ—ナ—の交換 

定期的なフィルター■エレメントの交換は、メ 
ンテナンスの一部です。 

>ほこりの多い場所では、より頻繁に清掃し、 
必要に応じて交換してください。 

>「メンテナンスの諸ま意」 （268 ぺージ）を参 
照してください。 
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室内防塵用フィルターの交換 

定期的なフィルターの交換は、メンテナンスの 
一部です。 

フィルターが巧れると、空気の流入量が減り、 
ウィンドウが曇るなどの現象が起こります。 

>ポルシ X 正規販売店でフィルターを交換し 
てください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ1正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約まします。 

Gl) イン フオメーシヨ ン 

室内防塵用フィルターは、車内に取り込む外気 

から、ほこりや花粉などを取り除きます。 

>外気が排気ガスなどで巧れている場所で 
は、内気循環に切り替えてください。 


ワイ パー • ブ レー ド 

メンテナンスの諸ま意 

ワイパー■ブレードをきれいな状態に保つこと 
で、良好な視界を確保できます。 

>ワイパー•ブレードは1年に2回（冬季の前 
後）またはワイパーの仏が性能が低下した 
ときや、ワイパー-ブレードが損傷した場 
合に交換してください。 

> 「ワイパー-ブレードのお手入れ」 （280 ぺージ） 
を参照してください。 



ワイパ—アームが不意に倒れたり、ワイパ— 
ブレードが凍結することにより損傷する恐れ 
があります。 

>ワイパー■ブレードを交換する場合は、ワ 
イパー-アームをしっかりと保持してくだ 
さい。 

>剥がす前にワイパーの凍結を溶かしてくだ 
さい。 



ワイパー■ブレードのお手入れが適切でない場 
合、損傷する恐れがあります。 

ワイパー-ブレードのクラファイト•コーティ 
ングが損傷する恐れがあります。 

»ワイパー■ブレードのお手入れは布やスポ 
ンジを使用せず、きれいな水ですすいでく 
ださい。 


ワイパー•ブレードのびびりや異音が発生する 

ときは、次の原因がちえられます： 

-自動洗車機を使用すると、フロント■ウィ 
ンドウにワックス成分が付着します。この 
ワックスはウィンドウ-クリーナーの濃縮 
液を使用しなければ除去できません。 

>ウィンドウ■クリーナーを使用してフロン 
卜-ウィンドウを定期的に清掃してくださ 
い。特に洗ま機を使用した後は清掃してく 
ださい。 

ポルシェ’ウィンドウ*クリーナーの使用 
を推奨します。ワイパー.ブレードの巧れ 
が激しいとき（昆虫の死骸が頑固に付着し 
ているときなど）は、スポンジまたは布で 
がき取ってください。 

>「ウォッシャー液」 （271 ぺージ）を参照して 
ください。 

-ワイパー-ブレードが損傷または摩耗して 
います。 

>損傷したワイパー■ブレードは、速やかに 
交換してください。 
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ワイ パー • ブ レー ドの巧お 

>ワイパー■ブレードの取り付けは、ワイ 
パー.ブレー ドに付属の取扱説明書を参照 
してください。 

>ワイパ ブレードの交換作業は、ポルシ X 

正規販売店で実施することを推奨します。 



ワイパー-ブレードの交換が適切でない場合、 
損傷する恐れがあります。 

ワイパー■ブレードを交換したときに、ブレー 
ドが確実に取り付けられていないと、走行中に 
脱落することがあります。 

>ワイパー■ブレードが正しく取り付けられ 
ているか点検してください。 

ワイ パー •ブ レードは、 ワイ パー ■ア ームに 
正しく固定されてしがぶければなりません。 


エミ ッシ ヨン.コントロ ー J レ- 
システム 

エミッション-コントロ ール-システム元 
触媒コンバーター、02センサー、エレクトロ 
ニック•コントロ ール-ユニット）の 効率を維 
持するために、 

-定期点検時期（サービス•インターバル）を 
遵守してください。 

- Panamera、Panamera 4 、 Panamera S 、 
Panamera 4 S、Panamera 4 S Executive 、 
Panamera S E - Hybrid、Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo S、Panamera Turbo Executive 
は、必ず金属系添加剤を含まない無鉛ガソ 
リンを使用してください。 

- Panamera ディーゼル*は、必ず口一 •サル 
ファー-ディーゼル燃料（低硫黄軽油）の 
みを使用してください。 

の インフォゾーション 
エンジンの空燃比制御システムに不具合が発 
生すると、触媒コンバーターが過熱して損傷す 
る恐れがあります。 


A 譬告 


ム付近の可燃物 


エンジン作動中のエキゾースト-システムは非 
常に熱くなっています。エキゾースト•システ 
ムの近くに燃えやすい物があると、引火する恐 
れがあります。 

エキゾースト-システム部に防錯剤やアンダー 
コーティング剤を塗布すると、運転中に過熱し 
て引火する恐れがあります。 

>エキゾー スト. マニ ホールド、 エキゾース 
卜■パイプ、触媒コンバーター、ヒート- 
シー ルド、 およびその周囲には、アンダー’ 
コーティング剤や防錯剤を塗布しないでく 
ださい。走行中、排気系の熱でこれらの素 
材が発火することがあります。 

>可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温の 
エキゾースト-システムに接触するような場 
所に駐車したり、走行しないでください。 



エミッション-コントロール-システムに損傷 
を与える恐れがあります。 

>通常の操作でエンジンが始動しない場合にス 
ターター•モーターを何度も繰り返し作動させ 
たり、長時間作動させ続けないでください。 

>走行中にミス■ファイヤーが発生したとき 
(エンジンの回転が安定しないときや、エン 
ジン出力が低下したとき）は、直ちにポル 
シェ正規販売店で修理してください。 
ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ1正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>燃料残量警告なが点灯した場合は高速で 
コーナリングしないでください。 

>燃料タンクが空になるまで走行しないでく 

ドと、\ 

> PDK またはテイプトロニック S トランスミッ 
ション車は、トランスミッションの重大な損 
傷を避けるため、けん引または押しがけによ 
るエンジンの始動ができません。 


ホ備燃料タンク 

A 警告 I 予備燃料タンクの携行 


事故などで予備燃料タンクが損傷した場合、漏 
れた燃料が発火する恐れがあります。 

>走行中は予備燃料タンクを携行しないでく 
产^ゴし、 

>関連する法規制を遵守してください。 


ム警告 燃料蒸発ガスの吸引 


燃料蒸発ガスは人体に有害です。 

>走行中は予備燃料タンクを携行しないでく 
ださい。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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ディー ゼル•パティキ ユレー ト- 
フ ィルター* 

ディーゼル•パティキユレート•フィルターは 
ディーゼル燃料の燃焼で発生する「すす」を集 
積し、燃焼させます。 

ディーゼル-パティキユレート•フィルターは 
排出ガスのすすをほぼすベて取り除きます。 
ディーゼル ■ パティキユレート■フィルターは運 
転スタイルに応じた間隔で清掃されます。清掃プ 
ロセスには数分かかり、この間に低い頻度で一時 
的にエンジン-ノイズが変化したり、短時間ギ 
ヤ-チェンジの調整をすることがあります。 

才ートマチック-フィルター-クリーニンク''機 
能が、短距離での使用が多いなどの理由から十 
分に行われなかった場合、マルチファンクショ 
ン•ディスプレイに警告メッセージが表示され 
ます。 

>マルチファンクション.ディスプレイに表 
示される警告メッセージに関するインフォ 
メーション： 

「警告と情報メッセージの粮 E 要」 （1 %ぺージ） 
を参照してください。 

>フィルターを自動清掃するためのドライビ 
ング-スタイルで運転してください。 

約15分間、 60 km / h な上の速度と2,000 rpm な 
上のエンジン回転数を維持して走行してく 
ださい。 


A 警告 _ I 小適切な达ち 

>巿桂 i 地、オフロード、天候など、周囲の交 
通状況に合わせたドライビング•スタイル 
と速度で走行してください。 

>推奨する運転方法は、交通規則を無視する 
ことを促すためのものではありません。 


>警告メッセージが消えない場合、ポルシェ 
正規販売店で故障を修理してください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

Gl) インフオメーシヨン 

警告メッセージが消えると、一定の条件下での 

燃費向上、出力向上が期待できます。 


A 警告 


ェキゾースト-システ 
ム付近の可燃物 


エンジン作動中のエキン''-スト-システムは非 
常に熱くなっています。エキゾースト•システ 
ムの近くに燃えやすい物があると、引火する恐 
れがあります。 

エキゾースト-システム部に防錯剤やアンダー 
コーティング剤を塗布すると、運転中に高温に 
なり、過熱して発火することがあります。 

|>エキソースト.マニホールド、エキゾース 
卜•パイプ、ディーゼル•パティキュレー 
卜•フイルター、ヒート•シールド、およ 
びその周囲には、アンダー■コーティング 
剤や防錯剤を塗布しないでください。 

走行中、排気系の熱でこれらの素材が発火 
することがあります。 

>可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温の 
エキゾースト-システムに接触するような場 
所に駐車したり、走行しないでください。 


燃料の給油 

イグニッシヨンを ON にすると、インストルメ 
ント-パネルに燃料の残量が表示されます。 

> rp - 燃料計」（ 101 ぺージ）を参照してくだ 

さい。 


_ A 警告 _ 給油時の火災の危険 

燃料は強燃性であり、燃焼または爆発が発生す 
る恐れがあります。 

>燃料を取り扱うときは、火気や裸火を近づ 
けたり、喫煙をしないでください。 

>燃料を給油する前に補助ヒーター*を OFF 
にしてください。 


A がと - 燃料蒸発ガスの吸引、 

--- および燃料の皮膚への 

付着 

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。 

>燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてく 
ださい。 

>皮膚や衣類に燃料が付着しないようにミ主意 
してください。 


燃料 

触媒コンバーターおよび02センサーの故障を 
避けるため、金属系添加物を含まない無鉛ガソ 
リンのみを使用してください。 

このま両のエンジンは、 EN 228 に基づき、オク 
タン価が 98 R 0 N /88 M 0 N ( E - Hybrid :95 R 0 N / 
85 M 0 N ) の金属系添加物を含まない無鉛プレ 
ミアム■ガソリン ( E-Hybrid :無鉛ガソリン） 
を使用したときに、最大の出力と燃費を引き出 
すように設計されています。 

このま両のエンジンはエタノール含有量10% 
な下の燃料の使用に対応しています。エタノー 
ル含有燃料を使用すると燃費が悪化すること 
があります。 
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オクタン価が 95 R 0 N /85 M 0 NJU 上 （ E - Hybrid : 
95 R 0 N /85 M 0 N 未満）の金属系添加物を含ま 
ない無鉛ガソリンを使用した場合、エンジンの 
ノック■コントロールが自動的に点火時期を調 
舊しずす 

オクタン価が 95RON/85MON 未満の金属を添加 
物を含まない無鉛ガソリンを使用した場合、エ 
ンジン出力が低下し、燃費が悪化することがあ 
ります。 

>このような燃料を使用した場合はアクセ 
ル.ペダルを全開にしないでください。 

>燃料タンクが空になるまで走行しないでく 
ださい。 

ffi インフオゾーシヨン 
通常、燃料の品質（オクタン価など）に関する 
情報は、ガソリン•スタンドの給油機に掲載さ 
れています。 

表示されていない場合などはガソリン■スタン 
ドのスタッフにお問い合わせください。 

推奨燃料が入手困難な状況では、緊急措置とし 
て無鉛ガソリン (91RON/82.5MON) を使用する 
こともできます。 

ただし、この場合はエンジン出力が低下し、燃 
費が悪化することがあります。 

>無鉛ガソリン (91RON/82.5MON) を使用する 
場合は、アクセル-ペダルを全開にしない 
でください。 

地域によっては、巿販の燃料がポルシ： L 社の基 
準を満たさず、インテーク■バルブにすすが堆 
積することがあります。 

ポルシ X 社の基準を満たす燃料を入手できな 
い場合は、推奨する添加剤を混ぜ合わせてくだ 
さい。詳しくはポルシェ正規販売店にお問い合 
わせください。 

ポルシェ部品番号： 000 043 206 89 
>混合比率は、添加剤に付属の取扱説明書に 
したがってください。 

* 日本仕様に設定はありません。 


「整備手帳」に記載された規定のサービス•イ 
ンターバルで定期的なサービス（特にオイル交 
換サイクル）を行うことが重要です。 



ポルシェ社が承認していなし^添加剤を使用した 
場合、 エンジン、 燃料系統、 エキゾースト ■シ 
ステムに重大な損傷を与える恐れがあります。 

>ポルシ X 社が承認した添加剤のみを使用し 
てください。 

ポルシ X 社が承認していない添加剤を使用し 
た場合、エンジン、燃料系統、ェキゾースト- 
システムに損傷を与える恐れがあり ます。 


の イン フォゾーシヨン 
場合により燃料に硫黄が多く含まれることが 
あります。このため、エンジンで燃焼する際に 
特定の運転条件下で不快な臭い（いわゆる腐つ 
た卵の巧い）が発生する可能性があります。こ 
れは硫化水素(も到の特性です。 

ポルシェ社にはこの特性に対する責任はなく、 
車両の故障を示すものではありません。 


ディーゼル燃料* 

ディーゼル燃料はヨーロッパ標準の EN 590 に 
準じており、セタン価が 51 な上の物を使用して 
ください。セタン価はディーゼル燃料の燃焼品 
質を示す値です。 

燃料添加剤 

燃料添加剤（いわゆる フロー •エンハンサ ー）、 
燃焼促進剤または同様の添加剤などを燃料と 
混ぜないでください。 

冬季用ディーゼル燃料 

冬季のディーゼル燃料は粘着物を発生させる 
場合があります。冬季にはガソリン•スタンド 
で対策されたディーゼル燃料を入手できます 
(冬季用ディーゼル燃料)。 



燃焼促進剤を使用した場合、エンジンまたは燃 
料系統、またはその両方に損傷を与える恐れが 
あります。 

ディーゼル•エンジン車は燃焼促進剤の使用を 
考慮して設計されていません。燃焼促進剤を使 
用して走行しないでください。 

>燃焼促進剤を補充した場合は、どのような 
状況でもイグニッシヨンを ON にしたり、エ 
ンジンを始動したりしないでください。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 
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低品質な燃料を使用した場合、エンジンに問題 
が発生する恐れがあります。 

低品質な燃料を使用した場合、燃料フィルター 
の水抜き栓から指定されたサービス期間より 
頻繁に排水する必要があります。燃料フィル 
ターに水がたまると、エンジンに問題が発生す 
る場合があります。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



バイオディーゼル燃料を使用した場合、エンジ 
ンまたは燃料系統、またはその両方に損傷を与 
える恐れがあります。 


ディーゼル•エンジン車*はバイオディーゼル 
燃料 (FAME fuel ) の使用を考慮して設計されてい 
ません。バイオディーゼル燃料を使用して走行 
しないでください。 

>バイオディーゼル燃料を給油しないでくだ 
さい。 


補給 

この車両に使用できる燃料の種類については、 
フイラー-フラップの裏のステツカーに明示さ 
れています。 


ま両 

燃料タンク 
容量 

予備燃料 

Panamera 、 
Panamera 4、 
Panamera S 

約 80 リット 
ル（オプ 

シヨン： 

約100リッ 
トル*) 

約12リツ 
トル 

Panamera 
ディーゼル* 

約 80リット 
ル（オプ 
シヨン： 

約100リッ 
トル） 

約10リツ 
トル 

Panamera 4 S 、 
Panamera 4 S 
Executive 、 
Panamera GTS 、 
Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo 
Executive 、 
Panamera Turbo S 、 
Panamera Turbo S 
Executive 

約100リッ 
トル 

約12リツ 
トル 



1. エンジンを停止して、イク''ニッシヨンを OFF 
にしてください。 

2 . フィラー-フラップの後部（矢印）を押す 
と、フラップが開きます。 

このとき、ま両のロックを解除しておいて 
ください。 


の インフォゾーシヨン 

ディーゼル燃料の製造メーカーでは標準の EN 

590に準ずる範囲内でバイオディーゼル燃料 

をディーゼル燃料に混合することを認証して 

います。このような混合ディーゼル燃料は使用 

してもエンジンや燃料系統に損傷を与えるこ 

とはありません。 
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フイラー-フラップの緊急操作 

フイラー•フラップの電動ロック解除機構が故障 

したときは、次の手順で開くことができます： 

1. リヤ•リッドを開いてください。 

2. ラゲッジ.コンパートメント右側のトリム- 
パネル裏側にある緊急ロック解除機構を矢 
印の方向に引いてください。 

フイラー-フラップが開きます。 

3. フイラー■フラップの緊急ロック解除機構 
を点検してください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



LiJ インフォゾーシヨン 

燃料タンクの給油キャップを紛失したときは、 

必ずポルシェ純正部品を使用してください。 


燃料が付着すると、デコラティブ•フィルムが 
損傷する恐れがあります。 

デコラティブ-フィルムに燃料が付着すると、 
フィルムが色あせる原因になります。 

>デコラティブ■フィルムに燃料がこぼれた 
ときは、 ji ちにがき取ってください。 

燃料給油ミス防止 （ Panamera ディーゼル）* 

Panamera ディーゼルには燃料給油ミス防止装 
置が装着されています。タンクへの給油は 


3. タンクのキャップをゆっくり開いて取り外 
してください。 

取り外したキャップをホルダー（矢印）に 
かけてください。 

4. 必要に応じて、ポルシェ社推奨の燃料添加 
剤を追加してください。 

5. 給油□の奥まで給油ノズルを差し込んでく 
ださい。このとき、給油ノズルのハンドル 
が下向きでなければなりません。 

6. 給油ノズルを操作して、燃料を給油してく 

干三さ、\ 

給油ノズルが自動的に OFF になったら、それ 
な上給油を続けないでください。無理に給 
油すると、タンクの燃料が吹き返したり、燃 
料が温まったときにあふれ出したりするこ 
とがあります。 

7. 給油後は直ちにキャップを取り付け、ロッ 
ク音と手ごたえを感じるまで、確実に閉じ 
てください。 

8. フイラー-フラップを閉じてフイラー■フ 
ラップの後部（矢印）を押し、確実に閉じ 
てください。 


：7-イーでル • 
できます。 


ポンプ■ノズルでのみ行うことが 


の 


インフォゾーシヨン 
ポンプ•ノズルが摩耗または損傷すると、場合 
により燃料給油ミス防止装置が開かないこと 
があります。 

>給油□のポンプ•ノズルを回すか、または 
他のポンプを使用してください。 

予備燃料タンクから給油するときは、燃料給油 
ミス防止装置は開きません。 

>ディーゼル燃料をゆっくりと補充すること 
で対処してください。 



* 日本仕様に設定はありません。 


車両のお手入れ 2 // 









車両のお手入れ 

適切な方法で定期的に車両のお手入れを行う 
ことは、車両の価値を長持ちさせるのみでな 
く、保証を受ける際の有利な条件になります。 
ポルシェ正規販売店は、車両に相応しいカー- 
ケア用品を各種取り揃えており、用途に応じて 
単品またはセツトで販売しています。 

>カー•ケア用品の使用に際しては、パツケー 
ジ等に記載されたま意事項を必ず守ってく 
ださい。 

>これらの製品は、お子様の手が届かない安 
全な場所に保管してください。 

>不要になった製品は、適切な方法で廃棄し 
てください。 

車両の状態が確実に点検されているか、保証を 
受けるための条件が満たされているかを調査 
するため、すべてのポルシェ正規販売店ではお 
手入れの状態や整備状況を記録しています。こ 
のため、ポルシェ正規販売店ではコンデイシヨ 
ン-リポートを発行し、「整備手帳」にその結 
果を記録します。 


高足洗浄 機、スチーム•クリ ーナー 



高圧洗浄機やスチーム•クリーナーを使用する 

と、な下のコンポーネントを損傷する恐れがあ 

ります： 

-タイヤ 

-ロゴ、エンフ''レム 

-塗装面 

-電動格納式トレーラー’ヒッチのシール 

-オルタネーター、バルブ.カバー 

- エンジン•コンパートメント内の電気部品 
や電気系統の接続部 

-パーキング■アシスタント■センサー 

- アダプティブ•クルーズ.コントロール 
( ACC ) 用レーダー-センサー 

- カメラ 

>各装置に付属の取扱説明書をよくお読みく 
ださい。 

>洗車の前に、ブレーキ液タンクのキャップ 
にカバーをかけてください。洗車ノズルを 
直接キャップに向けないでください。 

>フラット■ジェット■ノズルやダート■ブ 
ラスターなどで洗車するときは、 50 cm な上 
離れた距離で使用してください。 

>高圧洗浄機またはスチーム•クリーナーと 
丸型ジ X ット-ノズルを組み合わせて使用 
しないでください。 

>高圧洗ミ争機またはスチーム•クリーナーと 
丸型ジ X ット-ノズルを組み合わせて使用 
すると、車両が損傷する原因になります。特 
にタイヤは損傷しやすいため、丸型ジェッ 
卜-ノズルで洗浄しないでください。 

>高圧洗浄機を使用するときは、これらのコ 
ンポーネントにジェット-ノズルを直接向 
けないでください。 


デコラテイブ•フイルム 



高圧洗浄機またはスチーム■クリーナーを使用 
すると、デコラティブ•フィルムが剥れて損傷 
する恐れがあります。 

>デコラティブ•フィルムを洗浄するときは、 
高圧洗ミ争機またはスチーム•クリーナーを 
使用しないでください。 


ドア.ロックの 保護 

> ロック•シリンダーを無理に操作するなど、 
過大な力をかけないでください。 

>万一、ドア■ロックが凍結した場合は、市 
販の解ず剤を使用できます。 

>凍結したドア■ロックがキーで解除できな 
い場合、エマージェンシー■キーを使用し 
てロックを解除してください。 
「エマージェンシー.キーによるロック解 
除」 （27 ページ）を参照してください。 
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洗ま 

ま両の外観を美しく保つには、日頃のお手入れ 
が大切です。こまめに洗まし、ワックスで保護 
してください。 

解氷剤（塩分）、砂塵、ばい煙、昆虫の死骸、 
鳥の糞、樹液や花粉などは、車両に付着してか 
らの時間が長くなるほど塗装に悪影響を与え 
ます。 

ま体の塗装面に損傷をあたえることなく洗車 
するために、次の点にミ主意してください： 

>ま体下部は巧れが激しいため、少なくとも 
季節の変わり目には洗まして巧れを落とし 
てください。 

>グリース、オイル、金属粉などが適切に処理 
できる場所でのみ洗車を行ってください。 

>濃色まは塗料の組成上、傷が付きやすい性 
質があります。淡色車に比べてこまめに手 
入れしてください。 

また濃色まの塗装は、小さな引っかき傷で 
も淡色まに比べて傷が目立ちやすい特性が 
あります。 

>直射日光の下や、塗装面の温度が高いとき 
は洗ましないでください。 

>手洗いを行うときは、柔らかいスポンジ、洗 
ま用ブラシ、カー■シャンプーを使用して 
多量の水で洗ってください。 

ポルシェ■力一-シャンプーの使用を推奨 
します。 

>洗まを開始するときは、はじめに車体に 
たっぷりと水をかけ、表面の主な巧れを洗 
い流してください。 

>洗剤を使った後は、水で十分にすすぎ、セー 
ムでがき取ってください。 

ウィンドウには、ボディを洗ったときと同 
じセームを使用しないでください。 


A 譬告 


ブレーキ-ディスクの 
水膜 


洗車後は、ブレーキの効きが悪くなり、ペダル 
を強く踏まなければならない場合があります。 
>洗車後は、ブレーキとステアリングの作動 
を点検してください。 

>ブレーキを乾燥させるため、後方の安全を 
確認した上で定期的にブレーキをかけてく 
ださい。このとき、後方の交通状況にミ主意 
してください。 


自動洗ま機 

自動洗ま機によっては、取り付けたオプション 
部品やボディ表面から突出しているパーツが 
損傷する恐れがあります。 

特に次のパーツは、損傷の可能性が高まります： 
-フロント/リヤ■ワイパー(レイン•セン 
サー機能により不意に作動することのない 
よう、洗車機で洗車する前に必ずワイパー" 
レバーを OFF (0 の位置）にしてください。） 
-ドア-ミラー（必ず格納してください。） 

-外部アンテナ（必ず取り外してください。） 
-ルーフ.トランスポート-システム（必ず 
完全に取り外してください。） 

- スホイラー 

- ホイール（幅広リム、低偏平タイヤは特に 
ミ主意が必要です。） 

-高光沢ホイールまたはシルク•グロス■ホイー 
ル (傷が付きやすいので、洗車時にホイール 
洗ミ争用ブラシで擦らないでください。） 


>自動洗ま機を使用する前に、洗まスタッフ 
に確認してください。 

>ドアやリッドの継目、またはドアの下枠な 
ど洗車機で洗えない箇所は手で洗い、手仕 
上げでがいてください。 

塗装の保護 

車両の塗装を機械的、化学的なダメージから保 
護するためにはな下の作業が必要です： 

-定期的にお手入れをしてください。 

-必要に応じて磨いてください。 

-染みや巧れを取り除いてください。 

-塗装の損傷箇所は、速やかに補修してくだ 
さい。 

の インフォゾーシヨン 
>ほこりの粒子で塗装面を傷めることがある 
ため、乾いた布で車体のほこりを仏わない 

で < 片か、 

>難消し仕上げの部品にワックスや光沢剤を 
塗布すると、難消し効果がなくなります。 


保護 

塗装面は、経年変化で徐々に難が失われます。 
>定期的にワックスをかけて保護してください。 
>洗ま後は塗装保護剤を塗布し、塗装面を保 
護するために T 寧に磨いてください。 

この 作業により塗装の光沢と強度を保つ こ とが 
できます。また、塗装面に新しい巧れが付着しに 
くくなり、ばい煙が浸透しにくくなります。 
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つや出し（ポリッシュ） 

通常のワックスでは塗装の難が戻らないとき 

にのみ光沢剤を使用してください。 

ポルシェ•ペイント•ポリッシュの使用を推奨 

します。 

巧れ、染みの除去 

>タール、グリース、昆虫の死骸などは色禮 
せの原因になるため、ポルシェ推奨のター 
ル除去剤か、インセクト-リムーバーで速 
やかに取り除いてください。 

>除去処理を行った後は、直ちに水で洗い流 
してください。 

ルさな傷の補修 

>亀裂、引っかき傷、飛び石による塗装面の 
小さな傷は、ボディの腐食が進行する前に 
修理してください。 

ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ: L 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

ボディが腐食したときは、はじめに錯を完全に 

除去してください。錯を取り除いたら、その筒 

所にプライマー（防錯剤）を塗布してから、上 

塗り塗装を施してください。 

ペイント•データは車両のデータ•バンクに表 

示されています。 

>「ま台番号」 （323 ページ）を参照してくだ 
さし、。 


エンジン-コンパートタントの清掃 



オルタネーター、配線の接続部、塗装面、バル 

ブ-カバーなどを損傷する恐れがあります。 

>高圧洗浄機と丸型ジXット-ノズルを組み 
合わせて使用しないでください。 

>高圧洗浄機を使用する場合、ノズルから 
50cm な上離してください。 

>高圧洗浄機を使用して清掃する前に、ブ 
レーキ液タンクのキャップにカバーをかけ 
てください。洗まノズルを直接キャップに 
向けないでください。 

>スパーク.プラグ.シャフトをカバーして 
ください。 

>高圧洗ミ争機を使用するときは、これらのコ 
ンポーネントにジェット-ノズルを直接向 
けないでください。 


ウィンドウの清掃 

>定期的にウィンドウ■クリーナーを使用し 
て、ウィンドウの内側と外側を清掃してく 
ださい。 

ポルシェ-ウィンドウ■クリーナーの使用 
查推奨します 

>ボディをがき取ったセームで乾いたウィン 
ドウをがかないでください。 

ワックスや光沢剤がウィンドウに付着し、 
視界が悪くなる恐れがあります。 

>昆虫の死骸は、ポルシェ推奨のインセクト- 
リムーバーで取り除いてください。 


の イン フオメーシヨ ン 

フロント•サイド■ウィンドウには、ガラスの 
巧れを抑制する（疎水性の）撥水剤がコーティ 
ングされています。 

この コーティングは経年変化で徐々に劣化し 
ます。また新たにコーティングする こと もでき 
ます。 

>ポルシェ正規販売店にごネ目談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


ワイパー-ブレードのお手入れ 

良好な視界を確保するためには、完全な状態の 
ワイパー-ブレードが不可欠です。 

>「ワイパー■ブレード」 （272 ぺージ）を参照 
してください。 


280 


車両のお手入れ 






アンダーコーティングの補修 

車体下部は、化学的および物理的なダメージに 
耐えるよう保護されています。しかし、走行中 
に保護コーティングが損傷することは避けら 
れません。 

>ポルシ： L 正規販売店で定期的に点検、補修 
を受けてください。 


ム警告 


ェキゾースト-システ 
ム付近の可燃物 


エキゾースト-システム部に防錯剤やアンダー 
コーティング剤を塗布すると、運転中に高温に 
なり、保護剤を過熱して発火することがありあ 
ります。 

たエキソースト. マニ ホールド、エキソース 
卜■パイプ、触媒コンバーター、ヒート- 
シールド、 およびその周囲には、アンダー- 
コーティング剤や防錯剤を塗布しないでく 
ださい。 


へッドライ K ライ K 内外装のプラ 
スチック部品、接着フィルム、アダプ 
ティブ-クルーズ•コントロ ール ( ACC 1 
のレ—ダ—.七ンサ—、およびカゾラ 
の清掃 

下記の点を必ず守ってください： 

>ヘッドライト、ライト類、プラスチック部 
品およびパーツの表面を清掃するときは、 
きれいな水と少量の中性洗剤、またはイン 
テリア•ウィンドウ■クリーナーのみを使 
用してください。 

柔らかいスポンジや不織布を使用してくだ 
さい。 

>内装のプラスチック部品に直接水やウィン 
ドウ. クリ —ナ— をスプレ—しないでくだ 
さい。最ネ刀はスポンジまたは布にスプレー 
してください。 洗剤などがコントローラや 
スイッチなどに侵入し、損傷させる恐れが 
あります。 


の インフォゾーシヨン 
プラスチック表面の清掃には、インテリア- 
ウィン ドウ •クリーナー を使用することもでき 
ます。クリーナーの容器に記載されているミ主意 
事項を遵守してください。 

ポルシェ■インテリア•ウィンドウ•クリー 
ナーの使用を推奨します。 

>力をかけずに優しく表面をがいてください。 

>表面が乾いた状態で清掃しないでください。 

>他の化学成分が入ったクリーナーや;’容剤を 
使用しないでください。 

>清掃した部分を、きれいな水で洗い流して 
ください。 


軽合を製ホイール 

軽合金製ホイールの表面に付着した金属の微 
粒子（ブレーキ•ダストに含まれる黄銅や銅な 
ど）は、長期間が置しないでください。 

金属同±の接触による腐食が発生し、小さな穴 
(ピッチング）が生じます。 

の インフォゾーシヨン 
保護塗装の酸化被膜を破壊するような光沢剤 
や pH 値の不正なクリーナー、研磨機具、研磨剤 
などは使用しないでください。 

>ポルシ X 指定軽合金製ホイール■クリー 
ナー (pH 値 9.5) をお使いください。 pH 値 
が不正な洗剤を使用すると、ホイール表面 
の保護層を傷めます。 

ポルシェ軽合金製ホイール-クリーナーの 
使用を推奨します。 

>可能であれば2週間毎にスポンジか洗車ブ 
ラシを使用してホイールを洗浄してくださ 
い。冬季に凍結防止剤がまかれる地域や、ば 
い煙が多い地域では、毎週洗浄する必要が 
あります。 


> 3ヶ月に1回、ホイールを洗浄した後にワッ 
クスまたは腐食性がないグリース（例：ワ 
セリン）を塗布してください。 

柔らかい布を使用して、ホイール表面にグ 
リースをすり込んでください。 

>「自動洗車機」 （279 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 


A 警告 


クリーナーなどの溶剤 
によるブレーキ-デイ 


スク上の膜の発生 


ブレーキ-ディスクにホイール■クリーナーな 
どが付着したままにすると、ブレーキ•ディス 
クに膜ができて、ブレーキ性能を損なう恐れが 
あります。 

^ ブレーキ•ディスクにホイール■クリーナーな 
どの溶剤が付着しないようにしてください。 

|>ブレーキ-ディスクにホイール■クリーナー 
などの溶剤が付着した場合、高圧洗浄機な 
どで完全に洗い流してください。 

>周囲の交通状況に注意してブレーキを作動 
させ、ブレーキ■ディスクを乾かしてくだ 
さい。 
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ステンレス-テール•パイプ 

ステンレス製テール•パイプは、ほこり、高温 
の熱、排気ガスの残留物で変色することがあり 
ます。 

巿販のポリツシュ■ペーストまたは金属用のつ 
や出し剤を使用することによって元の光沢を 
取り戻すことができます。 

ドア、ルーフ、 リツ ドとウインドウ- 
シー ルの清掃 


知識 


イン ナー ■ ドア ■シー ルを コー ティングしてし、 
る潤滑剤は、不適切な清掃や洗剤の使用により 
ダメージを受けることがあります。 

>合成洗剤や溶剤を使用しないでください。 

>防錯剤を使用しないでください。 


>シールの巧れ（傷、巧れ、ま結防止剤、砂 
塵など）は、温かい石験水で定期的に洗浄 
してください。 

>ず結する恐れがある場合は、適切なカー■ケ 
ア用品でアウター•ドア-シール、リツドや 
フラップのシールを保護してください。 


ま製品のお手入れ 

本まの表面に見られる天然のしわや傷、虫が刺 
したような跡、模様の違いや色合いの微妙な変 
化が、高品質本まの天然素材としての魅力を一 
層引き立てます。 

下記の点にミ主意して、お手入れを行つてください： 



不適切なクリーナー、洗剤、保護剤などを使用 
すると、本革を傷める原因になります。 

>刺激性の強い洗剤や、硬い清掃用品を使用 
しないでください。 

>表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本 
革は、裏側まで湿らせないようミ主意してく 
ださい。 

>_革製品上の水滴は直ちに取り除いてください。 

>無色の柔らかい毛織物または市販のマイク 
口 -ファイバー布を湿らせて、表面の細か 
な巧れをがき取り、すべてのタイプの本革 
を定期的にお手入れしてください。 

>巧れがひどいときは、レザー■クリーナー 
を使用してください（水染み/湿気による染 
みな外)。 

容器の取扱説明書をよく読んでから使用し 
てください。 

ポルシェ-レザー•ケア•リキッドの使用 
查推奨します 

>清掃後は、本革専用のケア剤でお手入れし 
てください。 

ポルシェ-レザー•ケア•リキッドの使用 
を推奨します。 


シ—卜.ベンチ レーシヨ ン付きシート 
水染み/湿気による染みのお手入れの諸注意 
雨水や湿気により、表面にかさな巧を開けた 
メッシュ加工の本革に染みをつける可能性が 
あります。 

水染み/湿気による染みを取り除く 
前提条件： 

-シート■ヒーターおよびシート•ベンチレー 
シ ヨンを OFF にしてくださし、。 

-直射日光が当たらないようにしてください。 

-水染み/湿気による染みを取り除く際は、レ 
ザ ー. クリーナーやお手入れ製品を使用し 
ないでください。 

>清潔な吸水性スポンジと蒸留水を使用し 
て、シートまたはバックレストの表面全体 
をがき取ってください。 

表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本 
革は、裏側まで湿らせないようミ主意してく 

ドゴい 

>シート■カバーは直射日光を避けて室温で 
完全に乾かしてください。 

シ ート-カバーを 乾かす際、シ ート-ヒー 
ターやシート. ベンチ レーシ ヨンを ON にし 

プでし、で くドと、\ 

>乾いた後、シート-カバーを乾燥した不織 
布でがいてください。 
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力ーペット、フロア•マットの清掃 

>掃除機か、中程度の硬さのブラシで清掃し 
てください。 

>ひどい巧れや染みは、染み抜き剤で除去し 
てください。 

ポルシェ-ステイン•リムーバーの使用を 
推奨します。 

フロア-カーぺットの巧れや傷つきを防ぐた 
め、この車両に適したサイズの固定具付きフロ 
ア •マッ トをカー-アクセサリーとして用意し 
ています。 

A 警告 I ペダル操作の巧げ 

不適切な フロア•マッ トや正しく固定されていな 
い フロア-マッ トはペダルの可動域を制限した 
り、ペダル操作の巧げになる可能性があります。 
>フロア■マットな どでペダルの動きを巧げ 
ないようにしてください。 

フロア-カー ぺッ トの上に敷くのみの マッ 
卜を使用しないでください。 

エアバッグ.カバ—の清掃 

不適切な清掃 

エアバッグの周りを不適切な方法で清掃する 
と、エアバッグ•システムが故障する危険があ 
ります。事故が起きた場合にエアバッグ•シス 
テムが作動しない危険があります。 

>ステアリング•ホイールのパッド、インス 
トルメント-パネルの下、フロント-シー 
卜、ルーフ-ピラー、ルーフ-ライナー、リ 
ヤ•インテリア-トリム-パネル、シート- 
バック レストの 周辺な どの 部品を 改造し な 
いでください。 

>これらの部品を清掃するときは、ポルシェ 
正規販売店にお任せください。 


ファブリック-ライニングの清掃 

>ピラー、ヘッドライナー、サンバイザーな 
どのファブリック•ライニングは、素材に 
適した洗剤やドライ-フォームと柔らかい 
ブラシを使用して清掃してください。 

アルカンターラのお手入れ 

アルカンターラの清掃に、本革用のカー■ケア 

用品を使用しないでください。 

日常のお手入れとしては、表面を柔らかいブラ 

シでがくのみで十分です。 

研磨ネオを使用したり強く擦ると、アルカンター 

ラの表面が傷むためを意してください。 

軽度の巧れの清掃 

>柔らかい布を水または中性の石験水で濡ら 
して、巧れをがき取ってください。 

頑固な巧れの清掃 

>柔らかい布を、めるま湯または薄めたク 
リーニング用溶剤で濡らして、外側から巧 
れた部分を軽くたたいてください。 


シートベルトの清掃 

>シートベルトは、刺激性の少ない洗剤で清 
掃してください。 

>ベルトを乾燥させるときは、直射日光を避 
けてください。 

>適切な洗剤のみを使用してください。 

>ベルトを染色および脱色しないでください。 
ベルト素材の強度が低下し、安全性が損な 
われます。 

車両の長期保管 

車両を長期間保管する場合は、ポルシ X 正規販 
売店にご相談ください。スタッフが、腐食防止 
巧策、特別なお手入れとメンテナンス、保管方 
法などについてアドバイス致します。 

>「バッテリー (12V)」（307 ぺージ）を参照し 
てください。 

バッテリーを切り離した状態で車両をロック 
する場合のインフ オメーシヨン： 

>「車両のすべてのドアを同時にロックでき 
ない」 （28 ぺージ）を参照してください。 
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度修埋について 

ポルシェ車に関するすべてのメンテナンス作 
業は、ポルシ： L 正規販売店で実施することを推 
奨致しホ寸 

十分なトレーニングを受けた経験豊かなス 
タッつが 、最新の技術情報と専用工具や専用装 
置を駆使し、確かな整備をお約束致します。 
お客様ご自身でメンテナンスされる場合につ 
きましても、細ムのミ主意を仏っていただくよう 
お願い致します。本書に掲載したミ主意事項を 
守ったときのみ、信頼できる走行性能が保証さ 
れます。 

不適切なメンテナンスを行うと、保証期間中で 
も保証が適用されないことがあります。 

の インフォゾーシヨン 
タイヤ交換に必要な工具（ジャッキ、ホイー 
ル•ボルト-レンチ、組み付け補助工具など） 
は車両に標準装備されておりません。詳しくは 
ポルシ： L 正規販売店にお問い合わせください。 


〔り インフォゾーシヨン 
国別の法規によっては、工具セットやスペア- 
パーツの携帯が義務付けられている場合があ 
ります。運転前には必ず確認してください。 


有 S な排気ガスの则 

排気ガスには無色無臭の一酸化炭素を含んで 
います。一酸化炭素は少量でも人体に有害で、 
中毒を起こす危険があります。 

>エンジンを作動させた状態で作業するとき 
は、必ず車両を屋外に駐車させるか、また 
は換気の良い場所で行ってください。 


ム譬告 


車両の油脂類、燃料蒸 
発ガスへの引火、爆発 


性ガスの爆発 


燃料、エンジン■オイル、トランスミッシヨ 
ン•オイルなど、車両に使用される油脂類の多 
くは非常に引火しやすい性質を持っています。 
燃料蒸発ガスは発火、爆発する恐れがありま 
す。鉛バッテリー充電時には爆発性の高い混合 
ガスが発生することがあります。 

>バッテリーや燃料系統の近くで喫煙したり、 
裸火を近づけないでください。ケーブル接触 
等による火花にもミ主意してください。 

> メンテナンス作業は屋外か、または屋内の 
換気が良い場所のみで実施してください。 


ム誓告 有害な補充液 


エンジン•オイル、ブレーキ液、クーラントな 
どは人体に有害镇性、刺激性、腐食性）です。 
> メンテナンス作業は、屋外か、または屋内の 
換気が良い場所のみで実施してください。 

>これらの油脂類は、お子様の手が届かない 
所に保管し、廃棄する場合は定められた処 
理方法を遵守してください。 


A 盼 高温のエンジン部品や 

- クー ラント 

エンジンが作動中は、エンジンと周辺の部品、 
エキゾースト•システム、クーラントなどが非 
常に熱くなっています。 

クーラント-リザーバー■タンクには圧力がか 
かっています。クーラント-リザーバー■タン 
クを不用意に開くと、熱いクーラントが突然か 
き出す恐れがあります。 

>加熱した車両部品、特にエンジンとエキ 
、ノースト•システムの近くでは、十分ミ主意 
して 作業を巧ってください。 

>エンジン■コンパートメント内の作業を行 
う前に、エンジンを OFF にし、十分冷やして 
ください。 

>エンジンが熱いときはリザーバーのキヤッ 
プを開かないでください。 

>水平な場所に停車し、エンジンが冷えている 
ときのみクーラントを補充してください。 


A 警告 


ラジェーター■ファン、 
ドライブ-ベルト、ェ 
ンジン周りの作動部品 


ェンジン•コンパートメントでの作業中、手、 
指、衣服の一部（ネクタイ、袖など）、ネック 
レス、長い髪などがラジェーター•ファン、ド 
ライブ•ベルトなどの作動部に巻き込まれない 
ように十分を意してください。 

ェンジンを OFF にし、キーを抜き取っている状 
態でも、温度によってはラジェーター■ファン 
が作動を開始することがあります。 

>ェンジンとラジェーター•ファンの近くで 
作業するときは十分を意してください。ラ 
ジェーターおよびラジェーター■ファンは、 
車両の前部にあります。 
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3. 停止表示板と応急処置セツトを収納したコ 
ンビネーシヨン•パック C を取り外してくだ 
さい。 


( jJ インフオメーシヨン 
>応急処置七ットから取り出した備品や古く 
なつた備品は直ちに交換してください。 


停止表示坂*、応急化置七ット * 
(Panamera S E - Hybrid を除く） 

停止表示板と応急処置セットは、ラゲッジ•コ 
ンパートメントの口ード-シル下にある収納コ 
ンパートメントに収納されています。 

1. 両方のロック A を90°回してください。 

2. カバー B を取り外してください。 


>身体の一部、衣服、アクセサリーなどがラ 
ジェーター■ファン、ドライブ•ベルト、そ 
の他の作動部品に巻き込まれないように、 
十分ミ主意してください。 


A 警告 


イグニッシヨン-シス 
テムによる感電 
イグニッシヨンが ON のときは、イグニッシヨ 
ン-システムのすべてのケーブルと配線に高電 
圧が作用しています。 

>イグニッシヨン-システムの作業を行うと 
きは、感電しないように十分注意してくだ 
さし、。 


A 譬告 


不十分な車両の固定 


車両がしっかり固定されていない、または正し 
く固定されていない場合、不意に動き出した 
り、ジャッキやリフティング•プラットフオー 
ムなどのリフト装置から落下する恐れがあり 
ます。 

>やむを得ずエンジンをかけたまま作業する 
場合は、必ずエレクトリック-パーキング- 
ブレーキを作動させてください。また、 PDK / 
ティプトロニック S セレクター-レバーを P 
の位置にしてください。 

>やむを得ずま体の下に入って作業する場合 
は、必ず安定したサポート■スタンドでま 
体を支えてください。 

>車両は必ず、ま両下回りにある規定のジャッ 
キアップ-ポイントで持ち上げてください。 

>ま両をジャッキアップ後は、エンジンを始 
動しないでください。エンジンの振動によ 
り車両が落下する恐れがあります。 
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_ A 警告 _ I 高温のクーラント 

エンジン作動中のクーラントは非常に熱く 
なっています。クーラント■タンクには圧力が 
かかっています。クーラント•タンクを不用意 
に開くと、熱いクーラントが突然吹き出す恐れ 
があります。 

>エンジンが熱いときはリザーバーのキヤッ 
プを開かないでください。 

>水平な場所に停車し、エンジンが冷えている 
ときのみクーラントを補充してください。 


1.慎重にリザーバーのキャップを開き、内部 
の圧力を逃がしてください。 

圧力が完全に抜けてから、キャップを完全 
に取り外してください。 



工具七ット （ PanameraSE - Hybrid を除く) 

工具セットは、ラゲッジ•コンパートメントの 
左側の巧下に収納されています。 

工具セットには次のものが同個されています： 
A 盗難防止ホイール•ボルト用ソケット•レンチ 
B タイヤ-シーラント 
C 工具セット 
D けん引フック 
E コンプレッサー 

F スライディング'/チルティング.ルーフの緊 
急操作用六角レンチ（コンプレッサーの下) 


通 


インフォゾーシヨン 
タイヤ交換に必要な工具（ジャッキ、ホイー 
ル•ボルト-レンチ、組み付け補助工具など) 
は車両に標準装備されていません。詳しくはポ 
ルシェ正規販売店にお問い合わせください。 


クーラント-レベルの点おと補充 

エンジン•クーラントには、年間を通じた腐食 
防止と、 一37° C までのず結防止の働きがありま 
す。クーラント-レベルを定期的に点検するこ 
とは、メンテナンスの一部です。クーラント- 
レベルはマルチフ ァンクシヨン-ディスプレイ 
に警告メッセージが表示されているときのみ 
点検する必要があります。 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ページ） 
を参照してください。 

>ポルシ X 社が認証した凍結防止剤のみを使 
用してください。 

インストルメント-パネルのマルチファンク 
シヨン■ディスプレイに警告メッセージが表示 
されているときのクーラント-レベルの点検： 
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2. クーラント•レベルを読み取ってください。 
水平な場所に停車してエンジンが冷えてい 
るとき、ホい表示（図を参照）がマイナス 
とプラスのマークの間の矢印位置になくて 
はなりません。 

3. 必要に応じてクーラントを補充してくだ 
さい。 

不凍液と蒸留水を同量混ぜ合わせたものの 
みを補充してください。 

クーラントの不凍液の割合： 50% 

(-37° C までのず結防止） 

ホい表示がプラスのマークの位置に来たと 
きが上限です。 

プラス-マークを超えて補充しないでくだ 
さい。 

4. リザーバーのキャップをしっかりとロック 
するまでねじ込んでください。 

5. 冷がシステムを点検してください。 

ポルシ： L 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ1正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


ラジェ— 夕—.フアン 

ラジェーターおよびラジェーター-ファンは、 
車両の前部にあります。 


A 警告 


ラジェーター■ファン、 
ドライブ-ベルト、ェ 
ンジン周りの作動部品 


ェンジン•コンパートメントでの作業中、手、 
指、衣服の一部（ネクタイ、袖など）、ネック 
レス、長い髪などがラジェーター•ファン、ド 
ライブ■ベルトなどの作動部に巻き込まれない 
ように十分を意してください。 

ェンジンを OFF にし、キーを抜き取っている状 
態でも、温度によってはラジェーター■ファン 
が作動を開始することがあります。 

>ェンジンとラジェーター■ファンの近くで 
作業するときは十分を意してください。ラ 
ジェーターおよびラジェーター■ファンは、 
車両の前部にあります。 

>身体の一部、衣服、アクセサリーなどがラ 
ジェーター ■ファン、 ドライブ•ベルト、そ 
の他の作動部品に巻き込まれないように、 
十分を意してください。 


CiJ インフォゾーシヨン 
緊急で水のみを補充した場合は、速やかに不凍 
液の混合比率を修正してください。クーラント 
の減りが著しい場合は、冷がシステムに漏れが 
発生しています。 

>早急に修理してください。ポルシェ正規販売 
店にご相談ください。この作業はポルシェ正 
規販売店での実施を推奨します。十分な卜 
レーニングを受けた経験豊かなスタッ フ が、 
最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使 
し、確かな整備をお約束します。 



ブ レーキ • フルー ド 

ブレーキ- フルー ドを定期的に点検すること 
は、メンテナンスの一部です。 

フルード液量は常に MIN マークと MAX マークの 
間に維持されなければなりません。 

ブレーキ-パッド/ディスクの摩耗に伴って自 
動的に調整され、液面が少し低下することがあ 
りますが、これは正常な現象です。 

液量の低下が著しいときや、 MIN マークよりも 
下がったときは、ブレーキ•システムに漏れが 
発生していることがちえられます。 

^ ポルシェ正規販売店で、直ちにブレーキ* 
システムの点検を受けてください。ポル 
シェ正規販売店にご相談ください。この作 
業はポルシて正規販売店での実施を推奨し 
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊 
かなスタッフが、最新の技術情報と専用エ 
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約 
束します。 
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ブ レー キ • フルー ドの交換 

ブレーキ液には吸湿性があり、長期間使用する 
と大気中の水分を吸収します。ブレーキ液が水 
分を含むと沸点が下がり、ブレーキ性能に悪影 
響を及ぼします。 

>「整備手帳」に記載された規定の使用期間に 
したがって、定期的にブレーキ-フルード 
を交換することが重要です。 

(©) 警告なおよび警告ゾッ七ージ 

ブレーキ液量が許容範囲を下回ったときや、ブ 
レーキ回路に不具合が発生してペダルの踏み代 
が過大になると、インストルメント■パネルの警 
告な、およびマルチファンクション■ディスプレ 
イの警告メッセージが異常をならせます。 

の インフォグーシヨン 

走行中に警告なおよび警告メッセージが表示 

ゴれホ-さ1寸： 

>直ちに適切な場所に停車してください。 

>運転を続けないでください。 

ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ1正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を,駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

マルチファンクション•ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概質 （136 ページ） 
を参照してください。 


パワー•ステアリング 


A 警告 


パワ ー■ ステアリング 
の作動不良 


エンジンを停止しているとき（けん引時など） 

や、油圧機構に異常がある場合、操脈力はアシ 

ストされません。 

ステアリング操作に大きな力が必要になります。 

>このような車両をけん引するときは十分を 
意してください。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。ポルシェ正規販売店にご相談くださ 
い。この作業はポルシ X 正規販売店での実 
施を推奨します。十分なトレーニングを受 
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情 
報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな 
整備をお約束します。 


ハイ ドロ リック-フルー ドを定期的に点検する 
ことは、メンテナンスの一部です。 

ステアリングをいっぱいに切ったときに聞こ 
えるノイズは、パワー■ステアリング•システ 
ムの構造上の特性であり、システムの故障では 
ありません。 

PDCC (ポルシェ■ダイナミック■シャーシ- 
コ ン トロール） 装備ま 

フルード■レベルが低くなると、マルチファン 
クシヨン•ディスプレイにメッセージ「ステア 
リングフルードホジュウウンテンカノウ」が 
表示されます。 

>フルード■レベルを早急に点検してください。 
>ポルシ X 正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


タイヤとホイール 

タイヤの寿命は、空気圧やホイール•アライメ 
ントのみでなく、お客様の運転スタイルにも大 
きく左右されます。 

急加速や高速でのコーナリング、ブレーキを酷 
使する運転スタイルは、タイヤの摩耗を早めま 
す。また、外気温度が高いときや悪路での走行 
も、タイヤのトレッド面の摩耗を早める原因と 
なります。エンジンと同様、タイヤも正常な状 
態で使用しなければなりません。タイヤを正し 
く取り扱うことで、長期にわたって安全な走行 
が可能になります。 

いつまでも安全に車両をご使用いただくため 
に、な下のタイヤの取り扱い方法を守ってくだ 
さい。 

荷重と速度 

>過積載をしないでください。規定荷重を超 
える荷物をルーフに積まないでください。 
下記のような使用は大変危険です： 

-過積載 

-タイヤの空気圧不足 
-スピードの出し過ぎ 
-高い外気温度（例：真夏の暑い日のドライ 
ブなど） 

タイヤ空気足 

タイヤを規定の空気圧に保ってください。 
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タイヤ空気圧の規定値は、な下で確認ができます: 

-運転席ドア開□部にあるタイヤ空気圧プ 
レートまたは、本書の「テクニカル-デー 
夕」の章に掲載されています： 

> r 冷間時のタイヤ空気圧 (2 び0」（327ぺージ） 
を参照してください。 

タイヤ空気圧の規定値は、タイヤが冷えている 

とき (20° C ) を基準にしています。 

>少なくとも2週間に1回はタイヤ空気圧を点 
検してください。必ずタイヤが冷えている 
ときに点検してください。 

>「タイヤ空気圧メニュー（タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM )」（114 ぺージ）を参照して 
ください。 

タイヤの温度が上昇すると、空気圧も高まります。 

>タイヤの温度が高い状態で空気圧を調整し 
ない（空気を抜かない）でください。温度 
が下がったときに空気圧が不足する原因に 
なります。 


タイヤのバルブ • キャップは、バルブ部分へのほ 
こりや巧れの侵入を防ぎ、空気漏れを防ぎます。 
>必ずキャップをしっかりと取り付けてくだ 
さい。 

>紛失した場合は、直ちに新しいキャップを 
取り付けてください。 

タイヤ空気圧が不足しているとタイヤが過熱 
して、目に見えない損傷が発生します。このよ 
うな損傷が発生した場合は、空気圧を調整して 
も正常な機能を回復できません。 


タイヤの損傷 

高圧洗浄機を使用すると、タイヤを傷付けるこ 
とがあります。 

>「高圧洗浄機、スチーム■クリーナー」 

(278 ページ）を参照してください。 


A 警告 


目に見えないタイヤの 
損傷 


高速走行時にタイヤがバースト（破裂）する恐 

れがあります。 

>定期的にタイヤの状態（側面も含めて）を 
点検し、異物の喃み込み、欠損、切傷、亀 
裂、側面の膨れなどがないか確認してくだ 
さい。 

>縁石を乗り越えるときは速度を下げ、でき 
るだけ直角に通過してください。 

段差が大きな縁石や、尖った縁石を乗り越 
えないでください。 

>ホイール•リムを損傷した可能性があると 
き（特に内側）は、専門家による点検を受 
けてください。 


タイヤに次のような損傷を受けた場合は、安全 
のためにタイヤを交換してください： 

-タイヤ内部の構造物の層が損傷した可能性 
があるとき 

-タイヤ空気圧が不足しているときや、損傷 
箇所がある場合など、それらが原因でタイ 
ヤが過熱したり、異常な負荷がかかった可 
能性があるとき 


の インフォメーション 

いかなる場合も、タイヤを修理しないでくだ 
さい。 


縁石 

段差が大きな縁石や尖ったもの（石など）を急 
な角度で乗り越えると、その衝撃で目に見えな 
い損傷が生じ、しばらくしてから不具合が現れ 
ることがあります。また、衝撃が大きいとき 
は、ホイール■リム•フランジを損傷すること 
もあります。 

タイヤの保管 

>タイヤは、常に乾燥した冷暗場所に保管し 
てください。ホイールに装着していない夕 
イヤは、立たせた状態で保管してください。 
>外気温が-巧でを下回るような場所にサマー- 
タイヤを保管しないでください、またはサ 
マー •タイヤ装着車を停ましないでください。 
>燃料、オイル、グリースなどがタイヤに触 
れないようにしてください。 

製造から6年な上が経過したタイヤを使用しな 
いでください。 

「タイヤは、保管して古くなった方が摩耗しに 
くい」という説がありますが、これは完全な誤 
りです。 

年数が経過すると、ゴムに伸縮性をあたえるた 
めに添加している化学薬品の効果が弱まり、ゴ 
ムがもろくなります。 

タイヤの製造時期は、タイヤ側面の DOT コード 
でわかります。 

コードの下4巧が製造年と週を示しており、例 
えば「1211」というコードであれば2011年の 
第12週目に製造されたタイヤということにな 
ります。 
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トレッド（接地面の溝） 

トレッドが摩耗して溝の深さが浅くなると、ハ 
イドロプレーニング現象が発生する危険性が 
高まります。 

>安全のため、トレッドの溝にスリップ•サ 
イン（深さ 1.6 mm ) が現れる前にタイヤを 
交換してください。 

ウインター.タイヤは、 トレッド溝深さが 
4 mm な下になると性能が低下します。 

>タイヤのトレッドを定期的に点検してくだ 
さい。特に長距離走行の前後は、入念に調 
ベてください。 

ホイール•バランス 

>安全で快適なドライブを楽しんでいただく 
ために、サマー•タイヤは春に、スノー- 
タイヤは冬に入る前にホイール- バランス 
の調整を受けてください。 

タイヤ■バランスは、必ず適切なバランス•ウ 
ェイトを使用して行ってください。 

接着式のバランス•ウェイトは洗剤などで落下 
することがあります。 

タイヤ空気足モニタリング ( TPivn 用七 
ンみ一付きホイール 

>ホイールを交換する前に、このま両の TPM 
システムに適合するホイールであることを 
確認してください。 

>詳しくはポルシ X 正規販売店にお問い合わ 
せください。 

ホイールの巧あ 

>車両からホイールを取り外す場合は、それ 
ぞれのタイヤが付いていた位置（前後左右） 
と、前進時のタイヤの回転方向をマーキン 
グしてください。 

例： 

右前のホイールは 「 FR 」、 左前は 「 FU 、 右 
後ろは 「 RR 」、 左後ろは 「RU 
>ホイールを再度取り付けるときは、マーキ 
ングにしたがって同じ位置に取り付けてく 
ださい。 


ホイール-アライタント 

トレッドの摩耗度合いに偏りがあるときは、ホ 
イール•アライメントにないがあることを示し 
ています。この場合にはホイール■アライメン 
卜を点検してください。 

>ポルシ X 正規販売店にごネ目談ください。こ 
の作業はポルシ王正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 


ムが化 I 走イ了 時に ハン レをと 

—— -1 られたり、振動が発生 

したりする 

タイヤに損傷があると、走行中に不規則な回転 
や振動が発生することがあります。運転操作を 
誤る恐れがあります。 

>直ちに減速してください。ただし急ブレー 
キをかけないでください。 

>停ましてタイヤを点検してください。 

不具合の原因がわからないときはミ主意して 
運転し、最寄りのポルシ X 正規販売店で点 
検を受けてください。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 


タイヤ巧換 

>新しいタイヤに交換する前に、最新の認証 
タイヤについてポルシェ正規販売店にお問 
い合わせください。 

>ポルシェ社がテストを行い、承認したタイ 
ヤのみを使用してください。 

4 輪に装着するタイヤは必ず同ーゾーカー、同 
-種類、同一仕様 ( N 0、 N し.) に統一してくだ 
さい。 

新品のタイヤはグリップ性能を十分に発揮で 
きません。 

>新品のタイヤを装着してから最ネ刀の100〜 
200 km は、高速走行を避けて慎重に運転し 
てください。 

フロントまたはリヤ■タイヤのみを交換した場 
合、前後タイヤのトレッド溝の深さに差異が生 
じ、それまでの走行とはっきりした違いが感じ 
られます。この変化は、特にリヤ•アクスルに 
新品タイヤを取り付けた場合に生じやすくな 
ります。 

この違和感は、走行距離が伸びるにつれて次第 
に減少します。 

>ハンドリング特性の変化に合わせた運転を 
してください。 

タイヤの交換は、必ず専門の整備工場で実施し 
てください。 

損傷したタイヤを片側のみ交換する場合は、左 
右のタイヤ.トレッド溝の深さに30%な上の差 
がないことを確認してください。 

>使用経歴が不明な中古タイヤは使用しない 
でください。 
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タイヤ-バルブ 

>プラスチック製のバルブ•キャップのみを 
使用してください。 

タイヤを交換する場合、ゴム製のタイヤ■バル 
ブも必ず交換してください。 

金属製バルブの場合は、取り付けまたは交換に 
関するミ主意事項を遵守してください。 

ポルシェ純正品の金属製バルブ、またはポル 
シ X 社が要求する性能、品質基準を満たす同等 
部品を使用してください。 

>バルブの巧れを防ぐため、必ずバルブ- 
キャップを取り付けてください。 

バルブの巧れはタイヤの空気圧が低下する 
原因となります。 

ウインター-タイヤ 

ム警告 ] 最高許容速度の超過 

最高許容速度を超えると、タイヤが破損する場 
合があります。その結果、タイヤがバースト 
(破裂）する恐れがあります。 

>装着しているタイヤの許容最高速度を超え 
て走行しないでください。 

»最高速度を示すステッカーを、ドライバー 
の目に付く場所に貼り付けてください。 

法定速度を遵守してください。 


>積雪やず結の恐れがある時期が近づいた 
ら、早めにウインター■タイヤを4輪すベて 
に装着してください。 

ウインタ—.タイヤに ついては、 ポルシェ 
正規販売店にお問 い 合わせくた さい。 

>新しいタイヤに交換する前に、最新の認証 
タイヤについてポルシェ正規販売店にお問 
い合わせください。 

»ポルシェ社がテストを行い、承認したメー 
カーのタイヤのみを使用してください。 


の イン フオメー シヨン 
サマー. タイヤは外気温度が低くなると性能と 
快適性が低下するため、外気温度が 7° C な下の 
状況ではウインター-タイヤの使用を推奨しま 
す。サマー•タイヤの使用を続けると、ドライ/ 
ウエット路面に関係なく、走行中やコーナリン 
グ後の加速中にジャダー■ノイズが発生するこ 
とがあります。 

-15 X 未満の特に気温の低い状態では、サマー- 
タイヤに恒久的な損傷が生じることがあります。 
ウインター.タイヤは、 トレッド溝の深さが 
4 mm な下になると性能が低下します。 

|>ウインター■タイヤと同様、才ール-シー 
ズ ン. タイヤ や 才—ル .ラウンド. タイヤ 
も m + s 」 のカテゴリーに属します。 


ホイールの交換 

>車両からホイールを取り外す場合は、それ 
ぞれのタイヤが付いていた位置（前後左右） 
と、前進時のタイヤの回転方向をマーキン 
グしてください。 

例：右前のホイールは 「 FR 」、 左前は 「 FU 、 
右後ろは 「 RR 」、 左後ろは 「RU 
>ホイールを再度取り付けるときは、マーキ 
ングにしたがって同じ位置に取り付けてく 
ださい。 

CiJ インフォゾーシヨン 

冬季は、雪や氷を除去するためのハンド•ブラ 

シやプラスチック製スクレーパー、凍結した坂 

道で発進するための乾いた砂の携行を推奨し 

ます。 


スノー • チェーン 

スノー -チェーンはリヤ-タイヤのみに装着 
してください。また「テクニカル■データ」 
の章を参照して、スノー ■チェーンの装着に 
適したタイヤ/ホイールを使用しなければな 
りません。 

|>スノ ー • チェーンとホイール-ハウジング 
のクリアランスを十分に確保するため、ポ 
ルシ： L 社が推奨または承認したファイン • 
リンク•チェーンのみを使用してください。 
認定スノ ー ■ チェーンに関するインフォメー 
シヨン： 

>「タイヤ、ホイール」 （326 ぺージ）を参照し 
てください。 

スノー •チェーンを装着する前に、ホイー 
ル- ハウジングの内側にこびりついた雪や 
氷を取り除いてください。 

>最高速度については各国の法規にしたがつ 
てください。 

スぺーサ ー* 

5 mm スぺーサーを取り付けた状態では、ス 
ノー -チ ： L — ンを装着しないでください。 


知識 


スノー ■チェー ンを取り付ける前に スぺーサー 
を取り外さなかった場合、リヤ•ホイール•ハ 
ウジングを損傷する恐れがあります。 

>リヤ■アクスルにスノー■チェーンを取り 
付ける前にスペーサーを必ず取り外してく 
ださい。 
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* 日本仕様に設定はありません。 











G - リム幅（インチ） 

H - リムフランジお状記号 
I ■ドロップ■センター.リム記号 
J - リム径（インチ） 

K - ダブル-ハンプ 
L - リム■オフ セッ ト (mm) 

軽合を製ホイールの記号 

ホイールの情報は、タイヤ•バルブの近くのホ 
イール-スポーク裏面に刻印されています。 


T 190 km/h まで 

H 210 km/h まで 

V 240 km/h まで 

W 270 km/h まで 

Y 300 km/h まで 

( Y ) 300 km / h まで （ Y 記号タイヤの場合） 

タイヤの口ード■インデックス（最大 
積載容量）の85%までを積載した状態 
で 300 km / h な上の速度で走行すること 
が可能です （300 km / h な上で走行する 
場合はタイヤ-メーカーの確認が必要 
です）。 

Gl ] インフォゾーシヨン 
タイヤの側面に 「 M + S 」 の表示があるタイヤに 
限り、許容最高速度がこの車両の最高速度に満 
たないタイヤを装着できます。 

ウインター■タイヤと同様、才ール■シーズ 
ン•タイヤや才ール•ラウンド•タイヤも rM+sj 
のカテゴリーに属します。 


A ■タイヤ幅 (mm) 

B - 偏平率化） 

C - タイヤの構造記号（ラジアル） 

D - リム径（インチ） 

E - 口ード.インデックス 
F ■速度記号 

ラジアル.タイヤの記号 

速度記号 

速度記号ドは、そのタイヤの許容最高速度を示 
します。 

この記号はタイヤの側面（サイド-ウォール） 
に表示されています。 
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リヤ側のリフティング•プラットフオームとジャッキ 
用のジャッキ•ポイント 

レベル•コントロール-システム装備まのリフ 
卜-アップ 

リフティング-プラットフオームに乗り入れる 
前、またはリフティング■プラットフオーム、 
ト ロリ—. ジャッキ、または標準ジャッキで車 
両を持ち上げる前に、オートマチック•レべ 
ル•コントロール-システムを OFF にしてくだ 
さい。 

レベル-コントロールの ON / OFF に関するイン 
フオメーシヨン： 

>「レベル.コントロールの OI \ K ) FF 」 （217ページ) 
を参照してください。 



フロント側のリフティング•プラットフオームと 
ジャッキ用のジャッキ*ポイント 

リフティング•プラットフオーム、卜 
ロリ—. ジャッキ、または標準ジャッ 
キによるリフト-アップ 

>車両は必ず、前後にある規定のジャッキ 
アップ-ポイントで持ち上げてください。 

>リフトに乗り入れるときは、ま体下部とリ 
フト.プラッ トフオームの間に十分なス 
ぺースがあることを確認してください。 

>エンジン、トランスミッション、アクスル 
にはジャッキをかけないでください。重大 
な損傷を巧く恐れがあります。 


タイヤの巧お 

ム善告 ] ま体下側での作業 

ジャッキから車両が滑り落ちる恐れがあります。 

>ジャッキ■アップしてタイヤを交換する前 
に、すべての乗員を降ろしてください。 

>車両は必ず、車両下回りにある規定のジャッ 
キアップ•ポイントで持ち上げてください。 

>車両が斜面（上り坂や下り坂など）や道路 
脇に駐車されている場合は絶対にジャッ 
キ-アップしないでください。 

>ジャッキは、タイヤ交換時にま体を持ち上 
げるためのみに使用してください。 

>やむを得ず車体の下に入って作業する場合 
は、必ず強固なサポート-スタンドで車体 
を支えてください。 

車載のジャッキで車両を支えるのは危険で 
すのでおやめください。 


Gl ] インフォメーション 
タイヤ交換に必要な工具（ジャッキ、ホイー 
ル•ボルト-レンチ、組み付け補助工具など) 
はま両に標準装備されていません。詳しくはポ 
ルシェ正規販売店にお問い合わせください。_ 

( jj インフォメーション 

前輪と後輪のタイヤ/ホイール-サイズは異な 

ります。 

>前輪/後輪を間違えて取り付けないようにを 
意してください。 

>認可されたサイズの前輪/後輪用ホイール/ 
タイヤを必ず使用してください。 
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取り付け補助具 1 本を挿入 （ PCCB 非装着ま） 

8. 取り外したホイール-ボルトの代わりに、 
ホイール取り付け補助工具をねじ込んで 
ください。 



ブレーキ•デイスクを損傷する恐れがあります。 
>タイヤを交換する場合は、必ず補助工具を 
挿入してください。 


9. 残りのホイール■ボルトを取り外してくだ 
さい。 

10. 交換するタイヤを外し、新品のタイヤを取 
り付けてください。 

> 「ホイール•ボルト」 （296 ぺージ）を参照 
してください。 

11. ホイール■ボルトを挿入し、手で仮締めし 
てください。 


取り付け補助具2本を使用 （ PCCB 装着ま） 

12. ホイール取り付け補助工具を外し、残りの 
ホイール-ボルトを仮締めしてください。 
すベてのホイール-ボルトを対角線方向の 
順に少しだけ締め付け、ホイールの中ん位 
置を合わせてください。 

13. 必要に応じてタイヤの空気圧を調整して 
ください。 

> 「冷間時のタイヤ空気圧にび0」 （327 ぺージ） 
を参照してください。 

14 . ま体を完全に下げた後、ジャッキを取り外 
してください。 

15. ホイール-ボルトを対角線方向の順に完全 
に締め付けてください。 

ホイール-ボルトを締め付けた後すぐに、 
ホイール-ボルトが 160 Nm の締め付けトル 
クで締め付けられているかトルク-レンチ 
を使用して確認してください。 


1. エレクトリック-パーキング-ブレーキを 
作動させ、 PDK / テイプトロニック S セレク 
夕—.レバーを P の位置にしてください。 
キーを抜き取るか、ポルシェ-エントリー 
&ドライブ装備まの場合はコントロール•ュ 
ニットを取り外してください。 

2. 必要に応じてハザード•ライトを点滅させ 
てください。 

3. 車両が動き出さないよう、反対側のタイヤ 
の下に輪止めをかけるなどして固定してく 
ださい。 

4. 取り外すホイールのボルトを少しだけゆる 
めてください。 

5. 車両のリフト-アップは必ず所定のジャッ 
キアップ-ポイントで行ってください。 

6. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から浮か 
せてください。 

>「リフテイング•プラットフォーム、トロ 
リー■ジャッキ、または標準ジャッキによ 
るリフト-アップ」に94ぺージ）を参照し 
てください。 

7. ホイール•ボルトを1本または2本取り外し 
てください（該当する図を参照)。 
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盜難防止ホイール•ボルト 

盗難防止ホイール•ボルトを脱着するためのア 

ダプター(ソケット-レンチ）は、 ラヴッジ • 

コンパートメント•フロア下の工具セットに収 

納されています。 

>車両を修理工場に預けるとき、ホイールを 
脱着する可能性があるときは、キーと一緒 
に盗難防止ホイール’ボルト用のアダプ 
ターも忘れずおミ度しください。 

>盗難防止ホイール•ボルトを脱着するとき 
は、このアダプターをホイール■ボルトと 
ホイール■ボルト-レンチの間に入れて使 
用してください。 

>アダプターを取り付けるときは、ホイール’ 
ボルトの歯が確実に喃み合っていることを 
確認してください。 


タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) システム装 
備まの操作に関する知識 

>タイヤ空気圧モニタリング•システム装備 
車では、ホイール交換の後、マルチファン 
クシヨン•ディスプレイで設定を更新しな 
ければなりません。 

>「タイヤ空気圧メニュー（タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM )」（114 ぺージ）を参照して 
ください。 

ホイール • ボルト 

>ホイール■ボルトを取り付ける前に、必ず 
清掃してください。 

>ホイール•ボルトには油脂類を塗布しない 
マ? /产;'さし、 

>損傷したホイール■ボルトは交換してくだ 
さい。 

この 車両専用のポルシェ純正ホイール-ボル 
卜、またはポルシ X 仕様と生産要件を満たす 
同等品質の部品を必ず使用してください。 

締め付けトルク 

ホイール-ボルトの締め付けトルク：160 Nm 


スぺーサー装着時のホイール • ポ J レト * 

>スペーサーを装着する場合は、ロング■ホ 
イール*ボルト (49 rnrn ) でホイールを取り付 
けてください。 

スペーサー装着時のホイール • ボルトに関する 
インフォ メーシヨン： 

>「スぺーサー*」 （299 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

不適切なホイール"ボ 


A 警告 


ルト 


スぺーサーを装着する場合は、ロング•ホイー 
ル- ボルト (49 mm ) を使用しなければホイール 
を確実に固定できません。短いホイール■ボル 
卜で取り付けると、運転中にホイールがゆるむ 
恐れがあります。 

>スぺーサーを装着した場合は、4輪とも必ず 
ロング.ホイール.ボルト (49 mm ) でホイー 
ルを取り付けてください。 

>タイヤ交換時に長さの異なるホイール■ボ 
ルトを誤って使用することのないよう、フ 
ロント■ホイールも必ずロング.ホイール • 
ボルトで取り付けてください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 





パンクしたとき 

1 . 走行車線からできるだけ離れた安全な場所 
に停車してください。 

ジャッキがセットできる固く平坦な滑りに 
くい場所に駐車してください。 

2. ハザード■ライトを点滅させてください。 

3. パーキング•ブレーキをかけてください。 

4. PDfV ティプトロニック S セレクター•レバーを 
P の位置にしてください。 

5. フロント•ホイールを直進位置にしてくだ 
さい。 

6. 誤ってエンジンが始動しないように、また 
ステアリングをロックするため、イグニッ 
シヨン■ロックからキーまたはコントロー 
ル-ユニット（ポルシェ■エントリ ー &ド 
ライブ装備ま）を抜き取ってください。 

7. すべての乗員を安全な場所に避難させてく 
ださい。 

8. 停止表示板を適切な場所に設置してください。 

タイヤ. シーラントの充填 

タイヤ.シーラントおよび圧力計付きコンプ 
レッサーが、ラゲッジ■コンパートメント•フ 
ロア下の工具トレイに収納されています。 

工具 セッ トに関するインフ オメー シ ヨン： 

>「工具セット （Panamera S E-Hybrid を除く）」 
(287 ぺージ）を参照してください。 

このパンク修理剤は、タイヤ-トレッドに小さ 
な傷が付いて空気が漏れているときに使用で 
きます。 

パンク修理剤を使用したタイヤのシーリング 
は、緊急の場合に1回のみ、最寄りの修理工場 
までの短距離移動を可能にします。パンク修理 
剤を使用するとタイヤの気密性が一時的に保 
持されますが、緊急の場合の応急処置であり、 
短距離移動のみに使用してください。 


タイヤ.シ— ラント. セット の 構成： 
-充填ボトル 
-充填ホース 
-バルブ回し 

-スペア.バルブ.インサート 
-許容最高速度表示用ステッカー 
-コンプレッサー 
- 操作説明書 


A 壁化 損傷したタイヤおよび 


タイヤ.シーラントはタイヤの小さな傷にのみ 
使用できます。リムが損傷している場合は、夕 
イヤ.シーラントを使用しないでください。 

>タイヤ■シーラントは 4 mm な下の切傷や刺 
傷のみに使用してください。 

>リムが損傷している場合は、タイヤ■シー 
ラン ト を使用しないでください。 


ム警告 


人体に有害な可燃性 
シー ラント 


シーラントは可燃性が高く、人体に有害です。 
>タイヤ•シーラントを取り扱うときは、乂 
気や裸火を近づけたり、喫煙をしないでく 
ださい。 

|>目、皮膚、衣類にシーラントが付着しない 
ようにを意してください。 

>お子様の手の届かない場所に保管してくだ 
さい。 

>シーラントの蒸発ガスを吸い込まないよう 
にしてください。 


シーラントが’付着したとき： 

>皮膚に付着したり目に入ったときは、直ち 
に多量の水で洗い流してください。 

>衣服に付着したときは、すぐに着替えてく 
ださい。 

>パンク修理剤でアレルギー反応を起こしたと 
きは、直ちに医師の診察を受けてください。 

>誤って飲み込んだときは、□の中を多量の 
水でゆすぎ、更に多量の水を飲んでくださ 
い。無理に口區吐しないでください。 

至急医師の診察を受けてください。 
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A - 充填ボトル 
B -充填ホース 
C - 充填ホース-プラグ 
D - バルブ回し 
E ■バルブ-インサート 
F - タイヤ. バルブ 

シーラントの充填 

1. タイヤの空気が抜けた原因の異物は取り除か 
ず、そのままタイヤに残しておいてください。 
ラゲ ッジ. コンパ-トメントからパンク修理剤 
と同封のステッカーを取り出してください。 

3. 最高速度を示すステッカーを、ドライバー 
の目に付く場所に貼り付けてください。 

4. 充填ボトル A をよく振ってください。 

5. 充填ホース B を充填ボトルに取り付けてくだ 
さい。 

ここで充填ボトルを開封してください。 

6. タイヤ-バルブ F からバルブ-キャップを外 
してください。 

7. バルブ回し D を使用して、バルブ•インサート 
E をタイヤ.バルブから取り外してください。 
バルブ•インサートは、乾いた巧れのない 
場所に置いてください。 


2 . 
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8. 充填ホース B のプラグ C を取り外してくだ 
さい。 

9. 充填ホースをタイヤ•バルブに押し付けて 
ください。 

10. 充填ボトルをタイヤ-バルブより上方に持 
ち上げ、ボトルを強く握って中身をすべて 
タイヤに充填してください。 

11. ホースをタイヤ•バルブから引き抜いてく 
ださい。 

12. バルブ回し D を使用して、バルブ•インサー 
卜 E をタイヤ- バルブにしっかりねじ込ん 
でください。 

13. コンプレッサーを車両のソケットに接続 
し、圧力が 2.5bar な上になるまでタイヤに 
空気を入れてください。 

タイヤ空気圧がこの規定値に達しない場 
合は、タイヤが激しく損傷しています。 
このようなタイヤで運転を続けないでく 
ださい。 

14. バルブ-キャップをタイヤ-バルブ F に取り 
付けてください。 

15 . 約10分間走行した後、タイヤ空気圧を点検 
してください。 

タイヤ空気圧が l.Sbar 未満の場合は、運転 
を中止してください。 

タイヤ空気圧が l.Sbar な上の場合は、指定 
のタイヤ空気圧に調整してください。 

> 「冷間時のタイヤ空気圧にび0」 （327 ぺージ） 
を参照してください。 

16 . ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 

> タイヤ-シーラントに添付されている取り 
扱い上のを意事項を遵守してください。 


I A がと タイヤ空気圧が検出さ 

—— - れない 

シーラントが付着したタイヤ空気圧センサー 
は、タイヤ空気圧を正しく検出できません。 

>損傷したタイヤを交換する際に、タイヤ空 
気圧センサーも交換してください。 


ム警告 タイヤの損傷 


タイヤ.シーラントを使用したタイヤの修理 
は、緊急の場合に限ります。 

>速やかにポルシ X 正規販売店でタイヤを交 
換してください。 

ポルシェ正規販売店にタイヤ-シーラント 
を使用したことを伝えてください。 

>急加速や高速でのコーナリングは避けてく 

ドと、\ 

> 80km/h の最高速度を遵守してください。 

>パンク修理剤およびコンプレッサーに添付 
している安全および取り扱い上のミ主意事項 
を遵守してください。 














黒い球面キャップ•リング付きロング-ホイール-ボ 
ルト 

スぺーサー装着時のホイール • ボルト* 

>スぺーサーを装着する場合は、ロング■ホ 
イール*ボルト (49 mrn ) でホイールを取り付 
けてください。 

識別のため、ロング•ホイール•ボルトの球面 
キャップ.リングは黒色にメッキされています 
(矢印)。 

ホイール • ボルトの締め付けトルク：160 Nm 


スぺーサ ー* 


A 警告 


スぺーサーの不適切な 
使用 

5 mm スぺーサーはリヤ•アクスルにのみ装着が 
認められています。フロント•アクスルに装着 
すると、安全な走行が保証できません。 

スぺーサーは、必ずポルシェ認定のホイールと 
の組み合わせでのみ使用してください。 

>スペーサーは、必ずリヤ■アクスルに、か 
つポルシ： L 認定のホイールとの組み合わせ 
でのみ使用してください。 

スペーサーを取り付ける前に、最新の認証 
状況についてポルシェ正規販売店にお問い 
合わせください。 


スノー ■チェーンを取り付ける前にスぺーサー 
を取り外さなかった場合、リヤ•ホイール•ハ 
ウジングを損傷する恐れがあります。 

>リヤ■アクスルにスノー■チェーンを取り 
付ける前にスペーサーを必ず取リ外してく 
ださい。 

>スぺーサーの 脱着： 

ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 



スぺーサーの取り外し 

1 . 皿ねじタイプのスクリュ ー 2本 ( M 6 xl 6) を、 
ホイール-ハブから取り外してください。 

2 . スペーサーを取り外してください。 

3 . ねじ部の長さが短い皿ねじタイプのスク 
リュ ー( M 6 xl 2) を使用して、ブレーキ•ディ 
スクを固定してください。 

締め付けトルク ： lONm 

4 . ホイールを取り付け、ホイール■ボルトを 
締め付けてください。 

締め付けトルク：160 Nm 
タイヤ取り付けに関するインフオメーシヨン： 
>「ホイールの交換」 （291 ぺージ）を参照して 
ください。 



* 日本仕様に設定はありません。 
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A 警告 


不適切なホイール • 
ボルト 


スぺーサーを装着する場合は、ロング•ホイー 
ル- ボルト (49 mm ) を使用しなければホイール 
を確実に固定できません。短いホイール■ボル 
卜で取り付けると、運転中にホイールがゆるむ 
恐れがあります。 

>スぺーサーを装着した場合は、4輪とも必ず 
ロング.ホイール.ボルト (49 rnrn ) でホイー 
ルを取り付けてください。 

>タイヤ交換時に長さの異なるホイール•ボ 
ルトを誤って使用することのないよう、フ 
ロント.ホイールも必ずロング.ホイール ■ 
ボルトで取り付けてください。 



歩巧者保護/アクティブ•ボン 
ネット-システム 

歩行者と衝突した場合、エンジン•コンパートメ 
ント•リッドの後部が約 80 mm 持ち上がります。 
これにより、エンジンなどの硬い車両部品へぶ 
つかる衝撃力が緩和されます。 


作動原理 

歩行者保護は、車両が歩く速度よりも速い速度 
で走行しているときに機能します。 

フロント-バンパーのセンサーが歩行者または 
物体との衝突を検ミ日すると、エンジン■コン 
パートメント-リッドが起爆装置により開き、 
インストルメント•パネルのマルチファンクシヨ 
ン■ディスプレイに「ホコウシャホゴソウチサ 
ドウ」というメッセージが表示されます。 

マルチファンクシヨン■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するインフ ォメー 
シヨン： 

>「警告と情報メッセージの概要」 （136 ぺージ） 
を参照してください。 


A 警告 


作動済み歩行者保護シ 
ステムの非作動 


1回作動したシステムは、歩行者との衝突時に 
必要な保護機能を発揮できません。 

>最寄りのポルシ X 正規販売店に車両を持ち 
込んでください。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 
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持ち上がったエンジン•コンパートゾ 
ント. リツドを閉じる 

エンジン-コンパートメント•リツドは元の位 
置に押し戻すことができます。これにはかなり 
大きな力が必要です。 

1 . エンジン-コンパートメント•リツドのリヤ 
部分を、片側ずつ強く押し込んでください。 
システムによって異なりますが、引っかく 
ような音やギシギシ音が聞こえます。これ 
によってエンジン•コンパートメント•リツ 
ド、ヒンジ、またはボディが損傷すること 
はありません。 

2 . ツメがヒンジに確実に締結したか確認して 
ください（図を参照)。 

ツメが外れていてはなりません。 

ヒンジ-パネルに確実に喃み合わせてくだ 
さし、。 


A 警告 


エンジン.コンパート 
メント•リッドが持ち 
上がることによる、視 
界のがげ 

エンジン-コンパートメント■リッドを押し込 
んだときに確実に締結していない場合、エンジ 
ン-コンパートメント•リッドが不意に持ち上 
がってドライバーの視界が著しくがげられる 
ことがあります。 

>エンジン-コンパートメント-リッドを押 
し込んだ後は、 120 km / h を超える速度では 
走行しないでください。 

>ポルシ X 正規販売店で起爆装置を交換し、 
エンジン■コンパートメント-リッドとヒ 
ンジに損傷がないか点検してください。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約まします。 

歩巧者保護システムのが障 

歩行者保護システムに故障が生じると、インス 
トルメント■パネルのマルチファンクション- 
ディスプレイに「コショウホコウシャホゴ」と 
いうメッセージが表示されます。 

マルチファンクション■ディスプレイに表示さ 
れる警告 メッセー ジに関するイン フォメー 
ション： 

>「警告と情報メッセージの概到 （136 ページ) 
を参照してください。 


他の障害物との接触による保護機能の作動 
まれに歩行者保護装置は歩行者との衝突な外に 
も、次のような場合に作動することがあります： 
-縁石などの突起物に乗り上げたときの強い 
衝撃 

-速度を和らげるための凹凸を設けた路面を 
高速で走行したときや、くぼみを踏んだと 
きの衝撃 

-高速での走行中に動物、交通整理用のポス 
卜など、歩行者に類似した物体がフロント • 
バンパーに衝突した場合 


A 警告 


歩行者保護システムの 
非作動 

衝突時に歩行者保護システムが作動しなかった 
場合、歩行者保護システムの各構成部品が損傷 
し、システムの誤作動を起こすことがあります。 
>衝突や事故の後には、歩行者保護システム 
の点検を依頼してください。 

>ポルシ： L 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

この作業はポルシェ正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 
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アクティブ-ボンネッ 
卜-システムの故障 
不具合のあるアクティブ•ボンネット-システ 
ムは、歩行者との衝突時に必要な保護機能を発 
揮できません。 

>フロント■バンパーが損傷した場合は、ア 
クティブ•ボンネット•システムのトリ 
ガ ー■ センサーを点検してください。 

>エンジン■コンパートメント■リッドまた 
はエンジン•コンパートメント-リッド- 
ヒンジを改造したり、アクセサリーを取り 
付けたりしないでください。 

>専門家の手助けを受けずに起爆装置の取り 
外しや交換は行わないでください。 


電気系統 

車両の電気/電子回路の損傷を回避するため、 
電装品（アクセサリー）などの取り付け作業は 
ポルシェ正規販売店にお任せください。この作 
業はポルシ： L 正規販売店での実施を推奨しま 
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス 
タツフが、最新の技術情報と専用工具や専用装 
置を駆使し、確かな整備をお約束します。 

>ポルシェ社が承認した電装品（アクセサ 
リー）のみを使用してください。 

作業中の電気系統の 

ショー ト 

車両電気系統に対する作業が原因で、ショート 
が生じることがあります。回路のショートが原 
因で火災が発生する恐れがあります。 

>電気系統の作業を行うときは、必ずバツテ 
リー•マイナス (一) ケーブルの端子を外して 
ください。 


U レー 

リレーの点検および交換は、必ずポルシ ： L 正規 
販売店で実施してください。 

ヒューズの交換 

ショートや過負荷による電気系統の損傷を防 
ぐために、各々の回路がヒューズで保護されて 
います。 

ラゲ ッジ. コンパ-トメント内に ヒュー ズ- 
ボックスが1個設置されています。ダッシュ 
ボードの両端に更に2個のヒューズ-ボックス 
が設置されています。 

1 . 交換するヒューズと関係のある電装品を 
OFF にしてください。 

2 . ヒューズ.ボックス.カバーを開いてくだ 
さい。 

3 . ヒューズを点検するため、プラスチック製 
のヒューズ-リムーバーを使用して、 スロッ 
卜から対応するヒューズを引き抜いてくだ 
さい。 

切れたヒューズは、内部の金属線が溶けて 
いることで判別できます。 

4 . 同じ容量のヒューズと交換してください。 
交換する際は、ポルシ: L 純正ヒューズの使 
用を推奨します。 
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の イン フオメーシヨ ン 

ヒューズが何度も切れる場合は、直ちに原因を 

解消する必要があります。 

>ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
契します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>ヒューズを交換する際は、プラスチック製 
のヒューズ-リムーバーを使用してくださ 
い。リムーバーは、ダッシュボードのヒュー 
ズ•ボックス-カバーに収納されています。 
>交換用ヒューズはダッシュボード左右の 
ヒューズ-ボックス-カバーに収納されて 
います（左側： 7.5 A と1〇ん右側： 20 A と 25 A ) 。 










ラゲ ッジ.コ ンパ—トメントのヒュ ース '/ リ レー •ボッ 
クス （Panamera S E - Hybrid を除く）： 

A ヒューズ■キャリア 
B - ヒューズ•キャリア 
C - ヒューズ•キャリア、マキシ•ヒューズ 
D - リレー.キャリア 
E - ヒューズ-アンプ 

ラゲッジ•コンパートメントのヒューズ•ボッ 
クスとリレー■ボックス•カバーの開き方 
(Panamera S E - Hybrid を除く） 

>ラゲッジ•コンパートメントを開き、工具 
収納ボックスを取り出してください。 



ラゲ ッジ.コンパ— トメントの ヒュー スンリ レー •ボッ 
クス (Panamera S E - Hybrid ) : 

A - ヒューズ•キャリア 
B - ヒューズ•キャリア 
C - ヒューズ•キャリア、マキシ•ヒューズ 
D - リレー.キャリア 

ラゲッジ-コンパート;ントのヒューズ•ボッ 
クスとリレー-ボックス■カバーの開き方 
(Panamera S E - Hybrid ) 


>アクセス•カバーのハンドル（矢印）を引 
いてください。 

>開いたアクセス.カバーをラゲツジ■コン 
パートメント-フロアに置いてください。 



プラスチック製ヒューズ-リムーバー 
ダッシュボード左右のヒューズ•ボックス•力 
バーの 開き方 

1. スクリュー-ドライバーでプラスチック- 
カバーを慎重にこじって取り外してくださ 
い（矢印)。 

ヒューズの位置はカバーの内側に表示され 
ています。 

2. プラスチック製のヒューズ-リムーバーを 
使用して、慎重にヒューズを抜き取ってく 
ださい。 

>交換用ヒューズはダッシュボード左右の 
ヒューズ-ボックス-カバーに収納されて 
います（左側： 7.5 A と1〇ん右側： 20 A と 25 A ) 。 
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がュボ-ドを側のヒバ.ボッ 


No . 用途 

ヴンペア） 

1 

ステアリング■コラム-スイッチ 

7,5 

2 

インストルメント-クラスター 

7,5 

3 

PCM 3.1/ CDR *、 ナビゲーシヨン•シ 
ステム（日本仕様） 

10 

4 

スポーツ-クロノ用追加装置 

5 

5 

エアコン•システム（フロント+リヤ） 

10 

b リバース-カメラ、サラウンド-ビユ ー 5 

7 

LHD : エレクトリック.パーキング.ブ 
レーキ ■ ボタン 

5 

9 

LHD :ステアリング.コラム調整 

15 

10 

LHD ( Hvbrid エンジンを除く）： PDK コ 

ントロール.ユニット 

Hybrid エンジン：ティプトロニック S コ 
ントロール-ユニット 

25 

15 

11 

リヤ.パワー.ウィンドウ、左リヤ 

25 

12 

RHD : パワー■ウィンドウ、左フロント25 

13 

Hybrid エンジン：ペダル.センサー 

5 

14 

キセノン/バイキセノン / LED ヘッドラ/，5 

15 

ノレーム •三フー 

故障診断用ソケット 
パーキング-アシスタント 
フロント•カメラ 

5 

16 

LHD ( Hybrid エンジンを除く、ディーゼル • 
エンジン*を除く）： PDK コントロール- 
ユニット、クラッチ■センサー 

RHD ( Hybrid エンジンを除く、ディーゼ 
ル•エンジン*を除く）：エアコン、日 
射センサー 

Hybrid エンジン、ディーゼル.エンジン求： 
トランスミッション-コントロール- 
ユニット、トランスミッション•セレ 
クター.レバー 

5 

10 

17 

Hybrid エンジン：パワ ー. エレクトロニク 
ス、スピンドル•アクチユエーター 
ディー ゼル.エンジン*: スターター. 
リレー 

5 

18 

Hybrid エンジン：パワ ー• ステアリング 

5 

19 

PDLS / PDLSy ラス•コントロール•ユニット 

5 

20 

山 D :イグニッション■ロック■コントロー 
ノレ- ユニット、ライト•スイッチ 
[^:鮮ユーナー* 

5 

21 

賊: トラル. □ック f 

22 

LHD ： ステアリング.コラム-ロック 

5 


N 0.用途 ヴクぺァ) 

23左ハンドルまのみ： 30 

方向指示灯、右リがちフロント 
マーカー ■ ライト、左フロント 
口一.ビーム•ヘッドライト、右 
ハイ-ビーム-へッドライト、右 
側面方向指示灯、フロント 
コーナリング•ライト、左フロント 
ツ ー I ン.ホーン 
スターター.リレー 
ハザ—ド警告灯スイッチ LED 
イグニッシヨン■ロック照明 
フットウエノレ-ライト 
イク''ニッシヨン•ロック、取り外し防止ロック 
ヒーター付 さウオッ ンヤー • ン エッ ト 

24左ハンドルまのみ： 30 

方向指示灯、左リが左フロント 
マーカー•ライト、右フロント 
口一 • ビーム • へッ ドライト、左 
ハイ-ビーム- へッ ドライト、左 
コーナリング'•ライト、右フロント 
シャッ ター•エレメント、左右 
へッ ドライト-ビーム調整 

25左ハンドルきのみ： 丄 5 

ステアリング.ロック 
フィラー-フラッフ°開閉 
ウィンドウ-ウォッシャー•ポンプ、 
フロント/リヤ 
サーボトロニック 

と 6 1K ) :ヘッドライト.ウオッシャ ー. システム'5〇 

27 ディーゼル•エンジン*を除く ：イク''ニッ 15 

シヨン*コイノレ 

Hybrid エンジン：イク''ニッシヨン*コイル1日 
ディーゼル•エンジン* :高圧コントロー 
ノレ • バルブ、グロー.プラグ.コントロー 
ル•ユニット、高圧ポンプ 

28 Hybrid エンジン：カムシャフト■コントロー lb 
ラーノくンク1、カムシャフト•コントローラ ー■ 

バンク Z チユーニンク'' -フラップ.ノタレブ 
ディーゼル■エンジン* :エキン'—スト ■ 75 
リサキユレーシヨン-クーラー■バルブ、’ 

ク—ラント.シャットオフ•バルブ4、才 
イノレ■プレッシャ ー■ コントロール•バル 
ブ、ユニット■マウントしマップ-サー 
モスタット■ヒーター■エレメント 
Panamera GTS :バルブ、エア■クリーナー . 5 
フラップ 

29 ディーゼル•エンジン* を除く： オイル. 7,5 
レベル•センサー、カムシャフト•センサー 
ディー ゼル ■エンジン* :オイル-レべ5 
ル•センサー•パルス 


■ 用迎_ヴンぺア) 

jO 巧を^®]ン/、——夕——了ミ;^1〇2七ン1^—— 7 ,j 

31 Hybrid エンジンを除く ：エンジン用エレク lb 
トリック.コントロ ー ノレ.ノくノレブ 
Hybrid エンジン：セカンダリ ー. エア.ポン5 
プ.リレー1、バキユーム.ポンプ.リレー. 

アクティべ一夕、タンク漏れ診断ポンプ _ 

32エンジン.コントロール. ユニット zO 

33 フアン. アクチ ユエーター 5 

34 Hybrid エンジンを除く、ディーゼル■エ10 
ンジン*を除く：エンジン用バルブ 
Hybrid エンジン：送風量バルブ、タンク • 9日 
ベント、クーラント■シャットオフ■バ 
ルブ、オイル•プレッシャー ■ コントロー 
ル■バルブ、セカンダリー■エア•バル 
ブ1、セカンダリー•エア-バルブ2、メ 
イン’ウォーター•ポンプ•バルブ、ウォー 
夕一. バルブ3モーター.ジェネレーター 
ディー ゼル •エンジン* : MAF センサー 5 

35触媒コンバ—夕-上流02センサー 10 

36 Hybrid エンジンを除く：タンク漏れ検出5 
/クーラント-シャットオフ-バルブ 
Hybrid エンジン：トランスミッション- 
オイル*ポンプ ■ リレー 


で 


38 

39 
'W 

4 T 

巧 

44 


雨 


Hybrid エンジン：クーラント•ランオ15 
ン■ポンプ、オイル-レベル•センサー、 

高温回路用ウォーター-ポンプ 

フロント•シガー•ライター、ラゲッジ • 20 
コノノくートメ ノト.ソアット 

メモリーなしシート調整、左フロント 30 
RHD :センター.コンソール内ソケット、20 
グロー ブ-ボックス 

PSM コントロール.ユニット 10 

才 ーバー ヘッド • コン ソー ルのインテ7,5 
リア•ライト _ 

アタ''プティブ ■ クルーズ ■ コントロール5 


Hybrid エンジン：スピンドル•アクチユ 30— 

-L —夕一 

デイーゼル•エンジン*:トランスミツ 
シヨン*オイル*ポンプ 

Hybrid エンジン：パワー.エレクトロニ5 
クス 

デイーゼル•エンジン*:トランスミツ 
シヨン-オイル*ポンプ用リレー•ソ 
レノイド 
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* 日本仕様に設定はありません。 


















































No . 用途 

(7 ンペア） 

No . 用途 

(アンペア） 

No . 用途 

(アンペア） 

46 

Hybrid エンジン：高電圧バッテリー.シ 
ステム 

ディーゼル•エンジン*:トランスミッ 
シヨン-コントロール.ユニット 

15 

18 

LHD : エアコン、冷媒圧カセンサー、エ 
ア•クオリティ■センサー、日射センサー 
RHD ( Hybrid エンジンを除く、ディーゼ 
ル•エンジン*を除く）： PDK コントロー 

5 

10 

34 

右ハンドルまのみ： 

方向指示灯、左リヤ/左フロント 
マーカー.ライト、右フロント 
ロー -ビーム-へッドライト、左 

—30 

47 

スライディンダ/チルティング.ルー 
フ-ドライブ 

30 


ル.ユニット 

RHD ( Hybrid エンジン、ディーゼル.エ 


ハイ-ビーム*へッドライト、左 
コーナリング•ライト、右フロント 
シャッタ—.エレメント、左右 
へッドライト*ビーム調整 


48 

フロント.ワイ パー 

30 


ンジン*):トフンスミッション■コン 
トロール•ユニット、トランスミッショ 




49 

エンジン.コントロール.ユニット 

5 







ン.セレクター • レバー 


3 b 

右ハンドル車のみ： 

15 

50 

Hybrid エンジン： 2/3ウェイ.バルブ 
ウォーター-ポンプ•リレー 
エアコン. リレー 

7,5 



19 

ガレ—ジ.ドア.才—プナ * 

b 


ステアリング.ロック 




20 

エアバッグ.コントロール.ユニット 

1台 


フイラー-フラップ開閉 




重量検出コントロール■ユニット 

b 


ウインドウ-ウォッシャー•ポンプ、 


51 

メモリー*シート調整、左フロント 

30 



22 

ステアリング.コラム.スイッチ 

b 


フロント/リヤ 


52 

シート調整、左リヤ 

20 



2：：^ 

ACC リレー 

b 


サーボトロニック 


53 

サーキュレーティング*ポンプ 

10 



24 

シート•ベンチレーシヨ ン、 フロント- 
シー ト 

/，b 

36 

RHD : へ、ソ ドライト • ウォ、ソシ ホー •シ 30 

54 

レイン-センサー 

5 


ステム 


bb 

補助ヒーター* 

30 

2 b 

シート•ベンチレーシヨン、リヤ•シート/,!3 

38 

補助ヒーター*、ラジオ.レシーバー 

b 

b ノ 

エアコン-システム•フアン 

40 

26 

レーン-チェンジ-アシスト 

b 

39 

PSM コントロール.ユニット 

Zb 

LHD = 左ハンドル車のみ 


2/ 

フロント•センター-コンソール.ソ 

41 

LHD : パワ ー. ウインドウ、右フロント之 b 

RHD 

と右ハンドルまのみ 



ケット、リヤ • シガー•ライター 


42 

パワ ー• ウィンドウ、右リヤ 

Zb 

ダッシユボード右側ヒユーズ • ボックス 

2 S 

メモリーなしシート調整、右フロント 

3 U 

43 

アラーム-ホーン 

b 

29 

LHD :リヤ-センター.コンソール内ソ ^ U 

44 

ポルシェ車両追跡システム ( PVTS )* 

b 

No . 用途 

(アンペア） 


ケット、グローブ•ボックス内ソケッ 


4 b 

Hybrid エンジン：高電圧充電器 

b 




卜、リヤ■ラージ■センター■コンソー 


4 b 

RHD : パワ ー• ウインドウ、右フロント之 b 

1 

タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) コントり 


ル内ソケット 


4/ 

フユーエル.ポンプ.コントロール. 

Zb 


口ール. ュ—ッ ト 


30 

リヤ.ラージ.センター-コンソール内 3 U 


ユニット 


3 

シート■ヒーター、フロント 

30 


230 V ソケット 


48 

ホーン（ツートーン■ホーン） 

lb 

4 

シート*ヒーター、リヤ 

30 

31 

クーラー.ボックス 

lb 

49 

故障診断用ソケット 

b 

b 

シート調整、右リャ 

2 U 

32 

リヤ.シート.エンターテインメント 

/，b 

bO 

RHD :イグニッシヨン■ロック.コント b 

8 

メモリー*シート調整、右フロント 

3 U 

33 

右ハンドルまのみ： 



口ール•ユニット、ライト■スイッチ 


y RHD :エレクトリック-パーキング•ブり 


方向指示灯、右リヤ/右フロント 


b 2 

RHD :ステアリング.ロック 

b 


レー辛-市タン 



マーカー*ライト、左フロント 


b 3 

トレーラー•ヒッチ■ソケット 

lb 

10 

LHD :携帯電話充電器* 

RHD :ステアリング-コラム調整 

b 

15 


口一 • ビーム•ヘッドライト、右 
ハイ-ビーム-へッドライト、右 


b 4 

Hybrid エンジンを除く：トレーラー. 
ヒッチ.コントロール.ユニット、左 

lb 

11 

LHD : TV チューナ ー* 

b 

2已 


側面方向指示灯、フロント 



Hybrid エンジン：バキューム-ポンプ 

30 


RHD : PDK コントロール-ユニット 


コーナリング•ライト、左フロント 


bb 

トレーラー • ヒッチ.コントロール.ユ 

lb 

12 

LHD :電話 

b 


ツー1ン.ホーン 



ニット、右 


14 

キセノン/バイキセノン/ LED ヘッドラ/，り 
イト右 


スタ—夕—.リレ_ 

ハザード警告灯スイッチ LED 


bb 

Hybrid エンジン：トランスミッション- 
オイル*ポンプ 

bU 

lb 

トレーラー • ヒッチ.コントロール•ユ10 


イグニッシヨン•ロック照明 


b / 

PSM ポンプ.コントロール.ユニット 

4 U 


ニット 



フットウエノレ-ライト 


LHD = 左ハンドルまのみ 

RHD = 右ハンドルまのみ 


16 

フロント■カメラ 

b 


イグニッシヨン-ロック、取り外し防 



1/ 

PSM コントロ ール.ユニット 

b 


止ロック 




ヒーター付きウオッシャ ー. ジェット 


* 日本仕様に設定はありません。 
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諸谢]レン-パ-キトぶ/のヒュ- 


No. 

ヒューズ-キャリア A 

A 

ヴンペア） 

1 トレ-ラ-.ヒッチ.ピボット.モーター 30 

Hybrid エンジン：高電圧バッテリー.1日 
システム 

2 

スポイラー-フラップ ( Turbo ) 

10 

4 

才ート-スタート/ストップ-コント 
口ール.ユニット 

30 

5 

才ート.スタート/ストップ.コント 
口ール.ユニット 

30 

6 

デイファレンシャル* ロック 

10 

7 

Hybrid エンジンを除く ：デイファレン 
シャル-ロック 

Hybrid エンジン：才ーデイオ.アンプ 
(ASK Sound 、 Bose ®) 

30 

25 

8 

サブ.ウーファ -( Bose ®. Burmester 吸*) 30 

9 

才—トマチック.リヤ • リッド 

25 

10 

PASM コントロ ール.ユニット 

25 

11 

ラゲ ツジ . コンパートメント.ライト5 

12 

PDCC コントロール.ユニット 

10 



No. ヒユーズ-キャリア B A 

ヴンペァ) 

1 デイタイム•ドライビング•ライト、右*15 ^ 


テール-ライト、右 
右リバース•ライト、右 
リヤ-フォグ-ライト、左 
ブレーキ•ライト、右 
ハイマウント-ブレーキ-ライト 
サン■ブラインド 
電子ステアリング-ロック 
リヤ-ワイ パー 
リヤ •ウィンドウ* ヒーター 
室内モニタリング '/ ホ頁斜センサー* 
PASM 

エンジン.コントロール. ユニット 
セーフティー/足元ライト、フロント • 
ドア 

インテリア■ライト/読書灯、フロント 

インテリア•ライト、リヤ 

オリエンテーション-ライト 

ライセンス*ライト 

エンジン回転数ホール-センダー1+3 

インテリア-ライト 


No. ヒューズ-キャリア B A 

ヴンペァ) 

2 ■デイタイム■ドライビング•ライト、左*15 ^ 
テール•ライト、左 

リバース■ライト、左 

リヤ-フォグ-ライト、右 

ブレーキ•ライト、左 

セーフテイー/足元ライト、リヤ•ドア 

エキン’ースト.フラップ.コントロール 

フイラー-フラップ閉 

スポイラー拡張/格納 

3 リャ.リッド.クロージング機構 3日 

フイラー-フラップ開 
リヤ*スポイラー拡張/格納 
サン•ブラインド 


4 

アラーム.ホーン 

lb 

b 

ゲートウエイ ■ コントロ ール.ユニ 

1ット!3 

6 

リヤ•ウィンドウ* ヒーター 

Zb 

ノ 

PASM コントロ ール-ユニット 

b 

8 

ゲートウエイ • コントロール.ユニ 

1ット 

9 

エレクトリック-パーキング-ブレーキり 

10 

ディファレンシャル■ロック 

lU 

11 

PDCC コントロ ール-ユニット 
Hybrid エンジン：高電圧バッテリ 
ンステム 

lU 

-. 5 

12 

リヤ.ワイパー 

lb 


No. ヒューズ.キャリア C 

A 

ヴンペア） 

1 PASM コンプレッサー 

40 

^ エレクトリック.パーキング.ブレーキ 4 U 

ゴ デイーゼル■エンジン求：才ート. 
スタート/ストップ-コントロール. 

ユニット 

40 


No. リレー.キヤリア D 
1 リヤ■ウィンドウ- ヒーター 

3 Hybrid エンジンを除く ：スポイラー•フラップ 
( Turbo ) 

Hybrid エンジン：チラー■リレー用シャットオ 
フ*バルブ 

(ヒート.エクスチェンジャ ー) 

4 Hybrid エンジンを除く：スポイラー.フラップ 

_ ( Turbo ) _ 

5 PASM コンプレッサー 


ヒューズ-キャリア E (Hybrid エンジン A 

を除く） （アンペア) 


標準オーディオ.アンプ 5 

ASK Sound 、 Bose ® 才ーディオ.アンプ 25 
Burmester ®* 才ーデイオ.アンプ 30 


LHD = 左ハンドルまのみ 
RHD = 右ハンドルまのみ 
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バッテリー （12 V ) 

12 V バッテリーは、ラゲッジ•コンパートメン 
卜•フロア下の工具収納ボックスの下にありま 
す 。 Panamera S E - Hybrid では、ラゲッジ.コン 
パートメント左側のアクセス*カバーの下にあ 
ります。 

>バッテリーの脱着は、ポルシェ正規販売店 


>バッテリーの近くで喫煙したり、裸火を近 
づけないでください。ケーブル接触等によ 
る火花にもを意してください。 

> メンテナンス作業は屋外か、または屋内の 
換気が良い場所のみで実施してください。 



など専門知識があるワークショップのみで 
実施してください。 


A がか 1 感電、ンヨ—卜まには 

—— -1 火災 

車両の通電部品に触れると、感電する恐れがあ 
ります。 

車両電気系統への作業が原因で、ショートが発 
生する恐れがあります。ショートが原因で火災 
が発生する恐れがあります。 

>電気系統の作業を行うときは、必ずバッテ 
リー■マイナス (一) ケーブルの端子を外して 
ください。 

>工具、指輪、ブレスレット、時計バンドな 
ど電気を通す装飾品が車両の電機部品と接 
触しないようにミ主意してください。 


ム害告 


爆発性ガスへの引火ま 
たは爆発 


鉛バッテリー充電時には爆発性の高い混合ガ 
スが発生することがあります。 

>電気系統の作業を行うときは、必ずバッテ 
リー■マイナス (一) ケーブルの端子を外して 
ください。 

>静電気の発生を避けるため、乾いた布で 
バッテリーをがかないでください。 

>バッテリーを取り扱う前に、車体などに触 
れて静電気を逃がしてください。 


回路の ショー ト、火災またはオル タネーター お 

よび電気系統を損傷する恐れがあります。 

>バッテリーの脱着は、ポルシて正規販売店 
など専門知識があるワークショップのみで 
実施してください。 

>電気系統の作業を行うときは、必ずバッテ 
リ ー ■マイナス (一) ケーブルの端子を外して 
ください。 

>工具、指輪、ブレスレット、時計バンドな 
ど電気を通す装飾品が車両の電機部品と接 
触しないようにミ主意してください。 

>充電用ケーブル/ジャンパー-ケーブルは絶 
対にバッテリーへ直接接続しないでくださ 
い。バッテリー-センサーが損傷する恐れ 
があります。 

充電用ケーブル/ジャンパー-ケーブルは、 
必ずエンジン-コンパートメント内のジャ 
ンパー-ケーブル接続用端子に接続してく 
ださい。 

外部電源/ジャンパー-ケーブルによる始動に 

関するインフ オメーシヨン： 

>「外部電源、ジャンパー■ケーブルによる始 
動」 （310 ぺージ）を参照してください。 


バッテリー巧り巧い上の注意 

@作業の前に取扱説明書をお読みください。 

@ 保護眼鏡を必ず着用してください。 

0 お子様を絶巧に近づけないでください。 

A 爆発の危険があります。 

バッテリー充電中は爆発性の高い電解質 
のガスが発生します： 

皮）火気、火花、裸火を近づけたり、そばで 
喫煙することは絶巧に避けてください。 
電気配線や電装品を取り扱うときは、火 
花を発生させたり、ショートさせたりし 

ガス抜きホースが付いたバッテリーは、 
ホース出口から高濃度の電解質ガスがが 
出されます。ガス抜きホースによじれや 
詰まりがないようにしてください。 

A 酸による火傷の危険があります。 

バッテリー液には極めて強い腐食性があ 
ります： 

保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してくだ 
さい。 

ガス抜き穴からバッテリー液が漏れる恐 
れがあるため、バッテリーを傾けないで 
ください。 

応急処置 

バッテリー液が目に入った場合、直ちに 
水で数分間洗い流し、至急医師の診察を 
受けてください。 

皮膚衣服にかかった場合、直ちに石験水 
で中和し、大量の水で洗い流してください。 
万ーバッテリー液を飲み込んでしまった場 
合は、直ちに医者の診察を受けてください。 

鶴 廃棄 

古いバッテリーは、適切な廃棄場にて廃 
案してください。 
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H 古いバッテリーを家庭ごみと一緒に廃棄 
しないでください。 

充電状態 

バッテリーを十分に充電することにより、始動 

時のトラブルがなくなり、バッテリーの寿命も 

延びます。 

交通渋滞および騒音、排気ガス、燃費に関する 

要求により、エンジン回転数、つまりオルタ 

ネーター出力は抑えられます。 

その一方で、電気装備類が驚異的に増え、必要 

な電力は増加しています。 

不意のバッテリー上がりを防ぐため、次の点に 

ま意してください： 

>巿洁 i 地/短距離の運転時、および渋蒲時には、 
不要な電気装備類を OFF にしてください。 

>車両から離れるときは必ずキーを抜いてく 
ださい。またはポルシェ■エントリ ー& ド 
ライブ装備まではイグニッシヨンを OFF に 
してください。 

>エンジン停止時には、ポルシェ■コミュニ 
ケーシヨン•システム PCM や CDR を使用しな 
いでください。* 

>「バッテリーの充電」 （311 ぺージ）を参照し 
てください。 

バッテリーのお手入れ 

>バッテリー表面は清潔で乾いた状態に保つ 
てください。 

>バッテリー端子とガス抜きホースは必ず確 
実に接続してください。 


冬季の走巧 

外気温度が低下すると、バッテリーの電圧供給 
および蓄電効率が低下します。更に、リヤ ■ 
ウィンドウ■ヒーター、ライト類、ヒーター、 
フロント-ワイパーなどの使用頻度が増えるた 
め、冬季はより大きなバッテリー電力が必要と 
なります。 

>冬になる前に、ポルシて正規販売店でバッ 
テリーの点検を受けてください。 

CiJ インフ オメー シヨン 

バッテリーが凍結しないよう、常に完全な充電 

状態にしてください。 

バッテリーが充電不足の場合、 一5° c 程度の低 
温でもず結することがあります。完全に充電さ 
れている場合は一 40° C まで凍結しません。 

>ジャンパー-ケーブルを接続する前に必ず 
凍結したバッテリーを解ましてください。 


車両を保管するとき 

車両を使用せず、ま庫や修理工場に長期間保管 
する場合は、ドアやリッド類を確実に閉じてく 
ださい。 

> キーを抜き、必要に応じてバッテリーの端 
子を外してください。 

の インフォゾーシヨン 

>バッテリーを切り離している場合、警報装 
置は作動しません。 

バッテリーを切り離す前に車両がロックさ 
れていた場合、バッテリーを再接続したと 
きに警報システムが作動します。 

警報システムの作動を解除す るには： 

>1回車両をロックし、再度ロックを解除して 
ください。 


警報システム、七ントラル-ロッキング 
>バッテリーの接続を外しても、警報システ 
ムや セント ラル. ロッキングの作動状態は 
切り替わりません。 

の イ ンフオメ ーシ ヨン 

車両を使用せず、保管している間も、バッテ 

リーは常に放電しています。 

>正常に使用可能な状態に保つには、約6週間 
毎の充電が必要です。 

>取り外したバッテリーは、湿気がなく風通 
しのいい冷暗所に保管し、凍結にミ主意して 
ください。 
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バッテリーの巧換 

バッテリーは年月の経過とともに消耗します： 
バッテリーの寿命は通常の使用状態に左右さ 
れ、特に、お手入れ、気候、走行条件（距離、 
荷物）によって違ってきます。 

バッテリー本体に表示された規格/仕様のみで 
は、そのバッテリーがポルシェ社の要求する基 
準を満たしているかどうかを判断することが 
できません。 

>バッテリーの脱着は、ポルシェ正規販売店 
など専門知識があるワークシヨップのみで 
実施してください。 

>バッテリーを交換するときは、車両に合った 
性能のバッテリーのみを使用してください。 
この車両は AGM ( AbsorbedGlassMat = 浸透ガ 
ラス■マット）バッテリー専用に設計されて 
います。ま両の完全な機能性は、 AGM バッテ 
リーを搭載した場合にのみ保証されます。 
ポルシェ純正バッテリーの使用を推奨します。 
>新しいバッテリーを取り付けた後は、コン 
トロール-ユニットのネ刀期化が必要です。 
ポルシェ正規販売店にご相談ください。こ 
の作業はポルシ X 正規販売店での実施を推 
奨します。十分なトレーニングを受けた経 
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専 
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を 
お約束します。 

>バッテリーの廃棄に関する指示を遵守して 
ください。 


ま両の作動復帰 

バッテリーを接続した後、または完全に上がっ 
てしまったバッテリーを充電した場合は、イン 
ストルメント-パネルの PSM 警告なが点なし、 
マルチファンクション.ディスプレイに故障を 
示すメッセージが表示されます。 

この場合はな下の手順により対処することが 
できます： 

1. エンジンを始動してください。 

キー またはコント ロール■ユニット （ポル 
シエ•エントリ ー& ドライブ装備ま）を2回 
イグニッション■ロック位置2に回してくだ 
さい。 

2 . 車両停止状態でステアリングを左右に少し 
ずつ回し、 PSM 警告なが消なしてマルチ 
ファンクション■ディスプレイのメッセー 
ジが消去されるまで短距離を直線走行させ 
てください。 

3 . 警告なおよび警告メッセージが消えない 

場么： 

最寄りのポルシ： L 正規販売まで慎重に運転 
してください。 

ポルシ X 正規販売店で故障を修理してくだ 
さい。 

4 . 警告なおよび警告メッセージが消えた場合： 
安全な場所に停車してください。 

5 . パワー-ウィンドウの停止位置を保存して 
ください。 

パワー •ウィンドウの停止位置の保存に関する 
インフォ メーション： 

>「バッテリー接続後のウィンドウ停止位置 
の保存」 （80 ページ）を参照してください。 

6 . タイヤ空気圧モニタリング-システム装備 
車は、タイヤの情報を保存してください。 


タイヤ空気圧モニタリング•システムの登録に 

関する一般情報： 

>「タイヤ空気圧メニュー（タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM )」（114 ぺージ）を参照して 
ください。 

7 . 電動格納式トレーラー■ヒツチ装備まは、固 
定位置を保存してください。 

トレーラー•ヒツチの固定位置の保存に関する 

インフォメーシヨン： 

>「トレーラー•カツプリングの固定位置の保 
巧」 （249 ページ）を参照してください。 

8 . スライディング'/チルティング.ルーフの停 
止位置を保存してください。 

スライディンダ/チルティング-ルーフの停止 

位置の保存に関するインフォメーシヨン： 

> 「スライディング/チルティング■ルーフの 
停止位置の保存」 （82 ページ）を参照してく 
ださい。 
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外部電源、ジャンパー•ケーブ 
ルによる始動 

バッテリーが上がったときは、他の車両のバッ 
テリーを使用してエンジンを始動したり、ジャ 
ンパー • ケーブルを使用して外部電源を接続す 
ることができます。 

両方の車両が 12 V バッテリー装着車でなくては 
なりません。供給側のバッテリーの容量 ( Ah ) が、 
バッテリーが上がったま両のバッテリーの容 
量に比べ低すぎないよう確認してください。 
上がっているバッテリーを車両電気系統に正 
しく接続してください。 


A 警告 


フン - L — 夕一•フアン、 
ドライブ-ベルト、ェ 
ンジン周りの作動部品 


ェンジン■コンパートメントでの作業中、手、 
指、衣服の一部（ネクタイ、袖など）、ネック 
レス、長い髪などがラジェーター■ファン、ド 
ライブ • ベルトなどの作動部に巻き込まれない 
ように十分を意してください。 

ェンジンを OFF にし、キーを抜き取っている状 
態でも、温度によってはラジェーター■ファン 
が作動を開始することがあります。 

>ェンジンとラジェーター■ファンの近くで 
作業するときは十分ミ主意してください。ラ 
ジェーターおよびラジェーター■ファンは、 
車両の前部にあります。 

>身体の一部、衣服、アクセサリーなどがラ 
ジェーター■ファン、ドライブ•ベルト、そ 
の他の作動部品に巻き込まれないように、 
十分ミ主意してください。 

>ェンジン•コンパートメント内の作動部に 
絡まないようにジャンパー-ケーブルを取 
り回してください。 


A が化 I 電気糸統ホた b ンヤノ 

I ち口 - パー"ケー ブルの 

ショートおよび乂災 

不適切なジャンパー-ケーブルを使用したり、 
ジャンパー-ケーブルによる始動が適切に行わ 
なかった場合、ショートする恐れがあります。 
ショートは火災の原因となります。 

>ジャンパー-ケーブルはエンジン始動に適し 
た製品を使用し、バッテリー容量に対して十 
分な断面積があることを確認してください。 
また、端子接続部のクリップが完全に絶縁体 
で覆われているものを使用してください。 
ジャンパー-ケーブルのメーカーが定めた取 
り扱い方法を遵守してください。 

>ま両同±を接触させないでください。電流 
が流れ、ショートする危険性があります。 

>工具、指輪、ブレスレット、時計バンドな 
ど電気を通す装飾品が車両の電機部品と接 
触しないようにミ主意してください。 



>ジャンパー-ケーブルは絶対にバッテリー 
へ直接接続 しないでください。バッテリー ■ 
センサーが損傷する恐れがあります。ジャ 
ン パ—.ケ—ブルは、 必ずエンジン.コン 
パートメ ン ト内のジャンパー-ケーブル接 
続用端子に接続してください。 

>ジャンパー-ケーブルを接続する前に必ず 
凍結したバッテリーを解ずしてください。 


A がと 腐食性のある酸性の 

-- バッテリ—液 

バッテリーには腐食性のバッテリー液が入つ 
ています。 

>バッテリーを傾けないでください。 


A 警告 


爆発性ガスへの引火ま 
たは爆発 


ジャンパー-ケーブルによるエンジンの始動中 
に、バッテリー内で爆発性の高い電解質のガス 
が発生します。 

>火気、火花、裸火を近づけたり、そばで喫 
煙することは絶巧に避けてください。また 
ケーブルを接続した瞬間の火花にもを意し 
てください。 
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+ = ジャンパー-ケーブル始動用のプラス端子 

-= ジャンパー-ケーブル始動用のマイナス端子 

外部電源/ジャンパー-ケーブ J レによ 
る始動 

必ず下記の手順にしたがってください： 

1 . ジャンパー•ケーブル接続用のプラス (+) 端 
子カバーを開いてください。 

2. ジャンパー-ケーブル接続用のプラス (+) 端 
子にプラス（ホ）ケーブルを接続してくだ 
さい。次に、プラス（ホ）ケーブルの反対 
側を支援車のバッテリー-プラス (+) 端子に 
接続してください。 

3 . 支援まのバッテリー■マイナス (-) 端子にマ 
イナス（黒）ケーブルを接続してください。 
次に、マイナス（黒）ケーブルの反対側を 
自まのジャンパー-ケーブル接続用のマイ 
ナス (一) 端子に接続してください。 

4 . 支援車のエンジンを始動し、回転数を上げ 
てください。 


5 . エンジンを始動してください。 

ジャンパー-ケーブルを使用してエンジン 
を始動するときは、スターターを15秒な上 
作動させないでください。始動に失敗した 
ときは、1分な上待ってから再試行してくだ 
さい。 

6 . エンジン始動後、ジャンパー-ケーブル接 
続用のマイナス (一) 端子からケーブルを外 
してください。次に、支援まのバッテリー- 
マイナス (一) 端子からケーブルを外してく 
ドさ、\ 

7 . 支援車のバッテリー-プラス (+) 端子から 
ケーブルを外してください。次に、ジャン 
パー. ケーブル接続用のプラス (+) 端子から 
ケーブルを外してください。 

8 . ジャンパー-ケーブル接続用のプラス (+) 端 
子カバーを閉じてください。 

バッテリーの充電 

このま両に適したバッテリー充電器については、 

ポルシ X 正規販売店にお問し^合わせください。 

>バッテリー充電器メーカーの取扱説明書に 
したがってください。 

>バッテリーが凍結している場合は、充電す 
る前に解ずしてください。 

>十分に換気ができる場所でバッテリーを充 
電してください。 

1 . バッテリー充電器のケーブルを、ジャン 
パー. ケーブル接続用の端子に接続してく 
ださい。 

ケーブルを確実に接続してから、バッテ 
リー充電器の電源プラグを差し込み、充電 
器の電源を ON にしてください。 

2. 充電器の電源を ON にしてください。 

3 . バッテリーの充電が完了したら、充電器の 
電源を OFF にしてから、ケーブルを外してく 
ださい。 

>「車両の作動復帰」 （309 ページ）を参照して 
ください。 


バルブの巧お 

バルブ•リスト（ハロゲン) 


適用 

お状 

ワット 数 

補助ハイ- ビーム 
(バイキセノン- へツ 
ドライト / PDLS 付き 
バイキセノン- へツ 
ドライト） 

H 7 

55 W 

スタテイツク-コー 

H 7 

55 W 

ナ リング- ライト 



( PDLS 付きバイキセ 



ノン.へツ ドライト） 




バルブ（ハロゲン）交換に関するインフォメー 
シヨン： 

>「コーナリング•ライトのバルブ交換」 

(314 ぺージ）を参照してください。 

>「補助ハイ-ビーム-へッドライトのバルブ 
交換」 （315 ぺージ）を参照してください。 
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発光ダイオード ( LEW とロングライフ- 
バ J レブの交換 

LED へッドライトおよびその他のライトには、 
ロングライフ•バルブと発光ダイオード ( LED ) 
が使用されています。 LED は個別に交換できま 
せん。 

バイキセノン•へッドライトのガス•ディスチャー 
ジ-バルブの交換には専門知識が必要です。 

>これらのバルブの交換はポルシ王正規販売 
店にお任せください。 

この作業はポルシ X 正規販売店での実施を 
推奨します。十分なトレーニングを受けた 
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と 
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備 
をお約束します。 

>国によっては予備用バルブの携帯が義務付 
けられています。詳しくはポルシェ正規販 
売店にお問い合わせくたさい。 


A 警告 


バイキセノン-ヘッド 
ライトの構成部品によ 
る感電 


ヘッドライトには高電圧が作用するため、感電 
する危険があります。 

>ヘッドライト周辺の作業を行うときは、感 
電しないように十分ミ主意してください。 

>バルブ交換の前に、ライトを OFF にし、イク'' 
ニッシヨンを OFF にしてください。 



不適切な容量（ワット数）のバルブを取り付け 
ると、損傷する恐れがあります。 

高出力（ハイ•ワット）バルブを使用すると、ラ 
イト-ハウジングが損傷する恐れがあります。 

>必ず取扱説明書に記載されているバルブを 
使用してください。 


ぺツドライト 



摩擦や過熱によりへツドライトが損傷する恐 
れがあります。 

1>ヘッドライトにカバ—（フイルムやストー 
ン •ガードなど） を装着しないでください。 


の イン フォメーシヨ ン 
気温と湿度により、ヘッドライトが曇ることが 
あります。十分な距離を走行すると、この曇り 
は取れます。 

>通気を確保するため、ヘッドライトとボ 
デイの隙間にカバーをしないでください。 



ショートによる損傷の恐れ 
>バルブを交換するときは、必ず電装関係の 
スイッチを OFF にしてください。 


Gl) イン フオメーシヨ ン 

バルブに巧れやグリースを付着させないでく 
ださい。 

>バルブを素手で触れないでください。 

バルブ交換時は、きれいな布または柔らか 
い紙でバルブを包んでください。 
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進行方向右側のへッドライトの取り外し 

ヘッドライトの取り外し 

1. イク'' ニッシ ヨンを OFF にしてキーを抜き取つ 
てください。ポルシェ■エントリ ー& ドラ 
イブ装備車はコントロール- ユニッ トを取 
り外してください。 

イク''ニッシヨン■ロックからのコントロール- 

ユニッ トの取り外しに関するインフ ォメー 

シヨン： 

た「緊急操作-キ ー/ コントロ ール.ユニット 
のロック解除」 （158 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

2. エンジン.コンパートメント.リッドを開 
いてください。 

3. 工具セツトからソケット-レンチを取り出 
してください。 


進行方向左側のへッドライトの取り外し 

4. ソケット-レンチをへッドライト■リリー 
ス機構にセットし、ヘッドライトが外れる 
音と感触があるまで（車両の前進方向に巧 
して）左側のへッドライトは時計回りに/右 
側のへッドライトは反時計回りに回してく 
ださい。 

へッドライトが自動的に約 10 mm 前方に動 
きます。 


5. ソケット-レンチでリリース機構を開いた 
状態にしてください。同時にヘッドライト 
をフロント-バンパー後端部の斜め上方に引 
き上げてください。へッドライトをフロント- 
バンパーの上に置いてください。このとき、 
フロント-バンパーに布などをかけて表面に 
傷が付かないようにしてください。 

6. コネクタ ー A のリリース•タブを押してコ 
ネクターを引き抜いてください。 

7. ブリーザー■ホース B のクイックコネクティ 
ング■ロックのリリース•タブを押し、ク 
イックコネクティング-ロックを引き出し 
てください。 

8 . へッドライトを完全に取り外してください。 


通 


インフォゾーシヨン 

Panamera ディーゼル*は、絶縁材のスリット 
を通してへッドライト•リリース機構にアクセ 
スしてください。 


巧な ， LIS 





* 日本仕様に設定はありません。 
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進行方向右側のへッドライトのロック 

ヘッドライトの巧り付け 

1 . ソケット•レンチを使用してへッドライト- 
リ リース機構を開き、 開いた状態を維持し 
てください。ヘッドライトを固定ハウジン 
グ内のリヤ•ガイド-レールに挿入してく 
ださい。 

2. コネクタ ー A およびブリーザー■ホース B を 
接続してください。 

3. へッドライト格納位置の約 10 mm 手前まで挿 
入してください。へッドライトの前端を下げ、 
フェンダー内にある2つの取り付けマウント 
にスライドさせながら挿入してください。 

4. へッドライトをいっぱいまで押し込んでく 
ださい。同時に、右側のヘッドライトでは 
ソケット.レンチを時計回りに回し、へッ 
ドライトを確実にロックしてください。左 
側のへッドライトではソケット-レンチを 
反時計回りに回してください。 


進行方向左側のへッドライトのロック 

5. ロック ■ レバー C が正しい位置（ロック■レ 
バー C が基準リブ D と平行）になっている 
か確認してください。 

6 . ソケット-レンチを取り外し、工具セット 
に収納してください。 

7. エンジン-コンパートメント•リツドを閑 
じてください。 



スタティック- コーナ リング. ライト/ 
補助!八イ-ビーム-へッドライトのバ 
ルブ交換 

コーナリング■ライトのバルブ交換 

1 . へッドライトを取り外してください。 
ヘッドライトの取り外しに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ヘッドライトの取り外し」 （313 ぺージ）を 
参照してください。 

2 . リリース•タブを押して、カバーを開いて 
ください。 
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3. バルブ-ソケットを反時計方向に回して取 
り外してください。 


4. 不具合のあるバルブを取り外して交換して 
ください。バルブが正しい位置にセットさ 
れたことを確認してください。 

5. へッドライトのカバーを閉じてください。 
カバーのリリース-タブを確実にかみ合わ 
せてください。 

6. へッドライトを取り付けてください。 
ヘッドライトの取り付けに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ヘッドライトの取り付け」 （314 ぺージ）を 
参照してください。 

7. ライトの作動を確認してください。 


補助ハイ•ビーム•ヘッドライトのバルブ交換 

1 . へッドライトを取り外してください。 
ヘッドライトの取り外しに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ヘッドライトの取り外し」 （313 ぺージ）を 
参照してください。 

2. リリース•タブを押し込んで、カバーを開 
いてください。 
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3. バルブ-ソケットを反時計方向に回して取 
り外してください。 



4. 不具合のあるバルブを取り外して交換して 
ください。バルブが正しい位置にセットさ 
れたことを確認してください。 

5. へッ ドライトのカバーを閉じてください。 
カバーのリリース-タブを確実にかみ合わ 
せてください。 

6. へッドライトを取り付けてください。 

へッドライトの取り付けに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「へッドライトの取り付け」 （314 ぺージ）を 
参照してください。 

7. ライトの作動を確認してください。 


ぺッドライト調璧 

へッドライトの調整は、専用の調整装置がある 
整備工場のみで実施可能です。 

調整は車両を走行中と同じ状態にして行います。 

を側通巧から右側通巧への変ち 
に伴うぺッドライトの切り替え 

車両通行帯（右側通行または左側通行）が異な 
る国で走行するときは、へッドライトの照射方 
向を切り替える必要があります。これにより 
ロー’ビームの照射方向が左右巧称に切り替わ 
り、対向車のドライバーの幻惑を防ぐことがで 
きます。 

CiJ インフォメーション 
ダイナミック-コーナリング•ライト装備車の 
へッドライトは、マルチファンクション■ディ 
スプレイで切り替えます。イグニッションを 
ON にするたびに、マルチファンクション•ディ 
スプレイに 「 LHD / RHD ヘッドライトテキオ 
ウ」のメッセージが表示されます。 

へッドライトの照射方向を切り替えたときは、 
元に戻すことを忘れないでください。 

マルチファンクション•ディスプレイでのヘッド 
ライト設定機能に関するインフォメーション： 

>「右側/左側通行でヘッドライトを切り替え 
る（ポルシェ■ダイナミック•ライト•シ 
ステム）」 （129 ぺージ）を参照してください。 


316 


軽修理 









ヘッドライトの照射方向の切り替え 
(ダイナミック- コーナ リング•ライ 
卜巧装備ま） 

1 . へッドライトを取り外してください。 

へッドライトの取り外しに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ヘッドライトの取り外し」 （313 ぺージ）を 
参照してください。 

2. へッ ドライト- ユニッ ト裏側カバーの両方 
のリリース•タブを押して、カバーを取り 
外してください。 


3. レバーをいっぱいまで押し下げてください。 

4. へッ ドライトのカバーを取り付けて閉じて 
ください。 

カバーの両方のリリース-タブを確実にか 
み合わせてください。 

5. へッドライトを取り付けてください。 
ヘッドライトの取り付けに関するインフォ 
メー シヨン： 

>「ヘッドライトの取り付け」 （314 ぺージ）を 
参照してください。 

6. もう一方のへッドライトも同様に切り替え 
てください。 


けん引およびけん引によるエ 
ンジンの始動 

の インフォグーシヨン 
>けん引およびけん引によるエンジンの始動 
を行うときは、法規等を遵守してください。 
>この車両をけん引するときは十分ミ主意して 
ください。 

発進する前に、けん引する車両とけん引さ 
れる車両のドライバーが、けん引によるエ 
ンジンの始動とけん引についての通常とは 
異なる運転特性を確実に理解しておくこと 
が大切です。 

>電気系統に不具合が発生している場合、エレ 
クトリック. パ— キング.ブレ—キやステア 
リング-コラム-ロックを解除するために外 
部電源の接続が必要なことがあります。 


けん 引 ロープ 

>けん引口ープの規格と取り扱い方法は、製品 
メーカーの取扱説明書を参照してください。 
製品メーカーが指示するミ主意事項と取り扱 
い方法に従ってください。 

>けん引ロープの定格荷重を遵守してくださ 
い。けん引ロープの許容荷重が、けん引さ 
れる車両の重量よりも大きいことを確認し 
てください。製品メーカーが指定する定格 
荷重を超えてはなりません。 

>けん引ロープでけん引するときは、けん引 
フックにけん引口ープを取り付ける前に、け 
ん引フックを車両に取り付けてください。 
けん引フックの取り付け/取り外しに関す 
るインフォメーシヨン： 

「けん引フック」 （320 ぺージ）を参照してく 

干三とい 

>ブレーキが故障したま両をけん引しないで 
ください。 

>けん引による走行中は、ロープがたるまな 
いようにミ主意し、ロープに急な衝撃を与え 
ないでください。 
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けん引バー 

>けん引バーの規格と取り扱い方法は、製品 
メーカーの取扱説明書を参照してください。 
製品メーカーが指示する注意事項と取り扱 
い方法に従ってください。 

>けん引バーの定格荷重を遵守してくださ 
い。けん引バーの許容荷重が、けん引され 
るま両の重量よりも大きいことを確認して 
ください。製品メーカーが指定する定格荷 
重を超えてはなりません。 

>けん引バーを斜め方向に取り付けないでく 
ださい。 

>ブレーキが故障した車両をけん引しないで 
ください。 

けん引または押しがけによる始動 

バッテリーに不具合があるとき、あるいはバッ 

テリーが完全に上がってしまった場合には、 

バッテリーを交換するかジャンパー-ケーブル 

を使用してエンジンを始動させてください。 

>「バッテリー (12 V )」（307 ぺージ）を参照し 
てください。 

>「外部電源、ジャンパー•ケーブルによる始 
動」 （310 ぺージ）を参照してください。 

けん引または押しがけによる始動 

>この車両では、トランスミッションの重大 
な損傷を避けるため、けん引または押しが 
けによるエンジンの始動ができません。 


Panamera > Panamera S 

PDK トランスミッション装備まの4輪が接地し 
た状態でのけん引： 

PDK トランスミッションが緊急作動モードに 
ある場合（警告メッセージ 「 T / M コショウ 
アンゼンニテイシヤスル」が表示されま 
す）、車両をけん引しないでください。車両 
輸送専用車またはトレーラーを使用してく 
ださい。 

PDK セレクター.レバーを N の位置にしてく 
ださい。 

セレクタ—.レバーの表示も含めて正しく N 
の位置にするには、車両をけん引する前にエ 
ンジンを1回始動しなければなりません。 
セレクター ■ レバーが N の位置にあり、ディ 
スプレイ上でもセレクター-レバー位置が 
N になれば、車両をけん引できます。 

>電気系統に故障がある場合は、 PDK セレク 
夕—.レバーを操作することができません。 
PDK セレクター-レバーが P の位置でロック 
されている場合、手動で解除することがで 
きます： 

rPDK / ティプトロニック S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ぺージ）を参照して 
ください。 

>けん引中は、4輪すべてが常に接地していな 
ければなりません。 

また、けん引中にブレーキ■ライトと方向 
指示なが作動し、ステアリング■ロックが 
かからないようにするため、イク''ニッショ 
ンを ON にしておかなければなりません。 

>けん引されるときの速度は 50 km/h な下にし 
てください。 

けん引距離は 50 km な内にしてください。 
50 km を超える場合は、車両輸送専用ままた 
はトレーラーを使用してください。 


けん引 

車両をけん引する場合、この車両よりま両重量 
の大きい車両はけん引しないでください。 

パヮー 


A 警告 


アシスト機能 
が作動しないことによ 
る操脈力とブレーキ踏 
力の増加 

けん引される車両のエンジンがかかっていな 
い場合、倍力装置が働きません。ブレーキやハ 
ンドル操作に大きな力が必要となります。 

>車両をけん引するときは十分を意してくだ 
さい。 

エンジンがかかっていない場合、トランスミツ 
シヨン•オイルが循環しません。トランスミツ 
シヨンの損傷を回避するため、次の点に;主意し 
てください： 
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Panamera ^ Panamera S > Panamera 
デイーゼ j レ** Panamera S E-Hybrid 

PDK / テイプトロニック S トランスミッション 
装備まの片側のアクスルを持ち上げた状態で 
のけん引： 

> PDK トランスミッションが緊急作動モードに 
ある場合（警告メッセージ 「 T / M コショウ 
アンゼンニテイシヤスル」が表示されま 
す）、車両をけん引しないでください。車両 
輸送専用ままたはトレーラーを使用してく 
ださい。 

> PDfV テイプトロニック S セレクター■レバー 
を N の位置に してく ださい。 

セレクタ—.レバーの表示も含めて正しく N 
の位置にするには、ま両をけん引する前にエ 
ンジンを1回始動しなければなりません。 
セレクター.レバーが N 位置にあり、デイス 
プレイ上でもセレクター-レバー位置が N に 
なれば、車両をけん引することができます。 

>電気系統に故障がある場合は、 PDK / テイプ 
トロニック S セレクター-レバーを操作する 
ことはできません。 PDK / テイプトロニック 
S セレクター.レバーが P の位置でロックさ 
れている場合、手動で解除することができ 
ます： 

「 PDK / テ イプ トロ ニッ ク S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ぺージ）を参照して 
ください。 

>イク''ニッションを OFF にしてください。 

キーをイグニッション■ロックに残して、ス 
テアリングがロックしないようにしてくだ 
さい。 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装着車で 
は、コント ロール • ユニッ トをイ グニッショ 
ン•ロックから取り外して、キーを挿入し 
てください。 


^ 「緊急操作-キ_/コントロ_ル■ユニット 
のロック解除」 （158 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

>けん引される車両が周囲から目立つように 
してけん引してください。 

>けん引されるときの速度は 50 km / h な下に 
してください。 

けん引距離は 50 km な内にしてください。 
50 km を超える場合は、車両輸送専用ままた 
はトレーラーを使用してください。 

Panamera デイーゼル** Panamera S E - 
Hybrid 

テイプトロニック S トランスミッシヨン装備ま 
の4輪が接地した状態でのけん引： 

>テイプトロニック S セレクター■レバーを N 
の位置にしてください。 

電気系統に故障がある場合は、テイプトロ 
ニック S セレクター-レバーを操作すること 
はできません。テイプトロニック S セレク 
夕一 ■ レバーが P の位置でロックされている 
場合、手動で解除することができます： 
「 PDK / テイプトロニック S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ぺージ）を参照して 
ください。 

>けん引中は、4輪すべてが常に接地していな 
ければなりません。 

また、けん引中にブレーキ•ライトと方向 
指示なが作動し、ステアリング■ロックが 
かからないようにするため、イ グニッ シヨ 
ンを ON にしておかなければなりません。 

>けん引されるときの速度は 50 km / hJU 下にし 
てくださし、。 

けん引距離は 50 km な内にしてください。 
50 km を超える場合は、車両輸送専用車また 
はトレーラーを使用してください。 


Panamera ん Panamera 4 S > Panamera 
GTS、Panamera Turbo、Panamera Turbo S 

PDK トランスミッションおよび 4 WD 装備まの 
けん引： 

> PDK トランスミッションが緊急作動モードに 
ある場合（警告メッセージ 「 T / M コショウ 
アンゼンニテイシヤスル」が表示されます)、 
車両をけん引しないでください。車両輸送専 
用ままたはトレーラーを使用してください。 
>電気系統に故障がある場合は、 PDK セレク 
夕—.レバーを操作することができません。 
PDK セレクター-レバーが P の位置でロック 
されている場合、手動で解除することがで 
きます： 

rPDK / ティプトロニック S セレクター■レ 
バーの緊急解除」 （205 ぺージ）を参照して 
ください。 

>けん引されるとき、または車両輸送専用ま 
で輸送されるときは、4輪すべてが接地して 
いなければなりません。 

フロント、リヤいずれかのアクスルを上げ 
てのけん引はしないでください。 

PDK セレクター■レバーを N の位置にしてく 
ださい。 

セレクタ—.レバーの表示も含めて正しく N 
の位置にするには、車両をけん引する前にエ 
ンジンを1回始動しなければなりません。 
セレクター ■ レバーが N の位置にあり、ディ 
スプレイ上でもセレクター-レバー位置が 
N になれば、車両をけん引できます。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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> イグニッシヨンを OFF にするか、エンジンを 
作動させたままにしてください。 

キーをイグニッシヨン■ロックに残して、ス 
テアリングがロックしないようにしてくだ 
さい。 

ポルシェ-エントリー&ドライブ装着まで 
は、コント ロール•ユニッ トをイク'' ニッシヨ 
ン■ロックから取り外して、キーを挿入し 
てください。 

>「緊急操作-キ ー/ コントロール.ユニット 
のロック解除」 （158 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

>けん引される車両が周囲から目立つように 
してけん引してください。 

>けん引されるときの速風ま 50 km / h な下にし 
てください。 

けん引距離は 50 km な内にしてください。 
50 km を超える場合は、ま両輸送専用まま 
たはトレーラーを使用してください。 

雪や砂などで立ちを生した車両の救援 

>立ち往生した車両を救出するときは十分に 
ミ主意してください。 

>車両を急に引っ張ったり、角度を付けて斜 
め方向に引かないでください。 

>可能な限り、立ち往生した車両を進入した 
タイヤの軌跡に沿って、元の方向に引き出 
してください。 

>トレーラー車両を連結した状態でけん引し 
ないでください。 



リヤけん引フック 

けん引フック 

けん引フックはラゲッジ-コンパートメント- 
フ ロア 下の工具収納ボックスの 中に収納され 
ています。 

けん引フックの取り付け 

1. プラスチック-カバーの下端をバンパー内 
に押し込んで、カバーを外してください。 

2. カバーをバンパーから引き出し、カバーに 
付いているひもで吊り下げられた状態に し 
てください。 

3. けん引フック A をいっぱいにねじ込み（逆ね 
じ）、手で締め付けてください。 


フロントけん引フック 
けん引フックの取り外し 

1. けん引フック A を外してください。 

2. 開□部の下端にプラスチック-カバーを差 
し込んでください。 

3. カバーをかぶせ、上端を押してバンパーに 
はめ込んでください。 

鉄道、船舶*積載までの輸送 

> ロープ等で車両を固定するときは、ホイー 
ルのみで固定してください。 

>室内モニタリング•システムと傾斜セン 
サー*を解除してください。 

>「警報システム」 （260 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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軽修理 


* 日本仕様に設定はありません。 





発炎筒 

発炎筒は、事故や故障で路上に停ましたとき、 
周囲に危険をならせるために使用します。 

発炎筒は、助手席足元前部のドア側に固定して 
あります。 

火傷や火災につながる 


ム警告 


恐れがあります 


燃料などの可燃物の近くでは使用しないで 
ください。引火する恐れがありまあす。 

発炎筒を使用するときは、顔や身体に向けた 
り、近づけないでください。火傷をする恐れ 
があります。 

お子様がさわらないようにミ主意してくださ 
し、。誤って使用すると火傷をしたり、まを損 
傷する恐れがあります。 



消火器* 

車両に消火器が装備されている場合は、助手席 

シートの下に取り付けられています。 

>緊急時に消火器を取り外す場合、片手で消火 
器を押さえて、消火器ホルダーの PRESS ボタ 
ン次印）をもう片方の手で押してください。 

GlJ インフォゾーシヨン 

>消'火器の最終点検日を確認してください。 
定期点検の期間を過ぎた消火器は正しく作 
動しないことがあります。 

>必ず消火器の取扱説明書の指示にしたがっ 
てください。 

>消火器のハンドルのラベルにある消火器 
メーカーの安全に関する指示にしたがって 
ください。 

>消火器は1〜2年ごとにポルシェ正規販売店 
で点検を行ってください。 

>消火器を使用した後は消火剤を再充填して 
ください。 


A :ホ± トン不ルの中などで使 

—— -1 用すると、事故につな 

がる恐れがあります 

>トンネルの中など換気が悪い場所で使用す 
ると、発炎筒の煙で視界が遮られて事故に 
つながる恐れがあります。必要に応じてハ 
ザ—ド.ライ トを使用してください。 


発炎筒の使い方 

1 . キャップを外してください。本体をひねり 
ながら、ケースから取り出してください。 

2 . 本体を逆に向けて、ケースに差し込んでく 
ださい。 

3. 本体の点火部を、キャップの擦り薬でこす 
ると着火します。 



>発炎筒の燃焼時間は約5分間です。 

発炎筒には有効期限があります。表示してあ 
る有効期限が切れる前に、新しい発炎筒に交 
換してください。ポルシェ正規販売店にお問 
い合わせください。 




* 日本仕様に設定はありません。 
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車台香号 

車両の識別 データ 

スペア■パーツのを文や問い合わせをする場合 
は、必ずま台番号を明示してください。 

まをま号 

ま台香号はフロント•ウィンドウ枠の左下と助 
手席シートの下にあります。 


* 日本仕様に設定はありません。 


ビー クル-プ レー ト* 

ビーク J レ- プ レー ト东 

ビークル•プレート*は右側ドア-シル（ドア 
開□部）に貼られています。 


タイヤ空気圧プレート 

タイヤ空気足プレート 

タイヤ空気圧プレートは運転席ドア-シル（ド 
ア開□部）に貼られています。 

デー タ-バンク 

車両の大切な情報が記載されているデータ•バ 
ンクは、整備手帳の中に添付されています。 
データ•バンクは紛失したり、破損したりして 
も再ミ主文することはできません。 
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エンジン-データ 

(メーカー発表値） 




Panamera、Panamera 4 

Panamera ディーゼル * 

Panamera S 、 

Panamera 4S 、 

Panamera 4S Executive 

シリンタ''一数 

6 

6 

6 

総排気量 

3,605 cm3 

2,967 cm3 

2,997 cm3 

最高出力旧 0/1269/EEC) 

228 kW(310hp) 

220 kW 口00 hp ド） 

184 kW(250 hp) 

155 kW に 11 hp) り 

221 kW 口00 hp) ぶ 

309 kW(420 hp) 

エンジン回転数 

6,20 0 rpm 

3 ぶ 00〜4,40 0 rpm 

2,750〜4,400 mmi)， 

4,000 rpm3) 

6,00 0 rpm 

最大トルク旧 0/1269/EEC) 

400 Nm 

550 Nm 

650 Nm3) 

520 Nm 

エンジン回転数 

3,750 rpm 

1,750〜 2,750 rpm 

1，750〜2,500 rpmi)' 3) 

1,750〜5,00 0 rpm 

エンジン-オイル消費量 

最大 0.8€/l， 00 0 km 

最大 0.8€/l， 000 km 

最大 0.8€/l，000 km 

エンジン許容最高回転数 

6,70 0 rpm 

ん 800 rpm (負荷あり） 

5,30 0 rpm (負荷なし） 

6,70 0 rpm 






Panamera GTS 

Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo Executive 

Panamera Turbo S 、 
Panamera Turbo S Executive 

シリンタ''一数 

8 

8 

8 

総排気量 

4,80 6 cm3 

4,80 6 cm3 

4,80 6 cm3 

最高出力旧 0/1269/EEC) 

324 kW(440 hp)、316 kW(430 hp 户 

382 kW(520 hp) 

419kW(570 hp) 

エンジン回転数 

6,70 0 rpm 

6,00 0 rpm 

6,00 0 rpm 

最大トルク旧 0/1269/EEC) 

520 Nm 

700 Nm 

(才ーバーブースト時770 Nm) 

750 Nm 

(才ーバーブースト時800 Nm) 

エンジン回転数 

3,50 0 rpm 

2,250〜4,500 rpm 
(才ーバーブースト時 

2,500〜4,000 rpm) 

2,500〜5,000 rpm 
(才ーバーブースト時 

2,500〜4,500 rpm) 

エンジン-オイル消費量 

最大 0.8€/l， 000 km 

最大0.8€/1，000 km 

最大0.8€/1，000 km 

エンジン許容最高回転数 

7，10 0 rpm 

6,700 rpm 

6,700 rpm 

1) ベルギー、ノルウェー、イタリア 2) 低圧縮比エンジン *3)Euro5 

3 之 4 タイヤ空気圧とテクニカル.データ 


* 日本仕様に設定はありません。 






















燃費と排出ガス（ターカー発表値） 

Euro 5に基づく測定法：このデータは NEDC(New European Driving Cycle ) の Euro 5 EU 規制 No .566/2011 に基づく測定方法に則って標準仕様車で測定 
したものです。このデータは、すべての仕様の車両に合致するものではありません。また、メーカーがそれを保証するものでもありません。これ 
らのデータは各仕様別のモデル比較のために利用できますが、詳細についてはポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 

Euro 4および Euro 3に基づく測定法 （（） 内の数値は Euro 4) : ECE - R .83 および ECE - R .101 の基準に則って測定したデータです。 


市街地走行 

ハイウ X イ走行 

複合 

総 CO 2 

{ 2/100 km) 

{ 2/100 km) 

{ 2/100 km) 

(g/km) 


Panamera 

11.2(11.2) 

6.8 (6.8) 

8.4 旧. 4) 

196 (196) 

低圧縮比エンジン* 

(15.8) 

(7.5) 

(10.5) 

に 50) 

Panamera 4 

11.4(11.4) 

7.1(7.1) 

8.7 旧. 7) 

203 (203) 

低圧縮比エンジン* 

(15.5) 

(7.7) 

(10.6) 

に 51) 

Panamera ティーゼル* 

7.7 (9.1 1 )) 

5.6 (5.5 1 )) 

6.4 (6.71)) 

169(177 1)) 

Panamera S 

11.9 (11.9) 

6.9 (6.9) 

8.7 旧. 7) 

204に 04) 

Panamera 4S 

12.2(12.2) 

7.2 (7.2) 

8.9 旧. 9) 

208に 08) 

Panamera 4S Executive 

12.4(12.4) 

7.3 (7.3) 

9.0 (9.0) 

210(210) 

Panamera GTS 

15.7(15.5) 

7.8 (7.8) 

10.7 (10.5) 

249 (249) 

低圧縮比エンジン* 

16.2(15.9) 

8.2 旧. 1) 

11.1 (10.9) 

259に 59) 

Panamera Turbo 

14.7(14.6) 

7.7 (7.7) 

10.2 (10.2) 

239 (242) 

Panamera Turbo Executive 

14.9 (14.6) 

7.8 (7.7) 

10.3 (10.3) 

242に 42) 

Panamera Turbo S 

14.7(14.6) 

7.7 (7.7) 

10.2 (10.2) 

239 (242) 

Panamera Turbo S Executive 

14.9 (14.6) 

7.8 (7.7) 

10.3 (10.3) 

242 (242) 


i)Euro 4および Euro 3 


* 日本仕様に設定はありません。 
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タイヤ、ホイール 

>指定のタイヤとホイールのサイズは広範囲のテストを元に認可されているものです。ポルシェ社が承認したタイヤを装着することで、このま 
両に最適な走行性能が得られます。タイヤには積載容量係数（「105」など）と最大速度記号文字 （ rv 」 など）な上の性能のものを使用してく 
ださい。新しいタイヤを装着するときやタイヤ交換時は：「タイヤとホイール」（289ページ）を参照してください。 

>スノー ■チェーンのクリアランスは、 1) のタイヤとリムの組合わせ（スぺーサーなし）の場合のみ保証されます。スノー ■チェーンはリヤ•ホ 
イールのみに装着できます。スノー■チェーンを装着したときの最高速度については各国の法規に従ってください。ポルシェ社の認可したファ 
インリンク-クロスタイプ-チェーンまたはエッジ-チェーンのみをご使用ください。 

> 2 )スペーサーを組み合わせないでください。 

>交換する前に、希望のタイヤ/ホイールが EU 規格に適合しているか確認してください。必要であればタイヤ/ホイールの組み合わせがこの車両 
に適合するか参照してください。 

>タイヤ、ホイール、スノー ■チェーンに関する最新の認可情報については、ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 


Panamera、Panamera 4 、 
Panamera ティーゼル *、 Panamera 5 、 
Panamera 4S 


Panamera 4s Executive 、 

Panamera GTS 、 Panamera Turbo S 、 

Panamera Turbo 、 Panamera Turbo S Executive 
Panamera Turbo Executive 


18 インチ-ホイール FA/RA 
サマー.タイヤ FA/RA 


ウインター.タイヤ fa/ra 


8 Jxl 8、 R 059/9 Jxl 8 、RO 53 

245/50 ZR 18 ( lOOY )/275/45 ZR 18 
(103 Y ) 


245/50 R 18100 V /275/45 R 18 lOSV^l 
245/50 R 18104 V / 275/45 R 18107 Vi 


19 インチ-ホイール FA/RA 9 Jxl 9、 R 0 60/10 Jxl 9 、RO 61 

サマ—タイヤ fa/ra _ 255/45 ZR 19 (100 Y )/ 285/40 ZR 19 (103 Y ) 

ウインタ /才-ル.シズン.タイヤ F/vra 255/45 R 1 9100 V /285/40 R 19 103 V 1) 


20 インチ-ホイール FA/RA 9.5 JX 20 、RO 65 /10.5 J x 20 、 RO 65 

ウインタ .タイヤ fa/ra 255/40 R 20 lOlV XL / %5/35 R 20 104 V 


20 インチ■ホイール FA/RA 9.5 Jx 20、 R 065/ llJx 20 、RO 68 

サマ—.タイヤ fa/ra _ 255/40 ZR 20 ( lOlY ) XL / 295/35 ZR 20 (105 Y ) XL 

才-ル.シ—ズン.タイヤ fa/ra 255/40 R 20 lOlV XL / 295/35 R 20105 V XL 


20 インチ-ホイール FA/RA 
サマー.タイヤ FA/RA 
才ール-シーズン•タイヤ FA/RA 
FA = フロント-アクスル、 RA = リヤ-アクスル 
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_ 9.5 J X 20、 _ ET 65 / 11 .5 J x 20、 _ ET 632) _ 

255/40 ZR 20 ( lOlY ) XL /295/35 ZR 20 (105 Y ) XL 
255/40 R 20 lOlV XL / 295/35 R 20105 V XL 
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* 日本仕様に設定はありません。 






















を巧時のタイヤ空気足に0。口 

これらの標準およびコンフォート-タイヤ空気圧は、ポルシェ社が認可したメーカーおよび仕様のタイヤのみに適用します。 

積載荷重 

部分積載時=積載重量く％0 kg (575 lbs ) 

全積載時=積載重量>260 kg (575 lbs ) 

>車両の積載荷重はマルチファンクション■ディスプレイで設定してください。車両重量によりタイヤ空気圧を変更してください 。 「TPM メニュ ー 
の負荷を選択する」 （117 ぺージ）を参照してください。 

サマ—.タイヤの標準空気足 


18インチ • ホイール 19インチ • ホイール 20インチ • ホイール 

部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera 4 、 
Panamera ァィーゼル * 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

Panamera S、Panamera 4 S 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera 4 s Executive 





2.7 bar 
(39 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera GTS 





2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

Panamera Turbo 





2.7 bar 
(39 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera Turbo Executive 





2.8 bar 
(40 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.1 bar 
(44 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.2 bar 
(46 psi ) 

Panamera Turbo S 









2.9 bar 
(42 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera Turbo S Executive 









3.0 bar 
(43 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.2 bar 
(46 psi ) 


FA = フロント•アクスル、 RA = iJ ヤ■アクスル 


* 日本仕様に設定はありません。 
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240 km / h の速度までに適用するウインター-タイヤの標準タイヤ空気店 


18 インチ 

部分積載時 


ホイール 

全積載時 


19 インチ 

部分積載時 


ホイール 

全積載時 


20 インチ 

部分積載時 


ホイール 

全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera. Panamera 4 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.4 bar 
(34 psi ) 

2.4 bar 
(34 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

Panamera ァィーゼル * 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

Panamera S、Panamera 4S 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
口 6 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

Panamera 4S Executive 





2.5 bar 
(36 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

Panamera GTS 





2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

Panamera Turbo 、 

Panamera Turbo Executive 





2.4 bar 
(34 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.6 bar 
口 7 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 

Panamera Turbo S 、 

Panamera Turbo S Executive 









2.6 bar 
(37 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.7 bar 
(39 psi ) 
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* 日本仕様に設定はありません。 











240 km / h の速度までに適用する才ール-シーズン-タイヤの標準タイヤ空気足 

19 インチ*ホイール 20 インチ-ホイール 

部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera 4 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.5 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.7 bar 

(31 psi) 

(31 psi) 

(31 psi) 

(36 psi) 

口 3 psi) 

口 3 psi) 

口 3 psi) 

(39 psi) 

Panamera ァィーゼル * 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.5 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.5 bar 

2.7 bar 

口 1 psi) 

口 1 psi) 

口 1 psi) 

口 6 psi) 

口 3 psi) 

口 3 psi) 

口 6 psi) 

(39 psi) 

Panamera S、Panamera 4S 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.7 bar 

口 3 psi) 

(33 psi) 

口 3 psi) 

口 6 psi) 

口 6 psi) 

口 6 psi) 

(36 psi) 

(39 psi) 

Panamera 4S Executive 

2.5 bar 

2.3 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.7 bar 

2.5 bar 

2.7 bar 

2.8 bar 

口 6 psi) 

口 3 psi) 

(36 psi) 

(36 psi) 

(39 psi) 

(36 psi) 

(39 psi) 

(40 psi) 

Panamera GTS 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.6 bar 

2.6 bar 

口 3 psi) 

口 3 psi) 

(36 psi) 

(36 psi) 

(36 psi) 

(36 psi) 

(37 psi) 

(37 psi) 

Panamera Turbo 、 

2.4 bar 

2.2 bar 

2.5 bar 

2.5 bar 

2.6 bar 

2.2 bar 

2.7 bar 

2.7 bar 

Panamera Turbo Executive 

(34 psi) 

口 1 psi) 

口 6 psi) 

口 6 psi) 

口 7 psi) 

口 1 psi) 

(39 psi) 

(39 psi) 

Panamera Turbo S 、 

Panamera Turbo S Executive 





2.6 bar 
口 7 psi) 

2.2 bar 
口 1 psi) 

2.7 bar 
(39 psi) 

2.7 bar 
(39 psi) 


FA= フロント•アクスル、 RA= リヤ■アクスル 


* 日本仕様に設定はありません。 
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コンフオート•タイヤ空気足（タイヤ空気足モニタリング (TPivn および「コンフオート」タニューが装備されている 
車両のみ） 


コンフォート-タイヤ空気圧を使用するため 
の条件 

-タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) を装備して 
いる 

- TPM の 「コンフォ ート」メニューが使用可 
能である 

手順 

マルチファンクション■ディスプレイおよび夕 
イヤ空気圧モニタリング ( TPM ) の使用に関する 
インフォ メー ション： 

> 「マルチファンクション.ディスプレイの操 
作」 （104 ぺージ）を参照してください。 

>「タイヤ空気圧メニュー(タイヤ空気圧モニ 
タリング、 TPM )」（114 ぺージ）を参照して 
ください。 


1. マルチファンクション■ディスプレイで 
メイン•メニュー 「 TPM 」 を選択し、決 
定してください。 

2. 「コンフォート」タイヤ空気圧タイプを選 
択し、決定してください。 


マルチファンクション■ディスプレイで ITPMJ 
メイン•メニューおよび r コンフォート」メニュ ー 
が使用可能な場合のみ、コンフォート■プレツ 
シャーをタイヤに設定することができます。 

コンフオート-プレッシヤーをタイヤに設定 
するには： 


3. マルチファンクション■ディスプレイで 
メイン•メニュー 「 TPM 」 を選択し、決 

^定してください。_ 

4. 「クウキアツ」を選択し、ミ夫定してください。 

5. 補正すべきタイヤ空気圧をディスプレイか 
ら読み取り、タイヤに設定してください。 

CiJ インフォゾーション 
タイヤ空気圧を補正するときは、「クウキアツ」 
ディスプレイにま示される空気圧の差のみを 
使用してください。 


警告 _ I タイヤ空気圧の不足 

タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) は装備仕様に 
よって、 「コンフォ ート」メニューは国によっ 
て異なるため、すべての国別仕様で使用可能で 
はありません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、夕 
イヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) および「コ 
ンフオート」メニューが装備されているま 
両のタイヤにのみ コンフォート. プ レツ 
シャーを設定してください。 


の インフォゾーシヨン 
-コンフォート■タイヤ空気圧許容制限速度 
は国別の型式標準によって異なり、選択す 
ることはできません。 

-車両の積載荷重はマルチファンクション • 
ディスプレイで設定してください。車両重量 
によりタイヤ空気圧を変更してください。 

> ITPM メニューの負荷を選択する」 （117 ページ） 
を参照してください。 


330 


タイヤ空気圧とテクニカル-データ 











270 km / h の速度までに適用するサマー•タイヤのコンフオート•タイヤ空気足 


18インチ*ホイール 19インチ*ホイール 20インチ ■ ホイール 

部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera 4 、 
Panamera ァィーゼル * 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

Panamera S、Panamera 4 S 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera 4 s Executive 





2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera GTS 





2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.7 bar 
口 9 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

2.9 bar 
(42 psi ) 

Panamera Turbo 





2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera Turbo Executive 





2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.8 bar 
(40 psi ) 

3.1 bar 
(44 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.2 bar 
(46 psi ) 

Panamera Turbo S 









2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

Panamera Turbo S Executive 









2.5 bar 
(36 psi ) 

2.5 bar 
(36 psi ) 

3.0 bar 
(43 psi ) 

3.2 bar 
(46 psi ) 


FA = フロント•アクスル、 RA = リヤ■アクスル 


ム警告 タイヤ空気圧の不足 


タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) は装備仕様によって、「コンフオート」メニューは国によって異なるため、すべての国別仕様で使用可能ではあり 
ません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) および「コンフオート」メニューが装備されている車両のタイヤにのみコンフオート•プレツシヤーを設定し 
てください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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160 km / h の速度までに適用するサマー•タイヤのコンフォート•タイヤ空気店 


18 イ ンチ • ホイール 19 イ ノチ . ホイール 20 イ ノチ . ホイール 

部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera 4 、 

Panamera ティ ーゼル* 

Panamera S 、 Panamera 4S 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.0 bar 
(29 psi ) 

2.0 bar 
(29 psi ) 

2.0 bar 
(29 psi ) 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.0 bar 
(29 psi ) 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

Panamera 4 s Executive 、 

Panamera GTS、Panamera Turbo 、 
Panamera Turbo Executive 





2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.0 bar 
(29 psi ) 

2.0 bar 
に 9 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

Panamera Turbo S 









2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

Panamera Turbo S Executive 









2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 


FA = フロント-アクスル、 RA = リヤ-アクスル 


ム警告 タイヤ空気圧の不足 


タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) は装備仕様によって、「コンフオート」メニューは国によって異なるため、すべての国別仕様で使用可能ではあり 
ません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) および「コンフオート」メニューが装備されている車両のタイヤにのみコンフオート•プレツシャーを設定し 
てください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 










160 km / h の速度までに適用するウインター•タイヤのコンフオート•タイヤ空気足 


18インチ-ホイール 19インチ-ホイール 20イ ノチ .ホイール 

部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 部分積載時 全積載時 



FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera 4 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

Panamera ディーゼル* 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

Panamera S、Panamera 4 S 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

Panamera 4 s Executive 





2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

Panamera GTS、Panamera Turbo 





2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

Panamera Turbo Executive 





2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
口 3 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

Panamera Turbo S 









2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

2.2 bar 
口 1 psi ) 

Panamera Turbo S Executive 









2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 

2.3 bar 
(33 psi ) 


FA = フロント•アクスル、 RA=iJ ヤ■アクスル 


ム誓告 タイヤ空気圧の不足 


タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) は装備仕様によって、「コンフオート」メニューは国によって異なるため、すべての国別仕様で使用可能ではあり 
ません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) および「コンフオート」メニューが装備されている車両のタイヤにのみコンフオート•プレツシャーを設定し 
てください。 


* 日本仕様に設定はありません。 
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160 km / h の速度までに適用する才ールシーズン-タイヤのコンフオート-タイヤ空気足 



19 インチ 

• ホイー 

ル 

20 インチ 

• ホイ ール 


部分積載時 

全積載時 

部分積載時 

全積載時 


FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

FA 

RA 

Panamera、Panamera ん 

Panamera ディ ーゼル *、 Panamera S 、 
Panamera 4S、Panamera GTS 、 
Panamera Turbo 、 

Panamera Turbo Executive 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

Panamera 4S Executive 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.2 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

2.3 bar 

(31 psi ) 

(31 psi ) 

(31 psi ) 

(31 psi ) 

口 3 psi ) 

口 3 psi ) 

口 3 psi ) 

(33 psi ) 

Panamera Turbo S 、 

Panamera Turbo S Executive 





2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 

2.2 bar 
(31 psi ) 


FA = フロント-アクスル、 RA = リヤ-アクスル 


ム警告 タイヤ空気圧の不足 


タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) は装備仕様によって、「コンフオート」メニューは国によって異なるため、すべての国別仕様で使用可能ではあり 
ません。 

タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。 

>タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ) および「コンフオート」メニューが装備されている車両のタイヤにのみコンフオート•プレツシャーを設定し 
てください。 
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* 日本仕様に設定はありません。 









重量（ゾーカー発表値） 

Panamera* Panamera ん Panamera アイーゼル杀 * Panamera S 


Panamera 

Panamera 4 

Panamera 
ディーゼル* 

Panamera S 

PDK トランスミッシヨン 

PDK トランスミツシヨン 

テイプトロニック S 

PDK トランスミッシヨン 


空ま重量（装備により異なります） 

DIN 70020規格 

1，770 kg 〜2,060 kg 

1，820 kg 〜2，110 kg 

し 880 kg 〜2,09 0 kg 
1，900 kg 〜2，110 kg 6> 

1，810 kg 〜2,080 kg 

70/156 /EEC 規格 1) 

し845 kg 〜2，135 kg 

し 895 kg 〜2，185 kg 

1，955 kg 〜2，165 kg 
1，975 kg 〜2，185 kg 6) 

1，885 kg 〜2，155 kg 

最大軸荷重、フロント 2) 

1，120 kg 

1，150 kg 

1，185 kg 

1，165 kg 

最大軸荷重、リヤ2^ 

1，310 kg 

1，310 kg 

1，355 kg 

1，320 kg 

総重量 2 ) 

2,380 kg 

2,42 0 kg 

2,50 0 kg 

2,415 kg 


ルーフ積載荷重 

最大ルーフ積載荷重 3 ^ 

75 kg 

75 kg 

75 kg 

75 kg 


トレーラーま両のけん引 

最大けん引重量（ブレーキ装備ま） 

2,20 0 kg 

2,20 0 kg 

2,20 0 kg 

2,20 0 kg 

最大けん引重量（ブレーキ非装備車） 

750 kg 

750 kg 

750 kg 

750 kg 

最大ま両重量+トレーラー重量 

4,58 0 kg 

4,62 0 kg 

4,70 0 kg 

4,615 kg 

最大垂直連結荷重 

100 kg 

100 kg 

100 kg 

100 kg 

最大軸荷重、リヤ、トレーラーまたは 
キャンピング-力一けん引 5) 

1，420 kg 

1，420 kg 

1，420 kg 

1，420 kg 


U ま両重量には運転者1名+荷物分 (75 kg ) の重量が含まれています。 

の最大総重量および最大軸荷重を超えないようにしてください。 

知識：追加アクセサリーなどが装備されている場合は、それに応じて積載重量が減少します。 
s ^ orscheTequipmen ほたはポルシェ社がテストを実施し、承認したルーフ-トランスポート-システムのみを使用してください。 
ルーフ-トランスポート-システムに荷物を積載しているときは、130 km / h な上の速度で走行しないでください。 

坂道の勾配率が12%な下のとき 

トレーラーまたはキャンピング-力一をけん引するときは、所定軸荷重で100 km / h を超える速度で走行しないでください。 

6) Euro 5 


* 日本仕様に設定はありません。 
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Panamera 4S、Panamera 4S Executive、Panamera GTS、Panamera Turbo 



Panamera 4S 

Panamera 4S Executive 

Panamera GTS 

Panamera Turbo 


PDK トランス ミツシ ヨン 

PDK トランスミ ツシ ヨン 

PDK トランスミ ツシ ヨン 

PDK トランスミ ッシ ヨン 

空車重量 

(装備仕様により異なる） 

DIN 70020規格 

1，870 kg 〜2，120 kg 

2,000 kg 〜2，110 kg 

1夕25 kg 〜2，145 kg 

1，970 kg 〜2，175 kg 

70/156 /EEC 規格 1) 

1，945 kg 〜2，195 kg 

2,075 kg 〜2，185 kg 

2,000 kg 〜2,220 kg 

2,045 kg 〜2,250 kg 

最大軸荷重、フロント2^ 

1，210 kg 

1,260 kg 

1，250 kg 

1，250 kg 

最大軸荷重、リヤ2^ 

1，310 kg 

1，355 kg 

1，330 kg 

1，330 kg 

総重量 2) 

2,45 0 kg 

2,485 kg 

2,50 0 kg 

2,50 0 kg 


ルーフ積載荷重 

最大ルーフ積載荷重 3 > 

75 kg 


75 kg 

75 kg 


トレーラーま両のけん引 

最大けん引重量ヴレーキ装備ま） 4 > 

2,20 0 kg 


2,20 0 ks 

2,20 0 kg 

最大けん引重量（ブレーキ非装備車） 4 > 

750 kg 


750 kg 

750 kg 

最大車両重量+トレーラー重量 

4,65 0 kg 


4,70 0 kg 

4,70 0 kg 

最大垂直連結荷重 

100 kg 


100 kg 

100 kg 

最大軸荷重、リヤ、トレーラーまた 
はキャンピング■力一けん引 5) 

1，420 kg 


1，420 kg 

1，420 kg 


U 車両重量には運転者 1 名 + 荷物分 (75 kg ) の重量が含まれています。 

の最大総重量および最大軸荷重を超えないようにしてください。 

知識：追加アクセサリーなどが装備されている場合は、それに応じて積載重量が減少します。 

3) Porsche Tequipment またはポルシェ社がテストを実施し、承認したルーフ-トランスポート-システムのみを使用してください。 
ルーフ-トランスポート-システムに荷物を積載しているときは、 130 km / h な上の速度で走行しないでください。 

坂道の勾配率が12%な下のとき 

トレーラーまたはキャンピング.力一をけん引するときは、所定軸荷重で lOOkm / h を超える速度で走行しないでください。 
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Panamera Turbo Executive、Panamera Turbo S、Panamera Turbo S Executive 



Panamera I'urbo 
Executive 

Panamera Turbo S 

Panamera Turbo S 
Executive 


PDK トランスミッション 

PDK トランスミッション 

PDK トランスミッション 

空車重量 

(装備仕様により異なる） 

DIN 70020規格 

2,070 kg 〜2，165 kg 

1，995 kg 〜2，160 kg 

2,080 kg 〜2，150 kg 

70/156 /EEC 規格 1) 

2，145 kg 〜2,24 0 kg 

2,070 kg 〜2,235 kg 

2，155 kg 〜2,225 kg 

最大軸荷重、フロント 2) 

1,275 kg 

1，250 kg 

1,275 kg 

最大軸荷重、リヤ2^ 

1，355 kg 

1，330 kg 

1，355 kg 

総重量 2 ) 

2,56 0 kg 

2,50 0 kg 

2,56 0 kg 


ルーフ 積載荷重 

最大ルーフ積載荷重 3 ^ 


75 kg 



トレーラーま両のけん引 

最大けん引重量（ブレーキ装備車） 4) 


2,20 0 kg 


最大けん引重量(ブレーキ非装備ま) 


750 kg 


最大車両重量+トレーラー重量 


4,70 0 kg 


最大垂直連結荷重 


100 kg 


最大軸荷重、リヤ、トレーラーまた 
はキャンピング-力一けん引 5) 


1，420 kg 



U ま両重量には運転者 1 名 + 荷物分 (75 kg ) の重量が含まれています。 

の最大総重量および最大軸荷重を超えないようにしてください。 

知識：追加アクセサリーなどが装備されている場合は、それに応じて積載重量が減少します。 

3) Porsche Tequipment またはポルシェ社がテストを実施し、承認したルーフ-トランスポート-システムのみを使用してください。 
ルーフ-トランスポート-システムに荷物を積載しているときは、130 km / h な上の速度で走行しないでください。 

坂道の勾配率が12%な下のとき 

トレーラーまたはキャンピング.力一をけん引するときは、所定軸荷重で100 km / h を超える速度で走行しないでください。 
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充填容量 

ポルシェ社が承認したフルード、燃料のみを使用してください。ポルシェ正規販売店では、お客様のご要望に応じた適切なアドバイスを行います。 


オイル-フィルターを含むエンジン-オイル 
の交換量（最大） 

Panamera、Panamera 4 、 Panamera S、Panamera 4 s 、 

Panamera 4 S Executive : 約 8.5 リットル 

Panamera ディーゼル*:約7.0リットル 

Panamera GTS、Panamera Turbo、Panamera Turbo Executive、Panamera Turbo S 、 
Panamera Turbo S Executive : 約9.0リットル 

燃料タンク 

Panamera、Panamera 4 、 Panamera ディーゼル *、 Panamera S :約 80 リットル、予備用 
の約12リットルを含む、オプション：約100リットル*、予備用の約12リットルを含む 
(Panamera Diesel * :予備用約10リットル） 

Panamera 4 S、Panamera 4 S Executive、Panamera GTS、Panamera I ' urbo 、 

Panamera Turbo Executive、Panamera Turbo S、Panamera Turbo S Executive :約10〇リッ 

トル（予備用の約 12 リットルを含む） 

燃料品質（ガソリン） 

Panamera、Panamera 4 、 Panamera 5 、 Panamera 45 、 Panamera 4 S Executive . Panamera GTS 、 
Panamera Turbo、Panamera Turbo Executive、Panamera Turbo S、Panamera Turbo S Executive : 
この車両のエンジンは、 EN 228 に基づき、金属系添加物を含まない、オクタン価が9抓 0 N /88 M 0 N 
の無鉛プレミアム.ガソリンを使用したときに、最大の出力と燃費を達成するように設計されて 
います。 

この車両のエンジンは、エタノール含有量10%な下の燃料の使用に対応しています。エタノール 
含有燃料を使用すると燃費が悪化することがあります。 

オクタン価が 95 R 0 N /85 M 0 NJU 上の金属系添加剤を含まない無鉛ガソリンを使用した場合、エン 
ジンのノック-コントロールが自動的に点火時期を調整します。 

オクタン価が 95 RON /85 MON 未満の金属系添加物を含まない無鉛ガソリンを使用した場合、エンジ 
ン出力が低下し、燃費が悪化することがあります。 

>このような燃料を使用した場合、アクセル•ペダルを全開にしないでください。 

>燃料タンクが空になるまで走行しないでください。 

燃料品質（ディーゼル） 

Panamera ティーゼル*: 

ディーゼル燃料はヨーロッパ規格 EN 590に準拠している必要があります。 

セタン価が51な上の物を使用してください。 

セタン価はディーゼル燃料の燃焼品質を示す値です。 

フロントガラス-ウォッシャ ー/ へッドライト- 
ウォ ッシャ ー ■ ンステム 

約 5.5 リットル 
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動力性能（ゾーカー発表値） 

DIN 規格の空車重量で測定しています。なお動力性能を損なう付加装置（特殊タイヤなど）は使用していません。 



最高速度 

〇〜100 km/h 発進加速 
(括弧内の数値は 
「スポーツ-プラス」モード） 

ト レーラーけん引時の 
最高速度 

Panamera 

259 km/h 

6.3 (6.0 け少 


Panamera 4 

257 km/h 

6.1(5.8) す少 


Panamera ディーゼルティプトロニック S 
装備ま* 

244 km/h 

230 km / hi ) 

259 km / い） 

6.8 秒 

7.5 秒 1) 

6.0 秒 2) 


Panamera S 

287 km/h 

5.1(4.8) 秒 

-地域の法律等を遵守して卜 
レーラー車両をけん引してく 

Panamera 4S 

286 km/h 

4.8 (4.5 パ少 

Panamera 4S Executive 

286 km/h 

5.0 (4.7) 秒 

ださい。 

Panamera GTS 

288 km/h 

(4.4) 秒 


Panamera Turbo 

305 km/h 

4.1 口. 9) 秒 


Panamera Turbo Executive 

305 km/h 

4.2 (4.0) 秒 


Panamera Turbo S 

310 km/h 

口. 8) 秒 


Panamera Turbo S Executive 

310 km/h 

口. 9) 秒 


1) ベルギー、ノルウ： L 一、 イタリア 2) Euro 5 


* 日本仕様に設定はありません。 
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ま両寸法（ゾーカー発表値） 

Panamera 、 Panamera4* Panamera デイーゼル、 PanameraS* Panamera4S、Panamera 4S Executive、Panamera GTS 



Panamera^ 
Panamera 4 、 
Panamera ァィーゼル * 

Panamera S 、 
Panamera 4S 

Panamera 4S 
Executive 

Panamera GTS 

全長 

5,015 mm 

5,015 mm 

5,165 mm 

5,015 mm 

ドア-ミラーを含まない全幅 

1，931 mm 

1,931 mm 

1,931 mm 

1,931 mm 

ドア-ミラーを含む全幅 

2，114 mm 

2,11 4 mm 

2,11 4 mm 

2，11 4 mm 

DIN 規格空車重量でのま高、スチール•サスペンション 1，418 mm 

1,41 8 mm 



ノーマル■レベルのま高、エア■サスペンション 

1,418 mm 

1,41 8 mm 

1,425 mm 

1,40 8 mm 

ホイールべース 

2,92 0 mm 

2 夕 20 mm 

3,07 0 mm 

2,92 0 mm 

地上高（最大積載時)、スチール■サスペンション 

78 mm 

84 mm 



地上高（許容総重量)、エア■サスペンション 

143 mm 

143 mm 

143 mm 

133 mm 


最小回転直径 

11.97 m 

11.97 m 

12.45 m 

11.97 m 

Panamera Turbo、Panamera I'urbo Executive 、 

Panamera Turbo S、Panamera Turbo S Executive 



Panamera Turbo 

Panamera Turbo 
Executive 

Panamera Turbo S 

Panamera Turbo S 
Executive 

全長 

5,015 mm 

5,165 mm 

5,015 mm 

5,165 mm 

ドア-ミラーを含まない全幅 

1，93 1 mm 

1，93 1 mm 

1,931 mm 

1,931 mm 

ドア-ミラーを含む全幅 

2，11 4 mm 

2，11 4 mm 

2,11 4 mm 

2,11 4 mm 

ノーマル■レベルの車高、エア■サスペンション 

1，41 8 mm 

1,425 mm 

1,41 8 mm 

1,425 mm 

ホイールべース 

2,92 0 mm 

3,07 0 mm 

2,92 0 mm 

3,07 0 mm 

地上高（許容総重量)、エア•サスペンション 

143 mm 

143 mm 

143 mm 

143 mm 


最小回転直径 

11.97 m 

12.45 m 

11.97 m 

12.45 m 
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索引 


数字 


機能説明 . 207 

A 

A/C MAX ボタン 

エアコン-システム . 69 

A/C ボタン 

エアコン-システム . 68 

ABD (才ートマチック.ブレーキ.ディファレン 
シャル） 

機能説明 . 208 

ABS (アンチロック•ブレーキ•システム） 

インストルメント.パネルの警告灯 . 214 

機能説明 . 213 

ACC 

アダプティブ•クルーズ■コントロール . 168 

ASR (アンチ.スリップ.コントロール） 

機能説明 . 208 

Assist, systems (アシスタンス-システム） 

車線逸脱警告の設定 . 128 

AUTO (ライト-スイッチ） . 85 

ドライビング-ライト-アシスタント . 85 

AUTO ボタン 

エアコン-システム . 64 

AUX インターフエース、取り付け位置 . 190 

E 

ETC 受信機 . 190 

H 

HOLD 機能 

機能説明 . 212 


iPod インターフエース、取り付け位置 . 190 

に 0FIX システム 

規定のチャイルド•シート取り付け方向 . 42 

助手席エアバッグの作動/停止 . 49 

推奨するチャイ J レド.シート . 43 

トップ-テザー . 48 

に 0FIX トップ-テザー付きチャイルド-シートの 
取り付け . 48 


P 

Panamera ディーゼル* および Panamera S E-Hybrid の 
インテリジェント-メンテナンス-コンピューター....102 


Panamera ディーゼル* および Panamera S E-Hybrid の 


サービス•インジケーター . 102 

Panamera ディーゼル* および Panamera S E-Hybrid の 

メンテナンス-コンピューター . 102 

PASM (ポルシェ•アクティブ-サスペンション- 
マネージメント） 

概要 . 206 

機能説明 . 214 

シャーシ設定の選択 . 215 

マルチファンクション■ディスプレイの 

警告メッセージ . 215 

PCCB (ポルシェ•セラミック-コンポジット- 
ブレーキ） 

—般的なインフォメーション . 166 

PCM (ポルシェ.コミュニケーション.マネージメ 

ント）、インフォメーション . 190 

PDCC (ポルシェ•ダイナミック■シャーシ•コント 
口ール） 

概要 . 206 

機能説明 . 212 

マルチファンクション■ディスプレイの 

警告メッセージ . 212 

PDK セレクター.レバー 

緊急解除 . 205 

PDK トランスミッション 

キックダウン . 196 

故障 . 194 

ステアリング•ホイールでのギヤ•シフト ..... 195 
ステアリング•ホイールのシフト•ボタン/ 

シフト-パドル . 53 

スポーツ-モード . 196 

セレクタ—.レ/く-.ポジション . 194 

惰性走行モード . 195 

Porsche Doppelkupplung(PDK). 192 

キックタ'‘ウン . 196 

故障 . 194 

ステアリング•ホイールでのギヤ•シフト ..... 195 

スポーツ-モード . 196 

セレクタ—.レ/く-.ポジション . 192 

走行制限プログラム . 199 

惰性走行モード . 195 

冬の走行 . 193 

口ーンチ • コントロ ーJ レ . 196 

PSM (ポルシェ•スタビリティ-マネージメント） 

機能説明 . 207 

タコメ—夕—のマルチファンクション. 

ライト . 210 


PSM (ポルシェ.スタビリティ.マネージメント） 

OFF にする . 209 

概要 . 206 

作動する . 209 

マルチファンクション■ディスプレイの 

警告灯 . 309 

PTM (ポルシェ•トラクション•マネージメント） 

機能説明 . 207 

PTV プラス（ポルシェ-トルク■べクトリング • 

プラス） 

機能説明 . 211 

PVTS (ポルシェ車両追跡システム） 

機能説明 . 262 

ドライバー.力ード/リモート.キーパッド 

なしの場合の操作 . 263 
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用電池の交換 . 265 
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メンテナンス . 265 

輸送 . 265 
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REAR ボタン 

エアコン-システム . 67 

REST ボタン 

エアコン-システム . 72 
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SYNC ボタン 

エアコン-システム . 71 

SYNC モードの ON/OFF 

エアコン-システム . 71 


TPM 

システムの登録 . 118 

TPM (タイヤ空気圧モニタリング') . 114 

U 

USB インターフエース、取り付け位置 . 190 

み 

アーム.レストのセーフティー.ボタン 

リヤ.コントロール.パネルおよびパワ ー. 
ウインドウの機肯封亭止 . 68 


* 日本仕様に設定はありません。 
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アームレスト 

小物入れ（フロント）を開く . 225 

小物入れ（リヤ）を開く . 225 

アシスタンス-システム 

トレーラー • モードの鼓定 . 128 

ポルシェ-アクティブ-セーフの設定 . 127 

アグ'プティブ'- クルーズ •コントロー J レ . 168 

ON/OFF . 171 

機能説明 . 168 

基本的な作動 . 171 

クルーズ-コントロールの中断/再開 . 174 

警告メッセージ . 174 

車間距離の設定 . 172 

操作ステータス . 171 

速度の設定/設定速度の変更 . 171 

表示方法 . 170 

ポルシェ-アクティブ-セーフ . 177 

レータ'--センサー . 168 

例外 . 175 

アダプティブ- クルーズ • コントロール用レーダー • 

センサー . 281 

圧力 

タイヤ ( bar / psi ) . 327 

アルカンターラ、お手入れの諸を意 . 283 

アルミニウム-リム 

お手入れの諸を意 . 281 

記号 . 293 

アンダーコーティング、お手入れの諸を意 . 281 

アンチ•スリップ•コントロール ( ASR ) 

機能説明 . 208 

アンチロック.ブレーキ.システム ( ABS ) 

機能説明 . 213 

アンビエント-ライト . 92 

い 

イグニッション•ロック 

イグニッション•キーの取り外し、 PDK トラ 

ンスミッション . 194 

キーの緊急操作 . 158 

機能説明 . 156 

異常 

イグニッション-ロック内のイク'’ニッション- 

キーの緊急操作 . 158 

才ートマチック ■ リヤ • リッド . 22 

開閉操作とロック時 . 26 

スライディンダ/チルティング-ルーフの 

/くーキング'•アシスタント . 253 

パワ——ウィンドウ . 80 

リヤ•リツドの緊急操作 . 託 
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オドメーター(積算距離計） . 100 
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スピードメータ . 99 
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油温計 . 99 
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インストルメント-パネル 
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スピードメータ . 99 

タコメーター（回転言十） . 99 

燃料計 . 101 

油温計 . 99 

ライト調節 . 90 
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〇 

ウインター.タイヤ 
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保管 . 290 
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不凍液 . 272 
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リヤ•コントロ ー j レ-/くネ j レの概要 . 62 

リヤ A / CMAX モード . 69 

リヤ SYNC モードの ON/OFF . 71 

エアバッグ 

安全に関する指示 . 40 
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機能説明 . 40 
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解除する . 163 

緊急ブレーキ機能 . 163 

警告灯 . 163 

操作 . 163 

発進時のパーキング•ブレーキ自動解除 ........ 163 

ブレーキ•テスト-スタンドでの測定 . 269 

エンジン 
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始動 . 159 
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停止 . 160 

テクニカル.データ . 324 
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冷ま!]システム . 99 
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—般的なインフォメーション . 270 

エンジンミ由圧 . 136 

温度計 . 99 

給油口 . 271 

交換量 . 338 

消費量 . 324 
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オイル-レベルの警告 . 269 
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エンジン.ドラッグ-トルク•コントロール ( MSR ) 

機能説明 . 208 

エンジンの余熱を利用して暖房する . 72 

エアコン-システム . 72 


エントリ ー& ドライブ 

室内モニタリング-システムの解除（ポルシェ- 


エントリ ー& ドライブ'装備車） . 260 

車両がロック解除できない . 27 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア- 

ロック . 17 
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ロックの解除 . 16 
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お 
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才—卜.スタート/ストップ機能 
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エンジンの自動始動 . 160 

エンジンの自動停止 . 160 

作動原理 . 160 

前提条件 . 160 

ディスプレイ . 163 

例外 . 160 

才ート • メモリー 

パーソナル設定の保存 . 131 

才ートマチック-カミング-ホーム-ライト、 

カーテシー-ライト 

ウェルカム -ホーム機肯目 . 86 

エントリー機能 . 86 

才ートマチック•スピード-コントロール 
(クルーズ.コントロール） 

OFF にする . 167 

加速 . 167 

機能説明 . 166 

減速 . 167 

作動する . 166 

速度の設定 . 166 

中断操作 . 167 

才ートマチック-ドライビング•ライト-アシスタ 
ント 
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プラス PDLS Plus ) . 87 

ポルシェ.ダイナミック•ライト-システム 

( PDLS ). 87 

才ートマチック-トランスミッション . 192 
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( ABD ) 

機能説明 . 208 

才ートマチック-へッドライト-レベリング 
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機能説明 . 86 
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才ートマチック■リヤ■リッドの開く高さの設定 ...... 21 
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ミッション） 

ステアリング-ホイールのシフト•ボタン/ 

シフト•パドル . 53 

オートマチック（ティプトロニック S ) 

機能説明 . 200 

セレクタ—.レ/、'— . 202 

オイル 

—般的なインフオメーション . 270 

温度計 . 99 

歹唤写 . 338 

不正確なオイル-レベル測定 （ Panamera ディー 

ゼル *、 Panamera S E - Hybrid ). 110 

マルチファンクション-ディスプレイ上での 

オイル-レベルの警告 . 269 

油圧 . 136 

レベル.ゲ—ジ . 109 

レベルの点検 . 109 

応急処置セット、収納位置 . 286 

オクタン価、ガソリン . 274 

お手入れ 

アルカンターラ . 283 

アンダーコーティング . 281 

ウィンドウ . 280 

エアバッグ . 283 

エンジン-コンパートメントの清掃 . 280 

革製品 . 282 

軽合金製ホイール . 281 

高圧洗を機の使用 . 278 

シ—卜.ベンチレーション付きシートの革製品 

のお手入れ . 282 

シートベルト . 283 

シール . 282 

車両の長期保管 . 283 

洗車、諸を意 . 279 

塗装 . 279 

ファブリック.ライニングの清掃 . 283 
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お手入れの諸を意 
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アンダーコーティング . 281 

ウィンドウ . 280 

エアバッグ . 283 

エンジン-コンパートメントの清掃 . 280 

力一へット . 28〇 

革製品 . 282 


* 日本仕様に設定はありません。 


索引 
















































































































軽合金製ホイール . 281 

高圧洗;争機の使用 . 278 

シート • ベンチレーション付きシートの 

革製品のお手入れ . 282 

シートベルト . 283 

シール . 282 

車両の長期保管 . 283 
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キー（リモート•コントロ ール）電池の交換 . 29 

キセノン.へッドライト 

へ、ソ ドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 

補助ハイ-ビーム-へッドライトのバルブ 

交換 . 315 

キックダウン 

Porsche Doppelkupplung . 196 

ギヤ.シフト 

ティプトロニック S . 200 

ギヤシフト 
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緊急解除 

スライディング/チルティング.ルーフの . 82 

リヤ•リッド . 26 

緊急操作 
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傾斜センサー* 

キーで OFF にする（リモート•コント 

口ール） . 260 
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ドア•ハンドルのボタンで停止する（ポルシェ- 

エントリ ー& ドライブ') . 260 

軽修理 
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緊急操作 . 82 
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ル物入れ 
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収納 . 224 
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(リヤ） . 226 
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テクニカ)レ • データ . 330 
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車速警告 . 118 
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キ ー/ メモリー-ボタンへの保存 . 150 

コンプレッサー . 287 

さ 

サーキット . 155 

サイド•ロー J レアップ式ブラインド . 57 

サマー. タイヤ 

タイヤ空気圧 . 245 

タイヤ交換 . 295 

保管 . 290 

サラウンド-ビュー （ RTV ) . 253 

サンバイザー . 56 


シ—卜 

シート位置の調節 . 34 

シート位置の保存/呼び出し . 150 

推奨するチャイルド.シート （ IS 0 FIX システムに 
よる固定） . 44 


推奨するチャイルド.シート（シートベルトに 


よる固定） . 43 

チャイルド-シート-システム . 41 

フロント-シートの調節 . 34 

、 リヤ-シートを前方に巧り畳む . 234 

ンート.ヒーター 

OFF にする . 37 

ON にする . 37 

リヤ•コントロール-パネルの ON/OFF . 37 

シート-ベンチレーター . 37 

OFF にする . 37 

ON にする . 37 

リヤ.コントロール.パネルの ON/OFF . 37 

シート•メモリー . 150 

シート位置の調節 . 34 

シートベルト 

お手入れの諸を意 . 283 

シートベルト-プリテンショナーの作動条件 ...38 

シートベルトの高さ調節 . 39 

シートベルトを外す . 39 

タコメーターの警告灯 . 茄 

mm . 39 

シートベルト-プリテンショナー 

機能説明 . 38 

シール、車両のお手入れ . 282 

シガー-ライター . 231 

時刻の設定 . 125 

室内防塵用フィルター、メンテナンスの諸を意 ....... 272 

室内モニタリング-システム . 261 

キーで OFF にする（リモート•コント 

口ール） . 260 

ドア-ハンドルのボタンで停止する 

(ポ J レシェ■エントリ ー& ドライブ') . 260 

始動 

エンジン . 159 

エンジンの自動始動（才ート-スタート/ 

ストップ機能） . 161 

自動車電話および無線装置、インフォメーション.…189 
自動内気循環モードの設定 

エアコン-システム . 70 

自動防眩作動/解除 . 52 

シフトアップ-インジケーター . 100 

シャーシ.コントロール.システム 

概要 （ PTM 、 PSM 、 PASM 、 PDCC、PTV 

プラス） . 206 

シャーシ設定 

機能説明 . 214 

選択 . 215 

シャーシ香号、位置 . 323 

車高調整、ポルシェ■アクティブ-サスペンション- 
マネージメント ( PASM ) 

概要 . 215 


* 日本仕様に設定はありません。 
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マルチファンクション•ディスプレイの 

警告メッセージ . 217 

車線逸脱警告 . 187 

警告タイミングの設定 . 128 

作動/停止 . 188 

ディスプレイ . 188 

例外 . 189 

車線逸脱警告システム 

警告音量を設定する . 128 

車体の傾き（ロール）を抑制 

ポルシェ.ダイナミック-シャーシ•コント 
口ール ( PDCC ) . 212 

ま幅灯 

点灯する . 85 

へッドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 

車両+トレーラー重量 . 335 

車両情報 

マルチファンクション■ディスプレイの呼び 

出し . 108 

車両寸法（メーカー発表値） . 340 

車両設定 

LCA の設定 . 127 

エアコン設定 . 132 

キーへの保存 . 150 

警告/インフォメーション音量を設定する ....... 133 

言語設定 . 135 

工場出荷時の設定に戻す . 122 

車線逸脱警告の設定 . 128 

制限速度表示の設定 . 128 

設定メニューの選択 . 122 

単位の設定 . 134 

パーソナル-ボタンへの保存 . 150 

日付と時刻の設定 . 125 

ポルシェ-アクティブ•セーフの設定 . 127 

マルチファンクション-ステアリング- 

ホイールのボタンの割り当て変更 . 133 

マルチファンクション■ディスプレイの 

調節 . 122 

マルチファンクション■ディスプレイの 

変更 . 123 

ライト/視界の設定 . 129 

ロックの設定 . 131 

車両データ . 323 

車両ドア 

開閉操作時の故障 . 託 

キーよるロック（リモート.コントロ ール） . 17 

車内からのロック . 23 

車両がロック解除できない . 27 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア- 
ロック (キーレス操作） . 17 


ポルシェ-エントリ ー& ドライブによるロック 


解除（キーレス操作） . 16 

リヤ-ドア用チャイルド-ロックの作動/ 

解除 . 24 

ま両の技術的な仕様変更に関するインフォメー 

ンヨン . 154 

ジャンクション■ライト* . 87 

ジャンパー-ケーブルによる始動、外部電源 . 310 

充填容量 

ウオツンヤ—液 . づ38 

エンジン-オイ J レ . 338 

概要 . 3% 

燃料 . 3% 

フルードおよび燃料の概要 . 3% 

収納 

グローブ-ボックス . 224 

収納オプション . 224 

フロント•アームレストのル物入れを開く ..... 225 
ラ—ジ.センター.コンソ-ル（リヤ）内の 

収納スぺースを開く . 226 

リヤ•アームレストのル物入れを開く . 225 

リヤ格納式テーブルの開閉 . 2% 

収納スぺース 

ビュー . 235 

フロアの開閉 . 235 

重量（メーカー発表値)、テクニカル•データ . 335 

消'火器の収納位置 . 321 

触媒コンバーター 

エミッション- コントロール（チェックエン 

ジン） . 103 

助手席エアバッグ 

才ーバーヘッド.コンソールの 警告 灯 . 50 

作動/停止 . 49 

助手席エアバッグ OFF 

才ーバーヘッド.コンソールの 警告 灯 . 50 

助手席ミラー 

格納する . 51 

調整 . 51 

トレーラーけん引のための補助ドア- 

之ラー . 24〇 

トレーラー車両のけん引 . 246 

/《ーキング' -エイドの調整 . 52 

す 

き直連結荷重 . 335 

スキー.バッグ 

収納 . 239 

積載と固定 . 239 

スタート/ストップ機肯目 . 160 

スタティック-コーナリング-ライト 

バルブの交換 . 314 


スチーム•ジェット•クリーナー、取扱説明書 ....... 278 

ステアリング' ■コラム•ロック . 261 

ステアリング-ホイール 

PDK / ティプトロニック S トランスミッション • 

シフト■ボタン/シフト•パドル . 53 

イージー•エントリー機肯目の ON/OFF . 35 

エアバッグ.ユニット . 53 

ステアリング' ■ロック . 156 

調整 . 54 

電話機能付きマルチファンクション • 

ステアリング-ホイール . 56 

ヒーターの ON/OFF . 54 

ホーンの操作 . 53 

マルチファンクション-ステアリング- 

ホイールの機能説明 . 55 

ステンレス-テール-パイプ . 155 

お手入れの諸を意 . 282 

ストップウォッチ . 120 

スノ ー■ チェーン 

—般的なインフォメーション . 292 

スピード.コントロール（クルーズ.コントロール） 

OFF にする . 167 

加速 . 167 

機能説明 . 166 

減速 . 167 

作動する . 166 

速度の設定 . 166 

中断操作 . 167 

スピードメータ . 99 

スピードリミットインフォ 

トレーラー車両をけん引するとき . 128 

スぺーサー * 

—般的なインフォメーション . 299 

取り外し . 299 

ロング • ホイール • ボルト . 299 

スペア.キ- . 30 

スポーツ•クロノ . 120 

スポーツ-モード . 155 

ON/OFF . 217 

Porsche Doppelkupplung . 196 

スライディンダ/チルティング-ルーフ 

. 82 

キーによる開閉（リモート•コントロール） ..... 82 

機能説明 . 81 

緊急操作用ツール . 287 

緊急ロック解除 . 82 

せ 

セーフロック . 17 

制限速度表示 

制限速度の表示 . 186 


索引 


* 日本仕様に設定はありません。 

















































































































制限速度表示* . 185 

I 性肯目、テクニカ J レ-データ . 324 

積載荷重 

部分積載時/全積載時 . 327 

積載重量 

—般的なインフオメーション . 236 

タイヤ空気圧、部分積載時/全積載時 . 327 

部分積載時/全積載時 . 327 

接着フィルム、お手入れの諸を意 . 281 

設定 

キーへの保存 . 151 

車両ドアを開いたときに呼び出す . 151 

設定変更の理由 . 151 

パーソナル設定の保存 . 150 

マルチファンクション•ディスプレイの 

調節 . 122 

セレクター-レバー 

緊急解除 . 205 

セレクター•レバー(ティプトロニック S ) 

才ートマナッッ . 之02 

緊急解除 . 205 

セレクタ ー. レ/く 一. ポジション . 202 

セレクタ—.レ/く—の操作 . 200 

マルチファンクション•ディスプレイの 

表示 . 201 

セレクター.レバー位置表示、 PDK トランスミッ 

ション . 194 

洗車、諸を意 . 279 

全積載時 . 327 

センター.アーム レスト 

ル物入れ（フロント）を開く . 225 

ル物入れ（リヤ）を開く . 225 

セントラ J レ-ロッキング’ . 22 

機能説明 . 30 

車内からのドアの開閉操作とロック . 22 

車両がロック解除できない . 27 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア- 

ロック . 17 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア- 
ロックの解除 . 16 

そ 

走; j ホり限プログ'ラム 、 PDK . 199 

送風量の設定 

エアコン-システム . 66 

ソケット . 232 

(12 V ) . 232 

(230 V ) . 233 

ソフト.クローズ（ドアのパワ ー. クロージング. 
メカニズム） . 24 


た 

夕ーニング•ライト 

コーナリング’-ライト . 87 

タイダウン.リング、ラゲッジ•コンパートメント 

の固定位置 . 235 

ダイナミック-コーナリング’-ライト . 87 

ダイナミック-イ-ビーム . 88 

作動/停止 . 89 

タイヤ 

新しいタイヤの慣らし運転 . 154 

圧力、部分積載時/全積載時 . 327 

—般的なインフォメーション . 289 

ウインタ—.タイヤ（—般的なインフォメ_ 

ション） . 292 

交換 . 295 

シーラント . 297 

締め付けトルク . 296 

種類とサイズの設定 . 117 

スノー•チェーン （ 一般的なインフォメー 

ション） . 292 

タイヤ空気圧、データ ( bar / psi ) . 327 

タイヤ空気圧プレート . 323 

タイヤ交換（一般的なインフォメーション）….291 

パンク修理 . 297 

保管 . 290 

ラジア J レ.タイヤの言己号 . 293 

タイヤエア 

設定を見る . 116 

タイヤ空気圧 . 116 

タイヤ情報 . 117 

タイヤ.シーラント//《ンク修理剤 . 297 

タイヤ空気圧 

空気圧 ( bar / psi ). 327 

警告 . 118 

コンフオート■プレッシヤー . 117 

コンフォート■プレッシャー車速警告 . 118 

タイヤ空気圧プレート . 323 

データ ( bar / psi ). 327 

部分積載時/全積載時 . 327 

タイヤ空気圧プレート . 323 

タイヤ空気圧モニタリング ( TPM ). 114 

タイヤ修理用シーラント/シ ー J レ•セット . 297 

タイヤの速度記号 . 293 

タコメーター(回転計） 

ディスプレイ . 99 

惰性走行モード . 195 

ち 

チェックエンジン（エミッション•コントロール） 

機能説明 . 103 

警告灯 . 103 


遅延消灯 

点灯する . 86 

チャイルド.シート 

助手席エアバッグの作動/停止 . 49 

推奨するチャイルド.シート . 43 

トップ-テザー . 48 

ナヤイルド-シート-ンステム 

に OFIX チャイルド-シートの取り付け . 47 

規定の取り付け方向 . 41 

助手席エアバッグの作動/停止 . 49 

推奨するチャイルド.シート . 43 

チャイルド.シートの体重グループによる 

分類 . 42 

チャイルド.シートに RS ) 

規定の取り付け方向 . 41 

チャイルド.プロテクションの ON/OFF 

リヤ.コントロール.パネルおよびパワ ー. 

ウィンドウの機能停止 . 68 

チャイルド-ロック 

エアコン、リヤ.コントロール.パネルの 

ON/OFF . 68 

車内からのリヤ-ドア操作の有効/無効 . 24 

ソフト.クローズ機能装備まのチャイルド. 

ロック機能の作動/解除 . 25 

ソフト-クローズ機能非装備まのチャイルド • 

ロック機能の作動/解除 . 24 

リヤ.コントロ ール.パネルの ON/OFF . 37 

リヤ•ドア•パワ ー• ウィンドウの有効/ 

無効 . 79 

駐車 

PDK トランスミッション . 193 

エレクトリック.パーキング■ブレーキを 

作動させる . 163 

機能説明、パーキング■アシスタント . 251 

トレーラー車両をけん引するときのパーキング • 

アシスタント . 253 

パーキング-アシスタント用センサー . 251 

超音波センサー、パーキング■アシスタント . 251 

て 

データ-バンク . 323 

テーブル（リヤ格納式テーブル） 

開閉操作 . 226 

テール•パイプ . 155 

ステンレス、お手入れの諸を意 . 282 

ディーゼル-エンジン 

ディーゼル.パティキユレート.フィル 

夕一 . 274 

ディーゼル-パティキユレート-フィルター 

機能説明 . 274 

マルチファンクション-ディスプレイの 
警告メッセージ . 274 


* 日本仕様に設定はありません。 
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内気循環ボタン 

エアコン-システム . 

内気循環モードを ON にする 

エアコン-システム . 

ナビゲーション-システム 

マルチファンクション•ディスプレイからの 

使用 . 

慣らし運転 

新しいタイヤ . 

新しいブレーキ-パッド 
オイル消費量/燃費 ........ 

慣らし運転の知識 . 


ティプトロニック S . 200 

トランスミッシヨンおよびシャーシ-コントロール • 
システム 

概要 （ PTM 、 PSM 、 PASM 、 PDCC、PTV 

プラス） . 206 

トリップ-メーター 

ディ スプレイ . 100 

リセット . 100 

トリップ情報 . 113 

ドリンク-ホルダー 

フロント . 228 

リヤ . 229 

トルク、テクニカル•データ . 324 

トレ—フ— 

けん引、安全に関する知識 . 245 

走行時のヒント . 246 

ソケット . 249 

定義 . 245 

トレーラー. スタビリティ.マネージメント、 

機能説明 . 210 

パーキング■アシスタントの作動 . 253 

連結 . 246 

連結解除 . 246 

トレーラー-スタビリティ-マネージメント 

機能説明 . 210 

トレーフ ー• ヒッチ 

拡張 . 248 

格納 . 248 

ソケット . 249 

電動格納式トレーラー-ヒッチの故障 . 249 

トレーラー荷重 . 335 

トレーラーけん引のための補助ドア-ミラー、 

知識 . 246 

トレーラー用のソケット . 249 

ヒッチ、電動式 . 249 


* 日本仕様に設定はありません。 


ディーセレ車の補助ヒーター . 64 

ディーゼル燃料 

適合しない燃料を補充した場合の対処法 ........ 275 

停止 

エンジン . 160 

エンジンの自動停止（オート-スタート/ 

ストップ機能） . 160 

停止制御 

機能説明 . 212 

停止表示板、収納位置 . 286 

デイタイム.ドライビング’.ライト . 86 

ティプトロニック S 

機能説明 . 200 

セレクタ—.レ/、'— . 202 

マルチファンクション•ディスプレイのギヤ- 

ポジション■ディスプレイ . 201 

ティプトロニック S セレクター.レバー 

緊急解除 . 205 

ティプトロニック S トランスミッション 

ステアリング-ホイールのシフト•ボタン/ 

シフト-パドル . 53 

ティプトロニック S のギヤ-ポジション•ディスプ 

レイ . 201 

テクニカル-データ 

エンジン . 324 

重量 . 335 

タイヤ、ホイ ー J レ . 326 

タイヤ空気圧 ( bar / psi ). 327 

動力性能 . 339 

燃料消費量 . 325 

テスト-スタンド 

パフォーマンス-テスト . 269 

ブレーキ.テスト . 269 

電ミう 

—般的なインフォメーション . 189 

マルチファンクション•ディスプレイからの 
使用 . 113 

と 

ドア 

開閉操作時の故障 . 託 

キーよるロック（リモート.コントロール） ..... 17 

車内からのドアの開閉操作とロック . 22 

車両がロック解除できない . 27 

ドアのロックの解氷 . 278 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブによるドア- 

ロック (キーレス操作） . 17 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブによるロック 

解除（キーレス操作） . 16 

リヤ-ドア用チャイルド-ロックの作動/ 

解除 . 24 


索引 


ドア-巧一 

格納する . 51 

設定の保存（メモリー) . 52 

調整 . 51 

トレーラーけん引のための補助ドア- 

巧一 . 246 

トレーラー車両のけん引 . 246 

/《ーキング' -エイドの調整 . 52 

ドア. S ラー-ヒーター 

ON/OFF . 74 

ドアを 

ロック解除できない . 27 

冬季の走行 . 308 

盗難防止ホイール-ボルト用ソケット-レンチ 

収納 . 287 

使 . 296 

動力 I 性肯目、 テクニカ)レ•データ . 339 

読書灯 . 91 

閉じる 

車内からのドアのロック . 22 

車両に残る人/動物 . 17 

スライディング’/チルティング-ルーフを閉 

じ3 . 81 

ドアとポルシェ-エントリ ー& ドライブ 

(キーレス） . 17 

リヤ•リッド . 18 

リヤ•リッドを自動で閉じる . 20 

塗装 

お手入れの諸を意 . 279 

傷の補修 . 279 

つや出し（ポリッシュ） . 279 

保護する . 279 

巧れ、染みの除去 . 279 

ドライビング•ライト-アシスタント 

才ートマチック-へッドライト-レベリング、 

機能説明 . 86 

ジャンクション■ライト* . 87 

スタティック.コーナリング’.ライト . 87 

夕'‘イナミック-コーナリング'-ライト . 87 

夕'‘イナミック-/\イ ■ ビーム . 88 

デイタイム.ドライビング’.ライト . 86 

点灯する . 85 

ポルシェ-ダイナミック-ライト-システム • 

プラス (PDLS Plus ) . 87 

ポルシェ-ダイナミック-ライト-システム 
( PDLS ) . 87 

口一-ビーム . 86 

トランスミッション 

Porsche Doppelkupplung ( PDK ). 192 
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人間工学に基づいた設定 

キ ー/ メモリー-ボタンへの保巧 . 150 


ね 

燃料ォクタン価 . 274 

給油 . 274 

ミ'占'費量 32^ 

燃料給油ミス防止 . 277 

燃料計 . 101 

燃料残量警告灯 . 102 

燃料タンクの容量 . 338 

品質 . 274 

予備燃料タンク . 273 

燃料インジケーター-ライト 

燃料計 . 101 

燃料給油ミス防止 . 277 

燃料計 . 101 

の 

上り坂での発進アシスタンス 

機能説明 . 212 


は 

パーキング-アシスタント 

機能説明 . 251 

作動 . 252 

センサー . 251 

停止 . 252 

トレーラー車両をけん引するとき . 253 

パーキング.エイド 

ドア-ミラー下向き自動切り替え . 52 

トレーラー車両をけん引するときのパーキング- 

アシスタント . 253 

パーキング-アシスタント用センサー . 251 

パーキング•ブレーキ 

解除する . 163 

操作 . 163 

発進時のパーキング•ブレーキ自動解除 ........ 164 

ブレーキ•テスト-スタンドでの測定 . 269 

/くーキング’-ライトの,ち I な . 89 

/\イ • ビーム . 89 

操作レバー . 89 

ダイナミック-ハイ-ビームの作動/停止 . 89 

バルブ交換（補助ハイ-ビーム■ヘッドラ 

イト） . 315 

へッドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 


バイキセノン-へッドライト 

へッドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 

補助ハイ-ビーム-へッドライトのバルブ 

夕唤 . 315 

排気量、テクニカル•データ . 324 

灰皿 

フロントを掃除する . 230 

フロントを開く . 230 

リヤを掃除する . 230 

リヤを開く . 230 

ハザード•ライトの ON/OFF . 90 

発炎筒 . 321 

発進アシスタント . 212 

带隹時 

発進時のパーキング-ブレーキ自動解除 . 164 

口ーンチ • コントロ ー J レ . 196 

バッテリー 

お手入れ . 308 

キーの電池交換 . 29 

交換 . 309 

車両エレクトリカル•システム電圧の指示 ..... 102 
ジャンパー-ケーブルによるエンジンの 

始動 . 310 

充電 . 311 

接続後の作業 . 309 

冬季の走行 . 308 

バッテリーのを意事項 . 307 

バッテリー (12 V ) 

—般的なインフオメーシヨン . 307 

取り付け位置 . 307 

バッテリー上がり時のジャンパー-ケーブルによる 
エンジンの始動 . 310 

バニティー-ニラー . 〇6 

バルブ 

コーナリング’-ライトの交換 . 314 

補助ハイ-ビーム-へッドライトのバルブ 
交換 . 315 

パワー•ウィンドウ 

胃 S . 80 

運転席ドア-コントロール•パネルの概要 ....... 78 

キーによるウィンドウの開閉（リモート • 

コノトロール） . 80 

助手席ドア-コントロール•パネルの概要 ....... 78 

スイッチによるウィンドウの開閉 . 78 

スイッチによるウィンドウの開閉操作 . 78 

ドア•ハンドルのボタンでウィンドウを閉じる 
(ポルシェ-エントリ ー& ドライブ装備ま） ........ 80 

バッテリー接続後の調節 . 80 

パワ ー. ステアリング 

ハイドロリック-フルードの点検と補充 . 289 


ハンドブレーキ（エレクトリック•パーキング•ブレーキ） 

解除する . 164 

操作 . 163 

ミ凡用（ユ ニバー サル）才ーデイオ•インター フエー ス、 

取り付け位置 . 190 


ひ 

ビーク J レ•プレート*、位置 . 323 

左側通行（へツドライトの切り替え） . 316 

日付の設定 . 125 

ヒユーズ、ヒユーズの交換 . 302 

ヒルホルダー（発進アシスタント） 

機能説明 . 212 


4、 

ファブリック. ライニング（お手入れの諸を意） ..... 283 
ファ ン設定 

エアコン-システム . 66 

フィラー•フラップ、緊急操作 . 277 

フィルター 

エア •クリーナ ー、 メンテナンスの諸を意 ..... 272 
室内防塵用フィルター、メンテナンスの 

諸を意 . 272 

フット. ブ レー キ 

安全に関する指示 . 164 

警告メッセージ（ブレーキ摩耗） . 165 

不凍液 

ウォツシャー液の割合 . 272 

部分積載時 . 327 

プライバシー(ポルシェ-力一-コネクト） . 135 

プラスチック部品、お手入れの諸を意 . 281 

フルードおよび燃料 

ウォツシャー液 . 338 

エンジン-オイル . 338 

クーラント（冷ま！]水） . 3% 

燃料 . 3% 

ブレーキ 

新しいパッドの慣らし運転 . 154 

警告メッセージ（ブレーキ摩耗） . 165 

テスト•スタンド . 269 

パーキング-ブレーキの作動/解除 . 163 

フット. ブ レー キ . 164 

ブレーキ.パッドの警告メッセージ . 165 

ブレーキ.ディスク . 155 

ブレーキ.パッド . 155 

新しいブレーキ-パッドの慣らし運転 . 154 

警告メッセージ（ブレーキ） . 165 

ブ レー キ •フ ルード 

交換 . 289 

スピ—ド.メ—夕-警告灯 . 289 

フロア.マット、お手入れの諸を意 . 283 


* 日本仕様に設定はありません。 
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フロント-ウインドウ-ウォッシャ ー• システム 

ウォッシャー液の補充 . 271 

充填容量 . 338 

不凍液 . 271 

フロント•ウインドウ•デフロスター . 73 

エアコン-システム . 73 

フロント•シート 

シート位置の調節 . 34 

調節する . 34 

フロント.ワイパー 

お手入れの諸を意 . 280 

概胃 . 93 

操作レバー . 94 

フロント-ワイ/く一、高速作動 . 94 

フロント-ワイパー、低速作動 . 94 

フロント-ワイパー/ウォッシャ ー• システム….95 
フロント-ワイパーの1回作動（ワンタッチ 

操作） . 95 

リヤ-ワイパー . 96 

リヤ-ワイパーの間欠作動を ON にする . 96 

レイン-センサー感度の調節 . 95 

レイン • センサーの作動 . 94 

レイン-センサーの調節 . 95 

ワイパー-ブレード交換のためのサービス 

im . 95 

ワイパー-ブレード下のサン-シールドの 
取り付け . 95 

フロント.ワイパー/ウォッシャ ー. レバー 

フロン ト- ワイパー、高速作動 . 94 

フロント-ワイパー、低速作動 . 94 

フロント.ワイパー/ウォッシャ ー. システム。…95 
フロント-ワイパーの1回作動（ワンタッチ 

操作） . 95 

リヤ-ワイパー . 96 

リヤ.ワイパーの間欠作動を ON にする . 96 

レイン • センサーの作動 . 94 

レイン-センサーの調節 . 95 

ワイパー-ブレード交換のためのサービス 

im . 95 

ワイパー-ブレード下のサン-シールドの 
取り付け . 95 


へッドライト 

ウォッシャ ー• システムの操作 . 96 

お手入れの諸を意 . 281 

コーナリング'•ライトの/りレフ''交換 . 314 

調整 . 316 

取り付け . 314 

取り外し . 313 

左側/右側通行の切り替え . 316 


補助ハイ-ビーム-へッドライトのバルブ 


夕唤 . 315 

へッドライト-レべリング（自動調整） 

機能説明 . 86 

べビ ー• シート 

規定の取り付け方向 . 42 

助手席エアバッグの作動/停止 . 49 

推奨するチャイ J レド.シート . 43 

ほ 

ホームリンク（ガレージ-ドア•才ープナ ー) 

機能説明 . 254 

操作 . 255 

プログラミング信号（可変コード式 

システム） . 257 

プログラミング信号（固定コード式 

ンステム） .25 d 

プログラムした信号の消去 . 256 

ボール.ヒッチ（トレーラー.ヒッチ） 

拡張 . 248 

格納 . 248 

ソケット . 249 

ホーンの操作 . 53 

ホイール 

—般的なインフォメーシヨン . 289 

ウインタ—.タイヤ（—般的なインフォメ_ 

シヨン） . 292 

軽合金製ホイールの記号 . 293 

交換 . 295 

サイズ . 3% 

締め付けトルク . 296 

スノー•チェーン （ 一般的なインフォメー 

シヨン） . 292 

タイヤ.シーラント . 297 

タイヤ空気圧、データ ( bar / psi ) . 327 

タイヤ空気圧フ。レート . 323 

タイヤ交換（一般的なインフォメーシヨン）…291 
盗難防止ホイール■ボルト（ソケット • 

レンチ） . 296 

パンク修理 . 297 

ビュー . 326 

ホイール•ボルト（お手入れの諸を意） . 296 

保管 . 290 

ラジア J レ.タイヤの言己号 . 293 

リム•オフセット . 326 

ホイール-ボルト 

スぺーサー付きロング.ホイール.ボルト . 299 

ホイ ー J レのををめ付け卜 J レク . 296 

ボイス"コノトロレ . 191 

方向指示灯操作レバー . 89 


補助ヒータ* 

プログラミング . 111 

補助ハイ-ビーム-へッドライト 

バルブの交換 . 315 

へッドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 

補助ヒーター* 

機能説明 . 74 

操作 . 75 

リモート • コントロ ー J レ . 76 

保存 

パーソナル設定 . 150 

ポルシェ-アクティブ-サスペンション-マネー 
ジメント ( PASM ) 

エア.サスペンションおよびレベル.コント 

ロール . 215 

概要 . 206 

機能説明 . 214 

マルチファンクション•ディスプレイの 

警告メッセージ . 215 

ポルシェ-アクティブ-セーフ . 177 

ポルシェ-エントリ ー& ドライブ 

傾斜センサー . 261 

室内モニタリング-システム . 261 

車両がロック解除できない . 27 

を両の□ック . 17 

車両のロック解除 . 16 

アンテナの位置 . 31 

ポルシェ.エントリ ー &ドライブ.コントロール. 

ユニット 

イク'’ニッション-ロックからの取り外し . 158 

ポルシェ ■ 力一 • コネクト-アプリケーション . 191 

ポルシ X ■ 力一-コネクト* . 191 

設定 . 135 

ポルシェ•コミュニケーション-マネージメント 

( PCM )、 インフオメーション . 190 

ポルシェ-スタビリティ-マネージメント ( PSM ) 

OFF にする . 209 

概要 . 206 

機能説明 . 207 

作動する . 209 

タコメ—夕—のマルチファンクション. 

ライト . 210 

ポルシェ-セラミック-コンポジット-ブレーキ 
( PCCB ) 

—般的なインフオメーション . 166 

ポルシェ • ダイナミック • シャーシ • コントロ ール 

( PDCC ) 

概要 . 206 

機能説明 . 212 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告メッセージ . 212 
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* 日本仕様に設定はありません。 











































































































ポルシェ.ダイナミック•ライト-システム-プラス 


(PDLS Plus ). 87 

ポルシェ.ダイナミック.ライト.システム ( PDLS ) ...87 
ポルシェ•ダイナミック•ライト-システム ( PDLS )、 

ドライビング’-ライト-アシスタント . 85 

ポルシェ-トラクション-マネージメント ( PTM ) 

機能説明 . 207 

ポルシェ-トルク•べクトリング-プラス （ PTV プラス） 

機能説明 . 211 

ポルシて車両追跡システム ( PVTS ) 

機能説明 . 262 

ドライバー.力ード/リモート.キーパッド 

なしの場合の操作 . 263 

ドライバー.力ード/リモート.キーパッド 

用電池の交換 . 265 

ドライ/く一 -カードによる操作 . 263 

メンテナンス . 265 

輸送 . 265 

リモート • キ ー /《ッドによる操作 . 264 

ま 

マルチファンクション-ステアリング-ホイール 

機能説明 . 55 

電話機能 . 56 

マルチキー . 105 

マルチファンクション-ボタンの割り当て ..... 133 
マルチファンクション-ステアリング-ホイールの 

ボタンの割り当て変更 . 133 

マルチファンクション-ディスプレイ 

オイル-レベルの点検 . 109 

機能を作動させる/メニューを開く/オプショ 

ンを見る . 106 

項目数の多いリストの閲覧 . 106 

作動原理 . 104 

車両情報の呼び出し . 108 

ステアリング-ホイール-レバーの操作 . 105 

スポーツ•クロノ . 121 

タイヤ空気圧警告 . 118 

タイヤ空気圧モニタリング . 114 

ティプトロニック S のギヤ-ポジション- 

ディスプレイ . 201 

電話を使用する . 113 

トリップ情報 . 113 

ナビゲ—シ ョン. システムの操作 . 112 

パーソナル設定の保存 . 131 

表示エリア . 105 

マルチファンクション-ステアリング- 

ホイールの操作 . 104 

メニュー概要 . 106 


ラジオが送局の選択 . 112 

マルチファンクション-ディスプレイの警告メッ 
セージ 

概要 . U 6 

マルチファンクション-ボタンの割り当て . 133 

万一のときは 

応急処置セット、収納位置 . 286 

けん引による始動 . 318 

停止表示板、収納位置 . 286 

み 

右側通行（へッドライトの切り替え） . 316 

巧一 

自動防眩作動/解除 . 52 

ドア-ミラー設定の保存（メモリー機能） . 52 

ドア-ミラーの格納 . 51 

ドア-ミラーの調整 . 51 

トレーラーけん引のための補助ドア•ミラー….246 
パーキング-エイド用ドア-ミラーの調整 ....... 52 

バニティー•ミラー . t)b 


む 

無線装置および自動車電話、インフォメーシヨン….189 


め 

メモリー . 150 

メンテナンス 

ウォッシャー液の補充 . 271 

エア. クリ—ナ—の交換 . 272 

エンジン-オイ J レ-レべ J レの点検 . 269 

エンジン-オイ J レの補充 . 270 

クーラント-レべ J レの,ち検と補充 . 287 

室内防塵用フィルターの交換 . 272 

メンテナンスの諸を意 . 268 


を 

モニター. センサー （室内） 

キーで OFF にする（リモート.コントロール）....260 
ドア•ハンドルのボタンで停止する（ポルシェ- 
エントリ ー& ドライブ') . 260 

ぶ 

予熱インジケーター•ライト （ Panamera ディーゼル） 

の点滅 . 103 

予熱インジケーター•ライト（ディーゼル•エンジン） 

点灯 . 160 

予備燃料タンク . 273 


ら 

ライト 

インテリア•ライトの自動点灯/消灯機能 . 92 

ウエルカム-ホーム機能を ON にする . 86 

お手入れの諸を意 . 281 

車両から離れる前に点灯する . 86 

乗車時に点な . 86 

乗車時の力ーテシーライトの点灯 . 86 

バルブの交換 . 311 

フロント/リヤの読書灯を点灯/消灯する . 91 

へッドライト•パッシング . 89 

ライト-スイッチ 

AUTO 機能 . 85 

_ 概胃 . 85 

ラケッジ 

格納式ラゲッジ-コンパートメント•カバー、 

引き出し/格納 . 237 

スキ-.バッグの積載と固定 . 239 

積載に関するインフォメーション . 236 

タイダウン.リングの位置 . 235 

ラゲッジ.コンパ—トメント 

タイダウン.リングの位置 . 235 

ビュー . 235 

フロアの開閉 . 235 

ラゲッジ.コンパートメント.カバー 

取り外し . 239 

ラゲ ッジ. コンパートメント.カバーの取り外し/ 

取り付け . 237 

ラゲッジ.コンパ—トメントの固定位置 . 235 

ラジエーター•ファン 

安全に関する指示 . 288 

取り付け位置 . 288 

y 

リサイクル、使用;きみ自動車の廃棄 . 155 

リバース-カメラ . 253 

リモート.コントロール 

キーの電池巧掏 2 Q 

車両がロック解除できない . 27 

スライディンダ/チルティング .ルーフの 

開閉 . 82 

ドアのロック . 17 

補助ヒーター、/くッテリー交換 . 76 

補助ヒーターの ON/OFF . 76 

リヤ•ウィンドウ 

光学的歪み . 74 

リヤ•ウィンドウ-ヒーター 

ON/OFF . 74 

光学的歪み . 74 
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リヤ•クーラー•ボックスを開く . 234 

リヤ•シート 

前方へ倒す . 234 

リヤ-スポイラー、操作方法 . 220 

リヤ.センタ—.コンソ—ル 

収納スぺースを開く . 226 

リヤ-フォグ-ライト 

点灯する . 85 

ドライビング'•ライトの調節 . 87 

リヤ•リッド 

自動で閉じる . 20 

自動で開く . 19 

リヤ•口 一 J レアップ•ブラインド . 58 

リヤ.ワイ パー 

ウィンドウ-ワイパー . 96 

間欠作動 . 96 

リヤ SYNC モードの ON/OFF 

エアコン-システム . 71 

リヤからの助手席シートの調節 . ％ 

リレー 

交換 . 302 

る 

J レーフ-トランスポート-システム . 240 

安全に関する指示 . 240 

重量 . 335 

ベーシック-キャリアの取り付け . 241 

ルーフ積載荷重 . 335 

ルーフ積載荷重 . 335 

ルーム-ミラー 

自動防眩作動/解除 . 52 

れ 

レーン-チェンジ-アシスト ( LCA ). 179 

ON/OFF . 179 

基本的な作動 . 180 

ドア-ミラーの警告表示の明るさを調節 

する . 127 

冷がシステム 

マルチファンクション•ディスプレイの警告 ...99 
レイン-センサー 

作動する . 94 

調節する . 95 

レベル.コントロール 

概巧 21に 

マルチファンクション•ディスプレイの 
警告メッセージ . 217 


ろ 

口一.ビーム 

ON/OFF . 85 

へッドライトの取り付け . 314 

へッドライトの取り外し . 313 

口ーディング 

格納式ラゲッジ-コンパートメント•カバー、 

引き出し/格納 . 237 

格納式ラゲッジ•コンパートメント • カバーの 

取り外しと取り付け . 237 

スキ-.ハック'の積載と固定 . 239 

タイタ'‘ウン.リングの位置 . 235 

ラゲッジ.コンパートメント.カバーの取り 

外し . 239 

口 ード 

格納式ラゲッジ-コンパートメント•カバー、 

引き出し/格納 . 237 

格納式ラゲッジ-コンパートメント-カバーの 

取り外しと取り付け . 237 

スキ-.ハック'の積載と固定 . 239 

積載に関するインフオメーシヨン . 236 

タイタ''ウン.リングの位置 . 235 

ラゲッジ.コンパートメント.カバーの取り 

外し . 239 

口ード.スぺース 

タイタ'‘ウン.リング’の位置 . 235 

口ーラー-タイプ•テスト-スタンドでのパフオー 

マンス-テスト . 269 

口ールアップ式サンブラインド 

リヤ•ウィンドウ側の上昇/下降 . 58 

リヤ■ウィンドウのサン•ブラインドは、後退 

時に自動で下がります。 . 59 

リヤ.サイド.ウィンドウでの上昇 / T 降 . 57 

ロー J レアップ式ブラインド . 57 

口ーンチ • コントロ ー J レ . i 9 b 

ロック 

ドアとポルシェ-エントリ ー& ドライブ 

(キーレス） . 17 

パーソナル設定のキーへの保巧 . 150 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア- 

ロック . 17 

ロック、チャイルド•ロック 

車内からのリヤ-ドア操作の有効/お効 . 24 

リヤ.コントロ ール.パネルの ON/OFF . 37 

リヤ.ドア.パワ ー. ウィンドウの有効/ 

無効 . 79 


ロック解除 

キーからパーソナル設定を呼び出す . 150 

車内からドアを開く . 22 

車内からのドア-ロックの解除 . 23 

車両がロック解除できない . 27 

ポルシェ•エントリ ー& ドライブによるドア¬ 
ロックの解除 (キーレス操作） . 16 

ロックする 

車内からのドアのロック . 23 

車両ドアとキー(リモート-コントロール） ..... 17 

ね 

ワイパー-ブレード 

お手入れの諸を意 . 280 

交換 . 272 
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• 車両の化様およびオプションの変更により、この取扱説明書 
の内容の一部が車両と一致しない場合があります。 

• 説明図は一部日本仕様と異なる点があります。 

• この取扱説明書に関してのお問い合わせは下記までお願い致 
します。 


ポルシ I ジャパン株式会社 アフターセールス 部 


干 153-0064 

ま京都目黒区下目黒1 -8-1 
アルコタワー 16 F 


車両受領証 
(販売店で保管) 


VI N :車両識別ナンバー 


エンジンナンバー 


上記車両については、取扱説明書および整備手帳に記載されている車両の取扱い、 
および保証内容、並びに納車点検内容の説明を受け了承の上、車両およびツール 
キットを完全な状態で受領しました。 


販売店スタンプ 


曰時 


お客様の署名 







無線装置のお査マーク 

ヨーロッパ 

ポルシェ社では、当社車両に装着されている無 
線装置が指令 1999/5/EC および他の関連規約 
の基本要件に適合していることを承認します。 

ブラジル 


■fstp 円れ optfr^ em diirSfer 

secund か * ひ , な Eo み n^o tern ぶ化 ito A prot が jo 
contra ' 円化 rrtsr わが a p 巧い dicfai, mesmo か 
がながけ do mesmo tfpo^ e n さむ p 。 か 
fnterieMnas s siftemas op ， wn か em c^rAtvr 
pn'm かわ . • 


え Aanatel 

0354-09-2149 

III 国 111111111111 

01)07894476026649 


lANATEL 

116 日- 09-2149 

I 謹 lllilllllll 

Pl ： l07S944? 6026960 



Ml い]:-け M 

111111111111 illil 111111111111111111 

10 り 789 が49603 口 16 (日 1}709B9 马96 Q3 023 



イスラエル 

onn 曰 W ( H&brftw : Modd name ) 

5Wk50137y 28-4003-61004-3-00 / 7PP 905865 


SA1 ‘3M 

] のの）|。が n □の (Hebrew : Manufacturer and address) 
Continental AG 
Sieinensstra&e 12 
SiAi 367 93055 Regensburg 

マレーシア 

RAAU/25A/0409/S(09-0408) 

シンガポール 

Complies with IDA Standards DB01752 
Complies with IDA Standards DA10%58 

中国 

CMIIT ID : 2013DJ5507 

インドネシア 

22097 /SDPPI/ 2011 2181 

3 ルダン 

Type approval No. : TRC/LPD/2011/106 
台湾 

CCABIOLP% 00 T1 


日本 


回 204-26003 


カタール 

ictQATAR Type Approval reg. No. : R-2419 

オマーン 

Oman-TRA R/0686/12 DO 90016 

アラブ首長国連邦 

TRA REGISTERED No : ER0075624/11, 

DEALER No : DA0053436/10 
TRA REGISTERED No : 0016889/09 ， 

DEALER No : 0014972/08 

ゾキシコ 

Sistema de apertura de automoviles base y Have 
elect が nica Hella KGaA Hueck & Co, 

COFETEL : (RLVHELCll-1185) 

Radar de largo alcance, 77GHz, 

MARCA : BOSCH, MODELO : LRR3 ， 

COF 口 EL : (RCPBOLR09-0828) 

モロッコ 

AGREE PAR L'ANRT MAROC 

Numero d'agr 台 ment: MR 5371 ANRT 2010 

Date d'agr 会 ment: 02/02 / 2010 

韓国 

^ 暖 ^ 


暖 

TAU5WK5-0137 


南アフリカ 



TA-2012/547 TA-2009/464 























